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広域地下水流動研究における試錐調査（その4）　（DH一正2号孔）零

　田中壮一郎料、中野勇次＊＊、石川潤一料、小坂邦夫　、廣田善夫　

　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨

　広域地下水流動研究の一環として岐阜県土岐市肥田町下肥田字沖長にて、DH－12

号孔（孔長715．82m）を清水掘削した。掘削工事は、主としてワイヤーライン工法を

用いた。

　調査試験は深部地質環境の把握を目的に、岩盤の地質学的，地球物理的，水理学的

および地化学的データ取得のために、以下の調査を実施した。

　　①岩芯の採取・記載・室内試験

　　②物理検層（一般検層、フローメータ検層）

　　③ボアホールテレビ計測

　　④水理試験（透水試験・揚水試験、シミュレーション）

　これらの調査を行った結果、以下のことが明らかになった。

・本孔では主として、168．82mabh（meter　alongborehole）以浅が新第三紀の堆積岩類、同

　以深では、中粒花嗣岩を主体とする土岐花高岩が分布する。土岐花崩岩では、436

　mabh以浅で割れ目が多く、断層帯や割れ目帯が分布する。436mabh以深で健岩部

　となるが、健岩部は小規模で、597．9mabhの断層の下盤側で再び割れ目が増加する。

　断層帯と割れ目帯では岩石に緑泥石化や炭酸塩鉱物化などが認められる。

・物理検層では、低比抵抗、低速度、高聞隙率帯の分布が、岩盤ゾーン区分による断

　層帯と割れ目帯の分布と良く対応している。フローメータ検層では、195mabh付近

　で大きな流速変化が認められた。

・割れ目の走向および傾斜から本孔の割れ目は、走向が北西～南東で南西傾斜のもの

　と、走向が北北西～南南東で東北東傾斜のものが多い。後者は約330～400mabhに

　卓越し、急傾斜をなす傾向がある。

・水理試験は、計測した6点のうち土岐爽炭累層基底部で1σ8m／sec程度の透水性を

　示した。花崩岩内の残り5点では10”5～10’6m／sec程度の比較的高い透水性を示した。

・花闘岩内の掘削中に、NaCl型の湧水がみられた。水理試験中の揚水も、CI’とNa＋

　が多く、No。4（348．89mabh～387，18皿abh区間）でその特徴が顕著に認められた。

＊本報告書は、同和工営株式会社が核燃料サイクル開発機構との契約により実施した

業務の成果に関するものである。
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1nvestigative　Drilling　fbr　the　SIudy　of　the　Regional　Ground　Water　Flow　System（4）一DH－12一

SoichhD　Tanaka，Yuji　Nakano，Jun－ichi　ishikawa，Kunio　Kosaka，Yoshi〔）Himta＊

ABSTRAGT

The　Hole　DH－12，with　the　total　length　of715，82mabh（meter　n】ong　borehole），was　drilled　ill

the　municipality　of　Okinaga　Shimohida　Hidamachi，Toki　City．G血Pref㏄tureJapan，in　order

to　fumish　adequate　data　for　Ihe　Regional　Hydrogeological　Study．The　dri11㎞g　work　p血cipally

adopted　a　wire－1ine　method．h　order　to　acquh℃geological，geophysical，hydrological　and

geochemical　data　for　charactorizing　the　geological　envhpnment　at　depth，the　fbllowing　field

ξmd　laboratoW　tests　were　carried　outl

①Drillcoreobservationandsampling．laboratorytests

②Geophysicallo99㎞9（generaUo99血gitemsandnowmeter1・99h・9）

③H・1ewallobservationbyaboreholeTVcamera

④Hy血aulictests（pulse，slugandpump血gtests）

The　results　a∫e　summarized　as　followsl

　　　　The　geology　of　the　shallower　part　than168．82mabh　of　the　hole　p血cipally　comprises

Neogene　sedimentary　rocks，And　the　geology　of　the　deeper　part　than　l68．82mabh　of　the　hole

pr㎞cipally　comprises　Toki　granite，which　is　mainly　medium－grained　granite，Toki　granite　in

the　shallower　part　than436mabh　has　a　lot　of舶ctures，as　fault　zones　and丘acture　zones，The

fim　rock　zone　is　observed　in　deeper　p韻th肛1436mabh，however，its　t伽I　length　is　sho比

Facturos　are　domimnt　in　deeper　part　than　the　fault，which　is　observed　at5979mabh　in　deplh．

Chloritization　and　carbonatizatiQn　are　associated　with　the　fracture　zones．

　　　　　The　geophysical　logging　has　identi丘ed　zones　of　low　resistivity，low　seismic　velociIy　and

high　porosity，which　are　well　con℃lated　w主th　the　fracture　zones，The　flow　meter　logghlg

showed　a　velocity　chImge　neaτby　l95mabh．

　　　　　The　strike　of　fractures　obsen／ed血the　hole　is　prhlcipally　NW－SE　and　NNB－SSE　ne

fomer　dip　is　NW　in　general．The　la醜er，domjnant　at330－400mabh，generally　has　steeper（lip

of　ENE．

　　　　　The　hydraulic　tests　were　ca∬ied　out　at　six　selected　sections　of　the　hole，One　of　the

sections，in　basal　conglomerate，showed　the　valロe　order　of　lO－8m！sec　pe㎜eability，Rest　of　the

secti。ns，h、脚ite，sh・wedrelativelyhighpermeabili取wi舳e・rder・f10冒5・r10P6㎡sec．

　　　　　Ground　water　of　NaCl　type　gushed　out　dur血g　drilllng血gr㎜ite，The　waIer　flowing　out

inthehy血aulictests，P訂ticularlyatN・．4（348．89－387．18mabh），wasals・rich血Na＋㎝dCl－・
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1。調査概要





　調査概要

　1　調査の概要

　1，1　調査件名

広域地下水流動研究における試錐調査（その4）

1．1．2　調査目的
　広域地下水流動研究の一環として、710m試錐孔を1孔（DH－12号孔）を掘削し、

地下深部における岩盤、断層・破砕帯などの地下水流動を規制すると考えられる地質

構造、透水性の把握のために地質学的、水理学的、地球化学的、地球物理的データを

取得する。

1　1．3　調査位置
DH－12号孔　岐阜県上岐市肥田町下肥田字沖長2841、2842－1

　　北緯135。2r34．3736”　　（X　l－71044．469m）

　　東経；137。12／46．6512”　　（Y：　4206．422m）

　　標高；137、385m

　調査位置は図1．Llに示すとおりである。

1　1．4　調査期間および工程

　　自：平成12年3月22目

　　至；平成13年3月30目
調査の実施工程は表1．L1に示すとおりである。

1　1．5　調査内容
本調査の内容は以下のとおりである。

　①試錐孔孔口測量

②試錐孔掘削および検層・試験ハンドリング

　③岩芯の採取・記載

　④岩芯室内試験

　⑤物理検層（一般検層7項目，フローメータ検層）

　⑥ポアホールテレビ計測

　⑦水理試験（揚水試験）

　⑧水質化学分析

　⑨報告書の作成

本調査の計画および施工数量を、表L1．2に、孔井図を図LL2に、それぞれ示した・

一1 1一



1．1．6　工程管理と施工体制

　調査工事にあたっては、地域の方々に本工事に対する理解と協力を得るように努め

た。更に安全衛生管理および環境保全に留意して作業を実施した。

　また、深部における清水掘削の際の孔壁崩落による障害をできるだけ軽減するため

に、地域の方々の承諾を得て、原則として工事時間を24時間操業とした。

　調査中は、進捗状況等について核燃料サイクル開発機構の各担当者に詳細に連絡し、

工程管理に努め、業務の円滑な遂行を図った。

　本調査の実施体制を図1．L3に示す。

1　1．7　担当者

　施工者　＝同和工営株式会社

　工事総括責任者　憧崎哲夫

　主任技術者　田中　壮一郎

　現場代理人　中野　勇次

　現場代理人（代理）　石川　潤一

　　　　　　　　　池田　慶一

技術スタッフ

　［試錐孔掘削および検層・試験ハンドリング］

　掘削主任工藤　信一

　機長　　　永池　秀秋

　　　　　　田村　晴吉

　［岩芯採取・記載および室内試験］

　責任者　　　石川　潤…

　技術員　　　土肥　直之

　技術員　　井上　敏夫

［物理検層］

検層責任者森川　剛夫

技術員　　藤川　真治

［ボアホールテレビ計測］

計測責任者森川　剛夫

技術員　　佐藤　伸哉

［水理（揚水）試験］

試験責任者廣田　善夫

技術員　　　井上　勝好

［地下水化学分析］

分析責任者小坂　邦夫

技術員　　大淵　聡

1－2
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図1．1．1　調査位置図
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表1．1．1　実施工程表

調査件名：広域地下水流動研究における試錐調査（その4〉 DIH2号孔
　　　　　　　　　　　　　　　年月　日名　称

平成12年 平成13年
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12 1月 2月 3月

22
ア機材調達、準備敷地造成工事

冒5
搬入・組立

23

20”ケーシング掘削・挿入　　　　　0．00～3．90m 響6

2

i

1段目掘削〔1）掘削　　　　　　17－1〆2”　　　　390～5029m②1ボケーシング挿入

117．5mm仮ケーシング挿入　　　挿入深度50．13m

’’．tO

11　　1ア隔

2段目掘削Φ塀鳳1上，，，，，　　HQ－WL　　　　50・29－164・12m　　　　　　　HQ－WL　　　　164．12～280．17m

②矧ll

12－1／2”　　5029～28017m 2畠　監11③拠孔④1ぜケーシング挿入　　　　　，挿入深度275、34m

一含．書』躍

．．⑤ケーシングトップアップセ蓋≧テング，孔口加工⑥HW・127mm仮ケーシング挿入　挿入深度27534m

■4

9
3段目掘削

HQ－WL　　　2BO．17－510．DOm①掘削②掘削　　　　HQ－WL　　　510．OO～715．82m

湧水防止セメンチング 鍾

湧水対策（ロテーティングヘッド取付） 副5

孔内淺藻作業
25　1213－　－

岩4

ボアホールテレビ計潮 高 鯉

物理検層 』 1－3 御

水理試験 溜9
21 2

1昌呂
7

孔内洗浄

埋孔セメンチング
57

掘削資・機材の解体、搬出 盟D 6

敷地復1日工事 ■■■ 臨■■■　■■■　■■ 55■■■■■■■

一その他 資材待機（3” 明管）2評7 昌11ワィヤー インホ杁卜修理

各種分析、報告書作成

休業 等〕o
2

Ψ2’5 ‘8



表1，L2　計画数量と施工数量（1）

項　　目 仕　　様 計画数量 施丁数量
数量 深　反（mabh） 数量 深　度（mabh）

L試錐孔孔口測量 緯度、経度、標高 一式 一式
2．試錐孔掛削および　検層・試験ハンドリンrグ 1）整地、試錐基礎　およぴ仮設

式 一式

2）試錐孔掘肖」

表層部掘削
2ゼケーシンゲ掘肖ll 6．10 0．00　～　　　6．10
17 1！ガトリコン掘削 50．50 0．OQ　　　　　50．50 46．39 3．90　　　　50，29

コ刃ング掘削（胆珊．〉 959．50 5Q，5Q　～　1010，00 705．77 10．05　～　　715、82

拡孔作業（12 1海ワ〉 150．50 50．50　～　　201．00 225．43 5D．29　～　　275，72

3）ケーシング
2ゼケーシング・tルチング D．OO　～　　　3．90

1ベケーシンゲ・セメンチゾ 50．00 O，OQ　～　　　50．OO lO．50皿 O，QO　～　　50，20

1ゲケーシンク㌧セメ冴ンゲ 20Q．00 O．OO　～　　200．00 105．DO皿 0．00　～　　275．34

4）検層・試験ハントフンク 一式 一式

5）撤去およぴ原状復旧 一式 一式

3．岩芯の採取・記載 1）コア写真撮影 一式 一式

2）記載柱状図（V20） 一式 式

4．岩芯室内試験 1．岩石薄片作成
DH

13号孔と合わせて50試料 27試料

2，同観察・モード測定
Dli

13号孔と合わせて50試料 27試料

3．X線図折 DIH3号孔と合わせて20試料 13試料

4．全摺組成ン析

車成分、FoO、H20
DH

13号孔と合わせて50試料 27試料

Th、し r）ll 13号孔と合わせてmO試料 55試料

5，物理検層 1）電気検層 96（1．oo 50．0（1　～　】（月〔｝．O（1 664．80 50．20　～　　715．【Xl

ノルマル比抵抗測定

マイクロ比抵抗測定

sP（自帆亀位）測定

2）密度検層 96（｝．o〔） 50．〔｝O　～　】010．00 664．8D 50．20　～　　715．00

密度測定徹乱γ細
31中性子・ガンマ線検層 960．00 50．OO　～　1010、OQ 664．80 50、20　～　　715，（｝O

中性子測定（熱中性子）

γ線測定（自然γ線）

弓）音波検層 960．00 50．00　～　1010．OO 664．90 50，20　～　　715．OO

ウエープト冴ン記録

インテイシテ仁Pグ記録

P波速庄測定

5）湿度検層 960．00 50，00　～　1010．OQ 陥1．90 50．20　～　　715，（10

温度分布の測定

示左温度分布

6〉孔径検層 960．OO 50，0Q　～　IQlO．00 664．9（〕 5D．20　、　　715．（〕0

x孔径測定

Y孔径測定
7）孔曲り検層 960．00 50．00　～　工010．OO 664．80 50，20　～　　715．00

試錘孔傾斜角測定

試錘孔傾斜方位測定

8）フローメーター検層 960．00 50．00　～　1010．OO 664．80 50．20　～　　715．00

孔内水流入出連度測定

孔内水流入出量測冨

9）データの解析
一凸』 一式

6、ボアホールテレビ計測 ／）測定 960．00 50．QO　～　1010，00 664．80 50．2（1　～　　715．OO

壁面観察

21観察データの整理・解析 式 一式

割れ目

割れ日本数

割れ目【二庁

図の孜成

一1－5一



表1．L2　計画数量と施工数量（2）

項　　目 仕　　様 計画数量 施工数量
数量 深　度（mabh｝ 数県 深　度（mabh）

7．水理試験 （1）現地水理試験間隙水圧測定透水試験揚水試験解析式等を用いた解析 2点 50．000　～　275．000

6点

157．450　～　　164．120

11点 275．QOO　～1010，000 171，800　～　280．170

合計113点 279．398　～　344，670

345、901　～　387．176

：号88，902　～　429．679

431，418　～　505．500

計画数量 施上数量

数量 解析内容 数量 解析内容

11点 簡易解析 6点 簡易解析

8点 精細解析 4点 精細解析

上記数量は囲一13号孔との合計点数

9，報告書の作成 一式 一式

1－6



掘削径

　　　50．29m

12－1／4”

275．72m

ケーシング径

HQ－WL（φ＝98．4mm）

715．82m

イ

　50．20m

　ノダ10SGP

2フ5．34m

図1．1．2孔井図
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主任技術者　田中　壮一郎

現場代理人　中野　勇次

造成工事DH－12㈲セイワ建設

掘削　掘削主任　　工藤　信一
掘削水用井戸掘削奥村ボーリング

設営工事業者 廃泥処理業者

ボァホールテレビ計測㈱レアツクス

水理試験大成基礎設計㈱

地下水化学分析㈱島津テクノリサーチ

　山　葺石鏑川査塑 　物継岡11層夫 　水蟻野昊 　地嫉馨檎

孔口測量あびこ測量㈱

電気工事㈱電工舎

図1．1，3　施工体制図
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1．2　地形・地質概要

　DH－12号孔は、土岐市市街地の東方、土岐川の南岸、土岐市肥田町下肥田に位置す

る。調査地付近は、住宅地、耕作地および河川敷になっている。土岐川を隔てた北側

には標高300m前後の丘陵地が広がっている。南側は起伏が少ない平坦地である。

　調査地点付近の地質は、図1，2．1に示すように、中生界美濃帯の堆積岩類および白亜

系～古第三系の土岐花闇岩を基盤とし、新第三系中新統の瑞浪層群と鮮新統の瀬戸層

群が基盤を不整合に覆う。

　土岐花嗣岩は、土岐市北部を中心とした直径12～14km程度の円形に分布する。本

岩は、美濃帯の堆積岩類（泥岩、砂岩等）に不調和に貫入し、接触変成作用を与えて

いる。本花闘岩は、岩相変化はあまり顕著でなく、主として中粒～粗粒の黒雲母花闘

岩，斑状黒雲母花闘岩および中粒角閃石黒雲母花闘閃緑岩等からなり、板状節理が発

達する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あけよ　　　　　　おいだわら
　瑞浪層群は、糸魚川（1980）によれば、下位から土岐爽炭累層，明世累層，生俵累層

に区分される。

　土岐爽炭累層は、主として泥岩，砂岩および角礫岩からなり、凝灰質部や亜炭質部

を挟在する。また、亜炭層や凝灰岩を挟む。一般に基底部に、花闇岩などの角礫を多

く含む礫岩が発達する。

　明世累層は下位より，月吉層，戸狩層，山野内層および狭間層に区分される（糸魚

川，1980）。岩質は凝灰質な砂岩あるいはシルト岩からなり、時に炭化植物片、貝化

石、生痕（サンドパイプ）、石灰質ノジュールなどを伴う。

　生俵累層は、主として無層理な凝灰質泥岩からなり、礫岩層を挟み、貝化石を伴う。

　瀬戸層群は、砂礫層と陶土層からなる。下位の地層を広く覆い、丘陵の上部を構成

する。

　地質構造は、概して地形的な高所に新しい地層が分布し、比較的単純な構造を示す。

ただし、土岐川の南方に、東北東～西南西方向の断層が数本分布する。図1．2．2に示す

ように、その一部の屏風山断層は活断層である（活断層研究会，1991）。また、調査

地の北東方には、北西～南東方向の赤河断層が分布し、活断層とされている（活断層

研究会，1991）。DH－12号孔とDH－13号孔の中間地域には、東西方向の走向を示す月

吉断層が存在する。同断層は、東濃鉱山でN80ワE，60q　sの走向傾斜をもつ変位30m

の逆断層として観察される（柳沢ほか，1992）。同断層は、瑞浪層群を切っているが、

瀬戸層群は切ってないので、瑞浪層群堆積後、瀬戸層群堆積前に活動したと考えられ

ている。

一1 10一
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1，3　調査実績の総括

　本調査は、平成12年5月8目より現地作業に着手し、敷地造成・仮設ハウス設置、

試錐櫓基礎工事、試錐機等掘削設備の設営作業を行った。

　掘肖Il作業は、6月24目から開始し、表層部保護のため50，13mabh（meteralong　borehole）

まで14”ケーシングを設置した後、7月11日からHQ－WL工法によるコアリング掘削

を開始した。

　約180mabh以深を掘削中、湧水が認められた。湧水は、更に深部を掘削中に増加し

たので、湧水対策として、ロテーティングヘッドを取り付けて掘削した。275．72皿abh

まで、12－1／4’1拡孔を実施し、275．34mabhまで10’『ケーシングを挿入し、セメンチング

を行った。

　更に深部を掘進する際も、多量の湧水が認められた。広域的な地下水圧の低下が懸

念されたので、当初計画深度1，010mabhのところ、715．82mabhで掘り止めとした。

　なお、HQ－WL掘削により採取した岩芯は、岩芯箱に納め、掘削の進行と同時に記

載を行った。また、採取した岩芯の一部を選定し、岩芯室内試験を実施した。これら

の選定は核燃料サイクル開発機構と協議の上決定した。

　地質は、地表～3．9mabhが沖積層、3．9mabh～168．82mabhは新第三系の堆積岩、

168．82mabh以深が花闘岩類（土岐花闘岩）である。花闘岩中では害Ijれ目や断層が多く、

主要な断層は、194．56mabh～194．86mabh、196．45mabh～197．30mabh、209．75mabh～

210．10mabh、337．80mabh～338．12皿abh、363．26mabh～363．80mabh、467，35mabh～

469．90mabh、597．90mabh～598．57mabhおよび619，64mabh～620．11mabhに認められ
た。

　2月1日、核燃料サイクル開発機構担当者立ち会いによる掘削検尺を実施したのち、

孔内洗浄（蛍光染料添加）を実施し試錐孔掘削工程を終了した。

　なお、ボアホールテレビ計測、各種物理検層は、280．17mabh、510．00mabh、および

715．82mabhの各深度を掘削した段階で実施し・た。ボアホールテレビ計測では、良好な

画像が得られ、主要な断層の走向・傾斜が判明した。物理検層では、割れ目帯・変質

帯および断層などに対応して各種パラメータの変化が捕捉され、それらの地質構造の

規模や性状を知るための貴重なデータが得られた。

　水理試験は、6点を実施した。しかし、多量の湧水のため、貸与された水理試験装

置を使用した試験は1点（No．1）のみで、残り5点（No．2～NQ．6）は揚水ケーシングを導水

管とした定圧揚水試験となった。また、No，3～No，6では、管材の制限から、水理試験

終了後に1～3目程度の水質モニタリングおよび採水を実施した。

　孔内作業は、356．70mabhより下部の埋孔セメンチングを経て、平成13年2月14

日に孔口装置を取り付けて全工程を終了した。現地作業は、掘削機材の解体・撤去、

調査敷地の修復、試錐孔孔口の口元設備設置作業を行い、3月29日に全て終了した。

表L3，1に調査総括表を示した。
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表1，3．1　調査総括表（1）

工　事　期　贋 丁キ期悶口丁ド 作業虞容 対象深度薯
期　冒 延障数 実働日数休 日数

整地・設一営 平成12年5E8巳　　～丁成穏年5月25日
19

田 （1

敷地造成・1眞卸ヴ福肴
平成12年5∫’29ヨ　～平成12年6月33臼 26 26 o 組立 o．oo　～　　　3、9σ

掘削

鵯’成12　 6月2引ヨ　　　～　1　　112　16月2∈目 3 3 o 20！．ずゲ掘削・挿入 3 9（1　～　　50．29

平［莫12年6月27己　　　～　平層屹12年7月らヨ lo LO o 17－1「　眠

’P　l2年7月11日　　～1　　12fi7　L7日 7 7 0 HQ 耽掘判

1ア成12年7月30目　一平成12年8月7ヨ 9 9 ひ HQ－w≧掘削

平成12年9月50　　～平成12 IO月2日 2き 28 q
12rギ曲孔

’「成1241 10月15回一平成12年］1月9目 26 26 o 1通 駐』掘≒」

平成L3年班IO日　～半成13年1 qL1β 2 2 o HQ－W掘判
W　l3年1月14円　～鵯　13｛二1月15日 2 2 o HQ w掘昌1

平戌慣年1月21一　～平成】3年］月馴日
11 ll o HQ 旺掘】

掘削以外の孔内作業

半成L2年7月70　　～平成L竿7月7コ 1 1 o 1ギ 一シ捧　　入

月112　　‘7月ε　日　　　　　～ 　1　に』12三「　7月　8　d 1 1 o 14㌧　、’グ　／テンバ

平成1年7月9目　　一丁知3年7月9ヨ 1 1 o 1ギ　ツワrF卜】　’ト凌喋1 12 1 一ゼソ“

平成L年7力1e日　～平改12年7ナIK卜口 1 1 o 127㎜仮　　　挿フ、（挿入深座駒 50．29　～　164．12

平厚【2年9月2日　～1’成121 9月3日 2 2 o 享爪　吐セーリ　グ

1’成12年9月4目　　一平欠12年qE5目 2 2 o 湧双対策L町一力ンケ帆r取付〕 50
29　～　275

72

平串L2年10、目2日　～」1成L2年10 月r日 豊 毛 　o 孔底埋没矯仏　除
平成L2年10月6［　～平成毘年恥月C口 L 1 o 10甲㌘　／ン7i揮へ　　（　　ノ、深慮冒75 34田〕

12・一】0月7自　　～ユ毛甑12イ110月マ目 置 1 o 1びケーシンゲセ‘ソヲ

半、戎12年10月呂日　　～平、成12年m月正0日 3 3 o 1ゼケーバゲト　　rセ切ンゲ

12　qU月Ll日　～平或12｛11　月11日 1 1 o 10μ 一沖ゲ孔r如L
平成i2年10員12目　一一　文12年10月】3目 2 3

1　α 1ゲ　　　r内tント疫諜【　町ガピ外｝

平成臣年10卜Ll口　～＋衷L2年10月110　　1 】 ひ 障・1ず　壬肯 　　師’、　　人昌、唯2阿 口1 2曾し17　～　5LO．〔IO
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表L3．1調査総括表（2）

レ

ー

旨

進　深　．度 段の，’深　と ’目率
当初予定深度（m） 1，010．00 検尺深度（m〉 715．82

孔径／深度　（m） 掘進長（m） 掘削日、間　（h） 掘進能率（m／h） 実働日数 掘削能率（m／day）

17－1／2”掘削深ス（m） 50．29 増減掘長（m） 0．29
12－L過”拡孔深度（m） 275．72 増減掘長（m） 75．72 508mmSGP（0～6．10）

6．10 2．5 2．44 2 3．05
コアリング掘肖1」深 （m） 715．82 増減掘長（m） 294．18

コア長（m） 631．99 コア 〆取率（％） 94．96 444．5mmトリコン（～50，29）

44．19 53．67 0．82 6 7．37

作　業　時　問

f　！目 日，間 時間比率（％）

掘削 1，218。　55 48．29 26．79 311．2mmトリ］ン（～275，72）

225．43 413．25 0．55
28

8．05
付帯 1，205。　401 47．76 26．50

機械修理 78。　30ノ 3．11 1．73 HQHD WL（50．29～715．82）

665．53 730．75 0．91
47 14．16

孔　トラブル 21D　l5 0．84 0．47
（小計） 2，524。　20ノ 100．00 55．49 100m区間　のコア〆 一　く

深 区間（m〉 区間採取率（m） 採取率累計（m〉

検層・試験 1，477。　40’ 72．97 32．48 50，29～　99．07 100．00 100．00

設営 3140　0ノ 15．50 6．90 99．07～　200，67 80．85 87．06

撤去 233。　30ノ 11．53 5．13 200．67～299．87 90．97 88．61

指示待機 0．00 0．00 299．87～400，17 97．41 91．13

（小計） 2，025。　10ノ 100．00 44．51 400，17～499．37 97．61 92．56

499．37～　598．82 100．00 93．91

。計 4，549Q　30 100．00 598，82～　715．82 99．87 94．96

～黛ムー娼

類 深曳m） 、進　　×100％ 回距賜）
20”SGP 6．10 0．85 固定
14”SGP 50．20 7．01 固

10”STPGSch40 275．34 38．46 固定 王要　 型工 メーカー

HW／127mm 275．17 38．44 100．00
…』㌔　　・　「

RESORT－21 利根

卜京像』 ビットサイズ 平“ライフ（m） 1総日、間（h） 平朋準 試錐ポンプ NP 1000AT 利根
17 1／2” 44．19 53．67 0，82m／h 試錐ポンプ D20－70 ㈱セキサク

12－1／4” 112．72 413．25 0，58m／h

HQHD－WL 60．50 730．75 0．89m／h



2．試錐孔掘削工事



　2　試錐孔掘削工事

　2．1　掘削工事概要
　試錐孔掘削工事に先立ち・敷地の造成工事を5月8日に着手した。耕土

を剥ぎ取った後・山ずり・砕石を敷き整地した。櫓の基礎は厚さ25cmの

鉄筋コンクリート仕様とした。敷地内には掘削設備のほか、現場事務所、

分析室を設置した。分析機器用の電源には安定した周波数、電圧が必要な

ことから・商用電力を引き込んだ。分析器材の洗浄のため上水道の引き込

み工事もあわせて行った。現場の周囲はネットフェンス囲い、出入り口に

はゲートを設け安全を図った。掘削機材の搬入・組立は5月29日に開始し
た。

　水質分析装置は6月5目に搬入後、組立調整を行い、掘削開始に備えた。

　掘削は6月24日に開始した。掘削水には温泉水を使用した。表土の下は

玉石混じりの砂礫層で自立しないため、20”SGP（配管用炭素鋼鋼管）ケー

シング先端をコンポジット加工し、ケーシング掘削を行い3．90mabhまで挿

入設置した。

　17－1／2’ラトリコンビットを使用し、清水によるロータリー掘削で50．29

mabhまで掘削。6，30mabhを掘削中、20”SGPケーシング外周が崩壊しトル

クが上昇したため20”SGPケーシングを6．10mabhまで挿入した。14”SGP

ケーシングを50．20mabhまで挿入。フルホールセメンチングを行った。セ

メントおよびフロートシューを12－1／4”トリコンビットで竣洪、φ117，5mm

ウェルマンロッドを仮ケーシングとして50．12mabhまで挿入設置した。

　清水HQ3重管ワイヤーライン工法（以下、HQ－3wLという。）で164，12

mabh（土岐爽炭累層〉掘削後、水理試験Nd　（測定区間157．450～
164．120mabh）を行った。掘削中に微量（1～2〃min）の湧逸水があった。

水理試験終了後、清水HQ－3wLで第2段の予定深度200mabhまで掘削し
たが・200mabh付近は断層帯で、それ以深の水理試験実施時にパッカーの

設置ができないこと・および深部掘削時の安全のため浅部の崩壊しやすい

地層はケーシングで保孔する必要があることから、健岩部が出現するまで

掘削することになった。結果的に280、17mabhまで掘削し、ボアホールテレ

ビ計測、物理検層、水理試験Nα2（試験区間17L800～280．170mabh）を実施

した。掘削中・185mabh付近より徐々に湧水量が増加し、掘削中の湧水量

は20～30〃min程度であったが、241．87mabhでのビット交換時には、ロ

ッド揚管後の口元開放状態での湧水量が約300〃minとなり、280．17mabh

では、口元開放状態での湧水量が約900〃minに達した。拡孔開始前にHQ
孔上端部に簡易パッカーを設置し、湧水防止のためセメントを圧入した。

セメントにより湧水層が完全に閉塞できない場合、12－1／4”拡孔時にはさら

に湧水量が増加し、その処理が困難になることが予想されたので、孔口に

ロテーティングヘッドを取り付け湧水に備えた（図2．L2参照）。拡孔中、
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185mabh付近より徐々に湧水量が増加し、196．17mabhで自然状態におけ

る湧水量が15．4〃minとなった時点で、ロテーティングヘッドにストリッ

パーラバーを装着し、フローラインのバルブの開度の調整により湧水量を

制御しながら拡孔した。220mabh付近より孔底に崩壊物の埋没が増加した。

275．72mabhでは埋没が17．27mに達した。HQ－3WLで掘削した280，17mabh
まで12．1／4”トリコンビットで拡孔すべく努力したが、揚荷重、ロータリー

トルクが増大し、抑留の危険が増大したため、サイクル機構と協議し、

275．72mabhで第2段の拡孔を終了とした。通常の循環では孔内に残留した

スライムの排出ができないため、HQロッドを挿入して逆循環工法により

スライムの排出を行った。この結果砂～礫状（最大50×70mm）のスライ

ムおよび崩壊物が排出され、孔内の残留物をほぽ全量回収することができ

た。1αSTPG（圧力配管用炭素鋼鋼管〉Sch40ケーシングパイプを275，34

mabhまで挿入し、フルホールセメンチングを実施した。セメントおよびフ

ロートシューを9、5／8”トリコンビットで凌諜後、HW（114．3mm）およびφ

117．5mmウェルマンロッドを仮ケーシングとして275．17mabhまで挿入設

置した。湧水に備えロテーティングヘッドを10”ケーシングに付け替えた。

　HQ－3wL掘削開始直後より湧水が発生した。510、00mabhまで掘削後、サ

イクル機構の指示により、ボアホールテレビ計測、物理検層、水理試験恥3

～No．6（試験区問431，418～505．500m＆bh、388902～429，679mabh、345．901

～387．176mabh、279，398～344．670mabh）を実施した。

　湧水対策として水理試験は、3”SUS（一般配管用ステンレス鋼鋼管）揚

水ケーシングにナイスシールを巻き付け、パッカーの役目をさせる事によ

り試験区問の遮水に用いた。

　各種試験終了後、孔内に残留したシール材、針金を排除の後、HQ－3WL

掘削を再開した。468mabh付近の断層からの崩壊が止まらず、528，47mabh

以深の掘削継続が困難となった。NQ－WLロ〕ソドを挿入して逆循環を行い、

孔内の崩壊残留物を回収したが、掘削中の崩壊は止まらず、537．02mabh

でインナーチューブ回収中、ビット位置534．22mabhで抑留された。ロッド

を管動させる事で抑留を解放させることはできたが、このままの状態で以

深の掘削継続は困難と判断し、サイクル機構と協議し崩壊防止セメンチン

グを実施した。これ以深の掘削は順調に進み、1月31日、サイクル機構の

指示により715．82mabhで掘り止めた。ボアホールテレビ計測、物理検層

実施の後、孔底より356．70mabhまでセメントで埋孔した。

　試錐機材の解体撤収後、DH－13号孔の掘削終了を待って、分析室、現

場事務所を撤去した。櫓基礎コンクリートの解体撤去、路盤材の砕石、山

ずり撤去の後、耕土を敷き戻した。土岐川河川道路の補修工事を3月29

日に終え、現場工．事を全て終了した。

　以上の期間の作業記録を図2．L1 に示す。
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図2．1．2　ロテーティングヘッド断面図
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　2，2　設営および現場設備
　試錐用地内の試錐機器設備他の配置を図2．2．1現場配置図に、使用した

機器設備を表2．2．1に示す。

2．2．1　敷地造成工事
　試錐機器の搬入設営に先立ち、試錐用地の造成工事を行った。用地は休

耕中の畑で、工事終了後現状に復旧する必要があり、剥ぎ取った耕土は、

用地の隅に山積みにして保管した。耕土を剥ぎ取った表土の上に山ずりを

厚さ20cmで敷き均し転圧をかけた後、砕石を厚さ15cmで敷き均し転圧し、

大型車両の通行に支障がないようにした。

2．2．2　試錐櫓基礎工事
　敷地の造成工事と平行して、試錐櫓の安定を図るため、櫓基礎コンクリ

ート（8．Om×8．OmxO，25皿）を設置した。基礎には鉄筋（異型棒鋼鉄D－16）

を縦横300mmで組み立てた。孔芯には作業性を考慮して、幅1．Om×長さ1．5皿

×深さLOmのセラーを設置した。

　避雷針用の接地目的で櫓基礎コンクリートのコンクリート打設前に配筋

に端子を取り付けた。

2，2．3　試錐機材設営作業
　資機材の搬入にあたっては、大型トラックが通行不能のため4tトラッ

クに積み替え搬入した。試錐機は4t 車では運搬できないため、大型のダ

ンプトラックを使用した。私道および土岐川河川道路は幅員が狭く、車両

がすれ違える箇所がほとんどないため、資材の搬入は極力早朝に行い一般

車両の通行の支障rとならないよう配慮した。

　櫓の組立作業には同作業に熟知している専門業者を使用した。落雷によ

る被害を防ぐため、櫓頂部には避雷針を取り付けた。櫓周囲は緑色のシー
トで囲った。

　騒音低減のため動力源は全て電動機とし、ディーゼル発電機には超低騒

音型を採用した。電気工作物の保安管理業務は財団法人中部電気保安協会

に委託し、6月20日同協会による自家用電気工作物竣工検査を受けた。

　発電機の燃料の貯蔵用として1000’円筒横置きのタンク　（防油提付き）

を準備した。各発電機にも防油提を設置し燃料の流出防止を図った。少量

危険物貯蔵・取扱い届出書を6月14目土岐市消防署に届け出た後、使用を
開始した。

　本工事で使用した試錐機および試錐ポンプの能カー覧表を表2．2．2、表
2，2．3、表2．2．4に示す。
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　2．2．4　その他の設備

　用地内には試錐設備のほか、作業員詰所、現場事務所、現場分析室、発

注者監督員用言吉所を設置した。分析室内の分析機器の電源としてディーゼ

ル発電機は電圧、周波数が不安定なため適切ではないので、商用電力の引

き込み工事を行った。分析機材の洗浄用に上水道の引き込み工事も実施し
た。

　試錐用地の周囲をネットフェンスで囲み、入り口にはゲートを設け、部

外者の不用意な立ち入りを防止した。
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図2．2．1　現場配置図
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表2．2。1　主要機器一覧表

品名 製造会社 型式 公称能力
原動機

数量 備考
種別 出力

試錐機 利根 リソ㌧卜21 巻上能力290kN（4本綱） モーター 45kW 1台

試錐櫓 利根 DR・25 H＝25m、耐荷重450kN 1基

サブストラ好ヤー 自社製 H＝lm 1式

試錐ポンプ 利根 NP－1000AT
1．05m3！min　2、8MPa　　　　、

モーター 55kW 1台

副試錐ホ’ンプ セキサク D20－70 0．3m31min、7．6MPa モー外 】5kW 1台

サンドポンプ ツルミ KRS2－15KRS2・100
1．Om3／min1．5m⊃／min

モーター 4kW6kW 1台1台

水中ポンプ ツルミ KTV2－15 0、2m3／min モーター 1．5kW 2台

ワイヤラィンウィ匠 NLC
NL－2000 φ6皿mX2000m モーター 15kW 1台

マ卦陰キサー 利根 MCE－1000 撹搾谷量1000m3 モーター 5．7kW 1台

清水妙ク 自祉製 鉄製
7m3　6m3　2．5m〕　、　　　　　　　　　　、

各1基
貯水タンク 折りたたみ式

5m3
3基

廃水タンク 自社製 鉄製 12m3、10皿3 各1基
孔曲測定器 村田製作所 TYPE，SS 1～10自 1式

マッドク対一ン 大陸工業 TM・10B 処理能力1．Om3／min モーター 2、2kW 1台

発電機 デンヨー DCA－90SPH 90KVA超低騒音型 エンジン U3ps 2台

・テーティングヘッド GRANT 13－518”SHORrY H＝629mm、7”Outlet 1台

同上用潤滑システム GRANT 178al．循環タィプ 1台
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表2．2．2　試錐機能カー覧表

型式 RESORT－21
最大巻上能力（KIN） 225：3本掛、ベアドラム

290：4本掛、ベアドラム
　　　、ドライブヘツド

型式 2シン1ダー油圧フ仁ド

スピンドル内径（mm）
160

ヘッドストローク（皿m） 750

スピンドル回転数（rpm） 45、88、　177、322、R37（45kw）

最大スラストカ（KN） 981油圧17．15Mpa時
最大バランスカ（KN） 3231油圧i7．15Mpa時
チャック形式 スクリュチャック、油圧チャック

ギヤリング

チェンジギヤ型式 スライデイングギヤ

クラッチ型式 乾燥単板ディスク
入力軸回転数（rpm） 1800（45kw）

ホイスト

タイプ プラネタリギヤハンドブレーキ
ドラム寸法（mm） 直径400X長さ600
ワイヤーロープキャハ。シテ仁（mm×m） φ20×230
ロープスビード（m／min） 46、82、　165、300（45kw）

最大巻上能力（KN） 78．4

オイルポンプ
型式 コンビネーションギヤポンプ
吐出量（’／min） 60＋18

最大圧力（Mpa） 20．5

フレーム
型式 スキッドタイプ（油圧スライドベ略付）

スライドストローク（mm） 650（開口寸法680）

水制動機

型式およぴ名称 フルード単段式
制動回転数（rp皿） 1200

平衡速度（m／記c） 0．75～1

制動荷重（KN） 196（4本ロープ）

重量

総重量（㎏） 約8600（モータ、油含み）

最大分解重量（kg） 約2000
寸法

長さ（mm） 約3475
幅（皿皿） 約1925
高さ（mm） 約2400
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表2．2．3　試錐ポンプ能カー覧表

型　式 NP－1000

タイプ 複動二連式

工程長さ（mm） 130

バルブ形式 コニカル

サクションホース径（mm） 125

デリバリホース径（mm） 75または65
所要動力（kw） モータ　55kw4P
総重量（原動機を除く）（kg） 約2700
寸法（モータ付）（mm） 3770（L）×950（W）×1905（H）

シリンダ径（mm） 165（6－1！2”） 152（6”） 140（5－1／2”） 127（5”） 114（4－1／2つ

吐出量（ぞノmin） 1050 865 890 730 740 610 605 500 480 395

最大圧力（Mpa） 2．35 2．84 2．74 3．33 3．33 4．02 3．33 4．9 5．1 6．17

複工程数（甲m） 85 70 85 70 85 70 85 70 85 73

入力軸回転数（叩m） 420 345 420 345 420 345 420 345 420 345

表2．2．4　試錐ポンプ能カー覧表

型　式 MG－40

タイプ 複動二連式

工程長さ（mm） 120

バルブ形式 コニカル

サクションホース径（mm） 100

デリバリホース径（mm） 65

所要動力（kw） モータ　　30kw－4P

総重量（原動機を除く）（kg） 約1410

寸法（モータ付Xmm） 2900（L）×900（W）Xl450（H）

シリンダ径（mm）
80 100 120 Bo 140

吐出量（〃min） 220 350 520 610 720

最大圧力（Mpa） 5．88 3．72 2．45 2．16 1．86
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　2、3　掘削工事

　ノンコア掘削および拡孔中はドリルロッド継ぎ足し毎に、HQ－3WL掘削
中はインナーチューブ回収毎に各種ドリリングパラメーターを記録した。

掘削時の記録を表2．3，1および図2．3．1に、拡孔時の記録を表2．3，2および

図2，3．2に示す。ビットおよぴリーマーの使用記録を表2．3．3および表2．3．4

に示す。掘削編成図は図2．3．3に示す。
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表2。3．1 掘削状況記録（1〉
掘進深度（㎜bh） 掘進長　（m）

掘進時間 掘進時間　　（hr） 掘進率（旧ハぼ） ビット荷重　　（10n） 回転数（rpm） トノレク（apm） 送水圧力（kg／c冊2） 送水量（ぞ／皿in） リターン量（6／min） 岩芯長（m）
コア採取率（覧）

備考開始 終了 聞始時間 終了時問
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〕．3
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0．83 0．5　－1．O 52　一 61．65 8，0　， 亘000 1000、 一 一
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】000一
一 － 17一星氾噂
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皇000一 一 一 17P皇121’
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17一皇η1’
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一 冒 17F且12”
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曾
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999　－　995 一 － 17響11Z”
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表2，3．1

掘進深度（肥bh） 掘進長　（m）

掘進時聞 掘進時聞　　（hr） 掘進率（旧／hr） ビット荷重　　（ton） 回転数（1・Pm） トノレク（apm） 送水圧力（kg／c旧2｝ 送水量〔～／瞬n〕 リターン量（ぞ／min） 岩芯長（m）
3ア採取串（覧〉

備考開始 終了 開始時間 終了時間
旦05．02 106．8フ ！．85 21：40 23：40 2100

D．93 0．3　・0，5 57　． 50　一 B，0　．正0．0 64
61　－　63 1．85 且00．00

106．87 109．72 2．85 0＝20 2：50 2＝30 1、M 0、3　『0．5 57　一 50　一 8．D－10．0 64
61　・　63 2．85 lOO．00

lD9．72 1亘2．D7 2．35 41且0 6：30 2：20 L，01 0．3　－0．5 57　， 50　一 8，0　－10，0 64
61　－　63 2．35 IDO．00

112．07 1夏3．57 1．50 713G
8：00 0＝3D 3．00 0．3　－0．5 57　一 50　一 8、0　910．0 麟 61　－　63 1．50 100．00

113．57 】15．02 且．45 8：00 B：30 α30 2．go 0．〕　，0．5 nO一 50　一 6．D　－10，0 64
61　・　63 1．45 100．00

115．02 118．D2 3．00 10：30 13；10 2＝40 互，13 0．3　－0．5 57　・ 50　一 6．0曾10．0 64
61　－　63 3．OO 100．00

118．02 120．97 2．95 14：00 17＝2D 3：20 0．89 O．3　－0，5 57　・ 5D　一 ．0　曹10、O 64
61　－　63 2．95 100．OO

120．97 123．42 2．45 17：40 ］9150 2：10 1．13 0．3　曹0、5 57　一 50　一 、0　・10．0 64
61　－　63 2．45 100．OO

123．42 125．42 2．00 20：30 23つO 2＝30 O．80 0．3　・0．5 57　一 50　・ 6．0　－10、0 61　－　3 2．DO 100．σ0
125．42 128．32 2．9D 23；40 3＝4D 4：00 0．72 0．3　－0．5 57　一 50　一 6，0　，10．O 64

61　曾　63 2．90 100．DO
128．32 BO、47 2．15 4：50 8＝00 3：10 0．68 O．3　－0．5 57　・ 50　一 6．O　・10、0 畠 61　，　63 2．15 lOO．00
130．47 131．夏7 0．7D 8：00 8＝40

0140 豆．05 0．3　一：．0 且50一 》〇　一 ，O　r夏0．0 64
61　－　63 0．70 100．00

131．17 134．12 2．95 9：亘0 11：30 2＝20 i．26 0．3　・1．0 且50一 50　・ 6．〇　一10．0 64
6【　一　62 2．95 loo．oo

134．12 13？．07 2．95 且2：00 14＝40 2＝40 L．n 0．3　－1．0 150・
50

6．0　－10．0 64
61　・　6玉 2．95 100．DO

137．D7 140．02 2．95 15＝且0 18＝oo 2：50 皇．04 0．3　一且．0 150・ 50　一 6，0　・！0．0 餌 61　．　63 2．95 亘00，00
140．02 142．92 2．90 18：30 23：00 4＝〕0 o64

0，3　　L．0 且50一 50　． 6、0　一匝0．0 64
6皇　一　63 2．90 100．oo

142．92 145．67 2．75 23＝50 3＝3D
3140

0．75 0．3　－1．0 K50， ）0　， 6．〇　一10．0 64
6k　・　 3 2．75 100．00

145．67 皇47，07 ！．40 4：30
6130 21DG

0．70 0，3　－R、0 150・ 50　一 6，0・10、0 64
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表2．3．1 掘削状況記録（3）
掘進深度（mdbh） 掘進長　（m〉

掘進時間 掘進時間　　（hr） 掘進率（皿／hr） ビット荷重　　（しon） 回帳数（rp皿） トルク（aP旧） 送水圧力（kg〆・皿2） 送水量（ε／mi口） リターン量（〃min） 岩芯長（皿＞ コア採取寧〔覧）

備考開始 終了 開始時間 終了時間
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表2．3．1 掘削状況記録（4）

掘進深 度（肥bh） 掘進長　（m）
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コア操取串（覧）
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287．37 287．67 0．30 5＝40 7＝00 1＝20 o．2］ 1．〇　一1．5 103・ 5D　一 4．〇　一 80
103　・ 0．30 盈OO．OO

287．67 287．77 0．10
7135 8100

0：25 D，2昌 1．o　，1，5 10］一 50　一 4，0　一 80 100　一 D．io 且00．OD

2S7．？7 288．57 0．80 8二〇〇 9二15 1：15 o．64 0．5　曾1．5 】03・ 5D　一 4．0　・ 80
102　・ D．80 星OO．00

288．57 289．47 0．90 10＝00 11＝25
ll25

0．64 0．5　・1，5 103・ 50　一 4，0　， 80 100　一 0．90 100．OO

2呂9．47 292．肛7 2．7D 】2：00 15＝10
3110

0．95 0．5　－1．5 103． 50　一 4．〇　一 80 100　一 2．70 100．00

※CL　コアロス



1
口
』

嵩
　1

表2．3，1 掘削状況記録（5）
掘進深度〔mabh） 掘進長　（m）

掘進時間 掘進時間　　（hr） 掘進率（皿／hr〕 ビット荷重　　（tOR） 回転数（rp皿聖） トルク（ap皿） 送水圧力（kg／cm2） 送水量（ε加in） リターン量〔ぞ／【【山し） 岩芯長（m）
ユア採取率（％）

備・考
開始 終了 開始時間 終了時聞

292．17 293．57 1．40 1＝oo 17＝20 豊；20 1．05 0．5　－1．5 m3一 50　・ 4．〇　一10．0 80 盈02　一 （〕．10 7．14 CL292．17292．40，29ユ．502リ3．57
293．57 293．97 0．40

3140
4：30

050 0．48 O．5　－1．0 103， 50　一 4．O　． 80 1DO　一 0．4G 100．00

293．97 295．47 L．50 5＝10 8：00 2：50 0．53 0．5　一且．0 103一 50　・ 4．0　． 80
103　， 1．50 】0〔）．00

295．47 296．67 1．20 8：00 9：50 1：50 0．65 1，0　一監．5 103． 48　．50 4．〇　一5，0 80
103　一 1．2G 璽00．OG

296．67 297．77 1．10 10：40 12：15 1＝35 0．69 1．0　・1．7 103， 48　－50 4．0　・5，0 8D 105　． 1．10 100．00
＿7，77 岬　．17 ．4 1＿＝ 睾

11
一　1． 1　　一 4　・ 4．　・ 1　　， L

F　『
CL29巳，90．399．00

299．17 299．87 0．70 15：40
16150 UO 0．60 0，5　一亘．5 103・ 48　－50 4．〇　一6．0 80

亘14　一 0．70 100．00

299．87 300．9フ 1．00 17：30 19100
1＝30 0．67 o，5　・亘，5 匹03曹 48　－50 4．O　F6．0 80

且28　一 且．DO 100．00

300．87 ヨ00．92 0．05
19140

20＝00 α20 0．15 0．5　　亘．7 EO3臼 48　－50 4，0　・　．0 80 且05　． 0．05 100．00
30〔），92 30盈．37 0．45 20＝DO 22二〇〇 2roo

0．22 0，5　一亘．7 103一 48　－50 4，0　・6．0 80 105　． 0．45 100．DO

301．37 30置．57 0．20 22＝40 2320
α40 0．30 1．5　一皇．7 103一 50　・ 4．〇　一6．0

80
103　・ 0．20 100．00

301．57 30亘．87 0．30 o＝DO 2：20 2；20 0．13 1．5　一且、7 1D3・ 50　・ 4．0　・　．0
80

103　一 0．30 100．00

301．87 302，37 0．50 ］；DO 6：20 320 0．15 1，5　・2．O lo3臼 50　一 4．〇　一6．0 80 亘03　一 0．50 100．00

302．37 302．47 0．！0 7；15
8100

0＝45 0．13 1．5　－2．D 聖03・ 50　一 5．0　－6、0 80
且03　一 O．10 100．00

302．47 302．57 0．io 8：00
9110

1＝10 0．09 1．5　曹2，0 ヒ03一 50　・ 4．〇　一5．o 60
皇04　一 0．10 100．DO

30ユ．57 303．57 正．oo 9140
14：40 5：00 0．20 1．5　－2．2 103， 50　・ 4．O　－5．0

60
109　一 1．oo 100．00

303．57 303．92 O．25 血5120
20100

4＝40 0．05 2，0　－2．7 Io3一 50　． 4．〇　一5．0
60

亘08　一 0．25 】00．00

一

．皇 ＿、3 2： 11
．7一

一 一 － 4．　F U　　・ 2．＿ CL306，073（巧．17

3　．17 3　．7 且 1：5
11

・重． i　一 一
4．　一

一

．4 7 CL〕06．34・306．49
．フ7 ，27 1．一 17＝2 1

一　　■　一 P1． 1　曹 －
4．　臼 U　　一 CL307．40307．50

308．27 309．62 1．35 20＝10 22：00 1：50 O．74 0．5　曹1、0 103一 50　一 4．〇　一5．0
6D

亘08　一 1．〕5 100．00

309．62 310．87 1．25
22130 0120

1＝50 0．68 0．5　曹1．0 103一 ⊃o 4，0　－5．0
60

120　一 K．25 100．00

3】0．87 311．82 0．95
LOO

2＝4G 1：40 o．57 0．5　－1．0 103一 50　・ 4．0　・5．0
60

l　U　・ 0．95 100．00

11、 1．．77 1甲

一 1　一 一 4．　臼 11　一 星． 7．4 CL3K3、50－3L3、55
313．77 3｝4．17 0．4D フ110

8roo
0：50 0．48 O．5　一且，0 103、 50　一 4．0　－5、0

60
115　一 0．40 100．00

3】4．1フ 3ヒ4．67 0．50
8100 8135

0：35 0．86 0．5　－1．0 103一 50　一 4．0　・5．0
60

113　一 0．50 100．00

314．67 丑．67 2．00
9130

12二40 ］：【o 0．63 O．5　－1，0 103， 50　， 5，0　．6．0 80
U6　一 2．DO 100．DO

316．67 3！8．67 2．00 13：20 15：10 1：50 1．09 0、5　曾1．0 io3． 50　・ 5．0　－6．0 80 106　、 2．00 】00．00

31S，67 320．07 1．40
15140 17120

1：40 0．84 0．5　－1、2 103一 50　． 5，0　－6．0 80
105　一 140 100．DO

320．07 321．32 1．25
18100

19＝40
1140

0．75 0．5　－1．2 103一 50　一 5，0　　6、0 80 105 125 100．OG

321．32 322．0フ 0．75 2α豊0
22130

2＝20 O．32 1．2　－1．5 103一 50　一 ，o 80 108　一 0．75 100．00

322．07 322．3フ 0．30 2〕30
11LO

1＝40 0．19 星．2　－　1，7 103一 50　． 6，0　　7．O 80 109
0．30 100．00

322，ヨ7 322．52 0．15
1150 4100

2＝10 0．07 1．5　－2．0 103一 50　一 6，0　・7．0 80
Ho　一 0．15 100．00

322．52 322．67 0．皇5 4＝40 8：00 3＝20 0．05 1、5　響ユ，O 】03曾 50　一 6．0　・7．0 80
no　・ O．15 100．00

322．67 322．97 0．30 8：〔）o 9二50 1＝50 0．16 2．5　・3．0 】80・ o　一 4，0　－5．D
60

89　・ 0．30 100．00

322．97 324．07 1．10 9＝40 11：4D 2100 0．⊃） 0，⊃　一〇．8 103・ 5〔｝曽 6．Q　・7．0 80 U7 1．1D 100．DO

324．07 326．37 2．30
12110

15：35 3：25 0．67 0．7　－1．2 103一 50　一 6．0　－7．0 80
117　一 2．30 100．DO

326．37 327．77 1．40 16＝10 】8：3D 2＝20 0．60 1，2　－1，5 103一 5D　一 6，0　・7．0 80
120　一 1．40 100．OO

327．77 328．47 0．70 19：05
20100 0155

0．76 1，0　－1．5 103一 50　一 6．0　－7．O 90
U6　9 0．70 10G．00

328．47 33D．37 1．go 201ひ0 22＝3D 2＝30 0．76 1．〇　一1、5 103一 5D　一 6．〇　一7．O
80

u　　一 ！．90 1DO．00

330．37 331．97 1．60 23：10 2：00 2＝50 0．56 】，2　－1、7 103一 50　一 6．0 ・7．0
80

109　一 1．60 10G．00

331．97 333．67 し．70 2130
4：50 2：20 0．73 1，0　甲1．5 103一 50　一 6，0　・7．0 80 詮6　一 ！．70 100．00

333．67 334．97 t．30 5＝30
81GO

2＝3D 0．52 1．0　9正．5 10〕・ 50　一 6．0　・7．0
BO

12D　一 …．30 100．00

334 97 3玉5．07 0．1D R＝00 呂：10 0＝10 0．60 1．5　　1．7 103一 50　一 6．O　－7．0
go

120　一 O 10
100．OO

※CL コアロス
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表2．3．1 掘削状況記録（6）
掘進深度（mabh） 掘進長　（m）

掘進時間 掘進時閻　　〔㎞） 掘進率（m／br〉 ビット荷重　　（ton） 回転数（rp皿） トノレク（apm） 送水圧力（kg／c皿2〕 送水量（‘／m正n） リターン量（ど／min） 岩芯長（m｝ コア採取軍（％）

備考開始 終了 開始時間 終了時聞

■　冒

1．一 ll1
一　亘． 】　　甲 5　． 一 14　一 CL335．20－335

50
336．2フ 337．57 1．30 10：55 12130

L：35 0．82 0．6　や豊．3 ！03． 50　一 6．0　・7．O 80
1】8　r 旦．30 100．00

337．57 338．07 0．50 13：00 里3＝3D 0＝30 1．oo 0．3　・0．7 lo3一 50　， 6．〇　一？．O 80
U7　一 0．50 100．00

338．Dフ 339．87 1．8D 14＝OO 畳5＝40 L40
1．D8 04　－1．2 103一 50　・ 4．〇　一5．O 60

U9　一 1．go lOO．DO
339．87 340．87 L．OD 16二2D 17＝10 0＝50 亘．20 0．7　－1．2 lO3『 50　一 4．〇　一5．0 60

117　一 1．DO lOO．0034
4＿、 1．5

一　　臼 ＿14 1＝1 i．2 ．）　一1．2 1　・ 一 4，　一 11　・ 1．1 3
CL342．00－342．37

342．37 4．77
．4 ：1

亘1〕 ＝5） 且．

一1、 里　　9 50　一
一 111　一 ．97

■　　一
CL342．17－342．BO

343．77 345．67 1．go 1：35 3120
1＝45 i、09 〔）．5　・1．2 LO3・ 50　． 4，0　－5、0 60

U8　， 1．90 100．DO

345．67 346．57 0．90 3：55 5＝00
1105

0．83 o，2　－1．o 且03一 50　， 4．0　・5．O
60

】l　l　， 0．90 IOO．DO
346．57 348．17 監．6D 5：30 7＝OD 1：30 且．D7 o．2　－1．2 103一 50　・ 4．〇　一5．0 o 120　一 160 100．00
34B．17 348．47 0．30 7：40

8100 020
0．90 o．5　－1．2 103・ 50　， 4．〇　一5．0

60
120　一 0．30 lOO．00

34B．47 349．57 1．ID
8100 9105 1二〇5 亘．02 0、5　一夏，2 且03一 50　・ 4．〇　一5．0 60

n4　一 1、聖0 100．DO

34　7 1．7
1．

11＝〕 1＝2） 亘． 一　1． 且　　一 9 4，　曹 1L　g ■　　一 CL350．刀・351，07
1．

5．47
，4 11： 1＝ 耳， ．＿　甲1．

冒 一 4．　・ 11　・ ＿．1 ．⊃ CL35L．o？一35［．32

）　7 ⊃ 14： 14＝ 1．＿ 、）　一　i． 且　　曹 ）　　一 一 1　　一 聖

3〕4．7 ）4． 1．＿ l　l1〕 且． 一　呈． 1　　一
一 辱 11　一 星

4．フ 5．57 17：4 ＝1 1． ，）　・1． 1　曾 一
4，　一 1　　一 亘

．5

1：4 1；4 ⊃ 一1、 1　曽 一 一　　　　　　　　　　曹 】

）　7 ⊃
112 4 一1、＿ 置　響 4．　一　5．

口　　　　　　　　　　，

．7 1
7．7 ⊃7．7

響　　冒　　■ 一＝4 二4 1． g　l． 且　　一
一 F 1　　・ ．7 置

）7．7 〕　7 一

＝4

一1．2 1　・ 一 一 一 亘

〕　7 7 ．7 12 4 、）　曾1．岬 i3一 F
一 － 』

1．フ
曹　　■

14 ：4 1． 一　1． 1　響 一 4．　9 11 1
31．O

1． 4＝1 ：4

嗣　臼曽
9　工．一

一 一
4，　・ 1　一

1， 1
32．7 ．47 14） 3 、）　一！．＿ 1　一 5　一 一 1　　一 CL363．40・363．47

，4フ 3．7 5 一1，2 1　　一 曾 4，　・ i　　g 4．

CL363．47363、50

363．97 366．57 2．60 9＝10 10：55 1＝45 1、弓9 0．3　？1，0 lo3・ 50　． 4．〇　一5．0
60

126　， 2．60 100．00

366．57 367．47 0．90
U130

12：05
0135

1．54 0．5　・！．0 103・ 50　一 4，0　－5．0
60

128　一 0．90 100．00

367．47 369．17 1．70 亘2＝35 14：05 1＝30 1．13 0．7　，1．2 103． 50　， 4．〇　一5．O 60
130　一 1．70 100．00

，1

7　7 置，4 14＝4 1 1：

⊃ 一
1　　一

一 4，　9 1＿　一 1．2
『　一 CL370，42・370．57

370．57 371．87 1．30
18105

19：30
1125

0．92 0．7　－1，5 103・ 5D　・ 2．5　匿3．5
60

125　． 1．30 100．00

371．87 373．87 2．oo 20：00 22二皇0 2＝10 o．92 0．7　－1，5 lo3・ 50　・ 3．5　－4．2
60

131　一 2．00 100．00

373．87 376．07 2．20 22＝40 1＝30 2：50 0．78 0．フ　・1．5 103一 5D　・ 3．5　－4．2
60

127　一 2．20 100．00

376．07 377．17 1．10 2：05
3145

1：40 0．66 0．7　・夏．5 lO3一 50　一 3．5　－4．2 0 128　一 1．10 100．00

377．17 378．57 L．40 4＝15 6＝且0 亘：55 0．73 0．7　一1，5 103一 50　． 4，0　， 60
121　曾 1．40 LO〔》．00

378．57 379．07 0．50 6＝40 8＝oo I　l20 0．38 1，5　“2．0 里03・ 50　一 4．o　一 60
126　p 0．50 100．00

379．07 379．57 0．50 8＝00 8：50 0：50 0．60 1，7　・2，0 103一 50　一 4．〇　一 o 128　一 0．50 Ioo．oo

379．57 380．57 1．o（⊃ 9125 U145
2：20 0．43 旦、7　92，0 103・ 5D　一 4．〇　一 131　一 1．00 100、0〔）

380．57 382．27 屋．70 丑2＝20 16＝00 3140
0．46 2、〇　一2，5 103， 50　， 4，0　・ 60

131　一 1．7D 100．00

382．27 384．57 2．30 16：50 19＝20 2：30 D．91 O、7　・ 1．5 103・ 50　一 4．0　・ 60
】20　． 2．3D 1DO．00

384．57 386．67 2．10 20＝00
23120

3：20 0．63 0．7　・1．7 103・ 50　一 4．〇　一 60
1正9　・ 2．10 100．OD

386．67 389．且7 2．50 0：05 4＝10 4：05 0．61 0．7　－1，7 103一 50　一 4、0　一 60
128　一 2．50 100．00

389．17 390．6フ 1．5D 4：40 8二DO
3120

0．45 1．0　92．0 103・ 50　・ 4．0　・
60 136　一 1．50 100．00

390．67 390．77 O．10 8；oo
8120 0120

0．30 1．5　曹1．7 103・ 50　一 4．0　一 60
n　l 0．10 100．00

390．77 391．77 i．OD 9二35 重0＝55 1：20 D．75 1．5　－2．0 103一 50　一 4．0　一 60
n3　一 皇．oo 100 σ0

※cし コアロス
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表2．3．1 掘削状況記録（7）

掘進深度（mabh） 掘進長　（m）

掘進時聞 掘進時間　　（hr） 掘進率（皿／hr〉 ビット荷重　　（ton） 回転数（rp皿） トノレク（aPII聖） 送水圧力（kg／c皿2） 送水量（6／min） リターン量（ぞ／min） 岩芯長（m〉 コア採取串（％）

備考
開始 終丁 開始時聞 終了時聞

391．77 392．97 1．20 11＝55 1320
1二25 0．85 亘．2　・2、o ！03・ 50　・ 4．0　一 60

n6　一 1．20 Ioo．じG

392．97 394．貰7 1．20 し4＝05 15：20 1＝15 o．9 O．3　・1，5 103一 50　・ 3，0　・3．5
60

n5　一 1．2D lDG．00

394．17 〕95．82 皇．65 ！6＝05 18125
2：20 0．71 0．5　－1，7 103曹 50　一 3，0　早4．0

60
n8　一 1．5 100．00

395．82 396．27 0．45 19＝15 2D＝oo 0二45 0．0 O．5　曹1、7 LO3臼 50　・ 3，0　早4．D
60

H9　一 0．45 100．OD

396．27 397．97 1．70 20＝00 23100 3100
0．57 0、5　－2、0 103一 50　一 4、0　”

60
H8　一 1．70 1DO．00

397．97 400．】7 2．20 2315〔｝ 4＝OG 41亘0 0．53 0．5　・2．0 監03一 50　一 4．0　一 60
I　l3　一 2．20 1DO．00

400．】7 402．07 1．90
4135

7：25 2：50 0．67 0．5　－2．0 LO3一
50

一 4，0　， 60
go　・ 1．go 互00．00

402．07 402．87 0．80
8140

9；35 0：55 D．87 0．5　－1．0 103一 50　一 4，0　一 60
121　一 0．80 且00．OO

F　　， 44． 聖 1＿1 ：2

一1， 亘　・ 5　・ 4．　9 1＿　響 1， 且，

CL4〔回．50・404．97

4D4．87 405．47 0．0 L5：00
L5130

0：30 1．20 0．4　・0．7 103一 50　一 4，0　一
60 126　． 0．60 100．00

405．47 406．亘7 0．70 9＝oo 9；40
0140

1．05 0．2　・0，5 L80・ 5呂　・60 4．0　・ 6G
103　一 0．70 100．00

406．17 407．97 1．80
10115 U120 且：05 1．66 0．3　－0．7 1BO一 58　．60 4．0　一

60 】03　曹 1．80 夏00．00

4D？．97 409．】7 1．20
12130 星3＝40 ！：正0 1．03 O、5　－1，0 103・ 50　・ ，〇　一7．0 80

100　一 】．20 100．00

409．17 410．47 1．30 14：且0 i5：30
1120

0．98 0．5　－1．2 180一 55　－58 6、〇　一7．0
90 】oo　、 1．30 旦00，00

41047 411．57 1．10 16；00 隻7二20 1＝20 0．82 0．5　－1．2
180

55　－58 6．〇　一7．0 80 】oo　一 1．皇0 100．00

411．57 413．22 1．65 17：50 20；OO 21亙0 O．76 0．5　－1．2 180一 55　－58 6．〇　一7．0
SO

100　・ 1．65 100．00

413．22 413．7？ 0．55 20：40 21＝30 D＝50 0．66 O．5　｝1．2 103一 50　一 6．0　・フ，0 80 1DG　， 0．55 10D．00

413．77 415．22 1．45 22：05 o：25 2：20 O．62 0，5　－1．2 103， 50　－55 6．0　・7、0 80 1DO　． 1．45 100．00

415．22 416．17 0．95 1＝05 2＝45 1＝40 0．57 D．5　－1．7 103一 50　一 6．〇　一8．0
80

100　一 o．95 100．00

4ユ6．17 41フ．47 t．30 3；40 6：00 2：20 0．56 0，5　曾1．フ 103・ 50　一 6．0　－8，0 80
1σ0　一 1．30 10D．00

417．47 418．07 0．0 ：40 8：00 1＝20 0．45 1．2　－2．0 LO3・ 50　・ 7．0　－8，0
80

1DO　一 O．60 100．00

418．07 4匹9，37 1．30 8＝00 10：40 2＝40 0．49 1．5　F2．0 lD3一 50　・ 7、〇　一8．2
80 110　一 1．30 正00．00

419．37 419．97 0．60 且；15 12：15 £：OD 0．60 2．0　曹2．5 180・ 60　一 8．0　騨8，2
80

111　一 0．60 亘00．00

419．97 422．37 2．40 童7＝15 19：45 2＝30 O、96 0．5　－1．2 L〔）3一 50　一 8．〇　一 8D
11亘　一 2．4G 100．00

422．37 423．22 o．85 2α30
21130

1：00 0．85 o．5　－1，5 103・ 50　一 8、0　響8、2
80 110　， 0．S5 100．00

423．22 425．22 2．00 23＝40 2；10 2：30 0．80 0．5　曾L、5 103， 50　一 8，0　・8．2 8D U　l　一 2．DO 100．OG

425．22 426．62 1．40 250
4；50

2100
0．70 0．5　－i，5 10〕一 50　一 8．〇　一8．2

80
11D　響 L．40 100．00

426．62 428．37 1．75 5：30 8＝00 2：30 0．70 o．7　－1，2 EO3一 50　一 8，0　p 80 l　lO　一 1．75 100．DO

428．37 429．07 〔》．70 8100 B50 0150
0．B4 0，7　曽1．2 盈03・ 50　一 8，0　一 80

h1　一 O．7D 1σ0．DO

429．07 432．07 3．00
9130

12：1D
2140

1．13 0．5　－1，0 180一 〇　一 8，0　一 BO
n8　一 3．00 1DO．00

432．0フ 435．0フ 3．00 12＝40 15＝2D 2＝40 1．13 皇．〇　一1，5 180
60　・ 8，0　・ 80 皇07　一 3．0D 100．0

455．07 437．17 2．10 15：55 18：2D 2二25 0．呂7 1．5　－2、o 180一 60　． 8．〇　一 80 loo　一 2．1D 1DO．OO

437．17 437．82 0．65
1Sl50 20100 1110 0．5 L，5　・2，5 180， 60　一 8，0　－9．O 呂0 100　． 0．65 10G．DO

437．殴 438．07 0．25 20：00 20：50 0：50 0．30 1，5　？2．5
180

D　・ 8．〇　一9．0
80

100　・ o．25 100．DO

438．07 438．47 o．40 21；30 0：10 2：40 0．15 2．0　－2．5 1呂O・ 60　． 8．0　・9．O
80 105　一 0．40 100．00

438．47 439．52 0．05 童＝10 2：20
1110

0．04 2．0　・2．7 180， 60　一 9．O　－9．0
80 lO7　一 O．05 100．00

43巴．52 440．27 L．75
3120

8＝00 4二40 o．38 2．〇　一2．5 180p 60　一 ．D　曹7，0 60
114　一 1．75 100．OO

440．27 440．37 0．10 8：00 8＝20 0：20 0．30 2．0　92，5 18〔》一 60　一 6．0　－7．0
6D LO2　・ D．亘0 1ひ0．00

440．37 443．27 2．go
9100

12：30 3：30 o．呂3 2．o　－2．5 18D・103 60　・50 6，0　．80 60 亘OO　一 2．90 1〔）0．00

443．27 444．27 1．00
131io

15：00 1：50 o．55 2，0　響2，5 190一 60　・ 6，0　－7．0
60 9〔）　辱 1．00 LDO．00

444．27 445．47 皇．20 亘5：50 181〔）O 2＝10 0．55 2．0　　3、5 170一 7D　一 7，0　曹 55 l　l5　一 1．20 ！00．00

445．47 445．97 o．50 19つ0
2000 1100

O．50 2．0　－2．5 170、 70　一 6．0　－7．0
55

n5　9 O．50 10〔），00

445．97 446．97 L．OD 2αOO 22，皇0 2110 0．46 ユ．〇　一2．5 L70一 70　一 6．〇　一7．0
55 115 1．Ω0 100．00

446．97 448．17 1．20 23；10 】130 2：20 0．51 2．0　－2．5 170一 70　・ 6．〇　一7．0
55

116　r 1．20 ！oo、oo
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表2．3．1 掘削状況記録（8）
掘進深度〔肥bh） 掘進長　（皿）

掘進時間 掘進時間　　（hr） 掘進率（m加・） ビット荷重　　（ton） 回転数（rpm〉 トノレク（apm） 送水圧力　　　　　町（kgん皿』） 送水量（ε／皿in） リターン量（飾in） 岩芯長（m） μア操取率（斑）

備考開始 終了 開始時間 終丁時間

448．17 448．42 0．25 2：30 3＝10 0＝40 O．38 2．O　曾2．5 170一 70　． ，0　・7．0 55 116
一 0．25 lOO．00

448．42 448．92 0．50 4：20 8＝00 3：40 O．皇4 2．0　－2．5 170一 70　・ 6，0　曾7．0 55
U6　？ o．50 KO〔）．DO

448．92 449．97 1．05
8100

L2＝30 4：30 o．23 2，0　－2．5 170・ 70　， 4．〇　一5 0 40
91　一 1．05 100．00

449．97 451．87 旦．90 13：1D 皇6＝50 3140
0．52 2，0　．2．5 170一 70　一 4，0　，5．0 40

102　． 1．90 100．00

451．87 453．07 互．20 17二30 2αoo 2：30 0．48 2，0　－2、5 170・ 70　一 4．0　－5，0 40 io2　一 1．20 100．00

453．07 453．42 0．35 20＝DO 2α40 0：40 0．53 2、0　－2、5 1フ0・ ？〇　一 4，0　・5，0 40 102　一 D．35 100．00

45〕．42 454．62 1．20 21：50 050 3rOO
D．40 2．0　－2、5 170・ 70　一 4，0　－5，0 40 且01　一 1．20 10〔）．OG

454．62 455．37 0．75 1＝50 4＝20 2：30 0．30 2，0　・2．5 170一 70　一 4，0　－5．D 40
105　一 o．75 100．00

455．37 456．17 0．80 5＝20
7145

2：25 0．33 2．〇　一2．5 1フ〇一 70　． 4．0　・5．0
40

90　， 0．80 100．00

456．17 456．47 0．30
8125 10100 I　l35 D．19 2，0　・2．5 170、 70　一 4，0　－5．0 40

80　一 O．30 100．00

456．47 456．97 0．50 10二30 12：55 225 O．21 2．〇　一2．5 170一 70　一 4．0　り5．0
40 81

0．50 100．00

456．97 45？．37 0．40 13＝05 14150
1：45 0．23 2．〇　一2．5 1フ0・ 70　一 4．〇　一5．D 40

81　， 0．40 100．00

457．37 457．47 0．10 15：2D 亘9：30 4：10 0．02 2，0　－2．5 170， 70　一 4．〇　一5．0 40
82　・ 0．10 100．00

457．47 457．97 0．50 20＝3D 23＝30 3：00 O．17 2、O　－2．5 170． 70　一 4，0　・5．0 40
85　一 0．50 100．00

457．97 458．42 O．45 0：30 4：10 3：40 0．12 2．〇　一2．5 1フ〇一 70　， 4、〇　一5．0 40
85　一 0．45 皇00．OO

458．42 458．57 0．15 6：50 8＝OO
1110

o．13 2．〇　一2．5 170・ 70　・ 4．0　－5．0 40
85　一 o．皇5 100．00

458．57 458．67 0．10 8：00 8；30 α30 O．20 2．5　－3．o 170一 70　． 4．0　－5．0 40
82　一 0，星0 亘00．00

458．67 461．17 2．50
920 13：15 3＝55 O．64 O．5　－1．2 170・ 70　． 6、0　・7．0 60

144　・ 2．50 100．00

461．室7 464．17 3．00 13；55 且6＝35 2140
1，L3 0，5　91．2 170， 70　一 6．〇　一7．D 60

141　・ 3．00 ！OO．00

464．17 466．67 2．50 17＝15 L9＝50
2135

0．97 0，5　一1．5 170一 70　一 ．0　・7，0 60 129　． 2．50 100．00
4 4　，4

一　　，

2＝ 1．4
つ■　一　　　　　　　　一

冒 一 － 1　　一

1， ．71 eL467．67－469．47
469．47 470．27 0．80 3二〇〇 3；30

Dl30
1．60 0，2　・0．5 go　一

60
5．0　、6．0 60 141

0．8D LOO，00

4フ0．27 470．77 0．50
4100 4130 0130

1．DO 0．2　－0．5 go　一 60　一 5，0　・　．0
60 B1

0．50 100．00

470．77 471．57 0．8D 5：10 5＝4D o＝30 1．60 0．2　・0，5 103・ 50　・ 5，0　・6．D 60
132　・ 0．80 100．00

41．）7 472．27 、7 5 1　　一
一 ■ 1　　一 1．4 CL472．07－472．27

472．2ワ 472．67 D．40 8；20 8：40 0；20 1．2G 0．2　・0．7 103一 60　一 6．0　・7．0 60
143　・ 0．40 且00．00

472．6フ 473．97 1．30 P；15
10135

1＝20 0．98 O．2　－0．7 皇03一 60　一 6，0　・7．0
60

149　一 1．30 100．00

473．97 4フ4．17 O．20
11110

11：20 0：lD 1．20 0．5　・0，7 103一 70　． 6、0　・7．0 60 】46　， 0．20 10D．00

474．17 475．3フ 1．20 口lo5 13：05 1：00 1．20 0．5　－0、7 170． 70　・ 5．〇　一6．0 55
137　． 1．20 且00．00

475．37 476．4フ し．10 B二55 14：50 0＝55 1．20 O．5　－0．7 170一 70　． 5，0　－6．0 55
139　・ 1．10 100．00

476．47 477．77 L．30 皇5＝35 16：45 且＝1D L．U 0．5　－0．7 170一 70　． 5，0　・6．0 55
144　一 1．30 100．00

477．77 478．87 且．10 且7＝25 18：25 LOO ！．1D 0．5　・0．7 170， 70　、 5，0　．6、0 55 168　一 1，Io 艮00，00

478．87 479．97 i、10 19；00 20：00 1＝oo 1．10 0．5　p　L，0 170・ 70　一 5，0　・6．0 5》 15亘　一 1．10 100．00

479．97 480．27 0．30 20；DO 20：15 0二15
L20 0．5　－L，0 1ア〇一 70　一 5．0　－6．0 ∬ 152　一 0，3〔） 畳00，00

480．27 482．37 2．10 20乙50 23：50
3100 0，7〔》 0．5　響L，7 170・ 70　一 5．〇　一6．0 55

158　一 2．10 100．00

482．37 485．27 2．90 0二40 3＝40 3：00 o．97 0．5　－1，2 且70一 70　一 5，0　－6．5 55
162　曹 2．90 皇00．00

485．27 486．57 1．30 4：10
6110

2：00 o．5 0．7　・2，0
170

・ 70　・ 5．〇　一　．5 55
156　一 】．30 100．00

4B6．57 487．17 0．60 6；40 8＝oo
L20

D．45 1．〇　一2．0 且70一 70　一 5．0　－6．5
55

167　一 0．60 100．00

487．17 487．97 0．80
8100

9：40
1140

O．48 2、0　－2，5 170， 75　一 5．0　－6．0 55
105　， 0．80 皇00．00

4呂7．97 490．97 3．oo ］0＝3D ！3二45 3＝15 0．92 亙．2　－2．0 170・ 70　， ）、0　，6，0 55 1D6　一 3．oo 100．00

q90．97 492．27 皇，3D i4＝25 16＝50 2乙25 0．54 2，0　　2．5 170， 70　一 5．〇　一6，0 55 116　一 1．30 100．00

492．27 493．47 1．20 22：00
2250

O＝50 1．44 0．5　　1．D 103－170 50　・70 ．O　P7．O
6D

105　一 1．20 100．00

493．47 496．4フ 3．00
2330

2：00 2＝30 夏．20 0．5　　星，0 103曾 50　一 6．〇　一7．O
6D

l　I2　一 3oo 100 00

496．47 499．37 2．90
2135

5：10 2：3～ 1．12 0．5　－1．0 103・
50 6．0　－7，0 60 し09　一 2．90 lGO．00
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表2．3．1 掘削状況記録（9）
掘進深度（陥bh〉 掘進長　〔m）

掘進時間 掘進時聞　　（hr） 掘進率（m，／hr） ビット荷重　　（ton） 回転数（rp皿） トノレク（印皿） 送水圧力（kg／c皿2） 送水量〔f加in） リター：／童（ぞ／min） 岩芯長（m＞ コア採取串（覧）

備考
開始 終了 開始時間 終了時間

499．37 50亘．37 2．00 5：50 8＝00 2；10 0．92 0．5　－1，0 103・ 50　一 6、〇　一7、0 60 108　一 2．00 100．oo

50L，37 502．27 D．90 8：00 8二55 D：55 0．99 1，0　－1．7 103一 50　， 6．〇　一？．0 60 103　轡 0．90 100．00

502．27 5D4．87 2．60 9：40
13120

3：40 0．71 L5　－2，0 103下 50　， 7．0　－8．0
60

110　・ 2．60 且OO．00

504．87 5D7．87 3．00 1：20 四＝10 2150 1．06 L．5　－2．o 170一 70　一 6．0　・？，0 55
1亘6　曹 3．00 100．00

50フ．87 510．OO 2．13 20110
22：40 2：30 O．85 正．5　－2．0 170一 70　一 6、0　，7，0 55 112　一 2．13 100．00

510，0〔｝ 512．92 2．92 14：00 16：40 2：40 1．09 1．2　－1、5 103一 55　一 】4曾　15
80 155　一 2．92 10．00

512．92 514．42 1．50
1730 20＝00 2＝30 0．60 且，2　・1．5 103， 50　・ 12曹　13

80 157　一 1．50 100．00

514．42 515．92 1．50 20：00 21；50 】150 O．82 亘，5　－2．0 103一 50　， 12曹　13
80 168　一 1．50 100．00

515．92 517．82 1．90 2250 旦：30 2140
O．71 夏．5　臼2．o 103一 50　一 12－　13

80 168　． 1．9D 100．00

517．82 519．12 1．30
2110

4＝LD
2100

0．65 1，5　－2．5 103一 50　． 129　14
80 168　一 1．30 100．00

519．12 521．62 2．50 4＝50 B：oo 3：恵0 0．79 1，5　r2，5 103・ 50　一 7甲　14
70 165　一 2．50 100．00

52i．62 522．12 〔）．50 8＝DO 呂：30 O：30 1．00 1．5　　2．0 103一 50　一 15・　16 ？0 169　一 0．50 100．00

522．12 525．12 3．00 9：15 12＝15 3：00 1．oo 1，5　臼2．0 103・ 50　・ 9－　16
70 167　一 3．00 10D．00

525，口 527．22 2．10 13：00 L5：20 2＝20 0．90 1．5　－2．0 180一 80　一 1卜　　12
80

168　9 2．1D 100．00

527．22 528．42 1．20
16100

17＝20 1＝20 0．90 2．〇　一2．5 1SO一 80　一 1亘曾　12
80 168　一 1．20 100．OO

528．42 528．4フ 0．G5 19：00 19：10 0＝10 0．30 1、5　一 180一 80　一 15－　20
80 168　・ O．05 100．00

528．47 53置．02 2．55 16＝50 20＝00 3＝10 0．81 1，0　一匡．5 1D3一 50　一 6． 70 165　曹 2．55 100．00

531．02 531．22 O．20
20100

20：30 0；30 0．曙0 1，0　臼亘、5 103・ 50　・ 6，　7
70 165　一 o．2D mO，00

531．22 531．8ユ O．60 2L20 23110
1＝50 0．33 1．5　曹2．0 103曾 50　一 6．　7

70 165　， O．60 100．00

531．82 533．02 1．20 0＝00 4：40 4＝40 0．26 1．5　－2．0 iO3一 50　一 8－　9
80

165　・ 1．20 100．00

533．02 533．82 0．80 5＝30
8100

2＝30 0．32 1．5　92．5
LO39 50　． 8・　g

BO 監65　一 0．80 100．0G

533．82 534．22 0．40 8＝00 9＝45 1二45 o．23 2．〇　一2．5 lo3一 50　一 7－　8
70 i67　。 0．40 100．DO

534．22 537．02 2．80 10：50
14115

3：25 D．82 2，0　・2，5 lO3・ 50　一 7・　8
70 L57　・ 2．80 100．00

537．02 539．02 2．00 5：00 8二〇〇 3：00 0．67 亘．D　F亘．5 103・ 50　曹 10，　12
80 115

一 2．00 100．DO

539．02 540．02 1．00 8：00 9：15 上監5 O．80 且．0　・1，5 103・ 50　・ 12曾　夏4
80

115　一 1．00 】00．00

540．02 543．02 3．00 9＝55 12二25 2二30 1．20 1．〇　一1．5 103一 50　一 12．　14
80

n5　一 3．00 100．00

543．02 545．62 2．0 13：00
14155 1155 1．3 1．0　－1，5 103・ 50　一 12曾　！4

80
n5　一 2．60 100．00

545．62 547．62 2．OO 15：40
1650

1＝10 1．71 1．0　・1，5 103一 50　一 12－　14
80 亙L5　一 2．00 100．00

547．62 54B．82 1．20
1730 1B：50 1＝20 O．90 L．O　甲1，5 103一 50　一 亙2－　13

80 1i5　一 1．20 10G．00

548．82 549．22 0．40 直9＝35 20100
0＝25 0．96 1．〇　一1．5 103・ 50　一 12・　13

80 115　一 0．40 100．00

549．22 551．52 2．30
20100

23：00 3：00 0．？7 1．2　－1．5 1D3． 50　一 12－　13
80

1正5　一 2．30 1DO．DO

551．52 552．72 1．20
23135

1：35 2＝OO 0．60 1．5　－2．0 180一 70　－75 12－　16 呂0 1丘5　・ 1．20 10G．OO

552．フ2 553．22 0．50 2：10
3100

0：50 0．60 1，5　－2．0 180， 70　一フ5 12，　16
90

u5　p 0．50 1DO．DO

553．22 554．52 1．30 3；40 5＝40
2rOO

0．65 1．5　　2．0 180・ 70　－75 12－　16
80 1置5　一 里．30 1ひ0．OO

554．52 555．12 0．60
6140 8100

1：20 0．45 1．5　・2．0 180， 70　一フ5 12－　16
80

115　一 0．60 100．OO

555．12 557．12 2．00
8100

9＝40 1：40 1ユ0 1．3　92．0 180一 70　・ 13臼　14
80

131　曾 2．00 100．OD

557．12 560．】2 3．00 10：25 12ユ0 1：45 1．71 1．2　？1、5 180一 70　－75 12－　14
80 131　一 3．OO 100．00

560．12 563．D2 2．90 12：55 14＝45 皇：50 1．58 1．2　一互．5 180， 70　－75 10・　12
80 亘38　一 2．go 生00，00

53．02 564．72 1．70 【5＝25 17二〇5
1140

1．02 1．2　－2，0 180一 70　－75 10－　12
80 i38　一 1．7D 亙00．00

564．72 566．12 L．4G
18125 ！9140 1：15 L．12 1，2　－1．5 180・ 70　－75 10曾　12

go 138　・ 1．40 100．oo

566．L2 567．52 1．40
2020 21＝40

1120 1．05 1，2　甲1、5 180一 70　・75 10－　12
90

B9　一 1．40 100．〔）O

567．52 570．42 2．90 22＝20 0：40 2；2D 1．24 1．2　一聖？5 180一 70　－75 10－　12
80

B8　・ 2．90 100．OO

570．42 57置．92 1．50 1＝20 2＝40 互：20 】．13 1、2　－1．5 180一 70　－75 10－　12
SO 138

1．50 1α0、OO

57毫．勢2 574．12 2．20 3：20 4＝40 1＝20 1．6S 1，2　－1．5 ！8D一 70　－75 10一　口
80 138　， 2．20 1〔）O 00

※CL コアロス
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表2．3．1 掘削状況記録（10）

掘進深度（馳bh） 掘進長　（m）

掘進時間 掘進時閥　　〔hr〉 掘進率（恥ハぼ） ビット荷重　　〔ton） 回転数（rpm） トルク〔ap皿》 送水圧力（kg／cm2） 送水量（〃milL） リターン量（6〆m正ll） 岩芯長（m） コア採取畢（％）

備考
開始 終了 開始時問 終了時間

574．12 5フ6．12 2．00 5＝20 ：30 聖：10 1．7五 1r2　－1．5 監80一 70　－75 lO－　12
80 138　一 2．00 100．OO

576．12 576．97 0．85 7：00 B：00 1＝00 0．85 1．2　・且．5 K80． 70　－75 ！0・　12
80 138　一 o．85 100．00

576．97 577．32 0．35 呂：GO 9：00 ヒ＝00 0．35 1．5　－2．0 103一 50　一 1G－　12
80 136　一 0．35 100．00

577．32 580．02 2．70 10：00 1豆130 L30 1．80 1．5　－2、O 18D， 70　・75 夏0曹　12
80

136　一 2．70 100．00

580．02 581．42 1．40 12二10 13＝30 1：20 1．05 1．5　・2．0 180． 70　－75 10－　12
80 136　一 1．40 】00．00

5蹴．42 583．52 2．10 14：30
16120

1＝50 1．15 1．5　－2．0 180一 70　－75 12・　13
80 136　， 2．10 100．σ0

583．52 585．22 1．70 且7＝20 19＝30 2：10 0．78 1．5　－2、0 置80． 70　－75 12－　13
80 136　， 1．70 100．DO

5呂5．22 587．22 2．00 20：20
22120

2：00 1．00 1．2　－1．5 i80一 70　－75 12曾　13
80 136　一 2．00 100．DO

587．22 588．42 1．2D 23：00 0＝10 1＝10 1．03 1．5　響2、0 180・ 70　－75 12・　13
80 136　、 1．20 100．OO

5sa．42 59G．82 2．40
1100

3：00 2；00 1．20 1．5　P2、O 18D一 70　－75 12－　13
80

13　臼 2．40 100．00

590．82 593．32 2．50
3140

5：40 ユ＝OO 1．25 L5　－2．0 180一 70　－75 12・　1）
80 136　一 2．50 100．00

593．32 594．52 1．20
6120 呂：oo ヒ：40 0．72 皇．5　－2．0 亘80一 70　－75 12－　15

80
B6　． 1．20 1DO．00

594．52 596．32 1．80 8：DO 10：15 2＝15 0．80 1．5　－2．0 103， 50　一 14曹　15
80 136　一 1．80 100．00

596．32 596．62 0．30 18＝40
19100 0120

0．90 0，8　－L，2 io3一 50　， 14・　L5
80 亘36　響 0．30 100．00

596．62 597．62 1．oo 20：20 21：20 1＝oo 1．00 且．D　－1．5 且03一 50　一 12一　！4
80 136　、 1．00 100．00

597．62 598．82 L．20 22＝10
22150

0＝40 1．80 0．3　－　1，0 ！03一 50　一 12曾　互4
80 136　一 1．20 100．DO

599．82 60！，82 3．00
23130 2100

2：30 1．20 1．0　申1，5 103・ 50　・ 12曹　14
80 i54　一 3．00 100．00

601．82 604．82 3．00 2；40
4140

2＝00 1．50 量．〇　一1．5 103一 50　一 12－　14
80

154　一 3．00 100．OO

604．B2 605．82 1．DO 5＝20 7＝10 重：50 0．55 1．5　－2．0 103一 50　一 12一　囮
80

監54　・ 1．00 10G．OO

605．82 607．32 1．50 9二〇〇 10r30 2130
0．60 1．2　甲2，0 103一 50　一 12・　日

80 165　曹 1．50 10G．DO

607．32 609．32 2．00 累1：30 L3125 皇：55 1．04 1．〇　一2，0 103曹 50　一 12・　B
80

口2　一 2．00 100．00

609．32 611．72 2．40 14；00 L5：50 L：50 1．31 亘．5　－2．o 103一 50　一 12・　亘3
80

且72　一 2．40 1DO．00

611．72 6皇2．42 0．70 亘7：50 且8150
lloo

0．70 且．0　曹1．5 103・ 50　・ 正59　且6
80 156　一 O．フ0 100．00

612．42 61ユ．72 0．30 19＝30 20＝OO
0130

0．60 ！，0　－1．5 103一 50　一 15－　16
go

15　曾 0．30 1DO．00

ヒ2．72 13．22 0．50 20：00
20140 0140

0．75 1，0　　1．5 103一 50　一 15甲　16
80 156　． O．50 100．00

6i3．22 6L4、42 1．20
21120

22：40 1：20 0．90 1，0　・直．5 103，
50

且4．　16
80 156　一 1．20 監00，00

614．42 615．02 0．60 23；20 0；00 0：40 0．90 1．0　　1．5 103一 50　． 皇4一　亘6
80 156

0．60 亘00．00

615．02 615．92 0．90
040 1：20 α40 i．35 0．5　－1．5 LO3・ 50　一 15曹　16

80 156　． O．90 亙00．00

15． 1　2 響　，

＿14 1．

一1． 1　　一
一 1　－　1 1）　一 ．7

CL616．67－6L6．92

616．82 618．22 且．40 9＝50 10：45 0：55 L．53 0、3　｝監．0 103・ 50　・ 監4響　15
80

154　一 且．40 100．00

6L8．22 619，92 1．70 U：20
1230

1：10 1．46 0．3　－1．0 盈03一 5D　． L4－　15
so

15監　・ 1．70 100．00

6皇9．92 62ユ．82 2．90 13＝10 15：00 1：50 1．58 0．3　－1，0 皇03・ 50　・ 14・　15
80

15二　一 2．90 且OD．00

622、呂2 624．52 1．70 15：40 16：45 LO5
1．57 0、5　－1，2 LO3一 5D　一 ！4－　15

80
151　・ 且．70 100．00

624．52 626．62 2．10
17130 19100 肛：30 1．40 0．5　・】，5 103一 5D　一 ！4－　15

80
15：　一 2．10 且00．00

626 62
628．32 1．70 20二〇〇 21＝30 130 1．B 0．5　－1．5

103 50　一 14・　15
80 161　一 1．70 皇00．00

628．32 29．92 L　O 22＝10
23130

】120 】．20 O．5　－2．0 103一 50　一 14－　15
SO 161　甲 1．60 100．00

629．92 632．92 ⊃．DO 0：20 2＝30
2110

1．38 L．〇　一1．5 103， 50　一 14－　1〕
80 161　曹 3．oo ！00，00

632．92 635．92 3．00
3110

5＝10
21DO

1．50 1．〇　一1．5 103・ 50　一 14・　15
80 16E　． 3．DO 夏00．OO

635．92 638．22 2．30 5二50 8：00 2＝10 五．06 1，0　－1．5 lo3・ 50　一 14一　豆5
8D 監61　一 2．30 100．00

638．22 638．92 0．70
8100

8：35 0；35 1．20 1．0　曾且．7 LO3臼 50　・ 14－　15
8D

172　一 O．70 100．00

638．92 641．92 3．00 9＝50 12：10 2＝20 1．29 1，0　－1．7 皇03一 50　・ 14－　15
80

172　一 3．00 100．00

641．92 644．92 3．00 12＝50 15：00 2：LO ！．38 1、5　－2，0 103一 50　一 14－　15
BO 172

3．00 100．00

644．92 647．62 2．70 ！6120
19150

3：30 0．77 1．5　－2．0 103一 50　一 14一　15
80 172

2．70 】〔｝0、DO

647．62 650．62 3．00 20；40 231じ0 2：20 1．29 1．2　－1．7 103・ 5D　一 ！4－　15
80 161　一 3．00

100 〔）0
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表2，3，1

掘進深度（皿abhl 掘進長　〔m）

槻進時間 掘進時聞　　（hl・） 掘進率（皿／hr） ビット荷重　　（ton） 回帳数（1’pm） トノレク（a叩） 送水圧力（kg／cm2） 送水量（f／min） リターン量（‘／而n） 岩芯長（m〉
コア採取串〔％｝

備考開始 終了 開始時間 終丁時間
650．62 653 62

3．00 235D
2；20 2130

1．20 1．5　甲1，7 103
50　一 且4・　15

80
161　一 3．00 100．00

653．2 656．02 2．40 3：00 4＝30 亘：30 1．60 1．2　－1、7 且03一 50　． 聖4－　16
80

161　一 2．4G 100．00
656．02 657．42 1．40 5＝05

5150
0：45 1．8フ 0，5　・1．5 EO3・ 50　・ ！4・　置5 呂0 161　一 1．40 1DO．OO

657．42 659．32 置．90 6＝25
8100

1：35 1．20 1．0　一！．5 103・ 50　一 14・　盈5
90

且61 1．90 100．00
659．32 660．42 1．10 8＝00

8150
0＝5D 止．32 【．2　－1、7 103、 50　． 15－　16

BO
161　一 1．10 100．OO

660．42 663．42 3．oo 9：35
12115 2140

1．13 1、2　p2．0 且03F
50

且5臼　16
80

182　・ 3．00 1じ0．00
663．42 666．42 3．oo 16＝30 18：45 2＝15 1．33 1．2　一1、5 且03一 50　一 L4・　止5

80
182　， 3．00 1DO．00

666．42 66フ．02 O．60 艮9130 20：00 α30 1．20 1．2　・！．5 亘03。 50　一 皇4－　15
80 見82　． 0．60 100．00

667．02 669．42 2．40
20100

21：4D 1＝40 1．44 1．2　9亘．5 正03一 50
14－　15 80 置61　一 2．40 100．DO

69．42 672．42 3．00 22：20 0：40 2：20 1．29 1．2　・ 正．5 103一 50　・ 14・　皇5
80

亘6夏　一 3．00 100．DO
672．42 675．42 3．00 1＝20 3：40 2＝20 亘，29 1．2　一亘．7 103一 50　一 149　皇5

80 ま6i　一 3．00 100．OG
675．42 67フ．92 2．50

4120 6：且0 1＝50 1．36 1，5　－2．0 1D3・ 50　一 14－　15 80 16重　， 2．50 100．00
677．92 679．22 1．30 650 9二〇〇 1＝10 1．n 1，2　・1，7 103一 50　、 14－　15

80 161　曹 1．30 100．00
679．22 680．22 1．00 8＝00 8二45 0：45 1．33 1，2　・1，7 103一 50　． 14－　15

80 161　』 1．OO 100．00
680．22 693．22 3．00 930 l　l：50 2120

1．29 1，5　甲2，0 103一 5D　一 14－　15
SO

11　一 3．OO 100．00
683．22 696．22 3．00 13．30 里5；50 2：20 1．29 1．5　・3，0 103

50　一 14－　15 80
172　． 3．DO 100．OD

686．22 689．22 3．00 且6＝4D E9：20 2：40 1．13 1．5　－2．0 且03一 50　・ 亘4一　】5 80
161　r 3．00 100．00

689．22 692．22 3．00 20＝1D 23乙20
3110

o．95 1．5　魎2．0 103一 50　， 14－　16
80 161

3．DO 1DO．00692 22 694．52 2．30 0：00 2＝40 2：40 0．86 1、5　－2，0 103一 50　一 14F　16
80 161

2．30 1臼0．00
694．52 696．92 2．40 3：30 5＝20 聖：50 1．31 1．5　－1，7 103・ 50　． 14－　17

BO i61　一 2．40 100．DO
696．92 699．92 3．OD 6：00 8：00 2：00 】．50 1．5　－1．7 RO〕一 50　一 14・　17

80 16】　一 3．00 100．00
699．92 702．92 3．OD 呂：50 n＝20

230 1．20 1．5　－2．0 103？ 50　・ 14・　b
80

162　一 3．00 100．OO
702．92 704．92 2．00

12115
B＝40 L25 1．41 0．7　・1，2 103曾 50　一 ヨ4・　15

80
162　一 2．00 100．00

704．92 フ05「72 0．BO i4；30 璽4＝55 o：25 】．92 0，3　，0、7 103一
50

皇4－　15 80 162　． 0．80 100．DO705 72
708．72 3．00 聖5140 亘7＝35 口：55 1．57 0．5　一1．5 103曹

50
14・　！5

80 162　。 3．00 100．00
708．72 711．22 2．50 19＝25 20100

正：35 1．58 o．5　一正，5 103曹
50

14．　15
8D

162　一 2．50 100．DG

7u．22 711．72 0．50
20100 20130

O：30 皇．00 O．5　－1．5 103， 50　， 14・　15
80 162　， 0．50 100．00

711．フ2 7ヒ3．51 1．80 2亘105 22＝10 1：05 皇、66 0．5　－1．5 103一 50　一 14一　皇5
80

162　一 1．8D 100．00

7B．52 フ14．82 1．30 22；5D 23130 Ol40
1．95 O．3　・0．7 置03曽 50　一 14・　15

80
162　一 1．30 100．00

刀4．82 715．82 隻．00 o：lo 1：00 050
K．20 0、3　－1．0 103一

50
10－　U 80 162　一 1．00 100．00

掘削状況記録（11）
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表2．3．2 拡孔状況記録（1）
掘進深度（mabh） 掘進長　（m）

掘進時間 掘進時聞　　（hr） 掘進率（m／hr〉 ビット荷重　　（t哺） 回転数（rp皿） トノレク（即皿〉 送水圧力（kg／cnl2〉 送水量（6／min） リターン量（ε／m加）

備考開始 終了 開始時間 終丁時間
50．29 52 47

2．18 9；lo R1＝DO 1150
1．19 2．0　響2，5 27　一 50　・ 8．0　甲10．0 600 600　、

52．47 57．98 5．51 11：30 14：50 3120
1．65 1．5　－2．0 27　一 50　， 80　－10．0 600

600　一
57．ga 63．52 5．54 皇5＝20 19：35 3：且5 1．70 1．5　－3，0 48　一 70　一 i4、〇　一30．0 goo

goo　．
63．52 64．呂2 1．30

19110
20：00 050 ！．56 且．5　曹3．0 4s　一 70

14．D　－24 0 900
goo　．

64．92 68．07 3．25 20100
21二40 L4D

1．95 ヌ、0　・ 48　． 70　． 14、D　－28．0 goo
goo　一

68．07 70．82 2．75 22＝oo 23：30 正：30 1．83 3．〇　一 48　曹 70　一 14．0　－24．0 900 goo　，
70．82 76．37 5．55 0＝10

3120
3＝10 卑．75 3．〇　一 48　． 70　一 ！4．0　－22．0 900 900

76．37 82．1フ 5．90 4：00 7：45
3145

監．57 3．0　一 48　一 70　・ 且4．0　・22、0 90〔） 900　，
82．27 87．77 5．50 8115

10二30 2115
2．44 2，0　．3．0 48　， 70　． 国，0　・20．O goo

goo　一
87．77 94．07 6．30 1LO5 13140

2＝35 2．44 1，0　・3、o 4B　・ ？〇　一 13，0　曹且7．o goo
goo　．

94．07 100．07 6．00 14：10 17100 2150
2．L2 星，0　｝3．0 48　・ 70　． 13，0　－E8，0 goo goo　．

lDO．07 104．52 4．45 17：35 20二DO 225 1．84 3，0　一 48　一 70　一 15，0　・20，0 900
900　．

1〔》4，52 106．32 1．80 20二〇〇 21：10
1110

1．54 3．0　9 48　一 70　・ 15．0　・20，0 90D
900　・

106．32 口2．27 5．95 21＝40 0120 2140
2．23 2．〇　一3．0 48　． フ〇　一 15，0　－20．0 goo

goo　一
112．27 118．67 6．4D 0：50 4＝10 〕＝20 1．92 2．0　－3．0 48　・ 70　． 15，0　－20．0 9〔）（｝ 900　一
118．6フ 123．72 5．05 4：40 7：20 2：40 1．89 2．0　－3，0 48　， 70　一 15．0　曾20．0 9DO

goo　一
123．72 129．47 5．75 a：00 ！1；40 3：40 1．57 2．0　－3．0 48　・ 70　・ 15．0　－18，0 goo

goo　一
129．47 136．07 6．60 ！2＝00 17100 5100

1．32 2、〇　一〕，0 48　一 70　． ！5，0　甲18．0 goo
goo　一

136．07 138．97 2．90 17＝45 2D＝oo 2：L5 1．29 置．0　・3．0 48　一 70　・ 皇5．〇　一18．O goo goo　，
138．97 142．42 3．45 2α00

23100
3：00 ！．15 2．0　．3．O 48　一 70

15．D　－B，0 900 900　．
142．42 148．92 6．50 23：30 650

7二20 D．89 2．D　・3．0 48　・ 70　一 15．0　・20．O 900
goo　，

】48．92 互53．97 5．05 ！2115
16140 4125

1．14 1．〇　一3．O 48　， 70　一 12，0　一亘7．D 900
900　一

153．97 15フ．17 3．20 17＝15 20＝00 2：45 且．16 1．0　93．0 48　一 70　一 14．〇　一亘8，0 900
900　，

157．17 10．27 3．10 20；00 1＝30 5＝30 0．56 1．0　93．O 48　一 70　・90 且4．0　－18．0 900 900
160．27 夏6〕．87 3．60

2100
8＝00 6：00 0．60 1．〇　一3．0 48　・ 7D　－80 14，0　　18．0 900

900　．
163．87 165．97 2．10

8100
9＝50 1＝50 1．15 2．0　。3、0 48　一 70　一 14，0 一18．0 900

900　一
165．97 171．97 6．00

10115 15135
5：2D 1．13 3．0　　4．D 48　一 70　・80 且4．0　－18，0 900 goo

】71．97 177．44 5．47 1＝40 2αOO 3＝20 1．64 3．〇　一4、D 48　． 70　・80 14．0　－i8．0 900
900　．

177．44 178．52 且．08 20：00 20＝50 015D
1．30 3．〇　一4、0 48　一 70　－80 14，0　－i8．0 900

goo　一
178．52 184．37 5．85 21＝20 2＝40

5120
1．10 1．O　F3，0 24　－48 70・85 14．〇　一聖8．0 900

900　．
184．37 187．77 3．40 3：to

8100
4＝50 0．70 2．0　　3．0 48　一 70　－80 14．〇　一18．0 900

901　－9D3
187．77 19D．27 2．50

8100
10：40 2＝40 G．94 3，0　・4．0 27　－48 70　，80 14．〇　一1 8，0 900 905　．

】90．27 196．艮7 5．90 12：15 正7120 5＝05 1．1 3．0　　4．0 28　一 50　一 14．〇　一18，0 900
906　－　908

196、且7 196．90 0．73 18：50 20：00 且＝10 0．3 3，0　－4．0 28　一 50　一 14．〇　一18．0 900 911　一 λ監ツハーラハー
三96．90 201．07 4．17

20100
8：00

12100
0．35 4．〇　一5．0 28　， 50　－60 14、0　・18，0 9DO

998　，　911
20】．07 202．07 1．oo 8＝00 10：55 2：55 0．34 4．0　・5．0 2B　一 50　一 14，0　曾20，0 goo

902　一
2〔〕2．07 208．07 6．00 L1＝15

20100
8＝45 o．69 4，0　－5，0 28　一 50　一 14．0　や20．O goo

898　－　902
208．07 2】2．2フ 4．20 2D＝30 8：00 U　l30 0．37 4．〇　一5．0 28　． 50　・70 14．O　－20、0 900 899　．

212．27 213．67 1．40 8＝DO 13：40 5140
0．25 4．〇　一5，0 28　・ 50　・ 14、D　・1B、0 900

90亘　一　902
213．67 215．32 1．65 14：35

20100 5125
0．30 4．0　－5，0 28　一 50　一 ！4．0　臼18．0 900

895　－898
215．32 215．8フ 0．55 20：00 23＝40 3140

0．15 4．〇　一5．0 28　一 50　　70 14．〇　一18．D 9GO
899　　904215 87

2且7．17 1．30
Dl20 8100

7：40 O．17 4、0　－5．0 28　． 50　－60 14．0　－18．0 900
呂96　－901

217．17 217．97 O．80 1亘：00 置4＝10 3110
O．25 4．〇　一5．0 28　一 50－60 14．〇　一18．0 900

899　、

217．97 219．37 1．40
15135 201DO 4i25

0．32 3、0　－5、0 28　一 50　、60 皇4、0　，置8，0 goo
90D　・　go3

219．37 2ゆ．卯 0．55 20100 21150
1：50 O．30 3．〇　一4、o 28　一 50　・60 14．0　り18，0 900 899　．
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表2．3．2 拡孔状況記録（2）
掘進深度（皿abh） 掘進長　（m）

掘進時間 掘進時聞
振進率（旧／hr） ビット荷重　　（！Dn） 回転数（rp皿〕 トルク（ap皿） 送水圧力（kg／c皿2） 送水量（ぞ／min） リターン量（ど／min）

備考開始 終了 開始時間 終了時聞 （卜r）

219．92 2ユ2．07 2．15 22220
8＝DO

9140
0．22 3、〇　一4．0 28　， 50　・60 且4．〇　一】8 0 goo

895　・901
222．07 222．1フ 0．10

810D
9：00 1：00 0．且0 4．0　、5，0 28　， 50　－60 14．0　・18．0 goo 9〔》1　曾

222．17 ユ23．27 1．10 13＝20 2D：oo 6：40 0．且7 3．0　・4，0 28　・ 48　－5！ 回．〇　一18．0 900
890　．　9且0

223．27 225．37 2．10 20＝DO 0：40 4：40 0．45 2，D　，4．0 28　・ 48　－5i 14．0　　18．0 900
890　，910

225．37 127．17 1．80 3＝30 7：20 3：50 0．47 2．0　－3，0 28　・ 50　一 14．0　曾18．0 900
890　－　9置0

227．1フ 228．02 0．85 3＝OG 8：00 5＝00 0．1？ 1．〇　一2．O 28　一 4堅　一50 18．0　－20、D 900
894　－　S97

228．02 231．02 3．00 8：0G 20＝00 』121DO 0．25 〕．D　－4．0 29　， 5D　． 16．0　－20 0 900
895　・901

231．02 233．22 2．2D 20：00 3：50 750 0．2S 1．〇　一3，0 28　。 50　一 16，0　　20、0 900
888　－　89∋

233．22 233．92 O．70 4：30
BlOO

3＝30 o．20 1．o　曹3，0 28　・ 50　一 1．0　・20．0 goo
889　．　893

233．92 236．32 2．40
SlOO 20100

i2＝DO 0．20 1．0　・3．0 28　一 50　・　0 16．0　－20．O 900
892　－905

236．32 239．62 3．30 20：00 8二〇〇 12100
0．28 1．〇　一4．0 28　・ 50　・ 16．0　・20，0 900

呂81　　899
239．62 239．72 0．10

8100
8：20 0：20 0．30 1．O　・2．O 28　・ 50　－60 16．〇　一20．0 900

993　．

239．72 241．82 2．亘0 9：00 20＝00 且1100 0．19 1．〇　一4．0 28　、 50　，60 16．〇　一20，0 900
895　－908

241．82 245．32 3．50 20：00 8：00 直2＝oo 0．29 1．0　－4．0 28　一 50　－60 16．0　響20．0 goo
892　　905

145．32 245．52 0．20 8＝00 8：40 0＝40 0．30 2．0　一 28　。 50　－70 16．〇　一20，0 900
893　一

245．52 247．72 2．20 り：15 20＝00 盟0＝45 0．20 1．〇　一3．O 28　一 50　－7D 】6，0　－20．0 900
898　－911

247．72 250．72 3．oo 2α00 8＝00
11100

0．25 1．〇　一4．0 28　一 50　－65 16．〇　一20．0 900
892　－　898

250．72 250．87 0，亘5 8：00 8：40 〇二40 0．23 2．O　・3，0 28　一 50　．60 16．0　響20，0 900 901　、

250．8フ 252．92 2．05 9：55 20＝00 10；05 0．20 1．0　、3．O 2s　一 50　－70 16，0　・20．0 goo
902　－　909

252．92 256．62 3．70
20100

呂100 12；DO 0．3監 1．0　－3．0 28　． 50　－60 16．0　－20，0 900
898　－9D3

256．62 256．刀 0．15
8100

9：40
L40

0．09 3、O　，4．0 2s　一 50　－55 18．〇　一22，0 900
894　・

256．77 257．呂2 1．05 10：15 20：GO 9＝45 o．11 3．0　・4．0 28　一 50　－55 19、0　・22，0 900
895　・90牝

257．82 26G．32 ユ．50 201DO 8100
12：00 0．21 2．〇　一4．0 28　一 50　－60 18．〇　一22．0 900

87フ　ー　898
260．32 261．92 1．60

81DO
14：20 6＝20 0．25 2．0　－4．O 28

50　・55 18．〇　一22，0 900
90フ　ー船9

26L92 262．72 0．80 皇8＝10 20：00 h50
0．44 1．〇　一3．0 28　一 50　・60 18．0　・22．0

900
898　、

262．72 266．72 4．00 20：30
81DO

11＝30 0．35 1．〇　一3．0 28　・ 50　．55 19．0　甲22，0 900
880　－　898

26．72 268．52 止．ao 8＝DO
20100

！2；OD 0．15 2．0　．4．0 28　一 50　－6D 18．0　－22，0 goo
892　－　go5

268．52 269．02 0．50
20100

3：30 7＝3D 0．0フ 4．o　一 28　・ 50　一 18、0　曾22．0 goo
8フ！　・　893

269．G2 29．87 0．85
4110 8100

3＝5D 0．22 1．0　－4．0 28　一 50　－60 18．O　・22，0 goo
88フ　，　896

269．87 272．72 2．85 8：DO 20：00 12＝00 0．24 1、0　響3、0 28　・ 50　．60 18．　・22，0 900
889　・　898

272．72 274．7？ 2．05 20＝00 8100
12＝OD 0．17 1，D　・4、0 28　・ 50　・70 18．〇　一22，0 900

87呂　一　896
274．77 274．87 0．LO 8＝40 9二50 1二豊0 o．09 1．O　－2．0 28　・ 50　－GO 18．0　・22，0 900 887　，

274．87 275．12 o．25 10＝20 1250
2＝30 0．10 1．0　－2，0 29　． 50　－60 18．0　・22．0 900

B88　一

275．12 275．22 0．LO 5；30 8＝oo 2＝30 0．04 1．〇　一2，0 28　・ 50　－55 20．0　－23，0 9DO
898　，

275．22 275．72 0．50 10＝45
18120 7135

O．07 1．D　曹2．0 28　一 50　－60 20．0　・24，0 goo
854　・888
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図2．3．2　拡孔状況記録
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表2．3．3 ビット使用記録一覧表
日其N一 ai一径（脚｝

メー自一名 型番 薗形
マ1・り7クス　番号

固祈番号
掘進区閲（関』bl 掘進長ω 僅用時闇　（hr〕 掘進率〔呼hr〕 ビット荷　〔【On〕 回転煮〔r四〕 送水圧力｛k6〆cめ 造水量くf／囚亘ll》

ビット摩耗評価 ⊇ア喋取　（、〕

地層 摩耗評価 グージ 偉考開始 終了

上 i“．5 岱既 呂皿 一 『 紺5痛丁 3．船 50．29 q5 ag
艶．留 0．86 7－8

25
u．5｛ o 10DO

一 砂蹟一砂岩 T3－m 1

2 311 2 SKS
》3FG 一 一 5認o－5 〔i9．goレ ｛50 コ2〕 〔】．22｝ 耳．ゆゆ 1．22 1－3 24刈8

8
幽 一

カトセメ、陵簾

3 95
ら 岱A 伽プ旦段 Y 61730蛎 50．29 2“

57 195 58
HL．50 L 35

0、2－L．e 5了 ＝50 2 コ“ 50－70 日7．59 c】“ 95 8

噸 95．ら BLど “o鱈25 ”ンダ，イプ 棚隙lo
K60202 2Q、廿7 280．” 鵠．30 附．08 o 95 0 弔一L 5 月0 4．u 5．ψ 6弔 盟 95．72 T2 95

呈

2巨 ヨロ 2 SKS
冒3FO 一 一 5s20－5

50 29
222．η 】n．一一 コ87．25 0 92 2 5 2・ 姐 8－30

600
鵬 一

5
3u．2 霜毘 15㏄H 一 一 i鵠56

T 50．口 即5 躍 22550 226．00 L．oα 1．0－1 0 28 L6 21
綱 一 T5－SE ヨ

6 ～軸 5 τSK xユ06H r 同 38253－T （2ハσo， 〔275．17〕 ｛1．L了｝ L．oo 1．』7 1－3
28

Io．o ㎜
T2 SE 1 アP トシr，セ’，瞳濠

了 35．δ 臨Lビ 魂】o胴25 ”ンダ9イプ 醐［ヒLO K5D2帆 280．L了 」03．雛 雄
65

55．50 o 43 o．5－2．ア ，01 2－10 60－ao 理
R7 32

1？ 95．9

8 95．6 恥Y 11①抽20 ”ング，イ7’ o雌［帖LO KOO↓02 303．82 322．97 】9．L5 鵠．92 0 5ヨ O 3－3．0 103 4 7
砕日o

TL
97．9塾 TL 95 1

9
95．6 BL” ｛10舶26 ”ンダ，ρ’ GREE悶9

K5DLOI
322．97 ｛19、97

97
oゆ 】25．31 o．η 0．2－2．5 103－180 2．5 a．2 GOr闘 胃

97 35
覗

95 o

LO
ラ5．o BL一 ｛lo網2b ”ンダ3｛フ1 ㎝EEN9 K60吐02 ll9．97 158．61 3呂 冊 助．75 0 46

O．5 3．0 Io3－L自o ら 0－9．0 らo 80 TL
Loo．oo TL

95．z

ll
95．o BH

岳lo｛420 ”ンダケ1プ GRE団！0
K60301

i58．67 192．27 33．60 37．田 0．9L 0 2－0．5 go』ユ70 5．D・7．0 55－50 τL 9モ 05 n 95．2

LZ 95 o 阯ビ UO弔42D ｝夢ンダ，17’ G瞼EN！O L80”L 192．即 510．OD 1ア 73
廊．oo o．99 0．5－2 U lU3 L70 6 〇一旦．0 55閃

Tl
Ioo．DO TL

95．1

L3
駐5．6 A5曳 ”ンダ9｛7’ s8

62955引7 5［0 00 5コ7．02 2『．02 40．oe D．6巨 1 2－2 5 103 L80
7．0 20．u 『0－80 TL

聖GO
oo 了9 95．3

13自 95．o 心 智レダ舛プ
s8

62955｛7 〔1U．槻ン “』u．重2」 （凪．凹） （L6 oe〕 （口．エ8〕 q、o L 5）

u33〕 （o、o－z．o） 〔50〕 TL
100、eo τL 95 3

11 95
◎ 氏駄 掃ノプB段 Y 6229292 〔130 も2） 疋500．501 （69、8巳） 〔L5 oゆ〕 （1．3η （o．5 L．2） （no L2の GO

Q一肛2，0 ｛50，
一 95．価 セ’ント凌凍

！5 95 5 A駄 r野グ珂プ
s9

629554旦 537．02 596．32
59 30 56．3苫 1．05 1、0 饗，0 103－L80

Io o
L5．o 曲 η Ioo．DO T3 95 6

吐δ 95．巳 日Lピ 1田“20 ”ングgイプ GREENゆ L区0302 5弼、32 轟e3 12 邸．：o 56．50 1．】9 0，3－2 0 聖03 12
匝

80 13
弱

78 T3 身5．亀

8a
95．6 ”LU 4iO壬雑o 四γグタfプ G旺剛10

K50302
δら3．総 7L5．即

52 lu 噛u．」5 L．29
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表2．3．4 リーマー使用記録一覧表

躍幽　鴫

REA蟻ER径　（㎜）

メーか名 歯形
マトリ7クx番号

固有番号
掘進区間（mabh｝ 掘進長（m） 使用時間　〔hr） 掘進率（m／hr） ビット荷重　（ton） 回転数（rpm｝ 送水圧力（kg／。欄2｝ 送水量（ど／mln） コア採取率　〔％）

地層 ゲージ
開始 終了

1 96．06
BLY PREM田Ms一AB IMP K60001

50．29 3Dコ．82 253，5a 236．08 1．07 0，2』2．7 57－150 2一葦0 50－80 88．79
士岐聚炭累層　基庭礫岩

95．2

2 96．06
BLY PRE崩UM　STAB

IMP K60002
203．B2 4璽9．97 ”6，15 161．25 0．72 0．2－3．0 103－180 4－8．2 60一日0 97．44 花尚岩 95．7

3 96．D6
BLY

PREMIUMSTAB

lMP L12201
419．9？ 510．oo 90．03 139．83 0．64 0．2－3．O 90－180 4．O』9，0 40－ao 97．78 花嵐岩 95．7

4 96．06
BLY PRE柑UM　SIA3

1踊P L80401
510．00 596．32 86．32 96．33 0．90 1．O－2．5 103－180 7．D 20．0 70－80 000．00 花嵩岩 95．7

5 96．06
BLY PRE崩し坦STAB IMP L12202 596．32 663．42 67．10 56．50 1．19 0．3－2．0 103

12－16
80

99．7B 花高岩 95．8

6 96．06
BLY PREMIUMSTA日

図P L80402
669．く2 フ15．巳2 52．40 40．75 1．29 O．3－2．0 103

10－17 ao
100．00 花崩岩 95．ア
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　2，3，r　第1段掘削（0，0mabh～50，29mabh）

　表土の下は玉石混じりの砂礫層で清水では孔壁を保持することができな

いので、20・SGPケーシングパイプ先端をコンポジット加工し無水で6．10

mabhまで掘削し、20”SGPケーシングを設置した。以深は17－1／2”トリコン

ビットを使用し、ウラニンを添加した近傍の温泉水で50．29mabhまで掘削

した。平均掘進率は0，86m／hであった。6．30mabhを掘削中、20”SGPケー

シング外周が崩壊しトルクが上昇したため20”SGPケーシングを6．10mabh
まで挿入した。

　14”SGPケーシングを50．20mabhまで挿入、インナーストリング方式で

フルホールセメンチングを行った。使用したセメントは普通ポルトランド

セメント、比重は1・80、スラリー量は間隙容量計算値（2763のの2倍強

にあたる6000ぞである。セメンチング終了後、2回の沈下処理を行い口元ま

でセメントを充填した。沈下処理に使用したセメントは合計525㎏である。

　セメント硬化待機後、12－1／4賢’トリコンビットで50．12mabhまでセメン

ト竣喋後、地表タンクのスライム排除および孔内洗浄を行った。HWおよ

びφll7．5mmウェルマンロッドを仮ケーシングとして挿入後、孔内水を約

1000ppbウラニン溶液で洗浄・置換した。仮ケーシングの設置深度は50．12

mabhである。ケーシングの挿入実績を表2．3．5に示す。

　　　　　　　表2．3．5　14”ケーシングパイプ挿入実績表

No， 単位長（m）

設置深度（皿abh）

接続方法

50．20

フロートシュー 0．48 49．72 角ネジ＋点溶接

1
5．44 44．28 角ネジ＋点溶接

2 5．44 38．84 角ネジ

3 5．44 33．40 角ネジ

4 5．44 27．96 角ネジ

5 5．44 22．52 角ネジ

6 5．44 17．08 角ネジ

7 5．44 ll．64 角ネジ

8 5．44 6．20 角ネジ

9 5．44 0．76 角ネジ

10 且．00 一〇．24 角ネジ

2．3，2　第2段掘削
1〉コアリング掘削（50．29mabh～280．17mabh）

　HQ－3WLによりコアリング掘削を行った。掘削水として温泉水にウラニ
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ンを濃度IOOOppbで添加し使用した。

　コアリング開始時点での地質は新第三系の堆積岩で比較的軟質だったの

で、サーフェスビットを使用した。約90mabh以深は少量の逸水状態（1

～3’／min）となったが支障はなく、掘削は順調に進んだ。157．45mabh～

168．82m＆bhの土岐挟炭累層土岐爽炭累層は、硬質の花闇岩礫と未固結の基

質からなり、コアの採取率が著しく低下した。

　164．12mabhで一旦掘り止め、土岐爽炭累層の水理試験Nα1 （測定区間

157．450～164．120mabh）実施の後、コアリングを再開した。168．82mabh以

深孔底まで土岐花嵩岩である。195mabh、197mabh、210mabh付近で断層を

貫き、全体的にコアが破砕されている。掘削中、90mabh以深より1～3‘／min

程度の逸水（送水量644／min）、168mabh以深より1‘／min程度の湧水（送

水量50〃min）があったが微量のため掘削にはほとんど影響はなかった。

185mabh付近より湧水量が6〃min（送水量501／min）となり、深度の増加に

伴い湧水量は急激に増加した。掘削中の湧水量は最大で306／min程度（送水

量50～64〃min）でインナーチューブ回収時の湧水量は200〃min以上とな
った。241．87mabhでビット交換のため揚管した際は、孔口開放状態での湧

水量は300〃min、280．17mabhで掘止め後、揚管直後の孔口開放状態での

湧水量は900〃minに達した。傾斜方位測定は50mabh掘削毎に実施して
いたが、抑留の危険性があるので200mabh以深の測定は、サイクル機構と

協議し、第2段掘り止め後、揚管時深部側より実施したところ、ビット深

度が浅くなるにつれロッド内部からの湧水量が増加し、273．67mabhに続き、

249．67mabhまでは測定することができたが、200mabhの測定時にはロッ

ド内部からの湧水量5006／minに達し、シングルショットを取り付けたイ

ンナーチューブの挿入ができなくなり、サイクル機構と協議して物理検層

のマルチショットで測定することとし傾斜方位測定を欠測とした。

　湧水のため掘削水のウラニン濃度は急激に低下したが、孔内に送水する

掘削水のウラニン濃度が仕様で定められた値（500ppb）以下にならないよ

う、濃度管理に努めた。

　当初計画では第2段の掘り止め深度は200mabhであったが、岩質状況の

悪化により水理試験実施時の上部パッカーの設置できる箇所がないことと、

湧水および崩壊防止の観点から割れ目の卓越した箇所はケーシング仕．トげ

が望ましいことから、サイクル機構と協議の上、健岩が出現するまで第2

段掘削深度を延長した。結果、280．12mabhまで掘削して第2段の掘削を終
了した。

　全揚管時の湧水量をコントロールするため第1段の14”SGPケーシング

に2”側方バルブ2ケおよび14”フランジを取り付けた。

　ボアホールテレビ計測、物理検層および水理試験Nα2（試験区間171．800

～280．170mabh）を実施した。
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　2）12－1／4”拡孔（50，29mabh～275，72mabh）

　拡孔中の湧水量は500〃min以上となることが予想され、現場で処理で
きる量をはるかに越えているため、仮ケーシング抜管後、拡孔開始前にサ

イクル機構と協議し、湧水防止セメンチングを実施した。HQ孔入り口付

近に簡易パッカーを設置してセメントスラリーをスクイズした。使用セメ

ント量は普通セメント2500kg（100袋）、スラリー量は22704、スラリー

比重はL75である。
　一方、セメントで完全に湧水を止めることができない場合も予想された

ので、ロテーティングヘッドを準備し、拡孔開始前に14”SGPケーシング
に取り付けた。

　拡孔開始当初は湧水もなく作業は順調に進んだ。コアリング時と同様

185mabh付近より湧水が発生し、自然状態における湧水量が15．4群min

となった196．17mabhでドリルロッドにストリッパーラバーを装着し、ロ

テーティングヘッドの側方に取り付けたバルブの開度を調整して、送水量

と回帰量をバランスさせながら掘削した。送水量と回帰量はバランスさせ

ることはできたが、掘削水は地下水により希釈されるので、送水のウラニ

ン濃度を所定の濃度に保つため常時、ウラニンを補給しなければならなか

った。掘進率は195mabh付近を境にして、それまで1～2m／hだったのが、

急激に低下し0．3m／h程度となり時問を要した。孔底の埋没も徐々に増加

し、227．17mabhでのドリルロッドの継ぎ足し時には埋没が6．60mとなり

ドリルロッドの継ぎ足しが不能となった。竣諜を繰り返し行い、孔底に堆

積した粒径の大きな岩片を少しずつ砕き細かくして回収しながら拡孔を続

けた。275．12mabhでは埋没が17．27mに達した。コアリングで健岩を確

認し、掘止めとした280、17mabhまで拡孔すべく努力したが、抑留される

危険が大きく、サイクル機構と協議し第2段の拡孔を終了した。ケーシン

グ挿入に備え、埋没を排除すべく再三凌喋を行ったが、改善は見られなか

った。揚管後、HQロッドを降下して、その外周をストリッパーラバーで

シールしてロッド内部より湧水させ、逆循環による埋没の回収を試みた。

最大φ30～40mmの礫（崩壊物）を含む多量の小礫～砂を圓収することが

でき、埋没はほとんどなくなった。

　10”STPGケーシングを275．34mabhまで挿入した。ケーシングの挿入実

績を表2．3．6に示す。14”SGPケーシングと10”STPGケーシングの間隙を

鉄板で塞ぎ、セメント硬化待機中の湧水防止を図るとともに、一回目のセ

メンチングで湧水が止まらない場合、アニュラス部にセメントスラリーを

圧入できるようにした。最初にインナーストリング方式でセメンチングを

実施したが、アニュラスからの湧水が止まらないため、アニュラス部にセ

メントスラリーを注入した。湧水が止まったので、10”STPGケーシングと

L4”SGPケーシングの間隙を塞いでいた鉄板を撤去し、3／4”SGP管をアニ
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ユラス部に降下したところセメントの硬化頭部は31．5mabhであった。

3〆4”SGP管を通してセメントスラリーを注入し、地表まで立ち上げた。一

連の作業で使用したセメントスラリーの詳細を表2．3．7に示す。
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表2．3．6　10”SGPケーシング挿入実績表

No．

単位長　（m） 設置深度（mabh）

接続方法 Nα

単位長　（m） 設置深度（mabh）

接続方法

275．34 31
5．44 106．32 角ネジ

F／S 0．47 274．87 角ネジ＋点溶 32
5．45 】00．87 角ネジ

1 5．43 269．44 角ネジ＋点溶 33
5．45 95．42 角ネジ

2 5．43 264．OI 角ネジ 34
5．45 89．97 角ネジ

3 5．43 258．58 角ネジ 35
5．44 84．53 角ネジ

4 5．43 253．15 角ネジ 36
5．45 79．08 角ネジ

5 5．43 247．72 角ネジ 37
5．45 73．63 角ネジ

6
5．43 242．29 角ネジ 38

5．44 68．］9 角ネジ

7 5．43 236．86 角ネジ 39
5．43 62．76 角ネジ

8 5．43 231．43 角ネジ 40
5．43 57．33 角ネジ

9 5．43 226．00 角ネジ 41
5．43 51．90 角ネジ

10
5．43 220．57 角ネジ 42

5．43 46．47 角ネジ

11
5．43 215．14 角ネジ 43

5．43 41．04 角ネジ

12
5．43 209．71 角ネジ 44

5．43 35．61 角ネジ

13
5．43 204．28 角ネジ 45

5．43 30．18 角ネジ

14
5．43 198．85 角ネジ 46

5．43 24．75 角ネジ

15
5．43 193．42 角ネジ 47

5．44 19．31 角ネジ

16
5．45 187．97 角ネジ 48

5．44 13．87 角ネジ

17
5．45 182．52 角ネジ 49

5．43 8．44 角ネジ

18
5．45 且77．07 角ネジ 50

4．00 4．44 角ネジ

19
5．43 171．64 角ネジ 51

5．43 一〇．99 角ネジ

20
5．43 166．21 角ネジ

2］ 5．44 160．77 角ネジ

22
5．43 155．34 角ネジ

23
5．44 149．90 角ネジ

24
5．45 144．45 角ネジ

25
5．45 139．00 角ネジ

26
5．45 133．55 角ネジ

27
5．45 128．10 角ネジ

28
5．45 122．65 角ネジ

29
5．44 ll7．21 角ネジ

30
5．45 111．76 角ネジ

※F／S：フロートシュー
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表2、3．710”SGPケーシングセメンチングー覧表

プライマリー
セコンダリー

1回目 2回目

セメンチング方式 インナーストリング アニュラスより圧入 3／4”SGP挿入

スラリー量 6380 535Q 1110
（戸）

スラリー比重 1．80 1．80
j．80

使用セメント 7475 6275 1300
（kg〉

備考 セメントスラリー注入中、過度の 硬化待機後

加圧によりセメントスラリーが脱 アニュ似セメント深度1

水状態となり流動性を失った。ポ 31．96mabh

ンプ圧力が上昇し、注入不能とな

る。

実送入スラリー量＝33806

硬化待機後

アニュラス潭水量：36〃而n

セメンチング前

アニュラス湧水量＝500〃min

　硬化待機後、10”SGPケーシングにロテーティングヘッドを付け替え、

9嘱／8”トリコンビットで管内セメントおよびフロートシューを竣漠した。

孔ロセラー内および各タンク内のスライム等を除去した後、清水（近傍の

井戸水）で完全に洗浄した。仮ケーシングを挿入し、孔内をウラニン濃度

1000ppbの掘削元水で洗浄した。

2．3．3　第3段掘削（280．17mabh～715，82mabh）

　清水HQ－3WLによりコアリング掘削を行った。

　健岩部と考えられた孔底付近も掘削開始直後から、断層に遭遇しコアの

流出が目立った。湧水も掘削再開直後から始まった。以深掘止めの
715，82mabhまで約100mabh毎に断層があり、割れ目が多く、健岩部はほ

とんどなかった。その結果、ダイヤモンドビットのマトリックスが適度に

磨耗され、ビットの切れ味を保っことができた。

　サイクル機構の指示により510．00mabhで一旦掘り止め、ボアホールテ
レビ計測、物理検層、水理試験Nα3～M6（試験区間431．418～505．500mabh、
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388．902～429，679mabh、345．901～387．176mabh、279．398～344．670mabh）を

実施した。470mabh付近の断層は掘削直後わずかな地層の押し出しがあり

凌洪した程度で掘削に大きな支障はなかったが、揚管後、崩壊物が少しず

つ孔底に堆積し密度検層時には孔底の埋没が4．5mとなった。

　試験終了後、孔内竣洪を行い水理試験で使用したシール材や針金を排除

し、掘削を再開した。掘削開始直後から、送水圧が高かかったが、水理試

験時に孔内に残留した、シール材に起因するものと考えられる。機械修理

のため揚管の後、降下した際、470．62mabhで降下不能となり以深、断層箇

所の479．50mabhまで湊藻を行ったが、断層箇所を通過しても、送水圧が
異常に高く管動時の揚げ荷重も大きいことから、孔内に多量の崩壊物が堆

積しているものと判断し、NQロッドを降下させリバースサーキュレーシ

ョンを行い、φ1～5mmの花商岩の粗砂状の崩壊物を回収した。ほぼ崩壊

は安定したものと判断し、特に崩壊対策は実施せず、掘削を再開したとこ

ろ、537。02mabhでインナーチューブ回収のためコア切後、ロッド引き上げ

中循環が不能となり、ビット位置534．22mabhで抑留された。送水圧力を

かけながら管動を繰り返し行うことで離脱に成功したが、これ以上崩壊対

策を行わずに、掘削を継続することは困難と判断し、サイクル機構と協議

し、崩壊防止セメンチングを行った。検層を実施していない区間がセメン

トにより汚染されることのないように孔底（500．90mabhまで充填）を珪砂

で充填した後、崩壊防止セメンチングを実施した。セメント竣喋後、充填

した珪砂はリバースサーキュレーションで回収した。崩壊対策セメンチン
グの詳細を表2、3．8に示す。
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表2．3．8　崩壊対策セメンチングー覧表

掘肖1」深度（mabh） 537．02

砂充填時ノ　ズル深度（mabh）

489．70

充填砂使用量（0 338

充填砂頭部深度（mabh） 500．90

セメンチング時ノズル深度（m） 496．00

セメントスラリー量（r）
1067

HQ裸孔換算ス列一量（m） 147

比重 1．80

使用セメント量（kg） 1250

予想セメント硬化頭部深度（mabh） 354

確認セメント硬化頭部深度（mabh）

411．62

備考 テールバイプ　（先端フロートバルブ付き）NQ－WLロッド　234．50m使用

　以降特に障害はなく掘削は順調に進んだ。サイクル機構の指示により掘

り止め深度は、当初計画より300mabh浅い710mabhとなった。埋没を考

慮して715．82mabhまで掘削した。ボアホールテレビ計測、物理検層を実

施後、サイクル機構の指示により、約345mabh以深をセメントで埋孔する

ことになった。埋孔セメンチングを3回実施し、孔底より356．70mabhま

でを完全にセメントで充填した。埋孔セメンチングの詳細を表2．3．8に示
す。
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表2．3．9埋孔セメンチングー覧表

恥．1 翫2 Nα3

孔底またはセメン　ト硬化頭部（mabh）

715．82（孔底） 565．66 455．26

ノズル深度（mabh） 702．56 561．59 452．72

セメントスラリー量（‘） 853 902 804

胆裸孔換算スラリー量（m） 】03 124 111

比重 1．70 1．70 1．70

使用セメント量（kg） 875 925 825

予想セメ～ト硬化頭部深度（mabh） 613 442 344．26

確認セメント硬化頭部深度（mabb） 565．66 455．26 356．70

2．4　孔芯傾斜測定

2．4．1　孔芯傾斜測定の概要
　孔曲がりが生じ、水理試験等の調査に支障が出ることが予想される場合、

直ちに孔曲がりを修正する必要があるので、ケーシング挿入後および約50

m掘削毎にシングルショット式傾斜方位測定器（村田式TYPE－SS）を使用
して測定した。

　ケーシング内の孔曲がりを測定する場合は、仮ケーシング挿入後測定を
行った。

　掘削時に孔曲がりを測定する場合は、インナーチューブの先端にシング

ルショット外筒を取り付け降下し、ビット先端より出して測定した。

2，4，2　孔芯測定結果
　孔芯傾斜測定結果を表2．4，1に示す。

　200mabh、および250mabhの測定は抑留される危険を回避するため、サ

イクル機構と協議し、第2段の掘り止め後の揚管時に実施した。孔底付近

の273．67mabhで測定した後揚管しながら、測定を行った。ビット深度が

浅くなるにつれ湧水量が増大し、シングルショットを取り付けたインナー

チューブをロッド内に押し込むことが困難となり、200mabhの測定は、サ
イクル機構と協議し測定を取りやめた。
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表2．4．1　孔芯傾斜測定結果（参考）

深
度（mabh） 傾斜角度（。〆） 深度（mabh） 傾斜角度（。〆） 深度（mabh） 傾斜タ度（。ノ）

49．50 0，20’ 303．42 0。40’ 553．52 0。ly
99．97 0，40’ 350．27 oo40〆 60】．17 0，301

155．67 ぴ　30’ 403．47 0。40〆 642．97 0じ30’

200 欠測 453．77 0。20’ 701．02 1，00ノ

249．67 0，401 502．47 09　1ダ o　　〆

273．67 旦，00〆 509．47 0。　】5’ o　　〆

2．5　蛍光染料添加の実績
　蛍光染料としてウラニンを使用した。

　掘削水ほか孔内に入れる水はすべて温泉水で作った濃度1000ppbのウラ

ニン溶液とした。分光蛍光光度計を使用して、1時間毎にウラニン濃度を

測定し所定の濃度（1000ppb士50％）を維持した。湧水によりウラニン濃度が

急激に低下するため、ポンプで孔内に送水される掘削水のウラニン濃度が

500ppb下回らないよう、定期的にウラニンを添加し濃度維持に努めた。

ウラニンの添加記録を表2，5．1に示す。510．00mabh以深の掘削時はサイク

ル機構の指示により、蛍光染料は添加しなかった。
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表2．5．1掘削水・蛍光染料添加記録（1）

番号 日付 時間
掘削水量　（の

蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000ppm）使用量（の
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

1 6月25目 15：30 3，DOO ウラニン 3．0 3．0 中野勇次

2 6月27目 8：30 5，000 ウラニン
5LO

5．0 池田慶一
3 6月27日 13二30 2，000 ウラニン 2．0 2．0 池田慶一

4 6月27日 1450 3，000 ウラニン 3．0 3．0 池田慶一

5 6月29日 11＝DO 3，000 ウラニン 3．0 3．0 中野勇次

6 6月39日 且4＝20
一 ウラニン 0．6 0．6 池田慶一 濃度調整

7 6月30目 8140
2，Doo ウラニン 2．G 2．0 池田慶一

8 6月30日 12：40 1，㎜ ウラニン 1．0 1．0 池田慶一

9 6月30目 】3＝40
『 ウラニン 1．2 1．2 池田慶一 濃度調整

10 7月1日 s；50 3，000 ウラニン 3．D 3．0 池田慶一
11 7月1目 13：40

一 ウラニン O．8 0．8 池田慶一 濃度調整
12 7月2目

8110
2，000 ウラニン 2．0 2．0 池田慶一

13 7月ユ日 9：10 一 ウラニン 且．o 且．0 池田慶一 濃度調整
14 7月2目 13：00

『 ウラニン 1．0 1．0 池田慶一 濃度調整
15 7月2日 16＝20 2，（め0 ウラニン 2．0 2．0 池田慶一
16 7月3目 8；40 『 ウラニン 2．3 2．3 池田慶一 濃度調整
17 7月3日 10二50 2，（燗 ウラニン 2．0 2．0 池田慶一
18 7月3目 12＝10

一 ウラニン 1．7 1．7 池田憂一 濃度調整
19 7月3目

15130
2，㎜ ウラニン 2．0 2．0 池田慶一

20 7月4日 8130
一 ウラニン 3．0 3．0 久保田政彦 濃度調整

2止 7月4目 9＝30 一 ウラニン 0．4 0．4 久保田政彦 濃度調整
22 7月4日 9＝40 2，（旧0 ウラニン 2．0 2．o 久保田政彦
23 フ月4日 10105

一 ウラニン o．4 0．4 久保田政彦 濃度調整
24 7月4目 10＝30 一 ウラニン 0．4 0．4 久保田政彦 濃度調整
z5 7月4日 H＝10 一 ウラニン 0．4 0．4 久保田政彦 濃度調整
26 7月4日 lll30

一 ウラニン 0．4 0．4 久保田政彦 濃度調整
27 7月4日

12110
一 ウラニン 0．4 0．4 久保田政彦 濃度調整

28 7月4目 12：30
一 ウラニン 0．4 O．4 久保田政彦 濃度調整

29 7月4日 13＝10 一 ウラニン 0．4 0．4 久保田政彦 濃度調整

30 7月4目 14：DO Z，000 ウラニン 2．0 2．0 久保田政彦
31 7月4日 14二10 一 ウラニン i，0 1．0 久保田政彦 濃度調整

32 7月4日
15110

一 ウラニン 旦．0 1．0 久保田政彦 濃度調整
33 7月4日 且6：io

一 ウラニン 2．0 2．0 久保田政彦 濃度調整

34 7月4β 17110
一 ウラニン 1．5 1．5 久保田政彦 濃度調整

35 7月5目 8：30 『 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 濃度調整

36 7月5日 8＝50 2，㎜ ウラニン 2．0 2．0 久保田政彦

37 7月5日 11；10 一 ウラニン ｝
1．0 久保田政彦 濃度調整

38 7月5目 里2；10
一 ウラニン 一

1．O 久保田政彦 濃度調整

39 7月5目 B二10 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 濃度調整

珊 7月5日 13＝40 『 ウラニン 一
1．o 久保田政彦 濃度調整

4L 7月5β 14120
一 ウラニン ｝

1．0 久保田政彦 濃度調整

42 7月5目 14；40
『 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 濃度調整

43 7月5日 15110
一 ウラニン 皿

盈．0 久保田政彦 濃度調整

44 7月5目 15＝40 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 濃度調整
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表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（2）

番号 日付 時間

掘削水量　（6〉
蛍光染料　種別

蛍光染料原液蛍光染料（1QOOppml使用量ω

添加量（9〉

担当者 備考

45 7月5目 15：50 3，000 ウラニン 3．0 3．0 久保閏政彦

46 7月5目 16二10
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 濃度調整

47 7月5目 16；40 ｝ ウラニン 一
1．o 久保田政彦 濃度調整

48 7月5日 17二10 一 ウラニン ｝
1．0 久保田政彦 濃度調整

49 7月6日
9115

3，000 ウラニン 3．0 3．0 久保田政彦
50 7月6目 10：00

一 ウラニン 1．0 1．o 久保田政彦 濃度調整
51 7月6日 1α30 一 ウラニン 1．D 1．o 久保田政彦 濃度調整
53 7月6目 lL30

一 ウラニン 2．0 2．0 久保田政彦 濃度調整
53 7月6日 12：00

一 ウラニン Z．0 2．0 久保田政彦 濃度調整
54 7月6目 13：00 心 ウラニン 2．0 2．0 久保田政彦 濃度調整
55 7月7目

15100
一 ウラニン 1．0 1．0 小坂爪天 濃度調整

56 7月7日 18：00
一 ウラニン 2．0 2．o 小坂邦夫 濃度調整

57 7月10日 i3130
1，SOO ウラニン 匡．8 1．8 中野勇次

58 7月10日 14＝oo 5，000 ウラニン 5．0 5．0 中野勇次

59 7月10日 i4；10 3，0DO ウラニン 3．Q 3．0 中野勇次

ω 7月童0目 16140
Z，400 ウラニン 2．4 2．4 中野勇次

6置 7月H日
IL30 6，（㎜ ウラニン 6．0 6．0 池田慶一

62 7月11目 11；30 3，00G ウラニン 3．O 3．0 池田慶一
63 7月13日 17：40 一 ウラニン 『

1．1 大淵　聡 濃度調整

餌 7月13日 0＝00 3，000 ウラニン 3．0 3．0 久保田政彦
65 7月B目 5二25 一 ウラニン 一

1．1 久保田政彦 濃度調整
66 7月【4日 10；00

一 ウラニン 一
1．0 足立　正 濃度調整

67 7月14日 17：00 3，㎜ ウラニン 3．0 3．0 足立　正
68 7月14日 19100

一 ウラニン 一
1．0 小池周二 濃度調整

69 7月【5目 5：50 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 濃度調整

70 7月15日 11：35
一 ウラニン 一

1．0 大淵　聡 濃度調整
71 7月15目 15；30

一 ウラニン 一
1．0 大淵　聡 濃度調整

72 7月15日 i5＝55 3，000 ウラニン 3．0 3．0 小池周二
73 7月15目 艮7二30

一 ウラニン 一
1．3 小池周二 濃度調整

74 7月15日 18＝30 一 ウラニン 一
1．0 小坂邦夫 濃度調整

75 7月15置 止9二30
一 ウラニン 一

0．2 久保田政彦 濃度調整
76 7月15日 20二30 一 ウラニン 一

0．2 久保田政彦 濃度調整
77 7月15日 21＝30

一 ウラニン 一
0．2 久保田政彦 濃度調整

7S 7月15目 22；30
一 ウラニン 一

0．2 久保田政彦 濃度調整
79 7月15日 23二30

一 ウラニン 一
0．2 久保田政彦 濃度調整

80 7月16日 0；30 一 ウラニン 一
0．Z 久保田政彦 濃度調整

81 7月16日 1＝30 一 ウラニン 一
0．2 久保田政彦 濃度調整

82 7月16目 2130
一 ウラニン 一

0．2 久保田政彦 濃度調整
83 7月16目 3：30 一 ウラニン 一

0．2 久保田政彦 濃度調整
84 7月16日 3＝43 ｝ ウラニン 一

1．5 久保田政彦 濃度調整
85 7月16目 4130

一 ウラニン 一
0．2 久保田政彦 濃度調整

86 7月160 6二30 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 濃度調整

87 7月16日 8＝DO 『 ウラニン 一
0．3 足立　正 濃度調整

83 7月16日 9：00 一 ウラニン 一
O．3 足立　正 濃度調整
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表2．5，1掘削水・蛍光染料添加記録（3）

番号 日付 時間

掘削水量　（の
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（10DOppm）使用量（ぞ）
蛍光染料添加量　（9〉

担当者 備考

89 7月里6日 10＝00
一 ウラニン 一

0．3 足立　正 濃度調整

動 7月16目 11：00
一 ウラニン 一

0．3 足立　正 濃度調整
91 7月16日 13＝DO ｝ ウラニン 一

0．3 足立　正 濃度調整
92 7月16日 13＝DO

一 ウラニン 『
o．3 足立　正 濃度調整

93 7月16日 且4100 一 ウラニン 一
0．3 小池周二 濃度調整

94 7月16日 16100
一 ウラニン 一

0．3 小池周二 濃度調整
95 7月16日 16：30

一 ウラニン 一
1．0 小池門二 濃度調整

96 7月16目 17100
｝ ウラニン 一

0．3 小池周二 濃度調整
97 7月16日 i730

一 ウラニン ｝
0．3 小池周二 濃度調整

98 7月16日 19＝oo 『 ウラニン 』
0．3 小池周二 濃度調整

99 7月16目 19＝30 3，000 ウラニン 3．0 3．0 小池周二
Ioo 7月16日 20：00 一 ウラニン 一

0．4 久保田政彦 濃度調整
101 7月16日 21＝30

一 ウラニン 一
O．4 久保田政彦 濃度調整

亘02 7月16目 22＝30
皿 ウラニン 一

0．4 久保田政彦 濃度調整
103 7月16日 23f35

一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 濃度調整

1〔隣 7月17目 0＝35 ｝ ウラニン 一
G．4 久保田政彦 濃度調整

105 7月17目 1＝30 一 ウラニン 一
0．4 久保田政彦 濃度調整

io6 7月17目 2130
一 ウラニン 一

0．4 久保田政彦 濃度調整
107 7月17日 3：］0

一 ウラニン 一
0．4 久保田政彦 濃度調整

108 7月E7日 4＝30 一 ウラニン 一
o．4 久保田政彦 濃度調整

109 7月17日 5：30 一 ウラニン 一
0．4 久保田政彦 濃度調整

110 7月呈7日 6130
一 ウラニン 一

0．4 久保田政彦 濃度調整

U1 7月監7目 8＝00 一 ウラニン 一
盈．0 足立　正 濃度調整

112 7月17目 15＝40
一 ウラニン 一

1．0 足立　正 濃度調整
113 7月17目 16150

『 ウラニン 一
1．0 小池周二 濃度調整

114 7月17日 呈8130 『 ウラニン 一
2．0 小池周二 濃度調整

U5 7月17日 20：45 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 濃度調整

li6 7月侶目 13；30 1，㎜ ウラニン 1．0 1．0 池田慶一 水理試験前　孔内水置換用

117 7月ヱ1日 9＝30 1，DOO ウラニン 『
1．0 久保田政彦 作液、水理試験器　ロッド内補水用

U8 7月30日 11＝18 3，㎜ ウラニン 一
3．o 足立　正 作液

119 7月30目 13105
皿 ウラニン 一

1．7 足立　正 助ヨ渉ンク濃度調整

120 7月30目 置4二50
一 ウラニン 皿

1．9 足立　正 シェゆ一タンク濃度調整

121 7月31日 止0＝30
一 ウラニン 一

1．0 足立　正 サクションタンク濃度調整

122 7月31目 11；35 『 ウラニン 一
1．0 足立　正 砂ションタンク　濃度調整

123 8月1日 M2
一 ウラニン 一

1．G 久保田政彦 サクションタンク　濃度調整

124 8月旧
2120

一 ウラニン 一
2．o 久保田政彦 妙泊ンタンク濃度調整

125 8月旧 3：45 ｝ ウラニン 一
1．0 久保田政彦 サクションタンク濃度調整

126 8月】目 6＝3〔｝

一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 妙ションタンケ濃度調整

127 8月1日 7＝20 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 妙ショ坤ンク濃度調整

128 8月1目 825
一 ウラニン 一

2．4 足立　正 サクションタンク濃度調整

129 8月！日 9：00 一 ウラニン 『
1．0 足立　正 サク内璋ンク濃度調整

130 8月1目
9115

一 ウラニン 一
1．7 足立　正 サクカンタンク濃度調整

生31 8月1目 10＝15 一 ウラニン 　
1．5 足立　正 艸泊ン帥ク濃度調整

B2 8月1目 Hll5
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 サ妙評弾ク　濃度調整
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表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（4）

番号 日付 時問
掘肖

l水量　㈲

蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000ppm）使用量（f）
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

133 8月1日 i2＝25
一 ウラニン 『

1．5 足立　正 サウションタンケ濃度調整

B4 8月1目 1β0 ｝ ウラニン 『
1．0 足立　正 サクシ≡ンタンク濃度調整

135 8月1目 14；30 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 サク泊坤ンク濃度調整

B6 8月1日 15二30
一 ウラニン 一

1．0 足立　正 サクションタンク濃度調整

】37 8月1目 16＝30 ｝ ウラニン 一
1．o 足立　正 卯ションタンク濃度調整

B8 8月1目
17145

一 ウラニン 『
1．0 足立　正 サクシコンタンク　濃度調整

B9 8月1日 21＝oo 一 ウラニン 一
正．0 久保田政彦 箆功一タ沙　濃度調整

140 8月旧 22；00 『 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 シ＝一カータング濃度調整

141 8月1目 23：15 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 サケシ］ンタンク／シ篤一カータンク　　濃度調整

142 8月2目 0：25 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 サクカン妙ケ濃度調整

143 8月2日
2150

一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 サクションタンク／シェーカータンケ　　濃度調整

144 8月2日 3130
『 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 サケシコンタンクルェーカータンケ濃度調整

置45 8月2日 5：00 一 ウラニン 一
監．0 久保田政彦 サクン3ンタンウ濃度調整

146 8月2日 7：20 『 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 サケションタンク／シニーカータンク濃度調整

147 8月～日 8＝30 一 ウラニン 一一 2．0 足立　正 脚力ンタンク濃度調整

148 8月2目 9150
一 ウラニン 一

置，5 足立　正 サクショ坤ンク　濃度調整

149 8月2目 10130
一 ウラニン 『

【．5 足立　正 妙シ］ン妙ク　濃度調整

150 8月2日 12130
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 妙内ン妙ク濃度調整

151 8月2目 13130
一 ウラニン 『

1．5 足立　正 砂シ］ンタンケ／沁噛一タンク濃度調整

152 8月2目 15；30
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 サケションタンケ濃度調整

153
8月20 16＝30

一 ウラニン 一
1．0 足立　正 サクションタンケ濃度調整

b4 8月2日 K7沮 一 ウラニン 一
3．D 小坂邦夫 妙ション妙ク／匠功一タンク　濃度調整

155 8月2日 18：30
『 ウラニン 一

2．5 足立　正 サウシ≡ンタンクノシニーカータンク　　濃度調整

【56 3月2日
19135

一 ウラニン 『
3．0 小坂邦夫 サクシ】ンタンク／シヱー炉タンク濃度調整

157 8月2日 20140
皿 ウラニン 一

1．5 小坂邦夫 サケカンタンク濃度調整

158 9月2目 21：40 一 ウラニン 一
3．0 タ、保田政彦 サクションタソケノシェーカータンク　　濃一隻調整

159 8月2日 22二50 一 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 サクションタンク／シェーカータンケ　　濃度調整

160 8月20
23126

一 ウラニン 『
1．0 久保田政彦 伽ヨンタンケ濃度調整

艮61 8月3日 O；18 『 ウラニン ｝
1．5 久保田政彦 デッチラィン　濃度調整

162 8月3日 1二28 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 サウションタンク濃度調整

163 8月3日 2＝30 』 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 サツン］ンタンク／テ）プチテイン　　濃度調整

K64 8月3日 4100
『 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 サクンヨンタン好デサライン　濃度調整

165 8月3目 5100
← ウラニン 一

1．5 久保田政彦 サクションタンク／ヂプチライン濃度調整

166
明3員 6：00 一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 サクションタンク／テPフチラィン　　濃度調豊

167 8月3目 7＝15 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 妙内ンタ渉　濃度調整

168 8月3日 8：25 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 妙内ンタンク／デげライン　濃度調整

169 8月3日 止0＝20
｝ ウラニン 一

2．5 足立　正 妙内ンタンク／デサティン　濃度調整

170 8月3日 】1＝15
一 ウラニン 『

i．5 足立　正 勃シ3ン砂ウ　濃度調整

171 8月3日 豆2130 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 サクカンタンク濃度調整

172 8月3日 i3：30
一 ウラニン 一一

3．0 中野勇次 シニ功一タンク　濃度調整

173 S月3日 15：b 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 砂ションタンク　濃度調整

174 8月3目 15；30 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 妙ションタンク　濃度調整

175 8月3日 15：50 一 ウラニン 一
3．0 中野勇次 シエーカータンク　濃度調整

176 8月3日
16145

｝ ウラニン 　
3．0 足立　正 妙泊ン捗ケルエーカー妙ク　濃度調整

一2－45一



表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（5）

番号 日付 時問

掘削水量　（ご）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000ppm）使用量（6）
蛍光染料添加量　（9〕

担当者 備考

177 8月3日
17120

一 ウラニン 『
1．5 足立　正 シヱ切一タンク濃度調整

178 8月3目 19：24
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 ン；幼一タンク濃度調整

179 8月3日 19：45
一 ウラニン 一

1．5 中野勇次 五一か一タンク濃度調整

180 8月3日 2呈125
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 サケシコンタンケ濃度調整

181 8月3目 22＝11
『 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 デガライン濃度調整

萱82 8月3日 22130
一 ウラニン 一

【．5 中野勇次 ンェー炉妙ク濃度調整

183 8月3日 2321
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 シニー炉妙ク濃度調整

184 8月4日 0つフ 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 サケションタンク濃度調整

185 8月4日 0＝45 一 ウラニン 一
1．5 中野勇次 シェーカータンク濃度調整

186 8月4日 】＝23
一 ウラニン 一

1．8 久保田政彦 シ・幼一一タンタ濃度調整

旧7 8月4目
2126

一 ウラニン 一
1．8 久保田政彦 五ゆ一タ”　濃度調整

188 3月4目 3＝2正
一 ウラニン 一

1．s 久保田政彦 シエー炉夕即　濃度調整

189 8月4日
4153

一 ウラニン 一
1．8 久保田政彦 シニーカータンク濃度調整

190 8月4日 6二〇8
一 ウラニン 一

1．8 久保田政彦 シ；一加タンケ濃度調整

191 8月4日 12＝45
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 シェーカータ抄　濃度調整

1聾 8月4目 15150
一 ウラニン 一

2．」 中野勇次 た切一タンク　濃度調整

193 8月4目 16二50 一 ウラニン 一
1．3 中野勇次 シェーカータンク　濃度調整

194 8月4日 18150
『 ウラニン ｝

2．0 足立　正 シェゆヲンク濃度調整

195 8月4日 聖9140 一 ウラニン 一
1．3 中野勇次 シニー炉タンケ濃度調整

正96 8月4目 21：15
一 ウラニン 一

Z．2 中野勇次 振一炉妙ケ濃度調整

197 8月4目 21＝40 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 シェーカータンケ濃度調整

198 8月4日 22＝40 一 ウラニン 一
2．1 久保田政彦 シェーカータンク濃度調整

199 8月4目 23：40
皿 ウラニン 一

0．7 久保田政彦 シェーカータンク濃度調整

2σo 8月4日 0＝40 一 ウラニン 一
1．3 久保田政彦 シエーカー砂 ク　濃度調整

20正 8月4日 1＝40 『 ウラニン 一
2．3 久保田政彦 シェー炉タンク 濃度調整

2G2 8月4日 2＝40 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 五一カータガ　濃度調整

203 8月4日 4140
一 ウラニン 一

2．0 久保閏政彦 シニ幼一タンク濃度調整

204 8月4日 5：40 一 ウラニン 一
1．9 久保田政彦 シニーカータンケ濃度調整

205 8月4目 6：40 一 ウラニン 一
1．7 久保田政彦 シェ功づンケ濃度調整

206 8月4目
7145

一 ウラニン 一
1．2 足立　正 シェ幼一砂ケ　濃度調整

207 8月4目 10140
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 シェ幼一外ク　濃度調整

208 8月4日 U二40 『 ウラニン 　
】．1 巾野勇次 シェーカータンク濃度調整

209 8月4日 12二45
一 ウラニン 『

2．0 足立　正 シェー加タンク　濃度調整

210 8月4日 14＝40 『 ウラニン 一
2．5 足立　正 シェーカータンク　濃度調整

211 8月4日 15：40 『 ウラニン 一
1．3 中野勇次 シエ功一タンク　濃度調整

2産2 8月4日 16145
一 ウラニン 一

1．0 足立　正 シr炉タンク濃度調整

213 8月4目
17120

『 ウラニン 一
2．0 足立　正 シエーカー妙ク　濃度調整

214 9月4日 18：45
一 ウラニン 『

1．2 足立　正 シエーカータンク　濃度調整

215 8月4日 19＝20
一 ウラニン ｝

1．3 足立　正 シニー加タンク　濃度調整

216 8月4日 2匡＝15
｝ ウラニン 一

1．3 久保田政彦 シ：一カータンク濃度調整

2正7 8月4目 20＝40 一 ウラニン 一
2．0 久保団政彦 シr炉タンケ濃度調整

218 8月4日 22＝20 『 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 シエーカータンク濃度調整

2垂9 8月4日 22：40 一 ウラニン ｝
2．0 久保田政彦 シニ切一タンク濃度調整

220 8月4目 23：4G 皿 ウラニン 一
1．6 久保田政彦 シェーかタンケ濃度調整

一2－46一



表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（6）

番号 日付 時間

掘削水量　（ぞ）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000ppml使用量（8） 蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

221 8月6日 〇二40
一 ウラニン 一

1．7 久保田政彦 シェーカータンク濃度調整

222 8月6日 2＝20 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 シエー炉タンク濃度調整

223 8月6目 3＝2〔）

一 ウラニン 一
2．1 久保田政彦 甦ゆ一タンク濃度調整

224 8月6目
4110

『 ウラニン 一
1．2 久保田政彦 ん一加妙ケ濃度調整

225 8月6日 4：40 一 ウラニン 一
1．3 久保田政彦 シェーカータンケ濃度調整

226 8月6目 5140
『 ウラニン 一

且．0 久保田政彦 シエ切一タンク濃度調整

227 8月6目 6二20 一 ウラニン 一
1．1 久保田政彦 シェーカづンク濃度調整

228 8月6日 7130
一 ウラニン 一

1．9 久保田政彦 シエーカータンク濃度調整

329 8月6日 夢＝DO
一 ウラニン 皿

】．4 中野勇次 シェーカータソク濃度調整

230 8月6日 1α15 『 ウラニン 一
1．8 足立　正 シェー炉タ坤　濃度調整

231 8月6目 B＝20 一 ウラニン 一
2．1 足立　正 シヱゆ一タンク濃度調整

232 8月6日 14二20
一 ウラニン 一

1．7 足立　正 シニー炉タンケ濃度調整

23］ 8月7日 8二10 一 ウラニン ｝
1．7 久保田政彦 シエ幼一妙ケ　濃度調整

234 8月7日 9140
一 ウラニン 一

1．6 久保田政彦 シ；一炉タンク濃度調整

235 8月7目 10二40
一 、ウラニン 皿

【．0 久保田政彦 シェー炉タンク濃度調整

236 S月7日 11：【0
『 ウラニン 一

1．4 久保田政彦 シ＝鱒一タンク濃度調整

237 8月7日 11140
一 ウラニン 一

0．3 久保田政彦 シエ功一タンク濃度調整

23S 8月7日 B＝10 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 ンェゆ一タンク濃度調整

239 8月7目 14＝10 一 ウラニン ｝
1．7 久保田政彦 シニーカータンク濃度調整

240 8月7日 15：10 一 ウラニン 一
1．3 久保田政彦 シ＝一炉タンケ濃度調整

24i 8月7日 16120
一 ウラニン ｝

1．5 久保田政彦 シ・一力づンケ濃度調整

242 8月7目 16140
t一 ウラニン 一

1．9 久保田政彦 シエーカー砂ク　濃度調整

243 明7日 17：20
一 ウラニン 一

且．5 久保田政彦 シエーカータンク濃度調整

244 8月7目 17＝50 一 ウラニン 一
0．3 久保田政彦 シエ切一卸ク濃度調整

245 8月7目 18；40
｝ ウラニン 『

2．0 久保田政彦 シヱーカータンク濃度調整

246 8月7目 19＝40 一 ウラニン 一
1．8 足立　正 シェゆ一タンク濃度調整

247 9月3日 l　l；DO 2，300 ウラニン 2．3 2．3 大淵　聡 セメント溶解水用

248 9月5目 17105
3，㎜ ウラニン 3．0 3．0 中野勇次 作液

249 9月5日 18：〔）5 5，loo ウラニン 一
1．9 中野勇次 サクシ…ンタンク　濃度調整

250 9月5目 18＝05 4，200 ウラニン ｝
1．8 中野勇次 シェつ一タンク濃度調整

251 9月5目 18：40 5，loo ウラニン ｝
0．9 中野勇次 サクションクンク　濃度調整

z52 9月5目 19＝40 4，2DO ウラニン 一
0．5 中野勇次 シェーカータンク　濃度調整

253 9月6目 8；30 3，ひDO ウラニン 一
3．0 足立　正 作液

254 9月6日 19：25
『 ウラニン 一 1．25 大淵　聡 循環水濃度調整　艸ンヨンタンケ投入

255 9月6日 OllO
3，（㎜ ウラニン 一

3．0 久保田政彦 作液
256 9月7日 8：30 『 ウラニン 一

i．5 足立　正 循環水濃度調整　サ妙ヨ坤ンク投入

257 9月7目 12：20 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　サクショ坤ンク投入

258 9月7日 13二30 且，ODO ウラニン 一
3．0 足立　正 作被

259 9月7目 18二30 一 ウラニン 一
E．0 足立　正 循環水濃度調整　　サクションタンク投入

260 9月8日 2＝30 1，〔X）0 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 作液

261 9月8日 置8二DO 3，㎜ ウラニン 一
3．0 足立　正 作液

262 9月9日 11：30 6，200 ウラニン 一
6．2 足立　正 作液　サクションタンク

263 9月9目 12！00 3，000 ウラニン 一
3．0 足立　正 作液

264 9月9目 2120
一 ウラニン 一

i．1 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェー加砂ク．投入

一2－47一



表2．5．1掘削水・蛍光染料添加記録（7）

番号 目付 時間

掘削水量　（f）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000ppm）使用量（の
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

265 9月！0日 Il30
『 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五一カー卸ク．投入

266 9月10日 3100
3，（㎜ ウラニン 一

3．0 久保田政彦 作液

267 9月iD日 5＝30 t一 ウラニン 皿
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・一カー夘ク、段入

268 9月10日 6＝30 一 ウラニン 『
正．2 久保田政彦 循蕗水濃度調整　た切確ンケ，投入

269 9月10目 820
一 ウラニン ユ

1．0 足立　正 循環水猿度調整　シェー加タンク，投入

270 9月10日 11＝30 一 ウラニン 一
1．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉むク．投入

271 9月10日 12＝30
｝ ウラニン 『

2．O 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉タンク．投入

272 9月EO日 13：30 一 ウラニン 『
Z．0 足立　正 循環水濃度調整　匠一力確ンク．投入

273 9月10目 15130
『 ウラニン 『

1．0 足立　正 楯環水濃度調整　た一カータ陣，投入

274 9月10日 18：30
一 ウラニン 一

1．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ＋タンク．投入

275 9月10日 19：20 ｝ ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニー加タンケ．投入

276 9月10日 20：20
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　社幼一ルク，投入

277 明10日 22＝20 』 ウラニン 一
2．〔）

久保田政彦 循環水濃度調整　シrカー妙ク．投入

278 9月11目 α35 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク．撲入

279 9月11目 120
｝ ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ケ．投入

280 9月1旧 2＝25 一 ウラニン 一
裏．0 久保田政彦 循環水濃度調整　涯一炉夘ケ．段入

281 9月11日 4＝30 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニゆ一タンケ，投入

282 9月11日 5二25 一 ウラニン 皿
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　近功一タ即，投入

283 9月ll目 6130
一 ウラニン 一

2．D 久保田政彦 循環水濃度調蔓　五ゆ一妙ク，投入

認4 9月1旧
8125

一 ウラニン 皿
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シrカータンク．投入

285 9月Il日 13＝25
一 ウラニン 一

2．3 足立　正 循環水濃度調整　ン・幼一砂ク．投人

286 9月1旧 14：25
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　五幼一妙ク．投入

287 9月11日 15＝25
一 ウラニン 『

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク．投入

288 9月11目 16；25 一一 ウラニン 一
k．5 足立　正 循環水濃度調整　シニー加タンケ．投入

289 9月1旧 17二25
一 ウラニン 一

1．0 足立　正 循環水濃度調整　五噌一妙ケ、投入

290 9月11日 19＝25
『 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シ・一カータンク．投入

291 9月11目 22；25 『 ウラニン 一
】．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカーダ坤．投入

292 9月11日 23125
一 ウラニン 一

2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー加タンク，投入

2男 9月臣日 0125
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 籟毅水濃度調整　シェーカータ即．投入

294 9月12目 1＝20 　 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク．投入

295 9月12日 3二20 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　匠一カータンク．投入

296 9月12日 4125
一 ウラニン 一

0．5 久保田政彦 循環水濃度調整　五一カー妙ク．投入

297 9月】2日 5τ25 一 ウラニン 一
G．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンク．投入

2タ8 9月12日 6二30 一 ウラニン 皿
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンケ．投入

299 9月12日 7130
一 ウラニン ㎜

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーかタンケ．投入

300 9月12日 12＝25
一 ウラニン 『

1．0 足立　正 循環水濃度調整　五一カー妙ウ．投入

301 9月12目 13：50 2，500 ウラニン 一
2．5 足立　正 作液

302 9月12目 14＝30
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉タン，，投入

303 9月12目 17125
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　ンェ幼一外ク．投入

304 9月12日 1825
一 ウラニン 一

2．o 足立　正 循環水濃度調整　涯切一タ坤，投入

305 9月lz日 旦9＝25
』 ウラニン 一

2．3 足立　正 循環水濃度調整　涯幼一夘ク．投入

306 9月氾日 20＝40 一 ウラニン 』
1．2 久保田政彦 循環水濃度調整　■エ幼一艀ク．投入

307 9月12日 2星130 一 ウラニン 一
0．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータ”．喪入

308 9月置2目 22120
一 ウラニン 一

1．5 久保困政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ク．投入

一2－48一



表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（8）

番号 日付 時問

掘削水量　（ε）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（mOOPP皿）使用量（の 蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

309 9月12目 23；35 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー似グ．投入

310 9月13日 1二25 一 ウラニン 一
o．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニー炉タ坤．投入

311 9月B日 Z二20 一 ウラニン 一
】．D 久保田政彦 循環水濃度調整　五一炉妙ク．投入

312 9月B日 3二25 一 ウラニン 『
1．3 久保田政彦 　循環水濃度調整　シニゆ一タンク，投入

313 9月13目 4＝30 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　た一カータンケ．投入

3i4 9月13日 5：25 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー夢ク，投入

3b 9月【3日 6125
一 ウラニン 一

0．7 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一タゆ，投入

316 9月B目
1L25

一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータ坤．投入

317 9月13日
121Z5

一 ウラニン 一
且，5 足立　正 循蒙水濃度調整　ンェー・カー砂ク．投人

318 9月13目 13125
一 ウラニン 一

k，5 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ．投入

3孟9 9月13日 15：25 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　五幼一タンク．投人

320 9月13目 18＝30
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク．投入

321 9月i3日 ig二25
一 ウラニン 『

2．0 足立　正 循環水濃度調整　五功一タンケ．投入

322 9月B日 2025
一 ウラニン 『

0．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シr炉妙ケ．撲入

323 9月13日 21＝25 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　匠切一妙ケ．投入

324 9月13旦 22；25
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調竪　シェ功づンク．投入

325 9月13目 23125
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク，投入

326 9月14目 1125
一 ウラニン 『

1．0 久保田政彦 箔環水濃度調整　ン・鴫一タンク．投入

327 明14日 2＝30 一 ウラニン 一
1．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク．投入

328 9月14日 3＝20 一 ウラニン 一
0．7 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーか一タンク．投入

329 9月14日 4：25 一 ウラニン 一
1．3 久保田政彦 循環水濃度調整　シニ魂一妙ク．段入

330 9月亙4日 5＝30 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンケ．投入

331 9月14日 6二25 一 ウラニン 一
1．2 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク．投入

332 9月14日 7：25 一 ウラニン 『
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　た幼一タンク，投入

333 9月糾日 ［0110 6，200 ウラニン 一
6．2 足立　正 作液

334 9月14目 15100
3，000 ウラニン 一

3．D 足立　正 作液

335 9月14目 17＝25
皿 ウラニン 一

】．5 足立　正 循環水濃度調整　シrカータソク，投入

336 9月14日 18＝30 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循昴水濃度調整　シヱーカー砂ク．投入

337 9月14日 20＝30 『 ウラニン 『
1．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ吻一タンケ．撲入

338 9月14目 訓二20 一 ウラニン 一
1．0 足立　正 楯環水農度調整　シェゆ一タ”、投入

339 9月14目 23＝25 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　匠一カー妙ク．投入

340 9月15日 0125
一 ウラニン ｝

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　涯ゆ一艀ケ．投入

341 9月岱日 1125
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シガカータンク．投入

342 9月15日 3：30 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ＋タンケ．投入

343 9月15日 4140
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンタ，投入

344 9月15日 5130
一 ウラニン 『

！．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ切一仰ウ，投入

345 9月15目 6＝25 『 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェゆ一タンク，投入

346 9月15日 7：30 一 ウラニン ｝
2．3 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーか一タ甥，投入

34フ 9月15日 8；25 2，000 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　五一折砂ク．投入

349 9月艮6日 9145
5，600 ウラニン 一

5．o 久保田政彦 励泊ンタ”　濃度調整　調整前1L4ppb

349 9月16目 9：45 5，800 ウラニン 一
5．3 久保田政彦 サクシ壷卸ク　濃度調整　調整前85pph

350 9月16目 10＝55 5，600 ウラニン 一
2．4 久保田政彦 サク泊坤”　濃度調整　調整前566ppb

35L 9月16目 10＝55 5，800 ウラニン 一
3．5 久保田政彦 サク湾坤ンク　．濃度調整　調整前鳩5p帥

352 9月16日 目：50 5，600 ウラニン 一　　一 1．4 久保田政彦 サケシ，ンタンク濃度調整調整前758叩b

一2－49一



表2，5．1掘削水・蛍光染料添加記録（9）

番号 目付 時問

掘削水量　（ぞ）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000ppm〉使用量（の
蛍光染料添加量　（9〉

担当者 備考

353 9月16口 11150
5，800 ウラニン ｝

1．3 久保田政彦 シrカータ”　，濃度調整　調整前776ppb

354 9月正6日 13：40
一 ウラニン 『

i．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

355 9月16目 14125
一 ウラニン 一

【．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェゆ一妙ケ投人

356 9月三6日 15＝25 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　把一カータンク投入

357 9月16目 16＝25
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー加タンク投入

358 明16日 18；25
一 ウラニン 一

0．6 久保田政彦 循環水濃度調整　シェづ一勘ク投入

359 9月16目 23125
『 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃虞調整　シェ切づンク投入

360 9月17目
3125

一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一タ跡投入

36【 9月17目 4125
一 ウラニン 一 2．3 足立　正 循環水濃度調整　涯一炉タンク投入

362 9月17目 6＝乃 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー妙ク投入

363 9月R7目 7：25 皿 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一タンク投入

364 9月17日 】4：55 5，600 ウラニン 一
3．3 久保田政彦 妙狛ン砂ク　濃度調整　調整前40知pb

365 9月17日 14：55 5，800 ウラニン 『
4．7 久保田政彦 砂泊ン卿ク　濃度調整　調整前19伽pb

366 明】7日 且6110 5，600 ウラニン 一
i．7 久保田政彦 妙泊””　濃度調整　調整688叩b

367 9月17日 16：10 5，800 ウラニン 一
1．8 久保田政彦 サ簿ユ坤ンク　濃度調整　調整前682pゆ

368 9月17日 17＝20 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　翰一炉抄ク投入

369 9月17目 18：20
皿 ウラニン 一

1．5 久保田蚊彦 循環水濃度調整　h一カータンケ投入

370 9月17日 19＝30 一 ウラニン 一
2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炬みク投入

3刀 9月17日 21＝30 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカータンク投入

372 9月17日 23＝25 一 ウラニン 一
1．7 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー夢ク投入

373 9月18日 0氾5 『 ウラニン 一
i，5 足立　正 循環水濃度調整　沁一炉タ坤投入

374 9月i8日 1：25 一 ウラニン 一
i．3 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

375 9月20日 17105 5，（籾 ウラニン 一
3．5 久保田政彦 妙シ蛯タンク　濃度調整　調整前30舶的

376 9月20日 17＝05 4，000 ウラニン 一
3．6 久保田政彦 シェー炉砂ク　濃度調整　調整前97ppb

377 9月20目 17145
5，000 ウラニン 一

3．6 久保田政彦 サケノヨンタンク　濃度調整　調整2認陣h

37呂 9月2D目 17二45 4，000 ウラニン 』
2．2 久保田政彦 シヱーカー妙ク　濃度調整　調整前445ppb

379 9月20目 18＝15 5，〔｝00 ウラニン 一
o．9 久保田政彦 サクションタンケ濃度調整　調整825p山

380 9月20目 18＝15 4，000 ウラニン 一
0．6 久保田政彦 骸泊坤ンク　濃度調整　調整前834ppb

381 9月20日 三9130 2，伽 ウラニン 一
Z．0 久保田政彦 作液

382 9月20日 20：20 一 ウラニン 一
1．s 足立　正 循環水濃度調整　シエーカータンク投入

383 9月30目 2120
一 ウラニン 『

正．6 足立　正 循環水濃度調撃　シヱーカータンク投入

384 9月20日 22120
一 ウラニン 一

2．4 足享　正 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

385 9月21日 020
一 ウラニン ｝

1．4 足立　正 循璋水濃度調整　シニーカータ搾投入

386 9月21日 2：20 一 ウラニン 『
1．6 足立　正 循環水濃度調整　潅一炉タンク投入

387 9月21日 3：20 一 ウラニン 一
2．5 足豆　正 循環水濃度調整　た幼一妙ク投入

38S 豊月21日 4120
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　シニゆ一タンケ投入

389 9月21日 5120
一 ウラニン 一

】．2 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一タンケ投入

390 9月既目 10：30 2，（）oo ウラニン 一
3．0 久保田政彦 作液

391 9月21目 13120
｝ ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シrカータンク投入

392 9月21日 14：2G 一 ウラニン 一
1．o 久保田政彦 嶺環水濃度調整　シ・一カータンタ投入

393 9月21目 】5120 ｝ ウラニン 一
玉．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シー一計砂ク投入

394 9月21日 ！6二20
一 ウラニン 一　　　　、 董、5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一砂ク投入

395 9月21H 17＝20 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 婚環水濃度調整　シェ切一砂ク投入

3％ 9月21目 18：20
㎝ ウラニン 一

1．5 タ、憬田政彦 循躍水濃度調整　シェや一砂ク投入

一2－50一



表2，5，1掘削水・蛍光染料添加記録（工0）

番号 日付 時間

掘削水量　（ぞ）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000p叩〉使用量（ど）
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

397 9月21日 墨9二20
一 ウラニン 一

2．3 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

398 9月21日 2320
一 ウラニン 一

1．6 足立　正 循環水濃度調整　九一カータ抄投入

399 9月2旧 23：20 2，〔K沿 ウラニン 一
2．O 足立　正 作液

4QO 9月22日 1：20 一 ウラニン 『
1．5 足立　正 循環水濃辰調整　シェっ一タンウ投入

401 9月22目 3：20 2，500 ウラニン 『
2．5 足立　正 作液

402 9月22日 5＝20 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェ功汐ンク投入

403 明22日 6：20 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　た功一砂ク投入

404 9月22日 7＝20 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　沁ゆ一抄ク投入

405 9月盟日
8120

一 ウラニン 一
2．0 久保出政彦 循環水濃度調整　シニーカー卿ク投入

406 9、弓22日 且O二20
一 ウラニン 『

1．3 久保田政彦 循環水濃度調整　ンニー炉タンケ投入

407 9月22目 13＝20 一 ウラニン 一
2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シニ功一妙ク投入

408 9月z2目 14：20
『 ウラニン 『

0．7 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

409 9月22目 且6；20
｝ ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シ＝一カー妙ク投入

410 9月22日 1720
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー熟ケ投入

411 9月22日 18120
一 ウラニン 一一

1．5 タ、保田政彦 循環水濃度調甦　シェー炉砂ケ投入

412 9月22日 19：30
皿 ウラニン 『

3．2 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンウ投入

413 9月22日 20＝20 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シ・一カータンク投入

414 9月22目 21＝20 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェ幼一タンク投入

415 9月22日 22120
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シrカー砂ク投入

416 9月22日 23＝20
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェー炉妙ク投入

4】7 9月23目 1；30 2，500 ウラニン 一
2．5 足立　正 作液

418 9月z3目 5二20 一 ウラニン 一
2．2 足立　正 循環水渡度調整　シrカータンク投入

419 9月23目 6二20 一 ウラニン 一
2．2 足立　正 循環水濃度調整　シェゆ一タ沙投入

420 9月23日 7100
2，0DO ウラニン 一

2．D 足立　正 作液

421 9月23目 6：20 一 ウラニン 一
2．z 足立　正 循環水濃度調整　シェー加妙ク投入

422 9月23日 15：20 一 ウラニン 一
1．3 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ケ投入

423 9月23日 16二20
一 ウラニン 一

Z．0 久保田政彦 循麗水濃度調整　シェや一妙ウ投入

424 9月23目 17二20 『 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェrカー砂ク投入

425 9月23日 18120
一 ウラニン 『

且．G 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンウ投入

426 9月23日 19：25
皿 ウラニン 一

1．8 久保田政彦 循環水濃度調整　シrか一タンク投入

427 9月23目 19：35 2，000 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 f乍液

428 9月23目 20＝25 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　ンェ切一タンク投入

4z9 9月24日 0：20 一 ウラニン 一
1．7 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

430 9月24目 1：i5 一 ウラニン 皿
2．0 足立　正 循環水濃度調整　涯一炉妙ク投入

431 9月24目 2；20 一 ウラニン 一
】．7 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータ抄投入

432 9月24日 3＝20 一 ウラニン 一
1．6 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー妙ケ投入

433 9月24目 4115
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェー加砂ケ投入

434 9月24日 5＝20 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シr力魂抄投入

435 9月24目 7115
一 ウラニン 一

且．7 足立　正 循環水濃度調整　ン＝一カー砂ク投入

436 9月z4日 8二20 一 ウラニン 皿
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　たゆ一タンク投入

437 9月24目 10漉0 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェ幼一タンク投入

438 9月24目 U：20 一 ウラニン 一
2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンク投入

439 9月24目 12＝20
皿 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五功一タンク投入

440 9月24日 13120
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・一カー妙ク投入

一2－51一



表2，5．1　掘削水・蛍光染料添加記録〔n）

番号 日付 時間

掘削水量　（8）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1QOOPP皿）使用量（の
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

441 9月z4日 14：2D
｝ ウラニン ｝

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五一炉妙グ投入

442 9月24目 15；ZO
一 ウラニン 一

2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ噛一妙ク投入

443 9月24日
16120

一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シL幼一タンク投人

綱
9月24日 17120

｝ ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シエ切一タンク投入

445 9月24日 20＝15
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　たゆ一妙ク投入

446 9月24目 21115
『 ウラニン 一

1．7 足立　正 循環水濃度調整　ンニゆ一タンウ投入

447 9月24目 22；15
皿 ウラニン 一

1．7 足立　正 循環水濃度調整　シ；一カー夢ク投入

448 9月24日 23115
一 ウラニン 一

1．7 足立　正 循環水濃度調整　シrカータンク投入

449 9月25目 0：15 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

450 9月25日 1：i5 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェ切咳ンク投入

451 9月25日 2＝15 皿 ウラニン 一
畳．4 足立　正 循環水濃度調整　流一カー妙ク投入

452 9月”目 4：15 一 ウラニン 一
1．3 足立　正 循環水濃度調整　五幼一妙ク投入

453 9月25目 5二25 一 ウラニン 一
1．3 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー勤ウ投入

454 9月25日 6115
｝ ウラニン 一

1．3 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカータンク投入

455 9月25目 7：15 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェー一か一タンク投入

456 9月25日 8；20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シr炉タ沙投入

457 9月25目 10＝20
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカー勘ク投入

458 9月Z5日 1h20
』 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　汲一か妙ケ投入

459 9月25日 12＝20
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータ沙投入

4（沿 9月25日 B120
一 ウラニン ユ

1．o 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェーカータ〃投入

461 9月25目 亘5：20 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェーカータンク投入

462 9月箆目 16：30
一 ウラニン 　

z．o 久保田政彦 循環水濃度調整　沁切一艀ク投入

463 9月25日 18＝30
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循魔水濃度調整　ムーカ曜ンク投入

464 9月25目 1動20 『 ウラニン 一
2．3 久保田政彦 循環水濃度調整　涯一炉タンク投入

465 9月25日 ～Ol15
一 ウラニン ｝

3．D 足立　正 循環水濃度調整　シェー加妙ク投入

466 9月25日 211b
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータ沙投人

467 9月25目 22＝b 一 ウラニン 一
4，（｝

足立　正 循環水膿度調整　シェーカータ万投入

468 9月25日 23＝【5
皿 ウラニン 一

5．0 足立　正 循環水濃度調整　た一カータンク投入

469 9月26目 0：15 一 ウラニン 一
1．2 足立　正 循璋水濃度調整　シェーカー砂ク投入

470 9月26目 1＝15 『 ウラニン 一
1．2 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

471 9月26目 4；15 皿 ウラニン 皿
置．5 足立　正 循環水濃度調整　匠噌一タンク投入

472 9月26日 5＝15 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

473 9月 26目
620

一 ウラニン 『
3．0 足立　正 循環水濃度調整　涯鴫づンク投入

474 q月26日 7：10 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シ；一カー砂ク投入

475 9月26日 Hl30
一 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循環水最度調整　シェーカータンケ投入

476 9月26目 12：20
一 ウラニン 一

2．0 久保田取彦 循環水濃度調整　五一炬タンク投入

477 9月26日 14二2D
一 ウラニン 『

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

478 旦月26日 15二20
一 ウラニン 一

2．5 久保閏政彦 循環水濃度調整　シェーカー外ク投入

479 9月26巳 16120
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー卸ク投入

480 9月26目 1呂120
一 ウラニン 一

i．0 久保田政彦 循環水濃度調笹　五切一タンク撞入

481 9月26日 20：10
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニー炉タンク投入

482 9月26目 21二10 一 ウラニン 一
3．D 足立　正 循環水濃度調整　涯遭一タンク投入

433 9月26目 22110
ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一妙ク投入

484 9月26日 2311D
一 ウラニン 一

2．o 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

一2－52一



表2．5．1掘削水・蛍光染料添加記録（／2）

番号 目付 時問

掘削水量　（の
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（100Gppm〕使用量（6）
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

485 9月27日 3二15 一 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シ・頑一タンク投入

486 9月27目 4115
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一タ沙投入

487 9月27目 5115
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　五一カータンク投入

48呂 9月2フ日 6：15 『 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一タンク投人

4s9 9月27貝 7：10 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循鍛水濃度調整　シェーカータンク投入

4艶 9月27日 11：20
一 ウラニン 皿

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ン・幼一タンケ投入

491 9月27日 12＝20
一 ウラニン 一

1．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シrカー外ケ投入

492 9月27日 13；20
一 ウラニン ｝

2．5 久保田政彦 循魔水濃度調整　シ・一力づンク投入

493 9月27日 14二20 一 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ＋タンケ投入

494 明27日
15130

一 ウラニン 一一 2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ功確ンク投入

495 9月27日 17120
『 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　五一炉タンク投入

496 9月27目 18120
一 ウラニン ｝

0．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

497 9月27日 19：20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 礪環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

498 9月27目 2耳：15
『 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェ幼確ンケ投入

499 9月27自 22＝［5
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカータンク投入

500 9月27目 23115
一　一 ウラニン 一

5．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー夘ク投入

501 9月23日 0115
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一タンク投入

502 9月28日 1：15 『 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シニー炉砂ク投入

503 9月28目 2＝15 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカータンク投入

504 9月28日 6115
　 ウラニン 一

且．5 足立　正 循環水濃度調整　シェ吻一タンク投入

505 9月z8目 7110
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェゆ一タンク投入

506 9月28日 8＝20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・一カータンク投入

507 9月28日 102〔｝
一 ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

508 9月28昌 11＝20
｝ ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ケ投入

509 9月28目 13：20
一 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　五幼一勘ケ投入

510 9月28目 14＝20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　振一炉帥ク投入

511 9月28日 15：20
一 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンク投入

5】2 9月28日 16：20
一 ウラニン 　一

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　　シニーカータンク投入

513 9月28目 17：20
　 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカづンク投入

514 9月28目 18＝20
一 ウラニン 一

0．7 久保田政彦 循環水濃度調整　シニー炉タ刀投入

515 9月28目 21＝15 一 ウラニン 一
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

516 9月28目 22；10
一 ウラニン 一

3．O 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

517 9月28日 ユ3＝10
一 ウラニン 『

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー妙ケ投入

518 9月29目 0115
『 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェ頑一タンケ投入

519 9月29日 lllO
一 ウラニン 『

3．0 足立　正 楯環水濃度調整　シ＝一カータンク投入

520 9月29目 5115
『 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　汎ゆ一卸ク投入

531 9月29目 6＝10 一 ウラニン 『
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェゆ一妙ク投入

522 9月29目 7二10 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　涯一カー卸ク投入

523 9月29目 8120
『 ウラニン 『

2．0 久保田政彦 婚環水濃度調整　シェー炉タンク投入

524 9月29目 9二20 一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一妙ク投入

525 9月29日 lo＝20
一 ウラニン 『

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シrカータンク投入

5Z6 9月29目 n：20 ｝ ウラニン 『
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

527 9月29自 12120
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニ幼粍タンケ投入

528 9月29目 13二2D
一 ウラニン 『

1．0 久保田政彦 循撮水濃度調整　シニ功一砂ク投入

一2－53一



表2．5．1掘削水・蛍光染料添加記録（13）

番号 日付 時問

掘削水箪　（ど）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000ppm）使用量（の
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

529 9月29目 142G
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェゆ一砂ク投入

530 9月29日 15＝20
一 ウラニン 一

2．o 久憬田政彦 循環水濃度調整　シニー炉タンク投入

531 9月29目 16：20
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　誠功一妙ク投入

532 9月29日 17＝20
一 ウラニン ｝

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　五一カー勘ケ投入

533 9月29日 18ユO 一 ウラニン 『
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

534 9月29目 20：10 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シヱゆ一タンク投入

535 9月z9目 2il10
『 ウラニン 『

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シニー炉タンク投入

536 9月29日 22110
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー抄ク投入

537 9月29日 23＝10 一 ウラニン 一
5．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一妙ケ投入

538 9月30目 0：10 一 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シr炉タンケ投入

539 9月3DH 1＝10 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ウ投入

540 9月30目 5110
｝ ウラニン 一

2．0 足立　正 循潔水濃度調整　ンェー炉タンク投入

541 9月30目 6：10 一 ウラニン 一
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シェゆ一妙ク投入

542 9月30日 7：10 一 ウラニン 『
4．D 足立　正 楯環水濃度調整　洗一炉妙ケ投入

543 9月30目 8130
一 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　五ゆ一艀ケ投入

544 9月30日 12：20
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

545 9月30日 18＝DO 1，500 ウラニン 一
蓋．5 久保田政彦 作液

546 9月30日 19＝45
一 ウラニン ｝

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投、入

547 9月30日 20：10 一 ウラニン 一
3．0 足立　止 循環水濃度調整　ンェ功一妙ク投入

548 9月30目 21：10
　 ウラニン 一

2．5 足立　正 循環水濃度調整　ンrカータンク投入

549 9月30目 221匠0 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー妙ク投入

550 10月1日
0145

2，500 ウラニン 一
ユ．5 足立　正 作液

551 10月i日 L15
一 ウラニン 皿

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功づンケ投入

552 10月1日 4二15 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

553 10月1日 6＝20 一 ウラニン 〕
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シェつ咳ンク投入

554 10月1日 1L4過 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ウ投入

555 10月1目 12130
｝ ウラニン 一

1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェーカー砂ク投入

556 10月1日 1320
一 ウテニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シ」一炉タンク投入

557 10月1日 14120
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ＝rか一砂ク投入

558 m月1日
15120

一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーか一妙ク投入

559 10月1臼 17：30 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　翫一力づンク投入

5ω 10月7目 8＝10 3，〔籾 ウラニン 一
3．o 足立　正 セメント溶解水作液

56【 且0月7日 10105
2，500 ウラニン 一

2．5 足立　正 セメント溶解水作液

562 10月8目 10二15 2，㎜ ウラニン 一
2．0 足立　正 セメント溶解水作液

563 10月呂日 12115
2，000 ウラニン 一

2．0 足立　正 セメント溶解水作液

564 m月14目 12100
12，270 ウラニン 一 12．77 中野勇次 シェー加タンウ，デガ，サク泊ゆンク　共通撹樺

565 10月14日
12100

3，33〔｝ ウラニン 一 3．33 中野勇次 作液

566 10月14日 16二〇〇 3，360 ウラニン 一 3．36 中野勇次 作液

567 10月14目 16：30 3，360 ウラニン 一 3．36 中野勇次 作液

568 10月14目 171DD
3，360 ウラニン 一 3．36 中野勇次 作液

569 即月14目 17130
3，3ω ウラニン 『 3．36 中野勇次 作液

570 10月14日 K8：35 3，000 ウラニン 一 3．DD 中野勇次 作液

571 ま0月15目 18：20 ウラニン 一
1．8 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

5η 10月15目 21＝15
㎜ ウラニン 一

0 久保田政彦 循環水濃度調整　壮一か妙ク投入

一2－54一



表2．5，1掘削水・蛍光染料添加記録（14）

番号 口付 時間

掘削水量　（8）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000ppm）使用量（の
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

573 10月15日
22115

一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ噛一砂ク投入

574 10月16日
0115

一 ウラニン 『
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェーカー砂ク投入

575 ］0月16日 L20
一 ウラニン 〕

1．5 久保由政彦 循環水濃度調整　シ・一カー砂ク投入

576 1D月め目 2：20 一　　－ ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェー炉砂ク投人

577 lD月16日 3：i5 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンタ投入

578 10月16目
4120

一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータ”投入

579 10月16日 10＝10 一 ウラニン 一
】．6 足立　正 循環水濃度調整　シェーセ妙ク投入

580 10月16日 10＝10 一 ウラニン 一
4．2 足立　正 循環水濃度調整　牡一カータンケ投入

581 lO月［6目 15＝15 ウラニン 一
2．｛）

足立　正 循環水濃度調整　　ンェー寿一タンク投人

582 10月16日
18120

一 ウラニン 一
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

583 10月160 2Z：15 一 ウラニン 一
2．0 久保田蚊彦 循環水濃度調整　シニー加タンケ投入

534 10月16貝 23；20 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンク投入

585 10月17日 2；20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニー炉妙ク投入

5S6 10月17日 3＝20 一 ウラニン 一
且．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・ゆ一タンク投入

587 10月17日 5＝30 一 ウラニン 一
i．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェゆ一弛ク段入

588 10月17日 6130
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータン々投入

589 10月i70 7：ZO 『 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ頑一砂ク投入

590 1D月17日 8＝25 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカータンク投入

591 10月17目 1D＝25
皿 ウラニン 一

2．5 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカータンク投入

592 10月17目 12；15 一 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

593 10月且7目
13110

』 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ吻づンク投入

594 10月星7目 14＝15 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一タンク投入

595 10月17日 i5＝15
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水渡，愛調整　シニーか一タンク投入

596 lO月17目 16；15
一 ウラニン 一

2．o 足立　正 循環水濃度調整　シニ功一妙ク投入

597 【0月17日 17＝20 一 ウラニン 一
λ．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー妙ク投入

5壁8 m月17目 2星：30
『 ウラニン 一

5．6 久保田政彦 循環水濃度調整　五一力頭ンケ投入

599 10月17日 21＝30 一 ウラニン 一
3．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

伽 10月170 21jo
一 ウラニン 一

1．置 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ケ投入

6（｝1 10月侶目 2140
一 ウラニン 一

2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一妙ク投入

602 10月措目
3130

『 ウラニン 一
1．5 久保出政彦 循環水濃度調整　シェー炉妙ク投入

6Q3 】0月18日 4二30 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

604 10月ls日 6；15 一 ウラニン 皿
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータ”投入

605 lO月18日
7130

一 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェつ一タンク投入

606 10月18日 9；15 一 ウラニン 『
3．D 足立　正 循環水濃度調整　ンェー炉タンク投入

607 lo月L8目 監0＝40
『 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シrカータンク投入

608 10月18目 12：15
皿 ウラニン 一

2．o 足立　正 循環水濃度調整　ンゴカー妙ク投入

ω9 10月18目 B＝15 一 ウラニン ←
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

610 10月18日 i4Jo
一 ウラニン 『

3．0 足立　正 循環水濃度調整　匠哨確ンク投入

611 10月】8日 15：15 『 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シrカー妙ク投入

6畳2 10月侶日
16115

一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニー方一妙ケ投入

6B 10月18日 18：20
　 ウラニン ｝

3．G 足立　正 循環水濃度調整　シニーカータンク投入

614 10月18日 19＝10 一 ウラニン 一
2．（｝

足立　正 循環水濃度調整　敦一カー艀ケ投入

615 10月熔目 20120
皿 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー加妙ケ投入

616 10。弓18日 22；15 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一芳ケ投入

一2－55一



表2．5．1掘削水　蛍光染料添加記録（15）

番号 ロ付 時間

掘肖1」水量　（6）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000ppm）使用量（6）
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

617 1D月IS目 22130
一 ウラニン 一

】．5 久保田政彦 循撮水濃度調喧　五功づンク投入

619 10月】8日 23：15 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

619 10月19目
Oll5

一 ウラニン 一
1．5 久保困政彦 循環水濃度調整　シニ功一砂ケ投入

620 10月19目 1：15 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカづ抄投入

621 10月19日 2；15 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

622 10月19日 3＝20 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投人

623 10月19目 4：30 『 ウラニン ｝
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

624 10月艮9日
5115

一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　沁一カー妙ク投入

625 10月19日 6＝15 一 ウラニン 一
星．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シヱー加タンク投入

626 10月19目 8：20 一 ウラニン 『 4．0 足立　正 循環水濃度調整　／・一加砂ク投入

627 10月吟口 9：15 一 ウラニン 一
2．D 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一砂ク投入

628 10月四日 艮0＝15
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃，賢調整　シτ一か一タン喉入

629 10月19目 11110
｝ ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シ・幼汐ンク投入

630 ］0月四日 12115
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 礪環水濃度調整　シェー炉外ケ投入

631 10月19日 13；15 一 ウラニン 一
3．Q 足立　正 循環水鵬度調整　シェ＋タンク投入

632 10月19日 14；15
皿 ウラニン ｝

2．0 足立　正 循環水濃度調整　流一炉タンク投入

633 lG月19日 i6＝20 『 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　社一か一妙ク投入

634 10月19日 17＝30
一 ウラニン 『

3．0 足立　正 媚環水濃度調整　シ■一炉妙ク投入

635 10月19日 18120
『 ウラニン 一

2．o 足立　正 循環水濃度調整　五幼一妙ク投入

636 1D月四日 19：10
一 ウラニン 皿

2．0 足立　正 循環水濃度調整　沁噛一夢ク投入

637 10月19目 23＝40
皿 ウラニン 一

5．3 久保田政彦
”’ヨ！タ〃，テ’7ナ，シr，一タン順度聞望　　ら00一し侃5陣b

638 置O月20日 6＝30 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー卸ケ投入

639 10月20日 7：20 『 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タゆ投入

640 10月20目 8115
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

641 10月20日
9115

一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一砂ク投入

642 10月20目 10：20 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉タンク投人

643 10月20日 Ul15
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シr炉タン投入

醐 】0月20日 12：15
一 ウラニン ｝

3．0 足立　正 循環水濃度調整　た一カー妙ケ投入

645 …0月20日 B＝20 』 ウラニン 一
3．2 足立　正 循環水濃度調整　シニー加タンク投入

646 10月20目 15二30
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー加タンケ投入

647 10月2D口 18；20
一 ウラニン 『

5．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

648 m月20目 191】o
　 ウラニン 一

2．o 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカータンク投入

649 m月20目 21：20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循魔水濃度調整　牡ゆづンク投入

650 1D月20日 22二20 『 ウラニン 『
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シrカータンク投人

651 10月20日 23：15
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

65Z 10月21日 0＝15 一 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ構一タンク投人

653 10月21目 220
r　一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェーカー艀ク投入

654 10月21目 42D
一 ウラニン ｝

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカー弛ク投入

655 10月31目 5二20 一 ウラニン 一
2．O 久保田政彦 循環水濃度調整　涯一加妙ケ投入

656 正0月3旧 6120
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シず方づンケ投入

657 10月2旧 7：20 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー卸ケ投入

658 10月21日 8二15 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

659 】0月21目 9＝45 一 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンウ投入

660 10月2】目
lOl15

｝ ウラニン 一　　　　 4．O 足立　正 循環水濃度調整　九切一妙ク投入

一2－56一



表2．5．1　掘削水　蛍光染料添加記録（L6〉

番号 目付 時間

掘削水量　（ど）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（10DOppm〉使用量（の 蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

661 10月2】目
U115

一 ウラニン 3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一タンク投入

662 10月21日 ！2；10
皿 ウラニン 一

3．0 足立　正 衛環水濃度調整　シニrカータンク投入

663 10月21目 14：15
『 ウラニン 皿

5．D 足立　正 循環水濃度調整　涯一カータンク投入

664 】D月2L日 15＝15 一 ウラニン 皿
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカづンク投入

665 10月21目 161】5
『 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　五ゆ一タンク投入

666 10月刀日 17：40
皿 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

667 10月2田
18120

一 ウラニン 一
4．o 足立　正 循環水濃度調整　五一加妙ケ投入

668 10月2正目 19：10
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　シ；一カー外ウ投入

669 lo月21日 20130
｝ ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・一カータ沙投入

670 lO月21日 21：25 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ頑一砂ク投入

6刀 iO月2】目 22＝2G 一 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・一力→ンク投入

672 【0月22日 0＝20 一 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーか一タンク投入

673 10月22目
0115

皿 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一タンク投人

674 10月12日 1＝20 一 ウラニン 『　一 2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　渥一カー妙ク投入

675 1D月22日 3＝20 『 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー一炉タンク投人

676 10月22日 4130
『 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・一カー妙ク投入

677 10月22日 5：20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　淑一炉妙ク投入

678 10月22目 6；15 』 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　涯一カータンク投入

679 10月22β 7＝29 一 ウラニン 『
ヱ．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一砂ク投入

680 10月22日 8＝20 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータアケ投入

68】 正0月22日 9＝15 一 ウラニン 『
［．5 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一タンウ段入

6BZ 10月23目 7＝50 一 ウラニン 『
2．4 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ功一タンク投入

683 10月23目 10；15
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　汲切づンク投入

684 10月23日 I　l＝25
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循畷水濃度調整　シニー炉タンク投入

685 】0月230 13＝15
一 ウラニン 一

2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　シニー炉妙ク投入

686 10月23日 【4115
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ；一カータンケ投入

687 lo月23日 15：10
一 ウラニン 一

】．5 久保田政彦 循環水濃度調整　五幼一妙ケ投入

688 10，弓23日 16＝40
一 ウラニン 皿

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五幼一妙ケ投入

689 且0月23目
17120

一 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

690 臣0月23日 18130
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　匠や一砂ク投入

691 10月23自 ［9＝20
｝ ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

692 10月23日 30＝15
｝ ウラニン 一

3．0 足立　正 媚環水濃度調整　ンエーカータンク投入

693 10月230 21＝15 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　匠功一タンク投入

694 10月23目 22二15
一 ウラニン 一

2．5 足立　正 循環水濃度調整　シェーか一外ク投入

695 ｝0月23日 23115
』 ウラニン ｝

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シゴ加妙ク投入

696 10月24日 0＝15 一 ウラニン 一
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シ＝一カータンク投入

697 10月24日 1＝15 一 ウラニン 『
1．o 足立　正 循環水濃度調整　シェー加タ”投入

6gs 10月24日 2：30 ウラニン 一
3．O 足立　正 循環水渥度調整　シ・幼一タンク投入

699 10月24目 3：15 『 ウラニン 皿
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーか分ク投入

700 10月ユ4目 4＝20 一 ウラニン 『
3．0 足立　正 循環水濃度調整　汽一か妙ク投入

フ01 10月Z4日 5：40 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 踊環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

702 10月24目 6；20 一 ウラニン 『 2．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカー砂ク投入

703 10月24日 7：10 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 嘱環水濃度調整　シェーカータンク投入

704 10月24日 8二25 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　た一炉妙ク投人

一2－57一



表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（17）

番号 目付 時間

掘削水量　（の
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000ppm）使用量（β）
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

705 10月24日 9：30 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー勲ク投入

706 10月24目 l　I二25
一 ウラニン 『

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整ン輔一タンク投入

707 10月24目 i2：15
一 ウラニン 一

2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

708 ！0月24日 B：15 皿 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカ確ンク投入

709 10月Z4日 14：15
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

710 10月24日 15＝b 一 ウラニン 一 3．D 久保田政彦 循環水濃度調整　五ゆ一タンク投入

711 10月24目 17＝20
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五ゆ一夘ク投入

7三2 ⑩月24日 22：35 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂グ投入

刀3 10月25日 0120
■　　一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一妙ケ投入

7【4 m月25日 1：35 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー艀ク投入

715 10月25日 2：15 ウラニン ｝ 4．0 足立　正 婚環水濃度調整　汎噌一タンケ投人

716 10月25日
3115

一 ウラニン 一
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー鋤ク投入

7】7 10月25目 420
』 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ＋タンク投人

718 10月25目 5二30 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　吐一カータンク投入

719 10月25目
6115

π　－ ウラニン 一
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シェ功汐ンク投入

720 10月25目 7：15 一 ウラニン 一
3．G 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー妙ケ投入

721 10月25目 8＝25 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンウ投入

722 10月25日 9＝15 一 ウラニン 一
2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　五幼一弾ク投入

723 10月25日 10；15
一 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

724 10月25目 11＝15
一 ウラニン 『

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　涯一炉タンク投入

725 10月25日 且2；］5
『 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

726 10月25日 13115
一 ウラニン 皿

4．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

727 10月25日 14：15
一 ウラニン 一

4．o 久保田政彦 婚環水濃度調整　シェーカータンク投ノ、

728 10月25日
16110

一 ウラニン 一 1．85 久保田政彦 循環水濃度調整　五一カータ沙投入

72タ 10月25日 17＝20 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　流功づンク投入

730 10月25日 18115
一 ウラニン 『

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

731 10月25目 19＝20
一 ウラニン 『

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　阪ゆ一タンク投入

732 10月25日 2（｝＝35
一 ウラニン 『

3．o 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカー砂ク投入

733 10月25日 2L且5 皿 ウラニン 一
2．5 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

734 10月25目 22：15
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　　シヱーカータンク投入

735 10
月Z5目 23：20 一 ウラニン 一

3．o 足立　正 循環水濃度調整　ンェーカー夘ク投入

736 10月26日 0＝25 『 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シrカータンケ投入

737 10月26目 1：15 一 ウラニン 』
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シrがタンケ投入

738 10月26日 2＝15 一 ウラニン 『
3．D 足立　正 循環水濃度調整　シニゆ一妙ウ投人

739 m月26日 3＝15 一 ウラニン 一
3．D 足立　正 循環水濃度調整　シェーカールク投入

740 10月26目 4125
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一タンク投入

741 里0月26目
5115

一 ウラニン 一
3．o 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

フ42 10月26日 6＝15 一 ウラニン 一
4．o 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉妙ク投入

743 1D月26日 8＝30 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ切づンク投入

744 10月26日 10：20 一 ウラニン 一
置．5 久保田蚊彦 循環水濃度調整　シ・＋タンク投入

745 10月26日 ！2；20
』 ウラニン 一

3．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

フ46 m月26目 13120
皿 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　匠一カータンク投入

フ47 10月26目 14二15
一 ウラニン 一

3．D 久保田政彦 循環水濃度調整　涯功一妙ク投入

748 王0月26日 15：15
一 ウラニン 皿

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　た一カー妙ク投入

一2－58一



表2．5．1掘削水・蛍光染料添加記録（18）

番号 目付 時間

掘削水量　（f）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000ppm）使用量（の
蛍光染料添加量　（9〉

担当者 備考

749 節月26日 16：15
一 ウラニン 一

3．o 久保田政彦 循聚水濃度調整　シェー炉タンク投入

750 10月26日 且8：20
一 ウラニン ｝

3．0 久保田政彦
ンニrセ罰タ！ク、ヂ舛　ク　タング農度謂整　　　845船8ppb

751 10月26日 19：30 一 ウラニン 』
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五一カータンク投入

752 10月260 20＝15
一 ウラニン 一

30 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一妙ク投入

753 10月26日 21＝【5
｝ ウラニン →

4．D 足立　正 循鎧水濃辰調整　ンェ幼一タンク投入

754 10月26目 22二10 一 ウラニン 『
4．（）

足立　正 循環水濃度調整　九浦一砂ク投入

755 】O月26目 23二15
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカづンク投入

756 10月26日 0115
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一タ刀投入

757 m月26日 1：15 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　泥一カータンク投入

758 10月26日 2＝20 ｝ ウラニン 一 4．0 足立　正 循環水濃度調整　シヱー加妙ク投入

759 田月26目 3；正5
一 ウラニン 一

4．0 足立　iE 循魔水濃度調整　シェーカータンク投入

760 10月26日 4：40 一 ウラニン 一
4．D 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー妙ケ投入

761 10月26日
5115

一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカづンケ投入

762 10月26目 6135
一 ウラニン 一 4．0 足立　正 循環氷濃度調整　シェーカー砂，投入

763 星0月26日 7：15 『 ウラニン 『
3．0 足セ　正 循環水濃度調整　五ゆ一タンク投入

764 10月27日 8；35 『 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

765 の月27日 10＝15
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 蹟環水濃度調整　シ・一カータンケ投入

766 10月27目 H＝15 一 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェ噛づソク投入

767 10月27日 13＝30
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ＋タンケ投入

768 10月27日 【420 一 ウラニン 一
3．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉卿ク投人

769 旧月27口 15＝25
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ＝一カータンク投入

770 10月27日 16；星5
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 衛環水濃度調整　シェ功づンク投入

7刀 10月27日 17二20
皿 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

772 10月27目 18二20
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉妙タ投入

773 10月27目 ig130
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェ幼頒ンケ投入

774 m月27日 2LI5
一 ウラニン 　一 2．0 足立　正 循環水濃度調整　五一カー砂ウ投入

775 10月17日 22＝15 一 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカータンク投入

776 10月27目 23＝10
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

777 10月28日 〇二15
一 ウラニン ｝

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

778 10月28日 z二15 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

779 10月28目 4＝夏5
　 ウラニン 一 3．0 足立　正 循環水濃度調整　露功づンク投入

780 10月28日 6120
『 ウラニン 『

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シゴカづンケ投人

781 田月28目 7：10 一 ウラニン 一
1．o 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ウ投入

782 m月器日 9＝30 一 ウラニン 『
2．0 久保田政彦 籟環水濃度調整　シヱ切一妙ク投入

783 】O月28日 10二30
『 ウラニン 』

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シヱーカータンク投入

784 10月28目 12：15
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・＋タンク投入

785 10月28目 13：b 『 ウラニン 『
2．0 久保田政彦 循環水掛度調整　シェ切一妙ク投入

786 10月2S日 】5＝20
一 ウラニン 一

2．o 久保田攻彦 循環水濃度調整　シrカータゆ投入

787 10月28日 1720
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　施一カータンケ投入

788 】0月28日 18115
『 ウラニン 皿

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　抵功一伽ク投入

789 io月28目 20：15
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シヱ功づンク投入

790 10月28目 21115
一 ウラニン 一

3．O 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

791 10月28目 22：15
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　沁一カータンク投入

792 10月29日 0＝15 一 ウラニン 』
3．O 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼づソク投入

一2－59一



表2．5．1　掘削水　蛍光染料添加記録（19）

番号 目付 時間
掘削水量　（の

蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000ppm）使用量（の
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

793 10月29日
1115

一 ウラニン 一 2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一タ捗投入

794 10月29目 2：L5 一 ウラニン 皿
2．0 足立　正 循環水濃度調整　た一炉タンケ投入

795 王0月29臼 3：15 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整シェ＋タン澱入

796 10月29日
5110

一 ウラニン 一一 4．0 足払　正 循環水濃度調整　シェ幼一タ刀投入

797 10月29日 6＝10 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー砂ク投入

798 10月四目 7110
一 ウラニン 『 2．0 足立　正 循環水濃度調整　ンニゆ一妙ク投入

799 10月29目
9130

一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

800 王0月29目 11＝且5
『 ウラニン 』

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

901 10月29目 12：30
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　た一炉妙ク投入

802 lO月29日 14：30
一 ウラニン 『 4．97 久保田政彦

ン・小ヌンク，デ7テ．蜘ヨンダ’ク濃度調蓬　　　59アー【00しppb

803 10月30日
9130

一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環氷濃度調整　五一炉卸ク投入

8（》4 10月30目 1L15
一 ウラニン 『

2．0 足立　正 循環水濃度調整　吐一カー仰ク投入

805 10月30日 13＝10
『 ウラニン 皿

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー加タンク投入

806 10月30日 15＝15
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シrカー妙ク投入

807 10月30目 16二20 』 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　ムー炉妙ク投入

808 10月30目 正71且5
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータン椴入

809 10月30日 18：15
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　ンェ幼一仰ク投入

810 艮0月30目 19＝10
一 ウラニン 一

2．o 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

811 10。弓30日 20：20
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　た一炉タンク投入

812 m月30日 21＝15
一 ウラニン 一

2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

813 10月30日 23120
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　流一カータ沙投入

814 10月3K目 020
『 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー加秒ク投入

815 10月31目 1：20 『 ウラニ’ン
『

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　涯頑一砂ク投入

816 10月3艮目 2：30 一 ウラニン 一
2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　五幼一砂ク投入

817 10月31日 3＝30 皿 ウラニン 『
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　汁一炉砂ク投入

819 m月31目 4＝20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ曲一卸ク投入

s】9 10月31日
5115

一 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカー妙ク投入

820 10月31目 6：20 一 ウラニン 『　　　　　　　　 2．0 久保田政彦 循環水膿度調整　シェ幼づンケ投入

呂21 10月31目 7＝15 一 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ功一妙ク投入

822 io月3星日 8；20 一 ウラニン 『
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ哨一タンク投入

823 10月31日 皇；10
一 ウラニン 『

3．0 足立　正 楯環水濃度調整　シ・功一タンク投入

824 10月31日 10＝10 一 ウラニン 一
2．O 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一砂ク投入

825 10月3】目 12115
一 ウラニシ

皿
4．0 足立　正 循唄水濃度調整　シェーカータンケ投入

826 10月3田 17：20 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー艀ク投人

827 10月31目 18：ヱ5
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータ芳投入

828 m月3正日 19＝30 一 ウラニン 皿
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シ・一カータンク投入

829 10月31日 2L30
一 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循躍水濃度調整　匠功一伽ク投人

83D ll月1日 o＝15 一 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェー折砂ク投人

83】 ll月1日 1二20 一 ウラニン 』
2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ切づ坤投入

呂33 11月夏日 2：20 一 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

333 】1月】目 3：20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調艶　五一炉妙ケ投入

834 II月1日 4＝20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニ功づンク投入

835 11月1目 620
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五帥一妙ケ投入

836 ll月】日 7＝30 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼 タンク投入

一2－60一



表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（20〉

番弓・ 日付 時間

掘削水量　〔の
蛍光染料　種別

蛍光染料原液　（1000ppm）使用量（の
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

S37 11月1日 8：15 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一タンク投入

838 11月1日 10二15
『 ウラニン 一

4．D 足立　正 循蒙水濃度調整　シェーカータンク投入

839 1生月1日 11＝10 一 ウラニン 皿
2．0 足立　正 循県水濃度調整　シニーか砂ク投入

840 口月1日 12110
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　批吻一妙ク投入

84正 ll月】日 B：15 『 ウラニン 一
1．5 足立　正 循験水濃度調整　シェー炉妙ク投入

842 n月1日 14：10 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェゆ一妙ク投入

843 ll月1目
15115

一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー妙ケ投入

844 11月1目 16＝20
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循爺水濃度調整　シェー加砂ケ投入

845 U月1日 17；15
皿 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　汁一炉帥ク撲入

846 11月五日 i8115
『 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

347 11月1目 19；05
一 ウラニン 『

1．0 足立　正 徳環水濃度調整　シェー炉砂ク投入

848 H月1目 訓〕＝20
一 ウラニン 皿

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五ゆ一タ坤投入

呂49 口月1目 22；20 一 ウラニン 『
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五ゆ一妙ク投入

850 U月1目 23：【5
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五幼一妙ク投入

851 U月2日
0115

一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　牡一カータンク投入

852 11月2日 1＝15 一 ウラニン 『
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェーかタンケ投入

853 11月2日 2；20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調確　汁一カー夢ケ投入

854 】】月2日 4115
一 ウラニン 一

2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼一外ク投入

855 ll月2目 520
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

856 ll月2日 6115
一 ウラニン 一

2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　シ＝ゆ一タンク投人

857 H月2日
7115

『 ウラニン 一
1．5 足立　正 備環水濃度調整　転ゆ確ンク投入

858 ll月2日 820
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　五一炉タンク投入

859 H月2日 9二15 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循膿水濃度調整　シェー炉タンク投入

860 ll月2目 10＝正0
『 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー加タンタ投入

861 11月2目 11＝IO 一 ウラニン 一
3．O 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉砂ク投入

呂62 11月2目 12二15
皿 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

863 】1月2日 B二20 一 ウラニン ｝
2．0 足立　正 循環水農度調整　ンェーカータンク投入

864 11月2日 14＝10 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

865 U月2目 正5110
『 ウラニン 一

2．0 足立　正 徳環水濃度調整　シェ功づンク投入

866 U月2日 16：10
』 ウラニン 一

2．0 足立　正 循躍水濃戸度調整　　シニーカータンク投入

867 H月2目 171玉5
『 ウラニン 　

1．0 足立　正 循環水濃度調整　流ゆ一タ躍投入

868 11月2目 18：L5
一 ウラニン ｝

2．o 足立　正 循環水濃度調整　五一加タンク投入

呂69 11月2目 19＝10 一　一 ウラニン 一
2．O 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

870 11月2日 20二20 『 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五切一タ沙投入

8刀 11月2日 21＝15 一 ウラニン 一
1．5 久保田政彦 循簾水濃度調整　シェーカータンク投入

872 ll月2日 22＝15
一 ウラニン 一

1．5 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェー一力頭ンケ投人

873 11月3日 0：20 皿 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 碩環水濃度調整　シェーカー砂ク投入

874 H月3目 1：20 皿 ウラニン 一
1．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェ殉一妙ク投入

875 11月3日 3＝20 一 ウラニン 一
2．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンク投入

876 11月3目 5＝30 一 ウラニン 一
2、〔》 久保田政彦 循環水濃度調整　シニー炉タンク投入

877 H月3目 6＝20 一 ウラニン 一
2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　五一カータンク投入

87呂 ll月3日 7115
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉クンク投入

879 U月3目 81互5 一 ウラニン 』　』 2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェづ一タンク投入

980 11月3日 9：10 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シr加タンク投入

一2－61一



表2．5．1　掘削水・蛍光染料添加記録（2P

番号 日付 時間

掘削水量　（ピ）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000PP冊）使用量（だ）
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

881 11月3日 10110
『 ウラニン 一

2．0 足立　正 殖環水濃度調整　五ゆ一抄ク投入

882 正1月3目 U：置0 『 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェゆ一妙ク投入

883 ll月3目 12；10
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　五幼一タンケ投入

884 U月3日 13＝05 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー卸ク投入

s85 11月3目 】5；15
一 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　シェ切一砂ク投入

886 II月3日 16110
一 ウラニン 一

2．O 足立　正 備斑水濃度調整　シニーカづンク投入

887 11月3日 18」5 一 ウラニン ｝
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーか・妙ク投入

888 1星月3日 峯9120
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シrカー・ンケ投入

889 11月3日 20：20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー加タ蹄投入

8艶 ll月3日 22＝20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃皮調整　ンェ功一鋤ク投入

891 11月3日 23115
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェゆ一砂ク投入

892 II月4目 0＝2D 『 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ幼ザンク投入

893 口月4日 2：15 一 ウラニン 　
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五ゆ一妙ク投入

894 11月4日 320
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　涯帥一夘ク投入

895 11月4日 4＝15 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンケ投入

896 11月4目 6115
『 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ功畔ンク投入

897 H月4目 7二15 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェ魂一タンク投入

898 U月4日
9120

一 ウラニン 一
2．Q 足立　正 循環水濃度調整　性一か妙ク投入

899 n月4日 lM5
『 ウラニン 一

3、（｝

足立　正 循環水濃度調整　　ンェーカータンク投入

㎜
11月4目 14115

一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　匠煎一妙ク投入

901 11月4日 16＝15
一 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　汲一加妙ク投入

駅）2 11月4日 17＝15
『 ウラニン 一

1．5 足立　正 循環水濃度調整　た一カー捗ケ投入

鱒3 1】月4目 18：15
皿 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一一タアク投入

904 11月4目 19＝30 一 ウラニン 皿
2．o 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータン〃投入

go5 11月4日 2120
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカー艀ク段入

906 H月4日 22：20 一 ウラニン 皿
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ：一カータンク投入

907 11月4自 23：15 一 ウラニン 　一 2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカー妙ク投入

908 11月5目 120
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五ゆ一タンク投入

虫）9 ll月5目 2二15 一 ウラニン 　
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

gxo 11月5目 3二20 　 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃，度調整　シェーカータンウ投入

911 ll月5目 4＝20 皿 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　涯一カー卸ク投入

gx2 11月5日 8＝15 一 ウラニン ｝
Z．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェ功一タンツ投入

9B H月6H 9＝20 一 ウラニン 一
2．3 久保田政彦

ン＝一ムータノク．テ『ガ，”ソ1■タノ，　漣置調蓋　　　RO7→田3しPpb

914 H月6目 10：20
一 ウラ土ン

一
2．0 久保田政、彦 循環水濃度調整　シニーカー砂〃投．入

915 11月6日 11：20 一 ウラニン 一
3．5 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカータンク授入

916 ll月6目 12＝15
一 ウラニン 一

2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　五噌一妙ク投入

9孟7 U月6日 13二20
　 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環爪濃度調整　シェーカータンク投入

918 U月6日 14：20
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循麗水濃度調整　壮幼一タンク段入

919 11月6目 15：20
　 ウラニン ｝

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー加タンケ投入

920 11月6目
16115

一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェー加妙ク投入

921 H月6日
18130

一 ウラニン 一
2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー砂ケ投入

922 11月6日 19二10 一 ウラニン 一
4．0 久保田政彦 循環水濃度調整　ンェーカーダ抄投入

923 ll月7日 1115
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　た一カー夘ケ投入

924 1】月7日 2；10 一 ウラニン 一
2．o 足立　正 循環水濃度調整　シェーか一妙ク投入
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表2，5，1　掘削水・蛍光染料添加記録（22）

番号・ 日付 時間

掘削水量　（召）
蛍光染料　種別

蛍光染料原液（1000ppm）使用量㈲ 蛍光染料添加量　（且）

担当者 備考

925 U月7日 3二15 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シエーカータンケ設入

926 11月7日 4＝25 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンウ投入

927 11月7日 7」0 一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　五切確ンク投入

928 11月7自 8：30 一 ウラニン 『
2．O 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータン7投入

929 11月7目 10：20 一 ウラニン ｝
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ク投入

930 11月7日 13：15 一 ウラニン 一
3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　た功一妙ク投入

931 11月7目 14120
一 ウラニン 『

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカー妙ケ投入

932 11月7日 16：20
一 ウラニン 一

3．0 久保出政彦 循環水濃度調整　シェゆ一タ渉投入

933 11月7目 18：20
一 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカールケ投入

934 11月7目 2DllO
一 ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー妙ク投入

935 U月7日
22115

一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シニーカー捗ケ投入

936 11月8目 1二15 一 ウラニン 『
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シ■吻一タンク投入

937 ll月8目 2＝15 一 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シ・一カー妙ク投入

938 11月8日 3＝15 一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　匠一炉鋤ク投入

939 】1月8日 4＝35 → ウラニン 一
2．o 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

940 ll月8日 5115
皿 ウラニン 一

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェゆ一タンク投入

勢41 11月8日
6115

一 ウラニン 一
2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ功一妙ク投入

942 n月8日
8115

一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五一炉タ沙投入

943 li月8日 9＝20 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循撮水農度調整　シヱー炉妙ケ投入

944 ll月8目 11＝正5
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェゆ一妙ク投入

945 11月8日 12：20 一 ウラニン ＿　　　　　　　　　 2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五一カー芳ケ投入

946 U月8目 B：15 一 ウラニン ｝
2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シヱー加タンケ投入

947 11月8日 b＝15 一 ウラニン 『
3．0 久保田政彦 砧環水濃度調整　五幼一タンケ投入

948 u月s目 16：20
皿 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水膿度調整　　シェーカータンク投入

949 n月8日 22＝】5
一 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

950 口月9目 Oll5
『 ウラニン 一

4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェー炉タンク投入

951 11月9昌 1：lo ｝ ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　五一か舞ク投入

952 ll月9日 3：i5 一 ウラニン ｝
4．0 足立　正 循環水濃度調整　敦一炉タンク投入

953 H月9日 4＝15 『 ウラニン 一
1．5 足立　正 循環水濃度調整　シrカづンク投入

954 ll月9目 5二20 一 ウラニン 一
3．5 足立　正 循環水濃度調整　シヱーか一タンク投入

955 ll月9日 6＝15 一 ウラニン 一
1．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一姓ク投入

956 i1月9日 7＝10 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　五幼確ンン投入

957 n月9目 8：30 一 ウラニン 一
2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

958 ll月9日 9＝15 一 ウラニン ｝
2．D 久保田政彦 循環水濃度調整　シ・幼一タンク投入

959 11月9日 1Gl15
一 ウラニン 一

2．o 久保田政彦 循環水濃度調整　シニーカー妙ケ投入

960 H月9目 1艮：15
一 ウラニン 『

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シヱー加沖ケ投入

961 11月9日 12：15
一 ウラニン 『

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　五一か妙タ投入

962 H月9日 13：15
一 ウラニン 一

2．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シ■一カー妙ケ投入

963 11月9日 15二40 一 ウラニン 皿
4．4 久保田政彦 循環水濃度調整　牡一カー沖ウ投入

964 ll月9目 18二20
皿 ウラニン 一

3．0 久保田政彦 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

965 n月9目 19：15
一 ウラニン 『

4．0 久保旧政彦 循蹴水濃度調整　ぬ一炉妙ク投入

966 u月9目 21；10 一 ウラニン 一
3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカータンク投入

967 ll月愛目 221】5
一 ウラニン 皿

2．0 足立　正 循環水濃度調整　シェ幼一妙ク投入

968 】】月9日 22＝50 一一 ウラニン 一
4．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカー砂ク投入
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表2．5．1掘肖Il水・蛍光染料添加記録（23）

番号 目付 時間

掘削水量　（の
蛍光染料　種別

蛍光染料原液　qOOOppm〉使用量（6）
蛍光染料添加量　（9）

担当者 備考

969 11月9日 23：20 一 ウラニン 3．0 足立　正 循環水濃度調整　シェづ一砂ケ投入

970 11月Io日 4＝】0
｝ ウラニン 一

3．0 足立　正 循環水濃度調整　涯一カータ沙投入

971 11月10日 51】0 皿 ウラニン 一
2．5 足立　止 循環水濃度調整　シェーカづンク投入

972 11月10日
6110

一 ウラニン 一
1．0 足立　正 循環水濃度調整　シェーカ解ンク投入
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　2，6　孔内洗浄
　14”SGPケーシングおよび10”STPGケーシングを挿入、セメンチング後、

管内のセメントを凌諜し、HQ－3WLで地層を掘削開始する前に、孔内水を

新しい掘削水で洗浄・置換し、電気伝導度が所定の濃度（600μS／cm）以

下であることを確認の後、掘削を開始した。

　ボアホールテレビ計測前、多量の湧水があったので特に洗浄する必要は

なかった。

2　7　主要消耗品
　主な消耗品を表2．7．正　に示す。

2．8　掘削機材解体撤去および敷地修復

2，8．1　解体撤去
　ロッドおよび仮ケーシングの解体倒管後、櫓周りの不要機材を撤去し、

25tラフタークレーンを使用して櫓の解体を行った、櫓解体時の高所作業

は専門のとび職を配置した。

　搬出は試錐用地からは4tトラックで小運搬を行い、大型トラックに積替
えて搬出した。

　DH－13号孔の分析終了を待って、分析室を解体撤去した。

2．8．2　カッティングスおよび汚水処理
　カッティングスは鉄製タンクに、掘削廃水、分析廃水とともに貯蔵し、

産業廃棄物処理専門業者に適宜バキューム車で収集運搬処理を行った。搬

出車両1台毎にマニフェストを発行し、適正に運搬処理されていることを

B2票、D票で確認した。

2．一，8．3　現場復旧工事

　櫓基礎コンクリートをブレーカーで解体し、鉄筋とコンクリートを分別

し、建設副産物適正処理施設にて処分した。現場入り口から孔口までの幅

4mの道路を残し、あとの砕石、道路補修、山ずりを撤去した後、耕土を

元通り敷き均した。

2．8．4　孔口処理
　サイクル機構の指示により、セラーは壊さずそのまま残し、孔口の

10’？SGPケーシングに6”一10Kゲートバルブ、2”ボールバルブを取り付けた。

また、孔口のバルブを覆う形で約1坪の簡易物置を設置した。

　孔口の詳細を図2、8．1に示す。
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表2．7．1　主要消耗品一覧表

項　　　目 品　　　　名 数量 その他・備考

ビット 17－112”　ト　リ　コ　ン〆ビッ　ト　　　歯握1 1個

12－1／4”トリコンビット　インサート 2個

HQ－HD－3WLダイヤビット　サーフェス 2個

HQ－HD－3WLダイヤビット　インプリ 11個

リーマー HQ－WLプレミアムスタビラィザー 6個

ケーシングパイブ 14”SGP 49，96m

10”SGP 276．33m

且4”SGP　スタフ“インシュー 1個

10”SGP”プインシュー 1個

油脂類 低硫黄重油 3284ぜ

セメント類 セメントミルク 6000ぞ

普通ポルトランドセメント25kg／袋 878袋
洗い砂 338ぞ

コア箱 硬質発砲スチロール製　OM68型 333組
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2，9　清水掘削技術の課題と検討

　孔井を掘削する際には通常、掘削流体として泥水が使用される。泥水に

は、以下の作用がある。

①

②

③

④

⑤

掘りくずを地表まで運搬する。

掘りくずが急激に沈降するのを防止する。

ビットやドリルストリングスを冷却・潤滑する。

地層流体が噴出しないように抑える。

泥壁を形成し孔壁の崩壊を防止する。

　一方、泥水は地層の透水性を悪化させ、更に機能を高めるために添加さ

れる多様な薬品によって地層水が汚染される。本調査の主目的が、透水性

や地下水の性状を調べることにあるため、掘削水として泥水は使用できず

清水のみで掘削しなければならない。掘削作業の大半はHQ－3WLによるコ

アリング掘削で、使用されるビットがダイヤモンドビットのため掘りくず

の粒径が小さく、通常の状態であれば掘りくずの排出に関して問題はない。

　しかし、断層破砕帯等に遭遇した場合、掘りくずに比べ粒径の大きな崩

壊物が生成し、崩壊箇所では孔径が拡大して掘削流体の流速が低下するた

め掘りくずを運搬することができなくなり、崩壊物が孔底に蓄積され、掘

削の継続が困難となる。

　従来このような破砕帯に遭遇した場合は、崩壊対策を実施する前に、抑

留事故を起こさないように注意しながら各種試験を実施した後、セメント

で崩壊対策を行った後、掘削を再開するというのが一般的であった。しか

しながら、破砕帯の性質・規模によっては以下の問題がある。

　　①　各種調査が実施出来ない事や各種測定器が抑留される可能性が

　　　　ある。

　　②　セメントで崩壊対策を行った後では、試験を行うことはできない。

　　③崩壊対策そのものに時間を要する。

　従って、セメントに代わる、割れ目を閉塞させない保孔技術の開発が今

後の課題といえる。

2．9，1　崩壊防止技術
　掘削流体として清水を使用するため、崩壊性のある地層に遭遇した場合

崩壊そのものを防止することはできず、崩壊発生後に対処することになる。

　現在その有効性が実証されている崩壊防止技術は、セメントによる方法

と拡孔してケーシングを地表から挿入する方法だけである。前者は透水性

に悪影響を与え、後者には多大な時間と費用を有する。部分ケーシング（崩

壊箇所のみ拡孔して孔明管を挿入し、崩壊を防止する。ケーシング内径は

基本的に孔径と同様。）が検討されているが、実用化にはいたっていない。
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　DH－12号孔においては470mabh付近の断層崩壊箇所に対して、セメント
　による崩壊防止対策を実施した。その際、孔底部分に未検層区間が残って

いたことから（崩壊ザクによる埋没のためボアホールテレビ計測および物

理検層が実施されていない区間があった。）口元より珪砂を投入して、未検

層区間に充填しておき、セメントスラリーが侵入するのを防止したうえで、

セメンチングを実施した。その後実施したボアホールテレビ計測で珪砂充

填箇所にはセメントの影響がないことが確認された。

　一方、セメンチング実施区間では、小さな割れ目まで完全にセメントで

閉塞されているのが確認された。

　通常、崩壊防止セメンチングを行う際、セメントスラリーは目的深度付

近にロッドをセットし、地表よりロッドを通して注入されるため、セメン

トスラリーの先端部および最後尾は希釈され、十分な硬化強度を得るには

余分に注入することになる。その結果、目的深度の上端より上部もセメン

トで閉塞してしまうことになる。崩壊防止セメンチング実施時の割れ目の

閉塞を最小限に抑えるため、特定の区間に少量のセメントスラリーを注入

する手法の確立が望まれる。

2，9．2　湧水防止対策
　掘削流体として清水を使用するため、湧水層に遭遇した場合、比重差に

よる抑制は出来ない。抑制方法として以下の方法がある。

　①泥水による抑制。

　②セメントによる抑制。

　③孔口装置による抑制。

　しかし、①泥水による抑制は、地下水の化学的性状を変化させてしまう

などの理由で採用できない。②セメント による抑制は、水理試験後に実施

して抑制することは可能であるが、掘削中および水理試験中に膨大な廃水

処理をしなければならなくなる。また、ウラニン濃度の調整も困難になる。

③孔口装置による抑制は、掘削中に湧水を抑制することができ、排水を最

小に抑制する事が可能になる。

　DH－12号孔では、拡孔時にロテーティングヘッドにストリッパーラバー

装着し、フローラインの開閉により湧水を抑制した。DH－12号孔において

は、最大約1000ぞの湧水が確認されたが、孔口装置を取り付ける事により

送水量と排水量を同じにする事が出来た。

　しかし、ロテーティングヘッドは低速回転で使用する事を前提としてい

る。コアリング掘削などの高速回転で使用すればロテーティングヘッド内

のベアリングやシール部分に損傷を与える危険性があり使用出来ない。
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　2，9．3　今後の課題
　泥水を使用することなく所定の深度まで掘削することはできたが、DH－

12号孔ではリバースサーキュレーションによる崩壊・埋没ザクの回収、DH－

13号孔ではセジメントチューブによる崩壊・埋没ザクの回収、DH－12号孔

およびDH－13号孔の両孔でセメントによる崩壊対策や、それらの対策にい

たるまでの孔内竣喋に多大な時問を要した。掘削コストを下げるためには

掘削能率を上げることも重要であるが、掘削以外に要する時問の短縮が重

要である。部分ケーシング等の崩壊防止技術の確立や、安全確実な崩壊ザ

クの回収方法の確立が今後の課題である。
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　2，9．4　DH－12号子L掘削の際の対策

　1）湧水防止対策
本孔では、花闘岩内を掘削中に湧水状態が継続し、約185mabhを掘削中

に湧水量が20～30〃minになった。ビット交換時の口元開放時には湧水量

が300〃minとなり、280．17mabhでは、口元開放時の湧水量が900〃min
となった。

湧水による弊害として、以下の現象が懸念された。

①掘削水中の蛍光染料濃度が希釈される。

②廃水処理の必要が発生する。

③水理試験に支障が発生する。

　　　　・管内損失による圧力の誤差

　　　　・定流量揚水試験への影響

湧水対策としては、以下の方法が考えられる。

①セメンチングを実施する。

②拡孔を行い、更に地表からケーシングを挿入する。

③孔口装置を取り付けて抑制する。

これらについて、表2．9。1に、その利点と欠点をまとめた。

表2．9．！各種湧水対策の比較

NQ． 湧水対策 利点 欠点
1 セメンチング 確実性があり、安価。

透水性に致命的な悪影響を与える。地下水の化学成分が変化する。

2 ケーシングをはずすことで、水理試験は可能。岩盤への影響は比較的少ない。

3 孔口装置による抑制

水理試験への悪影響がない。 ロッドを接続する際などには、多少漏水する。

　これらの対策手法を比較すれば、③孔口装置による抑制が、水理試験お

よび掘削作業への支障がもっとも少ないと考えられる。掘削中の排水を軽
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減することも可能である。従って今回、同手法を採用した。

　本孔では、一般には油井や地熱井で使用されるロテーティングヘッド（図

2．L2参照〉を用いた。ロテーティングヘッドは、内部のストリッパーラ

バーをドリルロッドに装着し、地熱井の場合には、噴気中の水蒸気をフロ

ーラインに排出しながら掘削することができる装置である。

　同装置を利用することで、本孔掘削時に、排水量の増大と蛍光染料濃度

の希釈を防止するために、フローラインにバルブを取り付け、バルブの開

閉を調整しながら、送水量と回帰量のバランスを操作して、湧水量を抑制

しながら掘削した。

2）崩壊防止対策

　本孔の掘削時には、清水掘削のため、崩壊性のある岩盤に遭遇した場合、

崩壊そのものを防止することは困難である。また、崩壊により孔径が拡大

して、スライムの排出が困難となり、抑留事故の危険性も高くなる。

　このような状況で有効と考えられている崩壊防止対策は、現段階では、

セメントによる孔壁の固化と、拡孔してケーシングを地表から挿入する方

法の2手法である。セメントによる手法は、前項の湧水対策で触れたよう

に、透水性に悪影響を与える。拡孔とケーシング挿入による崩壊防止対策

は多大な時間と費用を要する。

　今後の崩壊防止対策として、以下の手法を検討する必要がある。

①セメンチング実施時の割れ目の閉塞を最小限に抑えるように、特定の

　区間のみに少量のセメントスラリーを注入する手法。

　　・インナーチューブの先端にトリップバルブを取り付け、インナー

　　　チューブ内のセメントを崩壊層に直接注入する。インナーチュー

　　　ブの長さを調整することによりセメント量を調整する。

②崩壊箇所のみ拡孔して孔明管を挿入し、崩壊を防止する手法（部分ケ

　ーシング）。ケーシング内径は基本的に孔径と同様とする。

　　・アンダーリーマーで拡孔し、ケーシングを挿入する。しかし、孔

　　　明管の材質、形状、挿入方法など実用化に向けて問題点が多い。

③崩壊物・スライムを回収する手法

　孔径拡大でアニュラーベロシティーが遅くなり、スライムが停滞する

場合は、以下の2種の方法について検討を要する。
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No． 方法 摘要

1
二重管ケーシングによるエヤーリフト

本装置は100～200mabhに二重管ケーシングを挿入し、高圧エヤーを送り込み、ケーシング先端のボトムエヤー孔からエヤーを吹出し、エヤーリフトにより循環水の上昇を助けるものである。

2 スライムバレノレ

　崩壊層の崩壊で、崩壊物が孔底に堆積する場合は、逆循環工法の検討が

望ましい。すなわち、掘削水の循環を、アニュラー側より送水しロッド内

より排水する。アニューラー側より排出できない、大きめの崩壊物も排出

させることができる。しかし、アニュラー側より多量の送水を行うため、

さらなる崩壊を誘発する可能性も念頭に置く必要がある。

　これらの手法について、石油井掘削技術などを参考にしながら、調査井

での実用化および改良を検討することが望ましい。
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3．　地質記載

3．1　岩芯の採取

　50．29mabhまでは、ノンコア掘削を行った。50．29mabh～715．82mabh区間は、径96．06

mm（HQ－WL）のコアリングを行った。

　岩芯採取用コアバーレルは標準的な長さ3mのものを使用した。採取した岩芯は、

0、5mの長さで切断し、コア箱（4本入り1計2m）に収納した。

　50．29mabh以深の岩芯採取率は94．96％であった（第2章を参照）。158．52mabh～

216．42mabh区間では岩芯の流出が著しく、同深度以深の断層付近などで、岩芯の流出

が認められた。これらの箇所の付近では、岩芯の形状が礫状を呈する。同区間は、主

として、土岐爽炭累層の基質の固結度が不良な基底礫岩部、不整合面直下の強風化変

質した花闘岩部、および、断層付近で著しく破砕された花寓岩部である。

3．2　岩芯記載

　岩芯は、東濃地科学センターによるr岩芯柱状図作成要領」に準じて縮尺1／20で記

載した。岩芯記載の項目は、深度，岩相柱状図，層序・岩相，組織斑晶の種類・粒

径・形状，有色鉱物（％），風化，変質，岩盤等級，RQDおよび割れ目である。東濃

地科学センターのr分類基準（案〉」とr岩芯観察記載要領」に従って、土岐花闘岩

の岩相分類を行った。

　岩芯柱状図は、別冊ファイルとして添付し、岩芯記録写真は写真帳およびPhoto　CD

として添付した。岩芯記載の内容を総合柱状図（縮尺：1／500・115000）にまとめ、巻

末付図として添付した。

　図3．2．1（1）～（8）に総合柱状図（11500）を示す。

3．2．1　岩芯の地質

1）0．00mabh～50．29mabh（ノンコア区間）

　表層から3．9mabhまでは、砂礫層である。深度4mabh付近に泥岩、5mabh～7mabh

は主として砂岩、7mabh～50mabhは、主として凝灰質砂岩である。同層は、自然木

炭を含む。

2）50。2g　mabh～168，82mabh（瑞浪層群）

　50．29mabh～168．82mabhは瑞浪層群からなる。そのうち、50．29mabh～ll6、76mabh

が明世累層で、116．76mabh～168．82mabhが土岐來炭累層である。

　50．29mabh～59．18mabhは極細粒砂岩（明世累層）で、下方に向けて、相対的に粗

くなる。59．18mabh～68．07mabhは、中粒砂岩で、扁平～ラミナ状に炭質物を含む。

また、時に二枚貝化石を伴う。軽石片を少量伴うが、ベントナイト化を受けている。

66．62mabh～67．73mabhと69．41mabh～69．66mabhでは、炭酸塩ノジュールが認めら

れる。68．07mabh～72．60mabhは細～中粒砂岩で、下方で粗粒に変化する。72．60mabh

～74．20皿abhは、砂質な中粒凝灰岩である。74．20mabhから、凝灰質な中粒砂岩で、
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上位の砂質凝灰岩とは漸移的である。下方に向けて、相対的に粗くなり粗粒砂岩に移

行する、74．41mabh～77．75mabhでは、割れ目がやや多く、　部でコアが礫状をなす。

77，75mabh～82．70mabhでも級化が認められるが、82．70mabh以深で再び細粒砂岩と

なる。同岩は88．00mabhまで、弱いクロスナミナを伴い、ビカリヤ化石および生痕を

伴う。下方に向けて相対的に粗くなり、中～粗粒砂岩に移行する。88，00mabh～111．90

mabhは細粒砂岩で、生痕（サンドパイプ）のほか、弱いラミナが認められる。下方に

向けて、相対的に粗くなる。111．90mabh～ll6。76mabhは礫岩～粗粒砂岩で、明世累

層の基底礫岩に相当する。礫の大部分は石英安山岩で稀に泥岩が認められる。

　ll6．76mabh～117．62mabhは、土岐爽炭累層の中粒凝灰質砂岩である。傾斜∠10～

20。のラミナを伴い、下方で炭質物が増加する。117．62mabh～121．97mabhは亜炭で、

砂質凝灰岩の薄層を伴う。12L97mabh～122．87mabhはシルト質凝灰岩で、炭質物に

富む。122，87mabh～12459mabh、中粒砂質凝灰岩で、ガラス質を含む。124．59皿abh

～125．24mabhは、粗粒凝灰岩で傾斜∠59～30。のラミナを伴う。125．24mabh～126．80

mabhは凝灰質砂岩で、傾斜∠10。～20。のラミナを伴い炭質物に富み、傾斜∠15。の

亜炭の薄層を伴う。126．80mabh～128．22mabhは粗粒凝灰岩であり、ガラス質凝灰岩

に漸移的に変化する。128．22m乱bh～157．45mabhは、凝灰質砂岩および砂質凝灰岩で、

炭質物や亜炭薄層（∠5～20。）を伴う。

　157．45mabh～168．82mabhは礫岩で、土岐爽炭累層の基底礫岩に相当する。礫は、

花商岩の亜円礫～亜角礫で、径21cm以上のものが主体である。基質は粗粒砂岩であ

るが、その一部は未固結と考えられる。

3）168．82mabh～715．82mabh（土岐花南岩）

　168．82mabh以深は花闘岩（土岐花商岩）である。同岩は概して黒雲母に富み（容積

比約5～豆5％）、斜長石は白濁する。

　そのうち、358．04皿abhまでは中粒花南岩である。172．l　mabh～214．94mabhは脆く、

岩芯は断続的に礫状に破砕され、一部は流失している。194．56mabh～194．86mabhと

196．45皿abh～197，30m縦bhに断層粘土が認められる。209、75mabh～210．10mabhの断層

下盤では、花商岩はカリ長石に富む。稀に径2cm前後の片麻岩捕獲岩を含む。225mabh

前後では、一度破砕された後固結したマイロナイト様を呈す。225．65mabh～226．10

mabhに、ペグマタイトがみられる。355．97mabh～356．46mabhと357．64mabh～358．04

mabhの岩芯は、細粒で閃緑岩様を呈し、捕獲岩と推定される。

　358．04mabh～505，00mabhは、粗粒花闘岩である。373．1mabh～で、黒雲母の濃集部

が縞状をなす。384，4mabh～390．O　mabhでは、岩質が不均質で、有色鉱物5～20％と

変化する。412．18mabh～412．35mabhは優白質を呈するが、その下方では断続的に黒

雲母が濃集する。413．64mabh～413．87mabhは破砕帯となっている。413．97mabh～

414．85mabhにアプライトが、傾斜∠75σで貫入している。中心部では緑レン石と緑泥

石が生成し、更に石英の自形結晶の間隙を緑泥石と方解石が充填する。周辺で、微量

の黄鉄鉱が観察される。
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DH－12号孔

掘 標
山石相

岩盤等級
R． Q． D． 割れ目

風化 変質
進 古同

柱状
（％）

密度（本／m） 累積割れ目本数（本）

地質記載事項（岩相変化・風化変質・割れ目）

長 図 D CL CM GH B A
0　　20　　4D

60
80　100 D　　10 20　　30 α β γ δ ε 1 2 3 4

lmbgl） （lnasll
o 20 40 60

80　100　1四　　140　160　18

o 「 O．OOm～50．29皿は、ノンコア区問。

『
｝ スライム、掘削状況、周辺地質などから判断して、

0．Om～3．9mは、砂礫層と推定される。

10

130
卜

（以下、新第三系）

｛ 4m付近に泥岩、5m～7mは、主として砂岩、

7m～50mは、主として凝灰質砂岩と考えられる。

120110

　　…　　…　　…

　　1

同岩は、自然木炭を含む。

40

10090

50
（新第三系）

50．29m～、極細粒砂岩。下方に向けて、相対的に粗くなる。
… 59．18m以深で、中粒砂岩。

扁平～ラミナ状に炭質物を含む。時に二枚貝化有。
80 軽石片を少量伴うが、ベントナイト化．
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…

…

66．62m～67．73m、69．41m～69．66m、炭酸塩ノジュール。

｝ 68．07m～、細～中粒砂岩。下方で粗くなる。
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…
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下方に向けて、相対的に粗くなり、中～粗粒砂岩に移行
する。
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図3．2．1　総合柱状図（1）
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DH－12号孔

掘 標 石相

岩盤等級
R． Q．D．

割れ目
風化 変質

進 盲同
柱状 （％）

密度（本／m） 累積割れ目本数（本〉

地質記載事項（岩相変化・風化変質・割れ目）

長 図 D CL
CM　CH B o 20　　40 60　　80

100 0 10　　20
30

100　　　　　　300
500 α　β γ δ ε 1　　2 3 4

（mfrP） ㎞bgl〉

100 … （新第r系1　　明世累層・凝灰質砂岩（中粒一細粒〉

石灰質ノジュールを伴う、

109．05m、〆400の割れ目。右より】050の条線

30 享

川．90m～、凝灰質礫者～粗粒砂岩。礫二石英安山岩（？）＞＞泥岩
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120
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雛
　　　ラミナ∠沁～2ぴ、下方で炭質物が増加。ll7．62m～、亜炭。砂質凝灰岩の薄層を伴う。
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… 121．97m～、シルト質凝灰岩、炭質物に富む、
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122．87m～、中粒砂質凝灰岩。ガラス質パッチを含む。

124、59m～粗粒凝灰岩。ラミナ∠5巳～3ぴ
… 125．00m、∠40Pの割れ目、右より時．十回りに215ヤ）条線．
… 125．24m～、凝灰頁砂岩。ラミナ∠】0。～200

0
… 炭質物に富む．亜炭の薄層∠1r

140

126．80m～、粗粒凝灰岩．ガラス質に漸移的に変化。

… 128．22m～、凝灰質砂岩、砂質凝灰岩。炭質物、亜炭薄層（∠5～20q　l
　　E … 129．68m～、∠2Dロの割れ日。右より時計回りに4Qりの条線。方解f〒を含む。E
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…
宅

144，62m、∠50」の害1』れ目。右より時計回りに80”の条線。
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一20 D・O・b・Q・O・ 149．82m、∠1Q巳の割れ円、右より時評回りに809の条線．

160 O・O・O・O’O’O・O・Q・Q・Q・o・o・o・o・o・ 1 150，84m、∠10；の劃れ目、右より鮪計同りに80。の条線．】51．22m、∠5D。の割れ目。右より時計I　lりに12Q。の条線。

O・O・Q・G・O・o・o・O・O－o・ …
152．35m、∠40。の割れ目。右より時計回りに10“の条線。

O・O・O・O・0・O・O・Q・○一〇・ F 154．24【n、∠500の害Ilれ目。右より時言1 回りFこ65［一の条線。

O・O・Q・G・O甲 155．83m、∠30］の割れ目。右より時計回りに85uの条線。

一30
O・O・O・Q・O・O・O・O・G・O・

157．娼～、礫岩。礫：径〉21cm、花商岩・デイサイト（？〉の亜円礫。

170
十 十

1 　基質・粗粒砂岩。ただし纂質の一

　十十　　十 十　十 十

十

i59．57m、∠40りの害1』れ目．右より時計回りに100。の条線。161．18m、∠4D9の割れ目。右より時弓1回りに165［の多線。

　
161．62m、∠35ロの割れ目。右より時計回りに110■の条線。

180
一40

　十十　　十　十 十十十 十十

十
　　
　　　　　　

焔9．50～、花闘岩〔士岐花寓岩）．黒雲母に富む（容積比約15知、　　　斜長石白濁。下方で脆質になる。

172．1m以深、断続的に礫状に破砕され、一部でコアロス．
十　　十 十 十

ξ
十 十 十

E
深度180m付近より、湧水増加。

一50
十　　十　十

十

十
180．25m、∠20臼の割れ目。右より時計回りに135’の条線。194．56～194．86m、断層粘土、∠509？　緑洗石を多く含む．

190

十　　十　　　十潤7M需’3”7ツ『十

196．45～ig7．30m．断層粘上。∠45。。
＋1＋ 十

緑泥石およぴ花岡岩に由来する結晶粒と岩片に富む。
．一．螢屓L．．．

E

班岨僧呼階画
…

一60
十 十 十 1

200

図3．2．1　総合柱状図（2）
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DH－12号孔

掘 標 石相

岩 盤 等 級 R． Q． D． 割れ目
風化 変質

進 古同
柱状 （毘）

密度（本／m） 累積割れ目本数（本）

地質記載事項（岩相変化・風化変質・割れ目）

長 図 D CL CM CH B 0 20 40 60 BO 100 0 10 20 30 o 600 800
1000　　120 α　β γ δ ε 1　2

3 4
軸ぢ1） （masl）

200
十　　十　　十

1 斜長石≒カリ長石＞石英＞黒雲母。黒雲母→緑泥石化。斜長石一・自濁、時に径9mmσ）巨斑晶。

十　　十　　十　　十 セ ｝ 緑泥石化が観察される。

十　　十　　十 サ … 206．Om～206．3m、粘土質て緑泥石に富む。

一70
十　　十　　十　　十十　　十　　十

2D9．75m～210．1D皿、緑泥石に冨む縞状の断層粘土。∠70。　　　その下部の花崩岩はカリ長石に冨む。

210 【 … 稀に径2Cm前後の片麻岩捕獲岩を含む。
十　　十　　十　　十 ↓カリ長石が増加し、ピンク色を帯ぴるようになる。

十　　十　　十 …

十　　十　　十　　十

223．12［n、∠60“の割れ目。右より時計回りに100’の条線。
一80

十　　十　　十十　　十　　十　　十

223．480n、∠150の割れ円．右より時計回りに609の条線。
220 224．35m、∠2ぴの割れ日。右より時計回りにH5。の条線．

十　　十　　十
…

㍑4．67m、∠309の割れ目。右より時；十回りに750の条線。

十　　十　　十　　十 … 224．77m、∠30“の割れ目。右より時計回りに50。の条線。

十　　十　　十 225m前後の花闇岩、一度破砕され固結。マイロナイト様を呈す。

一90
十　　十　　十　　十

225．65【n～22610rn、ペグマタイト。境界は不明瞭。↓変質（緑泥石化）は下方で弱くなる．

230 十　　十　　十
1

226，54m、∠3ずの害IIれ目。右より時計同りに70“の条線。
十　　十　　十　　十 ｝ 2器，64m、小断層。∠500。方解石と緑泥石を伴う。

十　　十　　十
聾

稀にカリ長石の巨斑晶（径13mm前後）を伴う。E
カリ長石≧斜長石＞石英＞黒雲母。十　　十　　十　　十

斜長石が白濁するが、岩有全体としては下方で変質は弱くなる。

一100
十　　十　　十

↓変質は弱くなるが、割れ目内の方解石は増える．
十　　十　　十　　十240

十　　十　　十

i
十　　十　　十　　十 1

一110

十　　十　　十十　　十　　十　　十十　　十　　十

250
十　　十　　十　　十→一　十　　十

十　　十　　十　　十

一120
十　　十　　十 i

260 十　　十　　十　　十十　　十　　十

十　　十　　十　　十
i
1

十　　÷　　十 i
一130

十　　十　　十　　十

270 十　　十　　十
巨

十　　十　　十　　十
276．Om～訂6．5m、礫状に破砕される。割れ目に方解石と緑泥石が付着、

十　　十　　十
一280．8D限、断層．∠75n。幅50【n【IL以上。

十　　十　　十　　十 緑泥石、粘±：、方解石、ガウジおよひ岩片からなる。

十　　十　　十 その付近の岩芯は概ね礫状で、割れ目に沿って緑泥石

280
一140

十　　十　　十　　十 と方解石が付着する。
κy縦一　十　　十　　十 284、80皿～284．90m変質強（粘土、緑泥石、方解石）。破砕される。

断層，」？
十　　十　　十　　十

十　　十　　十 29Ltm付近で湧水増加。

一150
十　　十　　十　　十

290 十　　十　　十 E
十　　十　　十　　十 多

1
1

十　　十　　十 1 … き

十　　十　　十　　十

300 一160
十　　十　　十

図3．2．1総合柱状図（3）
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D旧2号孔

掘

進

長
価bgI）

300

310

320

33D

340

350

36D

370

380

390

400

標

古
同

（ma51）

一1了0

一180

一190

一200

一210

一220

一230

一240

一250

一260

石
相

柱

状

図

十　　十　　十

十　十　十　　十

D

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　十　十　十

十　　十　　÷

十　十　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　十　　十

十　　十　　十

十　　十　十　　十

　十　　十　　十

十　　十　　十　　十

一＿＿一断厨一

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　÷　　十

十　　十　　十

十　十　十　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

　十　　十　　十

十　十　十　十

　十　　十　　十
一早r＿一駄匿一＿＿

十　　十　十

十　　÷　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　十　十

十　　十　　十　　十

　十　　十　　÷

十　　十　　十　　十

　十　　十　　十

十　　十　　十　　十

　十　　十　　十

十　　十　　十　　十

　十　十　十

岩盤等級

CL　CM　CH
B A

R．Q，D，
　　（垢）

0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100

割れ目

密度（本／m）

0　10　20　3D1

累積割れ目本数（本）

00　　　1200　　　1400　　　1600　　　1800

風化

α　β γ δ ε

変質

1
2　3

4

地質記載事項
（岩相変化・風化変質・割れ目）

花闘岩。

カリ長石≧斜艮石〉石英＞黒雲母
カリ艮石の巨斑晶（径20皿m±）が観察される．

斜長石の過半は臼濁。

3併．30m、小断層？　∠1び

3i5．02m～317．75m、掘削による割れ目が多い。

332．69皿、小断層。∠750、幅40mmの断層ガウジ．
335．00［n～335．20m、破砕帯。

337．801n～338，L2m、断層り∠65。

　　　　　　　　緑泥石、白色粘土．方解石お、にぴ岩片が充填。
339．55m、∠60。の割れ目。右．切時計回りに100’の条線。

340．65皿～340．75m、断層．∠650　緑泥石と自色粘土が充填
、

341，81m～、断層．∠35。幅150mm以上，
　　　　　　　緑泥石、白色粘上および岩片が充填。下部はコアロス、
342．97皿～343．04m、断層．∠40。幅90mm。緑泥石と粘土が充填。

345．再m、小断層。∠609幅＜1mm。緑泥石と粘土が充填。
346．57皿、小断層。∠65。幅く1mm。緑泥石と粘土が充填。
350、64皿、断層．∠65ゆ幅）6皿m．ガウジが充填．下方でコアコス．

350．了Om．小断層。∠500幅＞10mm。ガウジが充填 、下方でコア礫状。

355，06m～355．52m、コア礫状。

355、93m～357．09m、コア礫状。

355．97阻～356．46mと35了．6’1m～358．04m、微閃緑岩（捕獲岩）

363．26【11～、断層∠6ぴ幅）150mm。緑泥石、 粘土および岩片が充填。

　　　　　下方でコアロス。幅数十c皿の断層か。
　　　　　掘削中湧水増加傾向．

383．29m、小断層．∠80’幅＞10皿m．岩片が充填。

384．4m～390．Om、岩質が不均質で、有色鉱物4～20と変化。
384．75皿、小断層。∠75ロ右より時計回りに90’の条線。正断層？

3融．61m、小断層．∠40’

389．76m、小断層。∠3ぴ

392，77m、小断層。∠4r

右より目寺言十回りi二3五〇巨の条線。

斜め右ずれ逆断層？
右より時計回リにH5き（または295円）の弱い条線。

右より日，f計回りに6び（または240つの条線。

図3．2．1　総合柱状図（4）
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DH－12号子し

掘 標 石粕帽

岩盤等級
n　　　（　　　n几．　w．　1人 割れ目

風化 変質
進 古同

柱状 （晃）

密度（本／m） 累積割れ目本数（本）

地質記載事項（岩相変化・風化変質・割れ目）

長 図
D　CL　CM

CH B A 0　　　　20　　　40　　　60　　　80　　　100 0
10　20

30 600 18DO
2000　2200

2400 α　β γ δ ε 1　2　3
4

（mbgl） （冊sl）

4DO
十　　十　　十

花商岩。カリ長石≧斜長石＞石英＞黒雲母

十　　十　　十　　十 カリ長石の巨斑晶（径20mm±）が観察される。

十　　十　　十 斜長石ワ）過半は白濁．

410
一270

十　　十　　十　　十　十　　十　　十 ；
403．67m、∠700の割れ目。右より時計回りに100。の条線。404．50rI1～404．87m、コアロス。断層？　付近で緑泥・自が網状．

十　　十　　十　　十 404．92m、∠50。の割れ目、右より時計回りに65。の条線。

し　　　L　　　L E

一280
十　　十　　十

412．18m～412．35［n、優白質。

420 十　　十　　十　　十

413．64m～413，87m、破砕帯。413．97m～414．晒m、アプライト、∠75。

十　　十　　十 中心部で緑レン石と緑泥石が生成。
十　　十　　十　　十 石英の自形結晶の間隙を緑泥石結品と方解石が充填。

十　　十　　十 周辺で、微量の黄鉄鉱が観察される．

一290
十　　十　　十　　十

セ 416．09口L．小断層？　∠200

430 十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十 425．18m、∠4ぴの割れ目。右、kり時計回りに150］の条線。

十　　十　　十　　十
426．3DI【L、∠20ロの割れ目。右より時計回りに40りの条線。

426．45m、∠2Q9の割れ目。右より時計回りに170。の条線。

一300
十　　十　　十

433．33m～433．87皿、緑レ／ン石fヒカ呈星質著レ

440 十　　十　　十　　十 434，7臼m～435．00m、優白質部と黒雲母濃集部が2～4G皿単位で繰り返し、
十　　十　　十 縞状をなす（∠15～209）。

十　　十　　十　　十 436m付近より深部で、割れ目少なく、岩芯はほぽ棒状。

十　　十　　十

一310
十　　十　　十　　十

450 十　　十　　十 4弼，U～448．14m、ペグマタイト脈。∠10’．

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

一『り『＿勘贋ヱ＿『＿
455．63m～、緑泥石化。黄鉄鉱鉱染
456，40m、断層？　幅＞田mm。緑泥石と方解石が充填。

一320
十　　十　　十 456，95m～457．四m、微閃緑岩。

460 十　　十　　十　　十　十　　十　　十 457．31皿、∠40■の割れ目。右、切時計回りに13QOの条線。460、D5m、∠50国の割れ目。右より時計回りにIOO9の条線。

十　　十　　十　　十
460，49mの割れ目を中心に緑泥石強。湧水増加？

十　　十　　十

一＿＿＿臥贋＿＿＿

470
一330 　　　　　～－；二；＝＝＝＝二r十　　十　　十　　十

467．35～469．9Dm、断層。粘上、緑泥有および岩片が充填　　　　　　　上盤側に、右より時計回りに155。の条線．　　　　　　　下盤側は岩質が脆い。

十　　十　　十
473．49m、∠60ーの割れ目。右より時副・回りに20。の条線。

十　　十　　十　　十

一340
十　　十　　十 481．59m～48L75m、アプライト．ほぼ水平。

480 十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十
501．96m～5DL98m、ペグマタイト。∠5日．

十　　十　　十

一350
十　　十　　十　　十

1

490 十　　十　　十 1
十　　十　　十　　十

1
十　　十　　十 ｝

十　　十　　十　　十

360 十　　十　　十

晶

図3．2．1　総合柱状図（5）
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DH－12号孔

掘 標 石相

岩盤等級 R，Q．D．
割れ目

風化 変質
進 者同

柱状 （％）

密度（本／m） 累積割れ目本数（本）

地質記載事項（岩相変化・風化変質・割れ目）

長 図
D　CL　C図

CH B A
0　　20　40　60　　B〔｝　100

o 10
2D　　30

2200 23DO 2400 25DO 260D2700 α　β γ δ ε 1　2
3 4

価gI） （mas）
500

十　　十　　十
花闘岩。カリ長石≧斜長石〉石英＞黒雲母〉角閃石？

十　　十　　十　　十 完品質。等粒状。
十　　十　　十 塊状。ほぼ均質。

510
一370

十　　十　　十　　十十　　十　　十

カリ長石の巨斑晶（径20mm±）が観察される。斜長石旺）過半は白濁。

十　　十　　十　　十

十　　十　　十 501．96m～501．98m、ペグマタイト。∠5。．

十　　十　　十　　十

一380
十　　十　　十

520 十　　十　　十　　十

十　　十　　十 518［n～520［n間、割れ目に、黄鉄鉱を伴う。
十　　十　　十　　十

十　　十　　十 520，27m、∠1ぴσ）習∫れF1．右より時計回りiこ215］θ）条線．

一390
十　　十　　十　　十

530 十　　十　　十

十　　十　　十　　十 530．5～530．6m付近、部分的に優白質，
十　　十　　十

十　　十　　十　　十

一400
十　　十　　十

540 十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

一410
十　　十　　十　　十

559．80m～560．00m、割れ目集中。掘進中に湧水量が
550 十　　十　　十 31リットル／分から38リットル／分に増加。

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

566．77m、∠5げの割れ目。右より時斗回りに80巨の条線。

一420
十　　十　　十 566．99m、∠65。の割れ目．右より時。卜国『りに300’の条線。

560 十　　十　　十　　十 567．2Dm～569．00【【L、礫状部が断続する。

十　　十　　十 570．47皿～571．82m、礫状部が断続する。

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

一430
十　　十　　十　　十 577，91m～577．93m、ほほ1水平にペグマタイトが貫入、

570 十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

↓カリ長石、断層に向かって赤みを増す，
十　　十　　十　　十

一440
十　　十　　十

580 十　　十　　十　　→一十　　十　　十

596．28m～596．34m、ペグマタイト。∠1ぴ

十　　十　　十　　←

597．90m～598．57m、断層。∠65～7ぴ
十　　十　　十

粗砂状砕屑物と緑泥石が充填。

一450
十　　十　　十　　← 598．80m～598．84皿、黒雲母渉集。

590 十　　十　　十 その下の花島岩は、やや優白質。

十　　十　　←　　十

十　　十　　十

断　層

600 一460 十　　十　　十　　十

図3．2．1　総合柱状図（6）
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DH－12号孔

掘 標 石相

岩盤等級
n　　　（　　　hIt．冠．LF． 割れ目

風化 変質
進 古同

柱状 （％）

密度（本／巾） 累積割れ目本数（本）

地質記載事項（岩相変化・風化変質・割れ目）

長 図
P　CL

CM CH
B　　A 0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100 o 10

20　30
2600

2800　3000 3200　3400 α β γ δ ε 1　2
3 4

（mb区1） （masD

6DO
十　　十　　十

中粒黒雲母花歯岩．カリ長石≧斜長石〉石英＞黒雲母＞角閃石？

十　　十　　十　　十 完晶質。等粒状。

十　　十　　十 塊状。

一・470
十　　十　　十　　十

カリ長石の巨斑晶が観察される、斜長石の過半は白濁。

610 十　　十　　十

十　　十　　十　　十 602．95m～603．06m、優白質。
十　　十　　十 カリ長石は赤みを帯ぴる。

？ その 卜方で黒雲母減少．

一480
十　　十　　十　　÷

620 611．57m～612．22m間、傾斜6ぴ釈度の割れ目が
十　　十　　十 数cm間隔で平行．節理様、

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

一490
十　　十　　十　　十

615．92皿～616．08m、岩芯が礫状。　　　　　　　　割れ員に緑泥石が生成。

630 十　　十　　十 615．33m、小断層？　∠35］
十　　十　　÷　　十 616．67皿～616．82m、コアロス。断層？

十　　十　　十 その下で、断続的に岩芯が礫状。

十　　十　　十　　十

6i7、71阻、∠35’の割れ目。右より時計回りに且5’の条線．617．72m、∠45’の割れ目。右、兵り時計回りに110’の条線。

一500
十　　÷　　十

640 十　　十　　十　　十　十　　十　　十 6正9．64m～620．11m、断層．∠了0。．緑泥石、粘土、岩片が充填。　　　　　　　　下盤側、右より恥

十回りに11ぴの条線。

十　　十　　十　　十
625．20m～625．45皿、褐レン石？が網状をなす。

十　　十　　十

626．62皿～626，94m、ペグマタイトc∠70ゆ628．00m～628，78m、岩芯礫状。

一510
十　　十　　十　　十 邸2．器m、∠m。の割れ目。右より時計回りに9ぴの条線。

650 十　　十　　十十　　十　　十　　十

↓変質は弱くなる。

十　　十　　十

650．67m、∠25。の割れ目。右より時計回りに120一の条線．
十　　十　　十　　十 650．81m、∠20’の割れ目。右より時計回りに了59の条線．

一520
十　　十　　十 656．33m～657，77m、GataclasUじに破断され、緑泥石化を受けている。

660 十　　十　　十　　十　十　　十　　十

6解m付近、割れ目に沿って緑泥石化。

十　　←　　十　　十
667．02m、∠95。の割れ目。右、

Lり時計回りに1400の条線。670．29皿、∠30ロの割れ目。右より時計回りに1209の弱い条線。

十　　十　　十

一530
十　　十　　十　　十

670 十　　十　　十

十　　十　　十　　十
1

681・64【11～68L69mと68L90～鯛1，99mに、∠10“～∠150で
十　　十　　十

細粒花嵐岩が貫入、
十　　十　　十　　十

一540
十　　十　　十

680 十　　十　　十　　十
ド

十　　十　　十
696．30阻、∠70qの割れ目。ほぽ水半の弱い条線。

÷　　十　　十　　十

十　　十　　十

一550
十　　十　　十　　十

590 十　　十　　十

十　　十　　十　　十

十　　十　　十

十　　十　　十　　十

700
560 十　　十　　十

図3．2．1　総合柱状図（7）
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DH－12号孔

掘 標 石相

岩盤等級
Dn， （）． 『、り， 割れ目

風化 変質
進 吉同

柱状 （盟）

密度（本／m） 累積割れ目本数（本）

地質記載事項（岩相変化・風化変質・割れ目）

長（mbgI）

図 D CL CM CH B A 0
20　40

60 80 100 O　　lO 20　30 330q
3400　　　　3500 α β γ δ ε

1 2 3 4

700
（masl〉

十 十　　十

中粒黒雲母花商岩。カリ長石≧斜長石＞石英〉黒雲母

十　　十 十　　十 完晶質。等粒状、

十 十　　十 塊状。カリ長石の巨斑品が観察される。

一570
十　　十 十　　十

斜辰石の過半は白濁．
710 十 十　　十

÷　　十 十　　十 700．呂4m、∠25。の割れ目。右より時計回りに16D」の条線。

十 十　　十 703．冊皿、∠80’の割れ目。右より時計回りに170］の条線。

十　　十 その下で、断続的に岩芯が礫状。
705．44m～705．52m、砕屑物が充填され、断層状。∠20～35。

一580 705，791nの割れ円の付近がcat凡cl［icに破断され、緑泥石化を受ける．
720 706，22m、∠15。の割れ目。右より時計回りに115αの条線。

706．36mの割れ目の付近がcataclusしlcに破断され、緑泥石化を受ける．

706．78mの割れ目の付近がcatac憾庶に破断され、緑泥石化を受ける。

一590 711，00m～711．40mおよび7H．87m～71】．90m、o註taclasしicに破断され、
730 緑泥石化を受ける。

714，21m以深、caしadasしicに破断され、緑泥石化を受ける。

714．66皿、∠1Dロの割れ目。右より時計回りに80’の条線。

715．82mで掘り止め。

一600
740

一61D
750

一620
760

一630
770

一540
ア80

一650
790

00 一560

図3．2．1　総合柱状図（8）
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　434．78mabh～435．00mabhでは、優白質部と黒雲母濃集部が2～4cm単位で繰り返

し、縞状をなす（傾斜∠15～20。）。448．11mabh～448．14mabhは、ペグマタイト脈

で、傾斜∠10。で貫入している。456．95mabh～457，19mabhでは、細粒の閃緑岩～閃

長岩となっており、捕獲岩と推定される。

　467．35mabh～469．90mabhは断層で、緑泥石を主とする粘土および岩片が充填して

いる。下盤側は概して岩質が脆い。

　48L59mabh～481．75mabhはアプライトで、ほぼ水平に貫入している。その下方で

断続的に黒雲母が濃集する。501．96mabh～50L98mabhには、ペグマタイトが傾斜∠

5σで貫入している。

　505．00mabh～715．82mabhは、中粒花崩岩である。530．5mabh～530，6mabh付近は、

部分的に優白質な箇所が認められる。596．28mabh～596，34mabhで、ペグマタイトが

∠10Dで貫入している。598．80mabh～598．84mabhで、黒雲母が濃集するが、その下

の花嵩岩は、やや優白質である。602．95mabh～603．06mabhも優白質を呈し、カリ長

石は赤みを帯びる。その下方で黒雲母が減少する。626，62mabh～626．94mabhに、ペ

グマタイトが∠70。で貫入している。68L64mabh～68L69mabhと68L90mabh～
681．99mabhでは、細粒花嵐岩が∠10。～∠15。で貫入している。71LOO　mabh以深は、

花嵩岩が断続的に、カタクラスチックに破断され、変質（緑泥石化）を受ける。

　図3，2．2の岩相分類基準（案）より本孔の花嵩岩を分類すると以下のようになる。岩

相間の境界は、一般に漸移関係、一部断層で、明瞭な新1日関係は認められない。

　　　①168，82mabh～358．04mabh、中粒花嵩岩。ただし、355．97mabh～356．46mabh

　　　　と357．64mabh～358．04mabhでは、細粒の閃緑岩～閃長岩（捕獲岩）が取り

　　　　込まれている。

　　　②358，04mabh～505．00mabh、粗粒花崩岩。

　　　③505，00mabh～715，82mabh、中粒花崩岩

　岩芯を採取した区間の花嵩岩類の掘削長518，06mabhに占める比率は、中粒花嵩岩

が7L37％，粗粒花嵩岩28，01％，細粒花崩岩0．027％，アプライト0，20％，ペグマタ

イト0．17％，閃緑岩0．21％であった。
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1＜Qz≦1㎜

中粒花闘岩

、躍繋

灘・
　

論

塩詑旗

　Qz≧㎜

粗粒花闘岩

図3．2．2　花嵩岩の粒径による岩相分類

（東濃地科学センターによる分類基準（案〉）
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3、2．2　風化および酸化

　DH－12号孔のノンコア区間（0．00mabh～50．29mbh）のうち、最浅部の砂礫層（0．00

mabh～390mabh）を除く瑞浪層群は、スライムの一部に褐鉄鉱を少量含むが、風化は

弱いと考えられる。

　5029mabh～ll6、76mabhの瑞浪層群明世累層の岩芯は、ごく一部に褐鉄鉱がみられ

る程度で、風化の程度はきわめて弱い。

　116・76mabh～168．82mabhの瑞浪層群土岐爽炭累層の岩芯は、最上部の砂岩、亜炭

およびシルト質凝灰岩で風化が認められる。それら以外では、ごく一部で褐鉄鉱が認

められるのみで、風化はほとんど認められない。

　168・82mabh以深の土岐花商岩の岩芯は、上部で岩芯が脆くなっているが、これは主

として断層運動によるものと考えられる。一部に弱い風化がみられ、地表水の影響に

よる酸化作用で生成したと推定される褐鉄鉱が認められる。深部では、ほとんど風化

は認められない。

3．2．3　変質
　DH－12号孔のノンコア区間（0．00mabh～50．29mabh）のうち、最浅部の砂礫層（0．00

mabh～3．90mabh）を除く瑞浪層群には、変質は肉眼では認められない。

　50．29mabh～116．76mabhの瑞浪層群明世累層の岩芯は、全般にほとんど変質は認め

られないが、最深部で少量の緑泥石と粘土鉱物が認められる。

　116，76mabh～168．82mabhの瑞浪層群土岐爽炭累層の岩芯は、ほぼ全体的に弱い緑

泥石変質が認められる。

　168．28mabh以深の土岐花南岩では、斜長石の白濁（ソーシュライト化）が普遍的に

観察される。特に変質が著しい区間を、以下の表3．2．1に示す。

表3．2．1　強変質区間の深度一覧

区間 深　　度 摘　　　要

1 168．82mabh～226．10mabh
肉眼で黒雲母の緑泥石化が普遍的に観察される。断層粘土に緑泥石が多く含まれる。

2
280．80mabh～416．09mabh

280．80mabhの断層の下盤側で、割れ目に沿って緑泥石と方解石が付着、一部では割れ目に緑泥石，白色粘土および方解石が充填する。アプライト脈に緑レン石と緑泥石が生成し、珪化もみられる．

3
455．63mabh～509．00mabh 467．35mabh～469．90mabhの断層を中心とする変質帯。緑泥石化，黄鉄鉱鉱染がみられ、カリ長石の赤みが強い。

4
600．00mabh～628．00mabh

619．64mabh～620．11mabhの断層を中心とする変質帯緑泥石化。カリ長石が赤みを帯びる。

5
705．79㎜bh～715，82mabh

割れ目が多く、割れ目の付近はカタクラスチックに破断され、緑泥石化を受ける。
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3．2．4　岩盤等級
　DH－12号孔の岩芯は、B～D級の岩盤等級を示し、A級は認められない。瑞浪層群

の明世累層と土岐爽炭累層の岩盤等級は、CM～D級で、大部分でCM級である。た

だし、土岐爽炭累層の基底礫岩ではCL～D級が多い。瑞浪層群でCL～D級の箇所は、

割れ目が比較的多い箇所、または礫岩部である。

　土岐花闘岩の岩盤等級は、本孔で断層や割れ目が多いことを反映して、B級は極め

て少ない。212mabhまでは、主としてCl、～D級である。212mabh以深は、CM～CL

級である。特に196．45mabhの断層の付近一帯では岩盤等級がD級の箇所が断続する。

436mabh以深で、比較的岩盤が安定し、B級が出現するが、467．35mabh～469，90mabh

の断層の周辺や597．90mabh～598．57mabhの断層の下盤側では、岩盤状況が安定せず、

CM～CH級が主体をなしている。

　岩芯長に対する各岩盤等級の割合は、表3．2．2の通りである。

表3．2．2　岩盤等級別の岩芯長および全岩芯に対する害Ij合

岩盤等級 岩芯長　（m） 割合（％）

D 93．26 14．01

CL 190．28 28．59

CM 266．96 40．11

CH 95．93 14．41

B 19．10 2．87
A 0．00 0．00

300

　250
　E200
レ
略150
‡脅

ヨ町100

　　50
0

ぎ

トロ

贈
難

鰍『［「
潔　　講

辱

噂P
職

D
CL　　　　C閉

　　岩盤等級

CH B

図3．2．3　岩盤等級別の岩芯長

3　　2．　5　R　Q　D

RQD（Rock　QualityDesignation）は、l　mの区間長のうち、長さ10cm以上の棒状岩芯
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の比率（％）である。表3．2．3に岩盤の良好度の指標・RQDおよび全岩芯に対する割合

を示す。図3．2．4に岩芯のRQDの出現頻度を示す。

表3．2．3　岩芯のRQDと岩盤良好度の指標および全岩芯に対する割合

岩盤良好度（＊） RQD 頻度 割合（％）

非常に悪い（VeryPQor） 0 34
5．2

10～25
63

9．6

悪い（Poor） 26～50 旦00 15．2

普通（Fak） 51～75
141

21．4

良い（G・od） 76～90 」20 18．2

非常に良い（Excellent）

90～99
101

15．3

100 100
15．2

（寧）「岩と工学的性質と設計・施工への応用」

　　昭和60年，±質工学会編
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図3．2．4　岩芯のRQDの出現頻度

　瑞浪層群の明世累層と土岐爽炭累層のRQDは、概ね70以．kと高い。岩石が変形し易

く、応力を吸収して割れ目ができにくいこと、または岩石が比較的新しく構造運動の

履歴が少ないことによると推定される。ただし、土岐來炭累層の基底礫岩ではRQDは

極めて低く、Oの箇所も多い。基質部の固結度が不良であることによると考えられる。

　土岐花闇岩のRQDは、本孔で断層や割れ目が多いことを反映して、特に436mabh

以浅で概ね80以下と低い。212mabhまでは、断層の影響を強く受け、40以下の箇所

が多く、同深度以深でも、280．80mabhの断層付近までは、概ね50以下である。280mabh

～436mabh間は、RQDの変化が著しい。436mabh以深では、RQDは概ね70以上である
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が、467．35mabh～469．90mabhの断層周辺や597．90mabh～598．57mabhの断層下盤

側では、岩盤状況が安定せず、70以下と低くなる。

3．2，6　害IIれ目

1）割れ目の傾斜角

　岩芯には、全範囲にわたって、割れ目が観察される。傾斜角の頻度分布を図3．2．5

に示す。
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図3．2．5　傾斜角の頻度分布

　概して低角度の割れ目が多いが、断層の付近では、70。以上の高角度の割れ目が認

められる。

2）断層の状況
　本孔の割れ目のうち、断層粘土を伴うなどの、明確な断層は、以下の通りである。

全て、土岐花闘岩内である。

　194，56mabh～194．86mabhの断層は、30cmにわたって断層粘土となっており、緑泥

石を多く含む。

　196．45mabh～197，30mabhの断層は、85cmにわたって断層粘土となっている。緑泥

石および花崩岩に由来する結晶粒と岩片に富む。209．75mabh～210，10m＆bhの断層は、
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35cmにわたって緑泥石に富む縞状の断層粘土となっている。

　279．Ol　mabh～280．80mabhの断層は、179cmにわたって、緑泥石、粘土、方解石、

ガウジおよび岩片となっている。その付近の岩芯は概ね礫状で、割れ目に沿って緑泥

石と方解石が付着する。

　332．69mabh～332．72mabhの断層は小規模で、傾斜∠75。、幅3cmの断層ガウジが

認められる。

　337．80mabh～338．12mabhの断層は、傾斜∠65。で、幅32cmにわたって緑泥石、白

色粘土、方解石および岩片が充填している。

　340．65mabh～340．75mabhの断層は、傾斜∠65。、幅10cmの緑泥石と白色粘土が充

填している。

　341．96mabh～342．07mabhの断層は、幅11cmにわたって緑泥石、白色粘土および岩

片が充填する。下部で岩芯採取が困難な箇所があった。

　342．97mabh～343．04mabhの断層は、幅7cm間に緑泥石と粘土が充填している。

　350．64mabh～351．11mabhの断層は、幅47cmにわたって、ガウジが充填する．その

下方で岩芯採取が困難な箇所があった。

　363．26mabh～363．44mabhの断層は傾斜∠60ロで、幅18cmにわたって緑泥石、粘土

および岩片が充填する。下方で岩芯採取が困難となった。掘削中、湧水が増加する傾

向が認められた。

　383．29mabh～384．52mabhの断層は、幅23cmにわたって岩片が充填している。

　456．40mabh～456．63ma舳の断層は、幅23cmにわたって緑泥石と方解石が充填する。

　467．35mabh～469．90mabhの断層は幅55cmにわたって粘土、緑泥石および岩片が充

填する。同断層の上盤側に、右より時計回りに155。の条線が認められる。下盤側は

岩質が脆い。

　597．90mabh～598．57mabhの断層は、傾斜が∠65～70。、幅67cmで、粗砂状砕屑物

と緑泥石が充填する。

　619．64mabh～620．11mabhの断層は、傾斜が∠70。、幅47cmで、緑泥石、粘土、岩

片が充填する。下盤側に、右より時計回りに110。の条線が観察される。

　705．44mabh～705．52mabhの断層は、幅8cmで砕屑物が充填する。傾斜は∠20～35。

である。

3〉割れ目の状況

　瑞浪層群のうち、土岐爽炭累層の上部では、低角度ながら条線を伴う割れ目が多い。

亜炭の薄層を伴い、滑りやすいことによると考えられる。斜めずれ（右ずれ正断層ま

たは左ずれ逆断層）のセンスをもつものが多いが一定しない。主要な断層以外の割れ

目について、以下の述べる。

　花筒岩（土岐花闘岩、168．82mabh以深）では、172．1mabh～214．94mabhは脆く、

岩芯は断続的に礫状に破砕され、一部は流失している。また、180mabh以深で、掘削

中に湧水が増加した。194．56mabh～194．86mabhと196．45mabh～197．30mabhの断層
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の下の、206．O　mabh～206．3mabhは、粘土質で緑泥石に富む。209，75mabh～210．10mabh

は、緑泥石に富む縞状の断層粘土が認められ、225mabh前後の花岡岩は、一度破砕さ

れ固結したマイロナイト様を呈す。276・O　mabh～276．5mabhは、岩芯が礫状に破砕さ

れる。割れ目表面には方解石と緑泥石が付着する。

　280．80mabhの断層の付近の岩芯は概ね礫状で、割れ目に沿って緑泥石と方解石が付

着する。284．80mabh～284．90mabhも、変質が強く（粘土，緑泥石，方解石）、破砕

されており、断層と推定される。292．l　mabh付近で湧水増加し、同深度付近のコアロ

ス部は断層などの割れ目と推定される。

　332．69mabhの小断層の下の、335．00mabh～335．20mabhは、破砕帯となっている。

340．65mabh～340．75mabhの断層の下の、341、81mabhから150mm以上にわたって断

裂帯または断層があり、傾斜∠35。、幅150mm以上で緑泥石，白色粘士および岩片

が充填する。342．97mabh～343．04mabhに断層があり、傾斜∠40。、幅90mm、緑泥

石と粘土が充填する。345．74mabhと34657mabhに、小断層があり、いずれも傾斜が

∠6ぴ、幅く1mmで、緑泥石と粘土が充填する。350．64mabhに、断層があり、傾斜

は∠65。で、幅＞6mm、ガウジが充填する。350．70mabhに小断層があり、傾斜∠50。、

幅＞10㎜で、ガウジが充填する。355．06mabh～355．52mabhと355．93mabh～357．09

mabhで、岩芯が礫状をなし、断層の可能性がある。

　363．26mabhの断層の下方では、404．50mabh～404．87mabhのコアロス部は付近で緑

泥石が網状をなし、断層と推定される。

　436mabh以深で、割れ目が少なくなり、岩芯はほぼ棒状をなす。ただし、460．49mabh

の割れ目を中心に緑泥石が生成し、その付近を掘進中に湧水の増加傾向が窺われた。

　467．35mabh～469．90mabhの断層の下盤側は岩質が脆くなる。518mabh～520mabh

間の割れ目に、黄鉄鉱を伴う。559．80mabh～560．00mabhで割れ目が集中し、掘進中

に湧水量が31£！min分から38鮮min分に増加した。

　597．90mabh～598、57mabhの断層の下で割れ目が増え、61L57mabh～612．22mabh

間で、傾斜600程度の割れ目が数cm間隔で平行して分布し、節理様を呈す。615．92

mabh～616．〔）8mabhで岩芯が礫状で、割れ目に緑泥石が生成する。616．67mabh～616．82

mabhのコアロス部は、断層と推定される。その下で、断続的に岩芯が礫状をなす。

619．64mabh～620．11mabhの断層の下の656．33mabh～657．77mabhでは、花闘岩はカ

タクラスチックに破断され、緑泥石化を受けている。

　667mabh付近以深の害Ilれ目は、近傍で緑泥石化がみられ、斜めずれ（左ずれ正断層、

または、右ずれ逆断層）のセンスの条線がみられる。

　705．44mabh～70552mabhで、砕屑物が充填され、断層と考えられる。

　705．79mabh以深では断続的に、花闘岩がカタクラスチックに破断され、緑泥石化を

受けている。
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3）割れ目密度
　本孔における割れ目密度（本／m）の頻度分布を、表3．2，4と図3．2．6に示す。

　割れ目密度が0本／mの区間は、4．2％と、極めて少ない。

表3．2．4　岩芯の割れ目密度と出現頻度および全岩に対する割合

割れ目密度（本／m） 頻度 割合（％）

0 28
4．2

1～4 278
42．2

5～9
277

42．0

10～14 73
11．1

15～ 3 0．5

300

200

畦

100

。、｝翻＿㎜

　　　0 1～4 5～9

騒、

10～14 15～

図3．2．6　岩芯の割れ目密度と出現頻度

3．2．7　岩盤ゾーン区分

　本孔の岩芯について、岩相，RQD，割れ目密度，岩盤等級等の関係を考察するため

に、岩盤ゾーン区分を実施した。図3．2．7に、岩相区分および岩盤区分を示す。

　岩盤ゾーン区分において、本孔の岩盤（岩芯）は、以下の12ゾーンに区分される。

①　50．29mabh～157．45mabh：堆積岩主部

　瑞浪層群のうち、最下部の土岐來炭累層の基底礫岩を除いた、砂岩，凝灰岩などの

堆積岩類。割れ目は少なくRQDは高いが、軟質で、岩盤等級は低い。変質は上部で弱

いが下部にいくほど強くなる。
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図3．2．7　DH－12号孔　岩相区分および岩盤区分（1／5000）
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②157，45mabh～168．82mabhl堆積岩基底部

　瑞浪層群最下底部の、土岐爽炭累層の基底礫岩部。礫状部が多いので、割れ目本数

は必ずしも多くないが、RQDと岩盤等級はともに低い。風化が若干みられる。

③　168．82mabh～214．O　mabh：風化・断層帯

　土岐花南岩最上部。弱い風化がみられるが、むしろ、数本の断層によって、岩質が

劣化している。RQDと岩盤等級は極めて低い。変質が強い。

④214．Omabh～280．Omabhl割れ目帯
　上の第2帯に準じて岩質が悪く、RQDと岩盤等級が低い。変質は比較的弱い。

⑤　280．O　mabh～372．O　mabh：断層帯

　数本の断層によって、岩盤が劣化している。礫状をなす。RQDと岩盤等級が低く、

変質はやや強い。

⑥　372．O　mabh～400．O　mabh：準健岩部

　比較的岩質が良好で、RQDと岩盤等級はやや高い。変質は上の第5帯と同程度であ
る。

⑦400，0mabh～436．Omabhl割れ目帯
　岩質が悪く、RQDと岩盤等級が低い。変質も強い。小断裂が多い。

⑧　436，0mabh～467，35．O　mabh二健岩部

　岩質が良好でRQDと岩盤等級が高い。変質は上部で弱いが、下の断層に向かって強

くなる。

⑨　467、35mabh～484．O　mabh：断層帯

　467．35mabh～469．90mabhの断層に伴い、岩盤が劣化した帯。断層は粘土、緑泥石

および岩片が充填。RQDと岩盤等級が低い。変質も強い。上盤側ではカリ長石の赤み

が強い。下盤側は岩質が脆い。

⑩484．Omabh～595．Omabh＝健岩部

　岩質が良好でRQDと岩盤等級が高い。変質は上部でやや強いが、下部では弱い。

⑪595．Omabh～612，0mabh＝断層帯

　主として597．90mabh～598．57mabhの断層と619．64mabh～620．11mabhの断層に

伴い、岩質が劣化した帯。RQDと岩盤等級が低い。変質も強い。
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⑫612．Omabh～715．82mabh：割れ目帯

　岩質が、上の第11帯に準じて悪く、RQDと岩盤等級が低い。変質は概ね弱いが孔底

部で強い。下部では断続的にカタクラスチックに破断され、緑泥石化がみられる。
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4．岩芯室内試験



4．　岩芯室内試験

4．1　作業概要

岩芯室内試験は、土岐花闘岩について、岩石薄片作成（研磨薄片），同観察，同モ

ード測定，X線回折および全岩組成分析を実施した。試験試料の選定・採取にあたっ

ては、核燃料サイクル開発機構と十分に協議し、同機構立会いのもとに採取した。採

取した試料は縦に半割りにして、片方は岩芯箱に残した。

　顕微鏡観察に供した試料は、DH－12孔では27個で、全岩分析のうちX　R　D分析試

料の近傍とした。原則としてその付近を代表する岩石試料である。採取した試料から

岩石薄片（両面研磨片）を作成し、偏光顕微鏡および反射顕微鏡で観察した。それぞ

れの試料ごとの岩相を特徴づける部分の写真撮影を行い、また鉱物脈や破砕組織など

の特徴的な組織がある場合にも、写真撮影を実施した。偏光顕微鏡では、鉱物の種類・

量比，組織および変質などを観察した。反射顕微鏡では、単ニコルおよび直交ニコル

により、不透明鉱物（磁鉄鉱，チタン鉄鉱，黄鉄鉱および赤鉄鉱など）を観察し、花

闘岩類の生成過程などの考察に役立てた。

　また、各薄片1枚ごとに、ポイントカウンターを用いて、3，000点以上のモード測定

を実施した。造岩鉱物の量比，花闘岩類では特に石英，アルカリ長石および斜長石の

量比から、岩石名を判定した。判定は、国際地質連合火成岩分類委員会（IUGS）によ

る区分に従って実施した。

　X線回折に供した試料は、DH－12号孔では13試料である。風化・変質部および割れ

目を充填する物質を含む試料等を対象とした。試料は、クラッシャーおよびめのう乳

鉢で、4μm以下に粉砕して、試験に供した。無定方位試料については、以下の測定

条件で実施した。

X線回折
対　　　陰
フ　　イ　　ノレ

管　　　電

管　　　電

装

タ

置・………・理学電機㈱ガイガーフレックス2078型

極………・℃u
一一ら一9一一・Ni

圧……一…30kV
流…・…ψ…15mA

カウントフルスケール…一……2，000cps

時　　定　　数一………1sec
デイバージェンス

　　　　　スリット嘗一一一一一1。

スキャッタースリット………一1。

レシービングスリット………一〇．3皿m

走査速度・・………2。／min
走査範囲…一……2θ＝2c～40D

さらに、粘土鉱物が認められるものについては必要に応じて、〈2μmの粒子を抽
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出し、水簸処理試料および薬品処理試料を作成し、再度X線回折試験を実施した。水

簸処理試料および薬品処理試料の測定条件は、X線回折装置，対陰極，フィルター，

管電圧，管電流，各スリットは無定方位試料と同様で、カウントフルスケールは、各

試料ごとに、最大ピークが、できるだけチャートの上端を振り切れない程度に高くな

るように設定した。走査範囲は2θ＝2。～20。とした。

　薬品処理の種類は、原則として以下のとおりとした。

・　無定方位試料で12．3。前後（CuKα＝2θ）のピークがあるものは、緑泥石かカオ

　リン鉱物かを識別することを目的として、塩酸処理を実施した。

・　無定方位試料で約プ～8．8“前後（CuKα＝2θ）のピークがあるものは、雲母鉱

　物の有無・性状および混合層粘土鉱物の有無・性状や相対的量比の検討に供するこ

　とを目的として、加熱処理を実施した。

・　無定方位試料で約6。前後（CuKα12θ〉のピークがあるものは、スメクタイト

　の有無・性状および混合層粘土鉱物の有無・性状の検討に供することを目的として、

　エチレングリコール処理を実施した。

　これらの薬品処理試料の実施あたっては、核燃料サイクル開発機構と打ち合わせて

試料を選定した。

　定量にあたっては、X線同折チャートで検出された鉱物を、石英指数を用いて相対

的量比で表した。石英指数は出現鉱物の最強X線強度を100とした百分率で表したも

ので、第1ピークがスケールアウトする場合には、第2ピークから第1ピークの強度

を推定した。主要鉱物の使用ピークを以下に示す。

鉱　物　名

石英

斜長石

曹長石

カリ長石

セリサイト

緑泥石

スメクタイト

d（A）

　3．33

（4．27）

　3．20

（4．04）

　3．21

（4．04）

　3．24

（3．00）

　8．7

（5．04）

　7．19

（4．77）

15．2

（19．7）

2θ（。）

26．7
（20．75）

27．9
（2．20）

　2．78

（2，20）

27．5

（29．7）

　9．93

（17．5）

12．3

（18．6）

　5．8

（4．50）
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カオリン
〔カオリナイト〉

7．18 （12．3－4）

黄鉄鉱　　　　　　2．71　　33．0

（　〉は第2ピークの格子定数（d：A）と回折角（2θ⇒

　全岩化学組成分析は、DH－12号孔では、岩石薄片（研磨薄片）試料と同じ27試料に

ついて主成分（SiO2，TiO2，A】203，Fe203，MnO，MgO，CaO，Na20，K20，P205）

を分析した。分析は岩石試料500～1000gを乾燥し、粉砕機で200メッシュまで粉砕し、

更にめのう乳鉢で微粉にした後、XRF（蛍光X線分析）で実施した。試料L　Ogに、

テトラ棚酸リチウム9．Ogを混合し、炉内にて1100。Cで溶融し、ガラス円盤に付着

させ、X線を照射した。

　主成分と同一の試料について、FeOとH20　（H20＋とH20’〉を分析した。FeOの分

析は過マンガン酸カリウム滴定法で実施した。H20については、強制乾燥および自然

乾燥で実施した。

　また、DH－12号孔では45試料にっいては、Th（トリウム）とU（ウラン）を分析し

た。分析は、ICP－MS（高周波誘導プラズマ質量分析、分析機＝セイコーインスツル

メント㈱SPQgooo）を用いた。岩石試料を全分解し、ICP－MS分析に供した。

　なお、これらの全岩化学組成分析は、地質調査所が頒布する花嵩岩標準試料（JG－Ia、

群馬県勢多郡東村大字沢入産）の分析を分析項目ごとに最低1回実施し、全岩組成分

析結果が推奨値（平均値）の信頼区間95％以内にあることを確認した。

4．2　試験結果

4．2，1　岩石薄片作成
　岩石薄片（研磨薄片）試料は、全岩分析（X　R　F）試料とともに、原則として、30

～50cmの岩芯試料を採取し、その上端部で薄片を作成した。斜長石やカリ長石のや

や大きな斑晶が認められるので、モード測定の際のバラツキを極力抑えるために、大

きめ（3cm×2cm以上）に研磨薄片を作成した。

4．2．2　顕微鏡観察

　岩石薄片（研磨薄片〉の観察結果を、表4．2．1に示す。モード測定の結果を表4．2．2

に、同結果に基づいたDH－12号孔の花商岩類の分類を図4，2．1にそれぞれ示す。モー

ド測定結果と深度との関係を、図4．2，2に示す。
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－1

ゆ

表4．2．1岩看薄片観察結果

ND． 採取深度 層　序 変質度 岩　石　指
　岩石組織等（斑晶／石基，他〕 構　　成　　鉱　　物

Pl P 伽3 9ヱ
Kf 且u Hy Ho Bi Sm 〔h 58 Cじ Ep Ah Ph G 醐t u AP ZE Ii団 Py

1 181．oo　　　m 」二岐花扇岩（碁盤岩1 3 黒雲母花闇岩 巾粧等粒状組織 3 4 刈 3 2 3 1 L

2 190．5u　　　m t岐花髄岩〔基盤岩〕 3 黒蜜母石英閃長志 中粒等粒状組織 4 2 4 3 2 2 2 し ヒ 2 1

3 一田，呂o　　　皿 土岐花髄岩〔基盤岩〕 2 黒雲母花閥岩 中粒等わ状組織 1 引 2 1 3 2 2 2 2 1 1 1 2 1

哩 2引．80　　1” 士岐花商岩（基盤岩1 2 百英モンゾニ滑 中粒等粒状組織 α
f』 4 3 2 2 2 L 1

5 272，50　　　m 土岐花嵐岩〔基盤岩1 1 黒雲母花岡岩 中粒等粒状組糠 4 4 2 4 3 2 2 2 L 2 1 L 1

5 301．05　　　m 」L岐花聞岩億盤廿1 ビ 黒叢母花脚岩 中粒等粒状組織 弓 4 4 3 2 2 2 1 1 1

7 330．3G　　　m 1岐花岡岩〔基盤岩〕 1 甲蓋母花岡岩 甲粒等粒状組織 4 弓 4 3 2 2 2 2 1 2 1

5 569．δu　　　m 十岐花圏岩（基盤鋤 1 黒霊母花腐岩 粗粒等粒状組織 弓 4 弓 3 口 1 塾 2 1

9 385，0⇔　　　田 士岐花岡岩（基盤剴 2 黒雲母花商岩 粗粒等粒状組織 4 4 4 3 2 2 2 2 1 2 】 1

】ゆ 406．50　　　田 土岐花尚岩〔基盤岩1 ［ 石英モンゾニ岩 粗粒等特状組織 ¢ 4 4 5 2 2 監 2 1 1

1L 4LO，2q　　　田 土岐花高岩（基盤岩1 2 黒雲母花商岩 粗粒等粒状組織 4 4 4 」 z 2 2 2 2 1 2 1 1

】2 県20．OO　　　Iロ 土岐花嵐岩〔基盤岩〕 1 黒雲母花嵐岩 柑粒等粒状組織 4 4 2 ‘1

呂 z 2 2 2 2 1 z 1 1

13 435，m　　　lロ 土岐花観岩（基盤岩1 1 黒雲母花廟岩 粗粒等粒状組織 喋 4 4 3 2 z と 1 2 1 L

14
妬0、OO　　田 ±岐花簡岩（琶盤廿1 2 黒震丹花岡岩 粗粒等粒状組織 4 4 4 3 2 3 2 2 2 1

15 4ら5．OD　　　m 土岐花嵐岩〔基盤岩〕 1 黒震母花闇岩 粗槻等粒状組織 4 4 4 3 2 2 2 1 2 】 1

16 479．70　　　m Il岐花嶺岩〔舐盤岩1 1 聖玉母花岡岩 粗粒等粒状組職 尋 4 4 3 ま 塵 1 1 2 ＝ 1

17 佃3．70　　　m Il岐’卜簡岩（裁盤岩〕 旦 愚』ま母花脚岩 粗粒等粒状組織 4 4 4 3 2 2 2 1 2 萱 聖

18 504．lo　　　m †二岐花闇岩（基盤岩1 2 黒蜜け花曲岩 粗粒等粒状組 織 4 4 4 3 2 2 2 2 2 1 駆

E9 5亘o．oo　　　田 土岐花蘭岩〔基盤岩1 1 黒雲母花閥岩 中粒等粒状組繊 3 重 4 呈 3 2 2 2 1 2 1 1

20 536．OD　　　田 土岐花岡岩（基盤岩1 1 黒雲母花簡岩 ［肺等粒状組幟 3 4 4 2 誠 2 2 2 】 2 1 1

21
502．OD　　m 土岐花喬岩（晶盤岩タ 1 黒璽母花岡岩 中粒等粒状組繊 」 4 4 2 3 1 E 1 巳 E L

22
594、oo　　田 ±岐花崩岩〔基盤岩1 1 黒翼母花岡岩 中拉等粒状組織 4 篭 4 2 3 1 1 E 】 1 2 L L

23 6楓．oo　　　m ⊥岐花函堵〔基盤料1 L 黒雲母花醐岩 中粒等粒状組職 1 4 4 3 L 1 】 1 2 1 1

2・1 631、50　　　m L岐花嵐岩〔舐盤岩1 2 黒叢け花商岩 中粒等粒状組織 3 4 4 3 L 1 ｝ 2 ［ ：

25 bり3、とo　　田 十岐花融岩〔基盤岩） ヨ 黒蜜母花島岩 中粒等齢払組織 喧 4 4 2 3 2 2 2 2 1 2 1 1

20 690．OD　　l悶 土岐花蘭岩〔晶盤岩1 3 黒婁母花禺告 中粒等粒状組織 4 4 4 」 2 ビ 2 と 1 1

27 7σ9．OD　　田 土岐花農岩（基盤君1 2 黒雲母花岡岩 中檀導粒状組織 3 4 4 3 3 2 3 匠 2

トLり1；母変賞度

　　　亘本麦質㌔虫食い状およぴ刮れ　．｝いの嚢1

　　　2マ　イ　ク鉱駒の　弼が全　 象聾

　　　ユマ　 イ　ク瓢物の人fか1争　　瓜質、フ L’レ

　　　　ゲ　ノク鉱物の　　鴻力臼’』　£質

　　　墓．マフイ　　 翫物1よ艘r　　計

　　　　泓物の人　1も　　由五質　 系の識場1　能

　　　5A －Ll蛮質L、㌧乙十』’【　卜脆

b｝

桑

3
2
1

量比　　 c〕購成紘物

多量　　PQz石英【稠生 I　　　Au普函蝉石
中　重　　　 s　qz　石英【二次，　　　　　Hy　紫麻卑石
少　量　　　 K　F　　　ノ民石　　　　　　　Ho　普頑角閃石
徴量　　 PI　　斜k石　　　　　 B証　黒雲世

推定　　　C　　　α クリストバライトMu　自雲吋
こ変覧 1こより不F　T　　　　トリディマイト　　　　01　カンァ／石
　　　　　　G　　　　　ガラ義

Sm　入メクターでト
Mi耳混含層絋物
C　h　練泥石
s　絹婁母
C　　方解石
D　o　ドロマイト

H　a

K自

P　h

A　I

A　h

G　y

Z　e

M　d

L　m
w“

〆、ロイヨ トイト

カオリン
ノミイコフィライト
閉　　　石

硬石脅
石舞

沸石
七レテドr吐串石

濁沸石
ワイラン沸石

E　p

D　l

A　b
P　r

M【
11
Z　r

Mτ
H　e

Pソ

L　l

A　p

縁レン石
ダイア入ボア
曹虻ヂ
ー　トウ石

磁鉱鉱
ブ　ン罫駄
　　コ〆
磁紘砿
赤鉄泓

黄紅L
喝鉄翫
鱗灰石

Aln渇レ1／石



表4．2．2 モード測定結果（DH－12号孔）
（1）

No．

深度（mabh〉

石英 カリ長有 斜長石 黒霊母 普通角閃看 褐れん石 ジルコン 不透F鉱物 そo）他　　計

1 181．00

1161 1091 550 27 0 0 0 O　　3｛）72

37．79％ 35．51％ 17．9〔》％ 呂79鴨 〔卜．‘｝o％ o．o｛）％ 0．00％ 0．00％

　　　　ヒ0，0D％i　lOO．00％

2 190．50

24
1呂53

995 且09 6 lo 14 o 3　　　30且4

0．80％ 61．48％ 33．Ol％ 3．62侃 P o．20％ 0．33％ o．46％ 0．00％

　　　　lO、1D％　且OO、DO％

3 218．20
騨48 】329

683 HO 6 3 o 匪713。96

30．62％ 42．93％ 22．06％ 3．55％ 〔》，19％ 0．10％ 0．00％ 〔｝．oo％ 0．55％ 100．〔K陽

4 241 ．80

456 115U 1196 且92 0 14 8 7 30ヱ3

15．08％ 38．04％ 39．56％ 6．35％ e．00％ o．46％ o、〔レG％ ひ，26％ 0，23脇 100．＠0佛

5 272．50

892 964
9［9

231 2 0 o 1 30】s

29．56％ 31．94％ 3〔｝．45鴨 7．65％ 0．07％ Ω．o〔隔 o．30％ 〔レ．i）o％ o．03％ 1αo、DO％

6 301．05

871 1113 997 287 0 0 6 4 3278

26．57％ 33．95％ 3D．41％ 8、76佛 0．00％ 0．00％ 0．00％ 0．18％ 0，12循 100．00％

7 330．3

IO86 791 919 207 2 0 lo 6 3021

35．95％ 26．18％ 3〔）．42％ 6．呂5％ （〕．07％ O．1レ0騙 0．33％ 0．｛ぬ％ 0、20腸 100．00％

8 369．80

748
92フ

1261 n こ ‘ o 〔 3〔レ50

24．52％ 30．39％ 41．34佛 3．74％ 0．00％ 0．00％ 0．00％ 0．00％ o．oo％ 10D．00呪

9 385．00
且055

106Z
7ユ6 且73 5 I　I 2 o 5 3〔）39

34．72％ 34．95馬 23．89％ 5．69％ 0．16％ ｛〕、36％ 〔レ．07％ ‘｝．oo％ 0．16％ 塵｛）Q．oo％

10
406．50

634 1143 122 228 0 13 o 0 13 3255

19．4s％ 35．12鴨 37．60％ 7．00％ 0．00％ 0．40％ 0．00％ 0．OD％ 0．40％ 且00．00％

11 410．20
l　l25 775 931 192 5 1 畳 0 17 3056

36．81％ 25．36％ 30．46％ 6．28％ 0．】6％ o．33肪 O．03％ 0．00乾 0．56恥 100．00％

12
420．00

739 734 1427 旦49 6 2 5 0 4 3066

24．lo％ 23．94％ 46．54％ 4．86％ O．20％ 0．07％ 0．16％ 0．00％ 0．13％ 100．DO％

13
435．60

1011 726 1205 123 6 2　　　　　5 o o 3078

32．35％ 23．59％ 39．15％ 4．00％ 0．且9％ D．06％ 〔）．16佛 0．00％ 0．00％ 】〔レo、o［｝％

14
450．0

［559 59名
741 114 ｛， 0 0 4 6 3022

51．59％ 19．79％ 24．52働 3．77％ 0．00％ 0．00％ 0．OD％ 0．i3％ 0．20％ 】00．00％

15
465．00

1261 59 970 169 2 6 3 D 2 3021

41．74％ 吐9、53％ 32．且1％ 5．59％ O．07脇 0．20％ 0．10％ 0．00％ 0．66％ 10D．00％

16
479．70

且026　　　呂3
954 205 2 5 3 0 10 3035

　　　　　…33、呂囲　27．35％

3】．43％ 6．75％ 0．07％、 0．16％ 0．10％ 0．OD％ 0．33％ 100．00％

上段は個数，下段は組成を示す。
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表4．2．2 モード測定結果（DH－12号孔）

（2）

No．

深度（mabh）

石英 カリ長石 斜長石 黒雲母 普通角賦石 褐れん石 ジノレコン 下透明鉱物 その他 計

17 493．70

893 1167 758 174 5 9 6 1艮 U 3034

29．43％ 38．46％ 24．98％ 5．74％ o．16％ 0．30％ 0．20％ 0．36％ 0．36％ 100．〔K〕％

18
504．1

96S lo21 941 120 o 4 0 o 0 3054

31．70働 33．43％ 30．81％ 3．93％ 〔｝，00％ n．13％ 0．OD％ 0．00％ 0．00％ ［00．DO％

19
516．00

855 H33 771 166 6 3 3 lo 7 2954

29．94％ 38．35％ 26．10％ 5．62％ O．20％ 0．1D％ 〔｝，10％ 0．34％ 0．24％ 100．00％

20
536．00

H83 909 787 16置 6 2 2 2 14 3066

3呂．5呂％ 29．65佛 25．67％ 5．25％ O．20％ O．07％ O．07％ 〔レ．07％ 0．46乾 Ioo．oo脇

21
562．00

呂56
1036 943 214 且フ 5 4 14 3090

27，70脇 33，53脇 3〔）．52傷 6．93％ 0．55％ O．03％ O．16％ 0．13％ 臼．45％ 】oo．oo％

22 584．00

1525 629 763 Io 2 7 6 5 Io 3048

50．03％ 20．64％ 25．03肱 3．3【％ 0．07％ 0．23％ 0．20％ 0．16％ 0．33優 一 100．0〔｝％

23 604．00

1007 882
且083

83 1 6 5 9 3085

32．64％ 28．59％ ∋5．［1艦 2．69％ 0、DO腸 0．32％ 0．19％ 0．16％ 0．29％ 100．00％

24
631．5

1173 82 942 91 5 11 16 6 フ 3073

38．17％ 26．72％ 30．65％ 2．卯％ O．且6％ 0．36％ 0．52縣 0．20％ 0．23％ 10e．00％

25
663．20

1262 759 呂96
78 0 9 6 4 3015

4聖．86％ 25．17％ 29．72腸 2．59騰 0．00％ 0．D3％ 0．30％ 0．20％ 0．13％ 10〔》，00％

26
690．00

915 96S 868 250 4 2 且 9 且3 3030

30．20％ 31．95％ 28．65％ 8．25％ o．B％ 0．σ7％ O．03％ o．30％ O．43％ 100．｛）O％

27
709．00

1io5 870 842 184 12 5 19 9 3046

36．28％ 28．56働 ユ7．64％ 6．04％ O．00％ 0．39肱 0．且6％ 0．62腸 0．30％ 10〔》，00％

上段は個数，下段は組成を示す。
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観察は主として、偏光顕微鏡を用い、不透明鉱物の鑑定には反射顕微鏡を用いた。造

岩鉱物，副成分鉱物および変質鉱物の種類，量比および産状、岩石の組織などを観察

した。

　大部分の試料は、モード測定によって得られた組成等から判断して、中粒（一部粗

粒）の黒雲母花岡岩で、一部はモンゾニ岩や花闘閃緑岩などの組成を示す。

　造岩鉱物の大半は、石英，カリ長石，斜長石で、普遍的に黒雲母を伴う。普通角閃

石を伴うことがある。副成分として一般に褐レン石および鉄鉱物を含み、時にジルコ

ンと燐灰石を伴う。変質鉱物は、一般に緑泥石と緑レン石が生成しており、絹雲母，

スメクタイト，方解石などを伴うことがある。

　168．82mabh～358．04mabhの、肉眼鑑定で中粒黒雲母花闘岩の試料は、鏡下でも大

部分は中粒黒雲母花闘岩の組成を示し、半自形等粒状組織を示す。主成分鉱物は多い

順に、カリ長石，石英，斜長石，黒雲母と鉄鉱物からなる。カリ長石は斜長石より多

く、パーサイト組織が観察される。斜長石はソーシュライト化している。鉄鉱物は微

量で、主として磁鉄鉱であるが、黄鉄鉱やチタン鉄鉱も認められる。変質の程度は低

い場合が多い。

　ただし、断層直上の190．50mabhの試料は、変質と岩質が特異である。閃長岩質～

モンゾニ岩質の組成を示す。石英と黒雲母が少なく、長石類の集積部またはオートリ

スの影響を受けた部分と考えられる。岩石が固結した後、近傍の断層の影響で黒雲母

や褐れん石が変質を受け、カリ長看や斜長石の一部はソーシュライト（緑れん石，斜

ゆうれん石，パンペリー石，緑泥石，曹長石などの微細な鉱物集合体）に変質してい

る。

　358．04mabh～505．00mabhの、肉眼観察で粗粒黒雲母花闘岩の部分は、鏡下では、

中粒（径5mm以下）の石英が多い。ただし、概して斜長石がカリ長石よりも多くな

り、岩質的な差異がみられる。変質は概して弱い。

　505．00mabh～715，82mabhの、肉眼観察で中粒黒雲母花闘岩の部分は、浅部と同様

に、鏡下でも　中粒黒雲母花闘岩の組成を示すが、稀に普通角閃石を伴うことがある。

概して変質の程度は低いが、663，20mabhの中粒黒雲母花崩岩は、変質の程度はやや高

く、少量の緑泥石，緑れん石やソーシュライトが生成している。

　反射顕微鏡観察結果を表4．2．3に示す。本孔ではほとんどの部分で、磁鉄鉱がチタ

ン鉄鉱より多い。黄鉄鉱は変質部や破砕部で観察されるが、健岩部では極めて少ない。
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表4．2．3　反射顕微鏡観察結果（その1）

通し番号

深度（mabh） 不透明鉱物 備　　　考

1 181．00 Mt＞＞Py Pyはクラックを充填。

2 190．50 Py・Mar

不透明鉱物が非常に少ない。Pyは他形でクラック中。　Marはプール状で、多色性・異方性ともに明瞭。

3 2】8．20 Mt〉＞Py Pyはクラックを充填。

4 241．80 Mt＞1］〉〉Py

Mtは自形～半自形、粒状。Ilは他形・粒状。Pyはクラック中で他形。

5 272．50 Mt・Il〉＞Py

Mtは自形で粒問に存在。】】は他形～半臼形で黒雲母中に存在。Pyは自形～他形。

6 301．05 Mt〉＞ll＞Py Hは自形・柱状。Pyは粒状。

7 330．30 Mt・ll〉〉Py

翫は自形，llは他形～半自形で黒雲母に伴う。Pyは他形でクラックや斜長石の孔隙中．

8 369．80 ML〉〉Py Pyは粒状。

9 385．00 Mt＞川〉Py

Mtは自形～半自形。目は他形で黒雲母に接する。Pyはプール状に極微量生成。

10
406．50 Mt〉ll〉＞Py Pyはクラックを充填。

且 410．20
Il 不透明鉱物は非常に少ない。Ilは半自形。

12
420．00 Py〉ll

13
435．60 Il＞Py Ilは自形～他形・柱状。Pyは自形。

14
450．00 Mし＞〉Py Pyは粒状。

Mt：磁鉄鉱　　Il：チタン鉄鉱　　Pyl黄鉄鉱　　Cp：黄銅鉱　　Hm：赤鉄鉱　　Mar：自鉄鉱
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表4．2．3　反射顕微鏡観察結果（その2）

通し番号

深度（mabh） 不透明鉱物 備　　　考

15
465．00 1］〉Mt

Ilは他形で黒雲母に伴う。Mtは他形（異方性も内部反射も認められず）。

16
479．70 Mt・ll＞＞Py

Mtは自形～他形（一部Ilが離溶）で、粒問または黒雲母に包有される。Ilは他形。

17
493．70

Mt
Mtは白形～他形・短～長柱状。

18
504．10 肌＞〉Hm Mtは他形・粒状。Mtの一部をHmが交代。

19
516．OO il＞Mt？ nは自形～他形。Mt？は微粒で、黒雲母に包有される。

20
536．00 肌＞11＞＞Py

Mtは自形～他形・粒状。Ilは他形～半白形・柱状。Pyは自形。

21
562．00 Mt〉1〕 Mtは自形～他形、粒状。Ilは他形。

22
584．00 Mt＞］1 Mtは自形～他形、粒状。Ilは他形。

23
604．00 Mt・ll＞＞Py

Mtは自形～他形、粒状。Ilは他形．Pyはクラック中で他形。変質した長看中で自形。

24
631．50 Mt・ll＞Hm

Mtは自形～他形・粒状．一部周囲が1［m化。11は他形、しばしば黒雲母に包有される。

25
663．20 Mt・11＞＞Py

Mtは自形～他形、粒状。Ilは他形で黒雲母と共生。Pyは微細クラック中およびプール状に集合．

26
690．00 Mt＞ll

Mtは自形～他形、粒状。Ilは他形、ときに長柱状。Pyは自形～他形、プール状。

27
709．00 Mt・ll＞＞Py

ltは自形～他形、粒状。Ilは他形，しばしば黒雲母に包有される。Pyは自形。

Mt＝磁鉄鉱　【Lチタン鉄鉱　Py：黄鉄鉱　Cp：黄銅鉱　Hm：赤鉄鉱　　Marl内鉄鉱
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4，2．3　X線回折
　粉末X線回折試験には、変質帯や割れ目帯の性状を知るために、断裂の充填物また

は変質部から試料を採取し、試験に供した。試験試料一覧を以下に示す。

No． 深度 摘　要

1 196．5mabh 196，45皿abh～（コアロス）、断層粘土。結晶片と岩片を含む。

2 209．9mabh 209．75mabh～（コアロス）、断層粘土、緑泥石が多い。

3

　　　mabh280．7

4 338．0皿abh 337．80～338．12mabh　l断層粘二1二．緑泥石，方解石，岩片を伴う。

5 363．4mabh 363．26mabh～（コアロス）　断層粘土．結晶粒を伴う。

6 410，0mabh 断裂集中帯。肉眼観察では変質は弱い。

7

　　　mabh467．5

8 499．9mabh 主として割れ目に沿って緑泥石化変質。

9 598．3mabh 597．90mabh～598．57mabh、断層。粗砂状砕屑物と緑泥石が充填。

10
616．O　mabh 614．92mabh～616．08mabh、岩芯が礫状。　割れ目に緑泥石が生成。

11

　　　mabh619．8

12
666，9mabh 割れ目に沿って緑泥石化。

13
714、2mabh カタクラスチックに破断され、緑泥石化を受ける。

試験結果を表4．2．4に示す。バルクチャートでは、6。付近のスメクタイトのピーク

が、緑泥石のピークと重複するなどの理由で判定困難でも、水簸・薬品処理を行うこ

とによって、識別できる場合がある。

　同定の結果、試験試料はほぼ普遍的に緑泥石を伴う。断層粘土は、緑泥石と絹雲母

のほかにスメクタイトを伴うが、比較的小規模な断裂では、内部に緑泥石と絹雲母ま

たは緑泥石のみが認められる。
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表4．2。4　X線回折結果一覧表
DH－12

恥 勲双麿偏1 区分

沸石魑物 粘土匿物 硫m塩餓物 腹購醐　 珪臨鞠 長石 その他 殖処理燦
濁沸石 ト障タセ建イ

、

写

石膏 硬る膏 方鱈石 菱鉄藍

石

斜長石 曽長石 貢銑鉦 赤戯鉦 重石 ルチル 罷　角霊　閃母　石 木u EG ho

慌　考

1 196
罰 彙　岩 2　1 1

認
19

舗 o o o
足・黙 △　AEG △ △　△

HC　I △

2 209．珊 皇　堵 ，　　1 1 3 1715 0 o O
足・無 △ ム　ム
EG △　　・

HC　l 　o

3 2附．灯 壼　禦 ＝　　1 6 37 08 17 0 o 0
定・無 』

EG
HC　I

暫
4 33B．oq 金　鱈 ，　　1 1 器 口，　13 o O O

足・罐 △

｝EG △

HC　I

5 36！
40

空　岩
1 1 B ！6　－o o o o

足・鷺 ム
EG ム

HCI

6 41D 00 盆　岩 2 ， 『 ” ”
11 5 o o o

定・無 ム 1

巨G △

HC　I

7 457
団 全　岩 2　　1 3 噸レ m　　欄 o o o

・舞 4　轟EG △ △

HC　I
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4．2．4　全岩組成分析

1）Th，U
　ThとUの分析結果一覧表を、表4．2・5に示す。また、これらの分析結果と深度との

関係を、図4．2．3に示す。

　ThとUはともに、花闘岩の粗粒部（358．04mabh～505．00mabh）で高い値を示す傾

向がある。

　また、湧水が認められる割れ目やその付近よりも、特に湧水を伴わず、断層粘土な

どで充填されている467．35mabh～469。90mabhの断層の上下で、UとThが高い。
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表4．2．5ThとUの分析結果一覧表

No． 深度（mabh）
Th（ppm） 　u（ppm）

1 170．48 16．8 4．0

2 181．15 14．9 7．1

3 190．65 15．0 2．5

4 204．55 15．7 2．3

5 218．33 23．9 3．0

6 229．35 14．4 3．2

7 24L90
10．1 1．7

8 257．15 5．0 1．6

9 272．60 21．6 3．6

10 289．48 8．9 2．3

11
301．18 18．6 3．4

12 314．45 12．1 2．O

13 330．40 16．0 2．2

14 348．65 8．5 1．5

15 369．95 15．0 4．2

16 379．80 8．2 1．3

17 385．25 17．5 3．4

18 395．70 6．6 1．9

】9 406．63 16．8 3．5

20 弓10．35 12．8 2．7

21 420．15 27．7 5．5

22 435．80 16．3 3．9

23 450．25 15．0 2．8

24 465．25 12．2 8．9

25 479．85 17．2 2．5

26 493．85 24．5 7．6

27 504．30 23．5 7．2

28 510．75 7．0 2．6

29 516．25 8．9 2．5

30 526．15 12．5 3．4

31 536．20 12．7 4．7

32 551．75 17．9 4．0

33 562．25 13．4 3．9

34 575．75 9．7 2．7

35 584．15 9．9 2．9

36 59L30
12．0 3．0

37 604．20 14．4 5．5

38 620．75 10．6 3．7

39 631．75 9．7 2．5

40 643．85 12．8 3．4

41 663．60 9．3 1．3

42 677．15 12．4 2．5

43 690．25 9．5 2．3

44 700．65 8．6 2．7

45 709．20 8．1 1．7
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2）　主成分，FeO，H20

主成分の分析結果を、表4．2． 6に示す。

表4．2．6 主成分の分析結果

深度 Sio2 Tio2 Al2Q3
Fε205 FeO MnO MgO CaO Na、0　　畠 K20 PzO5 Lor TOTAL H2D Hっ0中　』

mab紅 ％XRF％XRF％XRF％XRF％湿式 ％XRF％XRF％XRF％XRF脇XRF％XR』7 ％ ％ ％ ％

181．i5 73．83 0．20
12 ．87 2．14 且．37 0．05 o．29 D．97 2，呂9 4．74 0．D6 0．79 98．83 0．05 o．64

190．65 62．02 o．25 19．28 3．24 2．39 o．08 0．38 0．61 5．86 6．07 0．D6 1．20 99．05 o．05 1．10

2且8．33 74．64 0．22 12．13 2．04 1．48 o．【）8 D．31 1．29 2．99 4．30 0．D4 0．53 98．57 0．02 O．37

241．90 72．呂7 o．22 13．22 2．29 1．64 0．07 臼，29 1．67 3．21 4．77 0．D4 0．29 98．94 く（〕．01 o．16

272．60 72．50 0．20 13．46 且．86 1．39 O．06 〔卜．24 1．46 3．32 5．臼9 0．〔風 0．25 98、4呂 く0、01 0．17

301．18 75．46 0．21 H．91 2．27 1．57 O．07 〔｝．36 1．54 3．03 3．75 0．D6 0．32 98．98 0．01 0．13

330．40 74．フ5 0．20 且2．53 2．05 1．48 O．06 σ．23 1．49 3．04 4．D8 0．07 0．2且 98．7亘 （0．01 0．12

369．95 73．51 0．22 12．93 2．32 1．18 0．08 e．31 1．66 3．27 3．99 o．16 O．35 98．80 0．02 0．23

385．25 73．74 0．23 13．38 2．26 1．94 0．07 0．28 1．47 3．23 4．56 O．05 o．27 99．54 く0．01 0．15

4D6．63 75．69 0．21 11．94 2．且7 1．24 0．08 0．28 1．46 3．且6 3．47 0．06 0．46 98．98 く0．01 O．23

410．35 70．87 D．25 13．98 2．39 1．77 0．09 0．31 1．70 3．67 4．69 0．07 0．54 98．56 0．01 0．37

420．15 73．67 D．20 13．36 2．16 1．81 0．07 0．27 1．51 3．43 4．29 0．05 0．34 99．35 o．〔レ1 ｛）．21

435．80 7重．且且 o．22 13．67 2．06 1．48 0．〔｝8 O．21 1．61 3．67 5．04 0．07 0．34 9呂．os 【｝．oI 0．26

450．25 74．3呂 O．18 12．96 1．83 1．24 o．e6 o．19 1．39 3．04 4．6D 0．06 o．25 gs．93 o．02 0．16

465．25 72．04 0．20 13．84 2．D5 1．48 0．D呂 o．31 1．37 3．27 5．11 0．05 0．72 99．04 O．06 0．52

479．85 75，0且 0．19 12．47 1．R4 1．68 0．07 0．25 1．35 3．覧4 4．33 0．04 0．28 卯，07 0．03 0．16

493．85 72．17 0．23 14．02 2．29 1．6且 0．08 0．31 1．51 3．44 4．85 O．07 0．29 99．26 0．03 0．20

504．3D 74．93 0．畳4 12．呂4 1．72 1．14 o．D6 0．13 1．19 3．2且 4．50 α，04 D．22 98．98 0、Ol 0．12

516．25 72．34 0．且8 亙3．67 正、95 亘．42 0．07 0．20 1．2フ 3．5里 5．14 0．04 D．19 98．56 くD，0且 o．14

536．20 71．43 0．21 14．17 2．i7 1．68 0．08 0．26 1．42 3．52 5．18 0．06 0．25 98．75 ＜0，0且 0．03

562．25 72．69 0．21 且3．72 2．19 且、61 0．08 0．23 1．34 3．41 5．01 0．05 0．置9 99．1】 く0，01 0、U

584．15 72．40 0．19 B．09 2．14 1．29 0．08 0．20 1．35 3．50 4．80 0．05 0．32 98．22 O．02 0．旧

61）4．20 72．24 o、璽4 14．61 1．59 〔｝．77 0．07 0．i6 1．80 4．25 4．04 0．03 0．40 99．33 D．03 0．3i

63】．75 7Z．18 o．I　s 13．72 2，‘｝4 1．16 〔レ．07 0．22 1．23 3．59 5．07 0．05 0．30 98．65 0．03 0．25

663．6｛〕 72．24 o．21 B．54 2．07 1．29 0．07 0．27 1．40 3．59 4．フ7 0．05 0．31 98．52 0．Oi 0．21

690．25 72．40 0．20 13．96 ユ．10 1．23 〔レ．（レ8 臼．22 1、3璽 3．44 5．18 0．σ6 0．21 99．16 O．01 0．13

7〔ゆ．20
71 ．68 0、2r） 14，0〔レ 2．08 1．16 o．08 〔卜．23 1．41 3．65 5．37 0．D5 0．25 99．00 0．01 D．18

Al203／（Na20＋K20＋CaO）

孔の花闇岩は基本的に、

る。

は、全試料でL　O5以上（平均＝L42）

堆積岩の部分溶融によって形成された、

であることから、本

Sタイプと考えられ
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Fe2ソF♂は、大局的には深部にいくに従い増加するが、194．6mabh付近や363．3mabh

付近の湧水箇所付近の断裂帯で高い傾向が窺われる。

図4．2．4に、主成分酸化物深度分布図を示す。表4．2・7に各主成分の相関係数を示

し、図4．2．5に成分間の散布図を示す。

表4．2．7 全試料にっいての主成分の相関係数

A1203 CaO 卜1eO Fe30ヨ K20
M・0

MnO Na，〇　　一 P205 Sio2 丁正02 H20』
H，0＋　『

Al≧03 1，OOO 〇，490 O，45B 0，627 0，730 G，222 0，284 Q，948 一〇，035 一〇．969 0，277 0，396 0，700

CaO 一〔｝，49D 1．00〔〉 一Q．368 一〇．433 一Q，538 一〇，164 O，196 一〇．406 O，180 0，476 〇．056 〇．480 〇．635

FeO 0，458 〇．368 1，000 0，761 0，346 O，626 0，210 O，368 一〇．022 〇．490 O，700 O，085 o，428

F母203 0，627 〇．433 0，761 1，000 0，371 O，768 O，420 0，59Q 0，330 一〇．694 O，797 D，233 O，637

K20 O，730 〇．538 0，346 0，371 1，000 0，017 0，185 0，559 一Q，194 一〇．770 D，220 O，259 0，407

MgO 0，222 一〇，164 0，626 0，768 0，017 1，000 O，323 0，184 0，325 一〇，30言 0，809 O，307 D，517

MnO 0，284 0，】96 0，210 0，420 0，185 0，323 1，OOO 0，338 0，247 〇．372 0，514 〇．047 0，095

Na20 0，948 〇．406 O，368 O，590 0，559 0，184 0，338 1，000 〇．046 〇．925 0．2U 0，320 0，668

P205 一〇、D35 0，1呂0 一〇，022 O，330 一〇．ま94 0，325 0，247 刈，D46 1，000 一D一，024 O，378 Q，027 O，046

Sio2 〇．969 0，476 〇．490 一D．694 〇．770 〇．303 一〇．372 〇．926 〇．024 1，000 〇．406 〇．371 〇．721

丁正02 O，277 〇．056 0，700 0，797 O，220 0，809 0，514 O，211 0，378 〇，406 1，000 〇．010 O，350

H20 O，396 一〇．480 D，085 0，23a O，259 0，307 〇．047 O，320 O，027 〇，371 〇，010 1，000 O，748

Hう0＋　P

O，700 一〇．635 o，d28 O，637 O，407 （｝．517 0，095 D，668 O．Q豊6 一〇，721 Q，350 0，748 1，000
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図4．2．5　成分間の散布図

①Sio2
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のSio2量は、大部分の試料で72～76％

の範囲で安定する。

②Tio2
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のTiO，量は、o．25％未満である。約

450mabh以深では減少する。SiO2とは、相関係数＝一〇．406と、負の相関を示す。

③AI203

　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のAl203量は、ほぼ11～14垢で一定し

ている。SiO2量とは負の相関を示す。

④Fe203

　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のFe203量は、2．4％未満である。深部

で減少する。SiO2とは負の相関を示す。

⑤FeO
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のFeO量は、L7％未満である。深部

で減少する。TiO2とは、相関係数＝o．700と高い正の相関を示し、挙動が類似する。

杢23一



Sio2量とは、相関係数二一〇．490と負の相関を示す。

⑥MnO
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のMnO量は、ほぼ0．04～0．08％で一

定している。

　SiO2量とは負の相関を示す。

⑦MgO
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のMgO量は、0．36％未満である。約

400mabhまでは一定またはやや増加傾向にあるが、同深度以深では減少する。Tio2

量などの挙動と類似する。SiO2量とは負の相関を示す。

⑧CaO
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のCaO量は、0．9～1．7％である。約

400mabhまではやや増加傾向または一定であるが、同深度以深では急減し、L　O％未

満となる。TiO2量などの挙動と類似する。SiO2量とは負の相関を示す。

⑨Na20
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のNa20量は、4％未満である。孔底ま

でやや増加傾向にある。

　SiO2量とは弱い正の相関を示す。

⑩K20
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のK20量は、5％未満である。孔底ま

で変化に乏しい。

　SiO2量とはほとんど相関が認められない。

⑪P205
　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のP205量は0．16蕗以下である。約400

mabhまでは一定またはやや増加傾向にあるが、同深度以深では現象し、0・06％未満

となる。Tio2量などの挙動と類似する。Sio2量とは負の相関を示す。

⑫H20一

　深度分布図及び成分間の散布図に示した試料のH20一量は、0．05魅未満である。孔底

までやや減少傾向にある。

　Sio2量とは、相関係数＝一〇．371と負の相関を示す。
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5物理検層
5．1物理検層作業概要

物理検層作業は、第1回目が平成12年8月9日から8月10日の2日間、第2回目の

作業が平成12年ll月II目から11月13目の3目間、第3回目が平成13年2月2日か
ら2月4目の3目間で実施した。

その作業工程表を表5．1．1～表5．5．3に示し、使用機器一覧表を表5．L4に示す。また、

解析に用いたデータの一覧を表5．1．5に示す。

表5．1．1（1）　物理検層作業工程表　（第1回目）

測定種目
測定深度（mabh）

測定年月目 測定時間
測定速度（m／min）

記録 孔内状況

温　度検　層
0．0～　279．7

H12．8．9

9：10　～　9：43

8．5

1／200　噺1！500

電　気検　層
50．2～　279．3

H12．8．9

10：28　～　10141

17．6

1／200　・1／500

中性子・ガンマ線検　層

0．0～　279，3

Hl2．8．9

ll；41　～　12；17

8．0

1／200　01／500

孔　径検　層
50．2～　2794

Hl2．8．9

13：45　～　】4＝17

7．2

1／200　●11500

音　波検　層
50．2～　2764

Hl2．8．9

17＝01　～　17；35

6．7

】1200　01／500

マイクロ比抵抗検　層
50．2～　279．3

H12，8，9

1822　～　18：55

6．9

1／200　曹1／500

密　度検　層
50．2～　279．0

Hl2．8．9

19：40　～　20：10

7．6

1／200　●1／500

孔内方位　．傾斜測定 50．0～　278，0

Hl2．8．10

1＝29　～　1158

一 24箇所

注）中性子・ガンマ線検層は、コンビネーションゾンデを使用し、記録は同時に収録した。
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表5．L1（2）　物理検層作業工程表　（第1 回目）

測定種目
測定深度（mabh）

測定年月日
測定速度（mlmin） 注水流量（〃min）

測定状況 孔内状況

フローメータ（1）

40．0　～　279．O

H12．8．9

15 600 降下

フローメータ（2） 15 600 引揚げ

フローメータ（3） 25 600
降下

フローメータ（4） 25 600 引揚げ

フローメータ（5） 35 600 降下

フローメータ（6） 35 600 引揚げ

注）適正な測定速度は、種目毎に決められている。上記に示した実速速度は、適正測定速度

　以 ドで実施した。

　物理検層の作業手順として、まず孔内水が乱されない状態で、温度検層を行う。

　次に、孔壁に障害を与えない検層種目（電気検層，中性子・ガンマ線検層）から実

施する。その後、孔壁圧着型の検層種目の内、圧着力の弱い種目　（孔径検層，音波検

層，マイクロ比抵抗検層，密度検層，孔内方位傾斜測定）から行われるのが一般的で

ある。また、孔内状況が悪く、測定器が抑留する恐れがある場合、放射性線源を用い

る中性子・ガンマ線検層や密度検層を最後にすることもある。

　次に、測定前後のキャリブレーションの方法は、種目毎に異なるが、温度，電気，音

波，マイクロ比抵抗およびフローメータ検層は、測定開始前に電気的調整を行ってか

ら測定をはじめる。中性子，ガンマ線，孔径および密度検層は、キャリブレータを用

いて調整した後、測定を開始する。方位・傾斜測定は、定期的（1ケ月に1回程度）

にキャリブレータで検証を実施している。

一5－2一



表5．1．2（1）　物理検層作業工程表　（第2回目）

測定種目
測定深度（mabh）

測定年月目 測定時間
測定速度（mlmin）

記録 孔内状況

温　度検　層
0．0～508．9

H12，11，ll

8；39～　9：32

9．6

1／200011500

電　気検　層
275．3　～　509．0

H12．11．11

10：25　～　10：40

15．6

1／20091！500

孔　径検　層
275．3　～　509．1

H12．11．11

ll；38　～　12：07

8．1

1／200，1！500

マイクロ比抵抗検　層
275．3　～　508．7

H12，11，11

13：01　～　13：38

6．3

1／200．1／500

音　波検　層
275．3～　505．2

Hl2．ll，11

14；35　～　15＝08

7．0

1！200・1！500

孔内方位　o傾斜測定 280．0～　506．8

Hl2．11．11

16＝36　～　16：59

一 24箇所

中性子・ガンマ線検　層
275．3～　505，4

H12．11．13

8＝53～　9二28

6．6

1／20001／500

密　度検　層
275．3～　504．8

Hl2．11．13

10：17　～　10＝56

5．9

11200・1／500

注〉中性子・ガンマ線検層は、コンビネーションゾンデを使用し、記録は同時に収録した。

　　　　表5．L2（2〉　物理検層作業工程表　（第2回目）

測定種目
測定深度（mabh）

測定年月目
測定速度（m／min） 注水流量（ぞ／min）

測定状況 孔内状況

フローメータ（1）

250．0　～　　507．0

H12．11．11

15 600 降下

フローメータ（2） 15 600 引揚げ

7ローメータ（3） 25 600 降下

フローメータ（4） 25 600 引揚げ

フローメータ（5） 35 600 降下

フローメータ（6） 35 600
引揚げ
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表5，L3（1）　物理検層作業工程表（第3回目）

測定種目
測定深度（mabh）

測定年月目 測定時間
測定速度（m／min）

記録 孔内状況

温　度検　層
0．0～716．8

Hl3，2，2

8136～　9；49

9．8

1／200－1／500

電　気検　層
480．0　～　716．6

H13，2．2

10：53　～　11＝08

15．8

1／200，1／500

中性子・ガンマ線検　層
480．0　～　716．6

HB．2．2

11二53　～　12＝21

8．5

1／200・1／500

孔　　径検　層
390．0　～　716．7

Hl3．2．2

13：13　～　13；47

9．6

1／200・1／500

マイクロ比抵抗検　層
480．0　～　716．8

H13，2．2

14＝37　～　15：07

7．9

1／200，1！500

孔内方位　，傾斜測定 510．0　

～　715．4 H13，2．2

16＝00　～　16：21

一 22箇所

音　波検　層
480．0　～　7B．8

H13．2．3

8：39～　9二10

7．5

1！200・1／500

密　度検　層
480．0　～　716．3

Hl3．2．3

10：39　～　lLO9

7．9

1／200・1！500

注）中性子・ガンマ線検層は、コンビネーションゾンデを使用し、記録は同時に収録した。

　測定深度が、掘削深度より若干深くなった原因として、掘り管（ロッド）が、自重や温

度差により伸びたことにより実際の掘削深度よりも深く掘削された可能性が考えられる。

表5．1．3（2）　物理検層作業工程表　（第3回目）

測定種目
測定深度（mabh）

測定年月目
測定速度（m／min） 注水流量（〃min）

測定状況 孔内状況

フローメータ（1）

250．0　～　716．0

H13．2．3

15 430 降下

フローメータ（2） 15 430 引揚げ

フローメータ（3） 25 430 降下

フローメータ（4） 25 430
引揚げ

アローメータ（5） 35 430 降下

フローメータ（6） 35 430 引揚げ
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表5．L4（1） 物理検層使用機器一覧表

種目 機　器 型　式 仕　　　　様

全種目共通

検層車 二菱ファイター 三菱自動車・軽油車

ケーブル
5芯硬鋼線アーマードケーフ’ル

外径：8．4mm　耐熱1260℃

データ収録　　■データ処理

GSG－DWし　　システム

デジタル検層システムコントロールユニット：検層データ収録インターフェースホストコンピュータ；NEC　PC9821LS13　　　　　　　（Pentロim133Hz）プリンター：ROLON　TP－5000　　　　CANNON　BJC－5500J収録・処理ソフトl　DWLSVer，7，1

温度検層Temperature　Survey 地上機器 TSM－200

電源：AG100V±10％50／60Hz出力電圧：0～100mA測定温度範囲：0～300。C測定精度；±1．0％／F．S，分解能：0，1出力二TEMP（300。C），DIF（10。C／m）　　MAG（40／80／120／160／2000C）

孔内機器
外径＝43mm　全長：1．5mセンサー：サーミスター

電気検層ElectriGaiSurvey 地上機器
ELM－204SGM－304

電源；AC　lOO　V±10％50／60Hz出力電圧二150V出力電流；0～50mV測定動作周波数1240Hz±10Hz出力：25cmノルマル／100cmノルマル／SP動作範囲：比抵抗（O～20KΩ一m）　　　SP（0～200mV〉

孔内機器
外径＝50mm　　全長；1．5m電極：25cmノルマル／100cmノノレマル／SP

中性子検層NeutronLo9

地上機器
LPM－203RMM－204 電源：AC100V±10％50／60Hz測定電源：60mA

孔内機器

外径：43mm　全長：1．5m線源二241Am－Be（111GBq）デテクター：フ。ロホ0一ショナルテ’テクター

自然ガンマー線検層GammaRay　LQ9 地上機器
LPM－203RMM－204 電源l　ACIOOV±10％50／60Hz測定電源160mA　’

孔内機器

外径：43mm　全長11，5m耐圧：15，000psiテーテクター：シンチレーションカウンター
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表5．1．4（2）　物理検層使用機器一覧表

種目 機　器 型　式 仕　　　　　様

孔径検層CaIiperLo9

地上機器
LPMRMM（×2） 電源；AG100V±10％50／60HzBIN　DC300V・測定電源90mA

孔内機器　 X－YAX［S

外径：45mm全長：127cm測定範囲：5～71cm耐圧：1，5000psl測定温度：max　l90℃

音波検層SQnicLo9

地上機器
LPM－SVCMAIDCM－ELK－7125

電源＝AC100V±10％50／60HzBiN　DC300mA出力二△T，WA〉EFORM，VDL分解能：12bit，500ns／W最大サンプ1ルゲ周波数：2MHz最小サンプ1ルゲ深度11cm毎ワード長＝1kw／chWAVE　FORMデータタイフ。：MSDOS　ASCIl

孔内機器
COMPENSATEDSOMCTOQL

外径：54mm　全長：488cmT－R1：0．9m（3仕）T－R211．5m（5ft）

　マイクロ比抵抗検層MlcroLog 地上機器 LPM－201MRM
電源l　AC10GV±10％50／60Hz測定電源：60mA

孔内機器
外径：53mm　全長11．5m電手亟間β高l　l”×1κインハ’一ス，　2”ノルマル

密度検層DensityLo9

地上機器
DPM－1LRM－2A（x2）

電源：AG100V±10％50／60HzBIN　DC±2V・測定電源50mA出力：DENSITY／SS，FSPULSE

孔内機器 DUALSPACED

外径154mm全長：160cm線源：　137Cs　（5．55GBq）FARテ’テクター：　シンチレーションNEARテ’テクター：GMカウンター

方位・傾斜測　定Multi－ShotDirectional　Surv巳y

地上機器
PH－350マルチショット方式

ロールフィルム1　甲畠10mm最大＝250ショットタイマー：：30sec，1min，2mln，　　　　4min，8min

孔内機器
外径二45mm　全長：107cm傾斜＝0～130度　方位：0～360度

インペラー型フローメータ検　層ImpeIIerFlowmeter　Lo9

地上機器

LPM－203スタックコントロール』　　』モソユール

電源：AC150V士10％　50／60HzFLOW　METER・PRESSURE対応

孔内機器

フローメーター インペラー型　　外径143mm

圧力ツール（Paine圧力計）

圧力範囲：O～10，000PSI精度　　±0，6％FS耐熱　　170。C
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表5．1．5 物理検層解析使用データー覧表

検層項目 1回目検層 2回目検層 3回目検層

自然電位 50．2～277，0mabh 277．1～479．9mabh 480．0～716．5mabh

ショー1／1レマル 50．2～277．Omabh 277，1～479．9mabh 480．0～716、6mabh

貯グノ脚ル 50．2～277．Omabh 277．1～479．9mabh 480．0～716．2mabh

イルロ1インチ 50．2～277．0皿abh 277．1～477．7mabh 477．8～716．7mabh

イルロ2イ冴 50．2～277．Omabh 277．1～477．7mabh 477．8～716．7mabh

密度 50．2～277．Omabh 277．1～479，6mabh 479．7～716．3mabh

自然ガンマー線 50．2～277．Omabh 277．1～503．7mabh 503，8～714．9mabh

中性子 50．2～277．Omabh 277．1～503．3mabh 503．4～716．6mabh

音波 50，2～276，4mabh 276．5～477．Omabh 477．1～713．8mabh

X一孔径 45．1～277．Omabh 277．1～477．7mabh 477．容～716，7mabh

Y一孔径 45．1～277．Omabh 277．1～477．7mabh 477．呂～716，7mabh

温度 0．0～279．4mabh 0．0～508．9mabh 0．0～716，8mabh

アロづ一タ 40．O～279，0mabh 250、0～506．0㎜bh 250．0～716．Omabh

一5 アー



5．2測定原理及び測定方法
　測定種目毎にその原理並びに方法について概説する。

5．2．1　温度検層
　温度検層は、孔内の温度を深度に対して連続的に測定して地層の温度を決定する手

法で、一般に地層の対比，逸水層，出水層および帯水層などの位置判定に利用されて

いる。また石油等の探鉱では、温度測定により生産あるいは圧入地層の深度を決定し

ている。この温度の測定においては、流体の流動により生ずる微細な温度変化を記録

することが重要な要素となる。

　温度検層器の感熱素子としては、抵抗式温度測定素子であるサーミスタを使用して

いる。サーミスタの抵抗と温度の関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1mA　　　　　　　　R　l
　　凪叫ナー去〕

係は以下の通りである。

　ここで、

　R：温度丁（K）の時の抵抗値

　　　　（Ω）

　R　o：温度T　o（K）の時の抵抗値

　　　　（Ω）

　B：サーミスタ係数（K〉

　測定原理の等価回路を図5，2．1に

示す。図に示すように地上から　1

mAの一定電流を供給し、サーミス

タ両端の電位降下を孔内で測定して、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，R）

その抵抗変化を求める。ケーブル抵

抗R、，R、の抵抗が十分小さくサー

ミスタRに比べて電位差計の入力　　　　　　　　図5、2．1温度検層概念図

インピーダンスが十分大きければ、

測定電圧はV＝1Rとなりケーブル抵抗に関係なくサーミスタの抵抗を知ることが

できる。しかし、実際Lはケーブル抵抗が存在するので、ケーブル補償回路が付加さ

れた機構になっている。

電位差　　。己録言「

R2
Vcc

定電流源

地層サーミスタ　1

写真5．2．1温度検層ツール
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5．2．2　電気検層
　電気検層は、導電性のある液体に満たされた孔井内で地層に電流を流し、地層の比

抵抗を連続して測定する方法である（図5．2．2参照）。

　更に電気検層は、等方均質媒体の地層では、電流電極Aのまわりの等電位面は球面

となり、その電位Vは均質の地層の比抵抗1・に比例する。つまり、

　　　　　“一4πAM「・γ／∫

　である。ここで、A，Bが電流電極，

N，Mは電位電極を示す。AMは電極
間隔あるいはスペーシングといわれ、

電極間隔を大きくするほどそれに比例

して探査深度が深くなる関係にあるが、

鉛直（孔井軸）方向の分解能が悪くなる。

当社の電気検層は2極法（ノルマル法）

を採用しており、異なる電極間隔
（25cm，100cm）のものを使用すること

により、異なる探査深度の地層の比抵

抗を得る。電極問隔が25cmの比抵抗

をショートノルマル比抵抗，電極間隔

が100cmの比抵抗をロングノルマル比

抵抗とする。実際の地層は均質でなく、

また孔径や泥水比抵抗などに影響され、

電流電極Aのまわりの等電位面が歪み、

見掛けの比抵抗が測定される。

1

B

A
M

V

N

亀極間隔

図5．2．2　電気検層概念図

　一般に花歯岩の比抵抗値は、健岩部では大きい値を示し、亀裂部や破砕帯では小さ

い値を示す。

　電気検層では、同時に地層の自然電位（S　P）を連続的に測定する。

　自然電位は、孔井内電極Mと地上の電極N問の電位差を記録する。自然電位の発生

機構としては、イオンを含む地層水が流動するときに生ずる流動電位と、濃度の異な

る地層水によって生じる電気化学的電位があり、大部分が後者の効果であると考えら

れている。

　電気化学的電位には、拡散電位と膜電位がある。砂岩などの浸透層と頁岩からなる

堆積層では、浸透層の泥水濾過水と地層水が接触し、拡散電位が生じる。また、頁岩

には膜電位が生じる。普通、頁岩と砂岩の自然電位差をS　P偏差と呼び、頁岩を零位

として表す。

刈「下一望 一 』＝　　
＿ 二二旨⊇＿ 　」；二■二議』一＿＿＿B｝

写真5．2．2電気検層ツール
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5．2．3中性子検層
　地層中に高速中性子を照射すると、高速

中性子は地層を構成する物質の原子核との

弾性あるいは非弾性散乱によってそのエネ

ルギーの一部を失いながら拡散（減速過程）

し、熱中性子になる。

　地層中での中性子の減衰過程は地層内の

水素原子核密度に関係し、水素原子核密度

は地層の孔隙を満たす地層流体（H、0）の水

素原子により決定される。よって、中性子

線源から一定距離の位置にある検出器によ

り、中性子線源から出て地層中を伝わって

くる熱中性子の量（ニュートロンAPI）を測

定することで、地層の孔隙率を求めること

が出来る（図5．2．3参照）。

　中性子の減速効果は地層の孔隙率に比例

し、測定される熱中性子強度が強い部分は

地層孔隙率が低く、熱中性子強度が弱い部

分は地層孔隙率が高くなる。

　中性子検層は孔内測定器に中性子線の線

源（アメリシウムーベリリウム241Am－Be：

111GBq一米国Gulf血udea　Inc，製）と検出器

を装着し、この線源から地層に照射され、

衝突・散乱した熱中性子の強度を各深度ご

とに連続的に測定することにより地層孔隙

率の変化を求めることができる（図52．4参

照）。

　中性子検層結果から地層の孔隙率を算出

するには、以下の孔径補正を含む換算式を

用いた（出典：ギヤハート社1985中性子キャリブ

レーションチャート）。

NL（％）二10匡 L28s。鰍1〔1司－欄）献1。加・（in〕1×翫（脚＋1ug5sl

孔

隙

↑

一一一〉　ニコ 一トロンAPI

図5．2．3　中性子一孔隙率柑関図

ケーブル

ケーブルヘッド

検出器

巾性r源
（測曲・Bc）

姫熱中性子

へ速自性予

　図5．2．4

　ドc）子

中性子検層概念図

八IL（％）　：地層孔隙率（％）

α蝦殉：孔径倹層（inch〉

AZ（。4P∫）：中性子強度（API）

写真5．2．3中性子・ガンマ線検層ツール
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5．2．4ガンマ線検層
　一般に岩石中においては、カリウム，ウラニウ

ム，トリウム等の天然放射性元素が存在し、それ

らの壊変に伴う自然ガンマ線と呼ばれる放射線が

放出される。

　天然放射性元素の存在量は、岩石の種類によっ

て異なり、地層から放射される自然ガンマ線量の

変化を測定することにより地層の同定、対比を行

うことが出来る。また、堆積岩においては、主要

構成物である頁岩などの粘土鉱物にそれらの元素

が多く含まれ、自然ガンマ線量を測定することに

より、構成粘土鉱物含有率を計算することも可能

である。

　ガンマ線検層に用いられる検出器は、放射線が

入射すると蛍光するヨウ化ナトリウム（Nal）シン

チレータと、それを電気信号に変換する光電子増

倍管とから構成されている（図5，2，6参照）。

　検出されたガンマ線はパルスの形で地上に伝送

され、深度とともに連続的に記録される（図5．2．6

参照）。

’

クー那

iソr広7

1＼

カン禰

1＼

図5．2．5ガンマ線検層概念図

Nalシンチレータ

十

　ρ　k　■Nal

光電陰願＼」
測ダイノード

其空

Nalシンチレータ

上 光電子倍増管

十

ガンマ線

光　　子

光電子

図5．2・6Nalシンチレータと光電子倍増管

写真5．2，4中性子・ガンマ線検層ツール
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5．2．5　孔径検層（キャリパー検層）

　孔径検層は、孔径の変化を深度に対して

連続的に測定記録し、孔内における空洞，

崩壊の位置やその形状・程度を把握できる

ほか、孔径による補正を必要とする他の検

層結果の解釈などに用いられる。

　孔径検層に用いられる測定器は、内部に

小型モーターを内蔵し、地上からの遠隔操

作により測定用アームの開閉を行う・

　測定はアームを閉じた状態で孔内に測定

器を降下し、測定区問の最深部となる箇所

でアームを開き、測定器を捲き上げながら、

アームに記録される孔壁の凹凸から、孔径

の変化を測定する（図5，2，7）。

　一般に破砕帯や断層，軟弱地質において

は、孔壁が崩壊し易く孔径拡大が顕著に認

められる。また、孔径検層から得られた測

定値より孔内容量等を算出し、セメンチン

グ作業の情報として利用する事も可能であ
る。

ケーブル

ケーブルヘッド

孔径拡大部

アーム

　　　　／イ1
孔径拡大部　　1

　　　　　1
　　　　　レ　　　　　監　　　　　、

アーム

一〆■　　曹、、噛，’　　　　　　　　　　　、　　、　　－

、＼

3
’げ1

、1一11臼

、、　　，’、、h　　岬ーノ
’’ツ

ビット径

ソール

孔径拡大部断面図

図5，2．7キャリパー検層概念図

写真5．2．5孔径検層ツール
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5．2．6音波検層
　音波検層に用いられる測定器は、超音波発

振器および受信器から構成され、発振器から

発振した超音波は孔内水を伝播して孔壁に達

し、その一部は屈折して孔壁（地層）を伝播し、

再び孔内水に輻射された音波を受信器で計測

する。計測された受信波からは、音波の区問

走時，振幅量等の変化が求められ、それらを

連続的に記録する。

　測定ツールは、1つの発振器（T）とこれより

3フイート（90cm）および5フイート（150cm）

離れた部分に設置された2つの受信器（RI，

R2），エレクトロニクス部より構成される。

　測定信号波形にはP波，S波等が含まれる

が、一般の音波検層においては、P波の初動

が測定される。

　測定された区間走時（一定区間を走行する

音波の走行時間）からは、地層の速度値が求め

られ、音波信号は地層の硬軟や割れ目の分布，

孔径変化などによる信号振幅の変化や地層内

の反射面からもたらされる位相変化には、

様々な情報が含まれている。

　また、音波信号による地層情報としてイン

ケーブル

ケーブルヘッド

T（発振器）

　↑

（3撫eO

　↓

R1（受信器）

　↑

（2f合et）

　↓

R2（受信器）

？

■

■

■

■

一

■

■

■

o

一

一

図5．2。8　音波検層概念図

テンシィティーログがある。インテンシィティーログとは、受信された波形を輝度変

調によって濃淡表示し深度に対応させたものである。この受信波の変化を連続的に記

録することにより、振幅や区間走時の全体的な傾向を視覚的に判断する事ができる。

　地層の速度は、音波検層よりP波の発信器から受信器までに要した伝播時問をもと

に求められる。

　受信問隔が3フィートの走行時間から地層のP波速度の算出式は孔径補正を含み、

以下のように表わされる。

V ∬ザ＋耀乙2T2ザー｛T2酵■一（D－4）21×｛（D－4）2＋め　（GSC，1985）

T2レV3一（五）一4）2

ここで、 T：走向時問d溌振子コア直径（43㎜）P：孔径

L：発振子と受振子の距離r　l孔内水のP波速度y：地層のP波速度

　また、受信間隔がそれぞれ3フィートと5フィート問の走行時間からは、以下の算

出式で表わせられ、孔径補正する必要がない。

一5 13一



　　　　　　2
　　　V＝
　　　　　匹一ろ

ここで、T」，乃：受信間隔が3フィートと5フィートの時の走行時問

　　　　V　　：地層のP波速度

写真5．2．6音波検層ツール
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5．2，7マイクロ比抵抗検層
　この検層は、電気検層のノルマル法およびラテラル法比抵抗測定において電極A，

電極M　L，電極M2の間隔をそれぞれ1インチ（2．54cm）という短い間隔で、ゴム性の絶

縁パットの中央に埋め込み、これを孔壁に圧着しながら孔壁近傍の比抵抗を連続的に

測定する（図5，2．9）。

　測定は、薄層や泥壁の影響を取り除く為に、2インチノルマル値（2極法）と1インチ

ラテラル値（3極法）をパルスの切換えによって入力している・また、測定電極内には、

小型モーターを装備し、地上のコントロール装置からこのモーターでパットのアーム

を開閉できるシステムとなっており、このアームの動きにより孔径の変化も測定でき

る。

泥水を利用した掘削では、浸透面にできたマッドケーキの比抵抗（1インチーラテラ

ル法；Ml～M2）と泥水濾過水を含んだ浸透層の比抵抗（2インチーノルマル法；A～

M2）の関係より浸透層の判定に利用される。つまり、2インチノルマル比抵抗の値

が1インチラテラル比抵抗よりも高い値を示す箇所が、泥壁が形成されている箇所で

ある。

　今回のように、泥水を利用しない掘削では一般的にこの様な関係は認められないが、

電極間隔の長い電気検層（ノルマル法）で検知できない割れ目等の検出に有効である

と考えられる。

　　　　　　　ラバーバット
　　　　　　　　　　　～　　　　　　　〆　　　　　　　　x
　　　　　　戸　　　　　　　　『

闘～o

10

A　O

　　〆M2
〉電極←M
　　＼A

泥水 一　 弛層

　　　　　　　　　　　泥壁
図5．2．9マイクロ比抵抗検層概念図 写真5．2．7ラバーパット

写真5、2．8マイクロ比抵抗検層ツール
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5．2．8　密度検層
　地層中に中程度のエネルギーを持ったガンマ線を照射すると、ガンマ線は地層を構

成する物質の原子の軌道電子と衝突し、そのエネルギーの一部を軌道電子に与えて進

路を変えながら減衰する現象がある（コンプトン散乱）。

　ガンマ線エネルギーの減衰は、照射する地層の

電子密度に関係していると考えられるため、ガン　　　ヶ＿ブル

マ線の線源よりある間隔に置かれた検出器により
衝突・散乱したガンマ線の強度を測定する事によ　　　ケーブルヘンド

り地層の見掛け密度を求めることができる。照射

されたガンマ線の減衰度は、地層の単位体積当た

りの密度（電子密度）に比例し、ガンマ線強度が強

い部分は地層密度が低く、ガンマ線強度が弱い部

分は地層密度が高い。密度検層は、孔内測定器に

ガンマ線の線源（セシウム137L3℃s：5．55GBq一英

国Amersham　Intemational　Plc．製）と検出器を装着し、

この線源より地層に照射され衝突・散乱したガン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デセントライザー
マ線の強度を各深度ごとに測定し、連続的に地層

密度の変化を記録する。　　　　　　　　　　　　　　検出器

　測定器は孔内泥水と泥壁の影響を最小限にする

ため、図52、10のようにデセントラライザー（バッ　　ガンマ線源（”c、）

クスプリング）で裸孔壁の地層に線源および検出

器面が直接接触するようにされる。

　水の満たされた孔井におけるニアーデテクター
の計数率から計算された密度は下式で表わされる。　図52・10密度検層概念図

ッド

f

lll11　囮

7Cs）

DF＝3．1874＋3．0759x　l　O 3ハ1

　　　－1．1953×10 5ハμ＋6．6062×且0－R八「

（J．R．．Samwo曲，1992）

ここで、D　F　l地層密度（g’cm3）

　　　N：係数率（cps）

写真5．2．9密度検層ツール
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5．2．9孔曲がり測定（方位・傾斜測定）

孔曲がり測定は、孔井の方位及び傾斜を測定する。マルチプルショットの機器は、

10㎜のロールフィルム上に連続的にボーリング孔の方位及び傾斜を写し現像するこ

とのできる写真式の孔井記録傾斜儀である。

測定器は以下の5つの部分から構成されている。各機構は次の通りです。

　　●タイマ ・・一・…　　照明時問のインターバルをコントロールする機構

メカニカル式タイマーで最大90分

　　●バッテリ チューブ…　　電源として乾電池を収納するケース

　　●ボディー…　　一・一フィルムを収納するケース
　　●レンズ・ランプユニット・レンズと照明用のランプを取り付けたユニット

　　●コンパスユニット・…　　写真の被写体となる角度，方位を示す機構で、

　　　　　　　　　　　　　　0～20度のコンパスアングルユニットを有す。

　データフィルムは、次のような形で取得される。

　・’ 島，

　　1”

図5．2．ll孔井記録（ロールフィルム）

写真5，2．10マルチショットツール

5 17



5．2．10インペラー型フローメーター検層
　インペラー型フローメーター検層は、ケーシングパイプ中、あるいは裸孔の流体の

流量を深度に応じて測定する検層である。

　今回用いたインペラー型（スピンナー型）の検層器は流量計の一つで、一定の速度

で孔内を移動した際に、測定電極による流体の相対速度やケープル速度を記録し、孔

径変化のデータを加えて孔内流体の流量を求めるものである。

装置は、図5．2，12のように測定電極の孔内移動あるいは流体の流れによるスピンナ

ーの回転をピックアップコイルで電気的信号に変換し（図5．2，13）、最終的にはパルス

数（C．PS）で記録される。

　この測定では、孔内の逸水層や湧水層を検出し、それぞれの箇所での透水性に関す

る評価を行う。

ケ ブル

ケーブルヘット

電子回路部

スピンナー

図5．2．12インペラー型
　　　　　フローメーター
　　　　　　　　検層概念図

→1

口

田

ピックアップ

磁石

スピンナー

図5，2．13インペラー型フローメーター
　　　　　　　　　　　検層器スピンナー部

写真5，2．11インペラー型フローメーター
　　　　　　　　　　検層器スピンナー部

k

写真5．2．12インペラー型フローメーター検層ツール
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5．3物理検層結果
DH－12号孔の50．2～715．8mabh（meter　along　borehole）区問について、全種目の検層

結果を図5．3，1に示した。

　本孔の地質は、堆積岩と花商岩類から構成されているが、電気検層から得られた比

抵抗値の変化からみて、花闘岩部においても、硬質部と破砕部が繰り返されている。

そこで、電気検層から得られた比抵抗値の示徴から、ほぼ同じ傾向を示す区間を1つ

のグループと見なして、本孔を次のA層からG層の7つの区問に区分した。

表5．3，1岩層区分表

層区分 深　　度
平均比抵抗（ショート・ノ牌ル） 地層の特徴；亀裂の頻度　（2”マイクロ検層結果）

A　層 50．5～　153．O　mabh 6．09Ω一m 堆積岩　　0．34本／m

B　層 153．0～　227，0mabh 267Ω一m 花闘岩　　4．95本ノm

C　層 227．0～　333，0mabh 1428Ω一m 花商岩　　2．63本ノm

D　層 333，0～　503，0mabh 1322Ω一m 花闘岩　　1．39本／m

E　層 503．O～　595．O　mabh 3397Ω一皿 花商岩　　0．51本！m

F　層 595．0～　636，0mabh 758Ω一m 花悔岩　　2．49本ノm

G　層 636．0～　716．O　mabh 1856Ω一m 花閏岩　　0．91本／m

以下、検層種目毎にその特徴を記述する。
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5．3．1電気検層結果
　測定区問全体の自然電位・見掛比抵抗曲線を図5．3．2に示す。自然電位検層は、試錐

孔内で発生する電位を測定する方法で、孔内水と地層水の塩分濃度によって、正（＋

側），負（一側）に変移するが、通常は孔内水より地層水の塩分濃度が低いので正（＋

側）に振れる。また、孔内水が地層へ出入りする場合など、負（一側）の流動電位も

観測される。

　本孔の自然電位曲線の特徴として、次の深度で正負の比較的大きな変化（20～120

mV）が認められた。445、9mabh付近（一20．2mV），492・3mabh付近（一29、8mV），514．7mabh

付近（一29．7mV），521．l　mabh付近（一30．9mV），539．9mabh付近（一34．OmV），557．1皿abh

付近（一29．2mV），584．4mabh付近（一42．l　mV），623．l　mabh付近（43．3mV），652．1mabh

付近（一58．OmV），683．4mabh付近（一78．9mV），709．1mabh付近で負側へ移行する傾

向が認められた。

　一方、426．l　mabh付近（＋32．l　mV），466．4mabh付近（＋28．7mV），546．2mbh付近

（＋56．8mV），570．8mabh付近（＋75，7mV〉，600．5mabh付近（＋121．5mV），613．5mabh

付近（＋43．7mV），659．5mabh付近（＋75．6mV），696．7mabh付近（＋105．8mV）で正

側へ移行する傾向が認められた。

　これらの変化は、次に述べる見掛け比抵抗値と相似する特徴を持っている。即ち高

比抵抗区間の自然電位は正側へ変位し、低比抵抗区問の自然電位は負側へ変位する。

　しかし、613．5mabh～623．lmabh付近，650mabh付近，683．4mabh付近，696．7mabh

付近の自然電位は変化量も最大で、必ずしも岩相変化と対応していない。この深度で

の変化は、透水性が高いと考えられる割れ目が存在し、その地点で孔内水の流動に伴

う流動電位が生じたものと考えられる。

　次に見掛比抵抗曲線における前述のA～G各区間のショート・ノルマル値（SN値）

およびロング・ノルマル値（LN値）の平均値は次のとおりである。

グル プ名（深度）　　　　S　N値の平均値

A層50．5～153．Omabh6．09Ω一m

B層153．0～227．Omabh267Ω一m
C層227．0～333．Omabh1428Ω一m

D層333．0～503．Omabhl322Ω一m
E層503。0～595．Omabh3397Ω・m

F層595．0～636．Omabh758Ω一m
G層636．0～716．Omabhl856Ω一m

L　N値の平均値

6．82Ω一m

242Ω一m

2118Ω一m

2023Ω一m

7344Ω・m

875Ω一m

3090Ω一m

標準偏差（LN）

2．52

　234

　783
1296

1935

　838
1479

　見掛比抵抗の特徴として、A層が堆積岩のため低比抵抗値を示す区間であるが、B

層～G層の花商岩中でも、B層，F層の比抵抗値は500Ω一m以下の低比抵抗を示す区

間である。特に、F層は比抵抗値が比較的高いE層とG層に挟まれ、LN値の平均で

2200～6500Ω一m減少していることから、断層破砕帯に対応していると考えられる．

逆に、E層・G層の比抵抗は高い。特に、E層の比抵抗値は、3000Ω一m以上の高比抵

抗を示す区問である。
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5．3．2マイクロ比抵抗検層結果
　マイクロ比抵抗検層（1インチおよび2インチ〉の測定区間全体の検層結果を図5、3．3

に示す。マイクロ比抵抗曲線におけるA～G層各区間の1インチ見掛比抵抗値および

2インチ見掛比抵抗値の平均値は次のとおりである。

A
B
C
D
E
F
G

グループ名（深度）　　1インチ値の平均値2インチ値の平均値

層50，5～153．Omabh

層153．0～227．Omabh
層　　　227．O　～333。O　mabh

層333，0～503．Omabh

層503，0～595．Omabh
層　　595．0～636．O　mabh

層636．O～716．Omabh

16．7Ω一m

l87Ω一m

299Ω一m

197Ω一m

l63Ω一m

ll5Ω一m

l44Ω一m

21．0Ω一m

192Ω一m

309Ω一m

229Ω一m

186Ω一m

l32Ω一m

l63Ω一m

標準偏差（2インチ）

　10．8

　92．3

　73．7

　49．2

　13，1

　39．0

　22．6

　マイクロ比抵抗検層の特徴として、孔壁近傍の比抵抗変化を示す。次に、今回のマ

イクロ比抵抗検層の比抵抗値と電気検層の比抵抗値が、良く整合していることから、

孔壁近傍の比抵抗変化と岩盤の比抵抗変化が類似している。

　マイクロ比抵抗検層では微弱な比抵抗の変化が捉えられているが、捉えられた低比

抵抗部分は、それぞれが割れ目に対応している可能性が高いと考えられる。

　（注＝DH－2号孔で2インチマイクロ比抵抗値とBHTV（ポアーホールテレビユアー）の検層結果を1／20

のスケールで検証した。その結果、花闘岩部の低比抵抗部位は、大部分BHTVの亀裂筒所

と一致した。）そこで、2インチ値の比抵抗変化から、低比抵抗部分を抽出してその出

現頻度をカウントしてみた。その結果を下記に示す。

A
B
C
D
E
F
G

グループ名

層

層

層

層

層

層

層

50．5

153．0

227．0

333．0

503．0

595．0

636．0

比抵抗より算出した亀裂の頻度

～153．O　mabh

～227．O　mabh

～333．O　mabh

～503．O　mabh

～595．O　mabh

～636、O　mabh

～716．O　mabh

0．34本／m

4．95本／m

2．63本／m

l．39本／m

O．51本／m

2．49本／m

O．91本／m

それから、考察するとB層・C層・D層・F層に亀裂に伴う低比抵抗部が多く認め

られる。逆に、E層・G層は高比抵抗部で、亀裂頻度も少なく良い整合性を示してい
る。
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5　3．3　密度検層結果
測定区間の密度検層結果を図5．3．4に示した。各区間の平均密度は次のとおりである。

A
B
C
D
E
F
G

グループ名（深度）

層

層

層

層

層

層

層

50．5

153．0

227．0

333．0

503．0

595．0

636．0

～153．O　mabh

～227．O　mabh

～333．O　mabh

～503，0mabh

～595．O　mabh

～636．O　mabh

～716，0mabh

密度値の平均値

　1．80σ／cm3
　　　0
　2．3691cm3

　2．529／cm3

　2559／cm」

　2．5891cm3

　2．529／cm3

　25691cm3

標準偏差

　0．10

　0，19

　0．05

　0．09

　0．02

　0．06

　0．04

　測定区間の密度値の平均値は、A層を除くと2．36～2．589／cm“と一定な値を示してい

ることが明らかになったが、以下の深度で、密度値の特徴的な減少が確認された。密

度値の減少は、193．9mabh付近，251．8mabh付近，284．I　mabh付近，298．8mabh付近，

363．2mabh付近，405．3mabh付近、469．6mabh付近，598．7mabh付近，62L8mabh付近，

656．5mabh付近に認められ、それぞれのでは、割れ目に対応しているものと考えられ

る。特に、469．6mabh付近，598．7mabh付近，62L8mabh付近は断層破砕帯に対応し

ていることが予想される。
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5．3．4中性子検層結果
　測定区間全体の中性子検層結果を図5．3．5に示す。図に示されるように、本孔の中性

子測定値は花闘岩の層変化を良く反映し、中性子強度の高低が各所に認められる。

193．9mabh付近，284．1mabh付近，343．2mabh付近，363．2mabh付近，405．3mabh付近，

469．6mabh付近，621 ．8mabh付近，656．5mabh付近で顕著な中性子強度の減少が認め
られた。

　中性子検層結果より算出した地層孔隙率の変化曲線についても、図5．3．5に併せて示

した。本孔の地層孔隙率は5～50％と比較的広い範囲の値を示している。

　中性子強度から孔隙率を算出する式は、「5．2測定原理および測定方法」の中性子検

層の項に示している。

　中性子強度から算出される孔隙率は、石灰岩からなるAPl規格の標準ピットによっ

てキャリブレーション（中性子強度一孔隙率の関係）をおこなったのち、いろいろな

孔井で使用する。検層から算出する孔隙率は全孔隙率を示し、岩石試験結果から求ま

る数値とは必ずしも一致しないのが一般的で、特に粘土分を多く含む岩石では先の傾

向が強い。

　その結果、A～G層各区問の地層孔隙率の平均値を次に示す。

A
B
C
D
E
F
G

グループ名

層

層

層

層

層

層

層

50．5

153．0

227．0

333．0

503．0

595．0

636．0

～153．O　mabh

～227．O　mabh

～333．O　mabh

～503，0mabh

～595．O　mabh

～636．O　mabh

～716．O　mabh

地層孔隙率の平均値

　　48．8％

　　19、6％

　　　7．8％

　　　7．3％

　　　4．4％

　　　8．9％

　　　6．2％

　中性子孔隙率では各層の平均値が、E層を除くといずれも5％以 上で、全般に高孔

隙率を示す区間が多い。特に、堆積岩のA層と花商岩のB層の平均値は、10％以上の

孔隙率を示す。硬岩部に相当するE層・G層の孔隙率は、いずれも低い。
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5．3．5ガンマ線検層結果
　測定区問全体の自然放射能検層結果を図5．3．6に示す。測定されたガンマ線強度の範

囲は堆積岩と花闇岩が分布する区間で、45～480API（l　CPS＝5．5API）と比較的広

い範囲で変化している。

各区間の平均ガンマ線強度とグループ毎の関係は、次のような結果になっている。

A
B
C
D
E
F
G

グループ名（深度）

層

層

層

層

層

層

層

50．5～153．O　mabh

153．0　～227．01nabh

227．0

333．0

503．0

595．0

636．0

～333．O　mabh

～503．0皿abh

～595．O　mabh

～636．0皿abh

～716．O　mabh

ガンマ線強度の平均値

77．5API
319API
284API
279APl
304API
295API
284API

標準偏差

　13．3

　77．0

　18．3

　18．0

　16．O

　l7．2

　20．1

f旦し　　1cps＝5．5APl

　本孔のガンマ線強度の平均値を示したように、A層の平均値が77API，それ以外の

花闘岩部の平均値は、300API前後を示す。

　特に、193．9mabh付近は本孔の最高値（484APl）を示している。
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5．3．6音波検層結果
　ここで述べている地層の速度とは、発信器から受信器までに要したP波の伝播時間

をもとに算出される値である。地層速度を算出する式は、r5．2測定原理および測定方

法」の音波検層の項に示しているが、この式でもとめられる速度は孔径および孔内水

のP波速度に依存している。しかし、今回実施したように受信を2ケ所（発信器から

3フィートと5フィートの距離）で行い、位相差を考慮した計算を行うと、孔径およ

び孔内水のP波速度の影響を取り除くことが可能になる。すなわち、5フィートと3

フィートの伝播時間の差をとると、P波が孔内水を通過する時間が除かれて2フィー

トの地層中を通過する正味の伝播時間が得られる。本来の岩石が有するP波速度は、2

フィートの走行距離を5フィートと3フィート問の伝播時間差で割ることより求める

ことができる。

　今回の測定結果において、測定区問全体のP波速度検層結果を図5．3．7に示した。本

孔の速度値は、L8～5．6km／secの範囲にある。

A～G層各区間のP波速度の平均値は、次のような結果になった。

A
B
C
D
E
F
G

グループ名（深度〉

層

層

層

層

層

層

層

50．5　～153。O　mabh

153．0～227．O　mabh

227．0　～333．O　m捷bh

333．0～503．O　mabh

503．0～595．0皿abh

595．0～636．O　mabh

636．0　～716．O　mabh

P波速度の平均値

　2．13kl】〔ゾsec

　3。23㎞ノsec

　4。20knVsec

　4．80㎞ノsec

　5．00㎞〔1／sec

　4．78knゾsec

　4，72knソsec

標準偏差

　0．12

　0．60

　0．46

　0，49

　0．24

　0．45

　0．40

　A層（堆積岩）のP波速度を除くと花闇岩区間において求められたP波速度から、

D層の一部・E層・G層で5．00km／sec以上の高速度層が確認された。逆に、B層のP

波速度の平均値は3．23k皿／sと最も低い値を示している。
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5．3，7温度検層結果
　測定区問全体の温度検層結果を図5．3，8に示す。この孔内温度曲線は、孔内水位が、

0，0皿abh時（湧水時）の曲線で測定区間全体を最も良く表わしている。

　この曲線によると、地表水温（275℃）から290．4mabhの温度（29．1℃）まで増加

し、その深度以深は比較的なだらかな温度上昇を示している。その平均値は0．13℃／10

mで火山地帯などを除く通常地域の平均地温勾配0．2～0．3℃／10皿と比較してもかな

り低い。孔内の最高温度は、孔底（715．8mabh）で34．6℃を記録した。

　孔内温度のアノマリーは、290．4mabh付近に認められ、その深度から湧水が始まり、

地表まで達しているとことを示唆している。
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5．3，8孔径検層結果
　測定区間全体の孔径検層結果を図5．3．9に示した。本孔の掘削孔径は50．5mabhから

孔底（715．8mabh）まで直径96．06mmで掘削されている。

　本孔の掘削孔径に対する孔径の変化は、次のような結果になっている。

A
B
C
D
E
F
G

グループ名（深度）

層

層

層

層

層

層

層

50、5

153．0

227．0

333．0

503．0

595．0

636．0

X方向とY方向の相加平均値
～153．O　mabh

～227．O　lnabh

～333、O　mabh

～503．0皿abh

～595．O　mabh

～636．0皿abh

～716．O　mabh

108．9mm

106．O　mm

101．2㎜

100．9mm

l〔）0．l　mm

101．1mm

99．6mm

標準偏差
　5．08

　18．O

　l．86

　6．09

　0．20

　4．59

　0．33

本孔の孔径は、全般的に掘削孔径より数㎜～270皿n程度拡大している。特に、B

層・C層の孔径拡大が著しく（最大孔径270mm程度）、次の深度で大きく拡大してい

る。194．5mabh（270mm），469．3mabh付近（199mm），598．9mabh付近（134mm），

619、9mabh付近（140㎜）である。
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5．3．9孔曲がり測定
孔曲がり測定については、表5、3．2に方位傾斜測定結果を示した。表にしめされるよ

うに、本孔は方位・傾斜とも大きな変移もなく良好である。傾斜の最大は、孔底付近

（715mabh）で0。30’の変移にとどまっている。

表5．3．2　方位傾斜測定結果
深度（mabh）

方位 傾斜
深度（mabh）

方位 傾斜

50 N54W 0。 06’ 390 N41E 0。 06’

60 N40W 0。 06’ 400 N46E 0。 06’

70 N52W 0。 06’ 410
一

0。 00’

80 N49W 0。 06’ 420
一

0。 00’

90
N了4W 0 06’ 430

一
0。 00’

100 w 0。 06’ 440
一

0。 00’

110
一

　　π0。

00’ 450
一

0。 00’

㎜　“ 胃　所 一　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　 『 『
　　　 一120

一
0。 OO’ 460 S44W 0。 06’

130 S31W 0。 06’ 470 S49W 0。 30’

■　旧

一140 S50W 0。 06’ 480 S60W 0。 06P

［　『150 S53W 0。 490 S66W 24’

160 S55W 0 06’ 500 S69W 0。

　幽　一 24
㎝170 S23W 0。 06’ 507 S61W 0。 18’

180 S44E 0。 12’ 510 N63W 0。 36♪

■　旧 ［　一

190 S74E 0。 30’ 520 N57W 0。 367

200 S62E 0。 06’ 530 N53W 0。 36P

旧 ［　－　醐

210 S6E 0。 06旨 540 N47W 0。 30’

一　一　一　 一　一

220 S30E 0。 54 550 N43W 0。 18’

界　　　　　　一

230 S36E 1。 00’ 560 N42W 0。 12’

240 S39E 0。 36’ 570 N41W o。 12’

250 S25E 0。 06’ 580 N44W 0。 12’

一　一　 　一　■　一　一　一

260 S70E 0。 06’ 590 N54W 0。 18’

270 S42E 0。 24P 600 S86W 0。 06’

278 S46E O。 18’ 610 S77W oo

280 N30W 0。 36’ 620 S63W 0。 18’

㎝290 N40W 0。 36’ 630 S45W 0。 06’

㎜
π　m　m300 N29W 0。 42’ 640 S80W 0。 067

『　m
　一　一　一　　　　　一

310 N19W 0。 36’ 650 N85W 0。 06

320 Nl1W 0 24’ 660 S80W 0。 06’

330 N6W 0。 241 670 S63W 0。 12｝

340 N6W 0。 06ナ 680 S62W 0。 12’

一350 N12E 0。 06ン 690 S70W 0。 18’

360 N33E OD 067 700 S67W 0。 i8’

一　』 　　　　

370 N33W 0。 0げ 710 S72W OQ 24
一　一

380 N44E 0。 06’ i 715 S75W OD
30’
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5．3．10フローメーター検層
　フローメーター検層は、1次検層の湧水状態での測定（図5，3．10～図5。3．11）で合計

6回実施した。2次検層の測定では、同様に湧水状態（図5．3．12～図5．3．13）で、合計

6回実施した。更に、3次検層の測定では、湧水状態（図5．3．14～図5．3・15）で合計6

回実施した。これらの検層図には、ケーブルスピードとスピンナーの値が示されてい

るが、いずれの降下時の検層図ともケーブルスピードが15m／min，25m／mjn，35mlmin

と速くなるほど、スピンナーの同転数が減少している。逆に、引揚げ時の検層図では

ケーブルスピードが15m／mjn，25m／min，35mlmjnと速くなるほど、スピンナーの回

転数が増加している。

　次に各図毎に説明する。

　図5．3．10フローメーター検層（1次測定，湧水状態l　DOWN）

　図5・3．11フローメーター検層（1次測定，湧水状態：UP）

　スピンナーの回転数について、195皿abh付近で発生している大きな変化は、孔径拡

大に伴う変化で、孔径拡大個所で孔内水の出入りがない場合、一時的に回転数は減少

するが、元の回転数に戻る。その解釈として孔径拡大によってスピンナーの回転数が

一時的に減少するが、孔内水の出入りがないか、ツールスの検出限界を下回るような

小さな変化である場合、回転数が拡大個所の前の測定状態に戻ったと考える。

　この区間の各検層図ともスピンナーの回転数について、220mabh以深で大きく変動

している。このことは、大部分の湧水が、220mabh以深から孔内へ浸入し、そのまま

地上まで達しているものと考える。

　図5・3・12フローメーター検層（2次測定，湧水状態：DOWN）

　図5．3」3フローメーター検層（2次測定，湧水状態：UP）

　この区間の各検層図から、スピンナーの回転数について、290mabh付近，305mabh

付近，370mabh付近で、大きく変動している。このことは、これらの深度から大部分

の湧水が、孔内へ浸入し、そのまま地上まで達しているものと考える。

　図53．14フローメーター検層（3次測定，湧水状態＝DOWN）

　図53．15フローメーター検層（3次測定，湧水状態；UP）

　この区間の各検層図ともスピンナーの回転数について、290mabh付近で大きく変動

している。このことは、大部分の湧水が、290mabh付近から孔内へ浸入し、そのまま

地上まで達しているものと考える。その他のでも、フローメーター解析を行うことに

よって、透水性割れ目の存在が明らかになると予想される。
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5．4物理検層結果より算出した孔内の透水性について

　一・般に・地下深部における地下水の流動を把握するためには、地質構造との関連性

から水理地質構造モデルを構築し、地下水流動解析を行う。そのため、試錐孔におい

て地下水の透水係数を把握する水理試験が用いられている。しかし、水理試験は多大

な時間と経費がかかり、測定区間も不連続とならざるを得ないことが多い。

　これに対し・物理検層は岩盤の諸物性を迅速かつ連続的に測定することが可能なた

め・物理検層結果と水理試験結果に相関性が認められれば、試錐孔付近の水理学的特

性を連続的に推定することが可能になる。

　このような観点から、尾方ほか（1992）は、物理検層のひとつである電気検層から

得られた比抵抗値と、水理試験より得られた透水係数の比較を行い、相関性を導いて

いる。しかし、本関係はその対象が堆積岩（多孔質岩盤）中に限られ、花商岩などの

結晶質岩（割れ目系岩盤）中での相関性については、未だ議論されていない。

　ここでは、花闘岩などの結晶質岩（割れ目系岩盤）や堆積岩（多孔質岩盤）を対象

とした岩盤中での相関性について検討する。図5．4．1に物理検層結果を用いた岩盤の透

水性検討の概念図を示す。

5．4，1物理検層と水理試験による透水性の評価

　水理試験から得られた岩盤の透水性と、物理検層から得られた物性値の相関性にっ

いて次のような検討を行った。図5．4．2に一般的な物理検層結果を用いた透水性の評価

図を示した。まず、透水性について検討する前に、各検層結果から得られた物性値に

ついて、その相関性について検討する。

1）物性値の相関性

　各検層の相関図（クロスプロット）を示す。クロスプロットのサンプリング間隔

は、】Ocm毎のデータを読み取った。

①比抵抗値と各物性値との岩相区分による相関性

a．比抵抗（ショート・ノノ瞬1レ）一中性子孔隙率プロット図（図5．4．3）

b．比抵抗（ショ十ノノ瞬ル）一ガンマ線強度プロット図（図5．4．4）

c．比抵抗（ショート・ノノ昨ル）一P波速度プロット図（図5．4．5）

d．比抵抗（ショートワルマル）一密度プロット図（図5．4．6）

　比抵抗（ショ十ノ脚ル）を中心に各物性値のプロット図を図5．4．3～図5．4，6に示した。

　これらの特徴を示すと、比抵抗（ショートワノ卿ル）一中性子孔隙率の間には、逆相関が認

　められる。

　比抵抗（ショート・ノルマル）一P波速度および比抵抗（ショートヴルマル）一密度の間には、正

　の相関が認められる。また、比抵抗（ショート・ノ1困ル）一ガンマ線強度の相関図は、弱

　い正の相関を示している。

　次に、各層の特徴を示すと、本層は、A層が堆積岩で、B層～G層まで花商岩で

　構成されている。そのため、A層が堆積岩の特徴である低比抵抗・低密度・低速度

　域に集中し、C層～G層は、花商岩の特徴である高比抵抗・高密度・高速度域に物
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性値が集中する傾向にあるのに対して、B層は、A層とその他の層群（花闇岩）を

結ぶ漸移的な物性値の広がりを示している。

　A層の変化域は、比抵抗値（2～20Ω一m），密度値（L5～2．19／cm3），P波速度値

（1．8～2．3km／s）に集中している。C層～G層の花闘岩は、比抵抗値（150～4700Ω

一m），密度値（1．5～2．6g！cm3），P波速度値（2．7～5．5km／s）を示す領域に分散して

いる。

②中性子子L隙率と各物性値との岩相区分による相関性

（i）中性子孔隙率一ガンマ線強度プロット図（図5．4．7）

　　この図の特徴は、A層（堆積岩〉が、高孔隙率（50％前後）・低ガンマ線強度（40

　～120APl）を示す領域に分布する。B層～G層（花闇岩）では、害1』れ目の少ないE

　層・G層の中性子孔隙率が3．5～10％、ガンマ線強度が300APl前後に集中する傾向

　が認められるのに比べて、その他の花闇岩グループ（B・C・D・F層）では、中性子

　孔隙率・ガンマ線強度とも拡散する傾向を示す。特にその傾向は、中性子孔隙率に

　良く表われ、B層・D層・F層は高中性子孔隙率を示す領域へ分散している。

（ii）中性子孔隙率一密度プロット図（図5．4、8）

　　中性子孔隙率と密度値の間には、逆相関が認められる。

　　中性子孔隙率3％・密度値2．69／cm3からそれぞれ60％，15g！cm3の範囲まで逆

　相関を示しながら、減少する傾向が認められる。
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2）一般的な物理検層結果を用いた透水性の評価

①物理検層結果の解析方法

　　物理検層結果と割れ目（透水性）との比較において、一般的には中性子検層・音

　波検層・電気検層・密度検層などのデータからSchlumberger　Log　Intcrpreta【ion

　Charts，1972などに記載されている式（ArchieやWyllieの式など）より、孔隙率（Φ）

　や地層係数（F）を算出する手法を用いている。しかし、今回は大部分の岩盤が花

　闘岩であり、花闇岩での研究成果としてKatsube＆Humeが1987年に発表した論文

　を引用して、物理検層による物性値と水理試験結果について検討した。

　彼らは、カナダ・オンタリオ州の花闘岩の岩盤について、物理検層と室内実験な

　どから透水性に関する研究を行い、その結果Archie（1942）の式F．＝R、！瓦　（1）

　（Rl＝地層の比抵抗，R．＝間隙水の比抵抗）から透水係数に関する（2）式を導出

　している。

　　　　　　　　　K＝2．51×107F 2’22　　（10一且ロπゾsec）　　　　　（2）

　　彼らの研究の中で粘土分を多く含有した岩盤中（破砕帯等）は多くの電流が流れ

　るため、比抵抗が減少し、その結果F（地層係数）が小さくなり、（2）式から求め

　た透水係数は、見掛け以上に良好な透水性岩盤と解析される。

　　彼らは、色々な検層（電気・音波・密度・中性子検層・ボアーホー蛎レビュアーなど）の測

　定結果の中から、電気検層より算出したF，，（地層係数）と密度検層から導かれた

　F、（地層係数）を組み合わせた複合的なインデックスを用いて粘土分を多く含ん

　だ地層についても、整合するような透水係数に関する（3）式を導出した。

　　　　　　　　　　T；4．10×107（F、N！FDN）　L。6　　（mヲsec）　　　　（3）

　　ここでTはTrans血ssivity，F、，は，F、，＝b／（Φ、）m（4），b　l定数，m：充填

指数は、次の定数を用いている（HumbleFomulaの式b＝0．62，m＝2．15）。

　　Φ、＝（Dm－Df）1（Dm－Dl），（Dm　lマトリックス密度＝2，659／cm3，Df　l地層密度，Dl：

　水の密度＝1．Og！cm3）である。

　　今回、検層解析を行うにあたり、粘土分を多く含有した破砕帯・割れ目帯を挟む

　複合的なインデックスを用いて解析した。同じ花闘岩の岩盤であっても外国の岩盤

　と目本の岩盤では岩質が異なることから、　（3）式の係数（4．10×10 7）を岩盤の岩

　質に関係した定数として（4）式を用いて試算した。Katsube＆Humeの（3）式では、

　（F、，！F。，）の項には、マイナスのベキ乗項（一LO6）が付加しているが、（F、．／F、，）

　に相関性があればベキ乗項は必要なく、係数Aのみで岩質の差や地域性の違いを考

　慮した係数で表現できると考えられる。

　　　　　　　　　　T．＝A×（F、．／F。L）（4）

　　ここでAは孔井係数で、孔井の岩質の変化を反映した係数である。この係数につ

　いては、㎞g（T．）＝0を示す岩盤の透水係数が1×105（cm／sec〉になるようなA

　（孔井係数）を仮定する。

　　今回は、複合的なインデックスの有効性について評価するため、そのインデック

　スと水理試験から算出した透水係数にっいて考察した。

　　更に、中性子検層，音波検層より導かれたF、（地層係数），F、。（地層係数）を

　組み合わせた複合的なインデックスにっいても検討した。
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　電気，中性子，密度，音波などのデータによる複合的なインデックスによる透水

係数の推定は、花闇岩のような亀裂性媒体の岩盤に対する適用例も少ないが、デー

タを多く集めることにより、その因子と透水係数の関係が明らかになると思われる。

②物理検層データによる地層係数因子

　　地層係数の推定は、まず各検層測定結果より、孔隙率（φ）を算出し、次に孔隙

　率から次式（Archie，1942）を用いて地層係数（F）を算出する。

　　　　　　　　　b
　　　　　　　F＝一　　　　　　（Archie，1942）
　　　　　　　　　φm

ここで、mとbは、HumbleFomulaよりb＝0．62，皿＝2．15を用いた。

（i）中性子検層データによる地層係数

　　中性子検層データによる地層係数の計算は、前述したように、中性子孔隙率（Φ）

　から地層係数（FNL）を算出した。

（h）密度検層データから算出した地層係数

　　孔隙率は密度検層データから下記のSchlumborger（1972〉の式により算出した。

　　　　　　　　γm一γ　　　　　ΦDニ　　　　　　　　　　（Schlumberg　，，1972）

　　　　　　　　γ皿一γf

　　　　　　　　　　　　　　　φ．1密度検層による孔隙率（％）

　　　　　　　　　　　　　　　γ．二岩盤の基質密度（＝2．659／cm3）

　　　　　　　　　　　　　　　γ　＝検層による密度（g！cm3）

　　　　　　　　　　　　　　　γ，1水の密度　（＝1．Og／cm’）

　密度検層データによる地層係数の計算は、密度検層による孔隙率（φD）から地

層係数（F、。）を算出した。なお、検層解析を行う時、岩相が花商岩の場合、岩盤の

基質密度は2．659／cm3、花闘閃緑岩の場合は2．8091cm3を用いてこの値からどれくら

い離れているかによって岩質の変質度の目安とする（LoglnterpretationChartsArLAS

WIRELINE　SERVICES1988）。

（i玉i）比抵抗検層データによる地層係数

　比抵抗データから透水係数を計算するには、最初に補正比抵抗値を求める。補正

　比抵抗値を求めるのに、シュランベルジャーの比抵抗偏差曲線のうち、NO
　INVASlONチャートを使用した。参考資料として、比抵抗偏差曲線を図5・4．9にを示

　す。

　計算にあたっては孔井内温度を考慮し、下記の近似式により、Snの補正比抵抗値

　を算出した。
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・Sn（シヂトノルマル）の近似式

R，（Shor姻　）＝10（L21xlq呂Y〉×1080÷（温度＋21．5）

　　　　　　　　　R，1補正比抵抗値、

　　　　　　　　　Y　l比抵抗値／孔内水の比抵抗値

　次に補正比抵抗値を用いて、地層係数（F。＝補正比抵抗値÷孔内水の比抵抗値）

を求めた。今回、複合的なインデックスに用いた地層係数は、電極間隔の短いショ十甲

ノ1瞬ルのデータを使用した，

　次に、参考資料として、図5．4．10に孔内水推定比抵抗変化図を示した。孔内水推

定比抵抗値（Rm）は、次式から算出した。

RW2＝RW1（T1＋21．5）／（T2＋21．5）

（Log】hte甲retationCharts　ATLへS　MRELn寸E　SERVICES1988）

　　　　　　　　　RW2，RWI　l孔内水の比抵抗値

　　　　　　　　　TI，T2　　：孔内水の温度
RW2＝22．7　（26．1＋21．5）！（T2＋21．5）＝1080．52／（T1＋21．5）

すわわち、

Rm＝1080÷（温度＋2L5）

　その結果、孔内水推定比抵抗値は、孔内温度に強く影響を受け、290皿abh付近で

大きく減少し、それ以深では深度と共にほぼ直線的に減少傾向を示している。

③水理試験結果と物理検層データとの相関

（i）物理検層データから算出した地層係数と水理試験による透水係数との相関

　表5，4、1の各データにもとづき、水理試験による透水係数と中性子，密度，比抵抗

　の各検層データから次のような複合的な地層係数（FNLIFsN），（FDI／FsN），（FsLIFsN）

　を算出し、複合的な地層係数と水理試験による透水係数との相関性を検討するため、

　相関図を図5．4．11～図5．4．13に示した。図からわかるように、各クロスプロット図

　とも正の相関が認められるが、中性子の因子（FNLIFSN）と透水係数の相関係数（好

　は、O，7404）良好であった。今後、これらの因子に注目しながら、更に詳細なデー

　タ解析が必要と考える。

表5．4，1　物理検層データから算出した透水係数因子一覧表
≡　』ゴ番号 き’　’

区間m 7理5　による 理　　一 データによる 　　糸1戸

上端深ス 下端深ス 1水係数（m／sec） FDL！FSN
FSLIFSN

FNL／FSN
1 157．45 164．E 2．00E－08 17．11 5．64 7．55
2 171．80 280．17 6．10E－05 9．00 4．20 3．61
3 431．42 505．50 5．00E－06 5．38 10．69 3．46
4 388．90 429．68 4．30E－05 9．90 1．44 1．72
5 345．90 387．18 3．00E－05 9．00 2．72 2．40
6 279．40 344．67 8．00E－05 4．16 2．10 1．51
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3）フローメータ検層解析を用いた透水性の評価

①フローメータ検層結果の解析

（i）流速分布および地層流入量

　　フローメータ検層は、孔井断面の直線的な流体の移動をインペラーの回転運動に

　変換する方法を用い、フローメータの効率はフローメータの摩擦，流体密度および

　流体の粘性，更に限界速度にも左右される。

　　限界速度というのは、フローメータのインペラーが回転を開始する最小の流体速

　度である。

　　実際の解析手法として、データ・ポイントを利用して平均的スロープを以下の式

　を用いて計算する。

　　ΣXY一ΣXΣY
m　＝
　　nΣX㌧（ΣX）ユ

但し、m　スロープ特性（m／n血／rps）

　　X　　ライン速度（m／min）

　　Y　＝rps回転数1sec

このスロープの切片は、見掛けの流体速度を表している。

　　ΣY－mΣX
va＝

　　　　　n
但し、n　lポイントの合計

　　va＝見掛けの流体速度（m／min）

　フローメータから解析された速度vaは、孔径の中心における流体速度を示してい
る。

　フローメータ検層解析では、降下・引揚げ各々3種類のケー一ブルスピードとそれ

に対応するインペラーの回転数から流体速度を計算する。1深度（10cm間隔）につ

いて6セットのデータを横軸にケーブルスピード、縦軸にインペラーの回転数をと

ってグラフにプロットする。その際、ケーブルスピードおよび回転数は降下時のデ

ータをプラス、引揚げ時のデータをマイナスとする。インペラー回転数は、孔内水

に下向きの流れがあると、同じケーブルスピードでも流れがない場合に比較して降

下時に小さくなり、引揚げ時に大きくなる。

　図5．4．14に示すように、孔内水の流速がゼロの時、点の分布がつくる直線（一点

鎖線）は第1象限から原点を通って第3象限に向かうが、孔内水に上向きの流れが

あると、降下・引揚げいずれの場合も、プラス・マイナスを考慮した回転数は大き

くなるため、直線（実線）は上方にシフトする。一方、流れが下向きの場合は回転

数は小さくなり下方にシフトする（破線）。
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　図5．4．14で重要なことは、直線のX切片（インペラーの回転数がゼロの時）の

ケーブルスピードがその深度での孔内流速を表していることである。

②透水性割れ目帯の透水係数の算出

　　フローメータ検層解析によって得られた流速の変化（図5．4．15～図5．4．17）が、水

　の流入出に関与する割れ目帯に一致することが分かった。

　　図5、4．15～図5．4．17にフローメータ検層の結果から算出した流速分布を示す。自

　然湧水量約600〃min時（279mabh以浅）と自然湧水量約720〃min時（507mabh以

　浅）、更に自然湧水量約430〃min時（709mabh以浅）の引揚げケーブルスピード15

　m，25m，35m降下ケーブルスピード15m，25m，35mの各データを用いた。

　　流速量の解析にあたっては、流速速度が変化を示す深度、すなわち流速速度の絶

　対値が増加する個所で孔内水が地層から流出していることを基本とした。

　　フローメータ検層解析の結果、279mabh以浅では湧水量（約600〃min時）の大部

　分が230～279mabh間の地層から流出し、507mabh以浅では湧水量（約720〃min

　時）の大部分が276～370mabh間の地層から流出している。さらに、709mabh以浅

　では湧水量（約430ぞ！min時）の大部分が276～370mabh間の地層から流出していた。

　　DH－12号孔の特徴として、浅部の流入個所は花闘岩中の風化帯に、深部ではほと

　んどの湧水が、透水性の良好な割れ目帯（276～370mabh間）、特に276～288mabh

　問の割れ目帯であることが判明した、

　　279mabh以浅・湧水量約600〃minのフロづ一タ検層時の透水性については、下記の

　とおりである。

　　170．0～186．Omabh間　1流入量　5．2％（3L2〃min）

　　216．5～220．Omabh間　1流入量10．8％（64．8ぞ／皿血）

　　23L5～240．0皿abh間　1流入量23．5％　（14LO〃min）
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　245，0～252．O　mabh間　：流入量21．8％　（130．8〃min）

　252，0～265．9mabh間　1流出量12．8％（76．8〃min）

　265，9～278、5mabh問　：流出量25．9％（155．4〃min）

507mabh以浅・湧水量約720〃mlnのフローメータ検層時の透水性については、下記の

とおりである。

　276，0～290，0mabh問　：流入量3L9％（229．7〃min）

　290．0～305，0mabh間　1流入量10、】％（72．7〃min〉

　305．O　mabh付近　　　＝流入量　7．4％（53．3〃min）

　305．0～31L5mabh間　＝流入量　7．4％（53．3〃min）

　31L5～368．Omabh問　＝流入量　9．6％（69．1〃min）

　368、0～370．0皿abh間　＝流出量14．9％（107．3〃min）

　370．0～427．5mabh間　＝流出量12．2％（87，8〃min）

　474．0～492．3mabh間　＝流出量6。5％（46．8〃min）

　709mabh以浅・湧水量約430〃minのフローメータ検層時の透水性については、下記の

とおりである。

276．0～290．O　mabh間

290．0～321．O　mabh間

321．0～381．5mabh問

381．5～508．5mabh間

508．5～640．O　mabh間

640．0～660．O　mabh間

660．0～697．Omabh間

697．0～705．O　mabh間

；流入量58．6％（252、0〃min）

＝流入量

1流入量

：流入量

＝流出量

：流出量

：流出量

8．6％　 （　37．0〃皿加）

6．0％　（25．8〃min）

2．0％　（8．6ぞ／min）

6．8％

4．1％

3，0％

；流入量10．9％

（29．2ぞ！min）

（　17．64／m血）

い2．9ぞ1min）

（46．9’1min）

　これらの結果よりDH－12号孔は、透水性の良好な割れ目帯が、276．0～290．Omabh

間を最大として、各所に存在している。
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5，5岩相解析
5．5．1データ処理と岩相解析の概要
1）岩相解析の目的

　　本解析の目的は各物理検層種目の測定結果を、統計確率論的手法を用いて総合的

　に解釈することにより、岩相分布を求めようとするものである。従来、岩相につい

　ては採取コア試料の岩石学的な観察が基本であり、検層により連続的に得られた物

　性値と岩相との関連性については定性的に考察されているに過ぎなかった。本解析

　では物理的な測定値という数値データに基づいて岩相を求め、コア調査とは異なっ

　た観点から、各岩相を物性値と結び付けて“定量的”に評価した。更に、複数の周

　辺試錐孔の解析結果と対比することにより、岩相分布の地域的な傾向の把握も試み

　た。

　なお、この手法による岩相解析はAN－1号孔、DH－2号孔、DH－4号孔、DH－5号孔DH－10

号孔、DH－11号孔、において既に実施している。

解析に際して上記6試錐孔およびDH－13号孔の結果についても参考にした。また、

主として花闘岩体を解析対象としたが、本孔ではDH－2号孔、DH－11号孔の場合と同

様、花闘岩体を不整合で覆う堆積岩（新第三系）についても解析を試みた。

本孔および参考試錐孔の位置関係を図5．5．1に示した。
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2）解析に使用した機器・ソフトウエア

①使用機器
　　パーソナノレ・コンピュータ

　　カラー・プリンタ

　　Canon　LBP－2030PS

　　光磁気ディスク・ドライブ

Compaq　Deskpro　XE560

HP　Pah1句et

Sony　MO　Disk　Unit　RMO－360

②ソフトウエア

　　解析には米国ウエスタン・アトラス社の検層解析ソフトウエア“WDS（W611Data

　Syste皿）”を用いた。本ソフトウエアは、データ処理・管理用のプログラムと各種の

　アルゴリズムに基づいた検層解析プログラムから構成されている。今回、主として

　下記のプログラムを使用した。

WELLMANEGER…・坑井データ・ファイル（WDF）の一般管理

CORE……………テキ スト・データの（WDF）への変換

LISTER…一……一WDFデータのテキスト・データ出力

ADMISHIFT………自動深度マッチングおよび深度シフト
ENCORR…………環境補正（孔径、温度、．．．．．）

EPIPLr一…………データおよび解析結果のカラー・プロット

CROS…一・………クロスプロットおよびヒストグラムの作成

PREOPTIMA・…・…・OPT正MAプログラムの前処理

OPTIMA…………複合岩相解析
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3）解析手順

　解析手順の概念をフロー・チャート（図55．2）に示す。まず光磁気ディスクにテ

キスト・ファイルとして記録されている検層データについて内容（種目、深度、ス

ケール等）をチェックし、検層解析ソフトウエアに取り込む。次に、”WDS”の中で

テキスト・ファイルから’WDF（WellDataFile）”という孔井データ処理用のバイナ

　リ・ファイルに変換の上、各種補正や解析処理が実行される。

　使用した検層記録（種目）を表5．5．1に示す。

デジタル検層データ

（光磁気ディスク）

データ・チェック
（照合）

原記録

　↑

WDS 　テキスト・ファイルの

”WDF”ファイルヘの変換

　　　　　Merging　Lo9
（各検層データをショート・ノルマル

比抵抗値を基準に深度マッチング）

クロスプロット，ヒストグラム作成

フラクチャー解析 岩相解析

図5、5．2解析手順フローチャート
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表5．5．1使用検層記録

検　層　種　目 データ 深　　度

温　　度　　検　　層　　（Temperaturelog） τbmp． 0．0－716，8mabh

電　　気　　検　　層　　（Electricallog） SRLN，SN 50．2－716．6mabh

マイクロ検層　（Microresistivitylog） MLl，ML2 50．2－716．8mabh

密　　度　　検　　層　　（Densitylog） ρb 50．2－716．6mabh

中　性　子　検　層　　（Neuαonlog〉 φN 0．0－716．6皿abh

音　　波　　検　　層　　（Acousticlog） △T 50．2－713．8mabh

自然ガンマ線検層　（Gammaraylog） GR 0．0－716．6mabh

XYキャリパー検　　　　　　　　　　　（XY　Caliper　b9）　　　　層

X－CAL，Y－CAL 50．2－716．8mabh

データ・サンプリング問隔は0．1m。

解析は補正等の前処理も含めて、全てWDFファイルに変換されたデータを使い

実施した。まず、最初に電気検層のショート・ノルマル比抵抗値（SN）を基準に各

検層記録の深度マッチングを行った。検層作業は一次（50～279mabh）、第二次（275

～509mabh）、第三次（480～716mabh）の3回に分けて実施された。各検層種目

間の深度のずれについては、中性子検層のピークの一部に他の種目　（電気、密度、

音波検層）と若干ずれている箇所もあるが、大部分は一致しており、系統的なずれ

はなく、深度補正の必要はないと判断した。

　次に、中性子検層のカウント数のデータを、孔径補正した較正曲線により中性子

孔隙率（φN）（ライムストン孔隙率〉に換算。また、自然ガンマ線検層測定値（API

カウント数）に対しても孔径補正を施した。

　なお、孔径補正にはXYキャリパーの平均値　（XCAL＋YCAL）12を使用した。

この後、以下の手順で解析処理を行った。

①ヒストグラム
　　中性子孔隙率（Neutron　Porosity）、密度値（BulkDensity）、音波走行時間（AC　Delta

　Timc）、自然ガンマ線（1bla1GR）についてヒストグラムを求めた。

　　ヒストグラムは、ある深度区間における検層データの頻度として表している。ま

　た、次のような数値も求めている。平均値、中間値、標準偏差、最大頻度、ノード

　値、シンメトリー値、フラットネス値。
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ノード値（NODE）　　　　　最大頻度でのデータ値

シンメトリー値（SYMETRY）正規分布においては0を示す。負（正）の場合は

　　　　　　　　　　　　　左（右）側に分散が大きい。

フラットネス値（FLArNESS）正規分布においては0を示す。負の場合は正規分

　　　　　　　　　　　　　布より平坦。

②クロスプロット

　　中性子孔隙率一密度値一音波走行時間にっいて、頻度　（ftequency）プロットと自

　然ガンマ線（「R）talGR）を指標としたZプロットを行った。

　　クロスプロット図を作成する対象深度区間内における指標値（Z値、今回のケー

　スでは自然ガンマ線値）の最小値を0、最大値を9として一桁の整数で表示してい

　る。

　　（例）DHI2号孔　密度一中性子クロスプロット（図5．5．28）深度区間；169m－715m

　　　　　　　　　　　　　　　自然ガンマ線f直　　　　　　　z‘直

　　　　　　　　最ノ』、｛直　　　　　　　273．8　　API　unit　　　　　　　O

　　　　　　　　最大｛直　　　　　　　　495．2　API　unit　　　　　　　　9

　本図においてプロットされているZ値から自然ガンマ線の測定値を知るには、図

右上に記されている次式による。

　　　　　　　TRUE　VALUE；263．9＋25．2969×PLOTTED　VALUE

　また、孔隙率の影響を取り除いたM－Nプロットを行った。その計算式は次の通り

である。

　　M；0．Ol＊（△t　f一△t）／（ρb一ρf）

　　N＝（！一φN）／（ρb一ρf）

　　　　　　　　　　　　　　　　ここで、　△t　f：水の音波速度　189μsec／ft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△t＝岩石の音波速度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρb；岩石の密度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρf＝水の密度　　LOg／cm3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φN　lライムストーン孔隙率

③複合岩相解析（プレ才プテマおよび才プテマ）

　　プレオプテマはオプテマの前処理プログラムで、各検層データにっいて信頼度を

　検定し、その結果を不確実さの巾（uncerta1ntyband）として表示する。

　　オプテマは、各岩石、または鉱物の検層レスポンス値であるマトリックス・パラ

　メータを入力し、実際の検層結果に総合的に最も良く適合する各々の岩石（鉱物）

　の量比（体積百分率）を、統計確率論的手法を用いて求める解析プログラムである。

　　先ずプレオプテマによる前処理を行った後、先に求めたクロスプロットを基に地

　質学的な妥当性を勘案して岩相モデルを考え、コア試験等の結果も参考にしてマト
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リックス・パラメータを入力、さらにその値を種々変化させて、より実際の検層結

果に適合する岩石比率を求める。

　ただし、今回の解析では、本試錐孔の近傍に既に岩相解析を試みた試錐孔が存在

するので、その際に定めたマトリックス・パラメータとの関連性についても考慮す

る必要があった。

④フラクチャー解析

　　オプテマで算出された孔隙率、電気検層のロング・ノルマル比抵抗値（LN〉とシ

　ョート・ノルマル比抵抗値（SN）の比、二次孔隙率（密度・中性子検層から算出さ

　れた孔隙率一音波検層から算出された孔隙率）をフラクチャー検出の指標としてい

　る。

　　ガンマ線スペクトル検層記録がある場合は、各成分（KTh・U〉の強度比等もフラ

　クチャーの指標となるが、本地域では孔径の制約からガンマ線スペクトル検層は実

　施されていない。

　孔隙率：オプテマで算出される孔隙率をはじめ、数種類の孔隙率が利用できる。

花闘岩ではマトリックスの孔隙率は非常に小さいので、孔隙率が大きいほどフラク

チャー孔隙率が大きいと考えられる。

　二次孔隙率＝密度・中性子検層から算出された孔隙率から音波検層より算出され

た孔隙率を差し引いた値。この値が正の場合、粒間孔隙以外の二次孔隙を表す。ま

た、ここでは大きな負の値の部分をオープン・フラクチャーによる音波走行時間（△

T）のスキップ発生の指標としている。

LNISN＝比抵抗検層による探査深度の異なる比抵抗の比をとる。フラクチャーの

存在による孔内水の地層（岩体）への浸透がある場合、浅部比抵抗値が影響を受け

る。比が1に近いほど、浸透がないと判断される。ただし、孔内水の影響により電

気検層によるロング・ノルマル比抵抗値（LN）とショート・ノルマル比抵抗値（SN）

の比について逆の結果が得られる場合もある。従って、LN／SNによるフラクチャー

の発達の推定に際しては、孔内水比抵抗値と地層比抵抗値を総合的に判断する必要

がある。

　孔径拡大1大きなフラクチャーのある部分は、孔壁の状態が不安定で崩れ易く孔

径が拡大している場合が多い。
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5．5．2複合岩相解析（オプテマ）

1）解析プログラムの概要

　複合岩相解析（OPTIMA）は検層ログ実測値、その実測値の不確実さ（uncertajnties）、

既知の変数（岩相あるいは鉱物の検層レスポンス 岩石物性値）と採用した岩相（鉱

物）の組合わせモデルに基づいて、検層理論値および岩相（鉱物）体積比率等を統

計学的・確率論的に求める解析プログラムである。

　未知の変数（岩相体積比率、孔隙率）は、ツール・レスポンス式から求められた、

検層理論値と実測値との差が最小になるよう、非線形重み付き最小二乗法を用い、

繰り返し計算により各深度レベル毎に求められる。また、その結果については、解

析者の定める許容範囲に収まるように制約条件（例えばφ≦40％）を課することも

　できる。

　計算モデルの適合性の指標として、クォリティ・インジケータが出力されるが、

　この値には解析者の定めたパラメータに関する精度の他、各検層結果に対する環境

　の影響、統計的変動、岩石物理学的特性に起因する不確実さ（uncertainUes）、制約条

件の有無が考慮されている。

2〉解析に使用した検層種目

　オプテマ解析に使用した検層ログの種目と測定項目は下記の通りである。

　　検層種目
①電気検層

②音波検層

③中性子検層

④密度検層

⑤自然ガンマ線検層

⑥XYキャリパー検層

（Electrical　lo9）

（Acoustic　lo9）

（NeuじonlO9）

（Density　Io9）

（G㎜ma　Ray　lo9）

（XY　Caliper　Io9）

　　測定項目

Rt（LongNomal）

△T

φN

ρb

lR》talGR

Hole　diameter

上記ログ中、岩相体積比率の決定に使用したのは①～⑤の検層ログのデータであ

る。⑥のキャリパー値は各測定値の孔径補正の他、各測定値の信頼性（不確実さ

（uncertainties））評価に用いられる。
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3）解析の前処理（プレオプテマ〉

　　必要な補正および深度マッチング等の処理を行った各検層データは、プレオプテ

　マと称する、オプテマ解析のための前処理プログラムを使い、その測定値の信頼度

　の指標として、測定値の不確実さ（unce貰aintics）の巾を求める。（図5．5．3，図55．4）

　これは、検層種目毎に関与する不確実要素を積算することである。っまり、全検層

　種目の不確実さに係わる深度マッチングの他、検層種目により関与する不確実要素

　として、孔内形状の不規則さ（rugosity）、検層器自体の特性に係わるゼロ調整誤差、

　測定原理に起因する統計的分散等を、種目に応じて関与する不確実さを加え合わせ、

　その種目の不確実さ（uncer1ainties）とする。

　　以下に自然ガンマ線検層の例を示す。ここで、GRは自然ガンマ線の測定値、σpos

　は測定値の＋側の、σ配Gは測定値の一側の不確実さを示す。

①放射線計測において測定原理に起因する統計的分散

　　σ1＝2．5％×GR

②深度マッチングの不確実さによる誤差

　　σ2＝DPMTCH（GR）

③機器のゼロ調整誤差

　　σ3＝1　API　unit

④子L径補正、孔内水比重補正等、補正チャートを用いる環境補正に伴う誤差

　　総補正量をCORR（％）として、

　　σ4＝［CORR（％）1100］2×GR

⑤相対的不確実さ

　　σ5二5　APl　unit

　　2＿

2＿り2ワZ2σPOS一σNEG一σ1』十σ2十σ3一十σ4十σ5

　なお、深度マッチングDPMTCH（VAL）は測定値の振幅に関連する不確実さで、

深度決定の誤差が測定値決定に与える不確実さの程度を示す。次の式で与えられ、

各種目に共通である。

　DPMTCH（VAL）＝0．5×［IVAL－VAL且〆2i＋IVAL－VAし旦1211

　VAL　：ある深度における測定値

　VAL－1／2；上記深度より1／2フィート上における測定値

　VAL＋1／2＝上記深度より112フィート下における測定値

　また、相対的不確実（relativeuncertainty）さとは、各測定固有の不正確さで、計測が

理想的な状態で行われたとしても、依然として残る不確実さを表す。各不確実さに

関する具体的な数値については、解析ソフトウエア開発元の米国WestemAtlas社が、

自社の検層器を基に見積もっている。

検層ログとして記録された測定値の不確実さの主な要因としては下記のようなも

のがある。
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①環境の影響
　　中性子検層における孔径の糺響等は、その補正量が増加するとレスポンスに関す

　る不確実さも増加する。

　　パッド・タイブの検層器を使用する密度検層では、孔内形状の不規則さがレスポ

　ンスに関する不確実さを増加させる。この孔内形状の不規則さを”rugosity”としてキ

　ャリパー・ログの変化量から計算し、不確実さを見積もる。

②測定の原理
　　各測定値固有の不確実さは、その測定原理に基づいて推定される。例えば、放射

　線計測のレスポンスは既知の統計的分散を示す。

③測定値の振幅

　　前処理段階において、個々の検層記録の深度対比を行い、必要な深度補正を行う

　が、この補正自体の正しさにっいてもある程度の不確実さが残る。測定値の変化が

　小さい場合は、深度決定に多少の誤差があっても測定値決定の不確実さの程度は小

　さく、レスポンス振幅が増加するにつれて誤差の可能性は大きくなる。
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4）岩相モデルおよびマトリックス・パラメータ

　解析対象として、本試錐孔では60～715mabhの区間を選んだ。（50～60mabh間

　は、ケーシング・シュー直下のためもあり、検層記録の品質が不十分と判断した。）

岩相は169mabh以浅では堆積岩、以深は花闘岩である。堆積岩部分と花闘岩体では、

地質構成が全く異なるので別のモデルを考えて解析した。

　オプテマでは最大6種類までの岩石（鉱物）を取り扱うことが可能であるが、地

　質条件と利用できる検層種目数を考慮し、堆積岩層および花商岩体とも4種類の岩

石から成るモデルを採用した。以下に各モデルの内容について述べる。

①堆積岩
　　本試錐孔では、新第三系の瑞浪層群が花闘岩体の上を不整合で覆っている。同層

　群の岩相は主として砂岩、泥岩および礫岩から成る。コア観察記録によると50．3～

　ll6．8mabhは明世累層、その下116．8～168．8mabhは土岐爽炭累層に分けられている。

　明世累層は主として淘汰の進んだ砂岩、土岐交炭累層は主として砂岩と凝灰岩から

　なり、上部に亜炭層を挟み、基底部には厚い礫岩層が発達している。以上の既知地

　質情報に基づき、下記に示す4岩相モデルを考えた。

①

②

③

④

泥岩

シルト岩

砂岩

礫岩

（Mudstone）

（Siltstone）

（Sandstone）

（Conglomerate）

あるいは凝灰岩　（Tu丘）

主として花高岩を原岩とする礫岩

　ここに述べる泥岩は、検層解析において、通常“頁岩”と言われるものに相当す

るが、一般的な地質学的表現では“泥岩”と呼ばれる岩相のものである。深度も浅

く、比較的新しい時代の地層で、固結度も低い。検層レスポンスを示すマトリック

ス・パラメータは標準的な“頁岩コ｝のマトリックス・ポイント（Claypoint）よりや

や軟らか目に選んだ。砂岩は、いわゆるクリーン・サンド（頁岩を含まない砂岩）

とし、低ガンマ線値とした。花商岩起源のアルコース砂岩は、後述のようにこの砂

岩の分類には含まない。シルト岩あるいは軽石凝灰岩以外の凝灰岩は砂岩と泥岩の

中間の物性値をとるが、ガンマ線値は泥岩同様の高い値を示すものとした。礫岩は

主として花崩岩起源と考え、マトリックス・パラメータは花岡岩と同じとすること

にし、次項で述べる花商岩の各岩相の内、物性値的には中問の性質を示すGranite－2

の値を採用した。つまり、礫岩の物性は砂岩マトリックスより若干軟らかい（脆い）

が、ガンマ線値が高いということになる。したがって、アルコース砂岩は礫岩の分

類に含まれると解釈される。

　堆積岩の各岩相に対する検層レスポンス（マトリックス・パラメータ）として選

んだ値は表55．2に示した通りである。コア・サンプルの試験結果等は参照できなか

ったが、ガンマ線値を除いて諸物性値は新第三系堆積岩としては一般的な値である。

ガンマ線のレスポンスについては、本地域の特殊性から比較的高い値となっている。
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本地域の花闘岩体を覆う堆積岩にっいては、本試錐．孔の北東約3㎞に位置する

DH－2号井および北東約5kmに位置するDH－ll号井においても岩相解析を実施した

が、その際のモデルも今回と同様の4岩相モデル（泥岩、シルト岩、砂岩、礫岩）

を採用している。ただし、マトリックス・パラメータの内、自然ガンマ線値は下部

の花闘岩体での検層結果を考慮し、各岩相共、DH－2号井は高め、DH－11号井は低め

に設定した。本孔での自然ガンマ線値は概ね、その中間的な値とした。

表5．5．2堆積岩の各岩相に対する検層レスポンス

　　　　（マトリックス・パラメータ）
　　　　　　　△TφN　　　　　　　　（μ（％）　　　　

sec／ft）

GR（API）

　Rt（ohm－m）

泥　　　岩　（Mudstone） 2．10 53．0 144．0 240．0 0．8

シルト岩　（Siltstone） 2．60 31．0 110．0 180．0
一

砂　　　岩　　（Sandstone） 2．65 一4．0 55．5 60．0 ｝

礫　　　岩　（Conglomerate） 2．63 一1．0 53．0 390．0 一

　　　　　　　　　　（Formation地　層　水　　　　　　　　　　　　　　Water）

1．00 100．0 189．0
一 50．0

マトリックス・パラメータのクロスプロット図上での位置については図5．5．12お

よび図5．5．13を参照。

②花嵩岩
　　これまでのAN－1号孔、DH－2号孔、DH－4号孔、DH－5号孔、DH－10号孔、DH－ll

　号孔における解析で考察したとおり、単一の花闘岩体が対象で、その風化・変質の

　検出が主要目的であること、小孔径の試錐孔であることから検層種目が限られると

　いうことを考慮して、次のような4種類の岩石からなる岩相モデルを採用した。

①

②

③

④

花闘岩4

花商岩一2

花商岩一3

花闘岩一4

（Granite－1）

（Granite－2）

（Granite－3）

（Granite－4）

風化・変質を受けた花闘岩

酸性鉱物に富む花南岩

塩基性鉱物に富む花商岩

風化・変質が進み粘土化した花南岩

　今回、解析対象としたDH－12号孔は前述の6試錐孔の内、AN－1号孔、DH－2号孔、

DH－4号孔、DH－5号孔の4試錐孔に比較的近く、DH－4号孔の南約2㎞に位置し、
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同じ花嵩岩体に掘削されている。更に、検層種目等、従来の解析で考慮した前提条

件がそのまま適合することから同じモデルを採用した。ただし、各岩相に対する検

層レスポンスを示すマトリックス・パラメータの値については、再検討の上、新た

な値を選んだ。以下に今までの解析報告書の記述と概ね重複するが、花商岩モデル

の概念について述べる。

　本地域の花闘岩体は、これまでの地表地質調査や調査孔掘削によって採取された

コアの観察等によると、主要岩相は黒雲母花闘岩で一部地域的に花商閃緑岩の岩相

を示す。コア観察記録によるとAN－1，DH－4号両孔は概ね細粒～粗粒の黒雲母花闘

岩、DH－2号孔は細粒～中粒花闘岩、DH－5号孔は細粒～中粒の花闘閃緑岩、DH－10

号孔は概ね粗粒花闘岩、DH－11号孔は概ね細粒花商岩の岩相と記載されている。今

回の解析対象のDH－12号孔は概ね中粒花闘岩、一部、粗粒花嵩岩となっており、ペ

グマタイト、アプライトの細脈を含む。

　同一花闘岩体の中における各種検層レスポンスの変化は、

a。岩体の貫入・冷却時に形成された岩相変化（鉱物組成の変化）

b．岩体の冷却過程における収縮にともない発生した亀裂（節理）

c．岩体貫入後、現在までの間に受けた構造的な力の作用による断層や亀裂

d、岩体貫入後、現在までの間に受けた風化および変質作用による物理・化学的性質

の変化

e．岩体に、後に貫入（遊入）した物性の異なる岩脈の存在

f．試錐孔の掘削によって生じた、岩石の物性に応じた孔壁、孔径の変化

　等により生ずると考えられる。その中で、岩相あるいは岩質の変化としては初生

的な鉱物組成の違いと二次的な風化・変質作用によってできる違いの二種類がある。

この二種類の変化を反映するよう前述の4岩相モデルを考えた。

　っまり、花闘岩体の原岩として、本地域で一般的に分布する酸性鉱物に富む花闘

岩（Granite－2）と、より塩基性鉱物に富む花闘岩（Granite－3）の二種類を考え、そ

の量比により鉱物組成の違いを反映させる。さらに、風化・変質作用については風

化（変質）花闘岩（Gr㎜ite－1）と頁岩（Shale）の二種類を考えた。頁岩は比抵抗の

変化を岩相変化に反映させる目的で選んだもので、風化（変質）が進み花闘岩が粘

ニヒ化したと想定し、これを花闘岩（Gra皿ite－4）とした。（検層解析上、頁岩以外の岩

石マトリックスの比抵抗は無限大として計算されるので、頁岩を含まないモデルの

場合は孔隙や亀裂の体積と含有する地層水の比抵抗のみによって決定される。）

花闇岩の各岩相に対する検層レスポンス（マトリックス・パラメータ）として選

んだ値は表5．5．3に示した通りである。これらの値は、これまでのAN－1号孔、DH－2

号孔、DH－4号孔、DH－5号孔の4孔の解析に当たって、コア・サンプルの試験結果

等も参考に、地質学的な常識の範囲で選ばれた共通マトリックス・パラメータと、

それを若干、修正・拡張したモデルであるDH－10号孔、DH－11号孔のマトリックス・
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パラメータを基本にしており、更に、本試錐孔の特徴的な検層結果も考慮して求め

た。つまり、本試錐孔の自然ガンマ線値は一般の花闘岩に比べて高い値を示すが、

本地域の既解析済坑井の自然ガンマ線値と比較した場合、DH－2号孔と大体1司じレベ

ルで、最も低いDH41号孔より若干高い程度である。この特徴を踏まえ、自然ガン

マ線以外の音波走行時間、密度、中性子孔隙率の値を、従来の値と概ね同じままと

し、マトリックス・パラメータの基本構造（相互関係）を維持し、各岩相の自然ガ

ンマ線レベルのみ、当初の4孔で採用した値と低ガンマ線型としたDH－ll号孔で採

用した値の中間に設定した。

　各孔独自のモデルを考え、マトリックス・パラメータを個々に決める方が、より

良い計算結果が得られる可能性があるが、同一岩体内にあり個別モデルを設定する

程の明確な地質条件の差異は認められないことと、各孔相互に比較する目的から、

同一モデルを採用し、マトリックス・パラメータは従来解析分6孔の値と若干異な

るものの、その基本構造を維持した。

　なお、マトリックス・パラメータは花闘岩部の全深度区問にわたって一定とし、

各岩相の量比に関する計算上の制約条件はつけなかった。

表5．5．3花闘岩の各岩相に対する検層レスポンス

　　　　（マトリックス・パラメータ）

ρh（9／cm3）
φN（％） 　△T（μs㏄㈹ GR（API〉 　Rt（ohm－m）

花闘岩一1　（Granite－1） 2．49

2．63

1．0－1．0 90．053．0 680．0390．0

180．0

一

㎝

花闘岩一2　　（Granite－2）

花岡岩一3　（Granite－3） 2．66 4．0　　　62、0

花闘岩一4　（Granite－4） 2．40 40．O　　　l20．0 680．0 4．0

　　　　　　　　　　　（Format1011地層水　　　　　　　　　　　　Water）

1．oo
　　　　　

100．o　
一 50．0

花嵐岩一1（Granite－1）

花闘岩一2（Gm血【e－2）

花陶岩一3（Gτanite－3｝

花尚岩一4（Gra皿亘tc－4｝

；風化・変質を受けた花閥岩

＝酸性鉱物に富む花随岩

：塩基性鉱物に富む花陶岩

：風イヒ・変質が進み半ト⊥ゴヒした花聞岩

　マトリックス・パラメータのクロスプロット図上での位置にっいては図5．5．27，

5．5．28を参照。
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　参考のために、従来の花闇岩に対するマトリックス・パラメータを表5．5．4に、各

試錐孔の花闘岩部の平均自然ガンマ線値を表5．5．5に示した。

　　　　　　　表5．5．4従来の花闘岩の各岩相に対する検層レスポンス

　　（AN－1号孔、DH－2号孔、DH－4号孔、DH－5号孔、DH－10号孔、DH－11号孔）

　　　　　　　　　　　　（マトリックス・パラメータ）

　ρb（91cm3〉
φN（％〉 　△T　　　GR（μseσft｝　　（AP正） 　Rt（ohm－m）

花嵩岩一1　　（Grani忙e－1） 2．49 且．0 90－100．0　　　　　590－740
一

花簡岩一2　　（Grani監e－2） 　　2．63

　　2，66

　　2，40

一1．0 53、〇一57．0　　　　260430
一

　　（Granite－3）

　　（Granite－4）

4．040．0 　　　　　
62．0－69．0

　　　　　　120、O　

　　一
花尚岩弓花而岩一4（Clay）

4．0

　　　　　　　　（Forma“on地層水　　　　　　　　　　　　Water）

1．00
　　　　　
100，0　　　　189，0 50．0

花詞岩一1（Granite－1）

花商岩一2（Gra皿ite・2｝

花闘岩一3（Granite－3）

花岡岩一4（Granltc4）

＝風化・変質を受けた花闘岩

：酸性鉱物に富む花闘岩

：塩基性鉱物に富む花藺岩

：風化・変質が進み粘土化した花闘岩

表5．5．5各試錐孔花闘岩部の平均自然ガンマ線値

試錐孔名 DH－5 DH－4 AN－1 DH－2 DH－11 DH－10
自然ガンマ線　　　値　（AP冨unit｝

350 431 399 318 272 318
撫

各試錐孔は表に記載の順に、DH－5号孔からDH－10号孔へ、概ね西から東に並ん

でいる。

ただし、本試錐孔（DH－12）はDH－4号孔の南に位置する。
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5）解析処理

　オプテマ・プログラムの解析処理のフロー・ダイアグラムを図5．5．5に示す。各検

層実測値と上記マトリックス・パラメータ、およびプレオプテマ・プログラムによ

　り求められた測定値の不確実さを入カデータとし、実測値とツール・レスポンス式

から計算された検層理論値との差が最小になるような岩相体積比率をオプテマ・プ

　ログラムを用いて求めた。その結果を下記の各図に示した。

a．図5．5．6

b．図5．5．7

c．図5．5．8

l　oprn畦A解析結果およびフラクチャー解析結果、岩相体積比率、孔

隙率、NWSSE、二次孔隙率

＝THEORETICAL　LOG：不確実さの巾（uncertainIy　band）付きの検層

実測ログとツール・レスポンス式から計算された理論ログ

10PTIMA解析結果による各岩相比率

　オプテマ・プログラムで岩石（鉱物）組成および孔隙率を解析するにあたって、

計算モデルの適合性の指標として、“NWSSE”（No皿alized　Wbighted　Sum　of　Squared

E皿ors）というクォリティ・インジケータが出力される。これは前述の測定に係わ

る誤差および解析にあたって採用するパラメータに含まれる誤差も考慮したもので

あり、通常この値が1．0以下であれば良く適合しているとみなされる。（Mezzatestaet

al．，1988）

　関数は数学的には次式による。（実際にオプテマ解析結果で出力している値は、下

記の式に解析者の定義する制約条件の項を付け加え、更に正規化したNWSSEであ
る。）

　　　　　　　＾　　　　　口【
　　　WSSE（茎）ニΣ（b－b山、）2／W、

　　　　　　　　i＝1

ここで、WSSE；Weighted　Sum　ofSquaredEnrors（残差の重み付き二乗和〉

　　　又　　；求められた岩相（鉱物）体積比率

　　　bi　　：検層実測値

　　　b，、i　＝検層理論値

　　　Wi　　実測値および計算理論値の含まれる不確実さの合計

　　　n、　　＝解析に使用した測定項目

　　　1　　＝i番目の測定項目

　本解析結果では、解析区間平均のNWSSEは堆積岩部分（60～168．5maabh）で1．221、

同じく花闇岩部分（169～715mabh）で0．455という結果が得られた。花闘岩部分は

モデル適合の日安である1．0を大きく下回っており、数学的には岩石（鉱物）モデ

ルと検層実測値が良く合っていることを示している。一方、堆積岩部分は1．0をや

や上回っておりモデルの適合性は多少劣る。これは、本試錐孔の堆積岩部分は、DH－2
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号孔、DH－11号孔の同層準の地層より更に固結度が低く孔隙率が非常に大きいこと

等、測定条件の厳しさにも 一因がある。

　個々の種目の検層実測値とモデルから計算した検層理論値を比較すると、堆積岩

部分全般で中性子検層理論値（φN）と音波走行時問理論値（△t）が実測値より小

さい。また、花闘岩部分では、その最上部（169～190mabh）で、自然ガンマ線、地

層密度（ρb）、音波走行時間（△t）の各理論値が実測値より小さいが、以深では

各検層実測値と検層理論値は非常に良く一致している。比抵抗値は堆積岩部分では

概ね一致するが、花闘岩部分では、電気検層での高比抵抗層測定の限界を考慮し、

傾向を合わせる程度とした。（図5．5．7）

　なお、電気検層に関する検層理論値の表示は省略した。

　Read
L｛）gs，Values

Weights

Initial

Pohlt

Next

Leve1
1円heoredcal

　Values

　WSSE
　ξmd
Derivatives

Yεs

Estimate

New
Point

No
Converg．
Criteria

図5・5、5　オプテマ解析処理フロー・ダイヤグラム
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6）オプテマ解析結果およびフラクチャー解析結果（図5．5．6）におけるカーブの説明

a．表示上のカーブ名LNISN

　　電気検層におけるLN（Long　No皿al）〉SN（Short　No㎜al）区間におけるLNと

　　SNの比

b．表示上のカーブ名FISEC（SECONDARYPOROSnY）
　二次孔隙率
　FISEC　（φ2M））　＝φD－N一φAC

　　　　　φDパ密度検層値と中性子検層値のクロスプロットから紛られた孔隙率

　　　　　φAC＝音波から得られた孔隙率

　　φD－Nは、砂岩、石灰岩、苦灰岩の三種類の岩相ライン（孔隙率目盛付）の入

　った密度一中性子クロスプロット図上に、測定値（ある深度における密度検層値

　と中性子孔隙率〉をプロットし、孔隙率が既知である各岩相ライン上の値から、

　内挿によりその点の孔隙率を求める。

c．表示上のカーブ名FIAC（ACPOROSITY）
　音波から得られた孔隙率（φAC）

　φAC＝（△T一△Tma【dx）／（△丁価d一△Tma鰍）

　　　　　　　△丁皿血；音波検層と中性子検層のクロスプロットから得られた

　　　　　　　　　　マトリックス中の音波走行時問

　　△Tm、td，は、各岩相のマトリックス音波走行時間が既知（砂岩55．5μsec／fし石灰

　岩＝47．5μsec／ft，苦灰岩＝43．5μsec！ft）であるので、上記φD－Nの場合と同様に内挿に

　よりその点のマトリックス音波走行時間を求める。

d．表示上のカーブ名RUGW（RUGOSITY）
　キャリパー検層より計算した孔内形状の不規則さ。XYキャリパーの平均値を採

　用。

　RUG＝1　（CALA一　（2＊CAL）十CALB〉　I

　　　　CALA；1サンプル上のキャリパー測定値

　　　　CALB：1サンプル下のキャリパー測定値

　　　　RUGW＝上記RUGの言十算に重みを考慮した値

e．表示上のカーブ名RAVG（AVERAGEMArRD⊆DENSITY）
　孔隙分を除いた岩石マトリックス部分の密度
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5．5．3解析結果
1）ヒストグラムおよびクロスプロット

　堆積岩部分と花闇岩部分に分けて各図の結果を分析する。ただし、堆積岩につい

ては50mabh以深（明世累層以下）に限定した。

①堆積岩（50～169m准bh）

（i）ヒストグラム

（a）自然ガンマ線（To副GR）　　　図5．5．9

　　　最大頻度は75APIで、ほとんどの値50～100APIの間に集中し、この値が堆積

　　層のバックグランド値となっている。200～400API間もやや頻度が高くなって

　　いて、花闘岩直上の瑞浪層群基底礫層に対応している。数値的には直下の花南

　　岩最上部ガンマ線値の60～70％程度であるが、より深部の花闘岩本体とは同程

　　度である。

（b）音波走行時間（△T）　図5．5．10

　　　140μsec／ftを中心にして100～170μsec！負の問に巾広く分布する。100～125μ

　　seclftの礫層に対応する分布も見られる。その値は花簡岩の平均的な値より大き

　　い。

（c）密度（ρb）　　　　図5．5。11

　　　大きな孔隙率を持つ固結度の低い地質のため、地層密度はその孔隙率に応じ

　　て15～2，49／cm3まで広く分散している。頻度のピークは1．7891cm3付近にある

　　が、単一のピークではなく1．95g／cm3付近や2．0091cm3にも幅の狭いピークが存

　　在する。また、2。309／cm3付近の小さなピークは礫岩に対応している。

（d）中性子孔隙率（φN）　図5．5．12

　　　礫層で20～30％、その他の砂泥互層では45～55％となっており、礫層が薄い

　　こともあり頻度は後者の方が圧倒的に大きい。検層器の測定限界に近い。

　各検層データの平均値とその標準偏差、中間値およびノード値（ピーク値）は以

下の通りである。

表5．5．6各検層データの平均値、標準偏差等　（堆積岩＝50～169mabh）

平均値 標準偏差 中間値 ノード値

GR　　（APl） 104．9 66．6 72．7 75．0

△T　　　（μsec！丘） 140．2 11．7 139．8 140．0

ρb　（91cm3） 1，867 0，174 1，792 1，775

φN　　（％） 47．1 6．1 47．6 50．0
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（ii）クロスプロット図

　　密度値（ρb）一中性子孔隙率（φN）、密度値（ρb）一音波走行時間（△T）、音

　波走行時問（△T）一中性子孔隙率（φN）の各クロスプロットについて、頻度プロ

　ットと自然ガンマ線（τbtal　GR）をインデックスとしたZプロットの二種類を作成

　した。

（a）ρb一φNクロスプロット（図55。13，図5、5，14）

　　　Sandstone　lineからDolo血te　l㎞eの範囲で分布する。Sandstone㎞eから右側へ

　　のずれは泥岩比率の増加を示している。密度2．20以上のポイントは礫層に対応

　　しておりガンマ線値が高い。DH－2号孔の堆積岩岩部分では、密度2．40以下のポ

　　イントでは右側にずれるほど、つまり泥質になるほどガンマ線値が高くなる傾

　　向が見られたが、本孔では基底礫岩層以外の堆積層ではガンマ線値の大きな変

　　化は認められない。

（b）ρb一△Tクロスプロット（図5．5．15，図55、16）

　　　各ポイントはSandstone　lineの下方から右方に大きく離れて分布し、孔隙率が

　　大きい軟らかい地層を示しており、大部分のポイントはρbが1．779／cm3，△T

　　が140μs㏄1ft付近に集中している。音波走行時間とガンマ線値は非常に良い相

　　関を示しており、△Tが125μsec／ft以下の部分はガンマ線値が230APIunit以上

　　となっており、礫層に対応している。

（c）△T一φNクロスプロット（図5．5．17，図5．5．18）

　　　ほとんど全てのポイントがSandstone　lineの上方に分布している。分散の傾向

　　は①，②で述べた通りである。中性子孔隙率とガンマ線値も非常に良い相関を

　　示しており、概ねφNが35％以下は230APlunit以上となっており、礫層に対応

　　している。

（d）マトリックス・パラメータ（図5．5．19，図5．5．20）

　　　オプテマ解析で最終的に採用した、堆積岩部分での各岩相の検層レスポンス、

　　つまりマトリックス・パラメータのクロスプロット（ρb一φNおよびρb一△T

　　のZプロット）図上での位置（マトリックス・ポイント）を示した。

　　　孔隙率の影響はWaterpointの方向への、泥岩含有率の増加はClaypoint（Shale）

　　方向への分散で表される。

②花嵩岩（169－715mabh）

（i）ヒストグラム

（a）自然ガンマ線（1btalGR）　図5．5，21

　　　まとまった単…のピークを示しており、岩相の変化は小さいと見られるが、

　　頻度は低いが岩相の変化や変質によると考えられる右方への分散が見られる。

　　ピーク値は300APIで本地域の花闘岩としては比較的低い。
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（b）音波走行時間（△T）　図5．5．22

　　　ピーク値は60．0μsec！ftと本地域では比較的小さな値となっているが、右方へ

　　の大きな分散も示しており、健岩部と風化・変質や破砕帯の混在を表している。

（c）密度（ρb）　　　図5．5、23

　　　ピーク値は2．575g／cm3で、近くのDH－2号孔に比べて、やや小さい値である。

　　音波走行時間と同様、左方への大きな分散も示しており、風化・変質や破砕帯

　　の存在を表している。

（d）中性子孔隙率（φN）　図5．5．24

　　　ピーク値が4．4％と比較的小さな値となっているが、右方へ非常に大きな分散

　　を示しており、風化・変質や破砕帯の存在を表している。

　各検層データの平均値とその標準偏差、中間値およびノード値（ピーク値）は以

下の通りである。

表5．5．7各検層データの平均値、標準偏差等　（花闘岩：169～715mabh）

平均値 標準偏差 中間値 ノード値

GR　　（API） 307．1 34．1 290．1 300．0

△T　　　（μsec！丘） 68．6 12．0 63．4 60．0

ρb　（9／cm3） 2，542 0，069 2，550 2，575

φN　　（％） 7．6 3．9 6．0 4．4

（ii）クロスプロット図

　密度値（ρb）一中性子孔隙率（φN）、密度値（ρb）一音波走行時間（△T）、音

　波走行時間（△T〉一中性子孔隙率（φN）の各クロスプロットとM－Nプロットにつ

　いて、各々頻度プロットと自然ガンマ線（τbtal　GR）をインデックスとしたZプロ

　ットの二種類を作成した。

（a）ρb一φNクロスプロット（図5．5．25，図5．5．26）

　　　本孔ではほとんどの点がSandstone　hneとLimestone　lineの間に分布しており、

　　特に、孔隙率10％以下では両ライン間にきれいに分布している。これは孔隙率

　　のみ異なる同一の岩相を示している。孔隙率10％以上ではやや右方に分散し、

　　風化・変質もしくは異なる岩相を示唆している。Zプロットで見ると、右上（低

　　密度、高孔隙率）にいくほど自然ガンマ線値がの高くなる傾向が明瞭に見られ

　　る。これは花嵩岩において典型的に見られる傾向である。
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（b）ρb一△Tクロスプロット（図5．5．27，図5．5．28）

　　　Sandstone　lineより上方、概ねLimestone　line上に相関性を持って分布いるが、

　　右方への分散が大きく、つまり音波走行時間の分散が大きく、風化・変質やフ

　　ラクチャーの発達が考えられる。Zプロットではρb一φNと同様右上（低密度、

　　音波走行時間大）にいくほど自然ガンマ線値がの高くなる傾向が明瞭に見られ

　　る。音波走行時間100．0μsec／ft以上のゾーンは、特にガンマ線値が高い点が集ま

　　っており、風化・変質あるいは異なった岩相の存在を示している。

（c）△T一φNクロスプロット（図5，5．29，図5．5．30）

　　　分散の傾向は①、②で述べた通りであるが、特に、音波走行時間の分散が大

　　きく、Sandstone　lineの上方に大きく広がっている。

（d）M－Nプロット（図5．5．31，図5．5．32）

　　　本プロットでは、大部分の点がSandstonepointのややLimestonepoinI寄りを中

　　心に、下方に分布している。このプロットでは頁岩を含有してくると下方に、

　　二次孔隙率がある場合は上方ヘシフトする。下方（低M値）への分散は風化・

　　変質を反映している部分もあるが、特にN値に対してM値の低いものは孔径の

　　影響による音波のスキップ現象の場合もある。

（e）マトリックス・パラメータ（図5．5．33，図5．5．34）

　　　オプテマ解析で採用した各岩相の検層レスポンス、っまりマトリックス・パ

　　ラメータのクロスプロット（ρb一φNおよびρb一△TのZプロット）図上での

　　位置（マトリックス・ポイント）を示した。

　　　孔隙率の影響はWaterpointの方向への、風化変質の影響はClaypoint（Granite－4）

　　方向への分散で表される。
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2）複合岩相解析による岩相分布の推定

　複合岩相解析（オプテマ）プログラムにより求めた岩相比率等の解析結果につい

　て図5・5・6に示した。以下に、その結果について、堆積岩部分と花闘岩部分に分けて

検討する。

①堆積岩（60～169mabh）　（図5．5．6および表5．5．8参照）

　本地域の堆積層部分の岩相解析はDH－2号孔、DH－1】号孔に引き続き、今回で3

　孔目となる。前述（55．2．（4））の通り、前2孔と同じ①泥岩、②シルト岩（凝灰岩）、

　③砂岩、④礫岩よりなる4岩相モデルを採用した。解析結果によると、対象区間の

　地層は砂岩・泥岩の累層で、全般に非常に大きい孔隙率を示しており、固結度が低

　いことを示している。また、花闘岩体の直上に厚い礫層が存在することを示してい

　る。

60～116mabh：砂岩および泥岩にシルト岩の存在が示されており、シルト岩（あ

るいは凝灰岩）の比率が高い。泥岩の比率は深度と共に徐々に増加している。砂岩・

泥岩互層に凝灰岩を伴うか、凝灰質砂岩およびシルト岩、泥岩の互層を示している。

　116～124mabh：異常な低密度、高孔隙率を示し、ほぼ、100％のシルト岩として

表示されているが、コア記録によると実際は亜炭層。

　124～152mabh　l砂岩・泥岩互層に凝灰岩を伴うか、凝灰質砂岩およびシルト岩、

泥岩の互層。砂岩の比率が高い。

　152～169mabh＝厚い礫層を示しており、詳細に見ると本礫層は三枚の礫層から

成っている。花商岩との不整合面の直上に位置することから、花嵐岩由来の礫から

なる基底礫（瑞浪層群基底礫）と解釈される。花属岩に近づくにつれて、より高比

抵抗値、高ガンマ線値、高密度値、小さい音波走行時間、低孔隙率を示し、花簡岩

の値に近づく。これは花商岩礫とマトリックスとなる砂岩・泥岩の比率増減と考え

られる。
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表5．5．8岩相解析結果　（堆積岩）

岩相 検層測定値

泥シ砂礫孔 比 自 密
立目

中

深度（mabh）

岩ル岩岩隙　ト　　　　率　山　石 抵抗 然γ線

度 波 性子 　　国　　石　　相岩質　　区

◎ 分
凝
灰

LN GR
ρb △T ΦN

山
石

60－116 ○　○◎△　大
低一中 低一中

低 中 大
砂岩　　　（a）

亜炭層
Il6～124 △　◎　一　一　大 低 低 低 遅 大 （b）

砂泥累層
124－152 OO◎一　大 低 低 中 中 大 凝灰質　　　（c）

礫層

152－169 △○△◎中
由局 官同 ｛局 速 小 （基底礫1　（d）

花闘岩質〉

各岩相の量比　多◎〉○＞△＞一少
（a〉～（d）は堆積層内での岩相区分。（（a）＝明世累層（砂岩）、（b）1土岐爽炭

累層（亜炭層）、（c）1土岐來炭累層（砂岩・凝灰岩）、（d）：土岐來炭累層（基底

礫岩）に相当）

岩相欄の孔隙率はOPTMAで求めた値。
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②花嵩岩（265～1010mabh）　（図5．5．6および表5．5．9参照）

　　先に述べたように4岩相モデルを考え、鉱物組成の観点からは、酸性鉱物に富む

　花闘岩（Granite－2）とやや塩基性成分に富む花闘岩（Granite－3）の二種類を考えた。

　Gmnite－3はGranite－2に比べて密度値が高く、中性子孔隙率が大きく、自然ガンマ線

　強度が低いとした。また、音波走行時間はやや大きいとした。これらの検層レスポ

　ンスは、音波走行時間を除いて、一般的な花闘岩と比較した場合に花闘閃緑岩に特

　徴的なものである。

　風化・変質作用に関しては、風化変質花商岩（Granite－1）と風化変質が進み粘土

　化した花商岩（Granite－4）の組み合せで評価した。なお、Granite－4は検層解析上、

　頁岩の検層レスポンスを示す岩相で、これまでは、そのまま頁岩（Shale）としてい

　た岩相の表記を変更したものである。

　　風化変質花嵩岩（Granite－1）および粘土化した花商岩（Granite－4）の原岩としては

　Granite－2とGranite－3の両方が考えられる。風化変質花闘岩の特性としては低密度、

　低速度（音波走行時間大）であるが、物理的に形成されたフラクチャー等は孔隙率

　の増減で評価する方が適当と考えられるのでマトリックス自体の中性子孔隙率は原

　岩と同程度とした。一方、粘土化した花闘岩の特性すなわち風化・変質作用によっ

　て生成される粘土鉱物の最も重要な特徴は、導電性を有し低比抵抗を示す点である。

　その他、頁岩に相当する性質としては低密度、低速度、非常に大きい中性子孔隙率

　（40％）である。自然ガンマ線強度は風化変質花闘岩と粘土化した花闘岩、共に原

　岩より大きいとした。

　　上記モデル設定は、AN－1号孔以来、全試錐孔（6孔）の解析に当たって採用して

　きた。本孔の解析でも、モデル設定はそのまま維持したが、測定記録を検討の上、

　一部のマトリックス値を変更した。つまり、DH－11号孔の場合と同様、他の物性値

　（密度、孔隙率、音波速度）とは独立に、自然ガンマ線値が相対的に低い点を考慮

　し、全マトリックスのガンマ線値を引き下げた。ただし、その引き下げ幅は小幅で、

　AN－1号孔他の高ガンマ線グループで採用した値と低ガンマ線を示したDH－11号孔

　で採用した値の中間的な値とした。その他では、Granite－1，2，3の音波走行時間

　の値をやや小さくとった。以下、解析結果について検討する。

　全区間にわたって、酸性鉱物に富む花岡岩（Granite－2）と塩基性成分に富む花闘

岩（Granite－3）との二種類の岩相が分布している。全体の岩相は深度により大きく

三つに区分される。つまり、①花闇岩体最上部の酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）

が主体で風化・変質が著しい区間（169～2！4mabh〉、②塩基性成分に富む花闘岩

（Granite－3）がやや優勢で風化・変質が進んでいる区間（214～434mabh）および③

酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）が優勢で風化・変質が比較的少ない区間（434

～715mabh〉である。ただし、372～434皿abh問はGranite－2とGranite－3の割合はほ

ぼ同じで、②と③の漸移帯のような性質を示している。解析結果からは、あまり明

瞭ではないが、深部は浅部に比べて、やや酸性成分に冨む花商岩（即ち、有色鉱物

がやや少ない）となっている傾向が見られる。
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　169～190mabh　l上部は比較的塩基性鉱物に富む花闘岩（Granite－3）の比率が高

く、下部は酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）の比率が高くなっているが、この部

分は花商岩体の最上部に当たり、侵食作用に伴う著しい風化・変質の進行が見られ

る。解析上、表れたこの化学的変化は本質的なものではなく風化・変質に伴う物性

値の大きな変化の影響を受けた見掛け上の結果と考えられる。風化・変質花闘岩

（Granite－1）と粘土化した花崩岩（Granite－4）が高い比率を占めていることは、風

化・変質の進行により、花闘岩がマサ化および粘土化していることを示唆している。

孔隙率の計算結果も異常に大きく、亀裂の発達したガサガサした状態が推測される。

　190～214皿abh＝酸性鉱物に富む花嵩岩（Granite－2）が主体で、引き続き風化・

変質が著しいが、その上部よりは弱くなっている。孔隙率の計算結果も異常に大き

く、亀裂の発達や破砕の進行が推察される。この区間は本孔で最もガンマ線値が高

く、破砕帯に伴う放射性鉱物の濃集が考えられる。

　214～278mabh＝塩基性鉱物に富む花闘岩（Granite－3）が優勢。その上部との岩

相の不連続は極めて明瞭であり断層等の存在の可能性も考えられる。引き続き風

化・変質が著しいが、孔隙率は小さくなっている。亀裂の発達等は少なくなって、

より堅くなっていると考えられる。

　278～330mabh：引き続き塩基性鉱物に冨む花闘岩（Granite－3）が優勢。風化・

変質も大きいが、Granite－4の割合は非常に小さくなっており、変質の程度は比較的

弱い。

330～372mabh：このゾーンまで塩基性鉱物に富む花商岩が優勢。比抵抗値も低

く、上のゾーンより風化・変質の程度は強い。

372～400mabh：酸性鉱物に富む花嵐岩（Granite－2）と塩基性鉱物に富む花闘岩

（Granite－3）の割合、ほぼ同じ。風化・変質の程度弱い。

400～434mabh　l酸性鉱物に富む花闇岩（Granite－2）と塩基性鉱物に富む花闘岩

（Granite－3）の割合、ほぼ同じ。風化・変質の程度やや強い。

434～460mabh；酸性鉱物に富む花嵩岩（Granite－2）の比率が増大。孔隙率も小

さく、風化・変質やフラクチャー等の発達がほとんど見られない健岩部。

460～480mabh　l　酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）高ガンマ線値を示す薄層、

孔径拡大を伴う、大きなフラクチャーあり。

480～504mabh：酸性鉱物に富む花商岩（Granite－2）優勢。孔隙率も小さく、風

化・変質もほとんど見られない。比抵抗値はやや低いが健岩部。
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504～595mabh＝酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）の比率が増大。孔隙率も小

さく、亀裂等の少ない健岩部と考えられる。やや風化・変質あり。

　595～6mmabh：酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）優勢。孔隙率も小さく、風化・

変質も弱い。上部595～600mabh間に大きなフラクチャーが存在するが、その下は

健岩部と考えられる。

　610～636mabh＝酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）優勢。孔隙率も大きく、風

化・変質も強い。Granite－4も表れており、変質作用に伴う粘土化が考えられる。孔

径拡大を伴う大きなフラクチャー帯（620mabh付近）が存在する。

636～662mabh＝塩基性鉱物に富む花闘岩（Granite－3）やや優勢。孔隙率は小さ

いが、やや風化・変質。656皿abh付近に孔径拡大を伴わないフラクチャーあり。

　662～694mabh　l酸性鉱物に富む花商岩（Granite－2）優勢。孔隙率は小さく、風

化・変質も弱い健岩部。

　694～715mabh：塩基性鉱物に富む花商岩（Granite－2）優勢。孔隙率も大きく、

風化・変質も強い。
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表5．5．9岩相解析結果　（花闘岩）

深度（mabh）

岩相 検層測定値
　　　　　　岩　　　　　　相岩質　　　　　　区　　　　　　分

比抵抗 線自　然　γ 密度 音波 中性子

LN GR
ρb △T ΦN

169～190】90～214
◎　○◎大　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇　◎△大　　　翻－　一－一一　噂 一局高～中 低低 遅中 大大

塩基性鉱物に富む花陶岩優勢風化変質顕者　　　　　　　　（A）酸性鉱物し富む花閏岩優勢　　風化変質大

214～278 ◎　O◎中　　　幽 中
低～中

中 中 中
塩基性鉱物に富む花歯岩優勢　風化変質大　　　（B）

　278～330－　330－372

O　O◎中
〇　〇◎中　甲一

中～高低
中やや低

中～高低

中遅 中大 塩基性鉱物に富む花商
ズLやや優勢風化麦質木蘇性鉱物に離獣　（c）岩優勢

372－400400－434 △　○○中O　OO　中
中～菖

中中 一尚高 中㎜遅 中中

　　　早辱

434～460460－480 二ρ○小△　◎△大　甲一 高低 中中
一』局低～高 速遅～中 小小～大謄｝小小

480～504504－595 一　◎○
小△　◎○小 中高 中中 ｛局高 速速

酸性鉱物に富む花尚岩やや優勢　㎜　やや殿蠣　（F）

595～610610～636

　　　　一『∫　◎△小△　◎○　大

低低 中中 一局中～高 速遅～中 中中～大

酸性鉱物に富む花商岩　　＿　風化変質少酸性鉱物に富む花嵩岩　　　（G）　　　フラクチャー　　　　風化変質大

636～662

　　　甲O　O◎小
一局 中

一＿局

速
小～中

塩基性鉱物に富む花耐岩やや優勢　　　　　　　（H）　　　やや風化変質

662－694
　膚覧一一一由　　一一一噂△　◎霊○小

中 中 ｛局 速 4 灘鉱物に動繍岩　（1）

694－715

　甲一　一』一一一一　嘔　一，7rr←O　O◎中

中～高

中 中 遅 中

塩厘性鉱物に富む花闘岩優勢　　　　　　（」〉　　　　風化変質ナ

各岩相の量比　多◎〉O＞△＞一　少
（A）～（」）は花岡岩体内での岩相区分。岩相欄の孔隙率はOPTIMAで求めた値。

網掛表示は健岩部。
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3）周辺試錐孔との比較

　堆積岩部分と花闘岩部分に分けて比較検討する。堆積岩については、DH－2，DH－11

号孔、花嵩岩についてはAN－1，DH－2，DH－4，DH－5，DH－10，DH－11号孔の6孔

　と比較した。

①堆積岩
　　各種目別検層データの堆積岩部における平均値を表5．5．10にまとめた。比較の対

　象となった地層の層準は、新第三系の瑞浪層群である。

　　比較の結果は、本孔の自然ガンマ線値は比較した他2孔の中間の値であるが、

　DH－ll号孔の値により近い低めの値を示している。他の物性値はDH－2号孔とDH－11

　号孔ではほぼ同じであったが、本孔では、全ての値がより固結度の低い地層を示し

　ている。

表55．10試錐孔別検層測定データ平均値（堆積岩部）
検層測定種目試錐孔名

自然γ線GR（APl） 　密度ρb（9！cm3）

音波走行時　　間　△T（μ　sec／ft）
中性子孔隙　　率ΦN（％）

DH－2号孔（16－168mabh） 255
2．00

124
43．4

DH－11号孔（135－265mabh） 75
2．02

121
39．7

DH　I2号孔（50169mabh） 105
玉86 i40 469

②花嵩岩
　各種目別検層データの花闘岩部における平均値を表5．5．11にまとめた。

表5、5．11試錐孔別検層測定データ平均値（花筒岩部）
検層測定種目試錐孔名

自然γ線GR（API） 　　密度ρ、（副cm3）

音波走行時　　間△T（μsec／ft） 中性子孔隙　　率ΦN（％）

DH－10号孔
385 2．5正 60 3．4

DH－11号孔
271

2．56
59

0．9

DH－2号孔
318

2．59
68

6．3

AN－1号孔
399

2．55
66

5．0

DH－4号孔
431

2．47
73

5．2

DH－5号孔
350

2．53
69 8．1

DH　I2号孔
307 254 69 76
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　各試錐孔は表に記載の順に、DH－11号孔からDH－5号孔へ、概ね東から西に並ん

でいる。本孔（DH－12号孔）はDH－4号孔の南に位置する。

この表からわかる、本孔および周辺試錐孔の特徴は下記の通りである。

a．本地域の自然ガンマ線のレベルはDH－4号孔を中心に、同心円状に周辺に行くほ

　ど、値が小さくなる傾向が見られる。本孔はDH－2号孔、DH－11号孔と共に東一南

周辺部に位置し、自然ガンマ線のレベルが低いグループに属する。

b．本地域の花閥岩の密度値も、同じく、DH－4号孔を中心に、同心円状に周辺に行

　くほど、値が大きくなる傾向が見られる。

c・本孔の密度値は本地域における平均的な値であるが、中性子孔隙率および音波走

行時間の値は他孔に比べて大きく、岩質があまり堅く良好でないことを示している。

d．DH－4号孔は自然ガンマ線のレベルが最も高く、密度値最小、音波走行時問最大

である。より酸性鉱物に富む岩相あるいは風化・変質の進行が考えられる。

e・DH－5号孔は中性子孔隙率が最も大きい。密度値、音波走行時間ともDH・4号孔の

値に続いており、同じく酸性鉱物に富む岩相あるいは風化・変質の進行が考えられ

　る。

f．DH－11号孔は自然ガンマ線のレベルが最も低く、中性子孔隙率最小、音波走行時

　間最小、密度値も比較的適大きい。風化・変質の少ない良好な岩質であることを示

　している。

g．DH－11号孔と同様、同心円の周辺部に位置するDH－2号孔も、自然ガンマ線と密

度値に関しては、同じような傾向が見られるが、中性子孔隙率および音波走行時間

　は大きく、岩質はあまり良好でないことを示している。

h．北東方向に大きく離れて位置するDH－10号孔は、別の傾向を持つようであるが、

推測にはデータ不足である。
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4）フラクチャー解析

　花闘岩体部分に対し、①オプテマ孔隙率、②二次孔隙率、③比抵抗の比（LN／SN〉、

④孔径拡大を指標としてフラクチャーの検出を試み、その結果について表5．5．12に

　まとめた。

　これまでの解析で、“電気検層比抵抗値の比をフラクチャー指標として用いる場

合は、比抵抗値自体の高低と孔内水比抵抗値との関係も考慮する必要がある。”とい

う認識を得たので、比抵抗比については下記の考察に基づき検討した。

　本孔では比較的、比抵抗値が高く、高比抵抗部で4，000－7，000Ω・mであり、AN－1

号孔およびDH－2号孔で見られたように、岩盤状態が良いと思われる高比抵抗部

（4，000Ωm以上）でLNISN〉1となっている。これは、電気検層の見掛け比抵抗値

は孔内水の影響を強く受けるため、岩盤状態が良く浸透がない場合は、LN，SN両

比抵抗値共高くなるが岩盤比抵抗》孔内水比抵抗であればLNとSN間にセパレー

ションができる。つまりLNISN＞1となるためである。

　なお・別のパターンとして、DH－4号孔、DH－5号孔等で見られたように、全区間

であまり大きなセパレーションが見られず、比抵抗自体が全般に低い値となってい

る場合がある。全般的な岩盤状態の不良と孔内水の比抵抗が非常に高いことが原因

と考えられる。このタイプの試錐孔では、岩盤状態が不良でフラクチャーが存在し

ている場合、LNとSN間にセパレーションができLNISN＞1となる。

上記の結果を整理すると次のようになる。

AN－1，DH－2，

DH－11号孔
DH－12号…孔

岩盤状態　良

岩盤状態　不良

比抵抗　高　　∩　LNISN＞1

比抵抗　低　　∩　LN！SN≧1

DH－4，5号孔

DH－10号孔

　　　　やや岩盤状態
　　　　　良

岩盤状態　不良

比抵抗　中　　∩　LNISN≒1

比抵抗　低　　∩　LNISN≧1
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表5．5．12フラクチャー解析結果

孔 二 比抵抗 孔
山

深度
隙率

次 径
石相

（mabh）

Tbtal

孔隙率

比抵抗　比値

拡大 岩質　　区　　分

RUGW

φ φ2nd LN，SN　LNISN
CAL

169～190 ◎ ◎ ○ △
一　 風化変質ゾーン （A）

190－214 ◎ ◎ ◎　　　△ ◎

242－254　闇　［　［ 〇 ○

塩基性鉱物に富　｝　　（B）む花商岩優勢　　　

278－288 ◎ △ O △
一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一340－346

○ O 塩基性鉱物に富　　（C）む花闇岩優勢

370 O ○　　　◎ ○

［　　　　　　　　　　　『　　　　π

405469 ◎◎

◎

△　　

◎　　 　△

△◎

酸性鉱物に富む　　（D）花闘岩優勢．

酸性鉱物に富む
　　（E）花闘岩優勢

酸性鉱物に富む

566～574 ○ ○ 花闇岩優勢　　　　（F）

（健岩部）　　

599
◎ ◎ ◎　　　O ◎ 酸性鉱物に富む

“ 花闘岩優勢　　　　（G）
620

◎ ◎ ◎　　　○ ◎

各フラクチャー指標　顕著◎＞O〉△　（空欄は特に変化なし）

＊孔隙率（トータル）はOP㎜で求めた値。

＊比抵抗比LNISN＞1を示しているが高比抵抗部はフラクチャー帯ではないので

除外している。

＊孔径拡大はOPTIMAで求めた孔径変化（孔内形状の不規則さl　RUGOSITY）を
参考にした。
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5．6物理検層のまとめ

5．6．1物理検層とその透水性について

　物理検層から得られた物性値の相関性と検層結果から得られた岩盤の透水性っいて

検討を行った。まず、図5・6・1に一般的な物理検層結果を用いた透水性の評価図を示し

た。

1）物理検層結果

　DH－12号孔の物理検層結果を図5・62に示した。暗部（茶色）は、割れ目が発達し、

　軟質部になっている所で、物理検層から得られた物性値はいずれも変化に富み、低

　下している所が多い。505～216．6mabh間，250mabh付近，284．1mabh付近，363．2mabh

　付近，405．3mabh付近，469．6mabh付近，598．7mabh付近，621．8mabh付近，6565皿abh

　付近の地層に相当する。反対に、明部（灰色）は、割れ目の少ない、硬質部に相当

　する個所で、物理検層から得られた物性値はいずれも高い値を示している。この区

　間は、C層・D層の一部，E層，G層の各層がこれに該当する。

2）物性値の相関性

　物性値の相関性を検討するため、図5．6．3に比抵抗（ショート・ノルマル〉一密度プロット

　図を図5，6．5に中性子孔隙率一密度孔隙率プロット図をそれぞれ示した。

　比抵抗（ショート・ノルマル）一密度の間には、弱い正の相関が認められる。この図で特徴

的なことは、本層は、A層が堆積岩で、B層～G層まで花闘岩で構成されている。

そのため、A層は、低密度・低比抵抗域に分布するのに対して、C層～G層の花闘

岩は、高密度・高比抵抗帯に分布する。花闘岩に分類されるB層は、風化を受け、

堆積岩の特徴（低密度・低比抵抗）と花闘岩の特徴を兼ね備えた物性値で、広い範

囲に分散している。B層の比抵抗値は4～400Ω一m、密度はL4～2．59／cm3といずれ

　の値とも低い。

　更に、㎜一3号孔の同プロット図より、風化の卓越した地層は、密度値の変化に

比較して、比抵抗値の減少が大きい。逆に、変質の卓越した地層は、相対的に比抵

抗値の減少に比較して、密度値の減少が大きい傾向が認められた。

　このような傾向が、DH－12号孔でも認められることから、B層は風化による物性

値の減少傾向を示し、B層とD層の一部は、変質を受けた岩石を含んでいるものと

考えられる。

　次に、中性子孔隙率と密度孔隙率の間には、正の相関が認められる。中性子孔隙

率3％・密度孔隙率2％からそれぞれ52％，75％の範囲まで正の相関を示しなが

　ら、増加している。

　MIU－3号孔の同プロット図より、風化の卓越した地層は、密度孔隙率の変化に比

較して、中性子孔隙率の増加が大きい。逆に、変質の卓越した地層は、相対的に密

度孔隙率・中性子孔隙率とも大きく増加する傾向が認められた。

　このような傾向が、DH－12号孔でも認められることから、B層は風化による物性

値の特徴を示し、A層，B層とD層の一部は、変質を受けた物性値の特徴を示す。
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3〉一般的な物理検層結果を用いた透水性の評価

　物理検層結果と割れ目（透水性）との比較において、一般的には中性子検層・音

波検層・電気検層・密度検層などのデータからSchlumbergerLog　Ihtelpretation

Charts，1972などに記載されている式（ArchieやWyllieの式など）より、孔隙率（Φ）

や地層係数（F）を算出する手法が用いられている。しかし、今回は対象岩盤が堆

積岩と花周岩であり、花闇岩での研究成果としてKatsube＆Humeが1987年に発表

　した論文を引用して、物理検層による物性値と水理試験結果について検討した。検

　層解析を行うにあたり、粘土分を多く含有した破砕帯・割れ目帯を含む地層に複合

　的なインデックスを用いて解析した。

　表5．6．1の各データにもとづき、水理試験による透水係数と中性子，比抵抗の検層

　データから複合的な地層係数（FN調SN）を算出し、複合的な地層係数と水理試験

　による透水係数との相関性を検討するため、相関図を図5．6．5に示した。図からわか

　るように、クロスプロット図は負の相関が認められた。相関係数はR2＝0．813で比

較的高い値を示している。

表5．6。1物理検層データから算出した透水係数因子一覧表
曇　』番号 ≡』．区間（m） 理≡1虎による 理 データによる地　系i

上端深度 下端深度 ’水係一≡（m／sec） FDLIFSN FSLIFSN FNLIFSN

1 157．45 164．12 2．00E－08 17．11 5．64 7．55
2 171．80 280．17 6．10E－05 9．oo 4．20 3．61
3 431．42 505．50 5．00E－06 5．38 10．69 3．46
4 388．90 429．68 4．30E－05 9．90 1．44 1．72
5 345．90 387．18 3．00E－05 9．00 2．72 2．40
6 279．40 344．67 8．〔）OE－05 4．16 2．10 1．51

4）フローメータ検層結果の解析

　フローメータ検層解析では、降下・引揚げ各々3種類のケーブルスピードとそれ

　に対応するインペラーの回転数から流体速度を計算する。

　フローメータ検層解析によって得られた流速の変化（図5．6．6～図5．68）が、水の

流入出に関与する割れ目帯に一致することが分かった。

　流速量の解析にあたっては、流速速度が変化を示す深度、すなわち流速速度の絶

　対値が増加する個所で孔内水が地層から流出していることを基本とした。

　図5．6．6～図5．6．8にフローメータ検層の結果から算出した流速分布を示す。自然

湧水量約600ぞ／min時（279mabh以浅〉と自然湧水量約720〃min時（507mabh以浅）、

　更に自然湧水量約430〃min時（709mabh以浅）の引揚げケーブルスピード15m，

25m，35m降下ケーブルスピード15m，25m，35mの各データを用いた。

　フローメータ検層解析の結果、279mabh以浅では湧水量（約600〃min時）の大部

分が230～279mめh間の地層から流出し、507mabh以浅では湧水量（約72041m血
時）の大部分が276～370mabh間の地層から流出している。さらに、709mabh以浅

　では湧水量（約430〃mjn時）の大部分が276～370mabh間の地層から流出していた。

　DH－12号孔の特徴として、浅部の流入個所は花簡岩中の風化帯に、深部ではほと
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んどの湧水が、透水性の良好な割れ目帯（276～370mabh間）、特に276～288mabh

間の割れ目帯であることが判明した。

　279皿abh以浅’湧水量約600〃皿inのフ・一メータ検層時の透水性については、下記の

とおりである。

　170．0～186．O　mabh間　：流入量　5．2％（3L24／min）

　216．5～220，0mabh間　1流入量iO．8％（64．8〃皿in）

　2315～240．O　mabh間　1流入量23．5％（141．0〃min）

　245・0～252・O　mabh間　：流入量2i．8％（130．8〃皿in）

　252．O～265，9mabh間　＝流出量12．8％（76．8’／min）

　2659～2785mabh間　1流出量25．9％　（155．4〃血n）

　507mabh以浅・湧水量約7204／minのフローメータ検層時の透水性については、下記

　のとおりである。

　276．0～290．O　mabh間　＝流入量3L9％（229．74／min）

　290．0～305，0mabh間　＝流入量10．1％（72．7〃m註1）

　305．O　mabh付近　　　＝流入量　7．4％（53．3〃m血）

　305，0～3115mabh間　：流入量　7．4％（53．3〃min）

　3115～368、O　mabh間　＝流入量　9．6％　（69．14／m血）

　368，0～370．Omabh間　：流出量14．9％（107．3〃min）

　370．0～427．5mabh間　：流出量12．2％（87．8’／皿in）

　4740～492．3mabh間　＝流出量　6．5％（46．8〃min）

709mabh以浅・湧水量約430〃minのフ・一メータ検層時の透水性については、下記の

とおりである。

　276，0～290、O　mabh間　：流入量58．6％（252。0〃min）

290．0～32LOmabh間

32LO～38L5mabh間
38L5～508．5mabh間

508．5～640．O　mabh間

640．0～660．O　mabh間

660．O～697．0皿准bh間

697．0～705．O　mabh間

：流入量　8．6％（37．0〃min）

＝流入量　6．0％（25．8〃min）

：流入量　2、0％　（8．6〃min）

1流出量6．8％（29．2〃min）

：流出量　4．1％（17．6〃min）

：流出量　3．0％（12．9〃min）

1流入量10．璽％（46．9〃min）

　これらの結果よりDH－12号孔は、透水性の良好な割れ目帯が、276．0～290．Omabh

間を最大として、各所に存在している。
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5．6．2岩相解析
AN－1号孔、DH－4号孔、DH－2号孔、DH－5号孔、DH－10号孔、DH－11号孔に引き続

き、本孔（DH－12号孔）の検層データを用い、複合岩相解析プログラム（OPT工MA）

により岩相解析を行った。花闘岩部分については、従来と同じ4岩相モデルを採用し

たが、各岩相の検層レスポンスであるマトリックス・パラメータの値は一部変更した。

っまり、各岩相の密度一中性子孔隙率一音波走行時間の関係は基本的に維持したまま、

全岩相のガンマ線レベルを調整し、本地域の解析で、最初に採用していた高ガンマ線

型レベルとDH－11号孔で採用した低ガンマ線型レベルの中間の値を採用した。（ほぼ

同時に解析したDH－12号孔についても同じように取り扱った。）堆積岩部分について

はDH－2号孔、DH－11号孔同様、泥岩、シルト岩（凝灰岩）、砂岩、礫岩からなる4岩

相モデルを考え、解析したが、花商岩の場合と同じく、ガンマ線レベルを調整し、両

孔の中間の値とした。

1）堆積岩部

　本区間の地層は凝灰質な砂岩・泥岩の累層で、全般に非常に大きな孔隙率を示し

ており、固結度が低いことを示している。また、砂泥累層の中間部に亜炭層が、花

闘岩体の直上に厚い基底礫層が存在する。礫岩とその他の岩相の物性値には大きな

　コントラストがあるので、コア調査による礫層深度と本岩相解析による礫層深度は

良く一致する。同じく、物性値には大きなコントラストのある亜炭は今回のモデル

に含まれていないので、シルト岩として表現されている。これが、解析の結果が前

2孔に比べて、不十分な一因と考えられる。

　本岩相解析による岩相区分の堆積岩部分の詳細は前節（5，5）の表5．5．8にまとめ
た。

2）花崩岩部

　全区間にわたって、酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）と塩基性成分に富む花商

岩（Granite－3）との二種類の岩相が分布している。全体の岩相は深度により大きく

三っに区分される。っまり、①花商岩体最上部の酸性鉱物に富む花闘岩（Granite－2）

　が主体で風化・変質が著しい区間（169～214mabh）、②塩基性成分に富む花闘岩

　（Granite－3）がやや優勢で風化・変質が進んでいる区間（214～434mabh）および③

酸性鉱物に富む花闘岩（Grallite－2）が優勢で風化・変質が比較的少ない区間（434

　～715mabh）である。解析結果からは、あまり明瞭ではないが、風化・変質の進ん

だ岩体最上部を別とすれば、深部は浅部に比べて、やや酸性成分に富む花闘岩（即

ち、有色鉱物がやや少ない）となっている傾向が見られる。

　他試錐孔での解析結果と比較すると、岩体最上部の風化・変質帯が非常にはっき

　りしているのが特徴的である。また、500～600mabhの高比抵抗をしめす健岩帯を

除くと、全体に岩質は良好とは言えない。

　本岩相解析による岩相区分の花簡岩部分の詳細は前節（5．5）の表5．5．9にまとめ

　た。
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3）花嵩岩のモデルの適合性

　前述の通り、基本的に従来と同じモデルを採用し解析したが、検層測定値に基づ

　き、自然ガンマ線レベルを大きく引き下げた．花闇岩における密度、中性子孔隙率、

音波走行時間、自然ガンマ線値という物性値と鉱物組成（酸性一塩基性）との相対

　的な関係は、普遍的なものであり、特に、土岐花闘岩体という一つの岩体の中では、

その絶対的な数値も比較のための指標となる。つまり、ある試錐孔の密度2．5091cm3

のサンプルと、別の試錐孔における密度2．6091cm3のサンプルを比べた場合、変質

等の影響がなければ、より鷹度値の小さい2．50g／c㎡の方がより酸性（有色鉱物が

少ない）といえる。しかしながら、周辺試錐孔ならびに本試錐孔の検層結果から考

察されることは、自然ガンマ線の値については同一岩体内においても、各試錐孔間

　で差が非常に大きく、バックグランドが異なるように見えることである。

　これは、酸性鉱物と塩基性鉱物の量比の変化に基づく局所的な変化の他に、放射

性元素（U．Th）の濃集・分布に起因する広域的な変化が影響していると考え、試錐

孔別に自然ガンマ線マトリックス・パラメータ値のレベルを調整した。（表5．6．2）

つまり、同じ組成の岩相においても、離れた試錐孔では自然ガンマ線レベルが異な

　るというモデルを採用した。

表5．6．2各試錐孔の岩相別の自然ガンマ線マトリックス・パラメータ値

　　（DH－m号孔では花闘岩一2を高γ線型と低γ線型の二種類に分けたモデルを採用。）

　　　　　岩　　相試錐孔名 花商岩一1（Gmnite－1） 花商岩一2（Granitc－2） 花嵩岩一3（Graniに一3）

花商岩一4　（Clay）（Granite－4）

AN－1号孔他3孔
740 430 260 740

DH－11号孔
590 260 110 590

DH－10号孔
740

430／200
740

　　　　　㎜DH12号孔 3go 180　…

㎜　　　　　篇諾照㎜680　　　講　一罰籍一一

DH－13号孔
620 340 120 620

　参考のため、本地域における自然ガンマ線値と密度値の試錐孔別平均値の分布を

図5．6．9と図5．6．10に示した。両者共、DH－4号孔を中心とした良く似た1司心円状の

構造が見られ、密度値が小さくなるとガンマ線値が高くなる関係がある。

一般の花闘岩における自然ガンマ線の源は、主としてカリ長石等に含有されるカ

リウム（K）成分であり、より酸性（Sio2成分大）になるにつれ、増加することが

知られている。その他に、元来、マグマにはウラン（U），トリウム（Th）等の放射

性元素が含有されており、それがマグマの貫入・冷却に伴う、結晶分化作用の過程

で造岩鉱物に混入してくる。土岐花闘岩は他の花闘岩に比べて、U，Thの含有量が大
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きいことが知られており・試料の分析結果によると、U2・3－59pp皿，Th　ll5－18．4ppm

と報告されている（石原舜三他、1969）。

　前述の自然ガンマ線バックグランドの違いは貫入マグマの放射性元素含有量の違

いに起因すると考えられる。推測される可能性として、①岩体形成が単一（1回限

り）の花商岩質マグマの貫入ではなく、同一マグマの時間をおいた貫入、あるいは

別のマグマの貫入により形成されたため、鉱物結晶が晶出する以前のマグマそれぞ

れの自然ガンマ線バックグランドが既に異なっている場合、②岩体形成が1回の花

闘岩質マグマの貫入により形成されたが、元のマグマに含有されていて、結晶分化

作用を経て各造岩鉱物に取り込まれたU，Th等の放射性元素分布が一様ではなく、

一定の法則を持って濃集・分布する場合が考えられる。

　図5．6．9と図5．6．10で示したように本地域における自然ガンマ線値と密度値の分布

に相関性が見られることは、放射性元素の各鉱物への混入に何らかの法則があり、

化学組成に基づく岩相変化に関連している可能性を示唆している。少なくとも、最

も周辺に位置するDH－10号孔を除く範囲では、単一のマグマ貫入による岩体形成で

説明できそうである。

　花闇岩における密度、中性子孔隙率、音波走行時間、自然ガンマ線値という各物

性値と鉱物組成（酸性一塩基性）との相対的な関係を下記にまとめた。

　本モデルでは、塩基性成分に富む花嵩岩と酸性鉱物に富む花商岩のマトリック

ス・パラメータをこの関係に基づき設定している。

塩基性成分に富む花闇

密　　度

中性子孔隙率

音波走行時間

自然ガンマ線

岩

大

大

大

小

酸性鉱物に富む花闘

　　　岩
←一一　　一→

←　　→

←一　　一→

←　　一→

小

小

小

大

　この関係は音波走行時間を除いて、花闘閃緑岩と花闘岩の問において一般的に成

り立つ。（前回のモデルでは、塩基性成分に富む花嵩岩の音波走行時間をやや大きくした方が実測値により適

合した。一般には花闘閃緑岩の音波走行時間は花南岩に比べてやや小さいか同程度である。）

　本モデルによるOPTIMAプログラムでの花商岩部分の岩相解析結果は、その数学

的適合性を表すNWSSEが0．455と非常に良い値が得られているが、これはモデル

が適切であることと、岩体が比較的均質で単純であったためと考えられる。

DH－11号孔の解析と同様、各マトリックス・パラメータの自然ガンマ線値のレベ

ルを調整し、低ガンマ線タイプの花闘岩（他の物性値は同じでガンマ線値のみ低い）

の概念を採用したが、以前、解析したDH－2号孔等についても、この考えに基づい

て再評価する価値がありそうである。
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最後に、各試錐孔の花岡岩に対する解析で採用した岩相モデルの一覧を表5．6．3に

示す。

　　＼、試錐孔名

　γ線レベル

慧縫繍
低γ線型

i議蕊鯉豹，

　低γ線型

だ　　　　　　　　　　　　け

㎜篇雪縫襟
♂　雪 灘磁雛．

　低γ線型

㎜薫　　藤
、1了璽聾難

　低夕線型

表5．6．3花商岩岩相モデルー覧

①　　　　　　②　　　　　　③
AN－1，DH－2，DH－4，DH－5

DH－11DH－12DH－13

DH－10

㈱　　　誌　　篇＿罵騒　　　　『、権、懸藤

翻纏緬馨

花闘岩一1

、盤灘騨・『難蝿聡灘蕪　・

謹懇・
花由岩一2 花齢2B

　磁甑1　二欝響襯藏

花南岩5

毒灘き灘麟
　　　訟　＿　二一　　　　　講講講難轟

㎜㎜　　　　　　　糊β繭『手懸謙窺醸鍵馨…

花醐岩一4（Clay）

孔隙（水） 孔隙（水） 孔隙（水）

花陶岩一1：　　風化・変質を受けた花閥岩

花周岩一2＝　　酸性鉱物に富む花閥岩

　花商岩一2A：　　酸性鉱物に富む花闇岩（高ガンマ線型）

　花商岩一2B　l　　酸性鉱物に富む花醐岩（低ガンマ線型）

花寓岩一3：　　塩基性鉱物に富む花閥岩

響＝畿：諜：髭鮭犠蒐麟コ表、、変更

くモデルの拡張＞

　　　　　　①AN－1他＝風化変質と鉱物組成を表現する4岩相モデルの採用

　　　　　　②DH－1L低γ線型の導入

　　　　　　③DH－10＝同一岩相（鉱物組成）における高・低γ線型の採用

　　　　　　④DH－12，13：低γ線型の拡大〔γ線値を各孔毎に調整）
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図5．6．9自然ガンマ線値試錐孔別平均値分布（花崩岩部）

　　　　　単位；API　uniし
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図5a10密度値試錐孔別平均値分布（花嵩岩部）

　　　　　　　　　単位＝9／cm
l
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6，ボアホールテレビ計測



6ボアホールテレビ計測

6．1作業概要
6，1．1作業目的
DH－12号孔において行う各種試験の測定データについて高い信頼性を得るためには、

ボーリングコアでは分からない割れ目の方向性，割れ目の開口幅，破砕帯などの厚み，

実際の孔壁状況について詳細に知る必要がある。

　したがって、ボアホールテレビ装置により、DH－12号孔の孔内壁面観察を実施し、

孔壁面の割れ目特性等の詳細な情報を得る事を目的とし、取得データの整理・解析を

行うものである。

6　1．2　作業数量
ボアホールテレビ計測の作業工程および解析に使用したデータを表に示す。

表6．Ll　DH－12号孔ボアホールテレビ計測作業工程表
計測区間 試験期間 備考

第1同目 口　曹　ロ　ー

　平成12年8月1目～平成12年8刀4目

掘削終了せず待機

第2同目 50．110～279．410mabh 平成12年8月8目 BIP－3．5使川

第3回目 275．340～509，340㎜bh 平成12年11月10日 BIP－3．5使用

第4同目 400．000～716．08mabh 平成13年2月1目 B【P－1500使用

計測区間長は、50．110～716．080mabhの665．970mである。測定深度が、掘肖Il深度よ

り若干深くなった原因として、掘り管（ロッド）が、自重や温度差により伸びたこと

により実際の掘削深度よりも深く掘削された可能性が考えられる。

表6．L2　DH－12号孔ボアホールテレビ解析採用区間と採用回

解析区間 解析区間長 採用回 備考

50．l　lO～279．4璽Omabh 229．300m 第2回目

279．410～500．000mabh 220．590m 第3回目

500．000～716．08mabh 216．08m 第4回目

400，000～510．253mabh 110，253m 第4回目 セメンチング区問画像として提出

合計 665．970皿
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6．2　調査方法

6．2．1ボアホールテレビの構成と特徴

　ボアホールテレビ装置として株式会社レアックスが開発したBIP－3．5および

BIP－1500を使用し、試錐孔の孔壁観察を行った。

　本システムは耐圧200kg／cm2のプローブと長さ300mのケブラーケーブル、および

長さ1600mの光ケーブルと組み合わせて使用することで、最大深度1500mまでの試

錐孔壁の全周および一部を連続孔壁展開画像として観察記録を行うことができる。

　また、本システムにおいては、現場でのデジタル画像記録を室内解析システム上の

CRr上に再生し、様々な地質解析を行うことが可能である。なお、デジタル画像デー

タは、1ライン360画素，！画素あたりRGB3バイトのデジタルデータである。

　システム構成は図6．2。1および図6．2．2に示すとおり、現場システムと室内システム

から構成される。現場システムは試錐孔内を降下し孔壁画像を撮影するプローブ，計

測スピード制御機能を備えた昇降装置，深度カウンター，孔壁画像展開記録並びにプ

ローブ制御装置およびテレビモニターなどで構成される。

　室内システムは、ウィンドウズパソコン，カラーコピー機（カラープリンター），

光磁気ディスクドライブおよび専用解析ソフトウェアから構成される。
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③モニター

o　o
　o　o　o

　田○

　■o

…圏闘i

⑬＿。
o　　●

②ウインチコントローラー

　　　　　　プーリー

き

300／50伽ケブラーケーブル
または16（肋光ケーブル

　　およびウインチ

　　　　　ケブラーケーブル　／
　　　　　光ファイバーケーブル

　　　　　BIP－3，5／1500仕様

プローブ

深度計測プーリー

導

プローブ

ケーブル
5芯ケブール※または4芯光ファイバーケーブル

ウインチ

300mケブラーケーブル／1600旧光ファイバー昇降速度O～40m／sリモートコントロール対応

孔壁画像作成　記録装置

640脂㈹ディスクフルカラー表示計測速度o～54／108m／h
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6　2．2　ボアホールテレビによる計測作業

計測作業フローを以下に示す（図6．2．3）。

削孔

　　　孔内洗浄

　　　　　　撮影準備　　、

　　　’　電源の確保

　　　　　　　『
　　　　　　　OK

NO

プローブ挿入

く　　孔内の状況　　．〉

　　＼＼、、　　『‘／／

　　　　「
　　　　OK
　　　　▼
一一　　　　　　　　

7
バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　孔壁画像撮影　l

MO’VTR記録「

　　　　　　　　　　の　　　　のド

で論翻」
　　　　↓

図6．2、3　ボアホールテレビ計測作業フロー図
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6．3解析方法
6．3．1　画像処理およぴ割れ目データの取得

　不連続面の走向・傾斜の測定は、現場で記録した光磁気ディスクを読み出して室内

解析システムのCRr上に展開画像を表示し、孔壁との切合線として示される。一連

の地層面，割れ目をマウスカーノルでポインティングすることによって行う。

　走向・傾斜の計算は図6，3．1に示すような走向・傾斜の解析ルーチンにより行う。

同様に、割れ目幅の測定は任意の2点間をマウスカーソルでポインティングすること

により、実距離の表示・記録が可能である。開口幅が微小なものについてはスケール

プレートをCRT上の2点間に重ねあわせて測定する。

・灘子Lと不漸と齢、 ・展開1岨象

w
N

1’
〆

』
l
I
I

S

　r
「レ戸

、
、

　し

E
S　　W　　N　　E　　　S

／

一一風

＼、

開始
／

’＼

→

轟害，漁ど磯錨

一〆

　　　　　　　　　　　！
／　座標データ入力　　1

　　　　　　　　　　〆

最小2乗法による

　データ処理

回帰平面の法線
ベクトルの決定

絶対座標系への変換

走向・傾斜判定

　ルーチン

一。／‘ ＼

終了

図6．3．1　面構造の走向・傾斜の解析ルーチン
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6．3．2不連続面データの解析

画像データより取得した不連続面データは以下のような要領で整理し、割れ目の方

向性，割れ目密度などの解析を行う際の基本データとした。

1）分布深度

a．各面要素と孔壁の切合線の上端および下端，両者の中点を併記する。中点の深度

　は測定時の誤差を補正したものを併記する。

b、表記はm単位とし、0．Ol　m（＝l　cm）精度とする。

c．表記深度は孔壁画像とボーリングコアを対比して地質的に深度基準点となる個

　所（岩層境界など）で深度検証を行い、ボーリングコア深度を基準として孔壁画

　像深度について補正を行った結果を記載する。

2）走向・傾斜
a．孔の全周の70％以上連続する面要素について計測を行うものとする。

b．算出にあたってはポイントの座標値（3点以上）を平均化するものとする。破砕

　帯および変質帯など、ある程度の厚さを有する面要素については、その上盤およ

　び下盤面の走向・傾斜を計測するものとする。

c．走向・傾斜は孔曲り測定のデータに基づき、補正するものとする。

3）区分

　面要素は以下の9つに区分する。

　a．明瞭割れ目　　　亀裂・節理などのうち、画像上で破断面の形状，連続性とも

　　　　　　　　　　きわめて明瞭なもの。

　b．開口割れ目一一一一明瞭割れ目のうち、特に、画像上で0．1mm以上の開口性が

　　　　　　　　　　認められスケールプレートによる開口幅の測定が可能なも

　　　　　　　　　　のo

　c．ヘアークラックー一亀裂・節理などのうち、画像上で形状・連続性ともやや不明

　　　　　　　　　　瞭で、また変質鉱物などの充填物，面沿いの風化・変質など

　　　　　　　　　　が顕著でない微細な割れ目。

　d・破砕帯上盤一…一一断層破砕帯もしくは破砕部の上盤。

　Q．破砕帯下盤一…一一断層破砕帯もしくは破砕部の下盤。

　f．鉱物脈一一一一一一一一一一一一方解石および石英など脈状の構造。

　g・流理構造一……一花闘岩類形成時の流状構造（初生構造）で、明瞭な破断面（分

　　　　　　　　　　離面）が認められず、周囲の岩盤と完全に一体化しているも

　　　　　　　　　　の。
　h．層理面一一一一一一一一一堆積時の層状構造（初生構造）で、明瞭な破断面が認められ

　　　　　　　　　　ず、周囲の岩盤と一体化しているもの。なお、ある程度の幅

　　　　　　　　　　を有するが、充填物により開口を示さないものは、明瞭割れ

　　　　　　　　　　目に区分し、充填幅を併記した。

　L　境界面　　　　　岩相境界および貫入岩と母岩との境界，方解石や石英などの
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充填鉱物と母岩との境界面で、明瞭な破断面が認められず周

囲の岩盤と完全に一体化しているもの。

4）開口量
a．孔壁面と面要素との切合線の最大傾斜部分の幅を計測するものとする。

b．わずかな凹凸に対しては全体の平均を求めるものとする。

c．幅の計測は拡大画像モードおよびスケールプレートを使用する。

d．表記はmm単位とし、0，l　mm精度とする。

5）形状

　　形状区分は図6．3．2に拠った。以下の4つを基本形とした。

　　P一一一平滑　planaτtype

　　l一一一不規則　血9egulartype

　　C一波状curvedtype
　　S…一ステツプ状　stepPedtype

さらに、これの派生形として、以下の細分類を行う。

一n

．h

」

一n／h

一萌

一h石

一n／h／j

：周方向に不連続なもの。

：付随割れ目＊を伴うもの。

：他の主要な割れ目＊＊と交差するもの。

周方向に不連続で付随亀裂を伴うもの。

＝周方向に不連続で他の主割れ目と交差するもの。

＝付随割れ目を伴いかつ他の主割れ目と交差するもの。

：不連続でかつ付随割れ目を伴い他の主割れ目とも交差するもの。

＊ここでの付随割れ目とは、主割れ目から派生した不規則で微細な割れ目で、画

　像上で走向・傾斜の測定が不可能な割れ目である。

＊＊ここでの主割れ目とは、画像上で周方向に70％以上の連続性を有し、走向・

　傾斜の測定が可能な割れ目である。

（記載例）P－n，1－n／h，S－h　等

一6 7



主要割れ目形悪
割れ目タイ

連続割れ目 不連続割れ目 割れ目形態の名称

Pグノレ1プ

o

防臼ず日　　　　　　恥□

R□

Po　i　planar　TypeP1；PIanar　with　major　splays　TypeP2；PIanar　耀ith　minor　spIays　TypeP31paral　Iel　TypeP41樋onpers　i　stenc巳　PI　anar　Hair　I　i　ne　Type

I　o

“□』□匂“□

ICI；IrreguIar　a図　　Curved　TypeIC2＝Irre巨uIar　and　Curved　冒ith　major　splays　τypeIC31．1．rreg貝！arandCurvedwithminorspla芝sτype

Cグノレ1プ

窃

旧逆コJEllC』　　　　　【C2　　　　　　IG3臼一ロー□　　　　　CI　　　　　　C2　　　　　　〔〕一□

銑；Curved　TypeαlCurved　wlth　major　splays　TypeC2；Curved　with　minor　splays　TypeC31Bra　ided　TypeC41瞬onpersistenoe　Curved　鮭airl　ine　Type

Sグノレ1プ

℃〕」2□

翫Eヨ？跳□

S。lStepped　TypeSliStepPed　with　major　spIays　TypeS2；StepPed　wi　th　mi　nor　sp　Iays　TypeS3；麟esh脚ork　TypeS・i　En　eche　Ion　TypeS5iMonpersisteno日　StepPed　HairI　ine　Typ日

図6．3．2割れ目形態の分類（略称とその名称・吉田ほか，1989）

主割れ目から派生する付随害r』れ目をSplays，主害Ijれ目が不連続（Nonpersistence）

でそれのみヘア状に発達している割れ目をHairlineと記載している。

6）状態・備考
　充填物の有無，面沿いの褐色化，変質などの状況，および境界面の細区分などを

以下のような要領で記載する。

a．充填物介在一一一一一一一一割れ目内に充填物が認められるもの。

b・褐色化　　　　　割れ目沿いに褐色に変色しているもの。

c・粘土化一一一一一一一一一割れ目沿いに粘土化を伴うもの。下記dと比較すると、岩盤

　　　　　　　　　の堅硬な部分へ漸移し、境界がやや不明瞭なもの。

d．粘土介在一一…一…割れ目内に粘土が充填されている場合で、岩盤の堅硬な部分

　　　　　　　　　との境界が明らかなもの。

e．角礫状一一…一一一一一主割れ目周辺の岩盤が付随割れ目の発達により、角礫化して

　　　　　　　　　いる場合。

f．変質帯上盤一一一一画像上で著しい変色を伴う、変質帯とみられるゾーンの上盤。

g・変質帯下盤一一一一一画像上で著しい変色を伴う、変質帯とみられるゾーンの下盤。

h．白色鉱物一一一一一割れ目沿いに白色鉱物の脈あるいは付着物がみられるもの。

　　　　　　　　　石英，方解石，白色粘土などの粘土鉱物などが考えられる。
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1．有色鉱物一一一一割れ目沿いに暗緑色の鉱物脈，あるいは付着物がみられるも

　　　　　　　　　の。緑泥石などが考えられる。

　岩相境界一一一一一一中粒花商岩と細粒花闘岩の境界面など、母岩の岩相境界。

　岩脈一一一一一一一一一一一アプライトなどの岩脈と母岩との境界面。

　セメンチングー一…一一一一割れ目などにセメントが付着または開口部に充填している。

m．礫・マトリックスー一一一一一一一一母岩と礫の境界面。

J．

k．

1．
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6．4観察・解析結果
　孔内観察作業に基づく観察記録は、孔壁展開画像はカラープリントとして別冊の画

像データ集に、割れ目などの岩盤不連続面は6．3．2章の要領に沿って一覧表としてま

とめた（表6．4．12（1）～表6．4．12（82））。

　また、画像解析で得られた不連続面データを用いてステレオネット，割れ目密度図，

岩盤状態図などを作成した。

6．4．1　孔壁の概要

DH－12号孔では50．110～716．080皿abhまでの区間について孔壁観察および記録を実

施した。本試錐孔では168．82mabhに堆積岩と花商岩の不整合面が存在するため、統

計処理においては堆積岩区問（168．82mabh以浅）と花商岩区問（168．82mabh以深）

に分けて作業を実施した。

6，4，2　割れ目の頻度
1）測定全区間（50．00～716．08mabh）

①割れ目系
　　観察区問における全割れ目系を表6．4．1，図6．4．1（1）および巻末資料に示す。

表6，4．1割れ目系の頻度（計測全区間）

項目 本数 百分率（％） 本／m
明瞭割れ目 1674 38．77 2．51

開口割れ目 133
3．08 O．20

ヘアークラック
1766

40．90 2．65

破砕帯 18
0．42 0．03

鉱物脈 112
2．59 0．17

流理構造 101
2．34 0．15

層理面
325

7．53 o．49

境界面 189
4．38 O．28

合　計 4318 100．00 6．48

　この区問の割れ目系は、明瞭割れ目およびヘアークラックが卓越する。また、開

口割れ目の頻度は少ない。

　1mあたりの平均割れ目数は明瞭割れ目2．51本、ヘアークラックが2．65本、開口

割れ目が0．20本、層理面が0．49本、境界面が0．28本であり、全体に割れ目の少な

い岩盤と判断される。

②割れ目
　　割れ目としては明瞭割れ目とヘアークラックの両者が卓越し、開口割れ目の頻度

　は非常に少ない。
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③破砕帯
　　特に250．00mabhまでは湧水を伴い、開口幅の大きな割れ目状に観察される。

　　湧水を示さない場合は、割れ目の集中により孔壁が礫状に分離・崩壊しているも

　のがほとんどである。

④鉱物脈
　　168、80mabh以浅では方解石脈が、それ以深では石英脈およびアプライト脈が確認

　される。

⑤流理面
　　168．80皿abh以深の花高岩区間に観察される。

⑥層理面
　　168．80mabh以浅の堆積岩区間に観察される。

⑦境界面
　　計測区間の全体に観察される。主に地層（岩脈）境界である。堆積岩区間では層

　理面として観察され、花商岩区問では岩脈や花嵩岩の粒度の違いによる境界として

　観察された。

2）堆積岩区間の割れ目系（50．00～168．82mabh区間）

①割れ目系
　　観察区間における全割れ目系を表6．4．2，図6．4．1（2）および巻末資料に示す。

表6．4．2割れ目系の頻度（堆積岩）

項目 本数 百分率（％） 本／m
明瞭割れ目 168 19．86 1．41

開口割れ目 12
1．42 O．10

ヘアークラック
165

19．50 1．39

破砕帯 8
O．95 O．07

鉱物脈 17
2．Ol 0．旦4

流理構造 0 O．00 0．OO

層理面 325
38．42 2．74

境界面 151 17．85 1．27

合　計 846
100．00 7．12

　この区間の割れ目系は、ヘアークラックおよび明瞭割れ目が卓越する。

1mあたりの平均割れ目数は、明瞭割れ目が1．41本・ヘアークラックがL39本と

なる。また層理面が2．74本見られる。

割れ目合計では1mあたり2．90本を示す。
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②割れ目
　　割れ目としては、明瞭割れ目・ヘアークラックが多い。開口割れ目は、深度区間

　10．00mごとに1本程度である。

③破砕帯
　　割れ目状の小断層が観察される。

④鉱物脈
　　17点の方解石脈が観察される。

⑤層理面
　　　明瞭なラミナが観察される。

⑥境界面
　　堆積岩区間全体に観察される。主体は砂岩・泥岩の地層境界である。

3）花崩岩区間の割れ目系（168．82～716．08mabh区間〉

①割れ目系
　　観察区間における全割れ目系を表6．4．3，図6．4．1（3）および巻末資料に示す。

　　　　　　　　　　　表6．4．3割れ目系の頻度（花商岩）

項目 本数 百分率（％） 本／m
明瞭割れ目 1506

43．38 2．75

開日割れ目 121
3．49 O．32

ヘアークラック
1601

46．11 2．93

破砕帯 10
0．29 0．02

鉱物脈 95
2．74 0．17

流理構造 lOl
2．91 0．18

層理面 0
0．00 O．OO

境界面 38
1．09 Q．07

合　計 3472
】00．00 6．34

　　この区間では、明瞭割れ目およびヘアークラックが卓越する。両者を合わせた1m

　あたりの割れ目数は5．68本を示す。

②割れ目
　　割れ目としては明瞭割れ目とヘアークラックが大部分を占め、開口割れ目は全体

　で121本と少ない。

③破砕帯
　　割れ目の集中により孔壁が礫状に分離・崩壊しているものや、変質によりマサ状
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を呈する個所も見られる。

④鉱物脈
　　石英脈およびアプライト脈が観察される。

⑤流理面
　　明瞭な流理構造が確認される。

⑥境界面
　　計測区間の全体に観察される。花商岩の粒度の違いによるものや、花闘岩以外の

　貫入岩（アプライト，ペグマタイトなど）が境界面として見られる。

4）割れ目の状況

　割れ目中には割れ目の縁に沿って褐色化しているものや、介在物を挟むものが見

　られたが、介在物の区別（粘土やその他の介在物）の判断が画像からは難しい。以

　下に割れ目の状態を表にまとめた。

表6．4．4割れ目の状態（計測全区間）

項目 本数 百分率（％）　　本■m 備考

褐色化 2596 72．66　　　　　　　　　　3．90

介在物挟む 380 10，64　　　　　　　　　　0，57

セメンチング 0 0．00　　　　　0．00

その他区分 52
1．46　　　　　0，08 角礫状

合　計 3028 84．75　　　　　　　　　　4．55

　全体の約80％の割れ目については、褐色化が見られるか、もしくは割れ目に介在

物を挟む状況が確認された。

　介在物の種類については、画像上では充填物の判断ができないために一括して介

在物として処理した。

　表6．4．4中のその他区分は、角礫状を示すものである。またセメンチングにっい

ては本試錐孔では、実施していないので確認されていない。

一6 13一



6．4．3　割れ目の方向性

計測された各種割れ目系を統計処理するため、ステレオネット（シュミットネット

下半球投影）を作成しこれを巻末資料，図6．4．1（1）～図6．4、3（8）に示す。各不連続面の

統計処理による集中点を求めこれを表6．4．5～表6．4．6に示す。

1）測定全区間（50．00～716．08mabh〉

　測定深度区間全体については、透水性に影響を与えると考えられる区分に着目し

て方向性の傾向を見た。

表6．4．5　不連続面の集中点（計測全区間）

区　　分 集中点 データ数 ピーク値（％）

全不連続面
N50W28SW 4318 11

割れ目
N47W25SW 3573 11

開口割れ目 N47W30SW 133 15

明瞭割れ目 N50W25SW 1674 11

破砕帯
N20W64E 1呂（5） 22

鉱物脈
N56E26NW 68 13

※破砕帯のデータ数の（）内は、」二端・下端の組み合わせ

①全不連続面

　　分散傾向としては、不連続面のほとんどが傾斜60。以下のSW方向に集中する状

　況である。最大集中は、N50W28SWに見られる。一方で、極めて少数ではあるが

　走向軸N50Wを示し70－80D　SE傾斜を示すものも分布している。集中度は11％で

　高い状態を示す。

②割れ目
　　①と同様である。

③開ロ割れ目

　　①と同様の分散傾向を示す。集中度は若干高まり15％を示す。

④明瞭割れ目

　　割れ目の中ではヘアークラックとほぼ同数で、分散の傾向は①と同様を示す。

⑤破砕帯
　　18個所（堆積岩区間では、上下端が区別できない小断層が8箇所、花闘岩区間で

　は上端・下端の明瞭なもの5箇所）が確認された。

　　特に花闘岩部では、上端，下端とも同じような走向・傾斜を示す場合がほとんど

　である。一方、堆積岩部ではばらっきが大きい。
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2）堆積岩区間（50．00～168．82mabh区間）

　　　　　　　　　　表6，4．6　不連続面の集中点（堆積岩）

区　　分 集中点 データ数 ピーク1直（％）

全不連続面
N69W18S 846 19

割れ目
N70Wl8S 345 15

開口割れ円
N28E4E 12 25

明瞭割れ目
N66Wl5S 168 重7

ヘアークラック N70W20W 165 14

破砕帯 曹　一　臼

8 12

鉱物脈 N27W75W 17 35

層理面
N72W20S 325 24

境界面
N55Wl1SW 151 26

①全不連続面

　　低角系に集中する．集中度も非常に高く19％を示している。

②割れ目
　　上記①と同様の集中傾向を示す。集中度は若干下がって15％を示す。

③開ロ割れ目

　　走向N50－60。傾斜0－80。SW傾斜を示すものがほとんどである。

④明瞭割れ目

　　上記①と同様の集中傾向を示す。集中度は17％を示す。

⑤ヘアークラック

　　上記①と同様の集中傾向を示す。集中度は14％を示す。

⑥破砕帯
　　すべてが、層理面をわずかに上下に分断する小断層であり、上下端の区別はない。

　　8点が見られ、ほとんどが高角傾斜を示す。

⑦鉱物脈
　　17本の方解石脈が観察されるが、分散傾向が強く低～高角度傾斜を示す。

　　統計的には、NB27W75Wの高角系に集中している。

⑧層理面
　　上記①と同様の集中傾向を示す。集中度は非常に高く24％を示す。

⑨境界面
　　層理面とほぼ同一の分散傾向，集中傾向を示す。集中度は26％を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　一6一止5一



3）花嵩岩類（168．82～716．08mabh区間）

表6．4．7　不連続面の集中点（花闘岩）

区　　分 集中点 データ数 ピーク値（脆）

全不連続面
N47W25SW 3472 11

割れ目
N45W25SW 3228 12

開口割れ目
N47W29SW 121 16

明瞭割れ目 N49W25SW 1506 11

ヘアークラック
N47W24SW 1601 11

破砕帯
N21W63E 10（5） 30

鉱物脈
N34W72NE 95 7

流理構造
N69W19S 101 14

境界面 N7且W20S
38 13

　　　　※破砕帯のデータ数のO内は、上端・下端の組み合わせ

①全不連続面
　　分散傾向としては、不連続面のほとんどが傾斜60。以下のSW方向に集中する状

　況である。最大集中は、N47W25SWに見られる。一方で、極少数ではあるが走向

　軸N47Wを示し70－80。SE傾斜を示す高角系も分布している。集中度は11％で高

　い状態を示す。

②割れ目
　　分散傾向は上記①と同様の傾向を示し、集中度は12％である。

③開ロ割れ目

　　ほとんどが、低角～中角系である。集中点の走向・傾斜については①とほぼ同一

　である。集中度は高く16％を示す。

④明瞭割れ目

　　分散傾向は上記①と同様の傾向を示し、集中度は11％である。

⑤ヘアークラック

　　不連続面区分では1番点数が多い。分散傾向，集中傾向とも①と同様である。

⑥破砕帯
　　10個所（上端・下端の組み合わせでは5箇所）確認された。点数が少ないが、非

　常に高い集中傾向を示す。

⑦鉱物脈
　　集中点は高角系に見られるが、非常に分散する傾向を示す。集中点と走向を同じ

　として、傾斜角度の異なる低～中角部に二次集中が見られる。
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⑧流理構造

　　若干分散するが、走向EW系の傾斜300以下の低角に分布する。集中度が高く

　14％を示す。

⑨境界面
　　流理構造と、ほぽ同様の傾向を示す。また、集中度は13％と高い数値を示す。
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　　　　　　　　　　　　　3Q－39　　35

　　　　　　　　　　　　　40 49　　46

　　　　　　　　　　　　　5D－5gi34

　　　　　　　　　　　　　60－59　　44

　　　　　　　　　　　　　ア0－79　　7Q

デ タ数二1674／4318　　　　　80－89　72
投影法ニ　シュミット　下半球（LH）

T．N DH－12

べ

角度区分　個数

9D－　99 　　94

｝00－IO9　　　1Q6

11D
PI9　　　064

120
12野　げ6

130－139　157

r40－149　　16監

150＿皆59　　
145

160
169　　　1犀ユ

1ア0司79　　81

％ S

＼

E
O

データ数＝16ア4／4318
最大値：10．5％　グルピンヅ角度：1ぴ
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　　　灘

曙欄
　　　畢11

　　　藩　　　　1111

　　　　11　　　　　0

　　　　糟

〈凡例＞（％）

　0司1％
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r
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．r
－

コンター僖（％）

コンタ 1＝　　1％

コンター21　　3％

コンター31　　　　　　ア％

コンター4；　　9％

コンタ 5：　　11％

ノ
S

集中点
N50W25SW

　　　　データ数：1674／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数116ア4／4318
　　　　投影法：　シュミット　下半球（L，H）　　　　　　　　　　　　投影法：　シュミット

図6潮（6〉明瞭割れ目シュミットネット投影図（全区間）
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下半球（LH）
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深度　r　50．OOO　～　716．000‘mabh）

嬰界早甚ヲ・lo～2鯖o（㎜）　T．N

形状：4／4　　　　　　↓
状態：12／12
備考：7／7

W 凸

畠

▽

　圃ム　　　　ム

凸

ム

凸

く凡例＞

O；明瞭割れ目

◇　＝開口割れ目

□1ヘアー伽ク

ム：破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×1鉱物脈
十　：流理構造

o　：泌理面

●二境界面

ヂ

▽

畠

ム

＼

0

0
0

13

5

0
0
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O

1E
凸1

W

T．N

昌ノ

／

〈凡例＞

DH－12

S

〔　　ヒ　　～　　＼憾

1

＼
＼，　＼

…T　O　　　20
o

S

／

E

データ数二18／4318
投影法ニ　シュミット　下半球（L，H） アータ数

最大値1
：18／4318

27．8％　　ク“ル ヒ堕ンワ「角度　；100

W！ 　5F
5ポ
5」ぢ

5⊇

5匡つ
■55

T．N

　r55

一5

⊃

5一

垣5乏
』ち5⊃

崎

＜凡例〉（％）

　5～22％

　　　　E
　55bl
，罰

5翠つ

W

T．N

　　　　　　　S

　　　　　　　1（」

　　』、ゴ

　ド

＼』』卑

コンター値（％l　　S
コンター1：　　　　　　5％

］ンター2：　　　　　11％

］ンター3：　　22％

　　　　　＼

　　　　心＼

セ／
　／
　ノ

集中点
N2Q胃64E

E

　　　データ数：18／431a　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ タ数：18／4318
　　　投影法：　シュミット　下半球、L．田　　　　　　　　　　　　　投影法；　シュミット

図6’41（7）破砕帯シュミットネット投影図（全区間）

下半球（LH）
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深度：50．OOO～168，820〔mabh）

斐窮31・1。～28・5。（mm）丁．N

形状：4／4　　　　＿
状態：12〆12　　　　一
備考：7〆7

W

窟

ロ

コ　　ロ
喝

　口
o□

σ

動

の　　　　　ロ

　　ロ　島。ロ
　　　ロ9　φじ
　夢GD　o
ロ　　直O
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　　o
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亀・．。曾。宅r十E
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　　　　　　　ロ　　函

　イ

W＋一一

　k

／

T．N

筋㌔

DHd2

oo【b］

鴨【

□

＜凡例＞

○　：目月瞭割れ目

◇：開ロ割れ目

□：へ7一クラック

ム：破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×：鉱物脈

十　二流理構造

O　l，署理面

●：境界面

　ロ愈
O魅コ

暫θロ

ロO口

168

12

165

　0

o

S

口

o

口

o

＜凡例〉

データ数；345／4318
投影法：　シュミット　下半球（LH）

角度区分 固数 ％ 角度区分　劃数 ％

o 　9
19 6 go 99 17 5

1σ 19 12 3
100＿1㈹

25 8

20 29 9 3 110－119
24

ア

30 39 lo 3 120 129 26 8

40 49 L8 5 130－139
23 7

5D－59
17 5 囮o 1偲

33 10

60－59 7 ～ 1シ0 159 28 8

7D－79
11

｝ 博0＿博9
27 9

80＿89
15 4 170－17a 1ノ 5

S

データ数
最大値：

1b
E

O

1345／431B
9．5％　グルーピング角度二109

丁．N

〈凡例＞ l％）

　0州5％
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T．N
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＼
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ゼ，纏＼
＼、1〉　r〆

＼

ご、㍉

隻　‘－』

＼ノ

バ

S

　　　　　　データ数：345／43博
　　　　　　投影法：　シュミット　下半球（Lゆ

図642（1〉割れ目全体シュミットネット投影図（堆積岩区間）

　　　　　　　　　　 ．ζr一一　－　　 E

　　　　　　　　辻ゴ

コンター値伽　　S
コンタ 1：　　　1％　　　　　　　　　集中点
　　　　　　　　　　　　　　　N70W18S
コンク 2：　　　　　　4％

コンター3：　　9％

コンター4：　　12％

コンター5：　　15％

　　　　　　　　　データ数1図5／43旧
　　　　　　　　　投影法1　シュミット　下半球1L，H）
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ド　　　らのり　　り　ロ　のてハ　ン

難11・1。～28・50（mm）T．N

形状：4／4
状態：12／12
備考：7／ア

W

o

o

＼

o
比⇔

o ＼
o

o 汁十E

く凡例＞

W

T．N

＜凡例〉

○：明瞭害 Iれ目

◇1開ロ割れ目
］：ヘアークラック

ム1破砕帯上盤

▽；破砕帯下盤

×：鉱物脈

十　：流理椴造

O　l暦理面

●：境界面

S

DH－12

＼　　＼

201

S

oE

0
12

0
0
0

0
0
0
0

テ7一タ数112／4318
投影法：　シュミット　下半球（L．H） データ数：建／4318

最大値：25．O％　グルーピング角度：10。

W
　～

1轟

く凡例＞1％：

　8～25％

T．N

S

W

T．N

　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　〆　　　　　　，／　　　　　　一一

　　　　　（…　曳⇒　　　、　r　　　l頭　　1　＞ノ▽

昌一！．ノ　　　　　　　ノ　　　　　　ク　　　　　　グ　　　／ノ

ト

o
コンター伍（％〉

コ汐一1二　　8％

コンタ 2：　　旧％

］ンター3：　　25％

S
櫨堤

E

　　　　　データ数：12／43｝8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：12／4318
　　　　　投影法1　シュミント　下半球 しH）　　　　　　　　　　　　　投影法1　シュミット

図6，4．2（2）開ロ害1』れ目シュミットネット投影図（堆積岩区間）

下半球LHl
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深度1
開口璽＝
区分＝
形状：
状態：

備考：

W

50．000　～　168．820（mabhl

　O，00～28．50（mm）

1／9

く凡例＞

O：明瞭割れ目

◇：開口割れ目

□：ヘァークラック

ム1破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×1鉱物脈
十　1流理構造

o　：層理面

●：境界面

T．N
ノ

4／4
12／12
ア／7

o

o
　　QgQ　　　O　O 　　o　　　o　　o　o　　o　び》ooOO　　O　o　o　呪　・礪

　Oo

認叩磁噛。　　　o　　　o

O　D　　O

o

o　O　　　o
　　OQ恥
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o
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o
o
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o
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o

168
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　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

S

E

データ数1168／聰丁8
投影法1　シュミット　下半球（L．田

W

＜凡例〉

角度区分　個数　％

　0 　9 　8　　5

　10－lg 　4　～

　ZD Z9　　3　　2

　3D ］9　　　5　　4

　40 49　　　9　　5

　50＿53　　9　　5

　60 69　　　6　　4

　70＿79006
　80－　89　　　　8 　　5

丁．N DH－12

角度区分　個数

90－99　　10

100－ID9　　　　『Q

IFO
II9　　　15

120
129　　　　12

13σ一139　　　　11

140－149　　　　12

15D－159 　15

160一069　　　13

17D一げ9　　　7

E

％S
5

6

9

ア

ア

7

9

8

4

データ数．｝68／4318
最大値：8．9％　ヅルーピング角度：10。

W一

T．N

噸醜
8語灘1

く凡例＞1％）

　0～ワ％

蝿浄♂

曝無品吊

難騨囎b

　010階榊轟
噂

E W

T．N

　　　　　　Sコンター値（％〉S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ汐一1：　　　1％　　　　　　　　　婆中点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N66W15S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ冶一2：　　5賜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ凋一3：　　10％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンタ 4：　　　　　13％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター5；　　17％
　　　　　　デ タ数二158／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：168／4318
　　　　　　投影法ニ　シュミット　下半球（L．H）　　　　　　　　　　　　投影法：　シュミット

図a42（3）明瞭割れ目シュミットネット投影図（堆積岩区間）
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深度1
　ロヰニ

離i

　　　〆
　　　　　　　　　口
　　　　　　　　血　　　　□　　　　　　　岬
　　　　　　　　　口　　　　［
　　　　　ロ　　　　
　　　　　　　　　ロ

　W一癌　　　　　　□　　ロ
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　コ　コ　　　〔　身

　　　　　　　　　　□　口
　　　　　　　　ロ　ロ　ロ
　　　　　コ　〔

　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　ロ

50．OOO　～　168．820 1mabhン

　O．00～28．50（mm）

1／9
4／4　　　　　　　　＿
　　　　　　　／

＜凡例〉

○：明瞭割れ目

◇：開ロ割れ目

□1ヘアークラ・汐

△　＝破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×：鉱物脈

十　：流理構造

o　：層理面

●1境界面

　o

　o

165

　0

　0

　0

　0

　0

　0

T．N

・□ 醤噸

口

コ

E

S

口

1コ

匡

コ

口

データ数：165／4318
投影法：　シュミット　下半球（L，ゆ

W

T．N DH－12

S

oE

『一タ数：165／4318
最大値＝伯．9％　グルーピング角度：1ぴ

T．N

　　　　　ロ

鳳轟　 1曇

廉丁

の　ロ

＜凡例＞（％l

　O～14％

E W
げ
い』

〆　』、

＼’

T．N

二／
　　　　　　S　　　　　　　コンター値㈱　　S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター1：　　1％　　　　　　　　集中点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N70W20S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コン曳 2：　　　　　4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ンタ 3：　　8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ンター4；　　11％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ンタ 51　　14％
　　　　　　　デ タ数：165／妃18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：165／4318

　　　　　　　投影法：　シュミット　下半球IL．H！　　　　　　　　　　　　投影法：　シュミ・ント　下半球（LHl

図6．4．2（4）ヘアークラックシュミットネット投影図（堆積岩区間）
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』度：50．000～168．820（mabh）

躍21・ID一28・50（mm）T．N

形状：4／4
状態：12／12
備考：ア／7

W 二

血

ム

凸

く凡例〉

O　l明瞭割れ目

◇：開口割れ目

□：ヘア クラック

ム：破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×二鉱物脈

十1流理構造

G　：層理面

●＝境界面

昌

凸

　　　E
凸1

W

T．N

“
　　＼

く凡例〉

DH－12

　〃 　　1
泌

S　　　　　　　　触区分
　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　Io＿19

　　　　　　　　　　　　　　20－29

　　　　　　　　　　　　　　30
39

　　　　　　　　　　　　　　40＿49

　　　　　　　　　　　　　　50＿59

　　　　　　　　　　　　　　50－59

　　　　　　　　　　　　　　7D
79

　　　　　　　　　　　　　　80＿89データ数：8／43τ8
投影法：　シュミット　下半球（L．H）

個数 ％

　　25

角度区分 個数

go 99

10D＿IO9

110
I　I9

020 i29

03D＿033

04D一国9

0冊一053

15D 159

1アo－1ア9

20　　30

E
O

％S
13

ヂ タ数二8／4318
最大値二3フ，5％　グル叱㌧グ角度：100

W

朧

T．N

購1a月2

　　12薩 121、静1ゴ2

1

　　12緋・

毒11ぎ22

1壁

＼

〈凡例＞（％）

　12～12％

S

E W

T．N

ノ

L

かへ
　ぐ一f4

コンター値（％）

コンタ ヒ　　12％

φ

S

八『、

～
、ノ〆

E

　　　データ数二8／4〕18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ タ数18／431B
　　　投影法：　シュミット　下半球L．．H〉　　　　　　　　　　　　　投影法ニ　シュミット

図6．42（5）破砕帯シュミットネット投影図（全区間）

下半球（LH）
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　　　うのりの　り　ロ　　のて　ぬラ

齪11・1。～28・50（mm）T．N

形状：4／4
状態112／12
備考：ア／7

W
置

×

瓢

×

〈凡例＞

O　l明瞭割れ目

◇：開口割れ目

□1ヘアークラック

ム：破砕帯上盤

▽二破砕帯下盤

×：鉱物脈

十：流理構造

o　：層理面

●：境界面

T、N DH－12

×

x

×

陰

0

0

x

o
O

匠

0
17

D

o

0

X
E

S

データ数：17／4318
投影法：　シュミット 下半球（Lゆ

S

㌧タ数17／43娼
最大値：23．5％　グルーピンヅ角度：了ぴ

T．N T、N

W 4

1　55㌔55
　　　らら
　　5♂5

＜凡例〉（％）

　5～35％

　≒，17

　　11襟

。箒

刊引1　　　El15

5験5
，㌔｝5

十一　■　

　

一

避ノ　、ノづへ、　「㍉＼、

　一〔L〆、望）　、　、、’ご　　』

、■

＼￥伊　一　レ〆

〔　　　　　』

■、気＿　、　、　－

へ

＼　　、　　、　　　、

＼　一　「　r

　1　ノ文〆

S ／

　ノ

wμ
　　　　　ブ　　　の　　　　　　
　　　　　　の　ノヘ　　ヒ
　　　　　頃　　刀
　　　　　　ヘ　　ズ　　　　　　　サ
　　　　　　のが／☆し）

　　　　ノ

コンタ ノ面（％）

コンター1＝　　　　　5％

コンター21　　U％

コンターよ　　17％

コンター4：　　35％

S
議鴇，

E

デ タ数117／4318
投影法：　シュミット 下半球 lしH）

データ数二1ア／4318

投影法1　シュミット 下半球（L瞬

図6．4．2（6）鉱物脈シュミットネット投影図（堆積岩区間）
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深度：

開口曇
区分：
形状：

状態1
備考：

W

5Q．000　～　168．B20〔陥bh）

　0，0D～28．50（mm）

1／9
4／4
12／12　　　／
7／7　／

q

T．N

　o　　o　　o　　7　㌔鱗

　　　‘　　　　－践軋　；　・9　　肉q自鵯鐸　㌔　味一　〇。。君　曙静，旨　％

。。象捧　日一8引

E

（凡例〉

W

＼

T．N

ナ
DH－12

E

＜凡例＞

○：明瞭割れ目

◇1開口割れ目
□：ヘアークラック

ム：破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×＝鉱物脈

十　：流理構造

こ⊃　：層理面

●1境界面

0

0
0

Q

o
o

S

　0

325　データ数：325〆431B
　　　投景幻去：　　シュミッ　ト
　0

　　　角度区分

　　　　G－

　　　　lo一円

　　　　20
29

　　　　30－39

　　　　40－49

　　　　5D 59’

　　　　60
69

　　　　70－79

　　　　80－89
下半球〔L．H）

角度区分　個数

go
　99　　　25

100－109　　31

口o－1『9　　40

120
129　　　26

130 『ヱg　　　　r6

140－149　　27

150
159　　　　22

150
169　　　18

1アO 179　　　17

S

データ数；325／4318
最大値：12．3％　ヅルーピング角度二10◇

W

T．N

＼
＼

＼

　00

　01
　00
00D
OOoO

0

　　　8鱒8，，

糠鰍靴

　0

E W

T．N

＼

N

　　＼諮・ ＼

森、
　　　ゾ　　ズ

，｝　　 、r、＿「

E

－

！

〈凡例＞（％）

　0～24％

　　　　Sコンター値（％）S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター1：　　　1％　　　　　　　　　　纂中点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N72W20S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター21　　6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター3；　　14％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンタ 4；　　旧％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター5：　　24％
　　　　　データ数二325／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数二325／4318
　　　　　投影法1　シュミット　下半球（L，H）　　　　　　　　　　　投影法：　シュミット　下半球（L，H）

図642（7）層理面シュミットネット投影図（堆積岩区間）
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深度：

開口量

区分1
形状1
状態：
備考：

四

さロドロ　ん　　ド　のゆ　けン

11’lo～28・50（mm）T．N

12／／412

7／

／

．／／

●

o

W
／

／

●

τ．N DH－12

＼
0

〔

／

E

く凡例〉

O　l明瞭割れ目

◇　：開口割れ目

□1ヘア クラック

ム　1破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×二鉱物脈

十　1流理構造

o　：層理面

●：境界面

　0

　0

　0

　0

　0

　0

0

0
151

台

データ数1，51／4318
投影法1　シュミ・ノト　下半球（LH）

S

「

タ数
最大値：

：151／4318

10．6％　ヅルーピング角度：1co

W
〆

T．N

，轟1

0
01

羅1

1DO　　　O
｝1　　　008Q

　　　　　　。18。

，繍1，、

E w！

T．N

斡麗

く凡例＞（％）

　O～26％

Q
0 ・鮮。

S

＼
　　　　i’『『＼
　　　　　　　　　　セ　　　　　　　
　　　　L　　　　　　　　　ヌ　　　　　　　　セ　ぼ　　

　　　

コンタ 値（％）

コンタ L　　　1％

コンター2；　　7％

コンタ 3；　　15％

］ンター4：　　　　　21％

］ンター5：　　26％

S
嵩膏sw

　　　　デ タ数1151／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数1151／4318

　　　　投影法：　シュミット　下半球（Lゆ　　　　　　　　　　　　　投影法：　シュミット

図6．4．2（8）境界面シュミットネット投影図（堆積岩区間）

下半沫ぐL．H）
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　まニ　のロ　のヘアぼド　　て　　

齪ヲ・1。～2B・50（mm）T．N

　　　　　織轟。0［

T．N

～、

丙
、

～

耀

＼ ／

DH－12

W

＼

｛『困

　　　　　　～

y｝アE

＜凡例＞

○：明瞭割れ目

◇：開ロ割れ目

［」：ヘアークラック

ム＝破砕帝上盤

▽：破砕帯下盤

×：鉱物脈

十　二流理構造

o　：層理面

●1境界面

1506

121

1601

　0

　0

　0

　0

　0

　0

S

データ数：3228／4318
投影法：　シュミット　下半球（L．H）

S

1塑．
　7』タ数13228／4318
　最大値二1D，4％　グルーピンヅE．度＝10。

T．N

〈凡例〉1％）

0～12％

S
亜 ㌔

，4r

　k

T．N

、 　ゴゴーr

バヂ　　　　しヤヘ

∫て、ゾk

睡硝
、　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　＼
コンターイ直（％）

コンタ 1：　　1％

コンター21　　4％

ユンタ 31　　ア％

コンター牢　　10％

コンタ 51　　12％

Lゴ　ド ／
ノ

E

S
N4羅sw

　　　　データ数：3228／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：3228／4318
　　　　投影法：　シュミ・ン・卜　下半球（Lゆ　　　　　　　　　　　　投影法1　シュミット

図6，4，3（1）割れ目全体シュミットネット投影図（花嵩岩区間）

下半珠L田
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深度：168，820～716．00D加abh）

欝：11・1。～28・50（mm）T．N

W

9

　o
σ　心

　　　o
　　ワ　Q　　　　　　O

α

Q

9

o

＜凡例＞

○：目月瞭割れ目

◇　1開口割れ目

□：ヘアークラック

ム：破砕帯上盤

▽二破砕帯下盤

×：鉱物脈

十r流理構造

o　：層理面

●1境界面

q　Φ

○　　σ

）

0　　　9

o

丁，N DH－12

　0

121

　0

　0

　0

　0

　0

　0

0

♂ごo

E

　　　　　　　　　　　　　〈凡例〉

S　　　　　　　　離齢
　　　　　　　　　　　　　　　D

　　　　　　　　　　　　　　10 　19

　　　　　　　　　　　　　　20
29

　　　　　　　　　　　　　　30＿39

　　　　　　　　　　　　　　40－49

　　　　　　　　　　　　　　50
59

　　　　　　　　　　　　　　60
69

　　　　　　　　　　　　　　70－79

　　　　　　　　　　　　　　80＿89データ数：121〆4318
投影法：　シュミット　下半球〔LH）

W

角度区分

90－99

10σ一109

110－I　Ig

I20－129

130
『39

140 149

150 459

160 169

1珀一173

Ia

lO

S

E

データ数　121／4318
最大値：18．2％　ヅルヒ。ング角度11ぴ

T．N

　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　碑

＼ll蹴1
　　　　♂♂　o

　　　　o♂　o

　　　　　　　OO

＜凡例＞（％）

　O～16％

S

霧濯
繊・

　　内q3　　」〕匡31

触。0
　120　0210　　0・懸・

　　　o。1・Q％

－－

　E

デ タ数：121／431B
投影法ニ　シュミット　下半球’1 ．H）

W

T．N

　一　f　＼rr〆　』＼　　　　∫
‘　　ハ　　

』、　1

、　ぐ．r一　　　　　　　＼

A　　　　　　　　　　　　　　　　　、－萄　し、

凸　　　、ド　　　』』　　　　　　　　　　　　　／ρ　　　　　、へ、i、　…　　

　》　　／　　ノ　＿

一』＼1鵬l　N

　』　　　h　　，　　－

、、r’

、、田　　　　　　P　　　

　、　ど　1一ρ’り　　　　　　1

　　 一一

E

　　 』』・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　一＼

　　　旨

　　　　　　ヒヤ
　　　　　　又4二一

コンター1直（％）　　S
コンタ 1：　　　1％　　　　　　　　　蔓中点
　　　　　　　　　　　　　　　　N47W29SW
コンター21　　5％

コンター3：　　9％

コンター4：　　13％

コンター5：　　16％

　　　　　　　　　テータ数：121！4318
　　　　　　　　　投影法：　シュミット　下半球（Lぼ

図6。43（2）開口割れ目シュミットネット投影図（花嵩岩区間）
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深度：

開口量

区分1
形状：
状㌘：
備ち：

　ら　コ　　の　　　ア　らロのの　てハヨ　　ユ

ニ11・1。～28・50（mm）T．N

ぐノ　
　　　　　ノ　　　　　　さ12／712　－．・罰譜。・・。

　　　イε。業㌍騰諭

〈凡例＞

⊂）　：明瞭割れ目

◇：開ロ割れ目

□：ヘア クラッケ

ム：破砕帯上盤

▽；破砕帯下盤

×1鉱物脈
十　1流理構造

3　：層理面

●＝境界面

1506

　0

　D

　D

　o

　O

　O

　O

　O

S

E

データ数：1506／4318
投影法：　シュミット　下半球（L．H）

W

T．N DH－12

場

S

データ数二1506／4318
最大値二10，9％　グルピング角度：10。

講8

T．N

1、難撫

S

T．N

らへ　へ

ハr

　、、、／一

〈凡例＞（％）

0～11％

コンター値（％）

コンク 1；　　　　　　1％

コ汐 2：　　3％
］ンタ 3；　　ア％

］ンタ 4：　　9％

］ンチ5；　　11％

S
翻墾s，

　　　　データ数11506／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数11506／431B
　　　　投影法：　シュミット　下半球（L．ゆ　　　　　　　　　　　　投影法1　シュミット

図64．3（3）明瞭割れ目シュミットネット投影図（花嵩岩区間）

下半球（L．由
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深度：

開口量
区分二

吾

　態1
備考：

W

168．820　～　ア16．OOO〔mabh）

＝11’lo～28’50（mm）丁峨N

4／4
　　　　　　　緬12／12
　　　　　　　　ロ7／7　　　鶴コに
　　　　　ロf日
　　　　　　♂〔■□L
　　　　　　　　　魎口

f目郵肇

騨蕪口

　　　　　購曹［塁 由も．帖u
　　　　　　　　ロ　　岬　　口
　　　　　　　　　巳　　　　　　　　　　　　口

＜凡例＞

○：明瞭割れ目

◇＝開コ割れ目

［：ヘアークラック

ム1破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×：鉱物脈

十：流理構造

o　；層理面

●：境界面

　o

　o

160T

　O

　o

　O

　o

　o

　o

E

　　　　　　　　　　　　　く凡例＞

S　　　　　　　　酩区分
　　　　　　　　　　　　　　D－

　　　　　　　　　　　　　　10－19

　　　　　　　　　　　　　　20
29

　　　　　　　　　　　　　　30
39

　　　　　　　　　　　　　　40－49

　　　　　　　　　　　　　　5D－59

　　　　　　　　　　　　　　GD
G9

　　　　　　　　　　　　　　70－79

　　　　　　　　　　　　　　80
89

データ数＝1601／4318
投影法＝　シュミット　下半球（Lゆ

W

T．N DH－12

S

E

データ数：1601／4引8
最大値：10．4％　グルーピング角度＝10。

T．N

00
0’o

露。1

嬬

0
0
0
0

0
％OD
oo
o

　Oo

冨

W

T．N

〈凡例＞（％〉

　0～T1％

■へ』ノー、一

戸

、

一　』　　　＼　一～姦糖｝ゆ卿〆｝ノ

　－〆

ノk 、　』、 r’

し
　 、

　し
』

、、

b ×
、 「、

r　、　イ
〆

、、一

E

　　　　　　　S　　　　　　　　コンタ 値（％）　　S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター1：　　　1％　　　　　　　　　集中点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N4アW24SW
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター21　　3％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ汐 3：　　7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター4：　　9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ンター5：　　11％
　　　　　　　データ数：1601／431a　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：1601／4318
　　　　　　　投影法：　シュミット　下半琢！L，H）　　　　　　　　　　　　投影法：　シュミット　下半球し．由

図643（4）ヘアークラックシュミットネット投影図（花嵩岩区間）
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深度＝

開口量
区分：

形状1
状態1
備考：

W

168．8芝0　～　716，000仙abh）

二2兇o～28・5。（mm）T．N

4／4　　　一十12／12
7／7

ワ

▽▽
4

△

血

凸

〈凡例＞

○：明瞭割れ目

◇：開口割れ目

□1ヘアークラック

ム：破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×：鉱物脈

十二流理構造

o　：層理面

●：境界面

ず

ワ

ノ
E

く凡例＞

D

o

o

5

5

0

W

T．N

角度区分 一固数 ％ 角度区分 魍数 ％

o 　9 0 0
90－99 0 0

ID－19 o o 100－109 o D

～〇一～9 0 0 110 113 0 o

30 39 o o 120 129 1 Io

40＿49 o G 130－1灘 1 Io

50－59 o G 140 149 3 ］u

6D＿59 0 o 150－159 2 盟

アロ ア9 o o 100 169 2 20

BO＿日9 o o 1アo
179

口
Io

〔N

10

DH－12

S

データ数：10／4318
投影法：　シュミット　下半球（L助

S

デ タ数
最大値：

20
E

O

　lO／4318
30．O％　グルーピング角度：1ぴ

W

T．N

　　　甲

く凡例〉〔％）

　10～30％

　E

ノ
W
〆
〆
〆

丁．N

S

＼

コンター値（％）

］ンタ 1：　　10％

コンター2：　　20％

コンタ 3：　　30％

S
集中点
N21

凋63E

E

デ タ数二10／4318
投影法1　シュミ・ント　下半球（L．H〉

データ数：1Q／4318
投影法：　シュミット 下半球（L田

図643（5）破砕帯シュミットネット投影図（花嵩岩区間）
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　度　：　168．820　～　フ〕6．000（m3bh）

躍：11・lo～28・50（mm）T．N

羅ll2／、4，2　一一十
備考：7／7

W

海

K

κ

　　　　X　　　　　　X
　x　x　冥

　　　　x埴

　敬X　x　x
　x

x

、

E W

T．N

X　X

燐

／－

＜凡例＞

Q：明瞭割れ目

、ノニ開ロ割れ目

□：へ卿ラック

ム：破砕帯上盤

▽二破砕帯下盤

×1鉱物脈
十　　：流王里ヰ琵造

o　＝層理面

●：境界面

DH－12

r一一　　　　　　　　　く凡例＞

S　　　　　　　　触区分
　　　　　　　　　　　　　　D
　　　　　　　　　　　　　　10＿19

　　　　　　　　　　　　　　20－29

　　　　　　　　　　　　　　30－39

　　　　　　　　　　　　　　40
49

　　　　　　　　　　　　　　5D－59

　　　　　　　　　　　　　　60ー69

　　　　　　　　　　　　　　ア〇一79

データ数：95／43T8　　　　　　GO
89

投影法：　シュミット　下半球（Lゆ

－

O

O
o
o

O
95

0

0
0

E
O

S

データ数：95／4318
最大値：12．6％　グルーピンヅ角度＝1ゴ

T，N

1冊

く凡例〉（％I

　1～7％

1
12曽2？

　11一

W

T．N

　　　　　　　｝　　一　－　

，r4（　　1一ーへ、、．モ〆o〆1　獄

　　　‘r『『　』、、・ン鳶『二ら　’　　σJ　　

り笹1蜘　　　づり　暫　　　　　ヒトク　！ニ　ボ、コ 　ら一η　　　　　　　　　　　　一』イ　　　4い、、＿，パゴ／気　」』1　　　＼　二「1’『

　　』、・＿v　　自　　ド＿　！匹つk》な《勇＼　■＼
　’＜　　ゴk！一　　ノ！る一一　

　　C

　一

　　　』
‘

E

　　　　S　　　コンター値〔％）S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンタ τ：　　1％　　　　　　　　　集中点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N34四72NE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ンクー2：　　2％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ンター3：　　4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ンター41　　　　　5％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ン外5：　　7％
　　　　データ数195／43B　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数195／431B
　　　　投影法：　シュミ ノト　下半球（LH）　　　　　　　　　　　　　投影法：　シュミフト　下半琢（L，日）

図6．43（6）鉱物脈シュミットネット投影図（花嵩岩区間）
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深度1168．820～ア16．OOO㎞abh）

製11910～28・50（mm）T．N
丹状：η／4
状態；12／12
備考：7／7

W

十

十

幸

一　一
　　　　、
　　　　　　　←
　　　　ナナ　　ヤ　ヤ

蠣△＃
十 E

T，N

？　 　　＋　　　＋＋
［．ヰ＋障

DH－12

十

幸緯　十

十

十

？

　‡
十

　←十　　　　十

十

　十
セ

　←

十

く凡例＞

○：明瞭割れ目

◇二開口割れ目

□：ヘア クラツク

ム：破砕帯上盤

▽二破砕帯下盤

×＝鉱物脈

十　　：流5里構造

o　：層理面

●：境界面

十

十

　0

　0

　0

　0

　0

　0

101

　0

　0

や

　　　　　　　　　　　　　く凡例＞

S　　　　　角駆分職
　　　　　　　　　　　　　　，1三，9

　　　　　　　　　　　　　　illil

　　　　　　　　　　　　　　iilil

　　　　　　　　　　　　　　鷲

　　　　　　　　　　　　　　80
89

データ数1101／4318
投影法1　シュミット　下半球（L．Hl

角度区分

go－99

10Q 109

110 lI9

120 r29

130＿t39

国D一隅9

1田一159

160一069

170 Tア9

S

E
O

データ数　101／4318
最大噛：8．9％　ヅルーピング角度＝1げ

W

T．N

噸轟欝
　　　　♂1～10
　　　　　T　O　　O
　　　　　　O　OO
　　　　　　　　O　O

〈凡例〉（％）

　0～14％

、

嚇：謙

ooO
OO
o

E W

T．N

、　』　』、　－

　　　　　　　　卜　　　　　　　　

1’　r

　！．ノ　げ　　　　　　　　

『、　　　　L『」　）

　　　
　　　　　　　　　　

一、一　　q　　r
‘！

、、、　　μ　　　戸

＼一、ー　　　　　　ユ
1　》　‘　

一 『

’

E

　　　　　s　　　　　粥r｛臨、％　s　騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N69W紬S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター2：　　　　　　4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ汐一よ　　　8％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンタ 4：　　11％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕ンター51　　　　　14％
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6．4．4割れ目分布と岩盤状況

　岩盤の状態を示す主要なパラメーターと考えられる割れ目の分布状況，幅，密度な

どについてまとめ、岩盤状態図ならびに割れ目頻度分布図を作成した（巻末資料，図

6．4．4～図6．4．5）。なお，岩盤状態図とは岩盤評価の試みとしての一手法であり、以下

のチャート（図）の複合図である。

a．割れ目分散図一一一割れ目の発達位置（深度）と大きさをプロット

b．lmあたりの
　　　割れ目密度図一一一一一一一1mあたりの割れ目の発達頻度を表示

c．累積開口量

　　　曲線図　　　　　孔底を基準点として開口量を累積したものを表示

d．累積割れ目

　　　本数曲線図一一…一一孔底を基準として割れ目数を累積したものを表示

　このうち、c．累積開口量曲線図およびd．累積割れ目本数曲線図は岩盤性状の変化、

特に相対的な緩みの状態を定量的に判定するために考案した方法である。これらの傾

きは岩盤内部に一定確率で割れ目が発達するならば一定に表現され、応力解放やその

他の理由で岩盤状態が変化した場合には変曲点として表現されるものと考えられる。

表6．4．8　割れ目の統計処理

全体 堆積岩 花商岩 開口幅

平均 5．36 2．90 5．90 1．28

示準誤差 0．16 0．22 0．18 0．22

巾央値（メジアン） 5．OO 2．00 5．0 1．00

最頻値（モード） 2．00 2．00 2．00 0．50

示準偏差 4．11 2．40 4．21 2．56

分散 16．88 5．75 17．73 6．54

尖度 0．79 一〇．58 0．48 99．03

歪度 1．00 0．68 0．89 9．39

範囲
21 9 21 28，

目一小 0 0 0．5

又大 21 9 21
28．5

口計 3573 345 3228 170

票本数 667．00
119 549 133

巻末資料，図6．4．4および図6．4．5からは以下のことがいえる。

1）1mあたりの割れ目密度（割れ目頻度）

　全体：平均5，36本／m（標準偏差0．16）、最大値21本！m。

　堆積岩：平均2．90本／m（標準偏差0．22）、最大値9本／m。

　花岡岩：平均5．90本／m（標準偏差0．18）、最大値21本／m。

　堆積岩区間・花闘岩区間とも明瞭割れ目・ヘアークラックの頻度が高い。

　開口割れ目については、花髄岩区間に主に確認され本数は133本（0，20本／皿）で

ある。また、割れ目の密度は地質により大きな差があり、堆積岩区問では非常に少
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なく花崩岩区間では堆積岩の約2．0倍（平均値）を示す。

表6．4．8に割れ目の統計処理をまとめた。

2）累積開ロ量曲線
　開口割れ目の頻度が少ないため、開口割れ目の出現位置で変曲点を持つ階段状の

　曲線となっている。

　168．82mabhは不整合面で、区間①は堆積岩で区間②③④は花闇岩である。

　累積開口量は、全体で170．00mmである。

　168．82～420．00mabh区間に割れ目が集中し、特に開口割れ目が集中する。

　420．00mabh以深は、割れ目頻度も少なく開口割れ目の頻度も少ない。

　開口割れ目の開口量は0．5mm～28．5mmで、平均1．28mm（標準偏差0．22）であ
　る。

　堆積岩区間には、花藺岩区間に比較し非常に少ないが、開口割れ目が10箇所見

　られる。

3〉累積割れ目本数曲線

　緩やかな増加曲線を示し、168．82mabh1240．00mabh／420．00mabhの3点の変曲点を

持つ。

　168，82～420．00mabh区間では累積割れ目本数曲線の傾斜角が大きくなる。

4）割れ目密度（割れ目区分別）

　割れ目区分として明瞭割れ目・ヘアークラックが多く、開口割れ目は前者に比較

すると非常に少ない。

　開口割れ目は、局所的に集中する傾向があり168．82～420．00mabh区間に集中する。

　表6．4，1によれば1mあたりの割れ目本数は、平均で5．36本（割れ目のみ）であ

　るが、巻末資料および図6．4。5で示すとおり0本～21本の幅を持っている。

5）まとめ
　累積割れ目本数曲線には、168．82mabh／240．00mabh／420．00mabhの3点の変曲点が

認められる。

　花闊岩区間の開口割れ目は168．82～420．00mabh区間に集中する傾向がある。

　一方、累積開口量曲線は開口割れ目の本数が少ないので階段状の曲線となってい

　るが、概ね累積割れ目本数曲線に近時する傾向を示す。
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6．4．5深度方向の害1』れ目系の傾向

1〉岩盤状態図による傾向

　累積割れ目本数曲線では変曲点が3点見られたが、各変曲点区問をそれぞれ①～

④に区分し、割れ目の方向性を考察するためシュミットネットを用いて統計処理を

行った。（巻末資料，図6．4．6（1）～図6．4．6（4））

表6．4．9深度別割れ目の集中点

区問 深度 集中点 割れ目数 集中度（％） 備考

① 50，00～168．82㎜bh N70W18S 345 15
堆積岩区問

② 168．82～24〔）．00mabh
N47W26SW 580 15

花闘岩区間③ 240．00～420．00mabh N47W25SW 1432 14

④ 420．00～716．00mabh
N43Wl5SW 1216 10

深度的に集中点の走向・傾斜を見ると、すべての区間で低角傾斜を示している。

また、深度による走向・傾斜のばらつきが非常に小さくなっている。
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2）AVTD図による傾向
　深度方向の割れ目系の解析図を巻末資料および図6．4．7（1）～図6．4．8（2）に示す。こ

れはAVTD（AzimuthVersusTraverseDistanceploIs）法による、分散（散布）図とカ

　ウントダイアグラム（AVTD図と表示）であり、割れ目の傾斜方位を示している。

カウントダイアグラムは深度方向10．00m，方位方向10。のグリッドを用いて、グ

　リッド内の割れ目密度を5％ごとに示したものである。

①傾斜方位の分布

　　全体的に傾斜方位45。・225。付近に集中する傾向がある。

　　特に割れ目の区分による、違いは認められない。

②傾斜角度の分布

　　傾斜角度は分散図において30。ごとに区切っている。

　　大局的に堆積岩区間では低角傾斜が、花闘岩区間では中～高角傾斜が卓越する。

　　詳細に見ていくと、50，00～170．00mabhまでは低角系が、170．00～630，00mabhま

　では中～高角系が、それ以深では低角系が卓越する。また、高角傾斜に限っては、

　傾斜方位45D付近に集中する傾向がある。

3〉シュミットネットによる深度50m区間ごとの割れ目の傾向

　深度方向の割れ目傾向を見るために、不連続面の“開口割れ目＋明瞭割れ目｝’に

着目して、便宜的に深度区間を50m間隔に分割してシュミットネットを作成し、

　さらに全体の傾向を見るために、傾斜方位図（巻末資料，図6．4．9（1）～（5）〉を作成

　した。

　深度方向と割れ目の傾向は概ね4つのゾーンに分けられる。

a．50．00～350．00mabh区間

　概ね傾斜方位2100で傾斜角度0～30。の低角を示す。

　く低角系卓越＞

b．350．00～400．00mabh区間

　〈高角系卓越〉

c．400、00～500．00mabh区間

　傾斜方位が180～220。で、傾斜角oは30～60。の中角度を示す。

　＜中角系卓越＞

d．500・00～716．00皿abh区間

　傾斜方位180～260。で、傾斜角度0～90。を示す。一部に高角系に集中が見られ

るがが、ほとんどが低角系である。

　＜低角系卓越＞
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深度：50．000～ア16．000〔m日bhl

開口量：O．00～28．50（m岬
区分：3／9
形状：4／4
状態：12／12
備考：7／ア

表示データ数：35ア3個
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深度：50，000～ア16．000（mabh）
開口量：0，00－28，50（mm）

区分12／9
升多1犬：　4　／4

状態：12／12
備考：7／7

表示データ数：1807個
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深度：5G，OOO～716．000鋤abh〉
開口量　O．00～28、5Q（mm）

区分：3／9
形状：4／4
状態：12／12
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表示データ数：3573個
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図6．48（1）AVTD図（割れ目全体）
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表示範囲 1～100％

図6．4．8（2）AVTD図（開ロ・明瞭割れ目）
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6．4．6見かけ傾斜
　割れ目の内、透水性に影響を与えると思われる開口割れ目に着目して、その深度と

見かけ傾斜の関係を見るために見かけ傾斜図を作成した（図6．4．10）．

　図6．4．10において、AB断面は試錐孔を南北に切断し東側に立って見たものであり、

CD断面は試錐孔を東西に切断し南側に立って見たものである。

　両断面とも開口割れ目は240．00mabh～420，00mabh付近に集中し、低角傾斜を示す

ものが多い。

6．4．7割れ目形状タイプ別の傾向

　割れ目系状が平滑なP型と不規則な形状（1型，C型，S型）という2つに分類して

検討した。統計処理したステレオ投影図を図6，4，11（1）～図6．4．H（5）に、集中点を表

6．4．IOに示す。

表6，4．10　割れ目形状別の集中点

割れ目系状区分
集中点

本数 集中度（％） 比率（％）

P型 N45W24SW 1587 14
44．42

1型 N53W20SW 591 6 16．54

C型 N53W25SW BO8 10
36．61

s型

N57W54SW　EW55SN33W70NE

87 8 2．43

1＋C＋S型 N50W25SW 1986 9 55．58

　P型，1型およびC型については、ほぼ同様の走向・傾斜を示し低角系に集中する。

　また、s型は若干ばらつきが大きいものの3箇所に集中しそれぞれ中角・高角系を

示している。割れ目の形状をP型とそれ以外（i＋C＋S型〉の2点で考えると、ほぼP

型の傾向に…致する。

一6－63
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DH－12

E
O

＜凡例〉

く凡例〉

○：日月瞭割れ目

ぐ〉：開口割れ目

□：ヘアークラック

ム：破砕帯上盤

▽1破砕帯下盤

×；鉱物脈

十：流理構造

o　：眉理面

●二境界面

54

9
24

0

0
0
0
0

0

S

データ数二87／4318
投影法ニ　シュミット　下半球（LHl

角度区分 固数 ％ 角度区分 個数 ％

o 　9 3 3 go＿99 5 6

Io 19 2 2 100＿109 6 7

2D－29 2 2 110－119 6 7

3u－39 3 3 120 129 9 lo

4D

59

65 1 130 139 10 Il

6 140 149 5 7

60 59 2 2 150 159 7 8

アo＿ア9 2 2 160＿169 0 D

80－89 8 9 11Q 119
う 5

S

データ数
最大値：

：87／4318
11．5％　ヅ’トピング角度：10。

T．N

　　　　1　　　　17　　1

〈凡例＞（％）

　卜8％

　　　　、l／罐　　　　11

1　　　　マ随12　解1　　　）2　1　　　1

　q

二2‘11　　　　1111　　　　　11

11コ11　　11　　　　1　　　11　　1　1　　　111　　　11111111111　111111　　　11111111111111

E W

T．N

、

L　l減　　　　し、　

ノ自

、・r　
一 、、』・ギン

　　　　　　ゴ戸　「

》　∫1、ゴ『
、＿－，レ第　　　’へ灘鑛ノー　　　　　　　　　「〆〆保

　　　　　一

　　　　　　　　、冒

　　
一

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

vド

『昇ミ

1ト慾　　、憲舞一、

　r　㌧　て一一・　〔一　　、　、　　一　　一　冒

』巧／

＼　　S　　　　　　　　コンタ 値囲　　S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター1：　　1％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター2：　　3％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター3：　　4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンタ 4：　　6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンター5：　　8％
　　　データ数187／43旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ タ数：

　　　投影法：　シュミット　下半球（L由　　　　　　　　　　　　　投影法：

図64，11（4）シュミットネット投影図（割れ目形状S）

集中点
N5アW54SW

E蝸5SN33W70NE

E

87／4318
シュミット　下半球 ：LH：

6－68



深度：

開口量
区分：
形1、ヒ

状態：
備考：

W

50，0CO　～　ア16，000（mβbh）

：3身lo～28・50（m叩）T．N

3／4　　　　　　－　o

　　　　　鞭驚盛・。【

＜凡例＞

O：明瞭割れ目

◇　：開ロ割れ目

□：ヘアークラック

ム：破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×：鉱物脈

十：流理構造

o　：冒理面

●：境界面

1001

69

916

　0

　0

　Q

　o

　o

　O

S

T．N DH－12

E

く凡例＞

データ数：1986／4318
投影法：　シュミット　下半球（L由

W

　 佃

角魔区分 1固数 端 角度区分 個数 ％

Q－　9
85 4 90 99 135 7

Io－19 7ひ 4 100－109
150 8

2D 29 59 3 口0
lI9 191 lD

30 39 48 2 120429 192 1σ

40 49 55 3 130＿139
185 9

50＿59
47 2 i40 149 167 8

60－69
46 2 150 159 160 8

ノ〇一79
8B 4 050－169 Io8 5

80－89 ｝05 5 110－1ア9
94 5

S

データ数
最大値二

10
E

o

二198ら／4318
g．7％　ヅルーピング角度110ロ

T，N

儲

＜凡例＞（％）

　o～9％

1110

1！1雪

秘

OQ

響
翻
S

％
％
も

W

T．N

o
－

r一≦ノn　’　　　　〕＿1

　　　　　

、　．　　』

　　一、　　　、　　　　

＼
1L～　　　　l
l　　l　。　　　　（、、　　　　　、㌦r

　　／〆一』■　　／〆／、ゴー

、、ノ ノ
　　　　＼、1　　＼　－＼　　　、「、、　、r、　　　　、

く　ー　‘ ／

＼　　　　　、、＼、　＼　～

』ガ

＼ ノコンター値（％〉

］ンタ 1：　　　　　1％

］ンター2：　　3％

］ンタ 3：　　5％

］ンター4：　　ア％

コンタ 5二　　9％

S
亥中点
N5DW25SW

　　　　デ タ数：1986〆4313　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：1986／431B
　　　　投影法ニ　シュミット　下半球（L，H）　　　　　　　　　　　　投影法1　シュミット

図64．11（5）シュミットネット投影図（割れ目形状1，C，S）

E

下半球（L．H）

6 b9



6．4．8水理試験区間の子L壁状況と割れ目の方向性

　水理試験を実施した区間について、ボアホールテレビ計測による孔壁面の状況と水

理試験結果にっいて表6．4．11にまとめ、割れ目の方向性についてはシュミットネット

を用いて統計処理を行った（巻末資料，図6．4．12（1）～図6，4．12（6））。

1）水理試験区間ごとの状況

①水理試験区間①（157．45～164、12mabh）透水係数2．Ox10－8m／sec

　　NW－SE系の走向を示す割れ目が見られる。開口割れ目が存在するが1本だけであ

　るQ

②水理試験区間②（171．80～280．170mabh）透水係数6．1×105m／sec

　　若干透水性が高い区間である。試験区問長が長いこともあるが、全体的に割れ目

　が多いといえる。割れ目は非常に集中度が高く、N52W30SWに集中し、集中度15％

　を示す。

③水理試験区間③（431，42～505．50mabh）透水係数≦5．0×10略m／sec

　　割れ目数は試験区間長に対して多くない。透水係数は比較的高い傾向を示すが、

　試験区間に存在する湧水区間が影響しているといえる。

　　しかし、割れ目の集中度は高くN17W32Wに集中し、集中度10％を示す。

④水理試験区間④（388．90～429．68mabh）透水係数4．3x1σ5m／sec

　　若干透水性が高い区間である。全体的に割れ目が多いが、非常に集中度が高く

　N45W40SWに集中し、集中度13％を示す。

⑤水理試験区間⑤（345．90～387．18mabh）透水係数≦3．Ox－5m／sec

　　透水性が高い区問である。全体的に割れ目は多くないが、割れ目の分布傾向につ

　いては、集中度が高くN40W29SWに集中し、集中度14％を示す。

⑥水理試験区間⑥（279．40～344．67mabh〉透水係数＜8，0×10－5m／sec

　　若干透水性が高い区間である。全体的に割れ目が多く、また非常に集中度が高く

　N47W25SWに集中し、集中度21％を示す。

2）まとめ
　試験区間の試験区間長が長いことにもよるが、割れ目の頻度が非常に高い。

　また開口割れ目の頻度が高いのが特徴である。また、割れ目の方向性については、

　非常に集中度が高くまた、ほとんどが傾斜40。以下の南西傾斜を示す。

　透水係数と開口割れ目との相関は、試験区間長が長いため明確に開口割れ目の分

布との一致を見ることは困難である。ただし、割れ目本数および割れ目の方向性は、

　ほとんどの試験区間で共通性があるので、透水係数との相関性があるといえる可能

　性がある。

6－70一



表6．4，ll水理試験区間と割れ目の相関

No． 試験区間（m）
区．間長（m） 割れ目区分

透水係数K（m／sec） 集中点の走向傾斜

明瞭 開口 ヘア 破砕帯 合計

i 157．45　～　164．12 6．67 5 1 5 0 n 2．0　×　10－B

N37W28SWN42W20NEN38W65NE

2 171．80　～280．17 108．37 617 49 336 3 1005 6．』　X　lO』5 N52W30SW

3 431．42　～　505．50 74．08
75 3 87 1 166 ≦5．0　×　10略 Nl7W32W

4
388．90　～429．68 40．78

Il8 21 i69 o 308 4．3　X　lO
5 N45W40SW

5 345．90　～　387．18 41．28
122 12 】64 0 298 ≦3．O　X　10

5 N40W29SW

6
279．40　～344，67 65．27

211 29 230 1 471 8，0　×　10
5 M7W25SW

合計 336．45
1148 115 991 5 2259

一6－71



深度＝15ア，450～164．120伽bIll
開ロ量二〇，OD～28．50〔mm）　r．N

　…務・「、＼
　　　　　　　　　　　　 　　　＼

W
’

o

D

く凡例＞

○＝明瞭割れ目

｝：開口割れ目

「」：ヘアークラック

ム：破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×1鉱物脈
十＝流理樋造

　：層理面

●：境界面

o

　㌔
　1
　1

十E

　l

　！

ノ
’

’

　　／

　／
　イ

Wr一一一
　、

　、

　　T．N

，一＼、

＼

一一斗一
　　　S

DH－12

5

1

5

0
0

0

0
0

0

データ数二1i／43娼
投影｝去ニ　シュミット

T．N

S

データ数

ヒ

、

＼

蔦1磯
　ゴ‘・　写　　QW

　又

　　　　　　　　　　　S
＜凡例＞（％）

　9～18％

下半球1L．由

　　　　＼、

　　　　／，

　　　 レE

　　　　l
　　　　！
　　　　！
　　　　／

　一　一　一　1

w弐

　1

最大値
　二11／4318
：36．4％　ヅ1トピング角度

　　　T．N
　　　計
　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　ヘ　　　　　　ヘ　　　　　　　ヘ　　　　　　　ペ

　　　　　　　　　ご　，＼
へ」r

＼

＼

11

＼

、

＼
！勲

　　　　＼
　　　　　　＼
コンター値、％）

］ンタ 1：　　　　　3％

コンター2二　　7％

コンター3；　　10％

コンクー4；　　　　　14％

コンター5：　　旧％

－S

　　　データ数111／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ華
　　　投影法1　シュミット　下半球（L，H：　　　　　　　　　　　　　投影法．

図6．4．12（1）水理試験区間①シュミットネット投影図

　　　　　　　　　（157．450～164．120mabh）

、

＼

－

ノ

集中点
N3フW28SWN42W20NE
N38W65NE

＝11／4318

シュミット

〆

ノノ

E

下半球q ．H

一6
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深度：

開口璽：
区分：

形状：
状態：
備考：

まアコロ　のの　　　 　　のド　アのしぼ　　　ぎ

o．OQ～28．50（㎜I 　l．N

5／9
ペノ　　　　　ズ
12／フ12／匡・・．罫

／
　　　　　 　r　　直L

　　　　　　　　　　のロ　　　コ
　　　　　・コ3・・縄

ぺ

　　　蕊藷蹄ン／

＜凡例＞

O：明瞭割れ目

く　；開口割れ目

□：ヘアークラック

ムニ破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

×：鉱物脈

十：流理構造

c ：眉理面

●：境界面

617

49

336

　3

　3

　0

　0

　0

　0

S

デ タ数：1008／4318
投影法：　シュミット

T．N

　　　　　　　ノ

、△、

　〆　　 ＞　　八、
　／　　　k
　l　　　　　　＞
　1　　　　　　LT
W一』　　　

一
　　

　　　　　　　　’レ’聾　1　　　　　　　　　　　へ
　l
　l
　＼

　　＼

下半球（LH〕

　　　　　　DH－12

＼

　　　　　　　　＼

〕　　　　　　　　1
歯E

N％多　ノ
　　　　　　　／

　　　　／

テ タ数＝1008／43T8
最大値：13，6％　ク協一ピング角度：1C

W

T．N

名名講， ／／

o　oO

S

8　0
　　888

灘　，

獅E

馳

W

　〆

、q

　～

＜凡例〉（％）

　0～14％

　　T．N

　　　1 ！

’　一 一

＼

　　　　＼　　　　　、』＼

コンター値（％）

］ンター1；　　1％

コンタ 2：　　3％
コンタ 3二　　　　　　8％

］ンタ 4：　　12％

コ汐 5：　　15％

無轟，

　＼＿＿＿’

＼

＼

S

一

／
　　　集中点
　　　吋52W30SW

　　　データ数1博OB／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ タ数：

　　　投影法：　シュミ ノト　下半球（L．H，　　　　　　　　　　　　　投影法；

図6．4．12（2）水理試験区間②シュミットネット投影図

　　　　　　　　（171．800～280．170mabh）

　　　　　　　　　　　一6－73

男鯛8ト

！

ノ

下半球〔LRl：



深度二
「舞ロ量

区分二

形状1
状態1
備考1

431．418　～　 505．500〔mabh）

　O，00　～　28．50（mm）

5／9
12／／412

一一　〇　　〇

ド

1　ロ
l　J

「

　　口

、／
－

コ

W
　l　＿亜　　　　　　　　　　　 　　L　　　［

　、 。㍗　　　　。〔一　　」

＼桑◇、』ノ

　　　　　　　　　　S
く凡例＞

　T．N

r．一
1
＿富rロロ』・＼

藩；」＼、

o

　口口 3一。 卑
　　　　　ナひき
・ロ言’轟詮

、

u

o

，　
　『胴　　　　　　　　　

Q

○＝明瞭割れ目

』㌔：開口割れ目

□：ヘア クラツク

ム：破砕帯上盤

▽二破砕帯下盤

×：鉱物脈

十：流理構造

こ 二、唱理面

●：境界面
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3
87

1

1

0
0
0

Q

／
ノ

E

　／

　バ
　ト
w十

　1、

　㌔
　、

　　　　　　　　T．N　　　DH－12

，△r＼・＼

　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　　　　　　　1トー一　　　　　　　　　　　　、

　　　　卜一

＼
〔＿　1

～

テ＝一タ数：16ア／4318

投影法：　シュミット　下半球 lLH）

T．N

講11ぢ

－

／

／

！
／

購111D

11鞠。

S

鯉1♂。

データ数：167／4318
最大値：11，4％　ク 1ルーヒ■ンク1角度：10ロ

＜凡例＞（％）

　o刈o％

　　　　　　　　　　T．N

　　　　　　　　　一丁＞＼

　　　　　　　　　　　卜糖　　　＼＼

　　　　　　　　　　　？一、

　　…　　 ㌧㌔
」』 　＼　　　　！　， 、ド5　＼

w日 ）E

　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

口V
＼◇

コンター催双％）

コンタ 11　　2％
コンター2：　　4％

コンターよ　　6％

コンタ 『4：　　8％

］ンクー5；　　1D％

Sγ
獄墾、

　　　データ数：167／4318　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：16ア／4318
　　　投影法：　シュミット　下半球（L．H／：　　　　　　　　　　　　投影法：　シュミット

図6．4．12（3）水理試験区間③シュミットネット投影図

　　　　　　　　　（431．420～505．500mabh）

／
’

下半球 し団
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深度：388，902－429，6ア91mabh：

ロ量：o・oo～28・50 1mm）　T．N

　Wl　　　　　　　　　　　　　　　E

．蕪△　　　中畢押量。　　1　　　　一　　「口「　D

1　－r一「u〔　・1　♂3「

＝♂コ

　o「口㌔じ　　n　　　　l　　匡　　　θ　　　　　l　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　一　巳　　　　　　　　ノ

／
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／
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／

／
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＼
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＼
＼

＼
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▽／

＜凡例＞

〇二明瞭割れ目

＼　：開口割れ目

］：ヘアークラック

ム1破砕帯上盤

▽：破砕帯下盤

X：鉱物、脈

十：流理構造

⊂　二層理面

●1境界面
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21

169

0
0

0

0

0

0

S

データ数：308〆4318
投影法＝　シュミ・ンート

T、N

く邸写1＞

角壌区分 個数
　　　「％　角度区分

個数 ％

口＿　9
10

3　　駅）一99
15 5

田
19

ノ 2　　100
IO9 1δ 5

20

39

116
4　　1博

II9 25 B

2　　1フG
129 3ア 13

40＿49 7 2　　13e－139
40 13

障田
5 2　　14e

149 39 IJ

60 69 8 3　　150
159 33 11

70 79 14 5 160 169 12 4

8じ　89 7 2　　110
179 15 5

下半球（L．H）

1
〆

k

－

・斥▽
、
、

∫、

S

市E

〆

＜凡例＞（％）

0～13％

＼＼鴫・1

S
o

・頴

データ数：308〆43旧
最大値：13．O％　ヅルピンヅ角度：1ぴ

T．N

一

ノ
ノ

　　　　＼、、

　　　　　　N
コンタ 値％）

コンター1；　　2％

コンター2：　　　　　　4％

コンタ 3＝　　6％
コンタ 4；　　8％

コン外5：　　11％

コンク 6：　　13％

＼

一「・「、
1＼

＼
、

＼
、

S

　　ノ
’ψ

チE

　　　　　　　／

9　　／
一＿／
－／

　　　データ数：308廻318　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：
　　　投影法：　シュミッ 卜　下半球 ／L．H）　　　　　　　　　　　　　投影法：

図64，12（4）水理試験区間④シュミットネット投影図
　　　　　　　　（388．900～429．680mabh）

濫黙s四

ノ

ノ

308／4318
シュミ・ノト　下半球1LH
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深度：

開口量
区分：
形状二

状態：
備考：

W

β45・901～387・176〔mabh〉

」・1。～28・50冠mml　T．N
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図6．4．12（6）水理試験区間⑥シュミットネット投影図
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6　5考　察
孔壁観察を実施した区間についての観察・解析結果をとりまとめた。

6．5，1　割れ目系の頻度・密度
　割れ目系の内訳は・明瞭割れ目・ヘアークラックがほとんどで、その他として層理

構造・境界面が見られる。割れ目の密度は、5．36本／m（全区問）である。

測定区間の岩盤は168，82mabhで堆積岩と花嵩岩の不整合面となっており、その上

下部では割れ目密度が異なり、堆積岩では2．90本／m，花簡岩では5，90本1mとなって

いる。また・開口割れ目については堆積岩中に12本観察され、残りは花商岩区間（121

本）に観察された。

6．5．2　割れ目分布と岩盤状況
　割れ目密度は平均536本／m・標準偏差0．16（全区間）であるが、0～21本1mと割れ

目が散在する傾向がある。累積された割れ目の本数・開口量は孔底を0とすると孔口

側に増加する曲線となるが、168・82mabh／240．00mabh／420．00mabhの3点で変曲点が

見出せた。また求められた変曲点3箇所で割れ目解析区間を分けると4ゾーンに分け
られる。

　シュミットネット図によれば、ばらつきは非常に少なく、すべての深度区問で低角

系に集中している。

6．5．3　割れ目の方向性

1）概要

　割れ目の方向性はその種類により表6，5．1に示すようである。

表6．5．1割れ目の方向性

区分 第1卓越方向 備考

全不連続面
N50W28SW

全ての面要素

割れ目 N47W25SW
割れ口要素

開口割れ円 N47W30SW

明瞭割れ目 N50W25SW

破砕帯 N20W64E

割れ目はどの区分においても、ほぼ同様な低角系の走向・傾斜を示す。

一方で、破砕帯は高角傾斜を示す。

2）割れ目形状別の傾向

　測定区間では、割れ目形状が平滑な面を有するP型と不連続な面を有する1・C・

S型からなる。P型はN45W24SWに集中しており、1・C・S型はN50W25SWに集
　中する。
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3）深度方向の傾向
　深度方向の傾向については、AVTD図ならびに解析区問を便宜的に深度50mごと

　に分けたシュミットネット図の2つの手法により解析した。

①AVTD図による傾向
　　全体的に傾斜方位45。・225。付近に集中する傾向がある。

　　大局的に堆積岩区間では低角傾斜が、花闘岩区間では中～尚角傾斜が卓越する。

　　詳細に見ていくと、50．00～170．00mabhまでは低角系が、170．00～630．00mabhま

　では中～高角系が、それ以深では低角系が卓越する。

②シュミットネットによる深度50m区間ごとの害ljれ目の傾向

　　大きく以下のように4っのゾーンに区分できる。

a。

b．

C．

d．

50．00～350．00mabh区問く低角系卓越〉

350．00～400．00mabh区間　く高角系卓越＞

400．00～500．00mabh区間　く中角系卓越＞

500．00～7」6．00mabh区問　く低角系卓越〉

6．5．4水理試験区間の孔壁状況と割れ目の方向性
試験区問に観察された割れ目のほとんどが明瞭割れ目・ヘアークラックとなってお

り開口割れ目は非常に少ない。

　また、割れ目の方向性については試験区間によってばらつくが、概ね高角系または

低角系のどちらかに集中が見られる。特に高角割れ目は南傾斜を示すものが多い。

　透水係数と開口割れ目との相関は、試験区間が大きいため明確に開口割れ目の分布

との一致が見られないので相関性については論ずることは難しく、割れ目本数および

割れ目の方向性でも明確な相関性は見られない。また、透水係数がLOO×10脳’10皿／sec

以下の低い区間でも、開口割れ目が存在しているなど試験結果と相関性が見られない。

　よって、透水係数と孔壁状況の相関については、割れ目の頻度・形状，連続性（深

度・奥行き方向），状態（酸化や介在物の有無）に左右されるといえ、孔壁面の状態

だけで透水性を判断することは非常に難しいといえる。

　ただし、不規則な形状の高角割れ目が試験区間を縦断するような場合や複雑に割れ

目が交差しているような透水試験区間では透水係数が高い結果となった。
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6．6孔壁画像について
計測区問12，00－716．00mabhである。おおむね良好であるが、説明を要する区間が

あるので原因について以下に説明を行う。

6．6．1　画像全般について

1）問題1

　数箇所で、垂直ブレの様になっており孔壁が明瞭に見えていない場合がある（図
6．6．1参照）。

　原因
　孔壁画像を取得するプローブの降下が一定でないために起こる現象で、主に割れ

　目の非常に多い区間や孔壁の凹凸の激しい個所でボアホールカメラが孔壁に引っ

掛かるため生じる。画像記録システムでは、プローブの降下がスムーズであるとの

前提で設計されているために、プローブは止まっているのに深度計は進んでいるた

めにブレの様に画像記録がされてしまう。

　対策
　計測手段を考えなければならないが、機械的な問題ではないので対処は難しい。

ただしゆっくりと降下させればそれなりの画像を得ることができるが、必ずしも最

良な手段とはなり得ない。

図6．6．1垂直ブレ

2）問題2
　黒い筋の様なものが見える。また、一定周期で回転している様に見える。

　原因①
　計測時には孔壁の中心にプローブがセットできるようにセントラライザーを装

着して調整しているが、完全には孔壁の中心にセットすることはできない。よって、

多少プローブと孔壁の距離が均一ではなく、明るい所と暗い所ができてしまう。

　原因②
　プローブに装着しているリング状の蛍光燈の一部に切れ目があり多少のランプ

むらが起きてしまう（プローブの構造的な問題）。
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対策

ほとんどの要因は原因②に起因するため、現状のシステムでは対処が難しい。

6．7孔壁画像の深度補正について

　孔壁画像の測定にあたっては、ボーリングコア深度に極カー致させるとの観点から

ボーリングコアならびに柱状図から特定ターゲットの深度を設定し測定時に深度を

確認して合わせながら孔壁画像の記録を行った。

　深度補正にっいては、以下の手順に沿って行った。

6．7．1基準深度の決定
　水理試験機とボーリングコア深度にずれがないことから、ボーリングコア深度に孔

壁画像深度を整合させることで、記録深度の整合性を得ることを目的とした。

6．7、2深度補正の手順
a．ボーリングコア記載およびボーリングコア観察により、孔壁画像画像とボーリン

　グコアとのリファレンスポイントを決定する。少なくとも50m区間に1点以上設

　定するようにする。リファレンスポイントが適正であるか否かについては、（株）

　レアックス・同和工営（株）・JNC東濃地科学センター3者で確認を取り合った。

b．　上記リファレンスポイントの深度に対して、画像深度がこれに整合するよう修

　正する。各リファレンスポイント間の深度補正は、上位リファレンスポイントお

　よび下位リファレンスポイント間のずれを比例配分して行うものとする。

c．　破砕帯および岩質不良区間が長区間連続し、明確なリファレンスポイントが設

　定できない場合は、この上下部分で、もっとも近いリファレンスポイントから、b

　と同様の修正を行い、修正された孔壁画像をもとに、再度ボーリングコアと対比

　を行い深度確定する。

d．　深度誤差表を作成し、誤差率を求め一定の範囲に収束することを確認して計測

　深度を確定する。また、表には示していないが10％以上の誤差を示すものについ

　ては、深度補正のポイントととしては不適格とした。また、深度補正を行った結

　果を用いてBHTV解析を行う（表6．7．1）。
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表6．7．1DH－12号孔深度補正表

No， ターゲットおよび位置
コア澤渡〔mabh） 孔壁両豫深度　（mabh） 区間コア長　（m〉 区問孔壁画像長　　（m） 区間誤差（m）※L 区間誤差偶）※1

ケーシング 50．12 50．12

1亜炭境界上端 ll7．62 117．62 67．、 67．50 0．00
0．

一 礫岩境界上端 157．45 157．47 39．83 39．85 一｛1．02 つ．Ol

断層卜端 209．75 209．76 52．30 52．29 O．01 0．0

流理（黒雲母濃 285．71 285．50 75．鮪 75．7 0．22 0．2、

断層⊥端 337．83 337．48 52．12 51．98 O．14 0．2

断層上端 340．68 340．25 2．85 2．77 0．08
2．

7断層上端 363．26 362．81 22．58 22．し O．02
0，

8破砕帯上端 1君76．40 376．04 13．1 13．23 一〇，（沿 〇．

鰍
397．13 396．61 20．73 20．57 0．16 0．7

lo 害11れ目 40】．95 401．48 生82 4．87 一〇．05 一1．03

11 緑泥石脈 405．70 405．34 3．75
3． 一｛）．11 一2．85

12 黒雲母濃集部 412．38 4jL81
a脂

a47 0．21 3．25
】3

離
428．12 427．61 15．74 L5． く）．06 一〇．

14 縞状部上端 434．78 434．13 6， ＆5 0．14 2．】5

15
断層 456．40 455．74 21．62 2L61

0．01 O．05
16 微閃緑岩上端 456．95 456．30 o．55 α、 刃．01 一1．7

17
断層上端面 467．36 466．70 10．41 10．4 0．01 α1

18 害Ilれ日 473．98 473．31 6．62 色61 0．Ol α15
1』 アプライト上端 娼L59 48（LgO 7．61 7．59 0．02 o．

20 アプライト下端 481．75 48LO6
0．16 α1 0． 0．

21 優白質部上端 501．43 501．16 19．〔B 20．10 〇．42 一2．

22 割れ目 508．15 507．85 6．72 6．6、 0．03 α45
23 割れ目上端 522．01 521．75 13．86 13．9〔） イ）．04 〇．、

24 優白質部 55L82 55Ll3
29．81 29．38 0．43

1．

25 割れ目 559．84 559．（賜 8．02 7．95 0．07 α
26 断層［1映 598．30 597．80 38．4 38．72 一〇，26 一く1．6

27 害11れ目 6Q2．70 60L98
4．40 4．18 0．22 5．26

28 方解仁脈 607．】6 606．41 4．4聖 4．43 0．03 α
29 害1捻L目 607．79 607．06 O．63 0．65 〇．02 3．

3 割れ目 6Q8．69 607．93 0．． α87 0．03 3．45
31

断層上端 619．64 618．78 lO．95 lO．85 0．1 α
32 破断・緑泥石化 625．16 624．20 5．52 5．42 0．1 1．85
33 害1凱目 634．82 鵠3，84 9， 豊　・ 0．02 α21
34 害1飢日（湧水？〉 6生6．69 645．88 ll．87 12，（〉窪 刃，17 一1．41

35 害liれ目 648．43 647．63 1．74 1．75 ｛）．0 一〇．57

3 害11れ目 649．62 648．76 1．19 1．13 0．06 5．31
37 里雲母濃集 朋4．59 663．62 14．97 14． 0．1 α74
38 害Iiれ目 668．29 酪7．24 3．70 3．6 0．08 2．21
3、 緑泥石脈 675．81 674．81 7．52 7．57 一〇，05 〇．66

4 細粒部 681．91 68α89 6．10 6．（潟 0．02 0．3．

41 黒雲母濃集 ∈81．92 ∈8（L9〔） O．Ol α01
0， o．

42 害11れ目 685．33 684．46 3．41 3．56 一〇．15 一4．21

43 害1廉H 696．82 695．75 11．49 LL
0．20 1．7

44 害11れ目 699．04 698．09 2．22
2． 一〇，12 5、L3〔

45 翻～目 700．19 699．24 1．15 L1「 0．00 0．

（平均圃 0．02 0．2端

※1区間誤差＝（一）表記は孔壁画像深度がコア深度よりも長い場合
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7．水理試験



7　水理試験

7，1　調査概要
　水理試験は、核燃料サイクル開発機構から貸与された水理試験装置を用いて、堆積

岩（土岐爽炭累層）および花商岩について、透水係数，貯留係数および問隙水圧等の

水理パラメータを取得し、DH－12号孔の透水性を把握することを目的として実施した。

なお、No2～No．6測点では、多量の湧水のため、貸与された水理試験装置が使用でき

ず、ケーシングおよびシール材を使用した定圧揚水試験を実施した。

　水理試験および解析の流れを図7．Llに示す。図7．Llに示すように、現地での水理

試験実施後、データの抽出・保存作業およびグラフ解析を行い、その結果を速報およ

び中間報告としてとりまとめた。その後の解析では、速報および中間報告のグラフ解

析結果を再検討するとともに、MULrISIMによるシミュレーションとFEMによるシ

ミュレーションを実施した。MuUISIMによるシミュレーションは、簡易解析と精細

解析からなり、FEMによるシミュレーションは、2次元軸対象断面モデルをもとに行
った。
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現地水理試験

速報および中
閻暇告・グラ刀［助ト（両対数，デリハ’ティブプロット等）・ゲラフ解析による水理バラメータの算出

テ㌧タの抽出および保存

グラフ解析結果の再検討・透水試験結果　Cooper法，HvorsIev法・揚水試験結果　Jacob5去，Aga　rwa　I｝去，　回復法，Jacob＆Lohman法等 珊LTISIMシミュレー泊ン・簡易解析・精細解析 圧Mシミルーション・2次元軸対象断面

旦

ゲラフ解析結果 MULTIS川による解析結果 FEMによる解析結果

　　　　考察・試験区間の透水性評価

図7．1．1　水理試験の流れ図

一7－2一



7、1，1　試験点数および試験位置

　表7，L1に各測点の試験深度を示す。また、表7．L2（1）～（2）に試験区間の性状を、図

7，L2に試験区間概略図を示す。なお、表7，1．1に示すアルファベットの用語について

は、表7，L3にまとめた。

　表7，1．1に示すように、試験点数は、第2段目掘削終了深度である280．17mabhまで

で2点、510．00mabhまでで4点の合計6点である。

　No・1測点は、コア性状から土岐來炭累層の基底礫岩であると判断し、掘削を中断し、

水理試験を実施した。

　No2測点は、第2段目掘削終了後、ボアホールテレビ計測および物理検層を行い、

その結果をふまえ、試験位置を決定し、水理試験を実施した。

　No・3～No・6測点は、掘肖1』中に多量の湧水が継続して認められたため、510．00mabh

で掘削を中断し、ボアホールテレビ計測および物理検層を行い、その結果をふまえ、

試験位置を決定し、水理試験を実施した。

表7．L1　水理試験深度一覧表

測点

試験区間　深度（mabh）

区間長（m） パッカー　様式

試験内容 目的

1 157．45～164．12

6．67 シングル
COM・PSR－PW1－SW・SWS・RW・RWS－PW2 土岐央炭累層基底礫岩の透水性把握および地下水の採水

2 171．800～280，170

108．37 シングル癬

間隙水圧測定一HWl－HW2－HWSl－HW3－HWS2
多量の湧水を伴う割れ目の発達した花崩岩の透水性把握およぴ地下水の採水

3 43正．418～505．500※且

74，082 シングル※2
間隙水圧測定一HW－HWS 多量の湧水を伴う花筒岩の透水性把握およぴ地下水の採水

4 388．902～429，679

40，777 ダブル躍
間隙水圧測定一HW－HWS

多量の湧水を伴う割れ目の発達した花嵐岩の透水性把握および地下水の採水

5 345，901～387，176

41，275 ダブル照
間隙水圧測定一HW－HWS

6 279．398～344，670

65，272 ダブル※2
間隙水圧測定一HW－HWS

※i孔底深度は510，00mabhであるが、埋．没確認の結果、試験区問下端深度は505．500mabhとなった。

※2No．2～No．6測点の遮水材として、ナイスシールを使用。
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表7．L2（1）水理試験区問の性状一その1一

測

点

1

2

3

4

試験区間の性状

土岐火炭累層の基底礫岩である。礫は花嶺岩で、径が40cm以上に達する。

基質は粗粒砂岩を主体とし極めて脆質な箇所がある。

掘削時の送水圧低下状況や岩芯の欠損から判断して、160・7～161・l　mabh間および162・6～163・8

mabh問は、未固結または空洞であると推測された。

90mabh以深で送水量の4％が逸水した。

花嵐岩上部の割れ目の多い風化・変質部であり、断層破砕帯が複数分布する．

500’！min前後の多量の湧水を伴う。

17L80～180．00mabh間は割れ目の少ない風化・変質花闇岩であり、180，00～236，00mabh間は高角

度割れ目の多い風化・変質花寓岩である。また、且94・56～194・86mabh問およぴ196・45～19730mabh

間に緑泥石を多く含む断層粘土と断層角礫を挟在する高角度断層が分布する。209・75～210・10

mabh間にも緑泥石に富む縞状断層粘土を伴う高角度断層が確認される．236・00mabh以深は、変

質（緑泥石化）が弱くなり、岩芯損失率は減少するが高角度割れ目は多く観察される。250・70

mabh，26754mabhおよび276．00mabhでは、高角度割れ目に沿って礫状コアを呈し、緑泥石が生
成している。

掘削中の湧水状況は、238．77mabh以深で湧水量が急増し、インナー昇降時に200～300ぞ／minの

湧水を記録した。

物理検層のうち、フローメーター検層紬果から、主要な湧水は220mabh以深であることが判明し
た。

花岡岩のうち、上位区間に比べ割れRが少なく、累積割れ円本数の変曲点以深に相当する。

46735～469・90mabh間に傾斜70度見かけ幅0・7m以上の断層が分布し、粘土，変貞鉱物（緑泥石

等）および岩片が充填する．また、下盤側約10m間で割れ目が多く岩質が脆弱化している。

孔内水位は、掘削中、常に湧水状態にあり、ビット交換時の孔口湧水量は50～150’！minを記録し
た。

温度検層結果では、30～31℃を示したが、475mabh以深で温度変化がやや大きい傾向にあった。

フローメーター検層では、顕著な湧水は認められなかった。

掘削深度は510，00mabhであるが、11／13の物理検層ツールによる埋没確認では、50∬O　mabhの孔

底深度が確認された。水理試験およぴ採水終了後の11123のHQロッド“による埋没確認では、

47254mabhの孔底深度が確認された。

花闇岩のうち、363mabh付近の断層とNo．3測点に挟まれた割れ目の多い区問である。

404．50～408，87mabh間は岩芯が欠損し、413．64～413．87n〕abh間は礫状コアを旱する。413．97～

414．85mabh問に傾斜75度のアプライト脈が認められる。

湧水状況は、掘削i1』、常に湧水状態にあり、ビット交換時の孔日湧水量は50～150〃minを記録し
た。

物理検層結果は 、温度検層およびフローメーター検層で、390mabh付近および410mabh付近で弱

いアノーマリーが認められた．
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表7．1．2（2）水理試験区問の性状一その2一

測

点

5

6

試験区間の性状

花崩岩のうち、割れ日の発達した部分で、複数の断層もしくは礫状コア部が分布する。

363．26mabhには傾斜60度見かけ幅15cm以上の断層が認められ、緑泥看，粘十およぴ岩片が充
填する。370．42～370．57㎜bh間は岩芯が欠損する。

湧水状況は、掘削中、常に湧水状態にあり、ビット交換時の孔口湧水量は370mabh付近で急増

し、300〃n血以上を記録した。

掘削リターン水の水質は、360～370mabh問でpHおよび電気伝導度が上卜［x、間に比べ高く、36S

mabhで最も高いpHと電気伝導度を示した（pH；11前後、電気伝導度；700μslcm）。

物理検層結果は、フローメーター検層で、370mabh付近で流速が大きく変化し、温度検層も370

mabh付近で強いアノーマリーが認められた．

花岡岩のうち、割れ目の発達した部分で、複数の断層もしくは礫状コア部が分布する。

湧水状況は、掘削中、常に湧水状態にあり、ビット交換時の孔口湧水最は300〃min以上を記録
した。

物理検層結果は、フローメーター検層で、285～290mabhおよび300～310mabh間で流速が大き

く変化し、温度検層も280～310mabh間で強いアノーマリーが認められた。
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表7．1．3　水理試験で用いる用語の説明

用語 英文 試験内容

COM Compliance

DEF PackerDeflation
パッカーの収縮および試験装置の回収。

HW Constallt　Head　Withdrawal 定圧揚水試験。

HWS Pressure　Recovery　after　Constaal　HeadWithdrawa1（Shut－in） 定圧揚水試験後に孔口を閉鎖し、閉鎖区間内の圧力回復を計測。

n灯F Paokerhlflat正on

PSR Static　Pressure　Recovery（Shut一血）

間隙水圧測定。COM後にメインバルブを閉鎖し、閉鎖区間内の間隙水圧を計測。

PW PulseW虻hdrawal 透水試験のうち、パルス試験。

四 Constant　Rate　Withdrawal 定流量揚水試験。

RWS Pressure　RecoveryafterCons㎞tRateWiIh伽wal（Shut－in）

定流量揚水試験後にメインバルブを閉鎖し、閉鎖区間内の圧力回復を計測。

SW SlugWithdrawa1
透水試験のうち、通常法（スラグ試験）。

SWS Pressure　　　Recovery　　　after　　　SlugWlthdrawal（Shut－in）

通常法（スラグ試験）で水位回復途中にメインバルブを閉鎖し、圧力回復過程を計測。
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7　1．2　水理試験実施日時
各測点の試験に要した時間を表7．L4（1）～（2）に示す。

表7・L4（1）水埋試験に要した経過時間一その1一
測点No．

試験
開始日時（d：hhlmmlss） 終了目時（dlhh皿m＝ss） 経過時間（d：hh＝mmlss）

1

mF 2000／0712011＝10100 2000／07／2107＝25：00
Od20h15mOOs

COM 2000107121　11＝30＝02 2000／07／21　12＝00：02
OdOOh30mOOs

PSR 2000！07／21　12＝00：02 2000／07／23　18＝10：00
2dO6hOgm58s

PW1 2000／07／2320＝30＝01 2000107／2322＝29＝31
OdOlh59m30s

SW 2000！07／2323＝00：02 2000／0712323：27二〇2
OdOOh27mOOs

SWS 2000！0712323：27＝02 2000／07！2414：55：00
Od15h27m58s

鯉 2000／0712422：00：03 2000／07！2622＝59＝57 2dOOh59m54s

RWS 2000／07／2622＝59：57 2000／07！2909：40；00
2d10h40mO3s

PW2 2000107／2910：40：02 2000／07／2914：20：00
OdO3h39m58s

DEF 2000107／2916＝25＝01 2000／07！2919＝30：00 OdO3hO4m59s

合計 8d15h14m20s

2

姻F 2000！08／21　13：00：00 2000／08／2216＝30二〇〇 1dO3h30mOOs

間隙水圧測定 2000／08／2216：30：00 2000／0812414：19；59
1d21h49m59s

HWI 2000／081241420＝00 2000！0812520＝59＝00
1dO6h39mOOs

HW2 2000／0812520＝59＝05 2000！08127　13：29＝59 ld16h30m54s

HWS1 2000／0812713＝30：00 2000／08／28　15：15＝00 1dOlh45mOOs

HW3 2000／08／281526＝00 2000／08／31　08＝39＝59 2d17h13m59s

HWS2 2000／08／3108＝40＝00 2000／09／0210：01＝00 2dOlh21mOOs

DEF 2000／09／02　10＝30＝00 2000／09／0211：50：00 OdOlh20mOOs

合計 l　ld22hOgm52s

3

脳F 2000111115　13：20＝00 2000／11／1616：30＝00
1dOlh40mOOs

問隙水圧測定 2000111！1616：30＝00 2000／11／1720＝30＝00
ldO4hOOmOOs

HW 200011111720＝30＝00 2000／11／1920：30＝03 2dOOhOOmO3s

HWS 200011 1／192030＝03 2000／11／2108：42＝00
ld12hllm57s

採水 2000／11！21　15＝00＝00 2000／11／2214＝00＝00 Od23hOOmOOs

DEF 2000111／13　14二30＝00 2000／11／1316：00＝00 OdOlh30mOOs

合計 6dlgh52mOOs

4

園F 2000／11！28　13＝30＝00 2000／11／2917＝00＝00
ldO3h30mOOs

間隙水圧測定 2000／11／29　17：00＝00 2000／11／30　19：00＝Ol ldO2hOOmOls

HW 2000／11／3019＝00＝01 2000／12／0309＝00：00 2d13h59m59s
HWS 2000／1210309＝00＝00 2000／12／0514＝00：00 2dO5hOOmOOs

採水 2000！12／0518＝00：00 2000／12／07　15＝00＝00 1d21hOOmOOs

DEF
2000／1210808：30100 2000／12／08　11：55＝00 OdO3h25mOOs

合計 9dOOh55皿00s
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表7．L4（2）水理試験に要した経過時間 その2一
測点No．

試験
開始目時（d：hhl㎜＝ss） 終了目時（d＝hh＝mm：ss） 経過時間（d：hhlmmlss）

5

mF 2000／12／08　16＝00：00 2000／1210919：00＝Ol 1（103hOOmOls

間隙水圧測定 2000／12／0919：00＝01 2000／12／1216：00：01 2d21hOOmOOs

HW 2000／12／1216：00：01 2000／1211318：05：01 ldO2hO5mOOs

HWS 2000／1211318：05＝Ol 2000／12／1410：35＝00 Odl6h29m59s

採水 200011211416：35＝00 200011211914＝30＝00 4d21h55mOOs

DEF
2000／1211914：30＝00 2000／12／19　18：50＝00 OdO4h20皿00s

合計 10d20h50mOOs

6

園F 2000！12！1921‡00＝00 2000／12！2018＝00＝01 Od21hOO皿Ol　s

間隙水圧測定 2000！12／2018＝00：01 2000／12！23　14＝00＝01 2d20hOOmOOs

HW 2000／12／2314＝00：01 2000／12！2416；00＝01 ldO2hOOmOOs

HWS 2000！12／2416＝00：01 2000／12！2514＝32＝00 Od22h31m59s

採水 2000！12／25　18：00：00 2000／1212714＝20：00 ld20h20mOOs

DEF 2000112／2714＝30：00 2000／12／27　1750：00 OdO3h20mOOs

合計 7d17hl2mOOs

　表7⊥4（1）～（2）に示した値は、試験開始（試験装置挿入〉から試験終了（試験装置

回収）の時間である。また、各測点に要した時間の前後には、試験装置の点検整備お

よびリークチェック等の準備時間は含まれていない。なお、No．2～No．6測点における

INFは、ケーシング挿入とシール材膨張待機を含み、DEFはケーシング回収を指す。
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7，2　現地水理試験
　本章では、現地での水理試験の概要および結果について述べる。

　DH－12号孔では、掘削中、多量の湧水が認められ、特にNo，1測点以深では、最大

900ぞ1minの湧水が継続して発生していた。No．2～No．6測点の水理試験では、以下に述

べる理由から、核燃料サイクル開発機構から貸与された水理試験装置の使用は不可能

であると判断した。

a．多量の湧水によって、試験装置内の配管やロッド内で圧力損失が発生し、計測圧力

値が、試験区間の真の圧力値を示さない。

b．水理試験装置付属の揚水ポンプあるいは一般に市販されているポンプの能力をはる

かに超える湧水量のため、定流量揚水試験を行っても、試験区間に大きなインパクト

を与えることが不可能である。

　これらの点をふまえ、No．2～No．6測点の水理試験は、核燃料サイクル開発機構と協

議のうえ、ケーシングおよびシール材を使用した定圧揚水試験および回復試験を実施

することに決定した。

　No．1測点では、透水試験および揚水試験を実施し、揚水試験中に地下水の連続モニ

タリングおよび採水を行った。

　N・．2測点では、複数回の定圧揚水試験および回復試験を実施し、揚水試験中に地下

水の連続モニタリングおよび採水を行った。

　No．3～No．6測点では、定圧揚水試験および回復試験を実施し、その後、地下水の連

続モニタリングおよび採水を実施した。

　いずれの測点においても、試験実施中にグラフプロットを行い、この結果より試験

終了時間を判断した。

　水理試験終了後に、データの抽出・保存作業を行い、グラフ解析結果および試験状

況等を速報・中間報告としてとりまとめ、核燃料サイクル開発機構に提出した。
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7．2，1　現地水理試験の手順，試験方法および試験装置

　以下に、DH－12号孔で実施した水理試験の基本的な手順を示し、試験方法および使

用した水理試験装置について述べる。

1）現地水理試験の基本的な手順（No．1測点）

　DH－13号孔で実施したNo，1測点の基本的な手順を図7．2．1（1）に示す。

　No・1測点では・複数回の透水試験および揚水試験を行った。原則として、透水試験

（PW，SW）で試験区問の概略の透水性を把握し、透水性の高い場合は定流量揚水試

験（RW）を行い、低い場合は再度、透水試験を行った。各試験では、随時、グラフ

プロットを作成し、その結果をふまえ、核燃料サイクル開発機構と協議の上、試験終

了を決定した。

　以下に、各工程について概説する。

①試験区間の決定

　試験区間およびパッカー位置については、岩芯観察，物理検層およびボアホールテ

レビ計測結果を参考に、核燃料サイクル開発機構と協議の上決定した。

②試験装置の組立・編成およぴ孔内部の設置

　試験装置の組立ておよび作動・通信確認を行い、孔内に挿入するツールならびに管

材の編成を確認後、試験区間に装置を設置した。

　現地に試験装置を搬入する際、および全水理試験終了後には、試験装置の作動検査

ならびに点検整備を行い、結果を記録した。

③INF（パッカー拡張）

　パッカーを段階加圧で拡張し、試験区間を形成した。パッカーの遮水性能を確認す

るため、試験区間上部に設置した圧力計の計測およびパッカー圧の計測は試験終了ま

で行った。

④COM・PSR（間隙水圧測定）

　パッカー拡張後、試験装置のメインバルブを開放した状態で、試験区間圧力の計測

を行った（COM）。その後、試験装置のメインバルブを閉塞した状態で、試験区間圧力

および水温が安定するまで計測を行った（PSR）。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握した。

⑤　PW（パルス試験）

　試験区間に負圧を与えた後の、メインバルブ閉塞状態における圧力回復を計測し、

試験区間の概ねの透水性を把握した。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると

ともに、その結果をもとに試験終了時間を決定した。
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⑥　SW・SWS（スラグ試験）

　試験区間に負圧を与えた後の、メインバルブ開放状態における圧力回復を計測し

（SW）、試験区間の概ねの透水性および揚水試験の揚水量を把握した。回復が緩慢であ

る場合は、メインバルブを閉鎖して試験区間の圧力回復を計測した（SWS）。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると

ともに、その結果をもとに試験終了時間を決定した。また、SW・SWSの結果より、

揚水試験の揚水量を算出した。

⑦RW（定流量揚水試験）

　SW・SWSで決定された流量で揚水試験を行い、試験区間の間隙水圧，透水量係数

および貯留係数等の水理パラメータを算出した。また、揚水試験中は、自動モニタリ

ング装置で地下水の物理化学パラメータ（pH，電気伝導度，酸化還元電位，溶存酸素

濃度，水温）を計測するとともに、定期的に採水・分析およびウラニン濃度分析を行

った。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると

ともに、その結果をもとに試験終了時問を決定した。

　定流量揚水試験の終了については、原則としてグラフプロット上でのIARF（lnfinite

Actklg　Radial　Flow）の確認，物理化学パラメータの安定性およびウラニン濃度を判断基

準として、核燃料サイクル開発機構と協議のうえ決定した。

⑧RWS（回復試験〉

　採水終了後、揚水を停止し、メインバルブ閉塞状態における揚水試験終了後の圧力

回復を計測した。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると

ともに、その結果をもとに試験終了時間を決定した。

⑨PWもしくはSW・SWS（パルス試験もしくはスラグ試験）

　水理試験前後に流動場の変化がないことを確認するために行った。

　試験方法は、前述したPWおよびSW・SWSと同様であり、試験区間に負圧を与え

た後の、メインバルブ閉塞状態または開放状態における圧力回復を計測した。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると

ともに、その結果をもとに試験終了時間を決定した。

⑩水理試験終了（装置回収または移設）

　試験結果の抽出および保存を行った。パッカーの収縮完了を確認後、装置の回収ま

たは次の試験区間への移設を行った。

⑪試験区間透水性が低いと判断された場合

　⑤PWで試験区問の透水性が低く、揚水試験を行うことができないと判断された場

合、再度PWもしくはSW・SWSを行い、試験区間の透水量係数を算出した。
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　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると

ともに、その結果をもとに試験終了時問を決定した。

⑫速報および中間報告

　水理試験終了後に、データの抽出・保存作業を行い、グラフプロット結果および試

験状況等を速報・中問報告としてとりまとめ、核燃料サイクル開発機構に提出した。

2）現地水理試験の基本的な手順（No．2～No．6測点）

　DH－13号孔で実施したNo2～No・6測点の基本的な手順を図7．2．1（2）に示す。

　No2～No，6測点では、多量の湧水のため、貸与された1000m対応水理試験装置を

使用することができず、遮水材としてシール材を使用した。しかし、各試験では、No．1

測点と同様に、随時、グラフプロットを作成し、その結果をふまえ、核燃料サイクル

開発機構と協議の上、試験終了を決定した。

　以下に、各工程について概説する。

①試験区間の決定

　試験区間およびパッカー位置については、岩芯観察，物理検層およびボアホールテ

レビ計測結果を参考に、核燃料サイクル開発機構と協議の上決定した。

②試験装置の組立・編成および孔内部の設置

　シール材を揚水ケーシングに巻きつけ、孔内に挿入する管材の編成を確認後、孔内

に設置した。

　設置後、水圧によるシール材の脱着を防止するため、孔口を開放状態にした。

③　INF（シール材膨張待機）

　シール材が膨張し、遮水効果を高めるため、1目程度待機した。この間、試験区間

上部湧水量を定期的に測定し、湧水量に大きな変化が認められないことを確認した後、

間隙水圧測定に移行した。なお、試験区間上部湧水量の測定は、試験終了まで行った。

④間隙水圧測定
　孔口を閉鎖し、圧力を計測した。圧力計測には、地上配管に設置した圧力計を用い、

計測圧力が安定するまで計測を行った。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握した。

⑤HW（定圧揚水試験）

　孔口を開放し、孔r1からの湧水量（試験区間湧水）を計測した。

流量計測には、地上配管に設置した超音波流量計を使用し、計測値の確認のため、三

角堰を用いた流量計測も併せて行った。No．2測点では、孔口位置を調整して、HWを

2回行った。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると
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ともに、その結果をもとに試験終了時間を決定した。

⑥HWS（回復試験〉
　孔口を閉鎖し、圧力回復を計測した。

　計測値については、随時、後述するグラフプロットを行い、試験状況を把握すると

ともに、その結果をもとに試験終了時間を決定した。

⑦連続モニタリング・採水

　導水管として、sus製管材のほか、HQロッドも使用していたため、揚水ロッドを

挿入し、ロッドロ元からの湧水について、自動モニタリング装置で地下水の物理化学

パラメータ（pH，電気伝導度，酸化還元電位，溶存酸素濃度，水温）を計測するとと

もに、定期的に採水・分析およびウラニン濃度分析を行った。

　なお、No．2測点については、使用した管材がすべてSUS製であったため、HW時に

連続モニタリングおよび採水を行った。

⑧DEF
　孔内に設置した管材を回収した。揚管時に、遮水材として使用したシール材の回収

状況（回収量）を確認した。

⑨　速報および中間報告

　水理試験終了後に、データの抽出・保存作業を行い、グラフプロット結果および試

験状況等を速報・中間報告としてとりまとめ、核燃料サイクル開発機構に提出した。
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試験区間の決定
岩芯観察，物理検層，BHTV計測結果
を参考に試験区間・パ幼一位置を決
定

試験装置の組立・編成試験装置の作動・通信・編成確認
　　孔内部の設置　　　孔内に挿入

　IN「
ハ’幼一拡張

試験区間の形成

　COM・PSR
間隙水圧測定

メイン’、“ルプ開放（COM）と閉鎖〔PSE〉で試験区

間圧力、水温が安定するまで計測
随時、ゲラフプロ舜を行い、試験状況を把握

　門
パ畝試験

試験区間の概略の透水性を把握
随時、ヅラフプ助トを行い、試験状況を把握
両対数グラフ，デリ’、’ティプフ泊ット等で試験終

了を判断

透水性が低い場合

SW・SWS

乃ゲ試験

透水性が高い場合

SW・SWS
スラゲ試験

揚水試験時の揚水量を決定する

試験区間の透水性に応じてスラ

ゲ試験もしくはパ畝試験を実
施

随時、ヅラ刀’ロットを行い、試験

状況を把握
両対数ゲラフ，デリパティプフ’助ト

等で試験終了を判断

随時、グラ刀’ロットを行い、試験状況を把握

両対数ゲラフ，デ1∫パティププ助ト等で終了時

間を判断

　　　R脚
定流量揚水試験

RW終了時の採水

随時、ゲラフプロットを行い、試験状況を把握

水質モニ列ンケ’および定期的な地下水採水・

ウラニン濃度分析の実施
揚水試験の終了は以下の点を考慮
・両対数グラフ，デリパ潟プフ’助トで、井戸

貯留の影響がなくなり、1ARF※1が確認さ
れる

・ウラ⇒濃度および物理化学パラメー外の安定

性

　RWS
回復試験

揚水ポンプ停止後の水位回復を計測
随時、グラフプ助トを行い、試験状況を把握
両対数グラフ，テ’Ilパティプブロット等で試験終

了を判断

I

I

I

I

，

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

「

1

『

卜

｝

I

I

I

I

I

I

I

　門
パルス試験

揚水試験後の場の変化の有無を確認
随時、グラフプ助トを行い、試験状況を把握
両対数ゲラフ、デリハ’ティププロット等で試験終

了を判断

速報・中問報告の取りま
とめと提出

　水理試験終了　　試験結果の抽出・保存
（装置回収または移設）パ殖一収縮完了の確認

　　　　　　　　　連続的に次の試験に移行する場合は孔内
　　　　　　　　　部の移設を行う

※1　1ARF　Infinite　Actlve　Radral　FIowの略で、無限遠放射状流をさす

図7．2．1（1）　現地水理試験の基本的な手順（No．1測点）
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I
l
巳

試験区間上試験区間湧
部湧水の流水の流量計
量計測（定　測（超音波
容量容器）　流量計）

試験区間の決定

試験装置の組立・編成　　孔内部の設置

　　I　NFシール材膨張待機

間隙水圧測定

　　HW定圧揚水試験

　H脚S回復試験

連続モニタリンゲ・採水

DEF

岩芯観察，物理検層，BHTV計測結果を参考に試
験区問・遮水材位置を決定

試験装置の組立・編成試験装置の組立薗編成確認
　　　　　　　　　　孔内に挿入

シール材膨張待機（1日間程度）

孔ロは開放

孔ロ閉鎖時の圧力計測
圧力計は地上配管に接続
圧力が安定するまで計測

孔ロ開放時の流量計測
超音波流量計は地上配管に接続
随時ゲラ刀狛外を行い、試験状況を把握
両対数ゲラフ，デリパティブプ助ト等から試験終了を

判断

孔口閉鎖時の圧力計測
圧力計は地上配管に接続
随時ゲラフプロ外を行い、試験状況を把握
両対数ゲラフ，デりパティププロット等から試験終了を

判断

揚水助ドを挿入し、財ドからの湧水を連続モニタリン

ゲし採水

孔内に設置した管材を回収

試験区間湧

試験区間
上部湧水

※No．2測点では、孔口位置を調整してHW・HWSを2回実施

※閥o．3およびNo．4測点では、シール材の遮水効果を確認するため、INFから

間隙水圧測定移行期に試験区間上部湧水・試験区間湧水のウラニン濃度，pH
および電気伝導度を測定

※ND，5およびNo．6測点では、シール材の遮水効果を確認するため、INF以

降、試験区間上部湧水・試験区間湧水のウラニン濃度，p　Hおよび電気伝導度
を測定

※試験区間湧水の流量計測について、超音波流量計による測定値の確認
のため、三角堰による計測を実施

※地下水の連続モニタ1ルケ’および採水について、南．2測点では使用した管材

がすべてSUS製であったため、闇時に実施

図7．2．1（2） 現地水理試験の基本的な手順（No．2～No．6測点）
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3）グラフプロットについて

　各試験において、試験区間の流動場を把握し、試験終了を判断するために、試験

区間圧カデータを現場にて随時グラフプロットを行った。グラフプロットは、主に

COM・PSR（間隙水圧測定），PW（パルス試験），SW・SWS（スラグ試験），RW・

RWS（定流量揚水試験・回復試験）およびHW・HWS（定圧揚水試験・回復試験）

の計測データにっいて行った。

　グラフプロットの基本的な内容を表72．1（1）～（2）に示す。表7．2．1（1）～（2）に示すグ

ラフプロットのうち、試験区間の流動場の把握および試験終了の判断に用いたのは

主として両対数グラフならびにデリバティブプロットである。

　両対数グラフならびにデリバティブプロットは、試験経過時間（sec）の対数を横

軸に、試験区間圧力差（kPa）の対数および経過時間の自然対数に対する試験区間圧

力のデリバティブを縦軸にとったグラフであり、試験区間圧力が時間とともに増加

する試験（buildup）では、時間をEffective　timeとし、グラフを作成した。
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表7．2．1（1）基本的なグラフプロットー覧表（No．1測点）

試験項目 グラフプロット内容

試験全体 試験区間圧力・孔内水位の経時変化1卜P，WL

COM
試験区間圧力・孔内水位の経時変化：t－P，WL片対数グラフ：Log　t一△P，dPld　Ln　t両対数グラフ・デリバティブプロット＝Logt－Log△P，Log（dP／d　Ln　t）

PSR

試験区間圧力・孔内水位の経時変化ば一P，WL片対数グラフ：Log　t一△P，dP／d　Ln　I　　　　　　　Log　e・t一△P，　dP／d　Ln（e・t）両対数グラフ・デリバティブプロット＝Logt－Log△P，Log（dP／dLnt）　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Log　e，t－Lo9　△P，Log（dP／d　Ln（e，t））

PW

SW

SWS

即

RWS

デリバティブプロット
試験区間の圧力が試験経過とともに増加する場合（buildup〉　Log　e．t

Log（dP／d　Ln（e．t））試験区問圧力が試験経過とともに減少する場合（drawdown）　Log　t－Log（dP／d　Ln　t）

t：経過時問（s㏄）P；試験区間圧力（kPa）WL：孔内水位（m）Q：揚水量（m31gec）　△P＝圧力差（kPa）

dP！d　Ln　t，dP／d　Ln（e．t）＝試験区問圧力のデリバティブ　e．t；E∬ectivetim¢二tp・△》（tp＋△t）

tp：RW，SWに要した時間〔sec）　△t　l　RWS，RWR，SWSの経過時問〔s㏄）
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表72．1（2）基本的なグラフプロットー覧表（No．2～No．6測点）

試験項目

試験全体

問隙水圧

　測定

HW

HWS

グラフプロット内容

圧力・試験区間湧水量の経時変化ぱ一P，Q
試験区間湧水量・試験区間上部湧水量：t－Q，Q

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化：t－P，Q

圧力・試験区間湧水量の経時変化謹一P，Q
片対数グラフ＝Log卜△Q，dQ／d　Ln　t

両対数グラフ・デリバティブプロットl　Log　t－Log△Q，Log（dQ／d　Ln　t）

解析図

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化ほ一P，Q
片対数グラフ＝Logt一△P，dP／d　Ln　t

　　　　　　　Log　e．t一△P，　dP／d　Ln（e．t）

両対数グラフ・デリバティブプロット：Log　t－Log△P，Log（dP／d　Ln　t）

　　　　　　　　　　　　　　　　　：Log　e・t－Lo9　△P，Lo9（dP！d　Ln（e．t））

解析図

デリバティブプロット

　試験区間の圧力が試験経過とともに増加する場合（buildup）
　　Log　e．t－Lo9（dP／d　Ln（e，t））

　試験区間圧力が試験経過とともに減少する場合（drawdown）

　　Log　t－Lo9（dP／d　Ln　t）

　　Log　t－Lo9（dQ／d　Ln　t）

t　l経過時間（sec）P＝試験区間圧力（kPa）WL；孔内水位（m）Q＝湧水量（m31s㏄）　△P：圧力差（kPa）

dPldLnt，dPldLn（e．t）＝試験区間圧力のデリバティブ　dQ／dLnt，dQ／dLn（e．t）＝試験区聞湧水量のデリパティブ

e・t＝Eif㏄tivetimerp・△げ（tp＋△U　しp＝HWに要した時問（sec）　△t＝HWSの経過時問（sec）
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4〉各測点で使用した水理試験装置

　No．1測点で使用した水理試験装置は、核燃料サイクル開発機構から貸与された1000

m対応水理試験装置である。No．2～No。6測点では、ケーシングおよびシール材を使用

した試験装置を作成した。表7．2．2にNo．1測点での水理試験装置構成概略一覧表を、図

7．2．2～図7、2．5に試験装置構成図を示す。

表7．2．2　水理試験装置構成概略一覧表（No．1測点）

試験装置名 1000m対応揚水試験装置

適応深度
1000m

適応孔径
　　　　　　　　　　φ75～120㎜（孔径φ100mm以上ではφ100～120㎜用パッカー使用）

試験項目 間隙水圧測定，透水試験，揚水試験

測定範囲

　　　　　　1×10略～1×104　m／s㏄オーダー　（揚水試験の場合l　x10略～1X　IG　8m／secオーダー）　（透水係数のオーダーは試験区間長が2．5mの時）通　常　法　　　1×10略～1×lor8m／secオーダーパルス通常法　　1×10

8～1×10
ヨ2m／secオーダー

地下水低下限界
30m

試験装置構成
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地上部

パソコン

⇒

ロッド

□
表示器

□　＝＝■口

電磁流量計

ロロロロ　ロロ

↓↓↓モニタリング装置

水位調整口

中継部

孔内水位計ケーブルドラム　　　　孔内水位計
　　　　コントロール用　　　　光ケーブルドラム3インチ管ケーシングコントロール用光ケーブル

制御ユニット遮水パッカー

孔内部

排水

図7．2．2　No．1測点で使用した水理試験装置構成図
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地
上
部

プリンター

パソコン

　－E＝＝コ

アすログ式圧力計

ヂジタル式

　圧力計

　↓

モニタリング

　装置

　　I　　lホース　1　1
　　　　　　1　　　1

　　レ＼i
　　I　　　　　　l　　　I
　　I　　　　　　『　　　l
　　　　　　l　　　I
　　　　　　I　　　I
　　　　　　I　　　l
　　　　　　l　　　I
　　　　　　I　　　l
　　　　　　I　　　I
流量制御　　　　l　　I
バルブ　　　　1　1
　　　　　　1　　　1
　　　　　　1　　　1
　　　　　　1UI

憐太

中
継
部

孔
内

部

超音波流量計

、　　試験区間
　　上部湧水量

3インチ

ケーシング

シール材

図7．2，3　No．2測点で使用した水理試験装置構成図
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地
上

部

　－【＝＝コ

プリンター

パソコン

中
継
部

孔
内

部

」L

圧力計

ヱ＝

一　　　一　　　一　　　『　　　、、、　　　ホース曵　＼〆　　　、　　　　　　　、　　　、　　　　　　　、　　　、　　　　　　　　㌧　　　　I　　　　　　　　I　　　　卜　　　　　e排水タンク

4インチ流量制御バルブ

旦葉

超音波流量計

埜獄婁駆

3インチケーシンゲシール材

図7．2．4　No．3測点で使用した水理試験装置構成図
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地
上
部

中
継
部

孔
内

部

口　目巨 ヱ＝
プリンターパソコン　　　　　　圧力計

口ロロ

一一一一、、、　　　　ホース［⇒　　’

□ ロロ 〆

＿、　’〆　　　、　　　　　　　、　　　、　　　　　　』　　　　U　　　　　　ロ　　　　　旦　　　　　　　排水タンク

4インチ流量制御バルブ

9漿

超音波流量計

試験区間上部湧水量

瓢

⇒⇒

3インチ管ケーシング　　　シール材　　ストレーナー　　　シール材

○○○○

　lO：O：　lO：　1

図7．2．5　No．4～No．6測点で使用した水理試験装置構成図
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5）試験方法

以下に、各試験方法について述べる。

①No．1測点のCOM・PSRの試験装置操作

　COM・PSRは一連の間隙水圧測定として行っ

た。図7，2，6にCOM・PSRの試験説明図を示す。

なお、図中に示すバルブの色は、赤が閉鎖を意

味する。

　COMは、パッカー拡張終了後、図に示すよう

なバルブ状態で予想平衡水位に対してロッド

内の水位を低くしておき、メインバルプを開放

してロッド内の水位を回復させる。

　PSRは、COMの水位回復途中でメインバルブ

を閉鎖し、閉鎖された試験区間の圧力回復を間

隙水圧計で測定する。

　これらの測定方法は、間隙水圧測定を目的と

したものであるが、得られた圧力応答から試験

区間の概略的な透水性を把握することができ

る。また、PSRの場合、測定区問の水圧を最小

体積の閉鎖系で測定するので、圧力応答がより

早くなり、測定を短時間で行うことができる。

試、
ロッド

リリースバ’

平衡

1

口

、

メインバルブ

1

間隙水圧計

パッカー

図7．2．6　COM・PSRの試験説明図

②No．1測点のSW・訓Sの試験装置操作

　SW・SWSは一連の透水試験として行った。図

7，2，7にSW・SWSの試験説明図を示す。なお、

図中に示すバルブの色は、赤が閉鎖、青が開放

を意味する。

　SWは、メインバルブを閉鎖した状態で平衡

水位に対してロッド内の水位を低くしておき、

メインバルブを開放してロッド内の水位を回

復させる。

　SWSは、SWの水位回復途中でメインバルブ

を閉鎖し、閉鎖された試験区間の圧力回復を間

隙水圧計で測定する。

　これらの測定方法から、透水性を把握するこ

とができる。また、SWSの場合、測定区間の

水圧を最小体積の閉鎖系で測定するので、圧力

応答がより早くなり、測定を短時問で行うこと

ができる。

ロッド

孔

リリースバノ

平衡

■

L

メインバルブ

間隙水圧計

パッカー

図7．2．7SW・SWSの試験説明図
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③No，1測点のPWの試験装置操作
　PWは一連の透水試験として行った。図7．2，8

にPWの試験説明図を示す。なお、図中に示す

バルブの色は、赤が閉鎖、黄は開閉を意味する。

　PWは、メインバルブを閉鎖して閉鎖区間を

形成し、区問の問隙水圧に対して負の差圧を生

じさせ、その後の水圧変化を間隙水圧計で測定

する方法である。差圧は、ロッド内の水位を平

衡水位に対して低くした状態で、瞬時にメイン

バルブの開閉を行うことにより生じさせる・

　PWは、閉鎖区間内の圧力変化を測定するの

で10’lo～10－12m／secの難透水性の地盤に対して

有効である。

ロツド

リリースバノ

平衡7

卜
㌍

位

　イ
1，

メインバルブ

間隙水圧計

パッカー

図7．2．8　PWの試験説明図

④No．1測点のRW・RWSの試験装置操作

　RW・RWSは一連の定流量揚水試験および回

復試験として行った。図7．2．9にRW・RWSの試

験説明図を示す。なお、図中に示すバルブの色

は、赤が閉鎖、青が開放を意味する。

　RWは、一定の揚水量で試験区間の地下水を

揚水したときの試験区間圧力変化を問隙水圧

計で測定する方法である。

　RWSは、RW終了後にメインバルブを閉鎖し、

閉鎖された試験区問の圧力回復を間隙水圧計

で測定する。この測定方法は、測定区間の水圧

を最小体積の閉鎖系で測定するので、井戸貯留

の影響を極力小さくして測定ができる。

試錐孔

リリースバノ

寛 F

ブ

争

き

3インチケーシンゲ

メインバルブ

間隙水圧計

1

パッカー

図7．2．9RW・RWSの試験説明図
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⑤　No．2～No．6測点の間隙水圧測定の試験

装置操作

　No．2～No，6測点の間隙水圧測定は、図7，2，10

に示す方法で行った。なお、図中に示すバル

ブの色は、赤が閉鎖を意味する。

　間隙水圧測定は、図に示すようなバルブ状

態でシール材膨張終了後に地上に設けた水圧

計で試験区間の水圧を測定した。

　この測定方法は、測定区間の水圧を閉鎖系

で測定するので、井戸貯留の影響を極力小さ

くして測定することができる。

一

手動バルブ
（閉）

試錐子

⇒
シールヰ

　⇒

o
o

水圧計

3インチ

ケーシング

〈コ

くコ
トレーナ

図7．2、10　間隙水圧測定の試験説明図

⑥　No．2～No．6測点のHW・剛Sの試験装置操作

　No2～No．6測点のHW・HWSは、一連の定圧

揚水試験および回復試験として行った。図

7，2，11にHW・HWSの試験説明図を示す。なお、

図中のバルブの色は、青が開放を意味する。

　HWは、一定の水位に保った状態で、試験区

問の湧水量の変化を超音波流量計で測定した。

　HWSは、HW終了後に地上にあるバルブを閉

鎖し、閉鎖直後の閉鎖区間内の圧力が試験開始

時の圧力まで回復する過程を水圧計で測定し
た。

　この測定方法は、測定区間の水圧を閉鎖系で

測定するので、井戸貯留の影響を極力小さくし

て測定することができる。

曾倉3

手動バルブ

　　＿＿Lv．仁コ　〈ンコ

水圧計

（開〉

試錐子シ．鷺⇒ 3インチケーシング

⇔　ストレーナ

⇔

図7．2．11　HW・HWSの試験説明図
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7　2．2　現地水理試験状況
以下に、各測点での水理試験状況にっいて述べる。

1）No．1測点（試験区間＝157．45～164．12mabh）

　No，1測点の水理試験で行ったグラフプロットを表7．2．3に、試験手順を図7．2．12に

示す。また、図72，13にNo．1測点で計測された試験区間圧力および孔内水位の経時変

化を示す。

　NQ，1測点は、164，12皿abhまで掘削した後、コア性状から、土岐爽炭累層の基底礫

岩であると判断し、掘削を中断し、実施した。

　No・1測点の水理試験は、土岐爽炭累層の基底礫岩の透水性を把握し、地下水の連続

モニタリングおよび採水を行うことを目的として実施した。

　No」測点の試験開始前の孔内水位状況にっいては、孔rlから0．5～L〔）〃minの湧水

状態であった。

　試験区間はシングルパッカーで形成し、実施した試験シークエンスは、図7．2．12に

示すように、COM・PSR－PWl－SW・SWS－RW・RWS－PW2である。

①COM・PSR
　図7・2・14にCOM・PSRの試験区問圧力および孔内水位の経時変化を示す。

　COMは、試験区間の予想平衡水位が高く、水位調整用として口元に揚水ロッドを

立ち上げた。水頭差を、5■9mとし、メインバルブを開放して水位回復を測定した。

　PSRは、COMの水位回復途中（2・789m回復した後）で、メインバルブを閉鎖し圧

力回復を測定した。

　測定問隔は、COMおよびPSRとも、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧

変動が少なくなるに従い測定間隔を変更した。その後、水圧が安定するまで測定を継

続した。

②PW1
　図7・2」5（1）にPW1の試験区間圧力および孔内水位の経時変化を、図7．2．15（2〉に両対

数グラフ・デリバティブプロット（Log卜Log△P、Log（dP／dLn1））を示す。

　PWlでは、ロッド内の水位を、口元のバルブ調整によって平衡水位に対し約10m

低くし、メインバルブを瞬間的に開閉させ圧力回復を測定した。

　測定間隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　PW1は、圧力回復が早く試験開始から30秒後で与えた水頭差の95％まで回復し

た。試験装置の最小サンプリングは1秒であり、必要となる前半の圧力値が得られな

かった。図7．2．15（2）に示すように、両対数グラフは、試験開始から100秒後には、圧

力差（△P）が時間軸と平衡になり、傾き（dP／d　Ln　t）が0に近くなり安定傾向を示し

た。
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③SW・SWS
　図7．2．16（1）にSW・SWSの試験区間圧力および孔内水位の経時変化を示す。また、

図7．2．16（2）にSWの両対数グラフ・デリバティブプロット（Log　t－Log△P，Log（d　P！d

Ln　t））を、図7．2．16（3）にSWSの両対数グラフ・デリバティブプロット（Loge．t－Log△

P，Log（dPld　Ln（e．t）））を示す。

　SWでは、ロッド内の水位を、口元のバルブ調整によって平衡水位に対し約10m低

くし、メインバルブを開放し水位回復を測定した。

　測定間隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定問隔を変更した。

　SWSは、SWの水位回復量が5．O　mに達した時点で、メインバルブを閉鎖して、圧

力回復を測定した。

　測定間隔は、SWおよびSWSとも、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変

動が少なくなるに従い測定間隔を変更した。

④RW・RWS
図7．2．17（1）～（2）にRW・RWSの試験区問圧力，孔内水位およぴ揚水量の経時変化を示

す。また、図7．2．17（3）にRWの両対数グラフ・デリバティブプロット（1ゆg　t－Log△

P，Log（d　P／d　Ln　t））を、図7．2．17（4）にRWSの両対数グラフ・デリバティブプロット

（㎞ge．t Log△P，Log（dP／dLn（e．t）））を示す。

　RWでは、試験区間圧力が孔口位置より高く湧水状態であったため、揚水ポンプは
使用せず、地上部の流量調整器で揚水量を調整した。設定揚水量は4．17E－06皿31sec（0．25

ぞ／min）で行った。また、地下水の連続モニタリングおよび採水を実施した。

　採水終了後、メインバルブを閉鎖して圧力回復を測定した。

　測定間隔は、RWおよびRWSとも、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変

動が少なくなるに従い測定問隔を変更した。

　RWおよびRWSは、図7．2．17（3）および図7，2．17（4）に示すように、閉鎖系の揚水試験

および圧力回復試験であるため、井戸貯留の影響が小さい。RW開始約30秒後におい

て、流量調整の影響のため試験区間圧力に乱れが生じた。また、RW終了前の採水作

業時においても、試験区間圧力に乱れが生じた。

⑤PW2
　図7．2．18（1）にPW2の試験区間圧力および孔内水位の経時変化を、図7．2、18（2）に両対

数グラフ・デリバティブプロット（Logt－Log△P，Log（dP／dLnt））を示す。

　PW2では、ロッド内の水位を、口元のバルブ調整によって平衡水位に対し約20m

低くし、メインバルブを瞬問的に開閉させ圧力回復を測定した。

　測定間隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　PW2は、圧力回復が早く試験開始から30秒後で与えた水頭差の96％まで回復し

た。試験装置の最小サンプリングは1秒であり、必要となる前半の圧力値が得られな

かった。図7．2．18（2）に示すように、試験開始から100秒後には、圧力差（△P）が時
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間軸と平衡になり、傾き（dP／d　Ln　t）が0に近くなり安定傾向を示した。
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表7．2．3N〔）．1測点のグラフプロットー覧表

試験項目 グラフプロット

試験全体 試験区間圧力・孔内水位の経時変化：t－P，WL

COM・PSR 試験区間圧力・孔内水位の経時変化；t P，WL
COM

片対数グラフ：Logt一△P，dP／d　Lnt両対数グラフ・デリバティブプロットl　Logt－Log△P，Log（dP／d　Lnt）

PSR

片対数グラフ＝Log　t一△P，dP！d　Lnt　　　　　　　Log　e．t一△P，　dP／d　Ln（e．t）両対数グラフ・デリバティブプロット：Logt－Log△P，Log（dP／dLnt）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Log　e．t－Lo9　△P，Lo9（dP！d　Ln（e，t））

PWl

試験区間圧力・孔内水位の経時変化：t－P，WL片対数グラフl　Log　t

SW・SWS 試験区間圧力・孔内水位の経時変化1卜P，WL

SW

片対数グラフ＝Logt一△P，dP！dLnt両対数グラフ・デリバティブプロット：Logt

SWS

片対数グラフ：Log　t一△P，dP／d　Ln　t　　　　　　　Log　e．t一△P，　dP！d　Ln（e・t）両対数グラフ・デリバティブプロットl　Log　t－Log△P，Log（dP／d　Ln　t）　　　　　　　　　　　　　　　　　　：Log　e，t

Log　△P，Log（dP／d　Ln（c．t））

RW・RWS
試験区間圧力・孔内水位の経時変化：t－P，WL試験区間圧力・揚水量の経時変化：t－P，Q

四

片対数グラフ＝Logt一△P，dP／d　Lnt両対数グラフ・デリバティブプロット＝Logt－Log△P，Log（dP／d　Lnt）解析図l　Log　t

△s（Jacob法）設定揚水量2　！minのみ

RWS

片対数グラフl　Logt一△P，dP／d　Lnt　　　　　　　Log　e，t一△P，　dP／d　Ln（e．t）両対数グラフ・デリバティブプロット＝Logt－Log△P，Log（dP／d　Lnt）　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝Log　e、t－Lo9　△P，Lo9（αP／d　Ln（e，t））解析図：Log　t／t一△s（回復法）　　　　Log　tp・△t／（tp＋△t）一△s，（Ag且rwal法）

PW2

試験区間圧力・孔内水位の経時変化＝卜P，WL片対数グラフl　Log　t一△P，dP／d　Lnt両対数グラフ・デリバティブプロット：Logt－Log△P，Log（dP／dLnt）解析図：Log　t－s／So（Cooper法〉　　　1卜Logs（Hvorslev法）

t；経過時間（sec）P＝試験区問圧力（kPa）WL＝孔内水位〔皿）Q：揚水量（m3〆sec｝　△P　l圧力差（kPa）

dP／dLnt，dP！dLn（e．t）：試験区問圧力のデリバティブ　巳．t；Effec“vetimeヌtp・△げ（tp＋△【）

tp，t・：RW，SWに要した時間（sec｝△t　l　RWS，SWSの経過時間（sec）　△s＝RW開始以降の水位差（皿）

△s，＝RW終了直前水位との水位差（m）s＝試験開始前水位との水位差（皿）

So＝試験開始前水位と試験初期水位との差（m）
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2〉No．2測点（試験区間1171，800～280．170mabh〉

　No．2測点の水理試験で行ったグラフプロットを表7．2．4に、試験手順を図7．2．19に

示す。また、No・2測点で計測された試験区間圧力および湧水量の経時変化を図7．2．20（1）

～（2）に示す。

　No．2測点は、第2段目掘削終了深度である280、17mabhまで掘肖1』し、ボアホールテ

レビ計測および物理検層を実施した後、水理試験を行った。

　No，2測点の水理試験は、多量の湧水を伴う割れ目の発達した花闘岩の透水性を把握

し、地下水の連続モニタリングおよび採水を行うことを目的として実施した。地下水

の連続モニタリングおよび採水は、HW1とHW2で行った。また、No．2測点実施前に

行ったボアホールテレビ計測および物理検層結果をふまえ、遮水部の設置箇所を決定

した。

　No．2測点の試験区問の形成は、シングル方式で、シール材で遮水した。

　試験シークエンスは、図7．2，！9に示すように、間隙水圧測定一HW1－HW2－HWSl

－HW3－HWS2であり、間隙水圧測定前には、ケーシング挿入後、シール材膨張のた

め1目程度待機した。

　HWl，HW2およびHWSlは、管内損失の影響で有意なデータが得られなかった。

①間隙水圧測定
　図7．2．21に問隙水圧測定の試験区問圧力の経時変化を示す。

　間隙水圧測定では、地上に設置した3インチゲートバルブを閉鎖して、地上2．760m

に設置した水圧計で間隙水圧を測定した。測定は、水圧の変動が極力少なくなるまで

継続した。試験区間の間隙水圧は、156．077kPa（平衡水位1地上23．780m）であった。

②HW1
　図7．2．22（1）にHW1の試験区間圧力および試験区間湧水量の経時変化を、図7．2．22（2）

に両対数グラフ・デリバティブプロット（Log卜Log△Q，Log（dQ／dLnt））を示す。

　HWlは、地上に設置した3インチゲートバルブを開放し、地上20mの位置で大気

圧開放して流量を測定した。流量測定には、超音波流量計を使用した。

　測定間隔は、前半（流量が急激に変動）は5秒とし、流量変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HWlでは、図7．2．22（1）に示すように、管内損失のため、圧力が安定しなかった。

③剛2
　図7．2．23（1）にHW2の試験区問圧力および試験区間湧水量の経時変化を、図72・23（2）

に両対数グラフ・デリバティブプロット（Log　t－Log△Q，Log（dQ／d　Ln　t））を示す。

　HW2は、HW1を約30時間測定後、地上10mの位置で大気圧開放して流量を測定

した。流量測定には、超音波流量計を使用した。

　測定間隔は、前半（流量が急激に変動）は5秒とし、流量変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HW2では、HW1と同様、図7．2．23（1）に示すように、管内損失のため、圧力が安定
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しなかった。

④HWS1
　図7．224（1）にHWSlの試験区間圧力の経時変化を、図7．2．24（2）に両対数グラフ・デ

リバティブプロット（1ゆg　e．t－Log△P，Log（dP／d　La（e，t）））を示す。

　HWSlは、HW2測定終了後、地上に設置した3インチゲートバルブを閉鎖し、圧力

の回復過程を測定した。

　測定間隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

⑤HW3
　図7．2．25（1）にHW3の試験区間圧力および試験区間湧水量の経時変化を、図7．2．25（2）

に両対数グラフ・デリバティブプロット（Log　t－Log△Q，1ゆg（dQ／d　Ln　t））を示す。

　HW3は、孔口位置で大気開放にして流量を測定した。また、遮水用のバルブを4

インチボールバルブに変更し、水圧計も地上2．819mに再設置した。流量測定には超

音波流量計を使用した。

　測定間隔は、前半（流量が急激に変動）は5秒とし、流量変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HW3の初期流量は、9．61E－03m31secを示し、終了時は7．70E－03m3／secと減少した。

⑥HWS2
　図72・26（1）にHWS2の試験区間圧力の経時変化を、図7．2．26（2）に両対数グラフ・デ

リバティブプロット（Loge．t－Log△P，Log（dP！d　Ln（e．t）））を示す。

　HWS2は、HW3測定終了後、地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、圧力の回復

過程を測定した。

　測定問隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HWS2は、図72・26（2）に示すように、閉鎖系の圧力回復試験のため、井戸貯留の影

響が小さい。
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表7．2．4No．2測点のグラフプロットー覧表

試験項目 グラフプロット内容

試験全体
圧力・試験区間湧水量の経時変化：t P，Q試験区間湧水量・試験区間上部湧水量：t－Q，Q

間隙水圧　測定

圧力の経時変化＝t－P

HWl・HW2・　　HW3

圧力・試験区問湧水量の経時変化ゴーP，Q片対数グラフl　Logt一△Q，dQ／d　Ln　t両対数グラフ・デリバティブプロット：Logt－Log△Q，Log（dQ！d　Lnt）解析図；Logげr2－s♂Q（JacobmdLohman法）

HWS　I・HWS2

圧力の経時変化：t－P片対数グラフl　Logt

t＝経過時問（sec）P：試験区間圧力（kPa）WL：孔内水位（m）』Q　l湧水量（m3！s聡〉△P　J土力差（kPa）

dP／d　Lnt，dP！d　Ln（e・t）：試験区間圧力のデリパティブ　dQld　Ln　t，dQ／d　Ln〔e，t）＝試験区間湧水量のデリバティブ

e，t：E晩ctiv巳t蔓me＝lp・ムヴ〔［p＋△t｝tp：HWに要した時問（s㏄）△t二HWSの経過時問（sec）

△s＝HW開始以降の水位差（m）　△㍉＝HW終了直前水位との水位差（m）

So：HW開始前水位との水位差（m）
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間隙水圧測定

試験装置を予定深度に設置

シール材膨張

地上に設置した3インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で水圧を測定

墨
HW1（定圧揚水試験）

　　　1段階

地上20mで大気圧開放にし、流量を測定

流量測定は超音波流量計を用いた

思
HW2（定圧揚水試験）

　　2段階
思
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思
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図7．2．19　No．2測点における水理試験の手順
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3）No．3測点（試験区間1431．418～505．500mabh〉

　No．3測点の水理試験で行ったグラフプロットを表7．2．5に、試験手順を図7．2．27に

示す。また、No．3測点で計測された試験区間圧力および湧水量経時変化を図7．2，28（1）

～（2）に示す。

　No．3測点は、水理試験実施前に行ったボアホールテレビ計測結果および物理検層結

果とコアの割れ目分布から試験区問を決定し、多量の湧水を伴う花商岩の透水性を把

握し、地下水の連続モニタリングおよび採水を行うことを目的として実施した。地下

水の連続モニタリングおよび採水は、HWS終了後に揚水ロッドを挿入し、行った。

　No．3測点の試験区間の形成は、シングル方式で、シール材で遮水した。水位固定は、

孔口位置を大気開放にして行った。

　試験シークエンスは、図7．2．27に示すように、問隙水圧測定一HW HWSであり、

間隙水圧測定前には、ケーシング挿入後、シール材膨張のため1目程度待機した。

　なお、孔底深度は、510．00mabhであるが、No．3測点の水理試験実施前に行われた

物理検層ツールによる埋没確認の結果、試験区間下端深度は505．500mabhとなった。

①間隙水圧測定
　図7．2．29に間隙水圧測定の試験区間圧力および湧水量経時変化を示す。

　間隙水圧測定は、地上に設置した4インチバルブを閉鎖して、地上3．260mに設置

した水圧計で間隙水圧を測定した。測定は、水圧の変動が極力少なくなるまで継続し

た。

　試験区間の間隙水圧は、187．077kPa（平衡水位＝地上22、330m〉であった。

②剛
　図7．2．30（1）にHWの試験区間圧力および湧水量の経時変化を、図72・30（2）に両対数

グラフ・デリバティブプロット（Logt－Log△Q，Log（dQldLat））を示す。

　HWは、水位固定を孔口位置（水面：地上3580m）にして流量を測定した。流量測

定には超音波流量計を使用した。

　測定間隔は、前半（流量が急激に変動）は5秒とし、流量変動が少なくなるに従い

測定問隔を変更した。

　HWの初期流量は、6．60E－04m3／secを示し、終了時は5．87E－04m31secと減少した。

③Hws
　図7．2，31（1）にHWSの試験区間圧力および湧水量の経時変化を、図7・231（2）に両対

数グラフ・デリバティブプロット（Loge．t－Log△P，LDg（dP／d㎞（e．1））〉を示す。

　HWSは、HW測定終了後、地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、圧力の回復過

程を測定した。

　測定間隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HWSは、図7．2．31（2）に示すように、閉鎖系の圧力回復試験のため、井戸貯留の影響

が小さレ￥D
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表7．2．5No．3測点のグラフブロットー覧表

試験項目 グラフプロット内容

試験全体
圧力・試験区間湧水量の経時変化江一P，Q試験区間湧水量・試験区間上部湧水量江一Q，Q

間隙水圧　測定

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化：t－P，Q

HW

圧力・試験区間湧水量の経時変化：卜P，Q片対数グラフ＝Logt一△Q，dQ／d　Lnt両対数グラフ・デリバティブプロット：Log〔一Log△Q，Log（dQ！d　Lnt）解析図l　Logt／’一sげQ（lacobandLohman法）

HWS

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化l　t－P，Q片対数グラフ＝Logt一△P，dP／dLnt　　　　　　　Log　e．t

△s，（Agarwal法）

t　l経過時間（sec）P　l試験区間圧力（kPa）WL＝孔内水位（m）Q：湧水量（m3！5ec）　△P：圧力差（kPa）

dP／dLnt，dPldLn（e・t）二試験区間圧力のデリバティブ　dQldLnt，dQldLn（e．t）；試験区間湧水量のデリバティブ

e・t：E恥c“veti皿eqp・△げ（tp＋△t）tp：HWに要した時・間（seo）△t　l　HWSの経過時問（sec）

△s；HW開始以降の水位差（m）　△s，＝HW終了直前水位との水位差（皿）

So；HW開始前水位との水位差（m）
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INF 試験装置を予定深度に設置

シール材膨張

思

問隙水圧測定
地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で水圧を測定

墨

HW（定圧揚水試験） 地上3m付近で大気圧開放にし、流量を測定

流量測定は超音波流量計を用いた

量
HWS 地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上
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4）No．4測点（試験区間：338．902～429．679mabh）

　No．4測点の水理試験で行ったグラフプロットを表7．2．6に、試験手順を図7，2．32に

示す。また、No4測点で計測された試験区問圧力および湧水量の経時変化を図7．2．33（1）

～（2）に示す。

　No．4測点は、コア観察，ボアホールテレビ計測結果および物理検層結果から試験区

間を決定し、No．3測点実施後に引き続いて、多量の湧水を伴う花闘岩の透水性を把握

し、地下水の連続モニタリングおよび採水を行うことを目的として実施した。地下水

の水質モニタリングおよび採水は、HWS終了後に、揚水ロッドを挿入し、実施した。

　No．4測点の試験区間の形成は、ダブル方式で、シール材で遮水した。ストレーナー

管には、開口率3％の加工を施した揚水ケーシングを使用した。水位固定は、孔口位

置を大気開放にして行った。

　試験シークエンスは、図7．2．32に示すように、間隙水圧測定一HW－HWSであり、

間隙水圧測定前には、ケーシング挿入後、シール材膨張のため1目程度待機した。

①間隙水圧測定
　図7．2．34に間隙水圧測定の試験区間圧力および湧水量の経時変化を示す。

　問隙水圧測定は、地上に設置した4インチバルブを閉鎖して、地上3．200mに設置

した水圧計で間隙水圧を測定した。測定は、水圧の変動が極力少なくなるまで継続し
た。

　試験区間の間隙水圧は、172．852kPa（平衡水位1地上20．820m）であった。

②HW
　図7．2．35（1）にHWの試験区間圧力および湧水量経時変化を、図7．2．35（2）に両対数グ

ラフ・デリバティブプロット（LQgt－1ゆ9△Q，Lo9（dQ／dLnt））を示す。

　HWは、水位固定を孔口位置（水面1地上3．723m〉にして流量を測定した。流量測

定には超音波流量計を使用した。

　測定間隔は、前半（流量が急激に変動）は5秒とし、流量変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HWの初期流量は、1．89E－03皿3／secを示し、終了時はL62E－03m3／secと減少した。

　試験区間上部湧水量は、図7．2．33（2）および図7．2，35（1）に示すように、試験をとおし

て低下傾向にあった。

③HWS
　図7。2．36（1）にHWSの試験区間圧力および湧水量の経時変化を、図7．2．36（2）に両対

数グラフ・デリバティブプロット（1ゆge．t－Log△P，Log（dP／d㎞（e．t）））を示す。

　HWSは、HW測定終了後、地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、圧力の回復過

程を測定した。

　測定問隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HWSは、図7．2．36（2）に示すように、閉鎖系の圧力回復試験のため、井戸貯留の影響
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が小さい。

　試験区問上部湧水量は、図7．2．33（2）および図7．2．36（1）に示すように、HWからHWS

への移行時に増加し、その後、安定した。

表7．2．6　No．4測点のグラフプロットー覧表

試験項目 グラフプロット内容

試験全体
圧力・試験区間湧水量の経時変化：t－P，Q試験区問湧水量・試験区間上部湧水量：〔一Q，Q

間隙水圧　測定

圧力・試験区間．ヒ部湧水量の経時変化葺一P，Q

即

圧力・試験区問湧水量の経時変化：t－P，Q片対数グラフ；Log　t一△Q，dQ／d　Ln　t両対数グラフ・デリバティブプロット＝Log　t－Log△Q，Log（dQ／d　Ln　t）解析図＝Logσr2－s♂Q（JacQband　Lohman法）

HWS

圧力・試験区間 、ヒ部湧水量の経時変化：t

い経過時間（sec）P：試験区間圧力（kPa）WL；孔内水位〔m〉Q＝湧水量〔m％ec）　△P＝圧力差（kPa）

dP！dLnt，dP／dLn（e，1）1試験区問圧力のデリバティブdQ〆dLnt，dQldLn（e．t）：試験区間湧水量のデリ ハティブ

e，亡＝E∬ediveti皿e＝tp・ムザ（tp＋△t）tp＝HWに要した時間（sβc）　△t＝HWSの経過時間（s㏄）

△S　l　HW開始以降の水位差（皿）　△s，：HW終了直前水位との水位差（m）

sポHW開始前水位との水位差（m）
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INF 試験装置を予定深度に設置
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思

間隙水圧測定
地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で水圧を測定

恩

闇（定圧揚水試験〉 地上3m付近で大気圧開放にし、流量を測定

流量測定は超音波流量計を用いた

恩
HWS 地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で圧力回復を測定

恩
DEF
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図7，2．32　No．4測点における水理試験の手順

　　　（HWS終了後に地下水の連続モニタリングおよぴ採水を実施〉
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5〉No．5測点（試験区間：345．901～387．176mabh〉

　No5測点の水理試験で行ったグラフプロットを表7．2．7に、試験手順を図7・2．37に

示す。また、No5測点で計測された試験区間圧力および湧水量の経時変化を図7．2，38（1）

～（2）に示す。

　No．5測点は、コア観察，ボアホールテレビ計測結果，物理検層結果および掘削リタ

ーン水の分析結果から試験区間を決定し、No，4測点実施後に引き続いて、多量の湧水

を伴う花周岩の透水性を把握し、地ド水の連続モニタリングおよび採水を行うことを

目的として実施した。地下水の連続モニタリングおよび採水は、HWS終了後に、揚水

ロッドを挿入し実施した。

　No．5測点の試験区間の形成は、ダブル方式で、シール材で遮水した。ストレーナー

管には、開口率3％の加工を施した揚水ケーシングを使用した。水位固定は、孔口位

置を大気開放にして行った。

　試験シークエンスは、図7．2．37に示すように、間隙水圧測定一HW－HWSであり、

間隙水圧測定前には、ケーシング挿入後、シール材膨張のため1日程度待機した。

①間隙水圧測定
　図7．2．39に問隙水圧測定の試験区問圧力および湧水量の経時変化を示す。

　間隙水圧測定は、地上に設置した4インチバルブを閉鎖して、地上3．220mに設置

した水圧計で間隙水圧を測定した。測定は、水圧の変動が極力少なくなるまで継続し
た。

　試験区間の間隙水圧は、165．887kPa（平衡水位：地上20．130m）であった。

②HW
　図7．2．40（1）にHWの試験区間圧力および湧水量経時変化を、図7．2．40（2）に両対数グ

ラフ・デリバティブプロット（Logt－Log△Q，Log（dQ／dLロt））を示す。

　HWは、水位固定を孔口位置（水面＝地上3・560m）にして流量を測定した。流量測

定には超音波流量計を使用した。

　測定間隔は、前半（流量が急激に変動）は5秒とし、流量変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HWの初期流量は、3．69E－03m3／secを示し、終了時は3．12E－03m3／s㏄と減少した。

　試験区問上部湧水量は、図7．2．38（2）および図7．2．40（1）に示すように、試験初期に減

少し、その後、安定した。

③HWS
　図7．2．4旦（1）にHWSの試験区間圧力および湧水量の経時変化を、図72・41（2）に両対

数グラフ・デリバティブプロット（Loge．t－Log△P，LDg（dP／dLn（e，t）））を示す。

　HWSは、HW測定終了後、地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、圧力の回復過

程を測定した。

　測定間隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。
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　HWSは、図7．2．41（2）に示すように、閉鎖系の圧力回復試験であるため、井戸貯留の

影響が小さい。

表7．2。7No．5測点のグラフプロットー覧表

試験項目 グラフプロット内容

試験全体
圧力・試験区間湧水量の経時変化1卜P，Q試験区問湧水量・試験区間上部湧水量＝t－Q，Q

間隙水圧　測定

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化＝t－P，Q

田

圧力・試験区間湧水量の経時変化＝t－P，Q片対数グラフ＝Logt一△Q，dQ／d　Ln　t両対数グラフ・デリバティブプロットl　Log　t－Log△Q，Log（dQld　Ln　t）解析図lLogUrz一艘（」㏄obandLoh㎜法〉

HWS

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化1卜P，Q片対数グラフ：Log　t一△P，dP／d　Lnt　　　　　　　Log　e，t一△P，　dP／d　Ln（e，t）両対数グラフ・デリバティブプロット：Log　t－Log△P，Log（dP／d　Ln　t）　　　　　　　　　　　　　　　　　：Log　c、t－Log　△P，Lo9（dP／（l　Ln（e、U）解析図l　Logt／t’一△s（回復法）　　　　Log　tp・△tノ（tp＋△t）一△s，（Agarwal法）

t＝経過時間（soc）P：試験区間圧．カ（kPa）WL：孔内水位（m）Q：湧水量（m31sec）△P：圧力差（kPa）

dPldLnt，dPldL11（e．t）：試験1ス間圧力のデリバティブdQ／dLnt，dQ／dLn（e．t）：試験区間湧水量のデリパティブ

e，t；Effective　Ume＝しp・ムレ（tp＋△U　tp：HWに要した時間（s㏄｝　△t：HWSの経過時問（sec）

△s＝HW開始以降の水位差（m）　△s，＝HW終了直前水位との水位差（m）

s“二HW開始前水位との水位差（m）
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INF 試験装置を予定深度に設置

シール材膨張

思

間隙水圧測定
地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で水圧を測定

思

HW（定圧揚水試験） 地上3m付近で大気圧開放にし、流量を測定

流量測定は超音波流量計を用いた

思
HWS 地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で圧力回復を測定

恩
DEF

試験装置を回収

図7．2．37No．5測点における水理試験の手順

　　　（剛S終了後に地下水の連続モニタリングおよぴ採水を実施〉
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6）No．6測点（試験区間1279，398～344．670mabh〉

　No，6測点の水理試験で行ったグラフプロットを表7，2．8に、試験手順を図7．2．42に

示す・また・No・6測点で計測された試験区間圧力および湧水量の経時変化を図7．2．43（1）

～（2）に示す。

　Nα6測点は、コア観察，ボアホールテレビ計測結果および物理検層結果から試験区

間を決定し、No・5測点実施後に引き続いて、多量の湧水を伴う花闘岩の透水性を把握

し・地下水の連続モニタリングおよび採水を行うことを目的として実施した。地下水

の連続モニタリングおよび採水は、HWS終了後に揚水ロッドを挿入し実施した。

　Nα6測点の試験区間の形成は、ダブル方式で、シール材で遮水した。ストレーナー

管には、開口率3％の加工を施した揚水ケーシングを使用した。水位固定は、孔口位

置を大気開放にして行った。

　試験シークエンスは、図7．2．42に示すように、間隙水圧測定一HW－HWSであり、

間隙水圧測定前には、ケーシング挿入後、シール材膨張のため1目程度待機した。

①間隙水圧測定

　図72・44に間隙水圧測定の試験区間圧力および湧水量経時変化を示す。

　間隙水圧測定は、地上に設置した4インチバルブを閉鎖して、地上3．410mに設置

した水圧計で間隙水圧を測定した。測定は、水圧の変動が極力少なくなるまで継続し
た。

　試験区間の間隙水圧は、176．874kPa（平衡水位＝地上21．440m）であった。

　試験区間上部湧水量は、図7。2．43（2）および図7．2．44に示すように、試験開始前後で

増加し、その後、安定した。

②HW
　図7．2．45（1）にHWの試験区間圧力および湧水量経時変化を、図7．2．45（2）に両対数グ

ラフ・デリバティブプロット（恥gt－Log△Q，Log（dQ／dLnt））を示す。

　HWは、水位固定を孔口位置（水面1地上3．835m）にして流量を測定した。流量測

定には超音波流量計を使用した。

　測定問隔は、前半（流量が急激に変動）は5秒とし、流量変動が少なくなるに従い

測定間隔を変更した。

　HWの初期流量は、6．12E－03m3／secを示し、終了時は5．17E－03m3／secと減少した。

　試験区間上部湧水量は、図7．2，43（2）およぴ図7。2．44（1）に示すように、低下傾向にあ

った。

③HWS
　図7．2．46（1）にHWSの試験区間圧力および湧水量の経時変化を、図72．46（2）に両対

数グラフ・デリバティブプロット（Loge．t－Log△P，Log（dP／dh1（e、t））〉を示す。

　HWSは、HW測定終了後、地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、圧力の回復過

程を測定した。

　測定間隔は、前半（水圧が急激に変動）は1秒とし、水圧変動が少なくなるに従い
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測定問隔を変更した。

　HWSは、図7．2．46（2）に示すように、閉鎖系の圧力回復試験であるため、井戸貯留の

影響が小さい。

　試験区間上部湧水量は、図7．2．43（2）および図7．2．46（1）に示すように、試験開始前後

で増加し、その後、安定した。

表7．2．8No，6測点のグラフプロットー覧表

試験項目 グラフプロット内容

試験全体
圧力・試験区間湧水量の経時変化l　t－P，Q試験区間湧水量・試験区間上部湧水量：t－Q，Q

間隙水圧　測定

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化：t－P，Q

HW

圧力・試験区間湧水量の経時変化＝t－P，Q片対数グラフl　Logt一△Q，dQ／d　Lnt両対数グラフ・デリバティブプロットニLogt－Log△Q，Log（dQ！d　Lm）解析図；Lo9げr2－s♂Q（Jacoband　Lohman法）

HWS

圧力・試験区間上部湧水量の経時変化＝t－P，Q片対数グラフl　Logt一△P，dPld　Lnt　　　　　　：Log　e・こ

△s，（Agarwal法〉

t：経過時問（sec）P：試験区間圧力（kPa｝wL；孔内水位（m）Q：湧水量（㎡！se⇔　△P　l圧力差（kPa）

dP／dLnl，dP！dLn（c．t）：試験区間圧力のデリバティブ　dQldLnt，dQ！dLn（¢，1）＝試験区間湧水量のデリバティブ

e．t　l巳飾ctivetime＝tp・△げ（tp＋△t）tp：HWに要した時間（3ec）　△t　l　HWSの経過時問（sec）

△s；HW開始以降の水位差（m）△～；HW終了直前水位との水位差（皿）

50：HW開始前水位との水位1差（皿）
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INF 試験装置を予定深度に設置

シール材膨張

鳳

間隙水圧測定
地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で水圧を測定

璽

HW（定圧揚水試験） 地上3m付近で大気圧開放にし、流量を測定

流量測定は超音波流量計を用いた

鼠
HWS 地上に設置した4インチバルブを閉鎖し、地上

部に設置した圧力計で圧力回復を測定

恩
DEF

試験装置を回収

図7．2．42　No．6測点における水理試験の手順

　　　（階S終了後に地下水の連続モニタリングおよび採水を実施〉
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7．3　グラフ解析結果

　透水試験および揚水試験のグラフ解析は、表7．3．豆に示す解析法を採用した。以下に

各解析手法について概説し、グラフ解析結果を示す。

表7。3．1各試験の解析方法

試験 解析方法 算出値

透水試験

　　PW（パルス試験） Cooper法
T　l透水量係数　k：透水係数S　l貯留係数　　Ss＝比貯留係数

Hvorslev法 T　l透水量係数　k：透水係数

SW・SWS（スラグ試験） Cooper法
T：透水量係数　k＝透水係数S　l貯留係数　　Ss＝比貯留係数

Hvorslev法 T：透水量係数　k：透水係数

揚水試験

Jacob法
T：透水量係数　k＝透水係数S：貯留係数　　Ss＝比貯留係数

回復法 T：透水量係数　k＝透水係数
　RW・RWS（定流量揚水試験，回復試験）

Homer’s　plot P★l　P　star

Agarwal法
T：透水量係数　k　l透水係数S：貯留係数　　Ss：比貯留係数

　HW・HWS　（定圧揚水試験，回復試験）

Jacob　andLohman法 T；透水量係数　k：透水係数S：貯留係数　　SS　l比貯留係数

回復法 T：透水量係数　　k：透水係数

Homefs　plot P★＝P　sIar

Agarwal法
T＝透水量係数　k　l透水係数S　l貯留係数　　SS　l比貯留係数
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7．3．1　解析方法
1〉透水試験（PWおよびSW）

　透水試験の解析は、PWおよびSWの試験結果をもとに、貯留性を考慮したCooper
法（3〉（6）（7）、および地盤工学会に示され、広く利用されているHvorslev法（4）（13）を用いた。

　Cooper法とHvorslev法の選択基準については、1986年西垣（6）により次のことが報告

されている。

「Cooperの標準曲線αが10－6以下であれば、地盤の貯留性の影響が少なく、t－Log　s

曲線は直線状になる。」

　また、Cooper法とHvorslev法の適用性に関して、3次元非定常モデルによるシミュ

レーション結果より、「両手法によって評価された透水係数のうち、より小さい方を地

盤の透水性として採用して大過ない」ことが確認されている（ゆ（m。

今回の解析では、これを基準とし、以下に示す方法で透水係数を算出した。

a．測定で得られたデータを、最初に貯留性が考慮されているCooper法で算出する。

　標準曲線αが10’6以上の形状を示すデータについては、t－Log　s曲線が下方に湾曲

した形状となり、貯留性の影響を強く受けていると判断し、Cooper法で得られた透水

係数を採用する。

b．Cooperの標準曲線αが1び以下のデータ（Cooperの式による解析法で算出された

透水係数が採用されないデータ）にっいては、1－Log　s曲線が直線状となり貯留性の

影響をあまり受けていないものと判断し、Hvorslev法で得られた透水係数を採用する。

c．Cooper法およびHvorslev法による解析法の両方で解析式が適用できる場合には、

それぞれの解析法で得られた透水係数のうち小さな方を採用する（核燃料サイクル開

発機構と協議の結果）。

d．C・・per法で算出できる貯留係数については、マッチングが標準曲線α＝10’10以下の

場合においてもα；1（γ且oとして算出し、参考値として算出値以下（Sく）と示す（核燃

料サイクル開発機構と協議の結果）。
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①Cooper法
　解析式は以下のとおりである。

た；Rw2×β・

　　　’o×乙

　　　　　α　S5＝
　　　（ζR、vγ×乙

　ここに、k＝透水係数　（m／sec）

　　　　　Rw＝ピエゾメーター（ロッド）の管内半径　（m）

　　　　　βo＝透水係数によって変化する係数　［＝T×（恥／Rw2）］（一）

　　　　　to＝時間　（sec）

　　　　　L：試験区間長　（m）

　　　　　Ss＝比貯留係数　（1／m）

　　　　　α1貯留係数によって変化する係数　［＝S×（r／Rw）2】（一）

　　　　　r＝試錐孔の半径　（m）

　　　　　S＝貯留係数［＝Ss×L］（一）

　　　　　T；透水量係数［二k×Ll（m2／sec）

　以下に解析手順について述べる。

a．図7．3。1に示す標準曲線を準備する。

b．実測した水位変化のデータを標準曲線と同じスケールでLog　t－s／So曲線のグラフに

プロットする。

　ここに、s＝ある時間経過した時の試験開始前水位との水位差（m）

　　　　SD＝試験開始前水位と試験初期水位との水位差（m）

c．標準曲線とωgt－s／So曲線とを平行移動させて、マッチングポイントを決めてαを

求める。そして、マッチングポイントにある任意のプロット点から時間軸に対して垂

線を引き、その交点からβoおよびbの値を決定する。

d．得られたα，βoおよび始の値を用いて、透水係数kと比貯留係数Ssを算出する。

一7
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②HvorsIev法
　解析式は、以下のとおりである。

・一璽，1禦瓶〕

　ここに、k：透水係数　（m！sec）

　　　　Rw＝ピエゾメーター（ロッド）の管内半径　（m）

　　　　　r＝試錐孔の半径　（m）

　　　　　m；縦横方向の透水係数比　［通常は1］（一）

　　　　　L＝試験区間長　（m）

　　　　　tl　l経過時間　（sec）

　　　　　t2＝経過時間　（sec）

　　　　　Sl　l　tlに対応する試験開始前水位との水位差　（m）

　　　　　s2：t2に対応する試験開始前水位との水位差　（m）

　tl，t2およびs】，　s2は、卜Log　s曲線から読み取る。
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③仮想半径R
　Cooper法およびHvorslev法で用いるビエゾメーターの管内半径Rwについて、以下

に説明する。

　SWの場合、管内半径Rwはロッド内半径である。また、PWの場合、管内半径Rw

は以下に示す式を用いて、仮想ピエゾメーター管半径Rを設定する。

　仮想半径Rの計算式は以下のとおりである。

ここに、R：仮想半径　（m）

　　　Vw：閉鎖区間内の水の体積　（m3）

　　　Ew：水の変形係数　（＝2．3×1011gf／m2）

　　　α＝パッカーの弾性係数　（m5／gf）

　　　△P＝単位圧力　（二10000gf／m2）

　　　△H：単位水頭　（＝0．01m）

閉鎖区間内の水の体積は、下式にしたがい計算する。

玲＝鷲＋（陽一鷲）

ここに、V1＝孔内部の配管の内容積　（m3）

　　　V2：パッカーで区切られる試錐孔の内容積　（m3）

　　　V3：試験区間内の孔内部の体積　（m3）

弾性係蜘は、孔径φ100㎜用パッカーの弾性係数を使用した。表7．3．2に示す弾性

係数は、パッカー1木当たりの外圧および環境温度の条件下における室内試験のキャリブ

レーション勾配によって求めた値である。弾性係数αの計算式は以下のとおりである。

α一％

　ここに、α；パッカーの弾性係数　（m31gf／m2＝m5！gf）

　　　　Q：段階的に変化させた水量　（皿3）

　　　　△P＝パッカーの差圧　（gθm2）
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表7．3，2　弾性係数α　（m5！gf）

孔径φ120㎜用パッカr（1本当たり）

外圧（kg∬c皿2）
温度（℃）

10 20 30 50 70

10
1．OE－13 1．IE－13 1．1E－13 1．7E－13 1．9E－13

20 1．OE－13 1．2E－13 1．OE－13 1．8E－13 1，8E－13

40
1．OE－13 1．1E－13 1．OE－13 1．4E－13 1．6E－13

60 1．OE－13 1．OE－13 1．OE－13 1．2E－13 1．4E－13

80
0．9E－14 0．9E－14 1．OE－B 1，2E－！3 1．3E－13

100
1．OE43 0．8E－14 0．9E－14 1．2E－B 1．2E－B
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2）揚水試験（RW，RWS，RWR）

　揚水試験の解析は、非平衡式により解析を行う。RWの解析はJacob法（匡3）、HWの解

析はJacob　and㎞hman法（9）を用いた。RWSおよびHWSの解析は、回復法（13），Honer’s

plotのおよびAgarwa1法（Dで解析した。

RW
RWS，RWR

S1

△s

S2 S2

S
S1

呉
薄

の
（△

tp

図7．3、2　揚水試験（RW，RWS）解析説明図

①Jacob法（DrawDown）

　解析式は以下のとおりである。

㌦爺・斎［婦吋劃卿］

ここに、 △s：揚水試験開始前の初期水位との水位差　（m）

　T　l透水量係数　（m21sec）

　t：揚水試験の経過時間　（sec）

　r　l試錐孔半径　（m）

Q：揚水量　（m3／sec）

S：貯留係数　（一）

γ；オイラー定数（＝0．5772）

　揚水試験開始前の初期水位との水位差△sを縦軸に、揚水試験経過時間tの対数を横

軸にとった片対数グラフを作成し、得られた直線部の傾きで透水量係数が算出される。

また、直線でのLogl・（t）＝0の△s値から、貯留係数が算出される。

　以下に、解析手順にっいて述べる。
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a．揚水試験開始後の経過時間t（sec）における水位差△s（m）を、次式で算定する。

△∫＝5－5
　　0　　　f

ここに、 △S　l水位差　（m）

sO　l揚水試験開始前の初期水位　（m）

sビ揚水試験開始後の経過時間tにおける水位　（m）

b・片対数紙上の算術目盛（縦軸）に水位差△s（m）を、対数目盛（横軸）にt（sec）を

とり、プロットする。

c．Log　t一△s曲線の直線部の傾きmと、1ゆ910t＝0における水位差△s㎞glo圃（m）を求

め、次式から透水量係数および貯留係数を算出する。

　　　l
T＝

．9

乙08ヨ08　　4π溜

　　　4T
S＝

　　互
　10一πeγr2

み＝△3
　　加8旧f＝o

②JacobandLohmanの解析方法（DrawDown）

　解析式は以下のとおりである。

〔き〕一加爺・斎［呵麦）・蝋誓〕一卿1

ここに、So＝水位低下量　［一定］（m）

　　　T＝透水量係数

　　　　t＝回復試験の経過時問　（sec）

　　　　r：試錐孔半径　（m）

　　　Q　l揚水量　（m3／sec）

　　　S＝貯留係数　（一）

　　　　γ1オイラー定数（＝0．5772）

　水位低下量SDと揚水量の比（｝Q）を縦軸に、揚水試験経過時間1を試錐孔半径rで割

った値（げP）の対数を横軸にとった片対数グラフを作成し、得られた直線部の傾きから透

水量係数が算出される。また直線での加gIo（確）＝oの（》Q）値から、貯留係数が算出される

D

以下に、解析手順について述べる。
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a，揚水試験開始後の経過時間t（sec）における水位低下量と揚水量の比So／Q（sec／皿2）

を、次式で算定する。

〔殉一％

　ここに、（SDIQ）［＝揚水試験開始後の経過時間tでの水位低下量と揚水量の比　（s㏄／m2）

　　　　　　So＝水位低下量　［一定］（m）

　　　　　　Q、：揚水試験開始後の経過時問tにおける流量　（m31sec）

b．片対数紙上の算術目盛（縦軸）に水位低下量と揚水量の比》Q（sec／m2）を、対数目

盛（横軸）にt／r2（sec／m2）をとり、プロットする。

c，恥g（げr2）一s♂Q曲線の直線部における傾きmpと、Log（げ！）＝0の時の（SヅQ）を求め、

次式から透水量係数および貯留係数を算出する。

　　　1　　　1
T＝　　　　×
　加91。84㎜ρ

　　4TS＝
　　わP
　10所’8γ

傷一〔％瓜〔レ戸

③回復法の解析方法

　解析式は以下のとおりである。

雄加婦・番加嗣

ここに、△s：揚水試験開始前の初期水位との水位差

　　　　Q：揚水量　（m3／s㏄）

　　　　T＝透水量係数　（m2／sec）

　　　　t’＝揚水停止後の経過時間　（sec）

　　　　t＝揚水試験開始以降の経過時間　（sec）

（m）

　揚水試験開始前の初期水位との水位差△s（m）を縦軸に、（脚）の対数を横軸にとった

片対数グラフを作成し、得られた直線部の傾きから透水量係数が算出される。なお、

この解析方法では、貯留係数を求めることができない。

　以下に、解析手順について述べる。

a．揚水試験開始前水位So（m）と揚水停止後の経過時間tI（sec）における水位St・（m）との

水位差△s（m）を次式で算定する。

　△5＝50－SfI

b．片対数紙上の算術目盛（縦軸）に初期水位との差△s（m）、対数目盛（横軸）に醒を
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とりプロットする。

c．Log　tlt『一△s曲線の直線部の傾きmを求め、次式から透水量係数を算出する。

　　　1　　9
T；　　　　●
　乙0910ε　　4π’π

　ところで、揚水試験開始前の初期水位との水位差△Sは、

　△5＝△P＝P－P
　　　　　「　　　　　　輔■

であるので、回復法の解析式は、以下のように表現できる。

窺一一加爺・番加賦篭虚〕・君

ここに、Pw；回復試験時の試験区間圧力　（kPa）

　　　　Pi：初期圧力　（kPa）

（tp＋△ty△t＝Homer’s　time　（一）

　　　　tp；揚水試験に要した時間　（sec）

　　　△t　l揚水停止後の経過時間　（sec）

　この式をHomerの式（Homefs　equation）といい、回復試験時の試験区間圧力を縦軸
に、Honer’s　timeの対数を横軸にとった片対数グラフをHomer’s　plotと呼ぶ（8）。Homer’s

plotで得られた直線部の傾きから、回復法と同様、透水量係数が算出される。また、
直線部におけるLoglo（（tp＋△t）／△t）＝0の時の圧力値をP★（P　star）という（8）。一般的に、

P★は初期圧力Piに相当するが、貯留層の状態や試験状況が下記の条件を満たさない場
合、P★はPiに等しくならないと言われている（8）。

a．地下水の流れが2次元放射状流であること。

b．貯留層が等方・均質であり、流体の物性（密度や粘性度）が一定である。

c．揚水試験から回復試験への移行は非定常状態である（揚水試験時の圧力応答が対数

近似式で表現できる）。
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④Agarwal法の解析方法
　解析式は以下のとおりである。

鹸一粛斎国綴〕　誰一卿」

　ここに、△S，1回復試験開始時の水位との水位差　（m）

　　　　　T：透水量係数　（m21sec）

　　　　　tp；揚水試験に要した時間　（s㏄）

　　　　　△t：回復試験の経過時問　（sec）

　　　　　　r：試錐孔半径　（m）

　　　　　Q：揚水量　（m3／sec）

　　　　　　S＝貯留係数　（一）

　　　　　γ：オイラー定数（＝0．5772）

（Φ・△t）／（tp＋△t）：Agarwal　time（e㏄ecIive　Iime）

　回復試験開始時の水位との水位差△s，（m）を縦軸に、Agarwal　dme（effective　d皿e）

の対数を横軸にとったグラフを作成し、得られた直線部の傾きから透水量係数が算出

される。また直線でのLoglD（Agalwal　time）＝0の△s，値から、貯留係数が算出される。

　以下に、解析手順について述べる。

a，回復試験開始後の経過時間△t（sec）における水位回復量△s，（m）を、次式で算定す

る。

△5＝s
　r 　一5△’　　　△偉o

ここに、△s，1水位回復量　（m）

　　　s△凶1回復試験開始時の初期水位　（m）

　　　　sム、1回復試験開始からの経過時間△tにおける水位　（m）

b．片対数紙上の算術目盛（縦軸）に水位回復量△s，（m）を、対数目盛（横軸）に（Φ・△

t）／（tp＋△t）（s㏄）（以下、e．tとする）をとり、プロットする。

c．Log　e・卜△Sr曲線の直線部の傾きmと、Log（e．t）冨0の時の△s，を求め、次式から透水

量係数および貯留係数を算出する。

Tニ

1
●

G
Lo8】08　4π旧

　　4T5＝

　　互
　10朋召γ72

わ＝△㌦80，ぞ．f＝。
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7　3．2　解析結果
　以下に、グラフ解析結果について述べる。

1）No．1測点

①剛1
　PWlのグラフ解析結果を表7．3．3に示す。

　PW1の解析は、図7．3．3（1）に示すCooper法の解析図、および図7，3．3（2）に示すHvorslev

法の解析図を使用した。図7．3．3（1）では、前半が欠如しているものの標準曲線α＝10’i

にマッチングし、地盤の貯留効果の影響をうけていると考えられる。図7．3．3（2）では、

下方に大きく湾曲している。Hvorslev法の透水係数の算出は、水位回復量の大きい前

半の傾きより求めた。

　PW1の代表値は、Cooper法より得られた値を採用した。

表7．3．3No．1測点のPWl解析結果

解析方法
透水量係数（皿2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

Cooper法 3．OE－08 4．5E－09 4．6E－06 6．9E－07

HVQrslev法 9，3E－08 1．4E－08

ゴシック体；採用値

②SW・SWS
　SWのグラフ解析結果を表7．3、4に示す。

　SWの解析は、図7．3．4（1）に示すCooper法の解析図、および図7．3．5（2）に示すHvorslev

法の解析図グラフを使用した。図7．3．4（1）では、後半が欠如しているものの標準曲線α

＝1α3にマッチングし、地盤の貯留効果の影響をうけていると考えられる。図7．3．4（2）

では、水位回復量が少ないため、湾曲傾向が認められない。Hvorslev法による透水係

数の算出は、水位回復量の大きい前半の傾きより求めた。

　SWの代表値は、Cooper法より得られた値を採用した。

表7．3．4　No．1測点のSW解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（11m）

Cooper法 2．8E一｛）7 4．2E－08 1．3E－04 1，9E－05

Hvorslev法 4．OE－07 6．OE－08

ゴシック体1採用値

③RW・RWS
　RW・RWSのグラフ解析結果を表7．3．5に示す。

　RWの解析は、図7．3．5に示すJacob法の解析図を使用した。図7．3．5では、前半・

後半の2つの傾きを有する直線が得られ、多層地盤の傾向であると考えられる。
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　RWSの解析は、図73，6に示す回復法の解析図，Homer’s　plotおよびAgarwal法の解

析を使用した。図7．3，6では、前半・後半の2つの傾きを有する直線が得られ、多層地

盤の傾向であると考えられる。HomefsplQtから求められたP★換算水頭は、試験前半

部分で標高165．Olgm、後半部分で標高162，415mである。

表7．3．5No．1測点のRW・RWS解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1！m）

Jacob法※1
① 1．77E－07 2．66E－08 1．l　l　E－03 1．67E－04

② 2．90E－07 4．35E－08 5．02E－06 7．52E－07

回復法超
① 1．39E－07 2，08E－08

② 1．59E－06 2．38E－07

① P★（kPa）＝1793．366H★（標高m）＝165．0重9HomefSPlot※3

② P★（kPa）＝1767．981H★（標高m）＝162．415

Agarwa1法　　※4 ① 1．39E－07 2．08E－08 3．55E－03 5．33E－04

② 1．59E－06 2．38E－07 （4．38E－36） （6．57E－37）

※11①～②は図7．3．5の直線①～②の傾き

※2～4：①～②は図7．3．6の直線①～②の傾き、戸★は圧力計設置深度（155，192mabh）での値

（　）内は参考値

④PW2
　PW2のグラフ解析結果を表7．3．6に示す。

　PW2の解析は、図7．3，7（1）に示すCoopcr法の解析図、および図7．3．7（2）に示すHvorslev

の解析図を使用した。図7．3．7（1）では、前半が欠如しているものの標準曲線α＝10’且に

マッチングし、地盤の貯留効果の影響をうけていると考えられる。図7．3．7（2）では、下

方に大きく湾曲している。Hvorslev法の透水係数の算出は、水位回復量の大きい前半

の傾きより求めた。

　PW2の代表値は、Cooper法より得られた値を採用した。

表7．3、6No．1測点のPW2解析結果

解析方法
透水量係数　　〕　（mツsec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1！m）

Cooper法 3．6E－08 5．4E－09 4．6E－06 6．9E－07

Hvorslev法 1．OE－07 1。5E－08

ゴシック体＝採用値

一一7
91

一



1．000

0 000

試験結異

隔（m）＝3，44E－04

rlml＝o，05

L〔醗〕＝6，67

T（m／s㏄／＝3．OE－OB

k（m／s6c）＝4．5E－09

S（一1＝4．6E－06

Ss（1／m）＝6．9E－0ア 2

10

OD1 o 1 O 1
β

1 0 聖 0 †00．0

D 1 o．1 口．0

　50c

10．0
100 0

図7．3．3（1）No．1測点PW1の解析グラフ（Cooper法）

10口oo

10て旧

1凹

10

暦

（ti，h1）

（t～，h3〉

隔1　》i3．44E－04

r（m〉＝o，05

L（m）＝6，67

t1〔sec）＝O．396

tz lsec）＝2．375

h1
1m）＝6．86359

h2（m）＝3．呂3199

T（m2／sec）＝9，3E 08

k（m／sec）iT．4E－08

甘 2
m　i　n

3 4 5

図7．3．3（2〉NQ．1測点PW1の解析グラフ（HvorsIev法）

一7 92一



1．0［旧

0 DOO

試験結果

㎞（m）＝O．01785

r（m〉＝0．05

L（m〕＝6．67

丁（mZ／sec）＝2．8E－07

k（m／secl＝4．2E－03

S（一）＝1．3E－04

Ss（1／m）＝1．9E－05 1

001 0 口 o 1
β

1．0 10．0
100 D

I　o o 10　 o 10　 o 1000 0 100000 0

図7．3、4（1）No．1測点SWの解析グラフ（Cooper法）

1田田

10皿

1

匪

（t1，h1）

R■（m）岨．OIア85

r（m〉＝0．05

L（m〉＝6．67

t・（s㏄）；64．116

！2（sec）＝719．525

h・ （m）二10．26139

hz（m）＝7．35500

T（m～／5ec）i4．OE 07

k（m／sgc）＝6．OE 08

（ヒ2，h2）

5 10

論

図7、3．4（2〉No．1測点SWの解析グラフ（Hvorslev法）

793



・△PO水理パラメ

タ算出点

畠dP／d　Ln　t

畠 馳
● o

■り　　　　一　’　　帥

△

▽．　　　●

津

　6畠　　　　亀　●△　　・

試験区閤とバルブで仕切られた地上部配管内との圧力差により一時的に鴻圧レた

1．OE＋OO　　　　　　　　　　　1．OE＋Ol　　　　　　　　　　　1．匪＋02

6

亀

直線

　幽　　　凸　A
　　△・　　　　　凸
轍邑』　　幽

△

凸

　‘
　　　　●

畠

　　　　　6　凸　A　　　・A凸　畠
o

・　　　　　6A
　　一　　　A　A

　　1．Q∈＋03

経過時間ヒ（seo〉

A

A

ム

1．OE相4

●

6

直線含

』　　■

6・●6
6　　血　　　畠

ム

▲

血

8

血

6

轟

1，0E＋05

1．DE＋D3

1，DE＋D2

1，DE＋01

1，DEやOO

　　1，DE－DI
1．α三＋Q6

o
Φ
の

＼
邸L
ヱ

←

⊆

一
u
＼
臥u

o

5

曾lo

9，

ぐ

拠
蝉

卦15

20

25

1．OE舶

試験区闇とパルブで仕切ら れた地上部配管内との
圧力差によ り 時的に減圧 した，

9

7／25 o：oア

水質モiタルグ装置

への流量調整実施

L韓＝6．670 o

O（時s醐弍．鰹一〇脚，245乏加 　n

初期EE力操算水位1地上m）一24．971（剛開』前）
直線①

●

直線1 直線②
t－il93 tli35129

IF9脚 t斤1
17239

o

昌51㈲i6．o師 △s1〔ml－15． 131 o

△67〔m〕；13． 188 △馳lm園7．4ア9

丁晴s的il．ηE 0 T‘㎡ 詣c）＝2．脚E Dア 直線②
ヒ〔 ／soじ： i2．66巳一肥 k曜 ec）凸4．35E 0巳

Sl
』1． 11E－03 S（ ｝己5．02E 06

SS 、1！m）⊇1．67E姻 ＄sl1耐面ア．52凹7
ア／26採水実施1ア：05

1．OE縛1 1．OE絢～ 1．OE＋03

t（s㏄）

1，DE＋04 1．OE←05 1，0E＋Q6

図7．3．5 No．1測点RWの解析グラフ（Jacob法）

（上　両対数グラフ・デリバティブプロット　下　解析グラフ＞

一7 94一



1，DE＋03

1，0E＋02

邸

」
メー1．OE＋01
L
ぐ

盧．OE＋00

◎△P
O水理パラメータ算出点
・dP／dLn（e・t〉，

1，0E－01

　　1，0E＋OO 1，0E＋01 1．0∈＋D2 　　　1．OE＋D3　　　　　　　　　1，0E＋04

tp・At〆（1P←△t）（s㏄）

直砺

1．OEゆ05

1．OEや03

1，0Eヶ02

　　　で
　　　　Φ
　　　　切
　　　＼　　　　ぼ
　　　象

Lo巨＋o吟

両対数グラフ・デリバティブプロット

25

四

　15

宕

著

導、。

5

o
里．〔E欄

L㈲お．670

q（㎡／瓢図．陥245伽n
tp（蜘蝦備17聞田
初肌 王力換算雄1地加）マ4．9ア1（1醐前）

直線⊃ 醐り
（t／ゼ）F73，珊 （監／1’ 11＝1，969

（t／ゼ）メq・㎝ （【／f）FL8凹
一

As【㈲＝7．郵 △Sl（m風㈱

凸s2回＝2、珊 △晃（m）』・065 o o

T㎞2／s㏄〉il．畑7 1（ず／s㏄）＝1．㎜

k婦蹴1冨2．㎝ k（m／sd＝2．脚

，

直撮⊃　

薗ゆ 診
i

　I

F

1，0臼Ol 1．α≡“）2 1、㈱
†／ゼ

1．旺掴 1．〔師 1．〔E燭

解析グラフ（回復法）

1800

1750

1700

㎝

」x
し

R
　1650出
暫

凶
讃
属

　1600

1550

1500

　1．OE柑O

直線② 1

画課D1
』

●■

9 o
L（の霊6．6アOO（■／sec｝［4、OSE

0脚．2454m旧竃P（secl【剛経過時閻i1753gq

1
巳

：
■線箔｛〔【P＋4て〕／ムヒ

1＝1，969

1，0E＋01 1．OE＋02 　1，DE＋（〕3

（△t＋tp）／△t

1．OE←Q4 1．OE弓G5 1．OE櫛

解析グラフ（隔rrer’s　pIot）

　IB

　16

　14

　12
宕

φ10
ぐ

咽

“　8
回
蝉
耗

　　6

　　4

　　2

　　0
　　1，0E一田

1．〔ml≠6．6700げ〆5ec）i4．08ε那＝0245‘／m旧竃pl5ec）ゴ腿過日肖間116394初朋圧力換算水位〔地上m｝2ア．220（R弼闇始直前1

直線①

直腺②

直線

1・4．羅一謁Ss〔1／m）而．5アE－3ア

1 i

1

噂

「

1．GE初O 1，DE＋D1 1．eE田2　　　　　　　1曽OE＋03

ヒP・△【／（ヒP卜△t）（3ec）

1．OE÷04 1．DE＋D5 ↑．OE＋06

解析グラフ（Agarwal法）

図7．3．6No．1測点Rおの解析グラフ

一7－95～7－96一



1．oo　o

0 OOO

試験結果

OO1 o 1 O．1

β

1 0 1　、0 100 D

o．1 O．1 盤
I　o o 1DO 0

図7．3．7（1）No．1測点PW2の解析グラフ（Cooper法）

10000

10C旧

1

（t1『h1）

〔t～，h2）

1 2
m　i口

3 4 5

図7．3．7（2）No．1測点PW2の解析グラフ（HvorsIev法）

7 97



2）No．2測点

①HWl
　HW1のグラフ解析結果を表7．3．7に示す。

　HW1の解析は、図7．3．8に示すJacob　a皿dωhman法の解析図を使用した。

　この試験は、管内損失の影響で有意なデータが得られず、算出値は参考値である。

表7．3，7　No．2測点のHWl解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／s㏄） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

JaCQb　and㎞hman法

（1．63E－03） （1．50E－05） （8、38E－05） （7．73E－07）

（〉内は参考値

②HW2
　HW2のグラフ解析結果を表7．3．8に示す。

　HW2の解析は、図7．3．9に示すJacob　and　Lohman法の解析図を使用した。

　この試験は、管内損失の影響で有意なデータが得られず、算出された値は参考値で

ある。

表7、3．8　No．2測点のHW2解析結果

解析方法
透水量係数（皿2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1加）

J＆cob　andLohman法 ① （1．46E－03） （L35E－05） （1．24E－10） （1、14E－12）

② （1．78E－03） （L64E－05） （151E－10） （1．39E－12）

①＝HWlの初期値を基にSoを算出した②＝HW2の初期値を某にSoを算出した

（　1内は参考値

③冊sl
　HWS1のグラフ解析結果を表7．3．9に示す。

　HWS1の解析は、図7．3．10に示す回復法の解析図，Homefs　plotおよびAgarwal法

の解析図を使用した。

　この試験は、管内損失の影響で有意なデータが得られず、算出された値は参考値で

ある。
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表7，3．9No．2測点のHWSl解析結果

解析方法
透水量係数　（m2！sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

回復法 （4．70E－04） （4．34E－06）

H・mer’spl・1却 （P★（kPa）＝207．844　H★（標高m）＝161、332）

Agarwa1法 （4．70E－04） （4．34E－06） （7．93E－01） （7．32E－03）

※h　P★は圧力計設置位置（地上2，760m〉での値

（〉内は参考値

④HW3
　HW3のグラフ解析結果を表7．3、10に示す。

　HW3の解析は、図7．3．11に示すJacob　and　Lohman法の解析図を使用した。

表7．3．10　No．2測点のHW3解析結果

解析方法
透水量係数（m21sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（11m）

Jacob　andLohman法

5．98E－04 5．52E－06 3．12E－04 2．88E－06

⑤HWS2
　HWS2のグラフ解析結果を表7．3，11に示す。

　HWS2の解析は、図73．12に示す回復法の解析図，Homer’s　plotおよびAg肛wal法

の解析図を使用した。Homer’s　plotから求められたP★換算水頭は標高160．176mであ

る。

表7．3．11No．2測点のHWS2解析結果

解析方法
透水量係数　　つ　（mヲsec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／皿）

回復法 4．83E－04 4．46E－06

H・mefspl・t※】 P★（kPa）＝195．926H★（標高m）＝160．176

Agarwal法 4．83E－04 4．46E－06 1．63E－02 1．50E－04

※1：P★は圧力計設置位置〔地 E2．760皿）での値
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3）No．3測点

①HW
　HWのグラフ解析結果を表7．3．12に示す。

　HWの解析は、図7．3．13に示すJacob　and㎞hman法の解析図を使用した。

表7．3．12No．3測点のHW解析結果

解析方法
透水量係数（m21sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

Jacob　andLohman法 1．10E－04 1．48E－06 （3．15E－16） （426E－18）

（　）内は参考値

②HWS
　HWSのグラフ解析結果を表7．3，13に示す。

　HWSの解析は、図7．3．14に示す回復法の解析図，Homer’s　plotおよびAg㎜al法の

解析図を使用した。図7．3．14では、前半・後半の2つの傾きを有する直線が得られ、

多層地盤の傾向であると考えられる。HQmer’s　plotから求められたP★換算水頭は、試

験前半部分で標高158．890m、後半部分で標高160．064mである。

表7．3．13No．3測点のHWS解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（11m）

回復法※畳
① L22E－03 L65E－05

② 1．61E－04 2．18E－06

Homefs　plot　　選2 ① p★（kpa）＝178．g88　H★（標高皿）＝158．890

② P★（kPa）＝190．500　H★（標高m）＝160．064

Agarwal法　　※3 ① 1．22E－03 1．65E－05 （3．38E－199） （4，56E－201）

② 1．61E－04 2．18E－06 （6．21E－25） （8．39E－27）

※1～3：①～②は図7．3．14の直線①～②の傾き、P★は圧力計設置位置（地L3．260m〉でヴ）値

〔）内は参考値
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4）No．4測点

①HW
　HWのグラフ解析結果を表7，3．14に示す。

　HWの解析は、図7．3。15に示すJacob　and　Lohman法の解析図を使用した。Jacob　and

レ｝hman法の解析図では、前半・後半の2つの傾きを有する直線が得られ、多層地盤

の傾向であると考えられる。

表7．3．14No．4測点のHW解析結果

解析方法
透水量係数（m21sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1！m）

Jacob　andL（》hman法 ① 3，71E－04 9．10E－06 （8．82E－17） （2．16E－18）

② 2．10E－04 5．16E－06 3．06E－08 7．52E－10

①～②1図7．3．15の直線①および直線②の傾き

（　）　内はε．考イ直

②HWS
　HWSのグラフ解析結果を表7．3．15に示す。

　HWSの解析は、図7．3．16に示す回復法の解析図，Homer’s　plo1およびAgarwal法の

解析図を使用した。図7．3．16では、前半・後半の2つの傾きを有する直線が得られ、

多層地盤の傾向であると考えられる、Homefs　plotから求められたP★換算水頭は、試

験前半部分で標高157．058m、試験後半部分で標高157．941mである。

表7．3．15No．4測点のHWS解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

回復法※且 ① 1．87E－03 4．59E－05 ～～

② 4．09E－04 1．00E－05

Homeゼs　plot　　※2 ① P★（kPa）ニ161，604H★（標高m）＝157．058

② P★（kPa）＝170．556H★（標高m）＝157．941

Agarwal法　　巌3 ① 1．87E－03 4，59E－05 （7．65E－96） （L88E－97）

② 4．09E－04 1．00E－05 （5．19E－19） （1．26E－20）

※1～31①～②は図7．3．16の直線①～②の傾き、P★は圧力言1・設置位置（地上3．200m〉での値

（）内は参考値
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5）No．5測点

①HW
　HWのグラフ解析結果を表7．3．亘6に示す。

　HWの解析は、図7．3．17に示すJacob　and　bhman法の解析図を使用した。

表7．3．16No．5測点のHW解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1！m）

Jacob　andLohman法

6．33E－04 1．53E－05 （2。38E－14） （5．76E－16）

〔〉内は参考値

②HWS
　HWSのグラフ解析結果を表7．3．17に示す。

　HWSの解析は、図7．3。18に示す回復法の解析図，Homer’s　plotおよびAgarwal法の

解析図を使用した。図7、3．18では、前半・後半の2つの傾きを有する直線が得られ、

多層地盤の傾向であると考えられる。Homefsplotから求められたP★換算水頭は、試

験前半部分で標高156．879m、後半部分で標高157．901mである。

表7．3．17No5測点のHWS解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

回復法※1
① 1．92E－03 4．66E－05

② 6。OIE－04 1．46E－05

Homeゼs　plot　　※2 ① P★（kPa）＝159．647H★（標高m）＝156．879

② P★（kPa）二169．671H★（標高m）＝157．901

Ag紅wal法※3
① ！．92E－03 4．66E－05 （3．76E－49） （9．I　IE－51）

② 6．Ol　E－04 1．46E－05 （7．89E－i4） （L91E－15）

※1～3＝①～②は図7．3．18の直線①～②の傾き、P★は圧力計設置位置（地上3．220皿）での値

（）内は参考値
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6）No．6測点

①HW
　HWのグラフ解析結果を表7．3、18に示す。

　HWの解析は、図7．3．19に示すJacob　and　Lohman法の解析図を使用した。

表7．3．18No．6測点のHW解析結果

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

Jacob　an（1Lohman法

5．30E－04 8．正2E－06 5．97E－06 9．14E－08

②HWS
　HWSのグラフ解析結果を表7．3．19に示す。

　HWSの解析は、図7．320に示す回復法の解析図，Homer’splotおよびAgawal法の

解析図を使用した。図7．3．20では、前半・後半の2つの傾きを有する直線が得られ、

多層地盤の傾向であると考えられる。Homefs　plotから求められたP★換算水頭は、試

験前半部分で標高155．982m、後半部分で標高158．855mである。

表7、3．19No．6測点のHWS解析結果

解析方法
透水量係数　　つ　（mツsec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m）

回復法※1
① 4．03E－03 6．17E－05

② 4．69E－04 7．19E－06

Homefs　plot　　※2 ① P★（kPa）＝148．984　H★（標高m）＝155．982

② P★（kP＆）＝177．172　　H★（標高皿）＝158．855

A解wal法※3
① 4．03E－03 6．17E－05 （6．01E－58） （9．21E－60）

② 4．69E－04 7．19E－06 7．50E－05 1．15E－06

※1～3＝①～②は図7．3．20の直線①～②の傾き、P★は圧力計設置位借（地上3、410皿）での値

（）内は参考値
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7．3．3　グラフ解析結果のまとめ

1）間隙水圧および水頭

　間隙水圧の換算は、間隙水圧計の値を試験区間上端深度（上部パッカー下端深度）

にかかる水圧に換算し、これを間隙水圧とした。なお、No．1測点の間隙水圧は、PSR

終了時の値を採用した。

　表7．3．20に各測点の間隙水圧および水頭を示す。

表7，3．20　試験区間の間隙水圧および水頭（実測値）

測点 試験区間深度　　（mabh）

圧力計深度※且（mabh）

測定圧力（kg∬cm2） 間隙水圧※2　　（kPa） 水頭

地上（m） 標高（m）

1 157．45～164．12

155，192 18．0107 1789，001 24，915 162，300

2 171．800～280，170

2，760 2，102 1918，640 23，780 16L165

3 431．418～505，500

3，260 1，907 4451，268 22，330 159，715

4 388．902～429，679

3，200 1，762 4019，373 20，820 158，205

5 345，901～387，176

3，220 L691
3590，764 20，130 157，515

6 279．398～344，670

3，410 L803
2951，221 21，440 158，825

※1；圧力計設置深度について、No2～No．6測点は地上からの高さである

※21間隙水圧は、試験区間上端にかかる圧力に換算した。また、No・1測点の値はPSR終了時、No・2～

No．6測点の値は間隙水圧測定終了時の値である

一7－123一



2〉グラフ解析結果

　DH－12号孔で透水試験（PW，SW・SWS）と揚水試験（RW・RWS，HW，HWS）を
実施し、各々の試験結果から透水係数等の水理パラメータを算出した。この算出値の

評価は、透水試験と揚水試験で影響半径が異なること、今回使用した解析法の種類が

複数あることから、困難である。したがって、現場水理試験のグラフ解析結果につい

ては、試験区間の代表値を限定せず、各試験フェーズで得られた値を記載することと

する。表7．3．21（1）～（6）に、NQ．1～No．6測点で算出された透水係数等の水理パラメータ

を示す。

　No．3～No．6測点では、回復試験（HWS）の解析グラフに前半・後半の2つの傾きを

有する直線が得られ、後半の直線部分から算出された透水量係数は、前半の直線部分

から得られた値より1オーダー程度大きい。また、この回復試験後半の直線部分から

算出された透水量係数は、定圧揚水試験（HW）結果から算出された値とほぼ ・一致す

る傾向にあり、No．3測点で1×104m2！sec前後、No．4測点で2～4×104m2／sec前後、

No．5測点で6×104m2／sec前後、No．6測点で4～5×104m2！sec前後の値を示す。

7－124一一



表7．3．21（1）No．1測点のグラフ解析結果

試験方法
試　　験フェーズ

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（m／soc） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m） P★

備考
値（kPa） 換算水頭（標高m）

透水試験

PWl Cooper法 3．OE－08 4．5E－09 4、6E－06 6．9E－07
地盤の貯留効果が大きいため（Cooper法の標準曲線α＝10哨以上にマッチ）、Cooper法による算出値を採用

SW Cooper法 2．8E－07 4．2E－08 1．3E－04 1．9E－05

PW2 Cooper法 3．6E－08 5．4E－09 4．6E－06 6．9E－07

定流量揚水試験

躍
1．77E－07 2．66E－08 】．llE－03 1．67E－04 試験前半部分

RW・RWSで求められた透水量係数は、RWS後半部分を除けば1～3E－07m2／sec前後とほぽ一致する回復法（Homer’s　plot）とAgarwal法の算出値は、算出点が同じであれば、一致する

Jacob法
2．90E－07 4．35E－08 5．02E－06 7．52E－07 試験後半部分

RWS

1．39E－07 2．08E－08 試験前半部分
回復法

1．59E－06 2．38E－07 試験後半部分
Homeガs　plot 1793，366 165，019 試験前半部分

1767，981 正62，415 試験後半部分
1．39E－07 2．08E－08 3．55E－03 5．33E－04 試験前半部分

Aganval法
1．59E－06 2．38E－07 （4．38E－36） （6．57E－37） 試験後半部分

（）内は参考値

表7．3．21（2）No．2測点のグラフ解析結果

試験方法
試　　験フェーズ

解析方法
透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／皿） P★

備考
透水量係数（m2／sec）

値（kPa） 換算水頭（標高m）

定圧揚水　試験

HW3 Jacob　andLohm誼n法

5．98E－04 5．52E－06 3．12E－04 2．88E－06

HWl，HW2およびHWS1では、管内損失のため有効なデータが得られなかったHW3とHWS2で求められた透水量係数は、4～6E－04皿2／sec前後とほぼ一致する回復法（Homer7sploε）とAgarwal法の算出値は、算出点が同じであれば、一致する

HWS2
回復法 4．83E－04 4．46E－06

Homeビs　plot

195，926 160，176

Agarwal法 4．83E－04 4．46E－06 豆．63E－02 1、50E－04

表7．3．21（3）No3測点のグラフ解析結果

試験方法
試　　験　　　“フェース

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水量係数　（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m） P★

備考
値（kPa） 換算水頭（標高m）

定圧揚水　試験

HW Jacob　andLohman法

1．10E－04 1．48E－06 （3．15E－16） （4．26E－18）
HWから算出された透水量係数とHWS後半部分で算出された透水量係数はlE－04m2／sec前後とほぼ一致し、HWS前半部分から算出された値より1オーダー程度小さい回復法（Homefs　plot〉とAgarwal法の算出値は、算出点が同じであれば、一致する

HWS

回復法
1．22E－03 1．65E－05 試験前半部分
1．61E－04 2．18E－06 試験後半部分

Homer’s　Plot 178，988 158，890 試験前半部分

190，500 160，064 試験後半部分
1．22E－03 1，65E－05 （3．38E－199） （456E－201） 試験前半部分

Agarwa1法
1．61E－04 2．18E－06 （6．21E－25） （8，39E－27） 試験後半部分

（）内は参考値
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表7．321（4）No．4測点のグラフ解析結果

試験方法
試　　験フェーズ

解析方法
透水量係数　　う　（mツsec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m） P★

備考
値（kPa） 換算水頭（標高m）

定圧揚水　試験

HW Jacob　andLohman法 3．71E－04 9．10E－06 （8．82E－17） （2．16E－18） 試験前半部分
HWから算出された透水量係数とHWS後半部分で算出された透水量係数は2～4E－04m2／sec前後とほぼ一致し、HWS前半部分から算出された値より1オーダー程度小さい回復法（Homer’s　plot）とAg肛wal法の算出値は、算出点が同じであれば、一致する2．10E－04 5．16E－06 3．06E－08 7．52E－10 試験後半部分

HWS

回復法
1．87E－03 4．59E－05 試験前半部分
4．09E－04 1．00E－05 試験後半部分

Homer’s　plot 161，604 157，058 試験前半部分

170，556 157，941 試験後半部分

Agarwal法
L87E－03 4．59E－05 （7．65E－96） （L88E－97） 試験前半部分
4．09E－04 1。00E－05 （5．19E－19） （L26E－20） 試験後半部分

（）内は参考値

表7．3．21（5）No．5測点のグラフ解析結果

試験方法
試　　験　　　“フェース

解析方法
透水量係数（m2／sec） 透水係数（mlsoc） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m） P★

備考
値（kPa） 換算水頭（標高m）

定圧揚水　試験

HW Jacob　andLoh皿an法

6．33E－04 1．53E－05 （2．38E－14） （5．76E－16）
HWから算出された透水量係数とHWS後半部分で算出された透水量係数は6E－04m2／sec前後とほぽ一致し、HWS前半部分から算出された値より1オーダー程度小さい回復法（Homer7s　plot）とAgarwal法の算出値は、算出点が同じであれば、一致する

HWS

回復法
1．92E－03 4，66E－05 試験前半部分
6．OIE－04 1．46E－05 試験後半部分

159，647 156，879 試験前半部分Homer’s　plot

169，67i 157，901 試験後半部分

Agarwal法
1．92E－03 4．66E－05 （3．76E－49） （9．11E－51） 試験前半部分
6．OIE－04 1．46E－05 （7．89E－14） （L91E－15） 試験後半部分

（）内は参考値

表7．3．2正（6）No．6測点のグラフ解析結果

試験方法
試　　験フェーズ

解析方法
透水量係数（mZ！sec） 透水係数（m／sec） 貯留係数　（一） 比貯留係数　（1／m） P★

備考
値（kPの 換算水頭（標高m）

定圧揚水　試験

HW Jacob　andLohman法

5．30E－04 8．12E－06 5．97E－06 9．14E－08
HWから算出された透水量係数とHWS後半部分で算出された透水量係数は4～5E－04m2／sec前後とほぼ一致し、HWS前半部分から算出された値より1オーダー程度小さい回復法（Homefs　plot）とAgarwal法の算出値は、算出点が同じであれば、一致する

HWS

回復法
4．03E－03 6．17E－05 試験前半部分
4．69E－04 7．19E－06 試験後半部分

Homer’s　plot 148，984 155，982 試験前半部分

177，172 158，855 試験後半部分

Agarwal法
4．03E－03 6，17E－05 （6．OIE－58） （9．21E－60） 試験前半部分
4．69E－04 7．19E－06 7．50E－05 1．15E－06 試験後半部分

（）内は参考値
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7．4　MULTISIMによるシミュレーション解析

　MULrISIMによるシミュレーションは、水理試験結果に基づいて、試験区問の水圧

あるいは流量の経時変化を試験開始から終了までシミュレートすることによって、試

験区間の流動モデル，水理パラメータ，水頭および境界の影響を解明する事を目的と

して実施した。

　使用したシミュレーターは、Colenco　Power　Engineerhlg杜が開発した坑井シミュレ

ータMULrISIMである。

　MULHS五Mは、基本的には、有限差分法（FDM）や有限要素法（FEM）のような数

値解シミュレーションではなく、解析的に支配方程式を解く解析解シミュレーション

である。したがって、数値解シミュレーションで発生する数値分散等の誤差がないた

め、比較的安定したモデルパラメータを得ることが可能である（NAGRA　NTB95－02

で行われた解析手法と同等〉。

7，　4．　1　角翠析点数

　表7．4．1に、解析点数を示す。解析は、簡易解析と精細解析の2つのレベルを実施し

た。簡易解析は水理試験を行った6点すべてにおいて実施した。精細解析は、No．2～

No．4測点およぴNo．6測点の4点で実施した。

表7，4．1MULrISIMによるシミュレーション点数一覧表

測点
試験区問深度　（mabh） 簡易解析 精細解析

備考

No．1 157．45～164．12 ○ ｝

定流量揚水試験実施水理試験装置使用

No．2 17］ ．800～280．170 ○ ○
定圧揚水試験実施水理試験装置未使用

No．3 431．418～505．500 ○ O 定圧揚水試験実施水理試験装置未使用

No。4 388．902～429．679 ○ O 定圧揚水試験実施水理試験装置未使用

No．5 345．901～387．176 ○ 一

定圧揚水試験実施水理試験装置未使用

No．6 279．398～344．670 O O 定圧揚水試験実施水理試験装置未使用

合　　　　　計 6点 4点
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7　4．2　解析の手順

　図7．4．1に、解析の流れを示す。

　以下に、解析の手順について述べる。

1）簡易解析（図7．4．1の①～③〉

①流動モデルの決定（図7．4．1の①）

　各測点における試験フェーズのうち、任意のフェーズで解析プロットを作成し、デ

リバティブを評価することで流動モデルを決定する。必要であれば、複数の試験フェ

ーズについても同様な解析を行い、流動モデルやパラメータの一貫性について検討を

行う。

②　初期パラメータの推定（図7．4，1の②）

　個々の試験フェーズ毎、もしくは任意の試験フェーズで、両対数プロットでのデリ

バティブの安定性や従来からあるグラフ解析（回復法等）によって、水理パラメータ

（透水量係数および水頭）の大まかな推定を行う。

③　パラメータの更新（図7．4．1の③〉

　試験全体あるいはいくっかの試験フェーズで、圧力もしくは流量のシミュレーショ

ンを実施し、初期パラメータ値の更新を行う。パラメータの更新は、圧力もしくは流

量に関する逆解析により、試験結果と最も適合する水理パラメータを決定することで

行われ、その品質は、両対数グラフや片対数グラフの作成結果から確認する。また、

決定された水理パラメータについて、簡単な感度解析を実施し、パラメータの信頼性

を評価する。

2）精細解析（図7．4．1のa～b）

　精細解析は、簡易解析に引き続いて、解析結果の信頼性向．．ヒを図ることを目的とし

て、以下に述べる項目を実施する。

①最終的な水理パラメータの決定（図7．4．1のa）

　簡易解析で得られた流動モデルおよび水理パラメータを変化させ、シミュレーショ

ンあるいは逆解析を行うことで、最終的な流動モデルおよび水理パラメータを決定す
る。

②不確定性解析および感度解析（図7．4．1のb）

　精度の高い感度解析を行い、定量的に水理パラメータの不確定性を検討する。不確

定性の解析では、モデルの適合性とそれに関するパラメータとの間で良好な相関が得

られるように、不確定性の範囲を決定する。

　解析的に求めることのできない要素（掘削履歴等）の影響にっいても検討を行う。
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②両対数グラフでのデリバティブの安定性やグラフ解析から、水理パラメータの初期値を推定する

③試験全体あるいは個々の試験フェーズでシミュレーションを行い、パラメータ値を更新・決定する
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a．流動モデルおよび水理パラメータを変化させ、順解析・逆解析を行い、最終的な流動モデルおよぴ水理パラメータを決定する

b．不確定性解析および感度解析を行い、水理パラメータの信頼範囲を決定する
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　　　図7．4．1MULTISIMによる解析の手順
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7．4．3　解析結果
No．1～No，6測点の解析結果を表7，4．2に示す。各測点で実施したシミュレーション内容は、表7．4．3にまとめた。

　以下に、各測点の解析結果について述べる。

DH－12号孔で決定された流動モデルの概念図を図7，4，2に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表7，4，2　MULTISIMによる解析結果（主要な水理パラメータ）

試験区問　深度（mabh）

解析内容
流動モデル

　　透水係数上段、鴇搬／外側）下段：信頼範囲劇 　　透水量係数　　（m2／sec）上段：値（内側／外側）下段：信頼範囲※1 　　水頭　（標高m）　上段：値下段：信頼範囲

比貯留係数（1／m）

備考

モデル 境界

1 157．45～164．12

簡易
radial　composito（内側の半径：5m）

圧カー定（70m） 9．OE－08／2，0E－08 6．OE－07／1．3E－07 162．0
7，0E－7豪2 信頼できる結果

1，0E－08～4，0E－08 7，0E－08～2，7E－07 160～164

2 171，800～280，170

精細

o　radial　composite（内側の半径：94m）

無限遠方
6．1E－05／4，2E－06 6．6E－03／4．6E－04 158．6

1．OE－6豪2
試験区間上部との水理学的な接続の可能性

5，0E－05～7，0E－05 5．4E－03～7．6E－03 158～160

3 431，418－505，500

精細
　radial　composite（内側の半径12．3m）

圧カー定（約450～500m）または　　閉境界

6．5E・07／5．OE・06（最大値） 4．8E－05／4．OE－04（最大｛直） 160．1
1．OE－6※2

データ不足および試験区間上部との水理学的な接続による不確定性

＜1．OE－05 〈7．5E・04 160－161

4 388，902～429．679

精細
　rad貢al　composite（内側の半径：0．l　m）

線形非流動境界　（約400m） 4，9E－06／4，3E－05 2．OE－04／1，8E－03 159．65
1．OE－6※2

データ不足比較的信頼できる結果

2．OE■05～7．OE－05 8，0E－04～3．OE－03 159～160

5 345，901～387．176

簡易
　radial　composite（内側の半径：300m）

無限遠方

3．OE－05（最大イ直）／1．5E－05 1．2E－03（最ノくイ直）ノ6，3E－04 161．0
1．OE－6※2

データ不足および試験区問上部との水理学的な接続による不確定性

＜5，0E－05 ＜2．OE－03 160～165

6 279，398～344．670

精細
　radial　composite（内側の半径：230m）

圧カー定または　　閉境界
8．OE－05（最大値）／7．OE－06 5．2E・03（最大値y4．6E－04 169．2

1．OE響6※2

＜1，0E・04 ＜6．5E－03 161～171

赤宇がモデル代表値　1：透水Il係数および透水係数の信頼範囲は、モデル代表値の範囲である※2：比貯留係数は全測点とも内側一外側
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表7．4．3　シミュレーション内容一覧表
測点 試験　　辛フェース 流動モデル　決定 圧力内挿 　圧カフィツティング 　圧力シミュレーション 流量内挿 　流量フィツティング 　流量シミュレーション

1

COM
一 一 一 ○ 一 一 一

PSR
一 一 一 ○ 一

PWl
一 一 一 ○ 一 』

SW
一 一 一 ○ 『 一 一

SWS
　 一 一 ○ 一 一 一

四
O

一
O

一 ○ 『 一
RWS ○ 一

O
一 一 』 一

PW2
一 一 一 ○ 一 一 一

2

間隙水圧測定

皿
O

一 一 一 一 皿

HWl ○ 』 皿 一 一 ○

HW2
一 一 ○ 一 ○ 一 一

HWSl ○ 一
O

心 一 一 一
HW3

一 一
O

一 ○ 一
HWS2

　 一 一
O

一 一 一

3

間隙水圧測定

一
O

一
一　一

』 皿

HW
一 一 一 ○ ○ 一 一

HWS ○ 一
0

一 一 一 一

4

閻隙水圧測定

一
O

一 一 一 』 皿

HW
一 一 一 ○ ○ 　 一

HWS O
一

O
一 一 一 一

5

間隙水圧測定

一
O

一 一 一 』

HW
一 一 ○ 一 ○ 皿 一

HWS ○ ○ 一 ○ 一 一 一

6

問隙水圧測定

一 ○ 一 一 一 一 一

HW
一 一 一 ○ ○ 一 一

HWS ○ 一
O

皿 　 一 皿

流動モデル決定1両対数グラフ・デリバティブプロットから流動モデルを決定

圧力内挿：計測された圧力値をモデルに組込む

圧力フィッティング：圧力値による水理パラメータの最適化（逆解析〉

圧ガシミュレーション1流動モデルと水理パラメータを用いた圧力のモデル計算（順解析）

流量内挿；計測された流量値をモデルに組込む

流量フィッティング：流量値による水理パラメータの最適化（逆解析〉

流量シミュレーション1流動モデルと水理パラメータを川いた流量のモデル計算（順解析）
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radiaI　Gomposite　modeIの概念図

ボーりング孔

h

1
」

驚

境界条件
・無限遠方：貯留層の側方への広がりは無限
・定圧境界（定水位境界）：地下水の供給源が存在
・閉境界

一＿＿ 獣＿㌦r　｛

1

コ　　　　　　　　　　　　　　し　し　　　　　　　　　　　　　　じ

1〆一F一一一む一、一一・誹 　rin　　compositeの
　　　　　内側半径

　　h　　試験区間長
　　　　　（貯留層の厚み）

図7．4．2流動モデルの概念図
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1）No．1測点

　No．1測点では、簡易解析のみ実施した。

流動モデルは、RW・RWSの両対数グラフから、圧カー定境界を持つradial　co皿posiIe

と判断した。

　決定された流動モデルに従って、表7。4．3に示す内容のシミュレーションあるいは逆

解析を実施した。特に、RW・RWSは、試験区間の地層の情報を良く表していると考

えられ、この2つのフェーズの再現が重要と考えられた。ゾンデ移設は、観測された

圧力を内挿し、モデルに組み入れた。COM，PSR，PWl，SW・SWSおよびPW2では、

RW・RWSで決定したパラメータセットを使用してシミュレーションを行った。

　図7，4．3（1）～（3）に解析結果を示す。解析では、単一のパラメータセットで全ての試

験フェーズをよく再現することができた。圧カー定境界の形状については不明である

が、シミュレーションでは、円状（放射状）としている。

　No．1測点での水理試験では良好なデータが取得され、RW・RWSで決定された単一

のパラメータを全試験フェーズに適用し、良好な結果が得られた。

　透水係数，透水量係数および水頭のモデル代表値と信頼範囲は、composite内側の半

径が5mと小さいため、表7．4．2に示すように、composite外側の値である。
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2）No．2測点

　No，2測点では、精細解析を実施した。

　流動モデルはHWSlの両対数グラフから、無限遠方を有するradial　compositeと判断
した。

　決定した流動モデルに従って、表7。4．3に示す内容のシミュレーションあるいは逆解

析を実施した。間隙水圧測定およびHWlは、観測された圧力を内挿し、モデルに組

み入れた。HWlは、流量のシミュレーションを行ったが、水理パラメータの決定には

使用しなかった。HW2およびHW3は、観測された流量を内挿し、圧力のフィッティ

ングおよびシミュレーションを行った。HWSlも、圧力のフィッティングを行った。

HWS2は、圧力のシミュレーションを行ったが、水理パラメータの決定には使用しな

かった。

　図7．4．4（1）～（3）に解析結果を示す。解析では、単一のパラメータセットで（スキン

を除く。特に圧力損失が起きている場合には、違う値を使う）、全ての試験フェーズを

シミュレーションすることができた。しかし、HW1の流量はシミュレーションで再現

できなかった。

　図7、4．4（4）～（6）に不確定性解析および感度解析の結果を示す。最も感度の高い水理

パラメータは、地層の平衡圧力（水頭）であることが判明した。この水理パラメータ

は高い信頼性をもって決定された。表7、4．2に示す水理パラメータの範囲は、過去の経

験と、主要なパラメータを順解析および逆解析を行うことで求めた不確定性から決定

した。

　No．2測点の水理試験では高い品質のデータが得られたが、HWS2では、試験区間と

試験区間上部とが水理学的に接続している影響があるものと考えられる。しかし、そ

の影響は、HWS1およびHWS2では、圧力が回復することから、限定されたものであ

るといえる。

　透水係数，透水量係数および水頭のモデル代表値と信頼範囲は、co皿posite内側の半

径が94mと大きいため、表7．4．2に示すように、composite内側の値である。
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3）No．3測点

　No．3測点では、精細解析を実施した。

流動モデルは、HWSの両対数グラフから、圧カー定境界あるいは閉境界を持っradial

compositeと判断した。

　決定した流動モデルに従って、表7．4．3に示す内容のシミュレーションあるいは逆解

析を実施した。HWのデータが不足していたため、HWSのデータのみをデータ解析に

使用した。しかし、HWは、観測された流量を内挿し、試験の最後の点で圧力のフィ

ッティングを行うことで、シミュレーションを行った。

　図7．4．5（1）～（3）に解析結果を示す。解析では、単一のパラメータセットで全ての試

験フェーズをシミュレートすることができた。ただし、試験区問の圧縮率については、

HWとHWSとで違う値を使う必要があった。これは、シール材の影響によると思わ

れる。境界については、試験データの全プロファイルから圧カー定境界であると考え

られ、この境界はDH－12号孔からおよそ450～500mに位置しているものと考えられ
る。

　図7．4。5（4）～（6）に不確定性解析および感度解析の結果を示す。最も感度の高い水理

パラメータは地層の平衡圧力（水頭）であることが判明した。この水理パラメータは

高い信頼性をもって決定された。第7，4．2に示す水理パラメータの範囲は、過去の経験

と、主要なパラメータを順解析および逆解析を行うことで求めた不確定性から決定し
た。

　No．3測点の水理試験では高い品質のデータが得られた。試験区間上部と試験区間と

の水理学的な接続の可能性はあるが、HWSで、圧力が回復することからその影響は限

定されたものであるといえる。また、このことは、解析の結果判明した流動モデルに

は重要な影響を与えていない。HWでの圧カデータが不足しているが、解析の上では

限られた影響（スキンファクターと、試験区間の圧縮率）しか与えていない。HWS

の初期段階において、更に精細なデータがあれば井戸貯留をよりよく決定できたもの

と思われる。

　透水係数，透水量係数および水頭のモデル代表値と信頼範囲は、composite内側の半

径が2．3皿と小さいため、表7．4．2に示すように、composite外側の値である。
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4）No．4測点

　No．4測点では、精細解析を実施した。

　流動モデルは、HWSの両対数グラフから、線形非流動境界をもつradia】cQmposite

と判断した。

　決定された流動モデルに従って、表7．4．3に示す内容のシミュレーションあるいは逆

解析を実施した。HWでのデータが不足していたため、HWSのデータのみをデータ解

析に使用した。しかし、HWは、観測された流量を内挿し、試験の最後の点で圧力の

フィッティングを行うことで、シミュレーションを行った。

　図7．4．6（1）～（3）に解析結果を示す。解析では、単一のパラメータセットで全ての試

験フェーズをシミュレートすることができた。HWSの初期段階（井戸貯留係数の算出

に使用）に、観測データのノイズが認められるが、パラメータを算出する上で大きな

影響を与えていない。

　図7．4．6（4）～（6）に不確定性解析および感度解析の結果を示す。最も感度の高い水理

パラメータは地層の平衡圧力（水頭）であることが判明した。この水理パラメータは

高い信頼性をもって決定された。第7．4、2に示す水理パラメータの範囲は、過去の経験

と、主要なパラメータを順解析と逆解析を行うことで求めた不確定性から決定した。

　No鴻測点の水理試験では、HWでの圧カデータが不足している点を除けば、高い品

質のデータが得られた。HWSの中間期は、明らかに無限遠方のradial　compositeを示

しており、線形非流動境界の影響は終期に現れている。試験結果は比較的信頼性が高

いと思われる。

　透水係数，透水量係数および水頭のモデル代表値と信頼範囲は、composite内側の半

径が0、l　mと小さいため、表7．4．2に示すように、composite外側の値である。
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5）No、5測点

　No．5測点では、簡易解析を実施した。

　流動モデルは、HWSの両対数グラフから、無限遠方をもつradial　compositeと判断
した。

　決定した流動モデルに従って、表743に示す内容のシミュレーションあるいは逆解

析を行った。HWS開始直後でのサンプリング間隔に由来するデータの不足により、再

現性が不十分であったため、HWの解析を主とした。HWは、観測された流量を内挿

し、坑口標高を基に圧力のフィッティングを行った。HWSは、HWで決定した水理パ

ラメータを使用し、シミュレーションを行った。

　図7・4・7（1）～（2）に解析結果を示す。解析では、単一のパラメータセットで全ての試

験フェーズをシミュレートすることができた。しかし、HWで決定したパラメータで

は、HWSの再現性が悪かった。信頼できる範囲は、経験的に判断した。

　No5測点の水理試験では、HWSの開始時のデータが不卜分であることの影響を受

けている。また、試験区間と試験区間上部とが水理学的に接続している影響を受けて

いると考えられる。しかし、試験区間と試験区間上部との水理学的な接続は、HWS

での圧力回復が速いので、試験への影響は小さいと考えられる。

　透水係数，透水量係数および水頭のモデル代表値と信頼範囲は、composite内側の半

径が300mと大きいため、表7．4．2に示すように、composite内側の値である。
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6）No．6測点

　No、6測点では、精細解析を実施した。

　流動モデルは、HWSの両対数グラフから、圧カー定境界あるいは閉境界を持っradial

compositeと半ll断した。

　決定した流動モデルに従って、表7．4．3に示す内容のシミュレーションあるいは逆解

析を行った。HWのデータが不足していたため、HWSのデータのみを解析に使用した。

しかし、HWは、観測された流量を内挿し、試験の最後の点で圧力のフィッティング

を行うことで、良くシミュレートされた。

　図7・4・8（1）～（3）に解析結果を示す。解析では、全ての試験フェーズをシミュレート

することができた。HWSの初期で周期的な変動が認められたため、解析の前にデータ

処理をし、ノイズを除去する必要があった。したがって、HWS開始時間はある幅をも

っている。そのため、試験区間の圧縮率は不明であるが、中間期のデリバティブが非

常に安定しているので、解析には影響を与えていない。HWあるいはHWS初期のデ

ータは、大きな正のスキン効果があることを示している。これは孔内ストレーナーで

の圧力損失が原因であると考えられる。

　図7，4．8（4）～（6）に不確定性解析および感度解析の結果を示す。解析の結果、最も感

度の高い水理パラメータは地層の平衡圧力（水頭）であることが判明した。試験の不

確定性により透水量係数の上限についてのみ推薦できる。

　No・6測点の水理試験では、HWでの圧カデータが不足している点を除けば高い品質

のデータが得られた。試験区間と試験区間上部との水理学的な接続の影響を受けてい

るが、流動モデルには重要な影響を与えていない。解析の上では限られた影響（スキ

ンファクターと、試験区間の圧縮率）しか与えていない。HWSのごく初期段階ににお

いて、更に精細なデータがあれば井戸貯留をよりよく決定できたものと思われる。

　透水係数，透水量係数および水頭のモデル代表値と信頼範囲は、composite内側の半

径が230mと大きいため、表7．4．2に示すように、composite内側の値である。
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7．4．4　まとめ

　DH－12号孔における花商岩の水理学的な特徴として、長時間の揚水試験では高い透

水性を示し、幾つかの試験で認められた境界（一定圧力あるいは非流動）は、大きな

断層の存在を示唆していることが挙げられる。

　解析は、入手できた情報に基づいて実施した。多くの場合、情報とデータは良好で

あったが、本来使用する予定であった水理試験装置が多量の湧水のため使用できなか

ったこと，情報の不足，情報についての誤解，DH－12号孔の水理試験には適さない仮

定などに由来する要素を完全に除外することはできなかった。このことは、内側境界

の条件である試験区間の圧縮率、坑井貯留係数、スキンに影響したと考えられる。し

かし、地層に関するパラメータである透水量係数や水頭には影響しなかったものと考

えられる。

　水理パラメータについては、幾つかのケースでは、試験区間と試験区間上部との水

理学的な接続によって影響を受けており、その原因として、地層中の割れ目によりパ

ッカーをバイパスする流路が形成されたことやシール材による遮水が完全ではなかっ

たことが挙げられる。しかし、解析の結果判明した流動モデルは、radial　oompositeモ

デルであり、1inearflowモデルやsphen副nowモデルではないことから、上述した接

続は大きな影響は及ぼしていないと考えられる。

　DH－12号孔は自噴状態であり、上述した水理学的な接続の存在や、データおよび情

報に関する困難さにも関わらず、DH－12号孔の水理試験はよく解析され、花闘岩の水

理学的な特徴を明らかにした。

　既に実施された他のボーリング孔での水理試験の結果を利用できないので、今回の

解析結果の妥当性について、議論することができない。しかし、特に、水頭および水

理境界などについては、確認をするべきである。他のボーリング孔の結果と比較する

ことで、幾っかの仮定、例えばパッカーをバイパスする水理学的接続の影響や水理学

的に重要な断層の存在等を確認できる可能性がある。これらの比較検討は、広域流動

数値モデルを構築し、最適化する上で重要である。

　以下に、今後の試験への提言を示した。

a．割れ目の多い花闘岩であるので、水理学的な接続が予想される。幾つかのケースで

は、試験区間上部の圧力変動が、水理試験に関連していると考えられる。水理試験期

間全般にわたって、試験区間の周辺での精度の高い測定が必要である。マルチパッカ

ーシステムであれば、その測定に適当であり、掘削後、短期間の試験をした後に、試

錐孔内に設置して長期間の測定が可能である。

b．透水性が高い場合でも、試験を100～250時間継続している。試験時問を短縮する

ことで時間とコストを圧縮することができる。試験結果の精度を落とさずに試験時間

を短縮することは可能である。

c．更に、試験の項目を減らしたり最適化することも可能である。透水性の高い地層で

のパルス試験の実行は困難である。あるいはよりサンプリング間隔の短い測定器が必
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要である。

d．データサンプリングが、ケースによっては、初期では間隔が長すぎ、坑井周辺の情

報が欠落している。一方、終期では、サンプリング間隔を長くしても、重要な情報を

得ることはできる。

e．今回は、試験データを整理した後に解析を開始する方法を採用したため、リアルタ

イムのアドバイスは本業務には含まれなかった。今後、より効率的な試験を行うため

にオンラインサポートを行う場合、以下の項目を提案できる。

　・データを1日あたり2回送り、簡易解析を実施する。

　・試験の始まり（テストデザインや最適化）から、試験の終わり（条件や仮定の

　　検証、質問への回答、試験概要のまとめ等）までの現地で一連の試験プログラ

　　ムを支援する。専門技術者の常駐

f．MUUISIMの条件ファイルを精細解析後に提供することが可能である。この条件フ

ァイルを使い更に感度解析を行うことができる。
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7，5　FEMによるシミュレーション解析

　今回、DH－12号孔で行った水理試験結果のグラフ解析では、透水試験はCooper法お

よびHvorslev法を、揚水試験はJacob法，Jacob　and　Lohman法，回復法およびAgarwal

法等を用い、水理パラメータを算出した。

　試験区間の代表値は、透水試験の場合、Cooper法およびHvorslev法によって求めら

れた値の小さい方を採用（JNCと協議の結果）している。しかし、揚水試験の場合、

影響範囲が広範囲にわたることから、Jacob法，Jacob　and　Lohman法，回復法および

Agarwal法等のグラフ解析では、地盤の性状等からいくつかの傾きを有する直線部分

が得られ、地盤の代表値を決定することは難しい。よって、今回は、試験区間の透水

性を総合的に把握するため、2次元FEMによるシミュレーションを行うことにより、

解析的に代表値を選定した。

7．5．1　FEM浸透流解析
　シミュレーションには、飽和・不飽和浸透流解析プログラムAC－UNSAF2Dを使用

した。以下にAC－UNSAF2Dの扱うことのできる問題について簡単に示す。

a．不飽和領域の地下水挙動予測に適用でき、飽和領域の挙動は不飽和挙動の特殊なケ

ースとして扱うことができる。

b．二次元断面や軸対象場を主に扱うことができる。二次元平面では幾分機能は限定さ

れるが扱うことができる。

d．浸出面問題，降雨問題，変動水頭境界および井戸貯留問題に対応できる。

e．地盤の異方性や不均質性を考慮できる。

£動水勾配一定（定歪み）の三角形有限要素を用い、利便性の観点から二つの三角形

を合わせた四角形形状要素を導入することができる。

g．定常・非定常解析に対応し、変換ツールの利用によりリスタート機能を有する。
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7．5．2　解析方法
　解析モデルは、二次元軸対象飽和モデルを採用した。解析手順を図7．5，1に示す。

　地層区分は、解析グラフで2～3っの異なる傾きを有する直線が得られる傾向にある

ことから、3層に推定した。各層の距離は、表7．5．1に示すとおりである。イメージモデ

ルを図7．5．2～図7．5．4に示す。

　解析は、この3層の透水係数および貯留係数をパラメータとして、解析的に行った。

表7．5，1　各層の距離

測点
井戸中心からの距離

1層 2層 3層

1 10cm
100c皿 100㎞2 10cm 100cm

100㎞3 10cm 100cm 100km

4 10cm 100cm 100km

5 1O　cm
100cm 100km

6 10cm 100cm 100km
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①　乱れの少ない揚水試験結果の回復過程より地盤形状を想定

旦
②二次元軸対象モデルを作成

③　試験データのふらつきが少なく流量制御等の誤差を含まな　い回復過程のグラフ解析結果を初期入力値とする

④入力値を変化させ、試験データと重なるまで繰り返す　　（試験データ1現場で得られた揚水・回復過程のデータ）

旦
⑤　重なりが悪い場合、①に戻り地盤の形状を変える

⑥　揚水・回復過程の重ね合わせの良好な値を解析値とする

具
⑦解析値とグラフ解析値を比較し代表値を決定する

図7．5．1FEMによる解析の手順
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各層の距離は推定距離
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7．5．3　解析結果
　グラフ解析結果およびFEM解析結果で得られた値を表7．5．2に示す。グラフ解析結果より得られた値の層区分は、透水試験の値をモデル上の1層（近傍）、揚水試験の前半の傾きから得られた

値をモデル上の2層（中位）、揚水試験の後半の傾きから得られた値をモデル上の3層（遠方）に害I／り当てた。

　DH．12号孔の水理試験データに最も適合するモデルは、3層地盤モデルであった。各層の透水係数の分布については、No．1測点は1層（井戸近傍）が極めて透水性が低く遠方に行くに従い透水

性が高くなる傾向を示し、No．2～No．6測点は1層（井戸近傍）が極めて透水性が低く、2層（中位）が最も透水性が高い傾向であった。

　以下に、解析の詳細について述べる。

表75．2　グラフ解析結果およびFEMによる解析結果（No・1～No・6測点）

測点

試験方法 解析手法
透水量係数（m2／sec） 貯留係数（一）

1層（近傍） 2層（中位） 3層（遠方） 1層（近傍，10cm） 2層（中位，l　m） 3層（遠方，100㎞）

1 定流量揚水試験
グラフ解析結果

揚水過程 36E　O8～30E　O8 1．8E－07 2．9E－07 46E－06 1．1E－03 5．OE－06

回復過程 28E　O7 1．5E－07～2．OE－07 3．5E－07～3．4E－06 13E〔珂 2．6E－04 1．9E－07

解析結果 揚水・回復過程 6．OE－08 1．5E－07 3．OE－06 2．OE－02 2．OE－02 2．OE－02

2
グラフ解析結果

揚水過程 一 一
6，0E－04 一 『 3．lE－04

回復過程 一 一
4．5E－04～5．1E－04 一 一

2．7E－Ol

解析結果
揚水過程 5。7E－05 4．5E－03 5．OE－04 1．OE－01 1．OE－Ol 5．OE＋00

回復過程 1．IE一〔矯 4．5E－03 5．OE－04 1．OE－01 1．OE－OI 5．OE＋00

3 定圧揚水試験
グラフ解析結果

揚水過程 一 一
1．IE一〔昇

一 一
3．2E－16

回復過程 一
1．2E－03～1．4E－03 1．6E－04 一

（3．5E－228） （6、8E－25）

解析結果 揚水・回復過程 4．OE－06 1．5E－03 2．OE－04 1．OE－03 1．OE－03 1．OE－03

4 定圧揚水試験
グラフ解析結果

揚水過程 一
3．7E－04 2．lE－04 一

8．8E－17 3．1E－08

回復過程 一
1．6E－03～1．9E－03 4．l　E－04～4．2E－04 一

（8．1E－83） （6．8E－20）

解析結果 揚水・回復過程 1．3E－05 1．5E－03 4．OE－04 1．OE－01 1．OE＋00 1．OE＋00

5 定圧揚水試験
グラフ解析結果

揚水過程 一 一
6．3E－04 一 一

2．4E－14

回復過程 一
1．9E－03 5．7E－04～6．OE－04 一

（3．3E－48） 5．6E－13

解析結果 揚水・回復過程 2．3E－05 2．OE－03 6．OE－04 1．OE－01 1．OE＋00 1．OE＋00

6 定圧揚水試験
グラフ解析結果

揚水過程 一 一 5．3E－04 『 ㎝
6．OE－06

回復過程 一
4．OE－03～4．1E－03 4．2E－04～4．7E一〔）4

一
（6、7E－56） 8．3E－04

解析結果 揚水・回復過程 4．OE－05 4．OE－03 4．5E－04 1．OE－01 3．OE＋00 1．OE÷00

：透水試験結果（上段；PW1およぴPW2の算出値、ド段＝SWの算出値） （）内は、参考値
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1）No，1測点

　本測点は、少量の湧水を伴う区間であった。揚水試験は湧水を地上部で一定流量に

制御する方法をとり、定流量揚水試験（RW・RWS）とした。

　解析結果として、図7．5．5（1）に揚水過程比較図を、図7．5．5（2）に回復過程比較図を示

す。

　図7．5．5（1）および（2）によると、揚水・回復過程とも、試験前半の約500秒間の再現

性が悪く、解析結果は試験結果から逸脱する。しかし、試験後半では再現性は良く、

解析結果と試験結果はほぼ一致する。この前半部分の再現は、不明確な地盤性状によ

り、困難であった。

　透水量係数については、1層（井戸近傍〉の値はPWlおよびPW2の算出値に近く、

2層（中位）の値はSWの算出値に近い値を示した。これは、試験方法の違いで影響

圏が異なることによるものと考えられる。また、2層（中位）の値は、RWで得られ

た試験前半の算出値に近く、3層（遠方）の値は、RWSで得られた試験後半の算出値

に近い値を示した。これは、揚水にともなって、影響圏がより遠方へと変化し、そこ

に存在する地盤の性状をあらわしているものと考えられる。

　本測点の地盤性状は、解析結果より判断すると、遠方に行くに従い透水係数が高く

なる傾向を示した。この傾向から1層および2層は、それぞれ掘削の影響によって形

成され、その際透水性を変化させたと考えられる。よって、3層が本来の試験区間（花

商岩）の透水性を表していると考えるのが妥当である。
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2〉No，2沮Ij、点

　本測点は、多量の湧水を伴う区間であった。大気圧開放位置を複数回変更した定圧

揚水試験を実施したが、そのうち、良好なデータが得られた孔口を大気圧開放位置に

したHW3およびHWS2の試験データを解析の対象とした。
　解析結果として、図7．5．6（1）に揚水過程比較図を、図7．5．6（2）に回復過程比較図を示

す。

　図75．6（1）および（2）によると、揚水過程と回復過程で異なる解析結果が得られた。

各々の過程において、前半30分程度は試験結果の乱れにより、再現性は悪いが、後半

は再現性が良く、試験結果と一致している。

　透水量係数については、3層（遠方）の値は、HW3で得られた試験後半の算出値に

近い値を示した。1層（井戸近傍）の値は、揚水過程と回復過程で異なる値を設定す

ることで、試験結果を再現することができた。このことは、多量の湧水を伴う試験で

あったため、揚水試験時に地盤内で大きな流路損失抵抗が生じた影響で、井戸近傍の

透水性が変化したことによると考えられる。

　本測点の地盤性状は、解析結果より判断すると、1層（井戸近傍）が極めて透水性

が低く、2層（中位）が最も透水性が高い傾向を示した。この傾向と1層に割り当て

た透水係数の違いから、1層および2層は、それぞれ掘削の影響によって形成され、

その際透水性が変化したものと考えられる。よって、3層が本来の試験区間（花闘岩）

の透水性を表していると考えるのが妥当である。
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3〉No．3測点

　本測点は、湧水を伴う区間であった。水理試験は、孔口を大気開放位置にして水位

を固定する定圧揚水試験（HW，HWS）とした。

　解析結果として、図7・5・7（1）に揚水過程比較図を、図7．5．7（2）に回復過程比較図を示

す。

　図75，7（1）および（2）によると、揚水過程では前半30秒前後、回復過程では前半20

秒程度が試験結果の乱れによって再現性が悪いが、後半はともに再現性は良く、解析

結果と試験結果は一致する。

　透水量係数については、2層（中位）の値は、HWで得られた試験前半の算出値に

近く、3層（遠方）の値は、HWで得られた試験後半の算出値に近い値を示した。

　本測点の地盤性状は、解析結果より判断すると、1層（井戸近傍）の透水性が極め

て低く、2層（中位）の透水性が最も高い傾向を示した。この傾向から、1層および2

層は、それぞれ掘削の影響によって形成され、その際透水性が変化したものと考えら

れる。よって、3層が本来の試験区間（花南岩）の透水性を表していると考えるのが

妥当である。
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4〉陶，4測点

　本測点は、湧水を伴う区間であった。水理試験は、孔口を大気開放位置にして水位

を固定する定圧揚水試験（HW，HWS）とした。

　解析結果として、図75，8（1）に揚水過程比較図を、図7．5．8（2）に回復過程比較図を示

す。

　図75・8（1）および（2）によると、揚水・回復過程とも、試験前半30秒程度が試験結果

に乱れが認められ、再現性が悪くなっているが、後半はともに再現性は良く、解析結

果と試験結果は一致する。

　透水量係数については、2層（中位）の値は、HWで得られた試験前半の算出値に

近く、3層（遠方）の値は、HWで得られた試験後半の算出値に近い値を示した。

　本測点の地盤性状は、解析結果より判断すると、1層（井戸近傍）の透水性が極め

て低く、2層（中位）の透水性が最も高い傾向を示した。この傾向から、1層および2

層は、それぞれ掘削の影響によって形成され、その際透水性が変化したものと考えら

れる。よって、3層が本来の試験区間（花闘岩）の透水性を表していると考えるのが

妥当である。
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5）No．5測点

　本測点は、湧水を伴う区問であった。水理試験は、孔口を大気開放位置にして水位

を固定する定圧揚水試験（HW，HWS）とした。

　解析結果として、図7．5，9（1）に揚水過程比較図を、図7．5。9（2）に回復過程比較図を示

す。

　図759（1）および（2）によると、揚水過程では前半30秒程度、回復過程では前半70

秒程度が試験結果に乱れが見られるが、後半はともに再現性が良く、試験結果とほぼ

一致している。

　透水量係数については、2層（中位）の値は、HWで得られた試験前半の算出値に

近く、3層（遠方）の値は、HWで得られた試験後半の算出値に近い値を示した。

　本測点の地盤性状は、解析結果より判断すると、1層（井戸近傍）の透水性が極め

て低く、2層（中位）の透水性が最も高い傾向を示した。この傾向から、1層および2

層は、それぞれ掘削の影響によって形成され、その際透水性が変化したものと考えら

れる。よって、3層が本来の試験区間（花商岩）の透水性を表していると考えるのが

妥当である。
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6）　No．6沮剛、曙裳

　本測点は、湧水を伴う区間であった。水理試験は、孔口を大気開放位置にして水位

を固定する定圧揚水試験（HW，HWS）とした。

　解析結果として、図75。10（1）に揚水過程比較図を、図7．5．10（2）に回復過程比較図を

示す。

　図75，10（1）および（2）によると、揚水過程では前半20秒程度、回復過程では前半40

秒程度が試験結果に乱れが見られるが、後半はともに再現性が良く、試験結果とほぼ

一致している

　透水量係数については、2層（中位）の値は、HWで得られた試験前半の算出値に

近く、3層（遠方）の値は、HWで得られた試験後半の算出値に近い値を示した。

　本測点の地盤性状は、解析結果より判断すると、1層（井戸近傍）の透水性が極め

て低く、2層（中位）の透水性が最も高い傾向を示した。この傾向から、1層および2

層は、それぞれ掘削の影響によって形成され、その際透水性が変化したものと考えら

れる。よって、3層が本来の試験区間（花闘岩）の透水性を表していると考えるのが

妥当である。
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図7．5．10（2）

←
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7　5．4　FEM解析による試験区間のモデル代表値

今回の解析によって得られた各試験区間のモデル代表値を表7．5．3に示す。

表75．3FEM解析による試験区間のモデル代表値
測点

試験深度（mabh）

透水量係数（m2／sec） 透水係数磁　（mls㏄） 貯留係数　（一） 比貯留係数※2　　（i／m）

1 157．55～164．12 3．OE－06 4，5E－07 2．OE－02 3．OE－03

2 171．800～280．170 5。OE．〔耳 4．6E－06 5．OE＋00 4．6E－02

3 431．418～505、500 2．OE－04 2．7E－06 1．OE－03 1．3E－05

4 388。902～429．679 4．OE－04 9．8E－06 1，0E＋00 2．5E－02

5 345．901～387，176 6．OE－04 1．5E－05 1．OE＋00 2，4E－02

6 279．398～344．670 4。5E－04 6．9E－06 1．OE＋00 1．5E－02

※1＝透水係数は、透水量係数を試験区間長で割った値

※2：比貯留係数は、貯留係数を試験区問長で割った値
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7，6　水理パラメータの代表値について

　今回、グラフ解析，MUH「ISIMによる解析およびFEMによる解析によって、それ

ぞれ透水量係数等の水理パラメータが求められている。

　ここでは、個々の解析方法によって求められた値の比較・検討を行い、試験区間の

水理パラメータの代表値を決定することとする。

　表7・6．1にグラフ解析，MULrISIMによる解析およびFEMによる解析のモデル比較

表を示す。

7．6，1　透水量係数
　図7，6．1（1）～（2）に、グラフ解析，MUU’ISIMによる解析およびFEMによる解析で算

出された透水量係数の比較図を示す。

1）No．1測点

　グラフ解析結果のうち、PW1およびPW2で算出された値は3×1がm2！sec前後を示

すが、SW，RWおよびRWS前半で算出された値は、1～3×10’7m2／sec前後と1オー

ダ大きい値を示す。

　MULrISIMによる解析では、表7．6．1に示すように、圧カー定境界（距離70m）を

有する内側半径5mのradial　compositeモデルが決定され、composite内側は6．0×10’7

m2／sec、composiIe外側は1．3×10’7mzlsecの値を示す。モデル代表値は、composite外

側の値である1．3×10’7皿2／secが採用され、信頼範囲は、7．0×10唱～2．7×10」m2／secで

ある。

　FEMによる解析では、井戸近傍の1層および2層でそれぞれ6，0×10唱m2／sec、1．5

×104m2／secの値を示し、モデル採用値である3層は3．0×106m2／secと、1層および2

層に比べ1オーダ大きい値を示す。

　図7．6．1（1）に示すように、SW，RWおよびRWS前半のグラフ解析で算出された値と、

FEMによる解析結果のうち1層および2層の値は、概ねMULrISIMによる解析の信
頼範囲内にある。RWS後半のグラフ解析で算出された値は、MUU’ISIMによる解析で

決定された流動モデルを考慮すると、境界の影響であると考えられる。また、PW1と

PW2のグラフ解析で算出された値は、極めて井戸に隣接した領域あるいは孔壁の状態

に影響を受けた値であり、地盤の透水性を反映していないと考えられる。

2）No．2測点

　グラフ解析結果では、HW3およびHWS2で算出された値は4～6×104m2！sec前後

を示す。

　MUn『ISIMによる解析では、表7．6．1に示すように、無限遠方を有する内側半径94m

のradial　compositeモデルが決定され、composite内側は6．6×10’3m21sec、composite外

側は4．6×104m21secの値を示す。モデル代表値は、composi肛e内側半径が94mと大き

いため、co卑posite内側の値である6．6×10’3m2／secが採用され、信頼範囲は、5．4×10a

～7．6Xl〔γ3m2／secである。

　FEMによる解析では、井戸近傍の1層で5．7×105m2／secとL1×10－4m2／sec、2層
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で4．5×103m2／secの値を示し、モデル採用値である3層は5、Ox104m21secの値を示す。

　図7・6．1（1）に示すように、グラフ解析で算出された値と、FEMによる解析結果のう

ちモデル採用値である3層の値は、MULrlSIMによる解析のcomposite外側の値とほ

ぼ一致している。しかし、MULrlSIMによる解析の信頼範囲下限値より小さい。

3）No．3測点

　グラフ解析結果のうち、HWおよびHWS後半で算出された値は、l　X　lO4m2！s㏄前

後を示し、HWS前半で算出された値は1×10』3m21sec前後と1オーダ大きい値を示す。

　MULHSIMによる解析では、表7．6．1に示すように、圧カー定境界（距離約450～500

m）ないし閉境界を有する内側半径2．3mのradiai　compositeモデルが決定され、
composite内側は4．8×105m2／sec、composite外側は4．0×104m2／secの最大値を示す。

モデル代表値は、composite外側の最大値4．0×104m2！secが採用され、信頼範囲は、

7．6×104m2！s㏄未満である。

　FEMによる解析では、井戸近傍の1層で4．0×10適m2／sec、2層でL5×1α3m2！secの

値を示し、モデル採用値である3層は2．0×104m2／secの値を示す。

　図7．6．1（1）に示すように、グラフ解析のうちHWおよびHWS後半で算出された値と、

FEMによる解析結果のうちモデル採用値である3層の値は、MULrISIMの信頼範囲内

にある。HWS前半のグラフ解析で算出された値は、MUHIISIMの信頼範囲上限より

やや大きい。

4）No．4測点

　グラフ解析結果のうち、HWおよびHWS後半で算出された値は、2～4×104m2／sec

前後を示し、HWS前半で算出された値は2x　lO』3m2！sec前後と1オーダ大きい値を示

す。

　MULHSIMによる解析では、表7．6．1に示すように、線形非流動境界（距離約400m）

を有する内側半径0．1mのradial　compositeモデルが決定され、composite内側は2．0×

104m2／sec、compositc外側はL8×10’3m2／s㏄の値を示す。モデル代表値は、composite

外側の値であるL8×10弓m2／secが採用され、信頼範囲は、8．0×104～3，0x　lO“m2！sec

である。

　FEMによる解析では、井戸近傍の1層と2層でそれぞれ1．3×10『5m2／sec、1．5×10’3

m2／s㏄の値を示し、モデル採用値である3層は4．0×104m2／socの値を示す。

　図7．6．1（2）に示すように、グラフ解析のうちHWおよびHWS後半で算出された値と、

FEMによる解析結果のうちモデル採用値である3層の値、およびMULHSIMによる
解析のうちcomposite内側の値は、2～4×104m2／sec前後と、MULHSIMの信頼範囲下

限よりやや小さい値を示す。HWS前半のグラフ解析で算出された値は、MULHSIM

による解析の代表値とほぼ一致している。

5）No．5潰II，点

　グラフ解析結果のうち、HWおよびHWS後半で算出された値は、6×104m21sec前

後を示し、HWS前半で算出された値は2×10－31h2／sec前後と1オーダ大きい値を示す。
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　MUH「ISIMによる解析では、表7．6．1に示すように、無限遠方を有する内側半径300

mのradial　compositeモデルが決定され、composite内側は最大値1．2×10’3m2／sec、

composite外側は6．3×104m2！secの値を示す。モデル代表値は、composite内側半径が

300mと大きいため、cQmposite内側の最大値L2×10冒3m21secが採用され、信頼範囲は、

2．0×10弓m2／sec未満である。

　FEMによる解析では、井戸近傍の1層で2．3×1びm2！secの値を示し、2層およびモ

デル採用値である3層はそれぞれ2．0×10’3m2／sec、6．0×104m2／secの値を示す。

　図7．6．1（2）に示すように、グラフ解析で算出された値と、FEMによる解析のモデル

採用値である3層の値は、概ねMuu「ISIMによる解析の信頼範囲上限より小さい。ま

た、HWおよびHWS後半のグラフ解析で算出された値とMumSIMによる解析のう
ちcomposite外側の値はほぽ一致する。

6〉No．6測点

　グラフ解析結果のうち、HWおよびHWS後半で算出された値は、4～5×104m2／sec

前後を示し、HWS前半で算出された値は4×10’3m21sec前後と1オーダ大きい値を示
す。

　MULrISIMによる解析では、表7．6．1に示すように、圧カー定または閉境界を有す

る内側半径230mのradial　compositeモデルが決定され、cQmposite内側は5．2×10『3

m2！sec未満、composite外側は4．6×104m2／secの値を示す。モデル代表値は、composite

内側半径が230mと大きいため、composite内側の5．2×10弓m2／s㏄未満が採用され、

信頼範囲は、6．5×10’3m21sec未満である。

　FEMによる解析では、井戸近傍の1層で4．OxlO5mユ／s㏄の値を示し、2層およびモ

デル採用値である3層はそれぞれ4．0×10’3m2／sec、4．5×104m2／secの値を示す。

　図7・6・1（2）に示すように、グラフ解析で算出された値と、FEMによる解析のモデル

採用値である3層の値は、概ねMULrlSIMによる解析の信頼範囲上限より小さい。ま

た、HWおよびHWS後半のグラフ解析で算出された値とMUITISIMによる解析のう
ちcomposito外側の値はほぼ一致する。

7）透水量係数の採用値

　これまで述べてきたように、グラフ解析結果とMUH『ISIMによる解析結果には大き

な相違は認められない。

　また、グラフ解析およびFEMによる解析に関して、以下の点が留意点として挙げ
られる。

a．グラフ解析では、個人の判断基準の違いによって直線部の傾きが異なり、その結果

算出される値が変化する。また、一連の水理試験全体を反映した値を算出することが

できない。

b，今回のFEMによる解析は、解析モデルを固定したため、単孔式水理試験の解析と

しては、地盤の不均質性を十分考慮することができない。また、解析で生じる数値分

散等の誤差による不確実性が増加する
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　以上のことから、DH－12号孔の水理試験区間の透水量係数は、MULHSIMによる解

析結果を採用することとする。ただし、No，3測点，No5測点およびNo、6測点にっい

ては、水理学的接続によって完全に試験区間が形成されていない可能性が考えられ、

算出された水理パラメータに不確かさが存在している（代表値が最大値として与えら

れている）。

　図7．6．2（Dおよび図7，6．2（2）にそれぞれMULrISIMによる解析で得られた透水量係数

と透水係数分布図を示す。
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表7．6．1モデル比較表

測 水理試験 MULHSIMモデル 　　　、FEMモデル

占ハ㌧、

状況
グラフ解析

流動モデル 境界 モデルおよび半径

湧水あり
1層：0，1m

1000m対応 RWとRWS解析 radiaicomposi吐e 圧カー定境界 3層1 2層；lm
試験装置使 グラフで2直線 （内径二5m） （距離：70m） 構造

3層：100㎞1
用

3層 1層；0，1m
多量の湧水 HW3とHWS2解

radialcomposite
2 無限遠方 構造 2層＝1m

シール材で遮水 析グラアで1直線 （内径：94m）
※1

3層＝100km

HW解析グラフで 圧カー定境界 1層：0．1m

3 多量の湧水
1直線、HWS解

radialcomposite

（距離1400～500m）
3層

2層：1m
シール材で遮水 （内径津．3m） 構造

析グ刀で2直線 もしくは閉境界 3層；100㎞

亘層：0．1m
多量の湧水 HWとHWS解析

radialcomposite 線形非流動境界 3層4
2層：1m

シール材で遮水 グラフで2直線 （内径；0．lm） （境界1約400m） 構造
3層＝100㎞

HW解析グラ7で 1層：0．lm
多量の湧水 rad亘a且composite 3層5

1直線、HWS解 無限遠方 2層：1m
シ唖材で遮水 （内径：300m） 構造

析グ刀で2直線 3層＝100㎞

多量の湧水

シール材で遮水 HW解析グラフで 1層；0，lm
6

試験区間L 1直線、HWS解

radialcomposite
圧カー定境界 3層

2層；1m

部との接続 析グラアで2直線
（内径：230m） もしくは閉境界 構造

3層：100km
の・∫能性

※I　l　No2測点のFEM解析では、揚水過程と回復過程とで透水量係数が異なる
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DH－12号孔　No．1測点

F田結果（3層・採用値）

FE図績果（2層）FE凹結果（1層）

｝ULTIS嚇結果（外側・採用値）　　　｝ULT

　S M結果（内側）

R買S

R買

透水試験

1．OE－09　　1．OE－08　　1．OE－07 1．OE－06　　1．OE－05

透水量係数（m2／sec）

XPm

＋s冊

×P睨
●剛前半

●剛後半

▲㎜前半

▲R稲後半

　剛LT S｝結果

　F田結果

1．GE－04　　1．OE－03　　1．OE－02

DH－12号孔　No．2測点

F田結果（3層・採用値）

F田結果（2層）F闘結果（1層）

MULTISIM結果（外側）

MULTISIM結果（内側・採用値）

剛S2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●

鼎3

1、OE－09　　1．OE－08　　1．OE－07 1，0E－06　　1，0E－05

透水量係数（m2／sec〉

1．OE－04　　1，0E－03　　1・OE－02

DH－12号孔　No．3測点

F酬結果（3層・採用値）

F田結果（2層〉FE｝結果（1暦）

最大値
別LTIS田結果（外側・採用値〉

圃LT
　S 餓結果（内側）

曙S

剛

1．OE－09　　1．OE－G8　　1．OE－07 1．OE－06　　1．OE－05

透水量係数（m2／sec）

1．OE－04　　1，0E－03　　1．OE－02

図7．6．1（1） 算出された透水量係数の比較
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DH－12号孔　No．4測点

FE”結果（3暦・採用値｝

FEM結果（2層〉FEM結果（1層〉

脚LTISI闇結果（外側・採用値｝

脚LTISIM結果1内側）

H聡

HW

1，0E－09　　　1．OE－08　　1．OE－07 1．OE－06　　　1．OE－05

透水量係数（m2／s㏄）

1．OE－04　　1．OE－03　　1．OE－02

●剛前半

●剛後半

▲剛S前半

▲鼎s後半
MULTIS

M結果
FE”結果

DH－12号孔　No．5測点

FEM結果（3層・採用値）

FE｝結果（2層〕F酬結果G層）

MULTI　SIM結果（外側）

劇LTl　SI闇結果（内側・採用値）　　　　　　　　　　　　　　　　　取

朋S

晒

1，0E－09　　1．OE－08　　1．OE－07 1．OE－06　　1．OE－05

透水量係数（mZ／sec〉

1，0E－O召　　1．OE－03　　1．OE－02

F闘結果（3層・採用値）F闘結果（2層）

制

DH－12号孔　No．6測点

最天値

1．OE－04　　1，0E－03　　1，0E－021．OE－06　　1，0E－05

透水量係数（m2／sec〉

図7．6．1（2）　算出された透水量係数の比較
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赤字：代表値H　信頼範囲

1．3E－07
　

　　

　 No，1測点 6．6E－03

No．2測点

？

　　　

　　　

　I　　 　I　　I　　　

　No．6測点

？
　　l　 　

　I　

No．5測点

1．2E 03（最人値）

？

N。．4測点

1．8E
03

4，0E 04（最人値）

No．3測点

1．OE－08　　　1．OE－07 1．OE－06　　　1．OE－05　　　1．OE－04

　　透水量係数　（m2／sec〉

1．OE－03　　　1．OE－02

図7．6．2（1）　DH－12号孔の水理試験区間の透水量係数分布図
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赤字：代表値H：信頼範囲

2．OE－D8

6，1E
05

Nq・ 1測点

No．2測点

？

　

8．。El。5（最畑

　

恥，6測点

？ 3．OE－05（最大値）

No．5測点

？

5・OE－0晦大！直1

No 4測点　
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図7．6．2（2〉　DH－12号孔の水理試験区間の透水係数分布図
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7，6，2　試験区間の水頭

　試験区間の水頭について、水理試験での実測値，Homer’s　plotのP★換算水頭および

MULrISIMによる解析値の比較図を図7．6．3に示す。

　No．1測点にっいては、実測値，Homer’s　plot（後半部分）からもとめた水頭および

MUUISIM解析値とも、標高162m前後でほぼ…致した値を示す。

　No2測点については、Homer’s　plotからもとめた水頭は、標高160m前後と

MuLTISIM解析で得られた信頼範囲上限にほぼ一致するが、実測値は標高161m前後

と上限値よりlm程度高い。

　No3～No．6測点については、Homefs　plotからもとめた水頭は実測値とほぽ一致す

る値を示すが、MUITISIM解析で得られた信頼範囲よりも低い。No3測点では、実測

値およびHomer’s　ploIからもとめた水頭はMULnSIMの信頼範囲下限よりやや低いが、

No・3測点より上位の試験区間であるNo．6測点に向かうにつれその差は大きくなる。

　本試験では、詳細な間隙水圧を確認しておらず、No．1測点ではPSR終了時の試験

区間圧力、No．2～No，6測点では間隙水圧測定終了時の試験区問圧力から換算した水頭

を実測値とした。この実測値には、以下に述べる2点を考慮する必要がある。

a・試験区間上部との水理学的な接続（割れ目）の存在やシール材による試験区間の形

成が不完全であった。

b．間隙水圧測定時の試験区問圧力経時変化グラフでは安定であると判断されても、現

地での間隙水圧測定期間では真の地層圧を把握することができなかった。

　aについては、水理試験実施中に定期的に行った試験区間上部湧水量の経時変化か

らその影響が示唆され、特にNo，6測点では、図7．2．41（2）に認められるように、孔口開

放時（HW開始時）や孔口閉鎖時（HWS開始時）における試験区間上部湧水量の変化

から試験区間の形成が完全ではなかったものと考えられる。

　bについては、図7，6．4に示すような現象が考えられる。すなわち、No．3測点から

No．6測点の水理試験は連続的に実施され、この時の試験区間上部湧水は、孔口の開閉

にかかわらず常に開放状態であったため、試験区問の開放状態が継続していた時間は

No．4＜No．5＜No．6となる。したがって、No．3測点より上位の測点に向かうにつれ、回

復に要する時間が長くなるものと考えられる。

　図7．6．3に認められるNo．3測点からNo．6測点に向かって実測値とMUH’ISIM解析

結果との差が大きくなる現象は、bで述べた間隙水圧測定時の試験区間圧力経時変化

グラフでは安定であると判断されても、現地での間隙水圧測定期間では真の地層圧を

把握することができなかったためであると考えられる。

　以上のことから、DH－12号孔の水頭はMUH「ISIMによる解析結果値を採用すること

とする。図7．6．5に試験区間の水頭分布図を示す。
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7．6．3　水理パラメータの代表値

　表7・6・2に、DH－12号孔で実施した水理試験によって求められた水理パラメータを

示す。

　No・1測点では、1000m対応水理試験装置を使用し、良好なデータが得られた。一方、

No2～No・6測点では、多量の湧水のため、シール材によって試験区間を形成し、定圧

揚水試験を実施した。これらの測点については、遮水材としてシール材を使用したこ

とや、割れ目集中帯および断層が断続的に認められることから、水理学的接続によっ

て完全に試験区間が形成されていない可能性が考えられ、No．2測点およびNo．4測点

以外では、算出された水理パラメータに不確かさが存在している（代表値が最大値と

して与えられている）。
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表7．6．2DH－12号孔の水理試験で求められた水理パラメータ代表｛直一覧表

透水量係数 透水係数 水頭

測点
試験区間（mabh） （皿2／sec）上二代表値

　（m／sec）上1代表値 貯留係数 比貯留係数　（1／m） （標高上＝

　m）代表値

下1信頼範囲 下1信頼範囲 下：信頼範囲

1．3E－07 2．OE一｛）8 162．01 157．45～164．12 MULTIS肘
MULTISIM 4．7E－06 MULTISIM

7．OE－07 MUI∫rIsn近 Mし圧TISIM
7．OE－08～2．7E－07 1．OE－08～4．OE－08 160～164

6．6E－03 6．1E－05 158．62 171．800～280．170 MULTISIM
MULTIS正M 1．IE－04 MULnS月M 1．OE－06 MULπSM Mし贋ISLM

54E－03～7．6E－03 5．OE－05～7．OE－05 158～160

4．OE－04（最大値） 5．OE｛）6（最大値） 160．1
3※耳 431－418～505．500 MULTIS皿

MULTISIM 7．4E－05 MUU「ISIM 1．OE－06 MUU「IS四 MULrIS正M
＜7．5E－04 く1．OE－05 160～161

1．8E－03 4．3E－05 159．65
4 388．902～429．679 MUIJrISL近 Mun「lsn近 4．1E－05 MULTISIM 1．OE－06 MULrISIM MULTISIM

8．OE－04～3．OE－03 2．OE－05～7．OE－05 159～160

1．2E｛B（最大値） 3．OEη5（最大f直） 16LO
5※【 345．901～387．176 MUU『ISHW MUじ「ISIM 4．1E－05 MULTISIM 1ρE－06 MULTISIM

MULTIS正M
く2DE－03 く5．OE－05 160～165

5．2昼03（最大値） 8．OE－05（最大値） 169．2
6巌1 279．398～344．670 MULTISIM

MULTIS皿q 6．5E－05 Mし圧TIS【M 1．OE－06 MUL1「ISIM MU碇IS正M
く6．5E－03 く1．OE・〔噂 161～171

各水理パラメータ値の右欄は算出方法を示す

※1：NQ．3測点，NQ5測点およびNo，6測点の透水量係数・透水係数は、試験区間上部との水理学的な接続（割れ目を介したバイパス等）のため、算出された水理パラメータには不確かさが存在する。代表値は最大値である。
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7．7　DH－12号孔の水理試験結果要約

　No．1～No．6測点の水理試験状況，グラフ解析結果，MULrISIMによる解析結果およ

びFEMによる解析結果等をまとめたものを、表7．7．亘～7．7．6および図7．7．1～7．7．6に

示す。
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表7．7．1（！）DH－12号孔No．1測点　諸元表

地盤高（標高m） 137．385　　X座標（皿） 一71044．469 Y座標（m）　　　4206．422

試験開始日 H12，7．2011：10 試験終了日 Hl2．7．2919：30

試験区間深度＠ 157．45　　　　－　　　　164．12 パッカー構成　　Single

水理試験区問に関する一般情報

掘削深斐mabh 164．12 掘削傾斜　度度
90

掘削直イの水位皿abh 湧水（0、5－1．0舳lal試験区問孔の当径m 0．050QO

ゾンデ設置巴前の水位田abh 0．20 揚水ケーシング半径内径（皿） 0．03695

試験区問上端深度皿abh、 157．45 ロッド半径内径／m 0．Ol785

試験区間下端深度皿abhノ 164．12 試験区間長m 6．67

試験区間中点深度皿abhノ 160．79 試験区間体積（mロ） 0．05

試験区間の水圧計設置深度（皿abh） 155，192 試験区間上部パッカー圧縮率（m5／gf） 1．50E－13

試験区間上部の水圧計設iFl深度（mabh） 17，580 試験区間下部パッカー圧縮率（m5／gf） 一

試験区間の地托学的特徴
　土岐來炭累暦の基底礫砦からなる。礫は花尚岩などからなり・径が40cm以上に達するものがある・基質は主として粗粒砂岩

であるが、極めて脆質な1所があり、1，1，削時の水圧低下状況や岩芯の欠落などから判断して・160 7－161・1皿abllおよび162・6－

163．8皿abhは、未固結または空洞になっていると考えられる・
孔内水位の状況については、90皿bh以深で掘削水の4％が逸水したが・試験区間掘削終ゴ時には・常に湧水状態（0・5～1・0

創面n）であった。

試験目的および試験シークエンス

試験目的

試験シークエンス

基底礫岩層の透水性を把握し、地下水の辻統モニタリングおよび採水を実

施する。

（INF）一COM－PSR－PWl SW・SWS－RW・RWS－PW2一（DEF）

試験概要
COM　l初期水頭差5．19皿で実施した（注水）。

PSR　l　C〔湘開始約30分後にメインバルブを閉鎖しPSR開始。水圧の安定に30時間程度要した。

剛11初期水頭差10，097mで実施した。開始から100秒前後で主要な回復が終了した。

騨：初期水頭差をPWlと同じ約10mで実施した・

錦S　l水頭差が5国前後に達した段階でメインバルブを閉鎖しS興Sを開始。水圧の安定に15時問程度要した。

剛・剛S：地上のロッドノち上げ部を，，「1間整し、揚水”約O，25’／millで実施した。RW開始2時問内では、水質モニタllンダ装rへの流II’IJI間

整のため、区間圧力に乱れが生じた。また、7〆26　17100頃に実施した採水でも区間圧力が大きく乱れた。孔内水位は降雨の影

響によって、RW・糊Sとおして上昇傾向にあった。

門2：初期水頭差約20皿で実施した。回復が早く開始から4秒で75％回復する。インバ外を与えた瞬間に、孔内水位の変動が認めら

れたが原因は不明である。

表7．7，1（2）DH－12号孔No．1測点　解析結果（赤字ゴシック体がNo．1測点の採用値）

グラフ解析結果

透水II孫数（酔sec〉 透水係数（パsec） 貯留係数（一） 比貯留係数（1／m）

透水試験

PWl Cooper法 3，0E－08 4．5E－09 4．6E－06 6．9E－07
SW Cooper法 2．8E－07 4．2E－08 1．3E－04 1．9E－05
PW2 Cooper法 3．6E－08 5．4E－09 4．6E－06 6．9E－07

揚水試験

RW Jacob法① L77E－07 2．66E－08 1．11E－03 1．67E－04

Jacob法② 2，90E－07 4．35E－08 5．02E－06 7．52E－07

RWS

回復法① 1，39E－07 2．08E
08

回復法② L59E－06 2．38E－07

Homer’s　plot① P（kPa）＝1793．366　H（標高m）i165．019

Homer’s　plot② P（kPa）＝1767．981　H（標高m）ニ162．415

Agarwal法① 1．39E－07 2．08E－08 3．55E
03

5．33E－04

Agarwa1法② 1，59E－06 2．38E－07 （4，38E－36） 6．57E－37）

試験区問の問隙水圧および水頭．実測値 間隙水圧（kPa） 1789，001 水頭（禄高m〕 162，300

Jacob法①，回復法①，Homer’s②，Homer’s　plot②およびAgarwal法②は試験後半の値である。試験区間の問隙水圧はPSR終了時の値であり、試験区間上端深度で換算した。plot①およびAgarwal法①は試験前半の値であり、JacQb法②，回復法

MULTISIM解析結果

フローモデル

ra（h　a　l　COmpo　S　i　t　e　f　L　Ow（内側半径：5m〉

境界条件
圧力 一疋境界（境界距離170m）

透水 吊係牧　内側／外側　（m／sec） 6．OE－071　　　　　　1．3E G7

透水係放　内側／玉側　nゾsec 9．OE－08i　　　　　2．OE－08

比貯留係数　内側＝　側　　1／m 7．OE－G7

平衡圧力　kPa
1867

モデル採用値

透水量係数　代表値／信頼範囲　（m／sec〉 1．3E－07i　　　　　7．OE－08－2．7E－07

透水係数　代表値／信頼範囲　（m／sec） 2。OE－08i　　　　　1．OE－08－4．OE－08

水頭　代表値／信頼範囲　（標高m） 162．01　　　　160－164
No，1測点では、モデル採用値は、解析結果は信頼できる。謝易解析のみ 施。composite外側の値である。

FEM解析結果

モデル

井戸を中心とした2次元軸対象飽和モデル3層構造（1層：O．l　m，2層：LO皿，3層：100km〉 解析対象の試験フェーズ RW（揚水過程およびRWS（回復過程〉

透水．吊1係数　1層／2層／3層　（m／sec） 6．OE－081　　　　　1．5E－071　　　　　3，0E－06

貯留係数　1層／2層／3層　（一 2．OE－02：　　　　　2．OE－021　　　　　2，0E－02

モデル採用値
透水 吊係数　（m／sec） 3．OE－06

貯留係数　　一 2．OE－02

水理パラメータモデル採用値は、
は、揚水過程および回復過程とも一致。　3層の値である。
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表7．7．2（1）DH－12号孔NQ．2測点　諸元表

地盤高（標高m） 137．385　　X座標（皿） 一71044．469 Y座標（皿）　　　4206．422

試験開始日 H12．8．2113：00 試験終了日 H12．9．211：50

試験区間深度（m〉 17L800　　　　－　　　　280．170 パッカー構成　　Single

水理試験区間に関する 一般情報

掘削深度mabh 280，170 掘削傾斜　度度
go

掘削直　の水位皿abh 湧水（約500ど／皿油 試験区間孔の半径皿 0．05000

ゾンデ設置直前の水位mabh） 湧水（約500ぞ／min） 揚水ケーシング半径内径（m〉 0．03695

試験区問ヒ端深度mabh
17L800 ロッド半径内径　m 一

試験区間下端深度皿abh 280，170 試験区間長m 108，370

試験区間中点深度mabh 225，985 試験区間体積（皿） 0，851

試験区間の水圧計設置深度（地上皿猶L 2，760 試験区間上部パッカー圧縮率（m5／gf） 一

試験区間の水圧計設置深度（地上皿〉紀 2，819 試験区問下部パッカー圧縮率（m5／gf〉 一

※1：間隙水圧測定，HW1，HW2およびHWS1 ※ 2：HW3およびHWS2

試験区問の地斤学的特徴
武験区間の地質は、上部花商岩のうち、割れ目の多い風化・変質部であり・断躰破砕帯が蔓数分布する・また・5αM／皿in前レ

の多：、㌃の湧水を伴う。17L80～180、00皿abh問は、　∫れ目の少ない風化・変質花1萄岩である・180・00～236・00日旧bh間は高角肢lll

れ目の多い風化・変質花闘岩である．194．56－194，85mabhおよび196・45～197・30111abhに・緑泥石を多く含む断屠粘土と断層角

礫を挟在する高角反断層が分布する，また、209、75～210・10皿bbにも緑泥石に富む縞状断隅粘土を伴う高角度断層が確認され

る。236，00㎜bh以深では、変質（緑泥石化）が弱くなり、岩芯損失率は減少するが・高角度割れ目は多く観察される。250・70

n旧bh，267、54皿abhおよび276，QO皿bhでは・高角度割れ目に沿って礫状コアを呈し・緑泥石が牛成している。

掘削中のi｝O水状態は、238．77㎜bh以深で涌水：1をが急増し、P争一昇降時に200～300飾linの湧水を記録した。

王　層の’　　フローメーター　層七’から　 ’一な♂【1は22D脳bh以’・で　ること力聾日した

試験目的および試瞳シークエンス

試験目的

試験シークエンス

多7：の湧水を伴う割れ日の多い花崩岩の透水性を把握し、地下水の連続モ

ニタリングおよび採水を実施する。
（ケーシング挿入，シール材膨張）一間隙水圧測定一HW1－HW2一冊S1 HW3－HWS2一

（ケーシング回収）

試験概要
No3”櫨では、多量の湧水を伴うため、水理試駐装置が使用できず、1ル材およぴ拗水ケーシンダを用いた定圧掲水試験を行った。試験中に試鹸区111上部湧水量を定期的

に計量パケワで側定した。

ケーシンク・挿入ウール概張ケーシング挿入後，ル材蜥のため孔口は蹴杁約1日r肌試駆間上部淋量に大きな変化が鋤ら煉いことか鄭L略行した・

間阻水圧泪li定：，”田定開姑約19時間一27時問で（5／2311130 一19130〕圧力傾向に変化が認められた。

順1：メ　㌧圧r”1放位置を地上20耐こ設定9閲始3U牙lll！は地上配管設置のため’・’ルァ』場1放・閉うliを数 　l実施。8〆～4151001柵11蹉1始約40分後）に連氏こタ11ンヅ装脱への流量制

伽用電嚥，‘，，量訓がλノ仙のため故障、以降マ孕 蹄で疏量縄幣。晒Lでは管内損入のため解析に右効なデ・ヲを取 することができなかったo

階2
大気rE開放位間は地上LD耐こ設定。試験囲始一一約謁00秒lllK8／25　2Z 00頃＞は・水圧およぴ流殿h⊃一定・3σ00秒後にともに滅少ゴ向となる・試飾区rlI 上部の男

水量は試験をとおして減少傾句にある日．LP2、7　f／min）。鼎2闘に運続モニ釧ング実施“照2絡了時に橿水を実弛　H彪では管内損失のため解析に有効なデータを取得する

ことができなかった。

醐。か・ルプを瞬し塒Fこ、励調定働＝1隣醐1－1肌たIL 3呂1－2 259kgL！〔m＝1・圧力回復傾向1よ1、’ルブ閉罪7微で13呂1－13Ukgf／？鷹瓢増力』

～＝後、僧か蝿加繭を尉。款、巳〆2715．31－L7117鵬’・励シ兀畷更倣め、テ’一タは欠肌てレ・る・1翻始約1QDO働駅／3？上7：20以 l涯加1卿
向に変1じが諾められる。日冊1では管内損失のため解析に有効なテ㌧タを取得することができなかった。

膿3 大気圧開故位貯は孔口地上3 L2朗。開始L時 内は地上配管再設置のため試巌区間上部溺水量計∬擁は不正確，K昭終了時の試蒔区聞勇水量は7
70E 03mン肥o

であった9

H㍑S2　rE力回復過程は、ロ冗パルブを閉塞r麦、約LOO秒IIIは安定ないし政少傾向にある，その俊、増加傾向にあるが、試鹸開始　LQoa秒後〔8β1　8＝5D頃）およぴ10000Q

秒後19／1　L3100頃1に増加傾向に蛮化ガ■められる、試験区問上部の兎水量は、ロ元パルプ閉鎖後、置増傾向にあるが、9〆1以　、ほぼ一定となった。

表7．7．2（2）DH－12号孔No．2測点　解析結果（赤字ゴシック体がNo，2測点の採用値）

グラフ解析結果

透水：1孫数（nl2／secl 透水係数（パsec） 貯留係数（一） 比貯留係数（ンm）

定圧揚水試験

HW3
Jacob　andLo㎞an法

5．98E－04 5．52E－06 3．12E－04 2．88E－06

HWS2
回復法 4，83E－04 4．46E－06

Homeピs　plotP（kPa）；195．926　H（標高皿）＝160．176

Agarwa1法 4．83E－04 4．46E－06 1．63E－02 1．50E－04

試験区問の間隙7圧および水頭一測旭 間隙水圧（kPa） 1918，640 水頭（標高m） 16L165

Homeピs　plotのPは、圧力計設置位置での値である。試験区間の問隙水圧は間隙水圧測定終了時の値であり、試験区間上端深度で換算した・

MULTISIM解析結果

フローモデル

「ad　i　a　l　co皿pos　i　t　e　f　l　ow（内側半径：94m）

境界条作 無限遠方

水理パラメータ

透水景係数　内側／外側　（m／sec） 6．6E－031　　　　　4．6E－04

透水係　　内側／外側　　m／sec 6．1E－05i　　　　　4．2E－06

比貯留係数　内側＝外側　　1／m 1．OE－06

平衡圧力　kPa 336．01

モデル採用値

透水量係数　代表値／信頼範囲　（m／sec〉 6．6E－03：　　　　　5．4E－03－7．6E－03

透水係数　代表値／信頼範囲　（m／sec） 6．1E－05：　　　　　5．OE－05－7．OE－05

水頭　代表値／信頼範囲　（標高m） 158．6　1　　　　　　　　　　158一160

モデル栄用値は、co皿posite内側の値である。平衡圧力は、圧力計1没置位置での値である。試験区同上部との水理学的な接続の可能性がある。

FEM解析結果

モデル

井戸を中心とした2次元軸対象飽和モデル3層描造（1層：0．1口，2層l　L　O　m，3層：100km） 解析対象の試験フェーズ 冊3揚水過程および田S2（回復過程）

水理パラメータ

透水甲係数　1層／2層／3層　（皿2／sec）　［揚水過程］ 5．7E－05i　　　　　　　　　　　　I

透水1係攻　1層／2層／3層　（m2／sec）　［回復過程］ 1．IE－041

4．5E－03i　　5．OE－04　　　　1

貯詔係数　1層／2層／3層　　一 1．OE一一〇1；　　　　　　1．OE－011　　　　　5．OE＋00

モデル採用値
透水｝二係数　（m／sec） 5．OE－04

貯詔係数　一 5．OE＋00

モデル採用値は、3層の値である。

一7－213～7－2L4一



試験装置設置概略図

地上2．595m 一圧力計設置位置　地上2，ア60m

14”餅

地上1．760m

地上1．560m

50．12　mabh

3”揚水ケーシング

L＝174，595m

169．900　mabh

オルダ
圧力計設置位置

地上2．819m

　一ノ

灘装

菅

孔口開放の位置　地上3．12m

3”揚水ケ シンク■

171．900　mabh

171．995　mabh

HQ一肌裸孔
ネジ音

試験区間長

L＝108．3アO　m

試験区間下端深度　270．1アD㎜bh

制ター

「
酬3および鵬2における圧力計

　　　　設置位置

試験区問上端深度は、シール材設

置部下底の171．800mabhとした

L＝O，5mの場水ケ シンヅ（セ汐ラ　　シール設置部

ネジ吝

麦着用）4本使用

＝2．OQO　m

．殿．里．，．． ↑
．徽．巴．，．

レ・、5。・：：1：：：

100m 乱
095m

弍験区間上端深度

169，900　皿abh

170．080　mabh

170．300　mabh

1ア0．580　mabh

170．800　mabh

1ア1．080　皿abh

171．300　mabh

　　　　　　　171．5BO　mabh

　　　　　　　171．800　mabh

図7．7．2（1）DH－12号孔No．2測点の水理試験装置設置概略図

試験装置設置概略図（HW1・闇2時の地上配管）

採水ロ
ニート■ルハ“ルフ■f寸

フック

二一ドルパルフ
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　　　　　　　　l　　l　　L．
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　　　　　　　　し　　　　　　　し　　　　　　　　　　　ド

カプラー　　！　！　1　！

一i倉i　i具i
　　　　　　　　ド　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　I　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　I　　I

　　　　　　　圧力計　　　　　　　■　　　1

3’皆易水ケーシン

　　グ

　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　ド
この部分からの排水量1

　　　　　　　　　　1を定期的に370砂ンクで
計量（卜凹1・剛2）

超音波流量計

試験区間上部からの湧水
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”『■，1

雛雛霧
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整
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2”ステルス管を撤去し、3”揚水ケーシンヅ上に3”ポールパ

ルプを設置

　　　　　　　　　　圧力計設置位置

　　　　　　　　　　地上2．819m

試験区間上部は常に湧水

ロ元開放位置

地上3．120m

3”ホール

パルフ

チャ砂レ冴で

口元開閉を

行う

㌔

　2”ステンレス管

ホ～一ルハ’ルフ“

L＝0，524　m

地上2．595m

　超音波流量計

　31’揚水ケーシング

膨．霧霧灘獅纏、彰徽擁．髪雛

図7．7．2（2）　DH－12号孔No．2測点の地上配管設置概略図
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図7．7．2（4）DH－12号孔No．2測点のまとめ（水理試験状況・グラフ解析結果）
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表7．7．3（1〉DH 12号孔No．3測点　諸元表

地盤高（標高m） 137．385　　X座標（m） 一71044、469 Y座標〔皿　　　　4206．422

試験開始日 H12．11．1513：20 試験終了日 Hl2．11．2316100

試験区間深度（m） 43L418　　　　　－　　　　505．500 ノ｛ッカー非薄成　　　　Siugle

水理試験区間に関する 一般情報

掘削深．曳皿abh 510，000 掘削傾斜　度度
90

掘削直｛の水位mabh 1勇水（約500ぜ／minl 試験区間孔の半径m 0．05000

ゾンデ設置阻前の水位mabh 湧水（約500ぜ／min） 揚水ケーシング半径内径（皿） 0．03695

試験区間ヒ端深度mabh 431，418 ロッド’ ・径内径　皿 一

試験区間下端深度mabh 505，500 試験区間長m 74，082

試験区間中点深度（mabh 468，459 試験区間体積（皿） 0，582

試験区間の水圧計設置深度（地上m） 3，260 試験区間上部パッカー圧縮率（m5／gf） 一

試願区間上部の水圧経設置深度（地L皿〉 一
試験区間下部パッカー圧縮率（m5／gf） 一

試験区問の地質学的特徴
試験区間の地質は、土岐花闘岩のうち、上位区間に比べ割れ目が少なく・累積割れ目本数の変曲点以深に相当する。しかし・

467，35－469．90旧abhに傾斜70度． 見かけ幅O．7【【1以11の断層が分布し、粘土，変質鉱物（緑泥石等）およぴ岩片が充填する。ま

た、 ド盤側約10皿間で割れ目が多（岩質が脆弱となっている。

試験区間の孔内水位については、掘削中、常に湧水状態にあり・ピ”交換時の孔口湧水IIこは50～1504／皿inである・

温度検層結果では、30－31℃を示したが、深度475m以深で温度変化がやや大きい傾向にある。フローメーター検届では・顕著な湧水

は認、めら才しないび

掘削深度は510、00皿abhであるが、11／13の物理検層ッールによる埋没確認では・505・50聡bhの孔底深度が確認された。水理試駅お

よび採水終了後のH／23のIIQ助ドによる埋没確認では・472・54㎜bhの孔底深度が確認された。

試験日的および試験シークエンス

試験目的

試験シークエンス

多71の湧水を伴う花商岩の透水性を把握し、地下水の連続モニタリングお

よび採水を実施する。
（ケー沁グ挿入，シール材膨張） 間隙水圧測定一HW一田S一（連続モニタリング・採水）

（ケーシング回収）

試験概要
No，3測点では、No，2”点と同様、洗ル材およびヂ水ケーシングを用いた定圧揚水試寂を行ッた。試験中に試・1区間上部湧水1・1を定期

的に罰，Fをバ妙で測定するとともに、孔口開放状態では試験区問勇水および試駄区間上部湧水のウ弘ン農度，水温，pi ［および電気伝

導度の測定を実施した。地下水の連続モニタリングおよび採水は冊S終了後に」ドmッドを再設置し実施した・

ケーシンヅ挿入・シール材膨張：ケ・ シング挿入後、シール材膨張のため孔口は開放状態（約1日間）・試ミ区間上部湧水1｝に大きな変化が認め

られないこととウラニン濃度，pl1および電気伝導度の違い（ウ”・旋度1試験区間ノ水く試験区問陪阿水〉から試験区間が形成されて

いると判断し、問隙水圧測定に移行した。

間隙水圧測定：11／161710Q～17125頃に、圧力仙に乱れが生じたが、原因不明・11／1714100以降は圧力は安定。

ll胃：大気圧開放生置は孔口。計測1土力値と流Illニイ llに弱いl　I期的変化が認められた。珊開始約5D－60分後および11／191：00頃に試

壌区間垣水が目濁化したが、11／1912：〔10以降は白濁化は弱くなった。HW終了時の試験区間‘1力水Illま5・87E 04m3〆secであった。

試験区間L部湧水II：＝はHW問は140〃面n前後で安定。

剛S　l口元バルブを閉・肛した時に、駈力計測定値が瞬間的に増加した。欄S開始約16時問後で圧力が安定したが初期間隙水圧値ま

で回復しなかった。試㌧．1！区間上部∫水illlは、llWS間は139グmln前後で安定であったが・珊S開始直1一にやや減少した。

連続モニタ1ノンヅ・採水：鼎S終了後、1水ケ一シンダ内にJPbドをIL／i入し、ロッドロからの湧水をモニタ1レゲおよぴ採水した。

表7。7，3（2〉DH－12号孔No．3測点　解析結果（赤字ゴシック体がNo．3測点の採用値）

グラフ解析結果

定圧揚水試験

田

HWS

Jacob　and

Loh皿an法

回復法①

回復法②
Hornef　s　plot（1）

Homeガs　plot②

AgarwaI薯去1

Agarwaけ去2

試験区間の間隙水圧および水頭　こ測値

透水1、孫数q』f㌍〆sec）

1。10E－04

1，22E－03

1，61E－04

透水係数（m／sec）

1．48E－06

1．65E－05

2．18E－06

貯留係数（一）

3．15E－16

比貯留係数（1／m）

4．26E－18

P（kPa）＝178．988　H（標高m）＝158．890

P（kPa）＝190，500　H（標高m）ニ160．064

1．22E－03

1．61E－04

問隙水圧（kPa）

1．65E－05

2．18E－06

4451．268

（3．38E－199）

（6．21E－25）

水頭（標高m〉

（4．56E－201〉

（8．39E－27）

159．715

HQmer’s　plotのPは、圧力計設置位置での値である。
回復法①，Homer’s　plot①およびAgarwa1法①は試験前半の値、回復法②，Homef　s　plot②および

Agarwal法②は試験後半の値である。

試験区間の間隙水圧は問隙水圧測定終了時の値であり、試，験区間上端深度で換算した。

MULTISIM解析結果

フローモデル
radial　composi　te　flow（内側半径：2．3m〉

境界条件
圧カー定または閉境界（境界距離：約450～500皿）

水理パラメータ

透水量係数　内側／外側　（皿／sec） 4．8E＿051　　　　≦4．OE＿04

透水係数　内側／外側　m／sec 6、5E－07i　　　　≦5．OE－06

比貯留係数　内側＝外側　　1／m 1．OE－06

平衡圧力　kPa
4918

モデル採用値

透水量係数　代表値（最大値）／信頼範囲　（m2／sec〉 4．OE－04　　　1　　　　　　　　　＜7．5E－04

透水係数　代表値（最大値〉／信頼範囲　（m／s㏄） 5．OE－06　　　1　　　　　　　　　く1．OE－05

水頭　代表値／信頼範囲　（標高m） 160．1　1　　　　　　　　　160－161

モデル採用値は、composite　側の置である。平衡圧力は、試験区間中点での値である。冊S初期のデータ不足および、試験区間上部との水理学的な接続の可能性がある。

FEM解析結果

モデル
井戸を中心とした衆元軸対象飽和モデル3層柵造（1層：0，1m，2層：！．Om，3層：100㎞〉 解析対象の試験フェーズ HW揚水過程）および鼎S（回復過程〉

水理パラメータ
透水吊1係故　1層／2層／3層　（m2〆sec）　［揚水過程］ 4，0E－06i　　　　　l．5E－03：　　　　　2．OE－04

貯留係数　1層／2層／3層　　一 LOE－03i　　l．OE－03：　　LOE－03

モデル採用値
透水肚係数　（皿／sec） 2．OE－04

貯留係数　一 1．OE－03

モデル採用値は、3層の値である。
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試験装置設置概略図

地上2，900m

HQ－Wし

裸孔

圧力計設置位置：地上3．260m

地上1，790m

地上1．560m

試験区間上部湧水

セメント

HQ［1ッド部

L＝424．818　m 吻
聾

421．918鵬abh

429，51ア　陥bh

ホルダ

残尺：1．110m

O．230m

SUS管材部
L＝9．600　m

431．518　mabh

431．613　mabh

ネジ音

試験区間長

L＝74．082　m

5．5．500mabh（11／13物理検層ツールに

よる埋没確認

乳崖一’510．OQOmabh

区シ
間1

　’レ

　材
　装

籏霧彫聯雛

50．12　mabh

2ア5．17　mabh

魏　ド　275．34　mabh

　■

14”SGP

10”STPG

地上配管設置状況

6一’管

（上面’地上3．723m）

3”ポールパルプ

圧

6”ホース

計

2”管

3”

HOロット

三角せき

残尺1．110m

ホルダー 超音波流量計

　　　　／

1工1臨m

HOロット？一SUSレシ■ユ サー　　L＝0．1DO　m

3”揚水ケーシンヅ　L＝1．000m

3”揚水ケーシンヅ　L二2．999皿×2本＝5．998m

3”揚水ケーシンヅ　L＝0．501皿

深度275．34～280．1アmabh間は、スラ仏およびセメント

で充填された冊孔（2段目掘削時〉あり

ネジ部

シール設置部
一シング（セ汐ライザー装本使用
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2．001m

180m ↑
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431．518　mabh

431．613　mabh

試験区間上錯操度

試験区間上端深度は、シール材設

置部下底の431．418mabhとした

図7，7．3（1）DH－12号孔No．3測点の水理試験装置設置概略図

試験装置設置概略図（連続モニタリンヅおよび採水時の地上配管〉

パルプで流

量調整

採水口 カプラー

セラー

水質モ；タ ルグ装置

掘削ピット

二一ト“ルハφルフ■

超音波流量計
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試験区間

上部湧水

HQロッドー揚水ケーシングレジューサー

　　　　詳細図
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．．1瓢1甲．．、．＿．．
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シル材
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JF旧ッドとスティ功㌧との接続　　　　　方法

ねじ込み

JFT恥ド
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HOロッドー揚水ケーシ

〆クー砂一ユー廿一

スティンカ？一音区

セカライザ用揚水

ケーシンヅ

図7・7．3（2）DH－12号孔No．3測点の地上配管設置概略図
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DH－12号孔No．3測点のまとめ（水理試験状況・グラフ解析結果）

一7－227～7－22S一



量．OE＋03

L．DE，02

け

隻
暫1、OE中OI

α
（

1．OE燗

1．DE－01

　1．OE㈹D

水理バラメータ耳出点①

9ホ理バラメータ算出点②

1．OE相1 1．OE中02　　　　　1．qE←03　　　　　LΩE噸04

　　　『P・ムt／1量P噸Ar： 　凶佛＞

1，旺棚5

1．OE←朋

1．OE骨02

　　目　　o　　、　　鳴　　」
1、OE寺0』つ

　　φ
　　ぞ
　　一
　　－
　　」　　u
1』E冊D

　聖．OE＿Ol

1．OE価

DH－12／No．3　　HWS

両対数グラフ・

デリバティブプロット

　30

　25

　25

　24

「倉

』’　z2

琶

■　四

阜

回

早　田
畳

　16

　14

　12

　10
　1，鳴＋DO

①、

201
1＝5、21E

謁、39∈一刀

9斡

L．旺中01 1、匪＋02　　　　　　　　　　　旺セ03

　1p，4t／｛tp＋ムけ　　　
9二

1．印E＋0司 1．OE－5

DH－12／No．3　　HWS

解析グラフ（Agarwal法〉

L（m）＝74，082

r（m）＝0．050

0（m3／sec〉＝5，8アE－04（剛最終値）

tp（sec）i1ア4725（剛総湧水量÷闇最終値）

初期圧力換算水位（地上m）＝3．580

（冊時の孔口水面）

5

4

〔　3
ニ

呂

蟹
斎2

1

1．㈱

彊

1

i1、65E－05 kl卿一
＄go

②●Tl徊～〆蹴）冒！．δ1巨一〇4

＝2．旧E
05

1
1

1

1
o

1．O巨争01 1．D巨噛鯉 1．DE噛D3 1．OEひ04 1．旺＋蛎

DH－12／No．3　　HWS

解析グラフ（回復法）

L（m）＝74．082

「（m）＝0．050

0（m3／sec）＝5．8ア［一〇4（鼎最終値）

tp（sec）司ア4725（酬総湧水璽÷田最終値）

初期圧力換算水位（地上m）＝22，330

（初期間隙水圧換算水位）

【！【1

ヨpo

250

200

冠

臣

L
R
　I50団
糎

囚3
菖

　IDO

50

1、。即

I

・■噸

■，

『

⑪P脅lkP自1＝1ンE．988困責照齢｝一158脚 ②●P脅IKPal＝、go

1．D巨棚1 1．OE｛C2 1．OEの3 1．DE看04 1．OE曹05

DH－12／No．3　　HWS

解析グラフ（Horner’s　pIot）

L（m）＝74、082

r（m）＝0．050

0（m3／sec）＝5．8アE－04（闇最終値）

tp（sec）＝1ア4725（闇総湧水量÷HW最終値1

l　P＋4τ∀ム富

図7．7．3（4）DH－12号孔No．3測点のまとめ（水理試験状況・グラフ解析結果）

一7－229～7－230一



492『

4900

4880

4860

行484Q
ユ
と

雪

房4820
峯
ユ

　48GO

4780

4760

4740

欄

S　i　mul　at　lQn

Data

10　　　20　　　30 40　　　　 50　　　　60　　　　　70

　　Elapsed■me伽sl

BO 90　　　100　　　11Q

4，0E－03

3、5E－03

3．旺一〇3

一　2．5E－03
呂
ミ2
）　2．OE－03

0

■

屡　1．5E－03

1．OE－D3

5．OE－oq

0．OE＋00

　　1，0E＋DQ

　i

　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　 　　　　　　

TIIT≡／T3〔mz／s已c）4．旺46／1．5E－03／2．旺η4S1〆S2／S3（一》　　　　　　　1．OE－03／1．OE－03／1．Oεη3

一試験結果o　逆解析結果

l I

　i

1
　

oo o

1

OGO

　

　 　 1

　
I 　

目l
I

1．OE＋01 1．OE＋02　　　　　　　　　1．能＋03　　　　　　　　　1．OEセe4

　　　　経過日寺間　　亡　（5㏄）

1．OE←05 1．OE幸06

DH－12／No，3

FEM解析結果
HW

P　ressu　re　Change（S　l　mu　I　a　tゆn）　一　一

PreSSUreChange（Data）　　一

Derivative（SlmulatIon）

Derlvative（Data）

I　O

ゆ

嘉
≧

呂
≧1伊
ユ

＆
語5
2

9
巳　1αB
讐

匡
δZ

1α一

DH－12州o．3　水理試験結果・デリバティブ

一
　　　　　　　　　一一一
　　　　　　　　，’
　　　　　　，’
　　　　　　ノ　　　　　’‘！一一、＼

　　　’ノ〆　　’

1グ
『！

〆

L」＿＿一＿一＿＿＿』一＿

2D

P［邸鉗旧㎝㎎0

一

＼
「

、
、

、、　、

、、

、』

㌧
、

』　　Do四且I冊
F一

、＿．一一＿、一一’一’

ki150E岨13㎡

K＝1 47巨・幅㎡s

一

18

DH－12／No．3　　モテ・ルハ。ラメータ

フローモテ’ル

境界

透水量係数（D

透水係数（1）

透水量係数（2）

透水係数（2）

比貯留係数

井戸貯留係数

スキン

平衡圧力

水頭

composite内側半径

試験区間の圧縮率

radia　I　CGmposi　te

圧カー定450－500m

4，8卜05m2／s

6．5E－0ア　　m／s

3．5E04m2／s

4．7E 06　　m／s

1．OE－061／m

1．OE－09m3／Pa

　4，5　　－

　4918　　kPa
　160．1　標高m

　2，3　　m

　2，E－09Pa’1

透水厘係数（11および透水係数（1）はc㎝pσsi竃g内‘目 Iの値

透水量係数（のおよび透水係数（2）はco叩Dsi悟外側の値

比貯留係数はc㎝posi　te内側と外側で同一

10 10～ 10コ 10欄 10， 1ぴ 19「

16

14

一　　125
切

　　I　o

櫻
綴
祈　　8

6

4

2

1．。E幸。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）　　　　　　　1．OE－03／L　OE－03／1．OE－D3

一試験結果o　逆解析結果

　　　

川 　

　

　

l
I

ド
　

　

o　　のo①

「　　

I
　

I　

　　

　　

噸o①
6

ヒ

1．OE←O† 1．DEや02 　　塾，OE＋D3　　　　　　　　　1．艇＋04

経過時間　吐〔s6c〕

1．OE＋D5 1，匪＋06

DH－12／No．3

F田解析結果
HWS

DH－12／No．3剛Sの圧力変化・デリバティブ

図7．7．3（5）DH－12号孔No．3測点のまとめ（MULTISIMによる解析結果） 図7。7．3（6〉DH－12号孔No．3測点のまとめ（FEMによる解析結果）

一7－231～7－232一



表7．7．4（1）DH－12号孔No．4測点　諸元表

地盤高（標高m） 137．385　　　　X座標（皿） 一71044．469 Y座標（皿）　　　4206．422

試験開始日 H12．1L2813：30 試験終了日 H12．12、811：55

試験区間深度（m） 388．902　　　　－　　　　429．679 パッカー構成　　Double

水理試験区間に関する一般情報

掘削深度皿abh 510，000 掘削傾斜　度度
90

掘削直　の水位mabh 湧水（約500伽耐 試験区間孔の半径m 0．05000

ゾンデ設置直前の水位皿abh 泌水（約500’／皿耐 揚水ケーシング半径［内径　皿） Q．03695

試験区間上端深度mabh 388，902 ロッド半径内径］m 一

試験区問下端深度mabh 429，679 試験区問長m 40，777

試験区問中点深度mabh 409，291 試験区間体積（m） 0，320

試験区間の水圧計設置深度（地上皿） 3，200 試験区問上部パッカー圧縮率（皿5／gD 一

試験区間上部の水圧経設置深度1地上1皿） 一
試験区問下部パッカー圧縮率（皿5／gf） 一

試験区間の地質学的特徴
試験区間の地質は、花尚岩のうち、363mabh付近の断屏とNo・3測点に挟まれた割れ目の多い区問である。404・5Q－408・87mbh

はコアロスであり、413．64－413，87㎜bhは礫状∬を呈する。また・413・97－414・85日旧bhに傾斜75度のアプライト脈が認められる。

試駅区間の孔内水位については、掘削中、常に1勇水状態にあり・ビット交換時の孔口｝1水1［llは50～1506／皿inである。

物埋検、斬結果では、温度検層および四一メーター検層で、390㎜bh付近、4io㎜bh付近で弱いアノーマll一が認められる。

試験目的および試験シークエンス

試験目的

試験シークエンス

多量の湧水を伴う割れ目の多い花闘岩の透水性を把握し・地下水の連続モ

ニタリングおよび採水を実施する。
（ケーシング挿入，シール材膨張〉一間隙水圧測定一田卜HWS一（連続モニ粥ング・採水）

（ケーシング回収〉

試験概要
No、4・

II点では、No．2測点と同様、シール材およぴ揚水争シングを用いた定圧揚水試験を行ったDストレーヲ｝部には揚水ケーシング（ストレーナー加

工｝を使用した。試験中に試験区間上部湧水II’を定期的に計IIい“ケツで測定するとともに、孔口開放状態では試験区問刀水および

試験区問上部
兎水のウラニン賦展，水温，pI【およぴ亀気伝、』度の測定を失施した。地下水の連続モニ列ングおよび採水は冊S終了後に

」F即ッドを再設 Iし実施した。
ケーシンヅ挿入・シール材膨張1グシンゲ挿入後、シール枷ア張のため孔1二」は開放状態（約1日間）・試験区間上部勇水乳に大きな変化が認め

られ．ないこととウラ⇒濃度，plIおよび電気伝導度の違い（ウラニン爪度：試験区間ゑ水＞試k区間上部湧水）から試験区間が形成されて

いると判断し、間隙水圧測定に移行した。

間隙水圧測定：測定開始後4時問程度で急激な変化が終了し・11／308100頃から安定。

闇：大気圧開放位置は孔口。計測圧力値に弱い周期的変化が認められたが、孔口水面の高さは地上3．72皿前後と安定。最終の試

験区間尊水1，’はL63E 03皿3／secであった、冊開始3（1内で試鹸区問湧水が自濁化した。試験区間1二部勇水1一しは師開始後約1日間は

安定していたが、その後やや低下し・HW終了時には125グmlnとなった。

剛S　l口元バルブを閉塞した時に、圧力計測定値が瞬問的に増加した。圧力値に弱い周期的変動が認められ・最終的には初期間隙

水圧値まで回復しなかった。試鮫区間上部ll’1水IIしは・［IWS開始約3時間後からやや噌加し・鼎S終了時には130群mtn前後であっ

た。

連続モニタリンヅ・採水：H鴨終了後、揚水ケーシング内にJFmッドを拝入し、ロッドロからフ）湧水をモニ列ンゲおよび採水した。

表7．7．4（2〉DH42号孔No．4測点　解析結果（赤字：ゴシック体がNo，4測点の採用値）

グラフ解析結果

定圧揚水試験

叩

HWS

Jacob　and

Lo㎞an法①

Jacob　and

Loh皿an法②

回復法1

阿復法②

Homer’splot①

Homer’s　plot②

Agarwa1法①

Agarwal法②

試験区間の問隙水圧および水頭実測値

透水恥係数（皿2／sec）

3．71E－04

2．10E－04

1．87E－03

4．09E－04

透水係数〔醇sec）

9．10E－06

5。16E－06

4，59E－05

1．00E－05

貯留係数（一）

（8．82E－17）

3．06E－08

比貯留係奴（1／m〉

（2．16E－18）

7、52E－10

P（kPa）＝16L604　H（標高m〉＝157．058

P（kPa）＝170．556H（十lil，高m）＝157．941

1，87E－03

4，09E－04

間隙水圧（kPa〉

4．59E－05

1．00E－05

4019．373

（7．65E－96）

5．19E－19）

水頭（標高m）

（L88E－97）

（L26E－20）

158．205

Homer’s　plotのPは、圧力計設置位琶での値である。
Jacob　and　Loh皿an法①，回復法①，Horner’s　plot①およびAgarwal法①は試験前半の値、Jacob　and

Lo㎞an法②，回復法②，Homer’s　plot②およびAgarwal法②は試験後半の値である。

試験区間の間隙水圧は問隙水圧測定終ゴ時の値であり、試験区間上端深度で換算した・

MULTISIM解析結果

フローモデル
radialcompositef豊ow（内側半径：O．l　m）

境界条件
隷形非流動境界（境界距離：約4QQ皿）

水理パラメータ

透水旨係数　内側〆外側　（m／sec） 2．OE－041　　　　　1．8E－03

透水係数　内側／外側　　m／sec 4．9E－061　　　　　4．3E－05

比貯詔係数　内側＝外側　　1／皿 1．OE－06

平封圧力　kPa 4333．5

モデル採用値

透水量係数　代表値／信頼範囲　（m／sec〉 1．8E－03　　　1　　　　　8．OE－04－3．OE－03

透水係数　代表値／信頼範囲　（m／sec） 4．3E－05　　　1　　　　　2．OE－05一ア．OE－05

水頭　代表値／信頼範囲　（標畳m） 159．65　1　　　　　　　　　159－160

モデル採用値は、composite外側の値である。平衡圧力は、試験区間中点での値である。HWS初期データの不足および、試験区間上部との水理学的な接続の可能性がある。

FEM解析結果

モデル

井戸を中心とした2次元［由対象飽和モデル3層構造（1屠：0，1田，2層l　LO　m，3届：100km〉 解析対象の試験フェーズ HW（揚水過程）および鼎S（回復過程〉

水理パラメータ
透水7係数　1層／2層／3層　（m2／sec）　［揚水過程］ L3E－05i　　1．5E－03：　　4．OE－04

貯詔係数　1層／2層／3層　　 1．OE－01i　　　　　　1．OE＋001　　　　　1．OE＋00

透水吊係数　（m／sec） 4．OE－04

貯詔係　　　 1．OE＋OO

モデル探用値は、3層の　である。
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表7．7，5（1）　DH－12号孔No．5測点　諸元表

地盤高（標高m） 137．385　　X座標（m） 一71044．469 Y座L、、（m）　　　4206，422

試験開始日 H12．12，816：00 試験終了日 H12．12．1918：50

試験区間深度（m） 345．901　　　　　－　　　　387．176 パッカー構成　　Double

水理試験区間に関する一般青

掘削深曳mabh 510，000 掘削傾斜　度度
90

掘削直佼の水位皿abh 湧水！約500ぞ／皿m） 試験区間孔の”径m 0．05000

ゾンデ設置巨前の水位皿abh 湧水（約5GOぞ／皿m） 揚水ケーシング半径内径（m） 0．03695

試験区間上端深度mabh 345，901 ロッド半径内径　m 『

試験区間下端深度mabh 387，176 試験区問長m） 41，275

試験区間中＿1深度mabh 366，539 試験区聞体積（皿1） 0，324

試験区間の水圧計設置深度（地上m） 3，220 試験区問上部パッカー圧縮率（m5／gf） 一

試験区間上部0）水圧経設1η深度（地 Lm）
一

試験区問下部パッカー圧縮率（m5／gf） 一

試験区間の地質学的特徴
試験区間の地質は、花岡岩のうち、割れ日の発達した部分であり・複数の断届もしくは礫状コア部が分布する。363・26mbhには

傾斜60度見かけ幅15c皿以上の断廟が認められ、緑泥石，粘土および岩片が充填する。37Q・42、370・57㎎bh間は］殉スである。

試験区間の孔内水1立については、掘削中、常に湧水状態にあり、ビット交換時の孔口1身水II・は370mabh付近で急増し・30Dど〆皿in

以上である。

掘削llターン水の水質は、361）一370㎜bh問でpHおよび11L気伝導度が上下区間に比へ高く・368［1旧bhで最も高いpl｛・電気伝導度を示

す（pHl11前後、iE気伝導度：700μs／cm）。
物理検屑結果では、刀一メーター検府で、370皿abh付近で流速が大きく変化し・温度検解でも370旧bh付近で強いアノーマll一が認められ

るo

試験目的および試験シークエンス

試験目的

試験シークエンス

多量の湧水を伴う割れ目の多い花商岩の透水性を把握し、地下水の連続モ

ニタリングおよぴ採水を実施する。

（ケー渉グ挿入，シール材膨張）一間隙水圧測定 HW－HWS一（連続モニタrルグ・採水）

（ケーシング回収）

試験概要
No．51” 点では、No．41則点と同様、トル材および川水ケーシングを用いた定圧す”水試験を↑丁った。ストレーナー部には揚水←一”“（ストレート加

工）を使用した。試只中に試験区問上部酒水IIしを定期的に計1バ抄で測定するとともに、孔口開放状態では試験区問湧水および

試験区間 ヒ坪勇水のウラニン濃度，水温，pHおよび電気伝 、♪度の測定を実施レた。地下水の連続モニ夘ングおよび採水は鼎S終了後に

JFr助ドを再岨置し実施した。
ケーシング挿入・シ→レ材膨張1ケーシンゲ挿入後、シール材膨張のため孔口は開放状態〔約1日問）・試験区間上・「1湧水　に大きな変化が認め

られないこととウラニン濃度，pIIおよび亀気伝，、度の違い1ウラニ■1農度：試験区間湧水＞試験区間上部湧水）から試験区間が形成されて

いると判断し、間隙水圧測定に移行した。

問隙水圧測定1圧力値に潮汐θ）影響と考えられる周期的な変動が認められた。試械区間上部湧水1 は測定開始直後にやや増加

し、以降100f／min前後で周期的な変動を示した。

HW　l大気圧開放位置は孔口。計測圧力ノ’に弱い周期的変化が認められたが、孔口水面の高さは地上3．56皿前後と安定。試i区問

！水Illlの変化は小さく、女一終値は3．12E （13m3／secであった。鼎開始30分内で試験区間隻．し水が白濁七した・試験区間上部湧水lil二

は1甲開始以降低下傾向にあり、冊終了睡には93ぞ／mtnとなった。

聞S：口元バルブを閉寒した時に、圧力計測定値が瞬間的に増加した、冊S開始約13時問で安定し・最終的には初期間隙水圧値を

超えた。試験区問上部湧水 ！産は、闇S開始直後にやや増加し、それ以降95彫翻n前後で安定あった。

連続モニタ1ルク㌧採水：鼎S終了後、1，水ケー汐ゲ内に」町日ッドを挿入し・日ッドロからの」水をモニ夘ングおよび採水した。

表7．7．5（2）DH－12号孔No．5測点　解析結果（赤字ゴシック体がNo．5測点の採用値）

グラフ解析結果

定圧揚水試験

冊

HWS

Jacob　and

Lo㎞an法

回復法①

回復法②

Homeガsplot①
Homer’splot②

Agarwa1法①

Agarwa1法②

試激区間の間隙7圧および7頭実測値

透水量係数（皿2／sec）

6．33E－04

1．92E－03

6．OIE－04

透水係故（m／sec）

1．53E－05

4．66E－05

1．46E－05

貯留係数（一）

（2．38E－14〉

比貯留係数（1／m〉

（5．76E－16）

P　（kPa〉二159．647　H（標高m）二156。879

P（kPa）＝169．671H（標高m〉＝157．901

1。92E－03

6．01E－04

間隙水圧（kPa）

4．66E－05

1．46E－05

3590，764

（3．76E－49）

（7．89E－14）

水頭（標高m）

9．11E－51）

（1．91E－15〉

157．515

Homer’s　plotのPは、圧力計設置位置での値である。
回復法①，HDmer’s　plDt①およびAgarwa1法①は試験前半の値、回復法②，Homer’s　plot②および

Agarwal法②は試llF後半の値である。

試験区間の間隙水圧は間隙水圧測定終了時の値であり、試験区問上端深度で換算した・

M吐TISIM解析結果

フローモデル
ra（l　i　a　l　cQ皿Po　s　i　t　e　f　l　ow（内側半径：300m）

境界条件 無限遠方

水理パラメータ

透水量係数　内側／外側　（m／sec） ≦1．2E－031　　　　　　6．3E－04

透水係　　　ヨ側／外側　　回sec ≦3．OE－05：　　　　　1．5E－05

比貯留係数　内側＝　側　　1／m 1．OE－06

平オ’圧力　kPa 3932

モデル採用値

透水量係数　代表値（最大値）／信頼範囲　（m2／sec） 1．2E－03i　　　　　　　　＜2．OE－03

透水係数　代表値（最大値〉／信頼範囲　（m／sec〉 3．OE－05i　　　　＜5．OE－05

水頭　代表値／信頼範囲　（標高m） 161．ool　　　　I60－165
No．5測点では、笥易解析のみ実施した。モデル採用値は、composite内側の値である。平衡圧力は、試験区間中点での値である。鼎S初期データの不足および、試験区聞上部との水琿学的な接続の可能性がある・

FEM解析結果

モデル
井戸を巾心とした2次元軸対象飽和モデル3層桐造（1層：0，l　m，2層：1，0皿，3層：100㎞〉 解析対象の試験フェーズ 冊（揚水過程および鼎S（回復過程〉

水理パラメータ
透水吊係放　1屏／2層／3層　（m2／sec）　［揚水過程］ 2．3E－05i　　　　　2．OE－03i　　　　　6．OE－04

貯留係数　1層／2層／3層　　一 1．OE－011　　　　　1．OE＋00i　　　　　1、OE＋00

モデル採用値
透水量係数　（m／sec） 6．OE－04

貯留係数　　 1．OE＋00

モデル米用値は、3層の値である。
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図7，7．5（1）DH－12号孔No．5測点の水理試験装置設置概略図

試験装置設置概略図（連続モニタリングおよび採水時の地上配管）
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図7．7．5（2）DH－12号孔No．5測点の地上配管設置概略図
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図7．7．5（5）DH－12号孔No．5測点のまとめ（MULTISIMによる解析結果） 図7，7．5（6）DH－12号孔No．5測点のまとめ（FEMによる解析結果〉
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表7．7．6（1） DH－12号孔No，6測点　諸元表
少』　　　　　　、　／

地盤高（標高m） 137．385　　X座標（m 一71044．469 Y座標（m）　　　4206．422

試験開始日 H12．12．192LOO 試験終了日 H12．12．2717：50

試験区間深度（m） 279．398　　　　－　　　344、670 パッカー季毒成　　　DoUble

理試験区問に関する 一般情報

1削深度皿abh 510，OOO 掘削傾斜・度度
go

掘削直後のノ位皿abh 廼水（約50胴／m励試験区間孔の半径（m 0．05000

ゾンデ設置直前の水位mabh 湧水（約500ゼ／皿m） 揚水ケーシング半径内径（m） 0．03695

試験区間 ヒ端深度皿abh 279，398 ロッド当径内径　m 一

試験区間下端深度mabh 344，670 試験区間長m 65，272

試験区間中点深度mabh 312，034 試験区間体積（皿） 0，512

試験区間の水圧計設置深度（地上m） 3，410 試験区間上部パッカー圧縮率（m5／gf） 一

試験区間上部の水圧経設置深度1地 Lm）
一

試験区問ド部パッカー圧縮率（m5／gf） 曹

試験区問の地質学的特徴
試験区問の地質は、花尚岩のうち、割れ目の発達した部分であ駄複敢の断層もしくは礫状コア部が分布する。

試1駆門の孔内
雄については、捌1」中、常購水状態に劾・ビット交1典時の孔口跡llヒは30D師n以上である・

物埋検届結果では、フロー”一検躰で、285～290皿abhおよび300－310皿bh間で流速が大きく変化し、温度検層でも2呂0－310皿abh

間で強いアノーマリーが認められる。

試験目的および試験シークエンス

試験目的

試験シークエンス

多量の湧水を伴う割れ日の多い花醐岩の透水性を把握し、地下水の連続モ

ニタリングおよび採水を実施する。
（ケーシング挿入，シール材膨張）一問隙水圧測定一冊一HWS一（連続モニタリング・採水〉

一（ケーシング回収〉

試版概要
No．b　 I点では、No5測，庶と同様、シール材および揚水ケーシングを用いた定圧揚水試験を行った。ストレート部には揚水トシンダ（ストレ＋加

工）を使用した。印七験中に試唖区間上部1∫水1Ilを定期的に計lliバケッで測定するとともに・孔口開放状態では試験区間湧水およダ

試験区間上部II刀水のウラニン峻度，水温，pHおよび電気伝導度の測定を実施した。地ド水の連続モニ911ングおよび採水は冊S終了後に

J匠1肋ッドを再言隻f置し実施したD

ケーシング挿入・シール材膨張：ケーシング挿入後、シール材膨張のため孔口は開放状．〔約1日問1。試験区間 卜部項水：に大きな変化が認め

られないことと屯気伝』度の違い（・し気f∫，、度1試験区間勇水＞試駅区間上部勇水〉から試嫉区間が形成されていると判断し・間

隙水圧測定に移行した。

間隙水圧測定　圧力値に潮汐ρ）影粘と考えられる円期的な変動が認められた。試堅一1区問上部湧水1ドは測定開始直後にやや増加

し、以降21酬皿m前後で安定した。

HW：大気圧轍位ll・
は孔ロ．計測圧力f直に弱い周期的変｛ヒが認められたが・孔rlI細1嘔さは地上3・835m前後ほ走・膿の

試駆断水1，・は5、17E－D3m3／secであった．欄始3。分 管識区剛水が白1蜀化した・試駆間L細水畑開始瞬低

下傾向にあり、階終丁時には17〃面nとなった。

酬S：鵬開始後4砂問は肋イ直に乱れが生じた，購的には鵬間隙水噸まで回復しなかった・試晒上翻茄一は・1㎝S

開始L自後にやや増加し、それ以降19ぞ／10li［1前後で安定あった。

連続モニタ1ルヅ・採水l　HWS終r後、r水ケーシンゲ内に」陶ッドを挿入し・ロッドロからの湧水をモニタ11ングおよび採水した。

表7．7，6（2）DH－12号孔No．6測点　解析結果（赤字ゴシック体がNo，6測点の採用値）

グラフ解析結果

定圧．揚水試験

冊

冊S

Jacob　an（l

Lohman法

回復法①

回復法2

　　　　　ハHomer’splot宙

Homeガsplot②
Agarwal法1

Agarwal法2
試験区間の間隙水圧および7頭実測恒）

透水1係数（m3／seの

5，30E－04

4．03E一一〇3

4，69E－04

透水係数（m／sec〉

8．12E－06

6．17E－05

7．19E－06

貯留係数（一〉

5，97E－06

比貯留係数（∀m）

9．14E－08

P（kPaM48．984　H（標高皿）＝155．982

P（kPa）d77．172　H（標高m）＝158，855

4．03E－03

4．69E－04

間隙水圧（kPa）

6．17E－05

7．19E－06

2951．221

（6．01E－58）

7．50E－05

水頭硫、1高m）

（9．21E－60）

1，15E－06

158．825

HQmeガs　plotのPは、圧力計設置位置での値である。
回復法①，Homer’s　plot①およびAgarwal法①は試験前半の値、回復法②，Homer’s　plQt②および

Agarwa1法②は試験後半の値である。
試験区間の間隙水圧は間隙水圧測定終r時の値であり、試験区間上端深度で換算した。

MULTISIM解析結果

フローモデル
radialcGmpositeflow（内側半径：23G　m）

境界条件 圧カー定または閉境界

水理パラメータ

透水量係数　内側／外側　（皿／sec） 〈5．2E－03i　　　　　4．6E－04

透水係数　内側／外側　皿／sec ＜8．OE－05i　　　　　7．OE－06

比貯田係数　内側＝外側　　1／m 1．OE－06

平ぽ圧力　kPa
3473

モデル採用値

透水量係数　代表値（最大値）／信頼範囲
（m2／sec） 5．2E－03：　　　　　　　　＜6．5E－03

透水係数　代表値（最大値）／信頼範囲　（m／sec） 8．OE－05i　　　＜1．OE－04

水頭　代表値／信頼範囲　（標高m） 169．2i　　　　161－1ア1
モデル採用値は、composite内側の値である。平衡圧力は、試験区間中点での値である。

FEM解析結果

モデル

井戸を中心とした2次元軸対象飽和モデル3層柚造（1［弓10．1皿，2層：LO　m，3層：100km） 解析対象の試験フェーズ HW揚水過程および冊S（回復過程〉

水理パラメータ
透水

Illl係数　1層／2層／3層　（m2／sec）　［揚水過程］ 4．OE－051 4，0E－03：　　4、5E－04

貯留係数　1層／2層／3層　　一 LOE－Oll　　3，0E＋00i　　LOE＋00

モデル採用値
透水．甲係数　（m／sec） 4．5E－04

貯留係数　一 1、OE＋00

モデル採用値は、 3層の値で　る。
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図7．7．6（1）DH－12号孔No．6測点の水理試験装置設置概略図

試験装置設置概略図（連続モニタ1ルグおよび採水時の地上配管〉

パ1レプで流

量調整

面水口 カプラー
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図7．7．6（2）DH－12号孔No・6測点の地上配管設置概略図
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8．地下水の化学



8　地下水の化学

8．1　概要
　本試錐調査は、地下水化学データを取得するため、井戸水、掘削原水、掘削リター

ン水、揚水の採水および分析を行った。DH－12号孔の作業工程の概要を表8，1．1に示
す。

　地下水の水質など地球化学特性を把握するためには、目的の深度の地下水を採取し

分析することが適当である。しかし、ボーリング孔では掘削時に使用する掘削水の影

響があるため、目的の地下水を得ることは困難である。このため掘削中の掘削水に蛍

光染料（ウラニン）を一定濃度添加し、常に試錐孔から戻ってくる掘削リターン水の濃

度管理を行った。そして揚水試験で採取した地下水の蛍光染料濃度から地下水と掘削

水の混合割合を定量化することとした。掘肖Il工程の調査概要を図8，L】に示す。

　地下水は水理試験中の揚水試験期間を利用し、地下水（揚水）の物理化学パラメータ

を連続的にモニタリングするとともに地下水分析を実施した。水理試験工程での調査

概要を図8⊥2に示す。

表8．1．1　DH－12号孔地下水調査に関する作業工程概要

期 問 作業内容
掘削・拡孔・水理試験区間　　　　（mabh）

6月27目　～ 7月6日 第1段掘削（トリコン） 3．90 ～ 50．29

7月11日　～ 7月17日 第2段掘削（HQ－WL） 50．29 ～ 164．12

7月18日　～ 7月29日 水理試験No．1 157．45
～

164．12

7月30目　～ 8月7日 第2段掘削（HQ－WL） 164．12
～ 280．17

8月21目　～ 9月2日 水理試験No．2 豆71．80
～ 280．17

9月5目　～ 10月2目 拡孔（12－1／4”） 50．29 ～ 275．72

10月15目　～ 11月9目 第3段掘削（HQ－WL〉 280．17 ～ 510．00

11月14日　～ 11月23目 水理試験No．3 431．42 ～ 505．50

11月24日　～ 12月8日 水理試験No．4 388．90 ～ 429．68

12月8日　～ 12月19日 水理試験No，5 345．90 ～ 387．18

12月19日　～ 12月27目 水理試験No．6 279．40 ～
344．67

1月10日　～ 1月31日 第3段掘削（HQ－WL〉 510．00 ～ 715．82
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掘削工程
井戸水　　→　　井戸水採水・分析

←　　蛍光染料添加（ウラニン）

掘削原水作成

掘削原水　→　　　　掘

掘削作業

⇒　　掘削リターン　　　・掘削による　　　・湧水による　　　・逸水による

掘削リターン水（調整前）

⇒　　EC＝600μs／　　　（主にセメン←　　掘削リターン　　　・水量調整　　　・蛍光染料渥

掘削リターン水（調整後）

掘削原水採水・蛍光染料濃度，p脹EC確認．．、

・湧水による地下水変化（地下水との混合）

・逸水によるリターン水量変化

→　　掘削リターン水採水・蛍光染料濃度、　H、EC確語

　600μs／cm以上のリターン水は廃棄

（主にセメント竣藻後のリターン水）

・水量調整（掘削原水補充〉

・蛍光染料濃度調整（ウラニン添加）

図8．1．1　掘削工程中の調査概要
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水理試験工程

　　　水理試験

・目標掘削深度での水理試験

・逸水、湧水など地下環境の変化

　　　　　←　調査区間・調査方法検討

　水理試験装置設置

　　　　　←　　物理化学パラメータ測定装置準備

　　水理試験開始

　　　　　←　　パッカーの拡張

　　　　　→　　間隙水圧の計測

　　　　　→　　パルス試験、スラグ試験

　　　　　←　　揚水試験準備

定圧・定流量揚水試験→　　揚水採水・ 分析

　　　　　　　　　　　　　物理化学パラメータ測定装置での連続測定

揚水試験終了直前　　→　　揚水試験終了直前揚杢採水・分叛

→　　回復試験など

水理試験終了

掘削作業再開

図8．1．2　水理試験工程中の調査概要
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8，2　測定・分析内容

8，2．1　分析試料と分析項目

　分析試料は、掘削工程時のr井戸水」、r掘削原水」、r掘削リターン水」と水理試験

工程時の「揚水試験中」「揚水試験終了直前」がある。

　それぞれの試料について測定・分析項目および測定分析方法などを表8，2，1に示す。

なお、有機炭素は全炭素と全無機炭素の差から求めた。

表8．2．1　分析試料と分析項目一覧
測定・分析項　　　目

測定・分析方法

掘削工程時試料 水理rr程時試料

井戸水 掘削原水

掘　　　削リタ

ン水

揚　水試験中 揚水試験終了直前

pH 電極法 1同／日 1回／作成肝 1回／時問
連続モニタ　リング 連続モニタ　リング

電気伝導度 電極法 ユ回／日 1回／作成時 1回■時問
連続モニタ　リング 連続モニタ　リング

酸化還元電位 電極法 『

連続モニタ　リング 連続モニタ　リング

溶存酸素濃度 電極法 1回／口 一 一

連続モニタ　リング 連続モニタ　リング

水温 電極法 1同／目 1同／作成時 1回／時間
連続モニタ　リング 連続モニタ　リング

N　a＋ イオンクロマトグラフ法 1回／口 一 1回／目 複数回 1回

K ＋
イオンクロマトグラフ法 1回／日 一 1同／日 複数回 1回

NH4＋ イオンクロマトグラア法 一 一 一 1圖

C　a2や イオンクロマトグラフ法 1回／口 一 1回／日 複数回 1回

Mg2← イオンクロマトグラフ法 1回／目 1回〆日 複数回 1回

S　r2中 イオンクロマトグラフ法 1回／日 1回〆日 一 1回

Mn（H） ICP発光分光法 皿 ］ 回

ドe（li） 比色法 ＝ 一 一 一 1回

Total　F　e 比色法 1回／日 一 1回〆日 『 1回

Sll】oa 比色法 1回／日 1同／日 複数回 ユ回

Al3＋ 比色法 ］回／目 一 工回／目 1回

F イオンクロマトグラフ法 1回／目 1回／日 複数回 1回

C】 イオンクロマトグラフ法 1園／目 一 1園／目 複数回 1回

Bf イオンクロマトグラフ法 1回／日 1回／日 複数回 1回

NO3’ イオンクロマトグラフ法 1口／日 1回／目 複数回 1回

NO2』 イオンクロマトグラフ法 一 一 1回／日 1回

SO42
イオンクロマトグラア法 1回／日 1回〆日 複数同 1回

H2s（sユ’） 比色法 一 一 1回

アルカリ度 滴定法 1回／日 ユ回／目 複数回 1回

全無機炭素 赤外線吸収法 1圓／目 一 1回／目 複数同 1回

全有機炭素 赤外線吸収法 1回／ロ 一 1回／日 複数回 1回

蛍光染料濃度 蛍光光度法 1回／作成時 1同／時間 1回■時間 1回
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8．2．2　採取位置・方法
1）掘削工程

　掘削工程中の採水は，r井戸水」、r掘削原水」、r掘削リターン水」である。

　「井戸水」は必要な時に汲み上げ、掘削水として使用する直前に蛍光染料を添加・

調整し掘削原水とする。

　掘削リターン水は原貝1」として掘削作業中は1時間に1回の頻度でpH、電気伝導度、

蛍光染料濃度を測定し、Naなどの化学分析を1目に1回の頻度で実施した。

　掘削工程中の分析試料の採取位置を図8．2．1に示す。

光染料

旦

井戸水

掘削リターン水経路

掘削原氷送液

掘削原水

排液・排泥タンク

マッドスクリ ン

セラー

、

デッチライン シェカータンク

掘削リターン水

図8，2．1　掘削工程採水位置概略図

①井戸水
　井戸水は、近傍の地下水を汲み上げ（4m3／車）、試錐現場まで運搬後、試錐作業内

井戸水専用タンク（貯水タンク）へ貯水した。分析は、運搬時に1回／目行った。

　pH、水温、電気伝導度は、タンクヘ移し入れる時に測定し、溶存酸素濃度は、貯水

タンクヘ移し終わってから10分後に測定した。化学分析用サンプルはSi分析用のポ

リ瓶（500mぞ）と、その他分析項目用に硬質ガラス瓶（14）にそれぞれ採取した。

　なお、採水にあたっては容器の共洗いを3回以上行った。
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井戸水（近傍の地下水）

運搬

専用貯水タンク

pH、電気伝導度、水温測定
分析サンプル採取

沁分後

溶存酸素濃度、水温測定

図8．2．2　井戸水採水フロー

②掘削原水（蛍光染料（ウラニン）を添加した水）

　予め濃度の濃い蛍光染料（例えば5gκ）をポリ容器（1／）に前溶解したものを
準備し、井戸水（5m3）の入った掘削原水作成タンク（有効容量7m3）に入れ、タ

ンク内をポンプ撹搾して作成した。その後、蛍光染料濃度を測定し1000±100μg！’の範

囲であることを確認した。

井戸水専用貯水タンク

ポンプ移遂

掘削原水作成タンク

←　蛍光染料←　ポンプ撹揖

掘削原水採取
　pH、電気伝導度、蛍光染料濃度、水温測定

蛍光染料（ウラニン添加〉

図8．2．3　掘削原水採水フロー
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③　掘削リターン水（蛍光染料が入っている水〉

　掘削リターン水は、ポンプ手前の掘削リターン水タンクより採水した。採水はpH，

電気伝導度、蛍光染料濃度測定用に1ぞのポリ容器に1時間に1回採水した。また、化

学分析用に1日に1回1ぜのポリ瓶に採取した。

セラー

ポンプ移送

マッドスクリーン

シェーカータンク

デツジライン

⇒排泥

掘削リターン水採取（1回／時間）

　　pH、電気伝導度、
蛍光染料濃度、水温測定

分析サンプル採取（1回／日）

掘削リターン水タンク

ポンプ移送

試錐孔

図8．2．4　掘削リターン水採水フロー
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2）水理試験工程

　水理試験は、表8，2．2に示す深度で実施した。試験区問は、岩芯記載、コア写真、B

HTV結果、物理検層結果などから決定した。

表8，2．2　水理試験位置
測点No， 試験区間（mabh）

試験位置決定理由

No．1 157，45　　～ 164．12 士岐爽炭累層の基底礫岩（堆積岩・花闘岩境界〉

No．2 171，80　　～ 280．17 割れ目の多い花闘岩

No．3 431．42　～ 505．50

430mabh付近を境に割れ目頻度分布が変化。フローメーター検層＝430m加h以深では流速変化が小さい温度検層：430mabh以深で異常が認められる。

No，4 388，90　　～ 429．68

温度検層・フローメータ検層＝390mabh付近、410mabh付近で弱い異常が認められる。

No，5 345．90　　～ 387．18

岩芯記載：363、26mabh～363．40mabhに断層が認められる、フローメーター検層・温度検層；370mabh付近に大きな異常が認められる。掘削リターン水分析＝360mabh～370mabh問でpHおよび電気伝導度に大きな変化が認められる。

No．6 279．40　　～ 344．67

フローメータ検層＝285mabh～290mabhおよび300mabh～310mabh間で流速が大きく変化する。温度検層＝280mabh～310mabh間で強い異常が認められる。10インチケーシング下端と測点No．5に挟まれた区間。
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　揚水試験中に試料の採取、分析を行った。採水の時期は、1時間に1回の蛍光染料

濃度データを基に実施した。試験終了時点での採水は、物理化学パラメータ測定装置

への通水を中止し実施した。揚水試料の採水フローを図8．2．5に示す。

揚水試験開始

理化子ハラメータ測 （』，モニ　リンク

　　　pH、水温、電気伝導度
酸化還元電位（Au，Pt）、溶存酸素濃度

定期測定（1回／時間〉

蛍光染料濃度

　　揚水分析（数回〉
主要イオン、TOC、IC、アルカリ度

揚水量

i　

O：揚水分析用採水例

図8．2．5　揚水採水フロー

　物理化学パラメータ測定装置と採水口の位置を図8．2．6の概念図に示す。

装置は、pH、水温、電気伝導度，酸化還元電位，溶存酸素濃度の測定、コンビュータ

ヘの表示、記録（CSV形式）機能を持っている。

　物理化学パラメータ測定装置の仕様を表8．2．3に示し、概略図を図8．2．7から図8．2．8

に示す。

　試料採取瓶は、蛍光染料測定およびSi用に500m‘ポリ瓶を使用し、N　aなどの現

場分析用に1乏耐圧ガラス瓶を使用した。
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物理化学パラメータ測定装置

試錐孔

再

1～

□□口□

〆

流量測定

　揚水ポンプ

　　　　　　　　　　　　〉

採＼側

　　　　　　十

　　　i
　　　l

　　　i　　　　＼

　　　　　　　水理データ収集

○

　　　囮

採水ピン　（分析）

排水タンク

　　　　　　図8．2．6　定圧・定流量揚水試験概念図注

注DH－12号孔では6回の揚水試験すべてにおいて湧水であったため揚水ポンプは使用
しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　一8
10



　　　　図8．2．7　物理化学パラメータ測定装置



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　i

脚天轟
1

　　　　　　　図8．2、8　物理化学パラメータ測定装置配管図

　、「篇』だ贋

　　Y　　：
　　
　　
　　ぼドず　コのだあごや
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表8、2．3　物理化学パラメータ測定装置仕様

測定項目 内　訳 仕様 備　考

DO
DO，T，EC共用セル各電極、アンプ

T レンジ0～40．0℃
EC レンジ0～1000μS／cm

pH
専用セル、電極、アンプ、KC　lリサ㌧ブタンク

レンシ“　PH　O～14

ORP（Au）
専用セル、電極、アンプ、KC1リザーブタンク

レンジ　ー500mV～＋500mV

ORP（Pt）

専用セル、電極、アンプ、KC　lリサ㌧プタンク

レンジ　ー500mV～＋500mV

o　～　　　　丁百口 劃」｛羊パソコン項目 仕様

コンピュータ
CPU　500MH　z（Celeron）HDDOS　Windows　NT4．OWorkStation 20GB メモリ

128M　SDRAM

アプリケーション

Of6ce2000　　PersonalVisual　Basic　V¢r．6Profe器ionalContcc　ACX－PAC（W32）AP

無停電電源装置 0．75KVA
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8．2，3　測定・分析方法

1）測定・分析機器類

　使用した測定・分析機器類を表8．2．4に示す。掘削作業敷地内に分析室（プレハブ）

を準備し機器を設置した

表8．2．4　測定・分析機器一覧表

機器名称 メーカー名 型番 数量

【現場測定・現場分析室】

pH測定器 堀場製作所 一22 1式

pH電極 堀場製作所 610－10D

電気伝導度計 堀場製作所 S42 1式

EC電極 堀場製作所 582－10D

溶存酸素計 堀場製作所 M－12 1式

溶存酸素計電極 堀場製作所 45－20D

純水装置 1式

カートリッジ純水器 オルガノ 一10C

超純水装置 訂nstead ANO－pureln行nity

分光蛍光光度計装置 1式

蛍光光度計 島津製作所 RF．1500

プリンター 島津製作所 TP－140WCLOl2
滴定装置 1式

pH計 堀場製作所 一21

pH電極 堀場製作所 610－10D

スターラー asolina
R－300

ビュレット lBATA

イオンクロマトグラフ法装置 2式

イオンクロマトグラフィー 島津製作所 C－10ADvpシステム
記録計（クロマトパック） 島津製作所 一R7蓋us

有機炭素分析装置 1式

TOC計 島津製作所 OC－5000

圧縮ボンベ

紫外可視分光光度計装置 1式

紫外可視分光光度計 島津製作所 UV－1240

プリンター 島津製作所 TP－140WCLO12
天秤 島津製作所 L－320S 1台

吸引ろ過装置 2式

アスピレーター ヤマト P－15

ろ過器 アドバンテック メンブランフィノレター

遠心分離機 トミー精工 LC－1〔）0 1台

【持ち帰り試料分析装置1

I　C　P発光分析装置 島津製作所 CPS－10001V 1式
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2）分析方法

①試料の前処理
　試料水の前処理は、肉眼で透明である井戸水と揚水は、吸引ろ過なしで測定し、掘

削リターン水のように濁りがあるものについて遠心分離、吸引ろ過などの前処理を行

った後、分析用試料とした。ろ過方法はアスピレータによる吸引ろ過、遠心分離は3000

rpmの回転数で10分間実施した。

　各試料について前処理フローを示す。

井戸水 掘削リターン水 揚水

濁りの有無

濁りが少ない場合 濁りが多い場合

　透明な水

（井戸水・揚水〉

遠心分離

　吸引ろ過
（メンプランフィ砂一〉

　透明な水

（井戸水・揚水〉

アルカリ度 比色分析・T㏄分析

　井戸水と揚水試料は、ほとんどの試料を無処理でアルカリ度の分析を行った。

　また、掘削リターン水の濁りの多い場合は、遠心分離機で濁り成分を分離した後に

濾過し、分析用試料とした。
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②蛍光染料（ウラニン）の分析方法

　蛍光染料の測定は、1～1000μg1ぞの広いレンジを測定するため、0～100μg／vぞまで

の低濃度レンジでの検量線と0～1000μg1ぎまでの高濃度レンジでの検量線を使用した。

低濃度レンジでの主な分析試料は、水理試験中の揚水が対象試料であり、高濃度レン

ジは、掘削原水、掘削リターン水が測定対象である。

　ウラニンの測定は、試料pHによって測定値が変化するため、pH緩衝剤および希釈

液としてホウ酸ナトリウム溶液を使用し、pHを9以上として測定を行った・

試料とホウ酸ナトリウムの希釈比率は、低濃度レンジでの希釈は1対1とし、高濃度

での希釈を1対10とした。

　低濃度試料は、試料を0．45μmメンブランフィルターまたはディスミックフィルタ

ーでろ過した後、4mぞを分注器（エッペンドルフ）で分取し、pH緩衝液4皿‘で希釈

し測定した。低濃度レンジでの検量線も、標準試料に1司様の希釈を行い作成した。

低濃度試料

吸引ろ過
（0．45μmメンブランフィルタ又はディ

　スミックフィノレター）

試料（4mぞ）

pH緩衝液（4m4）

希釈・混合

測定10mmセル

励起側波長

蛍光側波長

380nm（7月30日まで）

491nm（7月30目から！月31目）
512nm

846



　尚濃度試料は、試料を0．45μmメンブランフィルターまたはディスミックフィルタ

ーでろ過した後、1餅を分注器（マイクロピペット）で分取し、pH緩衝液10皿ぞで
希釈し測定した。高濃度レンジでの検量線も、標準試料に同様の希釈を行い作成した。

高濃度試料

吸引ろ過
（0．45μmメンブランフィルター又はデ

　ィスミックフィノレター）

試料（l　mぞ）

pH液（10mぞ）

希釈・混合

測定10㎜セル

励起側波長

蛍光側波長

380nm（7月30目まで）

491nm（7月30日から1月31目）
512nm
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③　T－Feの測定（JIS　KO10160．1準拠）

　　試料に塩酸（1＋1）2mぞを加え、水を入れて液量を約30m姥した後、塩化ヒドロキ

　シルアンモニウム溶液1並を加える。1，10一フェナントロリン溶液（l　g！4）2mぞを加

　えて振り混ぜ、続いて酢酸アンモニウム溶液（5009紛5皿4を加えて再び振り混ぜ50

　m’にメスアップし、生成する赤色の鉄錯体の吸光度を測定して定量する。

比色管（50mの

試料30m4

塩酸（1＋1）2mぞ

塩化ヒドロキシルアンモニウム溶液（10％）l　m4

1．10一フェナントロリン溶液（19／’）2m’

混　合

酢酸アンモニウム溶液（500g紛5m4

発　色

50m／メスアップ

吸光度測定50mmセル　510nm

呂一18



④Fe2＋の測定（JISKO10160．1準拠）

　試料に塩酸（1＋D2mぞを加え、水を入れて液量を約30mぞとした後、1，10一フェナ

　ントロリン溶液（l　g〃）2m‘を加えて振り混ぜ、続いて酢酸アンモニウム溶液（500

　g紛5m’を加えて再び振り混ぜ50m4にメスアップし、生成する赤色の鉄錯体の吸光

　度を測定して定量する。

比色管（50mぞ）

試料30mぞ

塩酸（1刊）2mぎ

1，10一フェナントロリン溶液（l　g／ぞ）2面

混　合

酢酸アンモニウム溶液（500914）5mぞ

発　色

50mぞメスアップ

吸光度測定50mmセル　510nm
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⑤　Siの測定（JIS　KO10144．1．2準拠〉

　　試料30m君に塩酸（1＋1）l　m近1とモリブデン酸アンモニウム溶液（10％）2mぞを加

　えて振り混ぜ5分間放置する。しゅう酸溶液（1％）1m／を加えて振り混ぜ、1分問放

　置した後、アスコルビン酸溶液（10％）1mぞを加えて振り混ぜ、約10分間放置する。

　生成したモリブデン青の吸光度を測定して定量する。

比色管（50mピ）

塩酸（1＋1）1モリブデン酉

試料30mぞ

混合　5分問放置

しゅう酸溶詫

混合　1分間放置

アスコノレビン

50m6スアップ　10分間

モリブテン酸アンモニウム溶液（10％）2m’

アスコルビン酸溶液（10％）l　mオ

吸光度測定10㎜セル815nm
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⑥　AIの測定（衛生試験法2000年4．33．2準拠〉

　　試料15mぞに1％アスコルビン酸1耐、酢酸緩衝液5餅、2％チオ硫酸ナトリウ

ム溶液1mぞ、クロムアズロールS溶液l　m‘を加え、最後に蒸留水を加えて25m4と

する。生成したアルミニウム・クロムアズロールS錯体の赤色の吸光度を測定して

定量する。

比色管（50mぞ）

試料15m6

1％アスコルビン酸1m4

酢酸緩衝液5m4

2％チオ硫酸ナトリウム溶液1mぞ

クロムアズロールS溶液lm’

25mぞメスアップ2分間放置

吸光度測定10㎜セル567．5nm
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⑦硫化物イ才ン（S2一〉の測定（JISKO10140．1準拠）

　　ろ過した試料100m‘に対し20％NaOH2m4を加え、S2の固定をする。

　　周定した試料50mぞに硫酸（1＋1）1皿’を加え、N，N㌧ジメチルーp一フェニレンジ

　アンモニウム溶液0．5m4を加えて振り混ぜた後、塩化鉄（皿）溶液l　mぞを加え、再

　び振り混ぜ、1分問放置する。りん酸水素ニアンモニウムL5m謄加えて振り混ぜ

　た後、5分間放置する。生成したメチレンブルー青色の吸光度を測定して定量する。

比色管（50mぞ）

20％NaOH　l　m乏

ろ過試料50雌

硫酸（1＋1N，N㌧ジメ

混　合

塩化鉄（

混合　1分間放置

りん酸水

混合　5分間放置

N，N’一ジメチル p一フェニレンジアンモニウム溶液0．5耐

塩化鉄（m）溶液（10％）l　mぞ

りん酸水素ニアンモニウム1．5m4

吸光度測定10mmセル670nm
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⑧アルカリ度の測定（JISKO10113．1準拠）

　　試料100mぞを100mぞのビーカに分取し、ガラス電極pH計を用いてマグネチック

　スターラーでゆっくり撹拝しながら0，01mQV4硫酸でpHが4．80に達するまで滴定

　する。これに要した0．Olmo耽硫酸の滴定量（amのを求め、次式によってアルカリ度

　（pH4．8）を算出する。

　　　　　　　アルカリ度（meqμ1）；a×f×1／50×1000／v

　　　　　　　　　　a：滴定に要した0．01mo膨硫酸（mぞ）

　　　　　　　　　　f：ファクター（0．Ol　mo梶硫酸のファクター）

　　　　　　　　　　v：試料（mぞ）

ビーカー100または200m4

pH計電極をセットスターラーで撹搾

試料100mぞ分取

滴　定（pH4．80）

pH4．80までの滴定量を求める

0．01mol〃硫酸
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⑨　陽イオン（Na＋，NH4＋，K＋，Mg2＋，Ca2＋，Sr2＋〉分析

Na＋，NH4＋，K＋，Mg2＋，C乱2＋，Sr2＋分析の6項目は、試料を0．45μmのディスポ

ーザブルシリンジフィルターでろ過した後、イオンクロマトグラフ法により測定した。

尚、測定装置は島津高速液体クロマトグラフ（L　C－V　Pイオンクロマトグラフ）を

使用した。使用したカラムおよび条件を下記に示した。

陽イオン分析条件

　使用機器

　カラム

　移動相

　流量
　温度

　検出器

　注入量

島津製作所製LC－10ADvpシステム

S　h　i　m－p　a　c　k　IC－C3（LD．4．6mm×L、100mm）

3．O　mM　しゅう酸

1．2mぞ／min

40℃

電気伝導度検出器（C　D　D－6A）

20μ4

水系イオンクロマト用フィルター

13AI（孔系0．45μm）を使用。

　　　　　　　IC分析

標準品と同じ保持時間のピークを目的成分として同定定量。
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⑩陰イ才ン（F一，CI一，Br一，NO3｝，SO42一〉分析

F，Cゼ，Br一，NO3一，SO42』分析の5項目は、試料を0，45μmのディスポーザブ

ルシリンジフィルターでろ過した後、イオンクロマトグラフ法により測定した。

尚、測定装置は島津高速液体クロマトグラフ（L　C－V　Pイオンクロマトグラフ）

を使用した。使用したカラムおよび条件を下記に示した。

陰イオン分析条件

　使用機器

　カラム

　移動相

流量

温度

検出器

注入量

島津製作所製LC－10ADvpシステム

Shim－pack　IC－A3（LD．4．6㎜×L．150皿m）
8．O　mM　p一ヒドロキシ安，目、香酸

32mM　Bis（2－Hydroxyethyl）lminotris（Hy‘koxymethyl）Methan

l．2mぞ／m㎞

40℃

電気伝導度検出器（CDD－6A）

20μぞ

水系イオンクロマト用フィルター

13AI（孔系0．45μm〉を使用。

　　　　　　　　IC分析

標準品と同じ保持時間のピークを目的成分として同定定量。
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⑪全有機炭素（TOC〉、無機炭素（IC）の分析

　全炭素（TC）、無機炭素（IC）をTOC計により測定する。ろ過済み試料をTOC計

のTC燃焼管に注入し、全炭素を燃焼させ二酸化炭素を測定し、TC値とした。続いて

試料をIC反応管に注入してICを測定する。TC濃度からIC濃度を差し引き計算によ

りTOC濃度を求めた。

　TO　C分析条件

　　　　使用機器　　　　　　1島津製作所　丁OC－5000A

　　　　TC燃焼管　　　1温度　680℃
　　　　酸化触媒　　　　　＝白金触媒（5／64”アルミナ球坦体）　島津製

　　　　IC反応管　　　　125％りん酸IC反応液

　　　　キャリアガス　　　：高純度空気

　　　　流量　　　　　　l　l50m〃min

　　　　検出部　　　　　　＝非分散形赤外線式ガス分析

　　　　試料注入方式　　　：オートインジェクターによる注入

　　　　試料注入量　　　　14～250皿可変

　検量線は5ppm（低濃度）および50ppm（高濃度）の2本の検量線を使用した。

TOC計

TC標準液5mg／ぞ，50mg／4

1C標準液5mg！f，50mg／ぞ

TC燃焼管 ろ過試料

TC濃度測定

IC反応管 ←一一一ろ過試料

IC濃度測定

TOC濃度計
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⑫Mn2＋の分析
　Mn2＋の分析については、島津テクノリサーチ㈱へ送付し、I　C　P装置にて測定を

行った。

ろ過

試料100配をポリ容器に入れる。

塩酸（1：1）4雌　添加。

ろ液（運搬後）

lCP分析 Mn　測定波長257．610nm

Mn分析条件
使用機器

キャリヤーガスなど

プラズマ出カ

トーチ

発振器

周波数

ネブライザー

チャンバー

マウント

回折格子

検出器

ロータリーポンプ能力

温度制御

：島津製作所製　I　C　P　S－10001V

・アノレゴン

：1．2KW

＝石英製三層構造

＝水晶推奨発振器

：27．豆20砒　　　±0．05％

同軸型

1スプレーチャンバー（2重構造）

l　l　mツェルニ・ターナーマウンティング方式

13600本／mm（163nm～458nm）

1800本／皿m（458nm～900m）

1光電子倍増管

1290〃分

138±1℃

検量線法（Mn濃度　0．02、0．1、0．2、0．5　mgll）
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3）分析機器の説明およぴ測定例

本調査にて使用した主要機器分析装置について以下に示す。

①TOC測定装置
（i）全炭素（TC〉

　　試料を680℃に加熱された酸化触媒入りのTC燃焼管に注入すると、試料中の全

　炭素（TC）が燃焼あるいは分解して二酸化炭素になる。この燃焼生成物を含むキャ

　リヤーガス（高純度空気）を無機体炭素（IC）反応管を通過させた後、除湿して非

　分散形赤外線式ガス分析部（NDIR）の試料セルに導入すると、キャリヤーガス中の二

　酸化炭素がピーク状の信号として検出される。ピーク面積は試料中のTC濃度に比

　例するため、あらかじめ検量線を作成しておけば試料中のTC濃度を求めることが

　できる。なお、このTCは有機体炭素（TOC）と無機体炭素（IC）から構成されている。

（ii）無機体炭素（Ic〉

　酸性のIC反応液が封入されたIC反応管に試料を注入すると、試料中のICだけ

が二酸化炭素に変換される。発生した二酸化炭素はIC反応管を流れているキャリ

ヤーガスによってNDIRの試料セルに導入され、検出される。この信号がIC濃度

であるが、これは炭酸体炭素と炭酸水素体炭素を対象としている。

（iii）全有機体炭素（Toc）

　TC濃度からIC濃度を差し引いたものがTOC濃度である。
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【全炭素（T　C） 分析例】

臼
旧

工HPUT　＄1〔きN鳥L
玉臼臼詫

TI凹E　［m＝n　】

C臼L　CURりE　F拝11
　　15t　Sτ臼撞D自RD
　　　　　　　　［x　1，

　　　赫　自R箪自

　　　1　56926

　　　256945
　　　5　567主7

　　門N36B62
　　3D　　126
　　0U　〔3、54　之

　TC
1臼μ1，

5日、∈〕PP㎝

壮匠罐自SH　4，　SP 臼凱二r“

【検量線例】

36852

日．

　　臼

C自し　OURUε　F瀞11
　TC　1－P口INT

　［CO卜4D工TION3〕

　　To　oqT自LV3T
　　　INJ　り0L－3〉R1N8巨
　　R《国G巨
　　皐P自尺6E　TX門E
　　NO　OF　W自SHE5
　　D∩TE
　【D爵TRユ

　　STD　OO閥O　　自RE自
　　　5臼，鮮P軌　こ6852

TC［ppmコ 5臼、e

　　　書　博OR回F等L　SE卜星S

5工～Ei　工9／25臼μ1
　　　＝　x1
　　　－　Omln
　　　＝　4

　　　＝　日5（JUN）一22－2臼日臼

嚇INJ　　SD　　　　Cり
　3　　126　a，54之
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【無機炭素（I　C） 分析例1

臼

19

臼
1麟PUT　SIGN自L

1e臼え

TI門E　【　mln　コ

O臼L　〔：URりE　F“12

　　15t　＄丁自HひnR〔＞

　　　　　　　　［x1，

詐

1
2
5

自RE臼

455臼5
46394
45842

Ic

13鉾1，

5β．eppm
赫U臼SH　4，　SP　　gminコ

酬459“
SD　　448
cり　臼。97詫

【検量線】
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②イオンクロマトグラフ測定装置

水溶液中にはさまざまな種類の陰・陽イオンが存在する。

イオンとは、水中で正あるいは負の電荷を持った状態に解離（電離）して存在する

物質の総称で、それらは次式のように電離定数と言う固有の値を持っている。この電

離定数は・その物質がイオンになり易いかどうかを示す数値　pKaで定義される。pKa

が小さいほど電離しやすく、イオンになり易いことをあらわしている。

　　　　　　十　　　一

HAごH＋A
　　　　　　　　　十　　　一　　　　　　　　［H1［A　l
pKaニー1・g1。［HA］

　イオンクロマトグラフは、このように水中で電離した状態のイオンを分離定量する

分析手法のひとつである。イオンは、電離した状態では電気を通しやすい特性をもっ

ているため、一般には電気伝導度検出器という電流の流れやすさ（電気伝導率）の変

化を検出する検出器を用いる。イオンクロマトグラフィーは、イオン類、特に微量無

機陰イオン類やアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウムイオンなどの分析に、

極めて有効な分離分析方法である。

　溶離液には希薄な電解質溶液を用い、分離カラムには低交換容量（0．Ol～0．1meq／g）

のイオン交換樹脂（粒子径15～10μm）を充填したものを用いる。試料溶液は試料

注入器から注入され、分離カラムで選択係数（イオン交換能）の差に基づき分離され

る。一般に、溶離液に電解質溶液、検出器に電気伝導度検出器を使用した場合、溶離

液自身の持っ電気伝導率が大きいため、測定対象イオンによる電気伝導率の微小変化

を信号として検出することが極めて困難となる。

　そこで、①低電気伝導率の溶離液（有機酸系緩衝液など）を用いる、②溶離液の電

気伝導率を引き下げるバックグラウンド減少装置（サプレッサー）を用いるなどの方

法により、高感度、高安定性の測定を可能にしている。この方法の違いにより、前者

をノンサプレッサー式、後者をサプレッサー式と分類している。

ハ　　　　　　　　　　　　　　　　げげまき
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　

襲f講』響窺疇
／畷蕪〔2

灘　，＿壷坦置研

図1．サプレッサー式

イオンケロマトグラフの構成｛列

蕩婁簿駐業盆叢

一瞬鐘
r　　　　　　　　　■

図2．ノンサプレッサー式

イオンクロマトグラフの構成例
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　　図1にサプレッサー式、図2にノンサプレッサー方式の構成例を示す。ノンサプ

レッサー式の場合は、直接目的イオンを測定することになるため、溶離液イオンと目

的イオンの電気伝導率の差に応じた信号を測定する。このため、両者間の差が大きい

溶離液を選択する。サプレッサー方式では、分離後に反対イオンを変換し、バックグ

ラウンドを引き下げる。例えば、陰イオンの測定においては、Na2CO3加aECO3やNaOH

などの希薄な電解質溶液を用いるが、これ自体の電気伝導率が高いために高感度の測

定が困難である。そこで、分離カラムを通過後、サプレッサーのイオン交換を利用し、

Na＋をH＋に変換し、溶離液自体を低電気伝導率の溶液（H2CO3、H20等）に変換させ

る。それの結果、バックグラウンドの電気伝導率は低くなり、SIN比は改善される。

装置の構成図

　　　　　　　　1一一一カラム恒温槽
送液ポンフ　　インジエクタi分析力ラム　電気伝導度検出器

　　　　　　　　ド　　　　　　O　i
　　　　　　　　I
　　　　　　　　I　　　　　　　　I甲一F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

回
廃液

移動相

データ処理装置
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・陰イオン　（F
，

　　【分析条件】

　　使用機器

　　カラム

　　移動相

流量

温度

検出器

注入量

C「，Br ，NO3
，SO42、一）分析（例）

島津製作所製LC－10ADvpシステム

．Sh　im－pa　ck　IC－A3（1．D．4．6㎜×L156mm）

8。O　mM　p一ヒドロキシ安息香酸

32mM　Bis（2－Hydroxyethy1）㎞inotris（Hydroxymethyl）Methan

　　l．2m〃min

　　40℃

　　電気伝導度検出器（C　D　D－6A）

　　20μ ぞ

【クロマトグラム例1

CHROMATOPAC

分析ファイル

C－R7A　CH＝正

　2：AN［ON2

一 D．0

『 o．

CL／472
NO2ン6，

o
NO3／8，511

F／3．037

纏定置計算績果纏
CH　PKNO　　　　TIMピ

1　　　1　　3．037
　　　2　　　4，728
　　　3　　　6，027

　　　4　　7，192
　　　5　　8，5ユ1
　　　6　　12，867

　　　　TOT真L

AREA　　　　　　HEIGHT

　75931　　　　　7652
　86256　　　　　6667
　110069　　　　　6721
　38533　　　　　　1987

　131563　　　　　5794

　244848　　　　　6589

　687200　　　　　35410

MK I　DNO　　　　CONC　　　　　　　　　　　卜｛A匿E

　1　　　　　　　10、0092　　F

　2　　　　　　　10．0228　　Cし

　3　　　　　　　20，0596　 NO2

　4　　　　　　　10，0298　　Br

　5　　　　　　　30，0093　　NO3

　640．0967S｛｝4
ユ20．2274
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・陽イオン（Na＋，NH4＋，K＋，Mg2＋，Ca2＋，Sr2＋）分析

　　【分析条件】

　　使用機器　　　　　　島津製作所製LC－10ADvpシステム

　　カラム　　　　Sh　im－p　a　c　k　IC－C3（1．D．4．6㎜×L．100mm）

　　移動相　　　　　　　3．O　mM　しゅう酸

　　流量　　　　　　　L2m〃mh1

　　温度　　　　　　　40　℃

　　検出器　　　　　　電気伝導度検出器（CDD－6A）

　　注入量　　　　　　　20μ4

　　【クロマトグラム例】

O臼ROMATOPAC　C－R7A　CH＝1

分析ファイル12＝CATI2

一

／4．5

一 10， o

9／11，401

r／17，696

a／14，544

一 2b． 0

2．830

榊定量計算結果林
CH　PKNO　　　T【ME

1　　　1　　2，83
　　　2　　3．329
　　　3　　3，727
　　　4　　4，569
　　　5　　11，401
　　　6　　14，544
　　　7　　17．696

TOTAL

AREA　　　　　　HEIGHT

　210263　　　　23964
　63012　　　　　　7576

　72295　　　　　　7443

　63166　　　　　5097
　105200　　　　　　25タ2

　141873　　　　　　2430

　93613　　　　　1426

749422 50528

擬K

V
V
V

lDNO　　CONC

　1　　　　　9，9525
　2　　　　　　9，9595
　3　　　　　　　19．9067

　4　　　　　9，9728
　5　　　　　20．009

　629．8799
99．6805

Na

剛4
K
Mg
Ca
Sr

NAME
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③ICP発光分析装置
　I　C　P（hlductively　CoupledPlasma）発光分析は、光源として誘導結合高周波プラズ

マを利用した発光分光分析法である。

　誘導コイルを流れる高周波電流によって磁界が形成され、磁界の時間変化率に比例

した電場が発生する。その中にArガスを流すと、高速電子と舟原子が衝突L．Ar原

子がイオン化される。電子発生量が電子消滅量より大きくなるとプラズマが形成され

る。イオンや電子の生成と再結合や拡散などによる消滅とがつり合った状態でプラズ

マが維持される。舟のキャリヤーガスによって試料をプラズマ中へ導入すると、試料

は発光する。この光を分光器により元素特有のスペクトル線に分け、そのスペクトル

線の有無と強度を光電子倍増管を利用して測定すれば試料中に含まれる元素が定性・

定量される。
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④比色分析装置
　比色分析装置は紫外・可視分光光度計（Ulαaviolet　and　visible　specαophotometer）を

使用する場合が多い。目に見える波長（400～800nm）の光を可視光線と呼び、それ

より短い波長の光を紫外線と呼ぶ。可視、紫外領域の光が物質を通過するとき、光の

エネルギーによって物質の電子状態に変化を起こし、そのエネルギーの一部を失うこ

とを吸収と呼び、光が失うエネルギーはその物質の電子状態に対応している。そこで

どの波長の光によって変化が起こっているかを調べるため、光が試料にはいる前と出

た後の、光の強度の比を透過パーセントで表し、吸光度に変換してから照射した光の

波長との関係曲線を求めたものが吸収スペクトルである。

　可視紫外領域に現れる吸収スペクトルは、分子の電子状態に関する情報を与えてく

れる。また、試料が溶液の場合は、吸光度は溶液の濃度に比例するので定量分析に使

用できる。

　強さloの単色光が濃度C、長さLの液相を通過すると、光が吸収され強さが減少す

る。その減少した光の強さを1とすると、1山をパーセントで表したものを透過パーセ

ント（％T）、logHoを吸光度（E）と呼ぶ。試料を入れたセルを光が通過する長さ（L〉

および、試料の濃度（C）との間に、吸光分析で定量する場合の基本式が成り立っ。

　　　　　　　　　　　　　　E＝logl■＝K×CXL
　ここでC＝l　mol／L、L＝10㎜のときの、Kの値をモル吸光係数と呼びεで表す。Lを一

定にした状態で既知濃度Cの試料を用いて吸光度Eを測定し、Kを求めておけば濃度

未知の試料溶液について吸光度を測定することにより濃度を知ることができる。

　しかし、セルの厚さを一定にして、いくつかの濃度既知の試料を用い、その各々の

試料濃度と吸光度の関係より検量線を作成しておき、濃度未知の試料の吸光度を測定

して検量線から濃度を求めるのが一般的である。

吸収セル

の強さ 1
Io

・：濃度：：

※C：・：

一→ L

1
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【T－F　e比色分析例】（検量線例）

No 、 Aβs
234

『

4串eeoO10－00020gooo o，egoe塵2100曾411

No
2
3
m

A 日

B
o。411

ABS

3．eee
〔〕りoe〔〕o 　2g　o〔〕oo

日

ABS　i　KI　C　十　　KO

K1　冨　　e。020698
K9　冨　o，oe3eoo
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8．2．4　分析誤差と定量下限の考え方

1）分析機器精度の確認

　現場分析室に設備した装置の性能確認を行った。測定結果を表8．2、5に示す。

　表に示す数値は、検量線の最低濃度試料を標準試料とし、その平均値およびその値

の標準偏差を示した．この結果より定量下限値は、標準偏差の10倍と仮定し、分析項

目に対する定量下限値（定量限界）を設定した。

表8．2、5分析機器の定量下限値

分析項目 分析方法 単位 標準試料 平均値 標準偏差 定量下限値
Na イオンクロマトグラフ法

mgκ
0．1 0．12 0，006 0．06

K イオン夘マトグラフ法 mσκ　o 0．2 0．21 0，007 0．07

NH4 イオンク・マ1グラフ法
mgκ

0．1 0．14 0，006 0．06
Ca イオンクロマトグラ7法

mg1オ
0．2 0．33 0，041 0．5

Mo　o イオンクロマトグラフ法
mgκ

0．1 0．17 0，012 0．2

Sr 材ン知マトグラフ法 mg1’
0．3 0．33 0，026 0．3

Fe（H） 比色法 mgだ 0，067 0，066 0．0016 0．02

T－Fe 比色法 mgだ 0，067 0，066 0．0016 0．02
Si

比色法 mg／4
0．1 0．0996 0，004 0．04

Al
比色法 mgだ 0，067 0，068 0．0057 0．06

S’ 比色法 mgκ 0．10 0．10 0，002 0．02

Mn（H） 1CP法 mg／ぞ 0．Ol 0．01 0．0002 0，002

F イオンクロマトグラフ法
mgだ

0．】 0．14 0，003 0．03
C1 材ンク・マトグラフ法

mgだ
0．1 0．08 0，008 0．08

Br 材ンクロマトグ刀法
mg1’

0．1 0．08 0，Ol3 0．2

NO3 イオンクロマトグラフ法
m雌

0．3 0．27 0，013 0．2

NO2 イオンクロマトグラフ法
mgだ 0．2 0．21 0，013 0．2

SO4 材ンクロマトグラア法 mg／ぞ
04

0．75 0．05 0．5

全無機炭素 赤外線吸収法 m酵
5 5．22 0，023 0．3

全有機炭素 赤外線吸収法 mgだ
5 5．25 0，035 0．4

蛍光染料 蛍光光度法 μ9／ぞ 1 0．66 0，025 0．3
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2）分析項目の誤差

　分析誤差は、分析作業環境および分析試料の状態により変化するため、各分析項目

の測定誤差について、測定方法に準じた考え方を表82．6に示した。また、作業環境を

考慮し、信頼ある測定値を明確にするため各分析に使用する検量線の最低濃度を基準

とした測定下限値を設定した。

表8．2．6　各分析機器誤差について

分析項目 分析方法 測定誤差の考え方 測定下限値
Na イオンクロ外グラフ法 目々3点検量線を作成し、未知試料を1回測定した値に近い標準試料の誤差を未知試料の測定誤差とする。

02mgκK イオンクロマトグ刀法 0．2mσ4
NH4 イオンクロマトグラフ法

0、2mgκ
Ca 材ンクロマトグラフ法 05mg／ぞ
Mg 材ンクロマトグラフ法 0．2m藪
Sr 材ンクロマトグラフ法 0．3mg／ぞ

F イオンクロマトグラフ法
0．2mg1’

Cl イオンクロマトグラフ法 0．2mgだ
Br イオンクロマトグラフ法

0．2mgだ
NO3 イオンクロマトグラフ法 0．3mg／沼　　』

NO2 イオンクロマトグラフ法 0．2mg／ぞ

SO4 付ンク・マトグラフ法 0．4mg／’

Mn（■） ICP法 0．005mg！／

Fe（H） 比色法
予め作成した検量線を使用し、未知試料の測定を3回行い、その3回の標準偏差より誤差を計算する。

0．05m酵

T・Fe 比色法 0．05mg／ぞ

Si
比色法 0．lmglf

Al
比色法 0．lmg！4

s’ 比色法 0．lmgκ

アルカリ度 滴定法
日々3点測定し、平均値を測定値とし、その標準偏差の10倍を誤差とする。

標準偏差の10倍

全無機炭素 赤外線吸収法
予め作成した検量線を使用し、未知試料の測定を3回行い、その3回の測定範囲を誤差範囲とする。

1mgκ

全有機炭素 赤外線吸収法 1mgノ’

蛍光染料 蛍光光度法

予め作成した検量線を使用し、未知試料の測定を3回行い、その3回の標準偏差より誤差を計算する。

1μ9／6
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8．2．5　分析データの管理
　分析者は、試料中に含まれる主要陽イオン（N　a＋，K＋，Ca2＋，Mg2＋）と主要陰イ

オン（Cゼ，SO42一，アルカリ度など）にっいてmeqだで表した数値の和を計算して比

較する。

　主要陽イオンと陰イオンとのバランスが以下のような範囲にあることを確認し、こ

のバランス外の測定値が検出された場合は、同一試料による再分析等を実施する。i

a．Σ陰イオンが0～3．Omeqlfのとき

　Σ陽イオンーΣ陰イオン＝±0，2meq／ぞ以内

b．Σ陰イオンが3．0～10．Omeq！ぜのとき

Σ陽イオンーΣ陰イオン

Σ陽イオン＋Σ陰イオン
X100＝±2％以内

c，Σ陰イオンが10、0～80．Omeq／’のとき

　Σ陽イオンーΣ陰イオン
Σ陽イオン＋Σ陰イオン　XlOO＝±2～5％以内
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8．3　掘削リターン水の管理方法

　掘削リターン水中の蛍光染料（ウラニン）濃度の変化および電気伝導度の変化を指

標とした管理を行った。測定頻度は、コア採取作業にともなう揚管作業を除き、原則

として1時間毎に行った。

　掘削リターン水中の蛍光染料濃度が掘削原水作成時の50％（500μg1‘）以下になった

場合、もしくは電気伝導度が0．3mS！cm（土岐花闘岩中の地下水の平均）の約2倍（0．6

mS／cm）になった際は、掘削を一時中断し、蛍光染料濃度の調整または掘削水の入れ

替えを行った。

1）蛍光染料濃度の管理

　蛍光染料濃度は、地下水との混合（湧水）により作業中に希釈される。また、逸水

時には水量が減少するため掘削原水の補給が必要となる。図8．3，エに掘削リターン水管

理概念図を示す。

　蛍光染料濃度の調整は、経路内の水を入れ替えるとき以外は、掘削作業の妨げとな

らないようにするため掘削ポンプを止めないで行った。

掘削原水

ドずごずごずござずごどどロ　ロごごごずずごどよごどどヨ
ゆ

　　　　　　　　ロii採水（確認）　l
　　　　　　　　圓
16

　　　　　　　　開

シェーカータンク

デツジライン

ドルロ　せロ　　　ドヨ　　 　ずルロリ
コ

1採水（確認）1
＝
1　　　　　　　　　　　　　匿
鍔一監　　　■　一監　月一馬　骨　　属　房一馬　r

掘削リターン水タンク

試錐孔内

通常の場合　　　一一レ
逸水が多い場合　　一一レ

湧水が多い場合　　→

光染料添加

蛍光染料添　　加

］

㍉
セラー

排水・排泥

図8．3．1　掘削リターン水管理概念図
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　蛍光染料濃度は、デッジラインから掘削リターン水タンクヘの流入部分にて採取し

た試料を分析し、掘削リターン水蛍光染料濃度を分析し、掘削リターン水タンク内の

濃度が500～1000μg〃以下になるように蛍光染料をデッジラインより添加し調整し
た。

　例えば掘削リターン水の蛍光染料濃度が0．7591m3（750μg砂であったとすると、

掘削リターン水タンク貯水量（5m3）を確認し、以下の計算より添加する量を調整した。

蛍光染料不足量＝（1－0．75）x　5＝1、25g

蛍光染料添加量＝L25g（計算量）

　逸水が多い場合では、逸水量に応じた補給量が必要となるため、蛍光染料濃度が

1000μg！6士10％以内であることを確認した掘削原水を、掘削を継続しながら掘削リ

ターンタンク内へ補給した。

　湧水が多い場合では、湧水量に応じて掘削リターン水を経路外へ排出した。また、

湧水による希釈効率が高いためシェーカータンクと掘削リターン水タンクヘの蛍光染

料添加を行い、添加後掘削リターン水濃度が1000μgだ±10％の範囲で調整されてい

ることを確認した。

2）電気伝導度
　蛍光染料とは別に、電気伝導度が高くなった掘削水を地層内に送り続けることのな

いように、掘削中、掘削水の電気伝導度を管理した。ただし、セメンチング、セメン

ト凌漢、拡孔時は、当該区問での各種試験と採水が終了しているため、電気伝導度が

600μS／cmを超えても掘削水を入れ換えないこととした。

　O　mabhから50mabh付近までのトリコン掘削時においては、600μS／cm以上になる

ことはなかったが、拡孔を行った50mabhから280mabh付近までの場合では、セメン

チングの影響と考えられる3000μS／cm程度までの電気伝導度数値の増加が見られた。

　DH－12孔の370mabh近辺では、湧水による掘削リターン水の一時的な変化が見ら

れ管理値を超えた。この場合は、その地下水固有の電気伝導度であると考えられたた

め掘削水を交換することなく掘削を継続した。
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8　4　結果
　井戸水、掘削原水、掘削リターン水、水理試験中揚水の分析結果を別紙添付資料

　（広域地下水流動研究における試錐調査（その4）　DH－12号孔分析データ集）に

示す。

8，4，1　第1段トリコン掘削（0．O　mabh～50．29mabh）

　この間の作業内容は、0～3、9mabhまで20インチ掘削およびケーシング挿入を行っ

た後、17－1／2インチのトリコン掘削を50．29mabhまで実施した。掘削は6月27目か

ら7月6目まで行った。

　この間の地層は、沖積層から明世累層であった。地表から49．l　mabhまでの掘削リ

ターン水分析結果を図8．4．1（1）および図8．4．1（2）に示す。この掘削期問（6月22目から

7月6目）に使用した井戸水の平均水質を表8．4．1に示す。井戸水は、pHが中性から

やや弱酸性領域、電気伝導度が平均で約43μS／cmで、花簡岩類中の天水起源の地下水

によく見られるNa＋一Ca2＋一HCO3’型の水質を示していた。

　トリコン掘削期間は、スライムも多く、マッドスクリーンおよびデッジラインなど

の汚泥分離機はあるものの、掘削リターン水中の懸濁物が多く、粘土質なものが見ら

れた。試料は、遠心分離器と吸引ろ過とを併用した前処理後に測定を行った。

　掘削リターン水は、pHが8．5付近のアルカリ側にシフトし、電気伝導度も最終的

には400μS／cm付近まで高くなった。また、Naイオン、SO4イオンが顕著に増加し、

Caイオンは、17ma茄付近までは増加傾向が見られ、20mabh以深から徐々に減少す

る傾向が見られた。K、Mgイオンは大きな濃度変化は見なれなかった。Siは20皿91’

付近で一定となり、鉄は、13mabh付近までL3mg！ぞ程度含まれていたがその後は、定

量下限以下であった。アルミニウムは検出されなかった。Fイオン、C】イオンに濃度

変化は見られなかった。アルカリ度は、17mabh付近まで増加傾向が見られたが無機

炭素と同様のトレンドが見られた。全有機炭素は7～8mg／ぞ付近で掘削深度が増すこと

で増加する傾回が見られた。

　井戸水の平均水質値および掘削リターン水（50．29mabh）のヘキサダイアグラムを

図8，4．2に示す。掘削リターン水は、井戸水と比較して全体的にイオン量が多く、特に

Naイオン、伽イオン、SO4イオン、アルカリ度が増加した。堀止め時の掘削リター

ン水のヘキサダイアグラムを図8．4．3に示す。掘削リターン水は、堆積層からの溶出に

よるNa＋＋K＋とSO4に富むNa＋一SO42曹型の水質であった。
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表8、4．1井戸水水質（6月22目～7月6目）

分析項目 単位 平均値 最小値 最大値 標準偏差

pH
』

6．6 6．8 6．3 0，236

電気伝導度 μS／cm 42．5
37 44

4，655

溶存酸素濃度 mg1’
8．3 8．2 8．6 0，200

水温（pH） ℃ 21．1 20．4 22．4 o．95

　十Na

mgκ
2．9 2．3 3．2 0，424

　十K

mgだ
】．9 1．6 2．1 0，222

Ca』＋
mgκ

3．2 3．1 3．5 0，258

Mg一＋
mg／ぞ

0．言 0．7 1．0 0，206

Sf＋
mgだ

く0，3．
一 一 一

T・Fe mぞ 0．44 0．07 0．81 0，523

Si
mg／ぞ

9．6 7．4 11．2 1．97

Al
mg／ぞ

＜0．1
一 皿

F
mg／’

＜0．2
一 一 一

Bf
皿醒

く0．2
一

NO3’ mg／’
く0．3

『 一
Cl

mg／4
1．3 1．3 1．4 0，096

SO42一 mg／ぞ
2．8 2．3 3．3 0，416

アルカリ度 meqκ 0．26 （1，19 0．29 0，051

無機炭素 mg／ぞ 4．0 2．8 4．4 0，816

全有機炭素 mg1ぞ
1．8 1．7 1．8 0，058

測定試料数15件
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HCO3＋CO3

　2SO4

図8．4．2　井戸水および掘削リターン水ヘキサダイアグラム
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8．4．2　第2段HQ－WL掘削その1（50．29mabh～164．12mabh）
　50．20mabhまでケーシング挿入、セメンチングを行った後、孔内を洗浄しHQ－WL

による掘削を行った。掘削は、7月11日から17日まで行った。

　この間の地層は、上層から順に明世累層、土岐來炭累層、土岐花商岩との境界部分

（基底礫岩部）までである。

　50．29mabh～164．12mabhまでの掘削リターン水分析結果を図8．4．3（1）および図
8．4．3（2）に示す。

　この掘削期間に使用した井戸水の水質を表8，4．2に示す。7月ll目は16m3、16目は

12m3運搬した。16日の井戸水はトリコン掘削時に使用した水質に近いものであった

が、11日の井戸水はややpH、電気伝導度が高く、溶存イオンの多い水質であった。

各井戸水のヘキサダイアグラムを図8．4．4に示す。井戸水の水質は、濃度に差が見られ

るものの、どちらもNa＋一Ca2＋一HCO3’型の水質を示していた。

　掘削リターン水は、掘削開始後すぐにpHが10．0以上のアルカリ側にシフトし、セ

メントの影響が見られた。電気伝導度は掘削当初約2倍に増加した後、緩やかに増加

していた。Naイオン、SO4イオンが顕著に増加し、CaイオンはpHと同様のトレンド

を示し、セメントの影響を示していた。Siは徐々に減少し、アルカリ度は、pHおよ

び無機炭素の変化に類似していた。堀止め深度に近い161．17mabhの掘削リターン水

のヘキサダイアグラムを図8．4．4に示す。

　掘肖1」リターン水は、トリコン掘削時と水質に類似した水質を示し、NaイオンとHCO3

イオンおよびSO4イオンに富む、Na＋一HCq型とNa＋一SO4型の中間と考えられる水質で

あった。

　　　　　　　　表8．4，2　井戸水水質（7月11日～7月17日）

分析項目 単位 7／11 71】6 備考

p　H 7．3 6．6

電気伝導度 μS〆cm 84．7
47

溶存酸素濃度 mgκ
9．1 8．6

水温（pH） ℃ 23．3 22．8

Na＋
mg1’ 11．9 5．5

K＋

mgκ 1．07 1．6

一十　　　　Ca曾
mgκ 5．60 3．2

Mゼ←　｝

m1’ く0，2 0．6

Sr＋ mgκ く0，3 く0，3

T－Fe mgノ’ く0．05 く0．05

Si
mg〃 9．5 11．9

A亘

m1’ く0．1 く0．1

F
mgノ’ 2．5 0．7

Br
mg／’ く0．2 く0，2

NO3’ mgノ／ く0．3 ＜0．3

Cl『
mg1’

3．1 2．2

　　「』S　O4b

mg〃
2．1 1．9

アルカリ度 meq〃 0．55 0．33

無機炭素 mg厚 7．2 5．1

全有機炭素 mg！6 2．7 〈1．0
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8．4．3　水理試験（測点No．1）

　水理試験は、シングルパッカーを使用し、試験区問を土岐爽炭累層から基底礫岩ま

での157．45～164．12mabhとした。

　試錐孔より若干の湧水が認められたため揚水ポンプを設置しないで揚水試験を行

った。試験装置概念図を図8．4．5に示す。

〆　　　パ鼻プ
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図8．4、5　水理試験（測点No．1）揚水試験概念図
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　試験は、揚水ケーシングに掘削原水（蛍光染料濃度約1000μg殉を約200ぞ入れ、

地下水の湧水量に応じた揚水試験を実施した。物理化学パラメータ測定装置へは、揚

水量の全量を導水し、揚水量は約250m群minであった。揚水の化学分析は、1時間

毎に測定した蛍光染料濃度変化に応じて採水し、試験終了直前を含めて9回行った。

採水のタイミングを図8．4．5の揚水量と蛍光染料濃度との図中に示す。物理化学パラメ

ータ測定装置および蛍光染料濃度測定データをまとめた連続モニタリングデータを図

8．4．6に示し、揚水分析結果を図8．4．7および図8．4．8に示す。また、試験開始と終了直

前の水質データを使用した揚水のヘキサダイアグラムを図8．4．9に示す。

　図8．4．6より，蛍光染料濃度が掘削原水に近い値を示す揚水量250ぞ付近までは、ロッ

ド内に充填した掘削原水が揚水されている状況を示しており、揚水量250ぞから300ぞ

付近で蛍光染料濃度が急激に変化し、揚水量400ぞから500fで蛍光染料濃度変化の少

ない地下水へと入れ替わっていることが明らかであり、この図を基に化学分析用試料

を採取した。

　図8．4．7に示すpH、電気伝導度、酸化還元電位、溶存酸素濃度などの変化は、蛍光

染料濃度変化と同様の傾向を示し一定値へ収束しているが、水温は、気温の影響によ

り変化した。

　図8．4．8および図8．4．9に示す化学成分濃度は、揚水量の増加または蛍光染料濃度が

減少するにしたがって一定数値に収束していた。揚水試験中の化学分析結果を表8．4．3

に示す。

　揚水は、図8．4．10に示すヘキサダイアグラムよりNaイオンとqイオンおよびHCO3

イオンに富むNa＋一Cl’型とNa＋一HCO3一型タイプの中間の水質を示していた。また、SO4

イオンは定量下限値以下であり、Fイオンを約16mg含んでいた。全有機炭素は4．8mg／r

であった。

＋蛍光染料濃度　O揚水採水
1000

¢　800
＼uo

蔓
）　600
遡
照
粟　400

嶽
訳
掴　200

0
0　　　100　　200　　300　　400　　500　　600　　700

　　　　　　揚水量（‘）

図8．4．6　蛍光染料濃度変化と揚水採水点
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表8．4．3揚水分析結果（調査深度157．450mabh～164．120mabh）

項　目 単位
　7／26　21103（試験終了直前）

備考

揚水量 ぞ
690 最終揚水量

p　H 一
9．7

物理化学パラメータは全量導水終了時のデータ（】7：00）

電気伝導度 μS！cm 407

溶存酸素濃度 μ9ノ乏
29

水温（pH） ℃ 27．1

酸化還元電位（Pt） mV 一47．0

酸化還元電位（Au） mV 一42，0

蛍光染料濃度 μ9ノぞ 6．8

Na＋
m　4 72．5

K＋
mg／ぞ 0．4

Ca＋ m91ぞ
2．1

Mg‘＋
mgだ

＜0．2

　　十NH4

mg／ぞ ＜0．2

Sr嗣＋
mg／ぞ　） く0．3

Mn
mg／ぞ く0．005

T」Fe mgμ
く0．05

Fe＋ mg！ぞ く0．05

Si
mgだ

7．0

創 mg！4
く0．1

F
mg／オ 14．8

Br『
mg〃

く0．2

NO3
皿α〆ぞ く0．3

NO2’ 皿91オ く0．2

CI『
mぞ 53．3

S　O4｝
mgノ看 く0．4

アルカリ度 meq／‘
1．1

蕪機炭素 mgκ
7．4

全有機炭素 mg！オ 4．8

表8．4．4 物理化学パラメータ測定装置使用前と使用後のドリフト比較結果

　　　　（カッコ内は標準液または校正液の数値）

項目 単位
H12．7．12 H12．7．26

測定開始前 測定終了後

p　H 一

6．85（6．86） 6．95（6，90）

9．1（9」8） 9．27（9．28）

電気伝導度 μS／cm 551（554） 554（560）

酸化還元電位（Au） mV 246（245～275） 251（245～275〉

酸化還元電位（Pt） mV 250（245～275） 251（245～275）

溶存酸素濃度 μ9だ 0（0） 0．1（0）
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8．4．4　第2段HQ－WL掘削その2（164．12mabh～280．17mabh〉

　この掘削区間は、土岐爽炭累層と土岐花嵩岩の境界部から健岩部花闘岩部までを7

月30日から8月7目の期間でHQ－WL掘削し第2段を終了した。
　地層は、基底礫岩部を掘り抜き土岐花商岩部分に入ってから徐々に割れ目および風

化花南岩部が多くなり、180．00mabhから236．00mabh間は高角度割れ目の多い風化・

変質花商岩であった。また、194．56mabhから194．86皿abhおよび196．45mabhから

197．30皿abhに高角度断層が分布し、209、75mabhから210．10mabhにも高角度断層を

確認した。

　断層帯を抜けた後、236．00mabh以深では、変質が弱くなり、高角度割れ目は多く観

察された。

　掘削中の湧水状態は、238．77mabh以深から急増し、インナーチューブ昇降時200～

300〃minの湧水量が見られた。表8．4。5にリターン水を分析した深度付近での掘削中

湧水量を示す。表中の湧水量のデータは、掘削中にタンク水位の増加量から計算した

湧水量を示している。160mabh付近では少なかった湧水が200mabh付近では10〃min

に増加し、234mabh付近では34α皿jnに増加していた。掘削ポンプの送水量を80〃mh1

程度とすると、この深度付近の掘削リターン水は、湧水によって約3倍程度希釈され

ていると考えられる。

表8．4．5　各深度別湧水量

掘削深度（mabh）

　　　　　　165．5
　　　　　　169．7
　　　　　　195，2
　　　　　　213．8
　　　　　　234．0

　　　　　243，17
　　　　　252．67
　　　　　268，57
　　　　　　275．5
　　　　　280．】7

湧水量（〃min）1

　　　　　0．5
　　　　　　10
　　　　　　15

　　　　　34
　　　　　　14
　　　　　　16
　　　　　　17

　　　　　25
　　　　　25

　164．12mabh～280．17mabhまでの掘削リターン水分析結果を図8．4．11（1）および図

8．4．11（2）に示す。

　掘削リターン水は、湧水の影響を受けており、220mabh以深からは、深度が増して

も水質に大きな変動は見られなかった。土岐爽炭累層掘削時に増加傾向にあったNa

イオンおよびSO4イオンは、地層変化および湧水の影響により、Naイオンは一定値を

示し、SO4イオンは減少した。164．12mabhから220mabh付近までの陰イオンの変化

は、湧水量の影響により、SO4イオンが減少し、Clイオンが深度とともに増加し、ア

i湧水量の計測は、掘削リターン水経路中（孔口→セラー→シェーカータンク→デッジライン→掘削リ

ターン水タンク→掘削ホンプ）に増加する水量を掘削リターン水タンクレベルで測定し増加量から湧水

量を計算した．
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ルカリ度も徐々に減少していた。

　220mabh以深から280mabh付近までの掘削リターン水の平均水質および堀止め後

に採水した孔口からの湧水分析結果を表8．4．6に示す。280mabhで堀止め後の湧水は、

50．29mabhから280．17mabhまでの裸孔部分からの湧水と考えられ、掘削リターン水

に類似の水質を示していた。蛍光染料濃度は24μg！fと設定値1000μgだの1140に減少

していた。図8，4．12に220mabh以深での掘削リターン水の平均値および湧水のヘキサ

ダイアグラムを示す。掘削リターン水と湧水は、ヘキサダイアグラムからも類似して

いることが明らかであり、220mabh以深より湧水の影響が顕著になったと考えられる。

　この区間の掘削リターン水は、NaイオンとClイオンおよびHCO3イオンに富む
Na＋一Cゼ型とNa＋一HCO3’型タイプの中間の水質を示していた。調査深度157，450mabh

～164．12mabhの地下水と類似の水質を示しているが、総イオン量が少なく、ややNa

イオンと塩素イオン、HCO3イオンが少ない水質であった。また、Fイオンも比較的多

く含み、全有機炭素も検出されていた。

表8．4，6　掘削リターン水平均値および孔口湧水分析値

項　目 単位
掘削リターン水平均値220mabh～280．17mabh 　　孔口湧水分析値50．29mabh～280．17皿abh

p　H →
9．2 9．2

電気伝導度 μS／cm 280．3 306

水温（pH） ℃ 24．4 24．4

蛍光染料濃度 μ9〆4 666．2 24

Na＋ mg／ぞ 55．2 56．1

K＋

mgκ
0．7 0．4

Ca＋ mgだ
3．9 6．2

　十MgF

mg／ぜ く0，2 く0．2

Sr＋
皿9だ

く0．3 く0．3

T－Fe mg／ぞ 0．1 く0．05

Si
mg／ぞ 5．7 6．3

Al
mgノ’ ＜0．1 く0．1

F『

mgだ 13．3 12．7

Bガ
mg1ぞ ＜0．2 く0．2

NO3’ mg／’ ＜0．3 く0．3

CI
mg／‘ 46．9 54．8

S　O諸 mg／ぞ 0．8 ＜0．4

アルカリ度 meq〆ぞ 0．8 0．7

無機炭素 mg1’
8．4 74

全有機炭素 mgだ 3．6 2．8

掘削リターン水測定試料数＝lo件

坑口湧水分析数：1件〔田21818）
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　井戸水水質を表8，4，7に示す。井戸水は7月31目に1回運搬した。試錐孔からの湧

水が多くなったため井戸水使用頻度および掘削原水作成頻度は減少した。

表8．4．7井戸水水質（7月31目）

分析項目 単位 7〆31

p　H 一
6．7

電気伝導度 μS／cm 45

溶存酸素濃度 mg1沼
8．2

水温（pH） ℃ 22．5

Na＋ m・／4 3．0

K＋

mg／4
1．6

Ca＋ mg／乏 2．8

Mg† mg／4
0．5

Sr＋
mg〆4

く0．3

T－Fe mgκ
く0．05

Si
皿9／‘ 12．2

A1
mg／オ く0．1

F
mg／ぞ 0．3

Br』 mgκ
＜0．2

NO3
mgノぞ く0．3

C1一
mgだ

1．3

S　O42 mσぞ
2．8

アルカリ度 meq／4 0．24

無機炭素 mg／ぞ 3．2

全有機炭素 mg1’
1．3
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8，4，5　水理試験（測点No．2）

　本深度での水理試験は、揚水ケーシングにシール材（ナイスシール）を巻きっけ、

試験区間を171．80mabh～280．17mabhに設定した。

　試錐孔より湧水が多く見られ、揚水ポンプを設置しないで大気圧開放位置20magl

とIO　maglの定圧揚水試験を実施した。試験装置概念図を図8．4．13に示す。
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図8．4，13　水理試験（測点No．2）揚水試験概念図
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　湧水の影響により蛍光染料濃度が試験開始時から2．5μg／ぞ程度と低かったため、分析

用試料は、試験終了直前を含め5回採取した。採水のタイミングを図8．4．14の揚水量

と蛍光染料濃度との図中に示す。

　物理化学パラメータおよび蛍光染料濃度測定データをまとめた連続モニタリング

データを図8．4．15に示し、分析結果を図8．4．16および図8，4．17に示す。終了直前の水

質データを表8．4．9に示し、そのヘキサダイアグラムを図8．4．18に示す。

　図8．4．15より物理化学パラメータは、溶存酸素濃度および酸化還元電位の数値に乱

れがあったが一定数値へと収束していく傾向が見られた。また、図8．4．16および図

8．4．17より各分析項目は、揚水量および蛍光染料濃度が変化しても変動が少なく、ほ

ぼ一定値を示していた。

　図8．4，18より揚水の水質は、湧水の影響により試験開始時と終了時での変化は少な

く、NaイオンとClイオンおよびHCO3イオンに富むNa＋一Cr型とNa＋一HCO3’型タイプ

の中間の水質を示していた。SO4イオンは測定下限値以下で、Fイオンを約13mg！’含

んでいた、

　　　　　　 　　　　　　　　　　』一卜蛍光染料濃度　○揚水採取

　　　　　　　　10　r 一…

関
＼ロ3
懸
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図8．4．14　蛍光染料濃度変化と揚水採水点

表8．4．8物理化学パラメータ測定装置使用前と使用後のドリフト比較結果

　　　　　　　（カッコ内は標準液または校正液の数値〉

項目 単位
Hl2．8．20 Hl2．8．27

測定開始前 測定終了後

p　H 一

6．85（6．86） 6．93（6．88）

9．16（9．18） 9．24（9．22）

電気伝導度 μS／cm 540（540） 543（540）

酸化還元電位（Au） mV 250（245～275） 246（245～275）

酸化還元電位（Pt） mV 254（245～275） 247（245～275）

溶存酸素濃度 μ9κ 0（0） 0（0）
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表8．4．9　揚水分析結果（調査深度17L80mabh～280、17mabh）

項　目 単位
8／27　12：00（試験終了直前）

備考

揚水量
m3

677，698

p　H 一
9．3

電気伝導度 μS〆cm 358

溶存酸素濃度 μ9／ぞ
10

水温（pH） ℃ 25．6

酸化還元電位（恥 mV 一24

酸化還元電位（Au） mV 一28

蛍光染料濃度 μ9／ く1．O 0，4μ9！ぞ

Na＋
mgだ 55．2

K＋

mg／4
く0，2

C訟＋ mg／沼 6．5

　十Mg
mgμ　』 ＜0．2

　　十NH4

mgだ
く0．2

Sr計
mgκ

く0．3

Mn
mg／4 く0．005

T－Fe mg／’ く0．05

Fe曾＋

m／ぞ
く0．05

Si
mg／／ 6．9

Al
mg／ぞ 〈0．1

F
mgκ 12．5

Br’
mg／4

く0．2

NO3』 mg／4
く0．3

NO2’ m・／ぞ く0，2

Cl’
mgだ 52．6

H2S
皿　ぞ ＜O，1

S　O4｝
mg／ぞ く0，4

アルカリ度 meqκ 0．68

無機炭素 mg／4
6．4

全有機炭素 mg！ぞ　〕 く1，0
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8．4．6　拡子L（50．29mabh～275．72mabh）

　5〔）．29mabhから275．72mabhまでの区間は、10インチケーシングによる保孔のため

12－1／4インチの拡孔を行った。拡孔は9月6目から！0月2日まで行った。

　この拡孔作業中は、セメント部の拡孔により電気伝導度が常に高くなることが予想

されたため、核燃料サイクル開発機構担当者と協議し電気伝導度が600μSlcmを超え

ても掘削水は入れ換えないこととした。

　50．29mabhから275．72mabhまでの拡孔リターン水の分析結果を図8．4．19（1）および

図8．4．19（2）に示す。

　この期間、井戸水は64m3運搬した。井戸水の水質を表8．4．10に示す。掘削原水と

して作液した量は、44m3であった。拡孔作業中も途中から湧水が増加し蛍光染料濃度

調整が常に必要であった。

　拡孔リターン水の水質は、拡孔開始からpHがアルカリ側でpHIL7、電気伝導度も

2770μS／cm、Caイオンが約85mg／姥いうセメントの影響を強く受けているとともに

土岐爽炭累層掘削時に特徴的なNaイオンの増加、硫酸イオンの増加が顕著に見られ、

全有機炭素が高くなっていた。200mabh付近から断層区域を抜け、湧水量が増加する

と水質変動幅が少なくなった。

　　　　　　　　　　　　　　表8．4、1〔）井戸水水質

分析項目 単位 平均値 最小値 最大値 標準偏差

pH
一

6．6 7．1 6．3 0，265

電気伝導度 μS／cm 55．3 45．8 79．0 11，233

溶存酸素濃度 mgだ
9．0 8．0 10．1 0，703

水温（pH） ℃ 20．1 18．2 21．5 1，314

Na＋ mg／ど 4．2 3．3 6．0
0，663

K＋

mg1’
1．9 1．7 2．0

0，123

Ca一＋
m・6

2．9 2．5 3．7
0，240

Mゴ mσだ
0．7 0．6 0．8

0，064

Sr＋
mg／4

く0，3
一 一 一

T．Fe mg〃
く0、05

一 一 一
Si

mgだ 13．2 13．2 14．4 1，053

組 mgκ く0．1
一 一 一

F
mg／／ 0．3 0．3 0．4 0，057

Br
mg／4

く0．2
一 『 一

NO3』 mg／ぞ 0．5 0．5 0．5
0，Ol2

CI』
m／4

2．0 1．2 3．8
0，704

SO42『 mgだ
2．3 1．9 2．8

0，295

アルカリ度 meq躍 0．32 0．28 0．34 0，020

無機炭素 mg／’ 5．0 4．4 6．3
0，554

全有機炭素 mg／ぞ く1．0
一 一 0，593

測止試料数：7件
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8．4．7　第3段HQ－WL掘削その1（280．17mabh～510．00mabh）

　275．34mabhまで10インチケーシングを挿入後、セメンチングおよびセメント竣漢

を行い、孔内洗浄後HQ－wLによる掘削を開始した。掘削はIo月15目から11月9日

まで行った。

　この間の地層は、土岐花闘岩であるが、断層が多数見られるとともに割れ目も多く

確認された。この掘削期間は、湧水が多く、井戸水運搬および掘削原水作液作業はな

かった。蛍光染料濃度は、湧水による希釈により著しく低ドした。常時蛍光染料を経

路内に添加しっっ掘削した。280．17mabhから510．O　mabhまでの掘削中の湧水量の変

化を図8．4，20に示す。

　掘削リターン水は、360mabh～370mabh付近を掘削中、pH、電気伝導度が急激に変

化した。350mabh～375mabh付近までのpH、電気伝導度変化を図8．4．21に示す。355

mabh付近から徐々にpHが高くなり、367．22皿abhを掘肖1」中に、一時的にpHIL3、電

気伝導度700μS／cm程度まで変化した。369．57mabhでは、p　HlO．8、電気伝導度540

μS／cmと低くなり、その後pH、電気伝導度は、pH9．5、電気伝導度400μS／cm付近と

なった。

　掘削期間中の掘削リターン水分析結果を図8．4．22（1）および図8．4．22（2）に示す。

　280皿abhからの掘削開始当初は、セメント部分の掘削による影響によりC　aイオン

と硫酸イオンの増加が見られたが、湧水の影響により、一定値へと各分析測定項目で

収束していった。掘削中pH、電気伝導度が大きく変化した360mabh付近での数値と

それ以外の値を平均した数値を表8．4．11に示す。

　285．47mabhから510mabhまでの掘削リターン水は、電気伝導度とNaイオン、Ca

イオン、Clイオンの濃度変化に幅は見られるが、その他の項目に関しては標準偏差値

も小さかった。他の分析項目では無機炭素がL4mg／ぞと平均値の1／3以下に少なくな

っていた。

8－75



120

パニ
．＿　80E
べ
じ

劇
　　40耗
黙

0

上

’十
－ 「r
　　　　　　 　　

」 け
丁

280 320
360　　　　400　　　　440

　　深度（m）

480 520

図8．4．20　掘削中の湧水量変化（280．17mabh～510mabh）

　11．5

　11．0

　10．5
＝
α

　10．0

　9，5

　9，0

　　　　　　

　　

　　□『lqD
伽一’

350　　　355

　　 　　　　　　　　　

　　i－．・・、・．r

　　 　

●　　　　q

冨 　　、●
イ’● 　　●
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　

　　　　　　　　¶

　　　　　　　　　
！

き 『

360　　　365
掘肖り深度（m）

370 375

　750
　フ00

ぞ650ロ

≧600
這

一550週
四卜500

単45G
恢

鯉40G
　350
　3GG350

　 漣臼 ▲

355　　　　　360　　　　　365

　　　　掘削深度（m）

370

L一ホ

→
　375

図8，4．21　掘削リターン水現場測定結果

（350mabh～375mabh付近での水質変化）

一8－76



12’0隔

11・o　l

舌10．0

9．0

8．0

270 320
370　　　　　420

　掘削深度（m）

470 520

1000

（mo
－su
遡
鋤
漿
厭
鯉

800

600

400

200

0

陰
i▲

270 320
370　　　　　420

掘削深度（m）

470 520

『
／9u
遅
興
棄
蘇
来
凋

1200

1000

800

600

400

200

0

一
■■

■

■・監

亀

270 320
370　　　　　420

掘削深度（m）

470 520

一艶Na＋＋K＋＋Ca2＋＋Mg酬
80

　　　1

葛50
翫　　1

5　　　、
望　　峯

・40i
學　i
ど　　　き

』201
竃　i

0
270 320

370　　　　　　420

　掘削深度〔m）

470 520

図8．4．22（1） 掘削リターン水分析結果

8－77



十F一　十CI一　昏SD42一
100

80

周
＼
皿E
）
マo
の

60

40

o
L 20

o
i

2ア0
320

370　　　　　420

　掘削深度（m）

470
一

520

2，0

島
N　I．5

冨
ε

題1．0
⊃

枳
ム0．5
ヨ
ト

0．O
270 320

370　　　　420
　掘削深度（m〉

470 520

10

8

（
り
＼国E

の

6

4

2

0
270 320

370　　　　　420
　掘削深度（m〉

4了0
520

ゆ一無機炭素 →卜全有機炭素

神
　5
懸
ヨ医

奪
揮
酬

牒
瑠
鋸
簾

lo＿　l
　I
8

6
　｝

4　
　｝

　｝

2！

　章

270 320
370　　　　　420
　掘削深度（m）

470 520

図8．4．22（2） 掘削リターン水分析結果

一8－78



表8．4．11掘削リターン水平均値および367．77mabhでの掘削リターン水水質

項　目 単位

掘削リターン水平均値　　（測定26回）285．47mabh～510mabh

掘削リターン水水質

平均値 標準偏差 367．77mabh

p　H 一
9．7 0，239 11．2

電気伝導度 μS／cm 416 20，Ol2 678

水温（pH） ℃ 21．9 1，084 24．4

蛍光染料濃度 μ9！ 658 98，645 904

Na＋ mg！ぞ 67．9 1，271 73．8

K＋

mgだ
1．7 1，072 7．1

Ca＋ mσ4 10．9 1，583 20．0
Mg血＋　レ

mgだ
く0．2

一
く0．2

Sr』＋

mgだ
く0．3 一　－　［ ＜0．3

T－Fe mg／ぞ 0．1 0，055 く0．05

Si
m興／4 5．7 0，778 6．5

A1
mg1ぞ

く0．1
一

く0．1

F
mg／ぞ 10．5 0，495 10．1

Br’
mgだ

く0．2
一

く0．2

NO3‘ mgだ
く0．3

一
〈0．3

Cr
mg／ぞ 84．4 2，377 82．8

SO4ゲ mg／’
1．1 0，886 0．6

アルカリ度 meqだ 0．67 0，075 1．71

無機炭素 mμ
4．6 0，268 1．4

全有機炭素 mg〆4
1．2 0，602 1．4
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8．4，8　水理試験（測点No，3）

　水理試験は、280．17mabh～510．00mabhまでの区間で、測点No．3からNo．6までの

計4点を実施した。各水理試験の実施においては、湧水量が多いためシール材（ナイ

スシール）を使用し、水理データ取得後に揚水分析用の採水を行った。

　測点No．3は、試験区間を43L418mabhから505．500mabhとした（505．5mabhか

ら510mabhまでは埋没）。試験装置概念図を図8．4．23に示す。
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図8．4．23　水理試験（測点No．3）揚水試験概念図
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　湧水の影響により蛍光染料濃度が試験開始時から2μgκ程度と低かったため、揚水

分析用試料は、試験終了直前を含めて4回採取した。採水のタイミングを図8．4．24の

揚水量と蛍光染料濃度との図中に示す。

　物理化学パラメータおよび蛍光染料濃度測定データをまとめた連続モニタリング

データを図8．4．25に示し、分析結果を図8．4．26および図8．4．27に示す。終了直前の水

質データを表8．4．12に示し、試験開始時および終了直前のヘキサダイアグラムを図

8，4．28に示す。

　図8．4．25より物理化学パラメータ測定装置は、溶存酸素濃度の数値に数度乱れが見

られたが、他の項目を含め一定数値へと収束していく傾向が見られた。また、図8．426

および図8．4．27に示す化学分析項目については、各分析項目ともに揚水量の増加また

は蛍光染料濃度低下につれて 一定値へ収束していた。

　図8．4，28より揚水の水質は、湧水の影響により試験開始時と終了時での変化は少な

く、NaイオンとClイオンに富むNa＋一Cl』型タイプの水質を示していた。SO4イオンは

測定下限値以下であった。また、Fイオンを約13mg含んでいた。

一▲一蛍光染料濃度　O　揚水揉取

5
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切
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懸
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図8．4．24　蛍光染料濃度変化と揚水採水点
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表8，4．12　揚水分析結果（調査深度43L418mabh～505。500mabh）

項　目 単位
ll！22　15；30（試験終了直前）

備考

揚水量
　『m『

53，405

p　H 一
9．2

電気伝導度 μS／cm 423

溶存酸素濃度 μσ6
17

水温（pm ℃ 26．5

酸化還元電位（P⑪ mV 一33

酸化還元電位（Au） mV ．6

蛍光染料濃度 μ9／6 く1．0 O．1μ9／‘

Na←
mgκ 66．0

一　　　　　一　一

K＋

mg／6 0．4

Ca一＋
mgκ 10．4

　　十Mg

mg／‘ ＜0．2

NH4＋ m創6 く0．2

Sr＋
mg〃 く0、3

Mn
mgκ 〈0．005

T－Fe mgκ　』 く0．05

Fe＋ mgだ 〈0．05

Si
mgκ 6．5

Al
mgκ く0．1

F
mg／’ 12．8

Br’ mg／乏 く0．2

NO3’ m／ぞ く0．3

NO2’ mg／ぞ く0．2

Cl’ mg／ぞ 72．1
H2S

mgκ 〈0．1

S　O42 mgκ く0．4

アルカリ度 meq〆ぞ 0．63

無機炭素 mσぞ 5．4

全有機炭素 mg／6 く1．0

表8．4．13 物理化学パラメータ測定装置使用前と使用後のドリフト比較結果

　　　（カッコ内は標準液または校正液の数値）

項目 単位
Hl2，11．14 Hl2．11．23

測定開始前 測定終了後

p　H 6．88（6．88） 6．93（6．92）

一
9，22（9．22） 9．24（9．33）

電気伝導度 μS／cm 549（554） 562（554）

酸化還元電位（Au） mV 258（245～275） 253（245～275）

酸化還元電位（Pt） mV 259（245～275） 256（245～275）

溶存酸素濃度 μ9だ 0（0） 0（0）
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8，4．9　水理試験（測点No，4）

　水理試験は、シール材を試験区間の上下でダブルで使用し、区間を遮断し試験区間

部分の3インチ揚水ケーシングをストレーナーに加工し湧水を採水した。試験区間は、

388．902mabh～429．679mabhとした。試験装置概念図を図8．4、29に示す。

セラ 掘削ピット

水ロ　　　　加プ1ルゲ

ハ塙プで流量調整

胃

　物理化字パラメータ測定　　装置

　二一ドルパルプ超音波流量計JFT助ド（SUS）　HQロ，ド

試験区間上部湧水

mロツト㌧揚水ケーシング　レジュ繊一（甜S）

蝉－麟弼繋

一ド都声麟畿

図8．4．29　水理試験（測点No．4）揚水試験概念図

8－87



　湧水の影響により蛍光染料濃度が試験開始時から23μg／／程度と低く、あまり変化し

なかったため、揚水分析用試料は、試験終了直前を含めて5回測定した。採水のタイ

ミングを図8．4．30の揚水量と蛍光染料濃度との図中に示す。

　物理化学パラメータおよび蛍光染料濃度測定データをまとめた連続モニタリング

データを図8．4．31に示し、分析結果を図8．4．32およぴ図8．4．33に示す、終了直前の水

質データを表8．4．14に示し、揚水試験開始および終了直前のヘキサダイアグラムを図

8．4．34に示す。

　蛍光染料濃度は、全体的には減少傾向であったが、約133m3揚水しても3酔g1老程度

減少しただけであった。

　図8．4．31より物理化学パラメータ測定装置は、溶存酸素濃度および酸化還元電位

（Pt）の数値に乱れが見られたが、他の項目を含め一定値へと収束していく傾向が見

られた。また、図8．4．32および図8，4．33に示す化学分析項目は、揚水量が増加しても

変動が少なく、蛍光染料濃度の変化に対してもほぼ一定値を示していた。この区間で

の水質の特徴は、溶存イオン濃度が高く、特にNa、Ca、Clイオンの濃度が高かった。

また、他の区間では検出されなかった全有機炭素が1．2mgκであった。

　図8、4．33より揚水の水質は、湧水の影響により試験開始時と終了時での変化は少な

く、Naイオンとαイオンに富むNa＋一Cゼ型タイプの水質を示していた。SO4イオンは

測定下限値以下であった。また、Fイオンを約9．4mg含んでいた。
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図8．4，30　蛍光染料濃度変化と揚水採水点
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表8．4．14揚水分析結果（調査深度388902mabh～429．679mabh）

項　目 単位
12／7　16100（試験終了直前）

備考

揚水量
m3

133，199

p　H 一
8．9

電気伝導度 μS／cm 777

溶存酸素濃度 μ9／’
10

水温（pH） ℃ 25．7

酸化還元電位（Pt） mV 一36．1

酸化還元電位（Au） mV 一10．8

蛍光染料濃度 μ9κ 20．0
Na＋

mgだ 94．9
K＋

mg1ぞ
0．9

Ca＋ mgノ’ 32．4
Mゴ＋　o

mgだ
＜0．2

NH4＋ mg／’ く0．2

Sr西
mα’

く0．3

Mn
mgノぞ く0．005

T・Fe mgノぞ く0．05

Fo＋
mg1’

＜0．05

Si
m　6

6．7

A1
mg／ぞ く0．1

F
mgだ 9．4

Bガ
mg1ぞ 0．4

NO3『 mg／ぞ 〈0．3

NO2『 mgだ
く0．2

α mgだ 174．7

H2S
m弼

く0．1

S　O42』
mgだ

〈0．4

アルカリ度 meq／’ 0．34

無機炭素 mgだ
3．1

全有機炭素 mgだ
1．2

表8．4．15 物理化学パラメータ測定装置使用前と使用後のドリフト比較結果

　　　（カッコ内は標準液または校正液の数値）

項目 単位
Hl2．12．3 H12．12，9

測定開始前 測定終了後

p　H
『

6．96（6．92） 6．86（6．90〉

9．28（9．33） 9．30（9，28）

電気伝導度 μS／cm 552（554） 554（554）

酸化還元電位（Aの mV 251（245～275） 255（245～275〉

酸化還元電位（Pt） mV 259（245～275） 256（245～275）

溶存酸素濃度 μ9ノぞ 0（0） 0（0）
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8．4．10　水理試験（測点No．5）

　水理試験は、シール材を試験区間の上下に使用し、区問を遮断し試験区間部分の3

インチ揚水ケーシングをストレーナーに加工し湧水を採水した。試験区間は、345．901

mabh～387．176mabhとした。

　試験装置概念図を図8．4．35に示す。

パルプで流量調整

採水ロ カツフ■1ノンク■

セラー

二一ドルパルプ

　物理化学
パラメータ測定

　装置

掘削ピット

超音波流量計
JF和ッド（SUS）

　瞼助ド

試験区間
上部湧水

〕 けQ助ドー揚水ケーシング　レジュー歩（訓S）

333・303面gl，

SUS管材部　　　345，901m
上都ノ斗蓑着都　謂㎜　　㎜

3κ揚水ケーシスルーナー仕

38烈．1Z伽

　　㎜秘藤灘

3κ揚水ケー沁ク’の一部を

スルーナー仕上げに加工

図8．4．35　水理試験（測点No．5）揚水試験概念図
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　蛍光染料濃度は、試験を開始時から低濃度で、約40μg／’であった。その後、徐々に

減少し、約380m3揚水後に25μg／オ程度となった。採水は終了直前を含めて12回実施

した。採水のタイミングを図8．4．36の揚水量と蛍光染料濃度との図中に示す。

　物理化学パラメータおよび蛍光染料濃度測定データをまとめた連続モニタリング

データを図8，4、37に示し、分析結果を図8．4．38および図8．4．39に示す。終了直前の水

質データを表8．4．16に示し試験開始時および終了直前のヘキサダイアグラムを図

8．440に示す。図8、4．37に示す物理化学パラメータの変化では、溶存酸素濃度、酸化

還元電位が蛍光染料濃度変化と同様に揚水量の増加に伴い減少していた。また、図

8，4．38および図8．4．39に示す化学分析項目については、揚水量の増加または蛍光染料

濃度の減少に対しても、変動が少なくほぼ一定数値を示していた。この区間での水質

の特徴は、溶存イオン濃度が高く、特にNa、Ca、Clイオンの濃度が高かった。

　図8・4・40より揚水の水質は、湧水の影響により試験開始時と終了時での変化は少な

く、NaイオンとClイオンに富むNa＋一Cr型タイプの水質を示していた。硫酸イオンは

測定下限値以下であった。また、Fイオンを約9．8mgπ含んでいた。
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図8．4．36　蛍光染料濃度変化と揚水採水点
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表8．4．16揚水分析結果（調査深度345，901mabh～387．176mabh）

項　目 単位
12／19　14：00（試験終了直前）

備考

揚水量
　3m

379，857 14＝00データ

P　H 『
8．9

電気伝導度 μSlcm
630

溶存酸素濃度 F91’ 17．2

水温（pH） ℃ 25．2

酸化還元電位（Pt） mV 一90，0

酸化還元電位（Au） 皿V 一78．0

蛍光染料濃度 μ9κ 25．8

Na幸 mκ 81．5 以降14＝00データ

K＋

mgκ
0．9

Ca＋ mgκ 25．6
　十Mg

mだ く0．2

　　十NH4

mg／6 く0．2

Sr＋ mgκ く0．3

Mn mr6 く0．005

T－Fe mg厘 ＜0．05

Fe＋ mσ6 〈0，05

Si
mg1で

7．3

Al
m　4

く0．1

F mσ／乏 9．8

Br’ mg／乏　← 0．3

NO3』 mg／6 く0．3

NOΣ mgκ　㌧ ＜0．2

Cr
mg／ぞ 137．3

H2S
mgκ く0，1

SO諸 mgだ ＜0．4

アルカリ度 meκ 0．43

無機炭素 mgκ
3．8

全有機炭素 mg！ぞ く1．0

表8．4．17 物理化学パラメータ測定装置使用前と使用後のドリフト比較結果

　　　　（カッコ内は標準液または校正液の数値）

項目 単位
Hl2．12，14 Hl2．12．19

測定開始前 測定終了後

p　H 一
6．97（6．92〉 6．85（6．92）

一
9．33（9．33） 9．38（9．33）

電気伝導度 μS！cm 560（554） 567（554）

酸化還元電位（Au） mV 262（245～275） 260（245～275〉

酸化還元電位（Pt） mV 262（245～275〉 261（245～275〉

溶存酸素濃度 μ9／6 0（0〉 0（0〉
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　8．4，11　水理試験（測点No，6）
　水理試験は、シール材を試験区間の上下に使用し、区間を遮断し試験区間部分の3

インチ揚水ケーシングをストレーナーに加二Eし湧水を採水した。試験区間は、279．398

mabhから344．670mabhとした。

　試験装置概念図を図8．4．41に示す。

パルプで流量調整
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図8．4．41　水理試験（測点No．6）揚水試験概念図
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　蛍光染料濃度は、試験を開始時から低濃度で1μg／6以下であった。採水は終了直前

を含めて5回実施した。採水のタイミングを図8．4．42の揚水量と蛍光染料濃度との図

中に示す。

　物理化学パラメータおよび蛍光染料濃度測定データをまとめた連続モニタリング

データを図8．4，43に示し、分析結果を図8．4．44および図8．4．45に示す。終了直前の水

質データを表8．4．18に示し試験開始時および終了直前のヘキサダイアグラムを図

8．4．46に示す。図8．4．43に示す物理化学パラメータの変化は、各項目とも約100m3揚

水後には、ほぼ安定した値を示していた。

　図8．4．44および図8．4．45に示す化学分析項目は、揚水量の増加に対しては一定値を

示し、蛍光染料濃度の変化に対してはほぼ収束された一点を示していた。

　図8．4．46より揚水はNaイオンとClイオンに富むNa＋一Cr型タイプの水質を示してい

た。SO4イオンは測定下限値以下であったが、Fイオンを約10mg1ぞ含んでいた。

「

5．0

（4．0
ミ
切

33．o
遡
照
箒2．0
チ
蘇
米
　1．0細

0．0

0

一声一蛍光染料濃度　o　揚水採水

　　

　

」＿
，

一H十－一　　　　　

U　i
　　　　　
　　

　　

月
晶

　

」
L

陰昇⊥、

　　　轡・嘩十1

50　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　150

　揚水量（m3）

図8．4．42　蛍光染料濃度変化と揚水採水点
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表8．418揚水分析結果（調査深度279．398mabh～344．670mabh）

項　目 単位
12／27　14：10（試験終了直前）

備考

揚水量
m3

128，543 14＝10
p　H 一 9．2

12／2713＝00データ13：33モニタリング装置への送水停止のため電気伝導度 μS〆cm 503．8

溶存酸素濃度 μ9だ 19．9

水温（pH） ℃ 22．4

酸化還元電位（R） mV 一29．1

酸化還元電位（Au） mV 一34．1

蛍光染料濃度 μ9／ぞ 〈1．0 0，6μgκ
Nガ

mκ 71．7 14110データ

ビ mg／君 0．4

Caθ＋
mg／’ 13．1

　十Mg

m！4
く0．2

NH4＋ mg〃
く0．2

Sr＋
mgκ

＜0．3

Mn
mg／’ く0．005

T－Fe mg！‘ 〈0，05

Fe＋ mg／ぞ ＜0．05

Si
皿9〆’ 6．7

A1
mg1’

＜0．1

F
mg〆4 10．0

Br』 mg／’ ＜0．2

NOゴ mgκ
く0．3

NOガ mg／’ ＜0．2

Cr
mg14　レ 99．9

H2S
mg〃

く0．1

S　O42’
mσ／4 ＜0．4

アルカリ度 meq／ぞ 0．52

無機炭素 mg／’ 4．9

全有機炭素 mg！4
＜1．0

表8．4．19 物理化学パラメータ測定装置使用前と使用後のドリフト比較結果

　　　（カッコ内は標準液または校正液の数値）

項目 単位
H12，12，25 Hl2．12．27

測定開始前 測定終了後

p　H 一

6．98（6．92） 6．97（6．92〉

9．38（9．33） 9．35（9．33）

電気伝導度 μS／cm 570（554） 571（554）

酸化還元電位（Au） mV 264（245～275） 265（245～275）

酸化還元電位（Pt） mV 267（245～275） 266（245～275）

溶存酸素濃度 μ9／ぞ 0（0） 0（0）
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8．4．12　第3段恥一WL掘削その2（510．00mabh～715．82mabh）

　510．00mabhから715．82mabhまでは、掘削深度100mabh毎の掘削リターン水と堀

止め時の715．82皿abhでの湧水を採水し分析した。分析結果を表8．4．20に各サンプル

のヘキサダイアグラムを図8、4，47に示す。510．OO　mabhから715．82mabhまでの掘削

リターン水の水質は、600mabhでpH、電気伝導度が高い値であったものの、大きな溶

存成分濃度の変動は見られなかった。水の型はいずれもNaイオンとC1イオンに富む

Na＋一CI’型タイプの水質を示しており、湧水の影響が大きいものと考えられる。

　この掘削期間での湧水量の変化を図8，4．48に示す。520mabh付近から540mabh付

近までは湧水量が多く約100〃皿inであったが、540mabh付近から406／mh1程度まで減

少し、600mabhまでは604／min程度になった。その後、600mabhからは掘削深度が増

すごとに湧水量が増加する傾向が見られ、700mabh付近では80〃mjn程度に落ち着い
ていた、

表8．4．20　掘削リターン水分析結果

分析項目 単位 5且O　mabh 600mabh 700mabh
715．82mabh

p　H 一
9．5 10．7 9．4 9．6

電気伝導度 μS！cm 364
484．0 406．3 413．7

水温（pII） ℃ 21．6 21．9 23．0 22．9

蛍光染料濃度 μ9／ぞ 615
冒 F 一

Na＋ m酵 68．O 62．7 63．2 63．5

K一

mgκ 0．9 1．0 1．1 0．9

Ca2＋ mg／ぞ I　l．0 10．4 10．7 13．0

M92† mg／’ く0．2 ＜0，2 く0，2 く0．2

Sr2÷ mgκ く0．3 く0．3 く0．3 ＜0．3

T－Fe mgκ ＜0，05 く0．05 0．05 く0．05

Si
mg／f 6．4 6．5 6．2 7．3

A1
mgκ ＜0，1 く0．1 く0．1 く0．1

F
mg尾 lI．12 11．2 11．2 1豆．7

Br
mgノ乏 く0．2 0．25 ＜0．2 く0．2

NO3
mgノ乏 く0，3 く0．3 く0．3 ＜0．3

Cl
mg／ぞ 84．0 69．8 79．0 80．8

S　O42一 mg／ぞ 〈0，4 0．9 く0．4 0．6

アルカリ度 皿eqだ 0．62 0．8 0．6 0．7

無機炭素 mg！’ 4．9 4．6 5．1 4．7

全有機炭素 mg／オ ＜1 く1 く1 く1
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ヘキサダイアグラム凡例　　咽・偲

勾 0　　　　　　　2　　　　　　　4

㎞’噺■　　　一

c8＝・

hl1’

c・

捕圃 焔

5n．蟹

meq／ど

4 2 o 2 4

深度510m

深度600m

深度700m

深度715．82m

図8，4．47　ヘキサダイアグラム（掘削リターン水）

8－109



　150

2
・一100
∈

＼
じ

醐
　　50艇
黙

　　0

！ 一

500　520　540　560　580　600　620　640　660　680

　　　　　　　　　　深度（m）

700720

図8．4．48　湧水量の変化（500mabh～715．82mabh）

客一110



8．4．13　核燃料サイクル機構開発による同位体分析結果

1）地下水の年代

　掘削期間中の掘削リターン水および揚水試験終了直前の試料を採取し水中のトリ

チウム分析を行った。各測定結果を表8．4．21に示す。

表8．4．21　トリチウム分析結果

DH．12 地下水（揚水） DH－12 掘削リターン水
深度（mabh） p　C梶

TU 深度（mabh） p　C翼
TU

157．45－164．12 く0、1 く0．31 100．1 l　l．8±0．5 3，6±0．1

171．80－280．17 ＜0．92 く0．28 161．17 9，8±0．5 3．0±0．1

431．5－510．0 く0．93 ＜0．29 200
3．7±0．4 0．83±0．12

345，901－387，176 く0．98 く0．3 300
く1．1 ＜0．35

388，902－429，679 く1．02 く0．31 400 ＜1．1 ＜0．35

279，398－344，670 〈0．99 ＜0．31 500
＜1．1 〈0．35

2）地下水の同位対比

　掘削期間中の掘削リターン水および揚水試験終了直前の試料を採取し水中の酸素

および水素同位体分析を行った。各測定結果を表8．4．22に示す。

表8、4．22　δDとδBO分析結果

DH－12地下水（揚水） DH－12　掘削リターン水 井戸水
δD（％・） δ】80（％・）

深度（mabh） δD（％Q） δ180（％・） 深度（mabh） δD（％・） δ且80（％・）

一56．7 一8．8 171．8－280．17 49．6 一8 100．1 一54．2 一8．7

一59．1 9 157．45－164．12 一49．7 一8 161．17

一56．9 一9 431．5－510 一54．9 一8．8 200

一56．6 一8．7 279－345 一55．7 一9 300

一56．1 一8．9 345．9－387．18 一57．1 一9 400

56．5 一8．8 388．9－429．68 一57．3 一9 500
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8．5　考察
8．5．1　掘削リターン水について

　DH－12号孔は掘削中に、170mabh付近から湧水が見られ、湧水量は掘削深度ととも

に増加した。また、土岐花闘岩中に断層および高角度の割れ目を多くともなっていた。

掘削リターン水の水質は、湧水が増加するにしたがって、その影響を強く受けている。

特に370mabh付近でpH、電気伝導度、Na、K、Caイオン、アルカリ度が急激に増加

したが、揚水試験でそれらのイオン濃度と電気伝導度がピークになったのは水理試験

区間の388．9 429．7mabhであった。

　Omabhから715．82mabhまでの湧水量の変化を図8．5、1に示し、掘削リターン水の水

質変化を図8．5．2（1）および図8．5．2（2）に示す。また、掘削リターン水のヘキサダイアグ

ラムを100m毎の深度別に図8．5．3に示した。

　掘削リターン水は、O　mabhから160mabh付近までの堆積岩掘削時と、それ以深の

花闘岩掘削時では水質が大きく異なっていた。土岐爽炭累層基底礫岩部までの堆積岩

掘削時の掘削リターン水は、Naイオン、HCO3イオンおよびSO4イオンに富む、
Na＋一HCO3』型とNa＋一SO42一型の中間的な水質が主体であり、NaイオンとSO4イオンが掘

削深度とともに増加する傾向が見られた。Naイオンは、長石類や粘土等の溶解により

増加したものと考えられ、SO4イオンは、土岐爽炭累層中の黄鉄鉱などに由来するS

イオンが酸素を含んだ掘削水との反応によって酸化され、比較的多くの硫酸イオンが

生成したと考えられる。土岐花闘岩掘削中は、SO4イオンが減少し、代わりに湧水中

に多く含有するClイオンが増加した。水質は、Naイオン、Clイオンに富んだ水質を

示し、Caイオンと｝lco3イオンも存在していた。水質はNa＋一cr型と考えられる。

　図8．5．3のヘキサダイアグラムで比較すると300mabh～715mabhでは掘削リターン

の水の型に大きな変化は見られないことから、掘削中の湧水がリターン水の水質を大

きく規制しているものと考えられる。

　370mabh付近での水質変化は、陽イオンのCa、Kイオンと、陰イオンのアルカリ

度が特に変動していた。アルカリ度の変化の原因について、無機炭素量の測定結果よ

り推察するとHCO3’イオンなどの増減より、pHに起因する水酸基（OH’）が大きく寄

与していたと考えられる。
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8．5．2　揚水について
　揚水試験中に採取した地下水の物理化学パラメータを表8、5、1に示す。

　電気伝導度は、掘削中に電気伝導度の急激な変化が見られた測点No、5と測点No，4

付近の地下水は、388．9mabh－429．9mabhをピークに上下で徐々に減少していた。

表8，5．1地ド水（揚水）の物理化学パラメータ

番・万

調査No．
深度 PH 電気伝導度 溶存酸素濃度

酸化還元電位　　（Pt） 酸化還元電位　　（Au）

水温

（mabh） （μS1じm） （μ暫λ） （m～う 〔mめ （℃）

157，450
1 1

～ 9．7 407 29 ，47 ・42 27．1

164，120

171．80

2 2
、 9．3 358 10

一24 一28 25．6
28G．17

279，39呂
3 6

～ 9．2 503．8 19．9 一29．1 一34、1 22．4
344．671）

345，901
4 5

～
8．9 630

17．2 一90 一78 25．2

387，176

388，902
5 4

～ 8．9 777 10 一36．1 一10．8 25．7

429，679

431，418
6 3

～ 9．2 423 17 一33 一6 26．5

505．5

　水理試験中に採取した6点の揚水の分析結果および既存の東濃地域深部地下水デー

タ4）の一例を表8，5．2（次頁）に示すとともに、地下水の宝要成分からプロットしたト

リリニアダイアグラムを図85，4に示し、ヘキサダイアグラムを図8．5．5（1）および図

8．5．5（2）に示す。

4〉わが国における高レベル放射性廃棄物地層処分の技術的信頼性　地層処分研究開発2次取りまとめ　分冊1

3．4　地下水の地球化学特性　皿 66～皿一96

一8－116一



　トリリニアダイアグラムの各領域は、以下のように解釈されている。5）

領域1＝重炭酸カルシウム・マグネシウムから成り、主として不圧地下水はこの領域

　　　　となり、循環性の供給型地下水と考えられる。被圧地下水もこの領域にある

　　　　がもっと広範囲に散り・徐々にHに移行する傾向がある（1つV→H）。

領域H　l　Na、CO、玉やK、CO、から成り、被圧地下水はここに集まる。被圧地下水は停滞性の

　　　　もので、この領域は停滞性の地下水の水質を示している。

領域皿二地下水がこの領域になることはあまりない。

領域IV＝塩化物、硫酸塩が主体で、海水の混入あるいは化石塩水の混入した地下水と

　　　　考えてよい。

領域V＝nおよび皿の中問的領域と考えられる。

　　　　　　ご　1　▽IV6。＼
　　　　　　＼11パz卸’ハ

　　　　一〇a鮮4　　　1　　12　　　Cr r　　　654

　凡例
O　DH司2号孔揚水

●　周辺の地下水データ

岩種 謎h肝怖’ス 1薦一云i

1 土岐來炭罪層～基底礫岩 157
45～1b4 1ユ ・20、D6～、26 735

2 ．ヒ岐花廟岩 171．B～2SO、17 ・34 415～・14ユ 785

3 士岐花曲岩 279
4－344

67
r142．Ol5一、 207．285

4 土岐花商岩 345
呂9～387 出 ・208．515～一249

795

5 二岐花蘭岩 3闘9～4～9
6s

』251．515、・292
295

6 土岐花闘岩 431
4ユ～505．5 ・ユ94 035、・36呂 U5

7 七岐央炭翼唇 70、R Zl5．6

8 土岐來炭累檜 121
t55．1

9 土畦花淺岩 327 19 6
lo 土岐花凝岩 645 6 ・≧R9 6
11

上岐花闊岩 7じ0 ・3叫
E2

土岐花商岩 呂40 ・484

図8．5．4　トリリニアダイアグラム

（図中の番号は1～6が今回調査した結果、7～正2が既存のデータを示す）

5）

　日本化学会編，季刊　化学祐見一陸水の化学一，p、79一”，学会山版センター，1992

8417　一
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一QC

　I

型o　　岩樋

表8．5．2

i

10

11

12

n．

基眠

礫岩

⊥岐

花閥岩

土岐

花腐岩

⊥岐

花闊岩

土岐

花南岩

土岐

花嶺岩

土岐來

炭累層

1岐來
炭累層

±岐

花醐岩

十岐

イ乞飼岩

土岐

花岡岩

　t岐
花簡岩

深度

m肌bh

［」7．45

　164．［2

171．呂、

2肋．17

279．40

344，67

345．9D

〕呂7．1呂

3呂呂．9U

429 68

“】42

　　～

互Ω5』杢o

70、8

12L．0

327

645．6

700、0

840．o

擦高

masl

．20、065

一26．735

34．415

－142．7B5

－14ユ．lj　L5

－207．2呂5

208．5k5

－249．795

251
5し5

－292，295

－294．035

』3馨・り5闇r

215．6

】55．1

－19．6

－299．6

・344．0

■4s4、o

p　H

97

9．3

9．2

8．9

a、9

9．2

S．0

7．9

9．7

9．3

7．呂

9．o

　EC

蒔1Cm

407．0

358．0

423．0

777．0

630、3

503．呂

257

145

n．【【』

202

n．m．

n、皿、

揚水分析結果および盟存岐皇県束濃地域の深部地下水組成データ

SLO，

PPln

15，0

』4．7

B、9

E4．3

b 7

置4．2

26．7

6，7

2．5

5．5

監9．6

13 6

AI 喜l

PPm

く0．1

く0、虹

くo 1

く0．1

く0．1

＜o．1

（e．02

く0、02

（0．O　L

（0．01

く0．01

0，68

Fo＝閣

P［）m

く0．05

く0．05

く0．05

く0．D5

く0．05

（〔｝．05

くD 02

く0．02

（o．〔，5

1】、nI

〔）、24

0．03

アFo

PPm

く0．D5

く0．Ω5

く0、05

く〔｝．05

くD．05

（”．05

（0．02

く0．02

（レ．03

く0．02

11，41

0．042

M　n

PPm

くO．005

く〔｝、0（〕5

く〔）．005

〈〔レ、口05

くD．005

く0．005

く0．O　L

く0．Ol

（【）．砂1

く0．Ol

O，32

0．O　l

Mg⊇†

ppm

〈o．2

（D．1

く0．2

く0．2

〈0．2

（0．2

0．21

0．04

0．03

D．05

0．82

｛｝．04

α篭⊇▼

ppm

2．D8

6．47

1D．42

32，37

25．57

B、l　l

4、〕O

l．D7

9、60

3．72

19、0

2．BO

Na◆

ppm

72．54

55．2

65、99

94，go

81．55

7ヨ．72

50、5

2L、3

19．5

39．5

10．3

23、4

K＋

ppm

0．44

く0．2

0 41

0．89

0，91

0．41

1．呂

〔）、3

1．6

0．B

3．0

5．2

　F

PPn1

L4．綿

皇2．49

12、82

9．40

9．79

9、99

2．9

0．9

〕．5

9、7

2．5

3』2

Cし

PPm

53．26

52．61

72．14

止74，72

且37，26

99．93

3．3

0．3

4．2

3．l

l．4

3．a

Br

PP皿

く0．2

くo．2

くO．2

0、37

0，32

＜0、2

くO 0ユ

く0．02

く0．02

く0．02

0．O

o、o

SO尋

PP［n

く0．4

（o，4

く0．4

（O．4

く0．斗

（o，4

10，7

3．6

12．7

6，2

7．8

n d，

Ic

PP【H

7．4

6．4

5．4

3．I

J．8

4．9

26．4

1D、4

7．9

旦3．5

図．5

14．2

TOC

PP【【［

4．慧

く1 0

く1．O

I．2

く1．O

q．0

n．I　ll

口．『n

7．9

〔レ、5

1．7

0．8

CO3窪

ppnl

8，3

3、2

2．2

06

0．7

2、0

0．呂

0．3

9，5

7、5

〔） 3

3．9

　m　l未測定　CO32 、HCO3・濃度はIC濃度とpHから計算によりRめた．

既存デ タは『矛が国における高レベル放射1十廃．棄物地層処分の技術的信頼性 地層処分研究聞発2次取りまとめ分冊1　3．4　地下水の地球化学特性　Hl－60～皿 96』による，

lICOi

ppm
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23．言
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3〔｝5
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73．4
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　トリリニアダイアグラムの各領域の解釈は、以下のように解釈されている。5｝

領域1：重炭酸カルシウム・マグネシウムから成り、主として不圧地下水はこの領域

　　　　となり、循環性の供給型地下水と考えられる。被圧地下水もこの領域にある

　　　がもっと広範囲に散り、徐々にHに移行する傾向がある（1→V→H）。

領域H：Na2CO3やK2CO3から成り、被圧地下水はここに集まる。被圧地下水は停滞性の

　　　　もので、この領域は停滞性の地下水の水質を示している。

領域皿＝地下水がこの領域になることはあまりない。

領域IV　l塩化物、硫酸塩が主体で、海水の混入あるいは化石塩水の混入した地下水と

　　　考えてよい。

領域V；■および皿の中間的領域と考えられる。

　　　　　　　〈
　　　　　〆誤．

　　　　／＼／議
　　　　“）く嘘＞

　　　げ　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　

　　ーCa：P4　　t　12　　C →　　654

　凡例
O　DH一12号孔揚水

●　周辺の地下水データ

岩種 深度 モ面昌

L 士岐來炭累層～基庇礫岩 157．45ヤ164 1≧ 一20 065～一26．735

2 土岐花閥岩 171
区～28D

L7
一34．415～一142．7ピ5

3 土岐花簡岩 279、4～344．67
142

Ol5～
2D7 285

4 1岐花閥岩 345．99，387．IS 一2085亘5～一249
795

5 土岐花商岩 3園 9～429．酪 』Z51．515～ 2り2．295

6 土岐花陶岩 431．42～505、5 一294q35～36ε．ll5

7 」二岐爽炭累層 7n 瀦 割5．6

斥 土岐來炭累層 UI 155．1

9 土岐花向岩 327
』19．6

10 土岐花商岩 645．6 ．289．6

11
土岐花商岩 70q 344

13
土岐花藺岩 94G ．4駐4

図8．5、4　トリリニアダイアグラム

（図中の番号は1～6が今回調査した結果、7～12が既存のデータを示す）

5）

　日本化学会編，季刊 化学総説一陸水の化学一，p．79－89，学会出版センター，1992
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表8．5，2 揚水分析結果および既存岐阜県東濃地域の深部地下水組成データ

深度 標高 EC Slo2 Al3督 Fe：寺 ▽Fe』 Mn Mg～噛
CaZI

Na督 K督 F Cl Br SO喝2 IC TOC CO31’ HCOヨNo 岩種 p　H
mabh mas1

μslcm PPm PPm ppm PPm ppm PPm ppm
PP［n

PPm ppm ppm PPm ppm ppm ppm ppm ppm

k
基底礫岩

157．45　～164．12 一20，065　　～一26，735

9．7 407．0 且5．0 〈0、1 く0．05 〈0、05 （0．005 （0．2 2．OS 72．54 0．44 且4．83 5］．26 くゆ．2 （0．4 7．4 4．呂 8．玉 29．2

2 土岐花岡岩 171．8～280．旦7

一34．415　　～一142．785

9．3 358．0 14．7 く0，】 〈D．05 く0．05 〈0．臼05 く0．2 6．47 55．2 く0．ユ 12．49 52．61 （0，2 くO，4 6．4 （1．o 3．2 29．3

G
土岐花簡岩

279．40　～344．67 ・142，015　　～．207，285

9．2 423．0 13．9 く0．1 く0．05 く0．05 く0．005 く0．2 旦o．42 65．99 0．41 i2．82 72．匹4 （o，2 （0．4 5．4 く1．0 2．2 25．2

5 圭 岐花崩岩

345．90　～387．1呂 一20呂，515　　～・249，795

8．勢 777．0 14．3 く0．皇 く0．05 〈0．05 （o、oo5 〈0、2 32．37 94．90 0．89 9．40 且74，72 D．37 （0．4 3．1 1．2 o．6 ［5．且

4
土岐花岡岩

388．90　～429．6呂 一251，515　　～一292．295

s．9 630．3 15．7 くD．1 く0．05 く0．05 く0．005 く0．2 25．57 81．55 0．9塵 9．79 137．26 0．32 （o．4 3．3 （止．D 0．7 星8．5

3 土岐花商岩

431．42　　～505．50 一294．035　　～・36B．H5

9．2 503．8 14．2 くO．1 くo．05 （0．05 〈o．oo5 く0．2 13，H 71．72 o．4置 9．99 99．93 く0．2 く0，4 4．9 く1．0 2．o 23．8

7 十岐
來．炭累層

70．8 215．6 8．0 257
26．7 く0，02 （0，02 〈0，02 〈o．m 0，2且 4．30 50．5 1．8 2．9 3．3 く0．02 旦0、7 26．4 n．m 0．8 133．2

8
土岐央炭累層

12［，o L55．1 7．9 145 6．7 くO．02 〈0．02 く0．02 く0．0豊 0．04 且．07 21．3 0．3 0．9 0．3 く0．02 3．6 10，斗
員．m o．］ 52．8

9 土岐花商岩
327 ？19．6 9．7 n．m 2．5 く0．0且 く0．05 0．03 く0．0且 0．03 9．60 19．5 1．6 3．5 4．2 〈o、02 12．7 7．9 7，ウ 9．5 30．5

10
土岐花岡岩

645．6 一289．6 9．3 202 5．5 く0．①1
n、m く0，02 く0、01 0．05 3．72 39．5 0．8 9．7 3．1 く0．02 6．2 13．5 0．5 7．5 6旦．0

11
土岐花蘭岩

7〔》D．0 一344．0 7．3 n，m， 19．6 〈0、0旦 0．24 0．4且 0．32 0．82 19．D lo．3 3．o 2．5 且．4 o．o 7．呂 14．5 1．7 0．3 73．4

12
±岐花岡岩

S40．0 484．o 9．o n、【n． 13．6 0．68 0．D3 0，042 0．01 0．04 2．80 23．4 5．2 3．2 3．8 0．0 n．d． 14．2 o．8 3．9 68．2

n、m　未測定　CO3｝，HCO」 濃度はIC濃度とpHから計算により求めた。
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図8．5．5（1） 本調査地下水のヘキサダイアグラム（深度別）
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図8．5．5（2）　既存地下水データヘキサダイアグラム（一例）
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　図8．5．4から明らかなように、本調査で得られた地下水（揚水）の水質は、Wの領

域となり、塩化物、硫酸塩が主体で、海水の混入あるいは化石塩水の混入した地下水

に分類される。また、東濃地域を調査した既存地下水データは、領域Hに分類される。

　図8・5．5（1）および図8．5．5（2）に示すヘキサダイアグラムの結果より、本調査地下水は、

NaイオンとClイオンが特に多いNa＋一cr型とNa＋一HCO3『型タイプの中間タイプ、また

はNa＋一Cl』型、Na＋・Ca2㌧Cl’型の地下水と考えられる。表8．5．3に深度別の水の型示す。

　　　　　　　　　　　表8．5．3　深度別地下水の特徴

No． 調査深度（mabh） 水の型
1 157．45～164、12 Na＋一cr型とNa＋一HCO3’型の中間
2 171．80～280．17 Na＋一Cl’型とNa＋一HCO3’型の中問でややCl多い
3 279．40～344．67 Na℃1’型
4

345．90～387．18 Na㌧Ca2｝一Cr型
5 388．90～429、68 Na㌧Ca2丁一Cr型

6 431．42～505．50 Na＋一Cl型

　既存のデータではNa＋一HCO3’型タイプまたはNa＋・Ca2＋一HCO3p型タイプの地下水で

あり、トリリニアダイアグラムおよびヘキサダイアグラムの結果より、今回の地下水

は今までとは異なるタイプの水質を示していると考えられる。

　DH・12号孔より5k　m程度東の瑞浪市丁温泉のヘキサダイアグラムを図8．5．6に示す。

丁温泉での聞き取り調査によると、丁温泉ではllOO　mabhまで掘削し、動力揚水によ

って9041minの温泉を湧出している。泉質はナトリウム・カルシウムー塩化物温泉で、

高濃度の溶存イオンを含んでいた。

　丁温泉水は、溶存イオン濃度が異なるものの、水の型はDH－12号孔の345、9mabh～

387．18mabhと388．9mabh～429．68mabhの区間を調査した揚水の水質に類似した地下

水と考えられる。

丁温泉 meq／’

30 20 10 0 10 20 30

Na→＋K幸

Ca2＋

閉92？

C‘

HCO3＋GO3

SO42－

図8．5．6丁温泉ヘキサダイアグラム

1　水の分析第4版　目本分析化学会北海道支部編　p．35・37

8－121
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9　総合検討

9．1　岩盤状況および検層物性の関係

　図9，Llに、DH－12号孔の岩芯について、RQDと比抵抗の関係図を示す。同図では、

3．2、7で述べた岩盤ゾーン区分別に記号を区別した（Zonel～12）。それらの特徴を、

以下に述べる。

1）堆積岩主部（新第三系の明世累層および基底礫岩部を除く土岐交炭累層主
　　部）＝Zone1

　50、29mabh～157．45mabhの堆積岩主部は、電気検層による岩層区分のA層に対応

する。比抵抗値は大半が10Ω・m以下と低いが、RQDは概ね高い。主として泥質岩、

砂岩および凝灰岩からなる、岩相と、割れ目が少ない状態を反映している。

2）土岐爽炭累層基底礫岩：Zone2

　157．45mabh～168．821nabhの士岐爽炭累層の基底礫岩部は、電気検層による岩層区

分のB層の最上部に対応する。比抵抗値は、10～100Ω・mと、花嵩岩の巨礫を伴うの

で、堆積岩主部と比較すればが高い。RQDは、ばらつきがあるものの、概して低い。

比抵抗値とRQDは、岩質が不均質な状態を反映する。

3〉花嵩岩一風化・断層帯IZone3

　168・82mabh～214．O　mabhは、電気検層による岩層区分のB層の主要部に対応する。

花闘岩の最浅部で、風化帯と断層帯が重複する。風化，変質および断裂により岩相が

不良のため、RQDと比抵抗値はともに、花嶺岩内では最も低い値を示す。

4）花嵩岩一断層帯＝Zone5，Zone9，Zone11

　280．O　mabh～372．0皿abhの断層帯は、電気検層による岩層区分のC層とD層の境

界部に相当する、467，35mabh～484．00mabhの断層帯は、電気検層による岩層区分に

よるD層内の小規模な断層帯である。595．Omabh～612．O　mabhの断層帯は、電気検層

による岩層区分のF層に対応する。これらの断層帯での、RQDは概して低い。ただし、

比抵抗値は健岩部より低いものの、花闘岩最浅部の断層・風化帯よりは高い、

5）花闘岩一害Ijれ目帯IZone4，Zone7，Zone12

　214．Omabh～280，0mabh，400．Omabh～436．Omabhおよび612．Omabh～715．82

mabhの割れ目帯は、電気検層による岩層区分のC層，D層およびG層にほぼ対応す

る。これらの割れ目帯は、断層帯（花闘岩最浅部の断層・風化帯を除く。）とほぼ同

様のRQDと比抵抗値を示す。規模の大きな断層が存在しなくても、断裂が多く、岩

盤状況が不良であることを反映すると考えられる。孔底部での比抵抗値が数百Ω・皿

と低く、岩石がカタクラスチックに破断されていることによると考えられる。

6）花嵩岩一健岩部IZone6，Zone8，Zone10

　372，0mabh～400．Omabh，436．Omabh～467．35mabhおよび484．Omabh～595．O

mabhの健岩部は、電気検層による岩層区分のD層の一部とE層に対応する。概ね、

RQDは60％以上、比抵抗値は1000Ω・m以上で、いずれも高い。

　図9・L2，図9．1．3およぴ図9．L4に、比抵抗と他の主要な岩泊物性に関わる検層

一9 1一
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項目との関係図を示す。これらの図は、図9．L1との対比を考慮して、l　mごとのデ

ータをプロットした。

　図9・L2に、比抵抗（Ω・m〉と音波速度（km／s）の関係図を示す。堆積岩主部，土岐爽

炭累層基底礫岩，花闘岩の風化・断層帯，断層帯・割れ目帯および健岩部の順に比抵

抗値と音波速度が高くなる。

　図9．1．3に、比抵抗（Ω・m〉と中性子孔隙率（％）の関係図を示す。中性子孔隙率は、

花闘岩の健岩部，断層帯・割れ目帯，風化・断層帯，土岐爽炭累層基底礫岩および堆

積岩主部の順に高くなる。中性子孔隙率は全体として、比抵抗と負の相関を示す。

　図9．1．4に、比抵抗（Ω・m）と密度（g／cm3〉の関係図を示す。堆積岩主部，土岐爽炭累

層基底礫岩，花闘岩の風化・断層帯，断層帯・割れ目帯および健岩部の順に比抵抗値

と密度が高くなる。

　図9．1．2～図9．1．4で示されるように、堆積岩主部，土岐爽炭累層基底礫岩および

風化・断層帯の各ゾーンは、岩石物性によく対応している。健岩部は、割れ目帯・断

層帯より比抵抗値が高いが、大きな差異がみられない。割れ目帯と断層帯は物性的に

類似している。
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9．2　割れ目帯の状況と区分

　図9．2．1に、DIH2号孔総括図を示す。

　同図には、基本的に地質，各種検層データ，掘削リターン水の量・水質，水理試験

によって得られた透水係数，BTV計測による割れ目分散図および同割れ目の見掛方向

を示す。同図の割れ目見掛断面図に、地下水の流動経路となっていると考えられる割

れ目を着色した。ただし、自然電位は、多種の要素の影響を受けて解釈が困難なので

割愛した。

　168．82～214．Omabhの風化・断層帯では、194．56mabhおよび196．45mabhの断層

を中心に低比抵抗帯を形成している。280．0～372．O　mabhでも断層の付近を中心に低

比抵抗帯が形成されている。更に深部でも、比抵抗の変化，岩盤等級，RQDおよび断

層の位置などは、よい対応を示している。

　蓄度検層および孔径検層の結果は、断層などで孔径が拡大している状況と対応した

変化を示す。中性子孔隙率も、主として断層などによる問隙や孔径の拡大を反映して

いる。

　温度検層の結果では、湧水に係る断層や割れ目の箇所で地温が変化する。

　ただし、467．35mabhの断層の付近では、断層の下盤側では岩盤等級とRQDと比抵

抗はよい相関を示すものの、断層の上盤側では、岩盤等級とRQDが高いが、比抵抗が

低くなっている。断層の ヒ盤側は変質により低比抵抗帯が形成されていると考えられ

る。

　土岐花寓岩の水理モデルを検討する上で割れ目帯区分を実施した。

　割れ目をゾーンとして識別するために、図2．L1のBTVによる割れ目分散図を基に、

その集中域を求めた。更に岩芯の割れ目分布とを比較しながら、深度とその集中域に

ついてコアと対比し、その割れ目の上・下限深度を決定した。また、その平均の走向

傾斜を求め、割れ目帯の平均走向・傾斜とした。

一般に割れ目の集中域は割れ目群の方向性や運動センスさらに割れ目群の相互関係

などを判断しなければならないが、岩芯観察やBTVデータと野外の観察を結びつけ

てどのような割れ目群がゾーンとして共通に認識できるかといった作業の蓄積が必

要である。

割れ目帯は浅部からFl～FlOに区分した。表9．2．1にその一覧を示す。
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表9．2．1　割れ目帯区分一覧表

岩盤ゾーン区分 割れ目帯番号 E颯深度（mabh） 下限深度（mabh） 走向 傾斜 系統 真幅（m） 風化区分 変質区分 透水試験区間番号

1
Fl 113 157 N54W 35W

NW（W） 35．9 α
2

F2 169 194 N46W 47W
NW（W） 17．1 β 3 2

3 F3
正77 244 N50W 52E

NW〔E） 41．1 α
3 2

4 F4 215 283 N68W 38W
NW〔W》 54．0 α

2 2．6

5
F5 305 338 N47W 36W

NW（W） 26．7 α
2 6

F6 327 403 N18W 41E
NNW〔E） 57．5 α

2 4，5．6

7 F7 392 438 N57W 38W
NW（W｝ 36．3 α

2 3．4

8 F8 453 467 N48W 42E
NW（E） 10．4 α

3 3
l　l F9 611 618 Nl8W 42W

NNW（W｝ 5．2 α
3

12 F10 632 668 N60W 35W
NW（W〕 29．6 α

2

割れ目系統はその走向傾斜から3系統に区分できるが、北西系西傾斜（NW（W））が

最も頻度が高く、北西系東傾斜NW（E）、北北西系東傾斜NNW（E）および北北西系東傾

斜NNW（E）がこれに次ぐ。緩傾斜の割れ目は西傾斜が多く、急傾斜の割れ目は東傾斜

が多い傾向がある。

表9．2．2に断層一覧表を示す。主として岩芯記載に基づいたが、走向等、岩芯記載で

不明な点はBTV測定結果を用いた。
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表9．2．2断層一覧表

No． 深度 走向 傾斜 　幅（岩芯方向） 性状

豆 194．56～194．86mabh 36W 50E 30cm 断層粘土。　緑泥石を多く含む。

2 196．45～197．30mabh 29W 45E 85cm 断層粘上緑泥石およぴ花商岩に由来する結晶粒と岩片に富む。

3 209．75～210，10mabh 49W 78NE 35cm 緑泥石に富む縞状の断層粘土

4 279．01～280．80mabh
24E 69E

179c皿
緑泥石、粘土、方解石、ガウジおよび岩片からなる。その付近の岩芯は概ね礫状で、割れ目に沿って緑泥石と方解石が付着する。

5 332．69～332．72mabh 16W 59E 3cm 小断層。断層ガウジ

6 337．80～338．12nlabh 20W 61E 32cm 緑泥石、白色粘土、方解石およぴ岩片が充填。

7 340．65～340．75mabh 6W 68E 10cm 緑泥石と白色粘土が充填。

8 341．96～342．07mabh 12W 47E llcm 緑泥石、白色粘土および岩片が充填。下部はコアロス

9 342．97～343．04mabh 11W 39E 7cm 緑泥石と粘土が充填。

10
350．64～351．11mabh 50W 72NE 47cm ガウジが充填。下方でコアロス。

11
363．26～363．44mabh 22W 49E 18cm 緑泥石、粘土および岩片が充填、下方でコアロス。掘削中湧水増加傾向。

12
383，29～384．52㎜bh 38W 67NE 23cm 岩片が充填。

13
456．40～456．63mabh 28W 66E 23cm 緑泥石と方解石が充填。

14
467．35～469．90mabh 43W 83NE 55cm 粘土、緑泥石および岩片が充填。上盤側に、右より時計回りに155Cの条線。下盤側は岩質が脆い。

15
597．90～598．57mabh 4E 83E 67cm 粗砂状砕屑物と緑泥石が充填。

16
619．64～620，11mabh 11E 71E 47cm 緑泥石、粘土、岩片が充填。下盤側、右より時計回りに110。の条線。

17
705．44～705．52mabh 79E 30S 8cm 砕屑物が充填。

微小なものも含めた割れ目全体では、西傾斜のものが多いが、断層は東傾斜のもの

が多い。

図9．2・2に、動力炉・核燃料開発事業団（1994）から引用した、DH－12号孔付近のリニ

アメントを示す。同図には、糸魚川（1980）が記載している既知断層も加筆した。DH－12

一9 1】一



号孔の付近に複数の北西～南東方向のリニアメントが走る。具体的には、肥田川に沿

った、中肥田～上肥田地区の平地端部の山際や、同孔北方の丘陵地に、北北西～南南

東方向のリニアメントが認められる。同孔北方には、小規模ではあるが、糸魚川（旦980）

が北北西～南南東方向の断層を記載している。

DH－12号孔の孔壁に観察される北西系の割れ目帯は、このようなリニアメントと断

層に対応すると考えられる。

糸魚川（1980）はDH－12号孔の北側に通過する同方向のリニアメントは認められてい

ない。また、同孔付近は土岐川の堆積物で構成された平地で、畑地や宅地など、人工

的な改変も受けているので、リニアメント判読は困難である。しかし、中肥田～上肥

田地区を構成する平地の北側の、匠二陵地と平地の境界線は、北西～南東方向を示して

おり、その北西方向の延長に、DH－12号孔が位置する。これらの状況を考慮すれば、

同坑井またはその近傍に、北西～南東方向の断層が通過している可能性が考えられる。

その場合、地形から判断して、同断層は新しい地質時代に、北東側が隆起した可能性

が高い。
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2㎞マ』

　　　　凡例

、軸唾　リニアメント

、　　、

既存資料による断層

今回の調査から、存
在が推定される断層

図9．2．2DH－12号孔付近のリニアメント
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9．3　地質構造と透水性の関係

　図9．3・1に試験区間の透水量係数と岩盤ゾーン区分を、図9．3．2に試験区間の透水係

数と岩盤ゾーン区分を示す。

　ゾーン1に相当するNo．1測点（土岐爽炭累層基底礫岩）では、10』8m／sec程度の透

水性を示し、今回実施した水理試験区間のうち、最も低い透水性を示した。

　花闘岩内で実施した水理試験区間のうち、No．2測点，No，4測点，No．5測点および

No，6測点では、10』5m／sec程度の透水性を示した。これらの測点は、一部に準健岩部

（ゾーン6）が認められるものの、大部分が花闘岩の断層帯（ゾーン3，ゾーン5）あ

るいは割れ目帯（ゾーン4，ゾーン7）であり、F2，F3，F4，F5およびF6の割れ目

集中帯が断続的に認められる。したがって、上記区間の透水性が高いと考えられる。

　No．3測点では、10r5m／sec程度の透水性を示し、No．2測点，No，4測点，No．5測点

およびNo．6に比較して透水性が低い。No．3測点は、断層帯（ゾーン9）を含むものの、

大部分が花闘岩の健岩部（ゾーン8，ゾーン10）に相当する。また、断層帯に認めら

れる断層は粘土で充填されている。したがって、No．3測点の透水性は、やや低い値を

示しているものと考えられる。
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9．4　割れ目帯構造と地下水単元

　図9・4．1に、DH－12号孔を含む、周辺の地下水および地表水の、核燃料サイクル開

発機構が分析した酸素水素同位体比のデルタダイアグラムを示す。同図には、中部日

本の太平洋側を含む世界の多くの場所の降水や地表水で成立するとされている、δ

D＝8δ1sO＋10で示される、天水線と呼ばれる直線関係（cmig，1961）、椎根（1991）がまと

めた富山県黒部川扇状地の地下水および河川．水の概略的なプロット・ライン（δD＝8

δ旦80＋18）、およびJNC（200！）から引用した河川水のデータを示した。

パ渓V

一45

一50

ロ

殉＿55

一60
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　δ180　（％〉

、

図9．4．1安定同位体比のデルタダイアグラム

DH－12号孔の花歯岩中の地下水は、太平洋側と日本海側の中間的な組成を示してい

る。また、水素と酸素はともに、掘削に利用した井戸水や河川水と比較して軽い同位

体を示すので、標高が高い場所の降水に由来すると推定される。

DH42号孔の揚水は、太平洋側と日本海側の中間的な組成を示す。また、水素と酸

素はともに、掘削に利用した井戸水や河川水と比較して軽い同位体を示すので、標高

が高い場所による同位体分別に由来すると推定される。水理試験時に採取した地下水

について、核燃料サイクル開発機構が分析したトリチウム濃度から判断すれば、地下

に浸透して少なくとも数十年以上経た水であると考えられる。

　また。主要成分と標高の関係を、図9．4、2に示す。参考のために、DH－13号孔につ
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いてもプロットした。
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図9．4，2主要成分と標高の関係

　東濃地域の土岐花闘岩内では一般に深部に向かってNa＋・Ca2ーおよびHCO3が増加する

が（核燃料サイクル開発機構，1999）、本孔の地下水も、大局的には同様の傾向を示

す。ただし、今回の水理試験区間の最深部（43L418～472．5mabh）では、これらの

濃度が低下している。

　本孔は、土岐花闘岩の最上部の不整合面より割れ目が多く出現した。土岐花闘岩の
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436mabh付近で、岩芯観察による累積割れ目曲線の変曲点がみられた。その区間では

BTVによる開口性割れ目も極めて多く、高い透水性を示し、掘削中の湧水量が増加し

た。湧水量は裸孔時に約900ぞノminと膨大な量となったが、本孔敷地の標高が低く、

地ド水が標高の高い場所の降水に由来するので地下水圧が高いこと、および水理試験

結果で示されるように透水性が高いことによる。大局的には、不整合面（168．82mabh）

から約436皿abhまでが、特に割れ目が多く、地下水を多く含むゾーンと考えられる。

また、DH－12号孔の周辺は、標高の低い丘陵地であるが、地下水は高所に由来すると

考えられることから判断して、本孔の花寓岩内の地下水は、一定の規模を持つ地下水

流動系に由来すると考えられる。

　図9．2・1の割れ目見掛断面図に、水みちを規制すると考えられる割れ目を着色した

が、縦型に連続し、交鎖している。

　水理試験の結果のうち、水頭について、図9．4、2に試験区間の水頭と岩盤ゾーン区

分を示す。また、表9．4．1に、岩盤ゾーン区分，水理試験区間の水頭・境界条件およ

び流入量の割合をまとめた。図9．4．2に示すように、No、1測点からNo．6測点における

水頭には、系統的な傾向が認められず、No，6測点で最も高い水頭（代表値〉を示す。

No．2～No．6測点の水理試験では、シール材を用いて試験区間を形成し、また、割れ目

帯や断層帯が断続的に分布していることから、完全に試験区間が形成されず、真の区

間水頭を示していない可能性がある．しかしながら、表9．4．1に示すように、湧水量

の多くがNo，6測点で測定されていることから、No，6測点で水頭が最も高い値を示す

傾向は妥当であると考えられる。

　このことは、36326mabh以深の断層の下で、相対的にpHやCl’が高い水質に変化

した。同断層は断層粘土を伴い、遮水性を有するので、その下位で上昇流があり、比

較的深部の影響を受けている可能性を支持している。

　本孔の花商岩内での、水理試験を実施した区間における深度方向の地下水単元の細

密な区分は、上述したように、割れ目や断層が発達していることから困難である。し

かし、表9．4，2に示すように、ゾーン6の準健岩部を境に湧水量に対する流入量の割

合が大きく変化することから、ゾーン6が1つの地下水単元の境界であると考えられ
る。
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表9．4，1　岩盤ゾーン区分，水理試験区間の水頭および流入量の割合比較表

岩盤ゾーン区分 水理試験 水理試験 湧水量に対する
　　　　　　1ゾーン区分　　：　　　　　　：　地質性状　（mabb）　　1

測点（m盆bh） 区問の水頭（標高励 　流入量の割合（フP一メータ検層結果）

　　　　　1ゾーン・I　　I　　　　　I　　　　　I堆積岩主部

一 一
50．29～157．45　：

1 甲　　，　　，　　曹　　冒　　　一　　冒　　冒　　一　　， 騨　　曹　　曹　　　一　　－　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　”　　階　　曽　　一　　一　　一

No．1
ゾーン2　　：土岐來炭累層 162．0

　　　　　　　：　基底礫岩157，45～168．82　　　　　　　0 157．45～
160～164

一

1 164．12

，

璽　　　一　　　璽　　　一　　　一　　　一　　　　曹　　　一 響　　　　冒　　　P　　　冒　　　一　　　　曹　　　曽　　　曽　　　一　　　薗　　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　F　　一　　早　　　騨　　ロ　　　ー　　一　　曽　　』　　”　　隠　　，　　曹

ゾーン3　　’　花聞岩　　　　　艦

170、0～186．Omabh
『 No．2

168，82～214．001（風化・断層帯） 15a，6 5．2％
1 171．800～

一　　早　　F　　　瞬　　曹　　一　　　一　　　，　　冒　　一　　　一　　一　　　障　　　雪　　　曹　　一　　　一　　一　　ロ　　ー

ゾーン4　　：　花寓岩 158～160 216．5～27彗．5mabh
　　　　　　　I　　　　　　　I214，00～280．00　1　（害llれ目帯） 280，170

94．8％
畠　　　一　　　　一　　　，　　　，　　　，　　　一 一　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　甲　　　，　　謄　　曹　　曽　　　臼　　一　　一　　　一　　r　　冊　　曽　　曽

1

276，0～290，0mabh
1

31．9％
1

290．0～305，0mabh
1

No，6
169．2 10．1％

279．398～
161～董71 305．O　mabh付近　7．4％

ゾーン5　　1　花需岩　　　　　I　　　　　I

344，670
305．0～311．5mabh

280．00～372．00：　（断層帯）
1 7．4％
1

－　　甲　　膠　　冒　　冒　　『　　騨　　－　　臼　　　曹　　一　　　一　　F　　－　　p　　r　　冊　　”　　曽　　曹

1

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

311．5～368．O　mabh

9．6％

No．5
161．0 368，0～370，0mabh

； 345，9〔）1～
1 160～165 14．9％

　　　　　1ゾーン6　　，　　花閾岩　　　　　1

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　F

冒　　冒　　璽　　一　　ロ　　，　　曹　　『　　一　　－　　臼　　　一　　一　　　一　　一　　甲　　早　　閥　　　需　　P

　　　　　　　1372．00～400．00：　（準健岩部）

No．4
370．0～427．5mabh

159．65 12．2％
ゾーン7　　：　　花闘岩　　　　　1

388，9D2～
159～160 一　　　一　　　一　　　一　　　薗　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

40〔）．00～436．00：　（割れ目帯） 429，679
1

　　　　　1ゾーン・8　　1　花崩岩

一　　　－　　　薗　　　薗　　　臼　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

臼

436．00～467．35：　（健岩部）

　　　　　1ゾーン9　　：　　花閾岩 No，3
160．1

　　　　　　　一　　　　　　　1　（断層帯）467．35～484．00　1

431．418～
160～161

一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　F　　　一　　　　甲　　　一　　　，　　　騨　　　，　　　『　　　需　　　曽　　　曹　　　噌　　　冒　474．0～492．3mabh

1 505，500

ゾーン10　　：　花嶺岩 6．5％
　　　　　　　I　　　　　　　I　（健岩部）484．0〔）～595．00　1

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　』　　　P　　　　 　　　り　　　　 　　　『　　　『　　　『　　　一　　　　冒　　　冒

1

湧水量に対する流入量の割合（フロづ一タ検層結果）のうち、明朝体は第1回日の結果（総湧水量約600〃min）

であり、ゴシック体は第2回目の結果（総湧水量約720〃min）である．
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10　まとめ
　本試錐調査の結果を、以下に要約する。

　DH－12号孔（孔長715．82m）は、岐阜県土岐市肥田町下肥田字沖長にて、主とし

てワイヤーライン工法で清水掘削した。花商岩内を掘削中に湧水状態が継続し、

280．17mabhでは、口元開放時の湧水量が900〃minとなったので、孔口装置（ロテー

ティング・ヘッド）によって湧水を抑制しながら掘削した。調査試験は深部地質環境

の把握を目的に、岩盤の地質学的，地球物理学的，水理学的および地化学的データを

取得した。

　本孔では、i68．82mabh以浅が新第三紀の堆積岩類（上位より、明世累層，土岐來

炭累層）、同以深では、中粒花嵐岩を主体とする土岐花商岩が分布する。土岐花闇岩

では、436mabh以浅で割れ目が多く、断層帯や割れ目帯が分布する。436mabh以深で

健岩部が現れるが小規模で、597．9皿abhの断層の下盤側で再び割れ目が増加する。断

層帯と割れ目帯では岩石に緑泥石化や炭酸塩鉱物化などが認められる。

　物理検層では、低比抵抗帯、低速度帯、高孔隙率帯の分布が、岩盤ゾーン区分によ

る断層帯・割れ目帯の分布と良く対応している。堆積岩主部とそれ以外のゾーン（土

岐爽炭累層基底礫岩・土岐花商岩）とでは、密度が大きく異なっている。フローメー

タ検層では、195皿abh付近で大きな流速変化が認められた。

割れ目系統はその走向傾斜から3系統に区分できるが、北西系西傾斜が最も頻度が

高く、北西系東傾斜、北北西系東傾斜および北北西系東傾斜がこれに次ぐ。割れ目の

走向はいずれも類似し、周辺に卓越する北西～南東系の衛星画像によるリニアメント

に対応する。また、緩傾斜の割れ目は西傾斜が多く、急傾斜の割れ目は東傾斜が多い

傾向がある。

　水理試験は、No．1測点（157．45mabh～164，12mabh，ニヒ岐爽炭累層基底礫岩）では、

10冬mlsec程度の、今回実施した水理試験区間のうちでは最も低い透水性を示した。花

醐岩内で実施した水理試験区間のうち、No．2測点（17L800mabh～280，170mabh〉，

No，4測点（43L418mabh～505．500皿abh），No．5測点（345．901mabh～387」76mabh）

およびNo．6測点（279．398mabh～344．670mabh）では、10’5皿／sec程度の透水性を示し

た。これらの測点の大部分が、花崩岩内の断層帯または割れ目帯に位置するので、透

水性が高いと考えられる。No．3測点では、区間の大部分が花闘岩の健岩部に相当し・

一部にみられる断層は粘土で充填されており、106m／sec程度の花商岩内としてはや

や低い透水性を示す。

　花闘岩内からの湧水はNaCl型で、水理試験の際に得られた地下水も、Cl’とNa＋が

多く、深部に向かってNa＋，Ca2＋およびHCO3冒が増加する傾向を示した。ただし、No，4

　（388．902皿abh～429．679mabh区間）で、これらの成分が最も高く、今回の水理試験

区間で最も深い区間であるNo．3（43L418～505．500mabh〉では、これらの濃度が低下

している。363．26mabhの断層が粘土鉱物を伴い遮水性を有し、その下位の部分で上

昇流があり、より深部の地下水の影響を受けている可能性が考えられる。今回得られ

た揚水の分析データをトリリニアダイアグラムおよびヘキサダイアグラムにプロッ
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トした結果では、塩化物と硫酸塩が主体で、海水あるいは化石塩水が混入した地下水

に分類され、東濃地域の既存地下水データの多くと異なっている。

　また、JNCが分析した同位体比（酸素，水素およびトリチウム）からは、今回採水

した揚水はいずれも、標高が高い場所の降水に由来し、地下に浸透してから少なくと

も数十年以上経た地下水であると推定される。本孔口元の標高が137．385mと低く、

周辺も標高が低い丘陵地であること、および今回の掘削期間中に湧水が減衰する徴候

がみられなかったことから判断して、本孔の花闘岩内で得られた揚水（地下水）は基

本的には、一定の規模をもつ地下水系から孔内に流入した水であると考えられる。
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一ボアホールテレビ計測による不連続面一覧表一



DH－12号孔不連続面一一覧表（1／82）

番号 上端深度一下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（皿m） 形状 状態 コメント

1 50．42　－　50．45 50．44 N　38W20NE ヘア確ラツク C
2 50．47　－　50．4容 50．48 N　3E　7W ヘアー妨ック C－h
3 50．67　－　50，73 50．70 N　78W32S ヘアークラック P
4 50．80　－　50．88 50．84 N　46W38SW ヘアークラック P－h
5 50．93　－　50．97 50．95 N　51W22SW ヘアークラック C
6 51．OI　－　51．08 51．05 N　80W37S ヘアークラック P
7 51．27　－　51，35 51．31 N　39W41SW ヘアークラック P
8 51．40　　－　5i．55 51．47 N　18W57E ヘアークラック 1
9 51．63　－　51．68 51．66 N　67W24S 明瞭割れ目 1－n
10

51．67　　－　51．72 51．70 N　4W　29E ヘアークラザ C
11

51．82　－　51．9】 51．86 N　l1W43W ヘァークラック 1
12

52．03　－　52．〔断 52．05 N　24E　18W ヘアークラツク C
13

52．11　－　52．14 52．13 N　43W21SW ヘアークラツク C
14

52．13　－　52．19 52．16 N　54W34SW ヘアークラツク C
15

53．10　－　53．56 53．33 N　26W78W 鉱物脈 C 白色鉱物脈
16

53．73　－　53．79 53．76 N　29W29W ヘアークラツク s
17

54．09　－　54．27 54．18 N　65E61N 鉱物脈 C 白色鉱物脈
】8 54．73　－　54，74 54．73 N　51W7NE 境界面 1 岩相境界
】9 55．76　－　56．22 55．99 N　23W78W 鉱物脈 1 白色鉱物脈
20

56．60　－　56．72 56．66 N　32W50NE ヘアークラック C
2】 56．74　　－　56，82 56．78 N　26W39E ヘアークラ卿 C
22

57，91　－　58．〔叫 57．97 N　84W54N ヘアークラツク C
23

59，62　－　59．66 59．64 N　77W22N 境界面 C 岩相境界
24

59．83　－　59．87 59．85 EW　22S 境界面 C 岩相境界
25

59．93　－　59．94 59．94 N　80E4S 層理面 C
26

60．07　－　60．io 60．09 N　37E　19SE 境界面 C 岩相境界
27

60．43　－　60．46 60．45 N　76W22N ヘァー妙ック C
28

60．51　－　60．57 60．54 N　47W33NE ヘアー妙砂 C
29

60．54　　－　60．58 60．56 N　75W22S 境界面 P
岩柑境界

30
ω．76　－　60．83 60．80 N　34W3呂SW 境界両 P 岩柑境界

31
61．30　－　61．38 6】．34 N　47W39NE ヘアークラ妙 P－n

32
62．02　－　62．21 62．12 N　75E62N ヘアークラック P

33
62．58　－　62．68 62．63 N　75E45N ヘアークラ砂 P

34
62．84　　－　62．92 62．88 N　60E37N 明瞭割れ目 C－n

35
63．Ol　・　63、10 63．06 N　l8W42E 明瞭割れ目 C

36
63，08　－　63．28 63．18 N　l4W64E 開口割れ目 1．5 C

37
63．18　・　63．39 63．28 N　27W65E 鉱物脈 C 臼色鉱物脈

38
63．88　－　63．99 63．93 N　44W47SW ヘアークラ砂 C

39
64．71　　・　64、78 64．75 N　40E34NW ヘアークラック C

40
65．16　－　65．43 65．30 N　gE　70E ヘアークラック C

41
65．32　－　65．36 65．34 N　36E21NW 層理面 C

42
65．45　－　65．50 65．48 N　12W28W ヘアークラ砂 C

43
65．68　－　65．74 65．71 N　16W33W ヘアークラック C

44
66．60　－　66．83 66．71 N　26W67W 層理面 C

45
66．98　－　66．99 66．99 N　81E6N 境界面 C 岩相境界

46
67．08　－　67．11 67．10 N　68W17S 境界面 C 岩相境界

47
67．14　－　67．21 67．18 N　4W　35W 明瞭割れ目 P－h

48
67．87　－　67．93 67．90 N　14E31W ヘアークラ妙 P

49
68，52　－　6S．59 68．56 N　44W35SW 境界面 C 岩相境界

50
68．78　－　68．88 68．83 N　17W45W ヘアー捗ック P

51
68．84　　－　68．94 68．89 N　59W44SW 明瞭割れ目 C

52
69．53　－　69．63 69．58 N　6W　46W ヘアークラ弦 c

53
69．79　－　69．99 69．89 N　24W63W 明瞭割れ［ C



DH－12号孔不連続面一覧表（2／82）

番号 上端深度 下端深墨 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

54
70，37　－　70．47 70．42 N　23W45W ヘアークラ砂 C

55
71．80　　－　71．99 71．90 N　29W62W

ヘアークラツク C
56

72．22　－　72．27 72．25 N　22W24W 境界面 P 岩相境界
57

72．17　－　72．36 72．27 N　67W63S 明瞭割れ目 C
58

72．62　－　72．71 72．67 N　59E42SE ヘアー妙砂 C
59

73．39　－　73，57 73．48 N　5肥62SE ヘアークラック C
60

74．15　－　74．19 74．17 N　51E26SE 明瞭割れ日 C－h 角礫状
61

74．17　－　74，22 74．20 N　61E28S 明瞭割れ目 C－h 角礫状
62

74，24　－　74，32 74．28 N　71E37S 明瞭割れ日 C
63

74．38　　－　74．42 74．40 N　7W　23W 明瞭割れ目 C．n
64

74．52　－　74．65 74．58 N　l1W53W 明瞭割れ目 C
65 74．5】　一　74．90 74．71 N　37W76SW 開口割れ目 1．5 C一岡
66 74，94　　－　75．12 75．03 N　58W61SW ヘアークラック C－n
67

75，11　－　75．62 75．37 N　14W79W 明瞭割れ目 1－h
6S

75．87　－　76．26 76．06 N　37W76SW 境界面 1 岩相境界

ω 76．44　　－　76．53 76．48 N　2W　41W 明瞭割れ目 P　j

7〔｝ 76．37　－　76．69 76．53 N　29W73W
ヘアークラック C　j

71
76．5L　－　76．90 76．70 N　33W76SW ヘアークラック 1

72
76．68　－　76．77 76．72 N　IIW40W

ヘアークラック P
73

76．7】　一　76．80 76．76 N　37W42SW 層理面 C
74

77．03　－　77．07 77．05 N　52W22SW 層理面 P
75

77．08　－　77，10 77．09 N　19W15W 層理面 P
76

77．09　－　77．11 77．10 N　12W15W 層理面 P
77

77．12　　－　77．14 77．13 N　26W　l3W 層理面 P
78

77．13　　－　77．21 77．17 N　66W38S ヘアークラツク C
79

77．20　－　77．25 77．22 N　46W27SW 境界面 C 岩相境界
80

77，30　　－　77．37 77．33 N　4E　35W 層理面 P
81

77，36　－　77．42 77．39 N　7W　3】W 層理面 P
82

77．43　－　77．50 77．47 N　l5W34W 層理面 P
83

77．58　－　77．68 77．63 N　26E47E ヘアークラック C－n
84

77．65　－　77．81 77．73 N　2E　58E 鉱物脈 1
85

77．75　－　78．07 77．91 N　33W73SW 鉱物脈 1
86

78．21　・　78．32 78．27 N　42E49SE 明瞭割れ目 P
87

7S．27　　・　78．36 78．32 N　71W43S 明瞭割れ目 C
88

78．55　　・　78．65 78．60 N　86E46S ヘアークラ砂 C
89

78．69　－　78．79 78．74 EW44S 明瞭割れ目 S
90

78．72　－　78．81 78．77 N　77E42S 明瞭割れ目 C
91

79．40　－　79．43 79．42 N　l2Wl6W
ヘアークラック C

92
79、40　　－　79．53 79．47 NS　53E ヘアークラ夢 C

93
79．50　－　79，65 79．57 N　42W58SW ヘアークラツク 1

94
79．65　－　79，74 79．69 N　8E　44W ヘアークラック C

95
80．60　－　80，67 80．64 N　77W34N ヘアークラ呼 C

96
80．73　一　駐0，84 80．79 N　25E48E ヘアークラツク C 自色鉱物脈

97
81，24　　－　81、31 8i．28 N　45W33SW 明瞭割れ目 P

98
81，31　－　81，38 81．34 N　23W36W

ヘアークラック C
99

82，46　－　82，53 82．49 NS　37E 明瞭割れ目 C
100

82．63　－　82．84 82．74 N　7E　65E ヘアークラ砂 P－n
lO1

83．08　－　83．17 83．13 N　16E42E 鉱物脈 C 臼色鉱物脈
102

83．11　P　83．19 83．15 N　3E　41E 鉱物脈 C 白色鉱物脈
103

83．15　－　83．25 83．20 N　gE　47E ヘアークラツク P
104

83．20　　－　83．29 83．24 N　20W45E 明瞭割れ目 C－n
105

83．96　．　84．06 84．01 N　28E46E 明瞭割れ日 S
106

84．15　－　84．27 84．21 N　56E50SE 明瞭割れ目 C



DH－12号孔不連続面一覧表（3／82）

番号 上端深度』ド端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

107
84，27　－　84，38 84．33 N　41E49SE 明瞭割れ目 C

108
84．41　－　84，49 84．45 N　84E39S 明瞭害」れ目 C

109
84．52　－　84，60 84．56 N　55E40SE ヘァークラ砂 C

110
84．60　　－　84．80 84．70 N　54E64SE ヘアークラック 1－n

111
84，79　－　84．91 84．85 N　8W　5肥 明瞭割れ目 C－h

112
85．80　－　86．03 85．92 N　量W　66W ヘァー好蛇 C

113
86．00　－　86．07 86．桝 N　42E38SE ヘアークラ砂 P－n

114
86．00　　 　86．18 86．09 N　6E　62E 明瞭割れ目 C－n

115
86．21　－　86．28 86．24 N　23E35E ヘアークラツク C－n

116
86．28　－　86，47 86．38 N　7E　63E ヘアークラック C－n

U7 86．62　－　86．67 86．64 N　37E30SE ヘアークラツク C－n
1夏8 86．65　－　86．77 86．71 N　2E　50E ヘアークラ砂 C．n
1畳9 87．10　　p　87．11 87．10 N　45E6NW 境界両 C 岩相境界
120

87．14　－　87．16 87．15 N　87W　l5N 層理而 s
121

87，14　－　87．33 87．23 N　l7W63E 明瞭割れ目 C
122

87．75　－　87．99 87．87 N　5W　68E 明瞭割れ目 C－n
123 87．82　－　88．00 87．91 N　7E　62W ヘアークラ砂 C
124

88．06　－　88．09 88．08 N　76W19S 境界面 C 岩相境界
125

88．0】　一　88．22 88．12 N　41E65SE ヘアークラック 1－n
126

88．29　－　88．38 88．33 N　15W43E 鉱物脈 C 白色鉱物脈
127

S9．53　　－　89．87 89．70 N　10W74W ヘアークラツク C
128

89．72　－　99．78 89．75 N　57W32SW 明瞭割れ目 P
129

9〔｝．12　－　9〔｝．26 90．19 N　6W　54E ヘアークラ妙 C－n
130

90．57　－　90．76 90．67 N　4W　62E 明瞭割れ目 1－n
131

91．00　－　91、02 91．Ol N　14E　lOW ヘアークラック C
i32

91．68　－　91．72 91．70 N　67E22S 境界面 C 岩相境界
133

92．05　－　92．30 92．18 N　5E　69W ヘアークラック C　J
134

92．11　－　92，30 92．21 N　32W63NE ヘアークラ砂 I　r，

135
93．29　－　93，35 93．32 N　29W31W ヘアークラック P

136
93，57　－　93．89 93．73 N　12W73W 明瞭割れ目 C

137
94．20　－　94．26 94．23 N　81E　31S ヘアークラック P－n

138
95．18　－　95．26 95．22 N　42E　38SE ヘアークラック P

139
95．42　　・　95．48 95．45 N　38E31SE 朋瞭割れ日 C

140
95．59　－　95．61 95．60 N　55W15NE ヘアークラック C－n

141
95．76　－　95．97 95．87 N　46E65SE ヘアークラック C－n

142
95．77　－　96．19 95．98 N　24W77W 鉱物脈 C 白色鉱物脈

143
96．36　－　96．41 96．38 N　66E　28S 明瞭割れ目 C

144
96．82　－　96．89 96．86 N　79W37S ヘアークラック C

145
96．90　－　96．99 96．95 N　68E42S ヘアークラック C

146
96．96　－　97．04 97．00 N　58E40SE ヘアークラヲク C

147
97．37　－　97．44 97．40 N　言5E36S ヘアークカク C

148
99．30　－　99．40 99．35 N　40E44NW ヘアークラザ P

149
99．75　－　99．78 99．76 N　42E　lgNW ヘアークラック C

150
101．08　－　101．】5 監o且．】1

N　25W35W 明瞭割れ目 1・n
151

】02．13　一　】02．16 玉02，15 N　15W17W 明瞭割れ目 C
152

103．96　－　103．98 lO3．97 N　87W12S 鉱物脈 C 白色鉱物脈
153

105．68　一　】05．71 105．70 N　4W　17E ヘアークラック C
154

108．38　－　108．39 垂08．38 N　60W7N ヘアークラック C－n
155

109．95　－　110．00 109．97 N　72W26S 境界面 C 岩相境界
156

】09．99　一　】10．04 員0．Ol N　27W32E 朋瞭割れ目 C
157

110．24　－　110，26 110．25 N　43W15NE 境界面 C 岩相境界
158

110．25　－　110．34 110．29 N　32W41NE 明瞭割れ目 P
159

110．90　－　111．03 110．97 N　69W54N ヘアークラック C－n



DH－12号孔不連続面一覧表（4／82）

番号 上端深度一下端深度 中閲深度 走向傾斜 区分 幅〔mm） 形状 状態 コメント

160
1】3．60　－　113．65 ll3．63 N　53E25SE 層理面 C

161
ll4．16　－　ll4．】7 1】4．17 N　20W7E ヘァークラック C－n

】62 H4．66　－　114．69 ll4．68 N　45E　16SE 明瞭害1」れ目 C－o
163

ll4．73　－　114．79 114．76 N　13E34E 明瞭割れ日 C－n
164

114．97　－　115．05 115．01 N　45W39SW ヘアークラック C
165

115．18　－　115．40 115．29 N　27W66E 明瞭割れ日 C
166

115．52　曾　115．53 115．52 N　74W8S 境界面 C 岩相境界
167

115．80　－　ll6．13 115．97 N　15E73E ヘアークラック C
168

ll6．03　－　ll6．35 116．19 N　65W73N 明瞭割れ目 s 褐色化
169

ll6．35　－　116．37 116．36 N　71E7S 明瞭割れ目 C 褐色化
170

116，76　－　ll6．S5 116．80 N　88W43N 境界面 C 岩相境界
171

116．91　－　117．03 116．97 N　50E51NW 鉱物脈 C 白色鉱物脈
172

117．08　－　117．ll 117．10 N　50E　16SE 層理面 C
173

117、07　・　117．21 ll7．14 N　49E　54NW 明瞭割れ目 C
174

U7．11　－　117．17 ll7．14 N　35E28SE 層理面 C
175

117．31　－　117．32 117．32 N　52W5NE 開口割れ目 1．0 C
176

117．40　－　117．46 117．43 N　14E30W ヘアー姉ック C
177

117．48　－　117．49 117．48 N　38W8SW 層理面 C
178

ll7．51　－　117．53 117．52 N　61W7S 層理面 C
179

117．57　－　117．58 117．58 N　42W5SW 層理面 C
180

117，62　・　117，64 117．63 N　59W8SW 境界両 C 岩相境界
181

117，91　－　117．94 117．93 N　23E　19E 層理面 C
182

117．97　－　118．00 117．99 N　23E　14E 明瞭割れ日 C
183

118．01　－　118．06 118．04 N　4E　25W 境界面 C 岩相境界
184

118、05　－　118．08 118．07 N　8W　13W 層理面 C
185

118．11　－　118．12 118．12 N　14W2W
　　一ヘアーク7ツク C

186
118．15　－　118．15 118．15 N　lgWIE 境界面 C 岩相境界

187
Il8．16　－　118．18 118．17 N　50W7SW 境界面 C 岩相境界

】88 1】8．26　－　118，27 118．26 N　52W4SW 鏡界面 C 岩相境界
189

118，29　－　118，29 118．29 N　56W　INE 境界面 C 岩相境界
190

1】8．55　－　118，58 118．57 N　36E　17SE 明瞭割れ日 C
19里 ll8．57　－　U8．59 118．58 N　40E　10NW 境界面 C
192

】18．66　－　ll8．68 118．67 N　42W12SW 明瞭割れ日 C
193

ll8．71　－　1】8．73 】18．72 N　76WlOS 明瞭割れ目 P
194

且18．75　－　U8．76 1】8．75 N　23WgW ヘアークラツク C
195

Il8．81　－　118，84 118．83 N　28W16W 朋瞭割れ日 C
196

118．92　－　118，94 118．93 N　70WgS 層理而 C
197

118．96　－　118，97 】18．97 N　32W5SW 境界面 C 岩相境界
198

】18．98　－　119，01 119．00 N　l1E　17W 明瞭割れ目 C
199

119，06　・　119，07 119．07 N　l1W4W 層理面 P
200

119．06　・　119，08 119．07 N　54E　gNW 境界面 C 岩相境界
201

】19．08　－　n9，10 119．09 N　26E　l2W 明瞭割れ目 C
202

】19，09　－　119，11 119．10 N　49W7NE 境界面 C 岩相境界
203

119，33　－　119，34 119．34 N　55W6NE 層理面 C
204

119，35　－　119，37 119．36 N　51WgNE 層理面 P
205

119．40　－　119，43 119．42 N　51Wl2NE 開口割れ目 2．0 1
206

119．46　－　Hg，4璽 119．48 N　29W14E 層理面 C
207

】19．49　－　lj 9，51 119．50 N　34W13NE 明瞭割れ目 C
208

】19．51　－　119，53 119．52 N　62W13N 層理面 C
209

ll9．56　－　119，58 119．57 N　43W10NE 層理面 C
2hO

H9．65　－　119，67 119．66 N　44W12NE 層琿面 C
211

119，70　曽　119，73 119．72 N　57W16NE 層理面 C
212

119．79　－　119，80 119．80 N　39W8NE 層理面 C



DH－12号孔不連続面一覧表（5／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

213
119、84　－　119．86 119．85 N　63W14N 層理而 C

214
119．91　－　119．93 119．92 N　61W　l2N 層理面 C

215
119．94　－　119．97 119．96 N　87E　14N 明瞭割れ目 C

216
119、97　－　120．00 119．99 N　86W21N 境界面 C 岩柑境界

217
119．99　－　120．03 120．01 N　62W21N 層理面 C

218
120．02　－　120．04 120．03 N　52W13NE 境界面 C 岩相境界

219
120．（叫　　一　120．07 120．06 N　78W】

9N 層理面 C
220

120．07　－　120．10 120．09 N　29W16E 明瞭割れ日 C
221

120．〔胆　　．　120．13 120．】1 N　35W21NE 明瞭割れ日 C
222

120．12　一　】20．16 120．14 N　65W24N 朋瞭割れ日 C
223

120．16　一　】20．23 120．20 N　35W36NE 明瞭割れ日 C
224

120．17　－　120．37 120．27 N　15W64E 開口割れ日 28．5 C 湧水
225

120．28　．　120．46 120．37 N　54W62NE 境界面 28．5 C 岩相境界
226

120．38　－　120．51 120．45 N　50W54NE 境界面 C 岩相境界
227

120．45　－　120．62 120．54 N　9E　59E 破砕帯 ヒ盤 C 小断層
228

120．46　－　120．64 120．55 N　84W62N 破砕帯上盤 C
229

120．50　・　120．74 120．62 N　14W67E ヘアークラック C 小断層
230

120．68　－　120．71 120．69 N　24W13W 境界面 s 岩相境界
231

120．74　－　120．78 120．76 N　77W22N 層理面 C
232

120．78　－　120．81 120．79 N　62W15S ヘアークラック C
233

120．85　－　120．88 120．86 N　68W　l8S 層理面 C
234

120．89　一　夏20．92 120．90 N　59W21SW 層理面 C
235

120．91　－　121．12 121．01 N　lgW65E 破砕帯上盤 C 小断層
236 121．】〇　一　121．】】 12】．】0 N　61WgN 境界面 1 岩相境界
237

12且．15　－　121．】5 121．15 N　8W　4W 層理面 C
238

i21．】9　一　】21．21 12」，20 N　24W　l2W 層理両 C
239

12且．23　一　】21．24 12】．24 N　l7W8W 境界面 C 岩相境界
240

121．24　－　121．27 121．25 N　47W20SW 層理面 C
241

121．29　－　121．35 121．32 N　85W33S 層理面 C
242

121．37　－　121．39 121．38 N　85W7S 境界面 C 岩相境界
243

121．39　－　121．41 121．40 N　45W8SW 境界面 C 岩相境界

鮒 121．41　－　121．44 121．42 N　89W16S 境界面 C 岩相境界
245

i2i，43　－　121，46 呈21．45 N　64W14S ヘアークラック C
246

121，46　－　121．49 121．48 N　68E　18S 層理面 c
247

121，51　－　121，56 121．54 N　86W27S 層理而 C
248

121．54　－　121，58 121．56 N　85E25S 層理面 C
249

121，56　－　121．60 121．58 N　75E23S 境界面 C 岩相境界
250

121，59　・　121，62 121．61 N　81E21S 層理而 P
251

121．60　－　121，64 121．62 N　86E22S 層理面 P
252

121．63　・　121，66 121．（4 N　79W17S 層理面 C

25き 121．66　－　121．69 121．67 N　80W17S 層理而 C
254

121，68　－　121、71 121．69 N　64W18S 層理両 P
255

121，70　－　121，73 121．72 N　67W】5S 境界面 C 岩相境界
256

12L74　－　12［，78 121．76 N　86E22S 明瞭割れ目 ！＿n
257

12L77　－　121，79 121．78 N　89W］7S 明瞭割れ目 C
258

12L79　－　121，81 121．80 N　85E　l2S 境界面 C 君相境界
259

121．81　－　121．84 】2］．82 N　86E　】9S 層理面 P
260

121．84　－　121．88 121．86 N　77W2】S 層理面 P
261

121．87　－　121．90 121．89 N　88E　18S 層理面 P
262

121．92　－　121．94 121．93 N　61W10S 境界面 C 岩相境界
263

】21．ga　－　122．0】 122．00 N　67E　l3S 境界面 s 岩相境界
264

122．01　一　口2，05 122．03 N　SgW】9S 層理面 C
265

122，04　－　122、08 122．06 N　呂6E　22S 層理面 C



DH－12号孔不連続面一覧表（6／82）

番号 ヒ端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

266 122．06　－　122．11 122．09 N　53E24SE 層理面 C
267 122．09　・　122．14 122．11 N　52E26SE 明瞭割れ目 C
268

122．12　－　122．16 122．14 N　78E23S 層理面 C－n
269

122．13　－　122．16 122．15 N　88E　l8S 明瞭割れ目 C
270 122．15　－　122．18 122．17 N　83W21S 層理面 P
271

122．19　－　122．24 122．22 N　59W29SW 明瞭割れ目 P
272

122．22　－　122，26 】22．24 N　77W25S ヘァークラック C
273

122，24　－　122，26 122．25 N　70E　14S 明瞭割れ目 C
274

122，70　－　122．73 】22．72 N　IE　17E 境界面 C 岩相境界
275 122，S4　－　」22．90 122．87 N　12W31W

ヘアークラック C－n
276

122，88　一　且22，92 】22．90 N　59W25SW ヘアー停砂 P－n
277

123，00　－　123．09 123．05 N　58W42NE 層理面 C
278

123，14　－　123．ig 123．】7 N　88W26N ヘアークラガ C
279

123，32　－　i23．39 123．35 N　71W35N 層理面 C
280

123．62　・　123．65 123．64 N　62W22N 層理面 P－n
281

123．78　－　124．12 123．95 N　置6W74W ヘアークラ妙 C一哨
282

124．01　－　124，06 124．04 N　35W29SW ヘアークラック C－n
283

124．46　－　124．53 i24．50 N　66E34S 境界面 C 岩相境界
284

124．55　－　124，74 124．65 N　7】W62S 層理面 1
285

124．78　－　124．82 124．80 N　36E22SE 層理面 C
286 124．83　－　124．97 124．90 N　57W55SW 層理面 1
287

125．05　－　125．08 125．07 N　2W　19E 層理面 1
288

125．08　－　125．14 125．11 N　31E33SE 層理面 C
289

125．13　・　125．22 125．18 N　gW　42E ヘアークラック C
290

125．19　－　125．25 125．22 N　53E30SE 層理面 C
291

125．21　－　125．28 125．24 N　83E36S 層理面 C
292

125．32　－　125．39 125．36 N　35W37SW ヘアークラザ C
293

125，32　－　125．40 125．36 N　20W38E 層理面 C
294

125，39　・　125．44 125．41 N　74E27S 境界面 C 岩相境界
295

125．46　・　125．52 125．49 N　73E30S 境界面 C 岩相境界
296

125．58　・　125．61 125．59 N　86W19S 境界面 C
297

125．60　．　125．桝 125．62 N　71E　22S 境界面 C 岩相境界
298

125．61　－　125．67 125．〔叫 N　76E29S 層理面 P
299

125．67　－　125．74 125．70 N　59E37SE 明瞭割れ目 C－n
300

125．78　・　125．83 125．80 N　31W29SW 境界面 P 岩柑境界
301

125．82　－　125．89 125．86 N　35W33SW 境界面 P 岩相境界
302

125．87　・　125．92 125．89 N　37W29SW 層理面 P
303

125，89　－　125．95 125．92 N　32W31SW ヘアークラツク P

3〔叫 126．01　－　126．07 126，（昇 N　5W　31E 境界面 C 岩相境界
305

126．05　－　126．11 126．08 N　41E31SE 境界面 C
306

126．12　－　126．16 126．14 N　71E21S 明瞭割れ目 c
307

126．17　－　126．20 126．19 N　72WlgS 層理面 P
308

126．20　－　126．23 126．21 N　83E　17S 境界面 P 岩相境界
309

126．21　－　126．29 126．25 N　38E37SE 明瞭割れ目 P
310

126．24　－　126．28 126．26 N　64W22S 明瞭割れ目 C
311

126．28　－　126．31 126．30 N　63E　l6S 明瞭割れ目 P
312

126．32　－　126．34 126．33 N　83E　l3S 層理面 C
313

126．35　－　126．37 126．36 N　64W】4S 層理面 C
314 126．41　－　126．43 126．42 N　46W　l】SW 明瞭割れ目 P
315

126．43　－　126．47 126．45 N　6】W23S 明瞭割れ目 C
316

126．45　・　126．48 126．47 N　78W　I6S 層理面 P
317

126．47　－　126．50 126．48 N　79W　i7S 層理面 C
318

126．48　－　126．50 】26．49 N　26W　I7W 境界面 C 岩相境界



DH－12号孔不連続面一覧表（7／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾料 区分 幅（皿m） 形状 状態 コメント

319
126，49　一　】26．54 126．52 N　63W29S 境界而 S 岩相境界

320
畳26．52　－　126．55 126．53 N　57W16SW 明瞭割れ日 C

321
126．55　－　126．59 126．57 N　llW】9W 層理面 C

322
126．58　－　126．62 i26．60 N　49W21SW ヘアー衿ツク C

323
126．63　－　126．65 126．64 N　8W　12W 層理面 C

324
】26．67　－　126．69 i26．68 N　76W　llS 境界面 C 岩相境界

325
126．87　－　126．92 126．89 N　67E　28S 層理面 C

326
126．93　－　127．01 126．97 N　77W39S 層理面 C

327
126．93　－　127．25 127．09 N　36E73NW 明瞭割れ目 1－n

328
127．18　－　127．24 127．21 N　33W32NE ヘアークラツク C

329
127．27　－　127．40 127．34 N　10E54W

ヘアークラック 1曽n
330 128．15　－　128．18 128．16 N　8肥　17S 境界面 C 岩相境界
331

128．54　－　128．58 128．56 N　37E22SE ヘアークラ砂 C
332 128．45　－　128．71 128．58 N　16E69W ヘアークラ砂 C－n
333

】28．50　－　128．73 128．62 N　46E66SE ヘアークラック C，n
334

128．7】　一　128．74 】28．73 N　l4W21E 層理面 C
335

128．85　－　12呂呂9 128．87 N　76W24S 層理面 C
336 128．58　－　129，20 】28．89 N　52E81NW ヘアークラック

1認聴337 128．9】　一　128，95 128．93 N　60E24S 層理面 C
338 128．95　－　129，01 128．98 N　69W35S 層理面 C
339 129，02　－　129．08 129．05 N　75E34S ヘァークラック C
340

129，】4　－　129．30 】29．22 N　S2E59N 明瞭割れ目 1
341

129，21　－　129．24 129．22 N　26Wl9W
ヘアークラック 1－n

342
129，30　－　129．35 129．33 N　63W26S 境界面 C 岩相境界

343
129．34　一　】29．39 129．37 N　57W26NE ヘアークラック C．n

344 129．53　－　129．〔叫 129．58 N　gW　47W 鉱物脈 C．n 臼色鉱物脈
345

129．67　－　129．94 129．80 N　39E70SE 明瞭割れ目 1
346

129．81　－　130．03 129．92 N　37E65SE ヘアークラック C
347

130．03　－　130．07 130．05 N　59E24SE 層理面 C
34S

130．35　－　130．65 130．50 N　41E72NW 境界面 1 岩相境界
349 130．63　－　130．66 130．65 N　69E　18S 明瞭割れ目 C
350

131．38　一　】31．42 畳31．40 N　89E25S 層理面 C
351

13L29　－　131．63 131．46 N　78E74N ヘアークラック C
352

13L58　－　131．67 131．62 N　58W43SW ヘアークラック C
353

131．71　－　131．75 131．73 N　55W23SW 層理面 C
354

13L79　－　13L83 131．8】 N　40W23SW 層理面 C
355

131．82　－　131，85 131．83 N　54W20SW 明瞭割れ目 P
356

131．83　－　131，88 131．85 N　79W26S 層理面 C
357

131．90　－　131，95 131．93 N　78E23S 層理面 C
358

131．94　－　131．99 131．96 N　82W26S 層理面 C
359

131，99　・　132．04 132．02 N　87E30S 層理面 C
360

132，03　・　132．05 132．04 N　76E　17S 層理面 C
361

132，07　－　132．10 132，0S N　73E20S 層理面 C
362

B2．09　－　132．14 132．12 N　89W28S 層理面 C
363

132．12　－　132．17 132．15 N　54E28SE 層理面 C
364 132．19　－　B2．24 132．21 N　62E27S 層理面 C
365 132．19　－　132．25 132．22 N　66E30S 層理面 C
366 132．36　－　132．40 132．38 N　36W22SW 明瞭割れ目 C
367

132．42　－　132．47 132．45 N　83W28S 層理面 C
368

】32．46　－　132．50 132．4s N　64W26S 層理面 C
369 132，51　－　132，56 】32．54 N　59W26SW 層理面 C
370

132．59　－　132，60 132．60 N　71W　lOS 明瞭割れ目 1

3刀 】32．70　－　132，73 132．72 N　41W　l6SW 境界面 C 岩相境界



DH－12号孔不連続面一覧表（8／82）

番号 上端深度一ド端深度 中問深皮 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

372
132．80　・　132．82 132，Sl N　46W　l2SW 層理面 C

373
132．85　－　132．89 132．87 N　8W　23W 層理面 C

374
132．87　－　132．92 B2，89 N　20W25W 層理面 C

375 132．95　－　133．00 B2，97 N　75E30S 明瞭割れ目 1・n
376 133．03　－　133．04 133．04 N　85E　IOS ヘアークラ砂 C－h
377

133．07　－　133．07 133．07 N　66E4S 層理面 C
378

133．07　・　133．12 玉33．1 0 N　44E29SE 明瞭割れ目 1，n
379

133，20　－　133，20 133．20 N　呂7W2N 層理面 C
380

B3，26　－　133，26 133．26 N　71E4S 層理面 C
381

133．31　－　133，32 133．31 N　24W7W 層理面 C
382

133．38　－　133．49 133．44 N　IW　47W 鉱物脈 C 自色鉱物脈
383

B3．52　－　133，56 133．54 N　27E21W
ヘアークラック C

384
133．33　－　133．95 133．64 N　8E　呂1W 破砕帯上盤 C 小断層

385
133．79　－　B3．85 133．82 N　62W30S 層理面 C

386 〕33．82　－　133．86 133．84 N　64W25S 明瞭割れ目 C
387 ］33．85　一　】33．87 133．86 N　72W14S 明瞭割れ目 C－n
388 133．92　－　133．97 133．94 N　23W25W 明瞭割れ目 C－n／h

389 133．96　－　134．03 134．00 N　6E　35W 層理面 1－n
390 】34．0】　一　134．04 134．03 N　60Wl6S 明瞭割れ目 C－n
391

134．06　－　134、08 134．07 N　67W12S
ヘアークラツク P

392
134，0S　－　134．】2 134．io N　5】W24SW ヘアークラ砂 C

393
134，17　－　134，】9 134．18 N　48W】2SW 層理面 C

394
B4，ig　－　134．21 134．20 N　81WgS ヘアー妙砂 C

395 134，20　－　i34，22 】34．2】 N　62W10S 明瞭割れ目 s
396

134，22　－　134，26 】34．24 N　39W22SW 層理面 1
397

134．30　－　134．34 】34．32 N　27W25W 境界面 S 岩相境界
398

134．37　－　134．54 134．46 N　5E　60W 明瞭割れ目 C－n
399

134．52　・　134，60 134．56 N　3E　41W 鉱物脈 C－n 白色鉱物脈
400

134．63　－　134．64 134．63 N　35W6SW 境界面 c 岩相境界
401

134．65　一　且34．68 134．66 N　12E　17E ヘアークラック C
402

134．87　－　134．90 134．89 N　77E　16S ヘアークラフク C－n
403

｝34．90　・　134．92 134．91 N　64W10S 層理面 C
404

134．94　－　134．97 134．95 N　37W18SW 境界面 C 岩相境界
405 134．95　・　134．98 134．97 N　36W15SW 境界面 S 岩相境界
406

134．99　－　135．00 135．00 N　64W6S 明瞭割れ目 C－n
407

135．03　－　135．06 135．05 N　6E　14W 層理面 P
408

135．06　－　135．08 135．07 N　5W　16W 層理面 C
409 135．10　・　135．14 135．12 N　9E　19W 明瞭割れ目 C
410 135．19　－　135．22 135．20 N　79E　l7N 層理面 C
411 135．23　－　135．24 135．23 N　66E7N 層理面 C
412 135．27　－　135．30 135．29 N　57E　17NW 明瞭割れ目 C・h
413

135．27　－　135．32 135．30 N　l1W25E 境界面 C 岩相境界
414

135．42　－　135．45 135．44 N　71E　12S 明瞭割れ目 C
415

135．51　－　135．55 135．53 N　46W26SW 境界面 C 岩相境界
416

135．55　－　135．59 135．57 N　26W19W 明瞭割れ目 C
417

135．56　－　135．7i 135．64 N　32W56SW 層理面 1－n
418

135．62　－　135．65 135．64 N　7W　15W 境界面 C－h
419

135．66　－　135．77 135．72 N　30E48NW 層理面 S
420

135．78　・　135．85 135．81 N　29E37W 境界面 s 岩相境界
421

135，呂1　－　135．90 B5．86 N　62W43S 層理面 C
422 135，呂8　－　135．98 】35．93 N　23W44W 層理面 C
423

135．95　－　136，03 】35．99 N　45W39SW 境界面 s 岩相境界
424

136．06　－　136．11 136．08 N　36W28SW ヘアークラック P



DH－12号孔不連続面一覧表（9／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

425 】36．12　一　】36．】5 136．14 N　82W且7S 境界面 C 岩相境界
426

136．13　－　136．18 136．16 N　58W26SW 明瞭割れ目 C．h
427 B6．20　－　136．24 136．22 N　72W26S 層理面 C
428

136．23　－　136．27 136．25 N　36W21SW 層理面 P 岩相境界
429

136．26　・　136，35 136．31 N　75E41S 層理面 C
430

136．34　－　B6．40 136．37 N　80W33S 層理面 C
431

136．39　－　136，45 136．42 N　6E　29E 層理面 C－h
432

136．52　－　136，52 136．52 N　37W4NE 鉱物脈 C 自色鉱物脈
433

B6．50　－　136．56 136．53 N　35W32NE ヘアー妙ック C
434

136．52　－　136．56 136．54 N　52W20NE 明瞭割れ目 C
435 136，55　－　136，58 136．57 N　41E　l7SE 層理面 C
436

136，60　－　136，62 136．61 N　】OB　17W 明瞭割れ目 P
437 136，61　－　136，63 136．62 N　24W12W 境界面 C 岩相境界
438 i36，62　－　B6，66 】36．〔鴻 N　l3W22W 層理面 P
439

136，67　－　136，76 136．72 N　9W　41W 層理面 P
440

136，78　－　1 36，80 136．79 N　66W　l1S 層理面 C
441

136．79　－　136．81 136．80 N　52W　llSW 層理面 C
442

136．83　－　136．84 136、呂4 N　3W　呂W 境界面 C 岩相境界
443

i36．86　－　136．89 136．87 N　49W15SW 境界面 C 岩相境界

報 】36．89　－　136．90 136．90 N　39W6SW 層理面 C－n
445 136．92　－　136．94 136．93 N　56W16SW 層理面 C
446

137．i3　－　137．14 137．B N　70E6S ヘアー姉ック C
447 137．14　・　137．15 137．15 N　37E　lOSE 層理面 C
448

】37．20　－　137．24 137．22 N　4W　25W 層理面 C

叫9 137．33　－　137．36 137．35 N　52Wl7SW 明瞭害1」れ目 C
450

137，45　－　137．49 137．47 N　84W　lgS 層理面 P
451

137．48　－　137，51 137．50 N　87W】9S 層理面 C
452

137．50　－　137．51 137．51 N　74E　l1S 層理面 C
453

137，52　一　】37．56 】37．54 N　87E21S 明瞭割れ目 C．h
454

137，55　－　137，5呂 】37．57 N　59E　16SE 層理面 C
455

B7，63　－　137，65 137．64 N　7SE　】7S 層理面 C
456

137，64　－　137，67 137．66 N　62E　l6S 層理面 P
457 137．66　－　137，68 137．67 N　75E　10S 明瞭害1」れ目 P
458

137．67　－　137，70 137．69 N　70E　12S 層理面 C
459

137．73　－　137．76 137．74 EW　】7S ヘアークラック C
460

137．75　－　137，77 137．76 N　82E　10S 層理面 C
461

137．77　－　137、78 B7，78 N　57E　lOSE ヘアークラック P
462

137．78　－　137，80 137．79 N　46E　7SE 層理面 C
463

137．82　－　B7．83 137．82 N　78W3S 境界面 C 岩相境界
464 137．86　－　137．87 137．86 N　llW8W 層理面 C
465 137．91　－　137．96 137．94 N　42W26SW 境界面 C 岩相境界
466 137．92　－　137．97 137．95 N　43W27SW 層理面 C
467 137．95　－　137．99 137．97 N　37W20SW 明瞭割れ目 C

46呂 B7．98　－　138．01 137．99 N　69W15S 明瞭割れ目 P
469 138．05　－　138．09 138．07 N　88W21S 明瞭割れ目 C－h
470 138．07　・　138．09 138．08 N　58E　l1SE 明瞭割れ口 C h
471

138．10　－　B9，14 138．12 N　71W23S
ヘアークラック C

472 138．20　－　138．21 138．21 N　56E6SE 開口割れ目 1．0 S
473

139、32　－　B8．39 138．35 N　15W34W 明瞭割れ日 C－h
474 138．39　－　138．41 138．40 N　76W13S 境界面 C 岩相境界
475 且38，4】　一　i38．43 138．42 N　86W　l1S 明瞭割れ目 S
476 ヨ38．48　－　13呂．49 138．48 N　79E8S 境界両 s 岩相塊界
477 13S，55　一　畳38．56 138．55 N　50W7SW 層理衙 P



DH－12号孔不連続面一覧表（10／82）

番号 上端深度 下端深皮 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

478 i38，56　－　13S．59 】38．57 N　l4W　l8W 層理面 C
479

138，60　－　i38，6i 138．6】 N　77W8S 境界面 C 岩相境界
480

138．62　－　138．64 138．63 N　4E　l1W 層理面 P
481 138．64　．　138．66 138．65 N　gW　l2W 層理面 C
482

138．74　－　138．80 138．77 NS　29W 層理面 C
483

138．78　－　138．81 138．80 N　33E　16NW 層理面 C
484

138．89　－　138．92 138．91 N　42W12NE 朋瞭割れ目 1－n
485

138、91　－　138．92 138．92 N　40E5SE 境界面 S 褐色化
486

138．96　－　138．98 138．97 N　58W　l1SW 境界面 C 岩相境界
487

139．03　・　139．15 139．09 N　67E52S 境界面 P 岩相境界
488

139．08　－　139．22 139．15 N　llE56E
ヘアークラック P

489
139．21　－　139．26 139．24 N　81W28S 境界面 C 岩相境界

490
139．26　－　139．28 139．27 N　82E　15S 層理面 P

491
139．28　－　139．30 139．29 N　59W　l1SW 層理面 P

492
139．38　－　139．41 139．40 N　81E　18S 層理面 C

493
139．43　－　139．47 139．45 N　41E22SE 明瞭割れ目 C－n

494
139．46　・　139．49 139．48 N　47E　l7SE 境界而 C 岩相境界

495
139．49　－　13g．52 139．50 N　67E　l7S 明瞭割れ目 C

496
139．53　－　139．59 139．56 N　75W28S ヘアークラザ C

497
139．68　－　139．7】 139．69 N　81E　l6S 境界面 C 岩相境界

498
139．79　－　139．82 且39．8且 N　80E20S 境界面 c 岩相境界

499
139．83　－　139．86 139．85 N　80E　l8S 層理面 P

500
139．86　－　139．88 i39．87 N　69W且4S 境界面 C 岩相境界

501
139．89　－　i39，go 139．89 N　79W7S 層理面 P

502
139．89　－　139，91 139．90 N　86E　l2S 明瞭割れ目 P

503
139，90　－　139，93 139．91 N　78W16S ヘァークラツク C

504
139，95　－　139，96 139．95 N　84E5S 境界面 P 岩相境界

505
139．98　－　140，01 139．99 N　78WlgS 層理面 C

5〔応 】40，05　－　140，06 】40．05 N　89W4N 層理面 C
507

140，】〇　一　140，】1 140．11 N　59E7SE 朋瞭割れ目 1－n
508

140，】5　－　140，16 140．16 N　64E5N 層理面 C
509

140．19　－　140，22 040．20 N　63WlgS 層理面 C
510

140．21　－　140．24 140．23 N　84E　19S 層理面 C
511

140．22　－　140．33 140．28 N　3（｝W50SW 明瞭割れ目 1－n
512

140．41　－　140．42 140．42 N　66E　gS 層理面 s
513

140．45　－　140．46 140．45 N　80W6S 開口割れ日 1．0 P
514

140．45　－　140．48 140．47 N　28W13W 層理面 C
515

140．56　－　140．58 140．57 N　】8W7W 境界面 C 岩桐境界
516

140．59　－　140，61 i40．60 N　44W　l3SW ヘアークラツク P
517

140，6i　一　140．63 140．62 N　l9W14W 層理面 C
518

140．64　－　140，70 140．67 N　54W28SW 層理面 C
519

140．68　－　140．72 140．70 N　42W23SW 層理面 C
52沿 140．刀　　一　暑40，76 140．73 N　25W27W 明瞭割れ目 P
521

140．73　一　｝40，77 140．75 N　42W23SW 明瞭割れ目 C
522 14（》，78　一　盈40．呂3 140．81 N　64W28S 層理面 C
523

i40，83　－　140，86 140．85 N　87W14S 明瞭割れ日 1－n
524

140，74　一　聾41．00 140．87 N　llW69W 明瞭害IIれ目 1－n
525

140，87　－　140，90 140．88 N　66W19S 層理面 C
526

141．Ol　－　141．02 i41．01 N　4W　5E 層理面 C
527 141，05　－　141．1〔｝ 141．07 N　IOE28E 層理面 C
528

14】．06　－　141，16 141．11 N　40W45NE ヘアークラ確 C
529

14】．14　－　141，19 141．17 N　37W28SW 層理面 s
530

141，16　－　141．18 141．17 N　22W　I4W 層理面 C



DH－12号孔不連続面一覧表（11／82）

番号 上端深度』ド端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（皿皿） 形状 状態 コメント

531
141．18　－　141．23 】41．20 N　68W28S 明瞭割れ目 s

532
141．22　－　141．24 14i．23 N　83E7S 層理面 C

533
141．29　－　141 ．31 14亘．30 N　50E8SE 層理面 C

534
141．32　・　141．37 141．35 N　31W25NE 層理面 C

535
141．37　－　141．40 141．38 N　25W18E 層理面 C

536
141．34　－　141．45 141．39 N　4W　48E ヘアークラック C

537
14L40　－　141．50 141．45 N　40W45SW 層理面 C

538
141．47　－　141．57 141．52 N　8W　45W 境界面 C 岩相境界

539
141．58　－　141．65 141．61 N　44W35SW 開口割れ目 0．5 C

540
141，61　 　141．67 141．64 N　33W29SW 層理面 C

541
141，64　－　141．70 141．67 N　24W31W 層理面 C

542
141，68　－　14且．73 141．70 N　37W28SW 層理面 C

543
141，72　－　141．78 監4】．75 N　5】W29SW 層理面 C

544
141．77　－　141，79 141．78 N　68W】5S 層理面 C

545
141．78　－　141、S1 141．80 N　66W丑6S 層理面 C

546
141，83　－　」4］，85 141．84 N　35W】OSW 層理面 C

547
141，85　－　14］．87 】4】．86 N　66W7S 層理面 C

548
141．87　－　141，88 141．88 N　63W8S 層理面 C

549
141．90　－　141．91 141．90 N　72W5S 層理面 C

550
141．93　－　141．94 141．94 N　40WgSW

ヘアークラック C
551

141．96　－　142．00 141．98 N　27W21W 明瞭割れ目 C
552 142．00　－　142．03 142．02 N　24W12W 明瞭割れ目 C
553

142．05　－　142．08 142．07 N　58W14SW 層理面 C
554 142．07　－　142．10 142．08 N　37Wl4SW 層理面 P
555 142．15　－　142．18 142．17 N　76E　lgS 層理面 C
556 142．16　－　142．21 142．19 N　87E25S 境界面 S 岩相境界
557

142．22　－　142，25 142．24 N　75W　LgS 明瞭割れ目 1－n
559

142，34　－　142．34 142．34 N　17E2W 明瞭割れ目 C

55璽 142，39　－　i42，42 142．41 N　57W14SW ヘアークテツク C
560

142．50　－　142，52 】42．51 N　37W12SW ヘアークラック C
561

142．53　－　142．54 142．54 N　31WgSW 層理面 C
562 142．56　－　142．59 142．5呂 N　76W22S ヘアークラック C－n 褐色化
563

142．62　－　142．63 142．63 N　77W7S 層理面 P
564 】42．65　－　142．67 142．66 N　44Wl1SW 層理面 s
565

142，68　一　】42．69 142．69 N　29W6E 層理面 C
566 142．66　－　143．06 142．86 N　25E76W 破砕帯ヒ盤 s 小断層
567 142，93　－　142．96 142．95 N　5E　lgE ヘアークラツク C－n
568 143，08　一　】43．】6 143．12 N　20W40W 明瞭割れ目 C－n
569 142，呂4　一　】43．46 143．15 N　19W81E 破砕帯上盤 C－n 小断層
570

143，18　－　143．23 143．21 N　40W26SW 明瞭割れ目 P
571

143，21　－　143．28 143．25 N　68W33S 層理面 C
572 143．34　－　143，36 143．35 N　59Wl1SW 層理面 1
573

143，40　－　143．42 143．41 N　72E7S 層理面 1
574 143、43　－　143．45 143．44 N　40W12SW 層理面 C
575

143．44　－　143．48 143．46 N　57W21SW 層理面 C
576 143．49　－　143．51 143．50 N　37W12SW 明瞭割れ目

C
577 143．51　－　143．53 143．52 N　5W　7W 層理面 C
578 143，55　－　143．56 143．56 N　54E7NW 層理面 C
579 143．43　－　143，73 ｝43．58 N　30W72NE ヘァークラック C－n
580 143．59　－　143．61 143．60 N　j4W13E 層理面 C

58】 143．60　－　143．64 143．62 N　74W且9S 層理面 C
5S2 143、63　－　143．65 143．64 N　83E　玉2S 層理面 C
593 】43．65　－　143．67 143．66 N　29E　l2E 層理面 C



DH－12号孔不連続面一覧表（12／82〉

番号 上端深度一ド端深度 中間深曳 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

584
143．73　－　143．79 143．76 N　21W31W 層理面 S．n

585
143．74　－　143．80 143．77 N　l1W31W 層理両 1－n

5S6 143．83　－　143．92 143．88 N　39W42NE 明瞭割れ目 C－11
587

143．72　－　144，14 143．93 N　1｝W77W 明瞭割れ目 1－h
588

143．90　－　144，12 144．0】 N　3E　66W 明瞭割れ［ C．h
589

144．03　・　144，09 144，〔鴎 N　20W30W 層理面 P
590

144．17　－　144，25 144．21 N　77W39S 層理面 C
591

144，21　－　144，27 】44．24 N　80W30S 層理面 P
592 】44．24　一　艮44．29 144．26 N　85E27S ヘァークラック P
593

】44．29　－　144．32 144．30 N　42E　l4SE ヘアークラック 1
594 144．41　－　144．42 144．42 N　71WlON ヘアークラ確 1
595

144．43　一　墨44．70 144．57 N　52W70NE 明瞭割れ目 1－n
596 144．58　－　144．62 144．60 N　26W22W 層理面 C
597

144．56　－　144．67 144．61 N　8E　49W 明瞭割れ目 C
59呂 】44．63　一　】44．73 144．68 N　7W　44W 層理面 C
599

144．78　－　144．81 i44．79 N　55W16SW 層理面 S
600

144．88　－　144．91 144．90 N　76W且5S 境界面 P 岩相境界
601

144．93　－　144．95 144．94 N　75E　12S 境界面 C 岩相境界
602

144．96　－　145．05 】45．00 N　26W43W ヘア咳ラック C
603

144．97　－　145．】1 145．04 N　47W54SW 明瞭割れ目 C

幽 145．05　－　145．09 145．07 N　35W23SW 層理面 P
605

145．15　－　145．16 145．15 N　31W6SW 境界面 C 岩相撹界
606

145．17　－　145．20 145．18 N　16W　l7W 境界面 C 岩相境界
607 145．22　－　145、24 145．23 N　3W　l1W 層理面 C
608

145．15　－　145．36 145．25 N　71E65N ヘアークラ砂 1－n
609

145．29　－　145、37 145．33 N　3SW39NE 境界面 S 岩相境界 亜炭
610

145．43　－　145，49 145．46 N　25W33W 境界面 S 岩相境界 亜炭
611

145．52　－　145，55 145．53 N　39W　l8SW 明瞭割れ目 C－n
612

145．60　・　145．70 145．65 N　37W43SW 層理面 C
613

145．94　－　146，03 145．99 N　27E44E ヘアークラック C，n
614

146．28　－　146．29 146．29 N　88W7S 明瞭割れ目 C．n
615

146．30　－　146．34 146．32 N　82W24S ヘアークカク C
616

146．35　－　146、38 146．36 N　73W18S ヘアークラヅク C
617

146．38　－　146．42 146．40 N　87W21S 境界面 S 岩相境界
618

146．49　－　146．53 146．51 N　78E20S 層理面 P
619

146．54　－　146．57 146．56 N　77W2K）S 層理面 S
620

146．60　－　146．63 146．62 N　60E　17S 境界面 P 岩相境界
62且 146．63　－　146，65 146．64 N　74E　10S 明瞭割れ目 P
622

】46．65　－　146，69 146．67 N　80E21S 層理面 P
623

146，74　－　146，78 146．76 N　73W20S 明瞭割れ目 C
624

146，76　－　146，79 146．77 N　32Wl7SW 開口害1］れ目 0．5 S
625

146，80　－　146，83 146．82 N　40W14SW 層理面 C
626

146，83　－　146．88 146．86 N　65W25S ヘアークラ妙 C
627

146，92　一　｝46，95 146．93 N　27W17W ヘァー好ツク P
628

147，01　－　147．05 147．03 N　63E27S 層理面 P
629

147，09　－　147．14 147．11 N　64E29S 境界面 C 岩相境界
630

147，31　－　147．35 147．33 N　84W20S ヘアークラック C
631

148，05　－　148．08 148．0フ N　87E　l8S ヘアー蛎ック S
632

148，09　－　148．12 148．10 N　68巳　】4S 層理面 C
633

148，13　・　148．L7 148．15 N　70E21S 境界面 C
634

148．26　－　148．28 148．27 N　83W】4S 層理面 P
635

砕8．38　－　148．41 148．40 N　82W】8S 層理面 P
636

148．80　・　148．84 148．82 N　47W23SW 明瞭割れ目 C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（13／82）

番号 上端深度 下端深皮 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

637
148．97　－　149，00 】48．99 N　61Wl8S 層理面 C

638 149．04　－　i49．〔）4 149．04 N　（沿W3S 境界面 C 君相境界
639

i49．15　－　149．21 149．i8 N　38W30SW 層理面 s
640 i49．20　一　】49．24 149．22 N　86W24S 層理面 C
641 】49．2垂　一　149．25 149．23 N86E245

層理面 P
642 149．21　－　149．26 149．24 N　76W23S 明瞭害1］れ目 C
643

149．36　－　149．40 149．38 N　85E26S 境界面 C 岩相境界

側 149．39　－　149．44 149．41 N　87E27S 境界面 S 岩相境界
645

149．43　 　149．48 149．45 N　81E29S 層理面 C
646

149．45　－　149．50 149．47 N　82E28S 層理面 s
647

149．49　・　149．54 149．52 N　59W28SW 層理面 C
648

149．53　－　149．57 149．55 N　45W21SW 層理面 C
649 】49．55　－　149．60 149．58 N　43W29SW 層理面 C
650

149，62　－　149．65 ｝49．64 N　33W　l8SW 明瞭割れ日 1－n
651

149，59　－　149，69 149．64 N　53W47SW 明瞭割れ目 1－n
652

149，66　－　149，71 】49．68 N　80W27S 層理面 C
653

149，71　－　149，76 】49．74 N　76W25S 層理面 C
654

149，74　－　149、77 14璽．76 N　52W19SW 層理面 C
655 149、78　－　149．83 149．80 N　59W24SW 境界面 S 岩相境界
656

149，85　一　垂49．87 ヨ49．86 N　41E　l4SE 明瞭割れ目 1
657

149．99　一　畢50．02 150．00 N　l6E　l5W 境界面 C 岩相境界
658 150．00　－　150．03 150．02 N　6E　l5W 層理面 C
659 i50．04　一　】50．07 150．06 N　3W　15W 層理面 C
660 150．06　一　】50．0呂 150．07 N　5E　12W 層理面 P
661

150．07　－　150．艮】 150．09 N　4W　18W 層理面 C
662 150．畳3　－　150．】6 150．15 N　48E　16NW 層理面 P
663 150．20　－　150．27 150．24 N　19E34W 境界面 c
664 150．30　・　150．32 150．31 N　26Wl1W 開口割れ目 1．0 C
665 150．33　－　150．35 150．34 N　14W13W 境界面 C
666

150，37　－　150，39 　i50．38 N　37Wl1SW 境界面 C
667

150．39　－　150．42 】50．41 N　42W16SW 明瞭割れ目 C
668

150．44　－　150，45 】50．44 N　25WgW 層理面 C
669

150．51　－　150、54 150．52 N　24W　i4W 層理両 C
670 150，57　－　150．61 150．59 N　5W　22W ヘアークラツク C

67】 150．61　－　150．65 150．63 N　37W24SW 層理面 C
672 150．66　－　150．72 150．69 N　l6W32W 明瞭割れ目 C
673

150．69　－　150．75 】50．72 N　24W29W 層理面 C
674

150．73　－　150．78 150．76 N　26W24W 層理面 C
675 150．78　－　150．82 150．80 N　35W22SW 境界面 C 岩相境界
676 150．80　－　150．84 150．82 N　2W　IgW 境界面 C 岩相境界
677 150、82　－　150．87 150．84 N　】4W25W 明瞭割れ目 C
678 150．S4　－　150．89 150．87 N　35W25SW 明瞭割れ目 C
679 150．86　－　150．90 150．88 N　41W24SW ヘアークラ砂 C
680 150．94　－　150．96 150．95 N　25W14W 境界面 C 岩相境界
681 】50．98　－　151．02 151．00 N　34W25SW 層理面 S
682 151．01　－　151．05 151．03 N　41W27SW 層理面 C
683

15】，07　－　151．12 151．09 N　35W27SW 層理面 C
684 h5】．12　－　151．16 151．14 N　49W23SW 層理面 C
685 151、16　－　151．19 151．17 N　34W19SW 境界面 C 岩相境界
686 151．20　一　璽51．22 151．21 N　3E　l4W 境界面 C 岩相境界
687 151，21　－　151．25 151．23 N　22W23W 明瞭割れ目 C
688 151．20　一　】51．33 151．26 N　61W53S 明瞭割れ目 s
689 15L24　一　】51．30 151．27 N　21W29W 層理面 C



DH－12号孔不連続面一覧表（14／82）

番号 上端深度 丁下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

690
151．40　－　15】，46 151．43 N　87E28S 明瞭割れ目 C 岩相境界

691
】5i．47　－　i51，50 151．48 N　73W　l7S ヘアークラック C

692
151．53　－　151．56 151．54 N　77W】8S 層理面 C

693
151．56　－　151．60 151．58 N　呂OE23S ヘアー好砂 P

694
151．58　－　151．61 15i，5璽 N　82E　】7S 層理面 P－n

695
151．59　－　151．63 15】．61 N　77W22S 明瞭割れ目 C

696
151．64　－　151．69 151．66 N　68W26S 層理面 C

697
151，68　－　151．74 15】．71 N　86W3】S 層理面 C－n

698
151．78　－　151．79 15】．78 N　61W5S 層理面 C

699
151．81　－　15且．83 15】．82 N　刀E　gS 層理面 C

700
15i，S5　－　15】．88 15】．87 N　77E　】7S 層理面 P

70】 15】，87　一　｝5】．88 151．87 N　80E　10S 境界面 C 岩相境界
702

151．91　一　】51．92 151．91 N　69W6N 明瞭割れ目 C
703

151．97　．　151．99 15】．98 N　79W10S 境界面 C 岩相境界
704

151，99　－　152．01 152．00 N　65W12S 層理面 C
705

152．00　，　152．〔叫 152．02 N　83W21S 明瞭害1」れ目 C
706

152．06　－　152．08 152．07 N　86W15S 境界面 P 岩相境界
707

152．17　－　152．23 152．20 N　67W32S 層理面 C
708

152，36　・　152．39 152．38 N　60W19S 境界面 S 措相境界
709

152，38　・　152．餌 152．51 N　l3W69W 破砕帯上盤 s 断層
710

152．52　－　152．57 152．54 N　74W25S 層理面 C
711

152．55　－　152．59 152．57 N　71W20S 明瞭割れ目 s
712

152．61　－　152．65 152．63 N　88E　20S 層理画 C
713

152．65　－　152．71 152．68 N　S2W32S 層理面 C
714

152．71　－　152．71 152．71 N　51E2SE 明瞭割れ目 C
715

152．72　・　152．76 152．74 N　74W25S 境界両 C 岩相境界
716

152．73　・　152．79 152．76 N　84W30S 明瞭割れ日 C
7】7 152．77　－　152．81 152．79 N　86W23S 明瞭割れ日 C
718

152．8」　一　152．85 152．83 N　83W23S 境界面 C 措相境界
719

152，84　－　152．87 152．85 N　89E　18S 層理面 C
720

152，S7　－　152，92 152．89 N　70E27S 層理面 C
721

152．92　－　i52．95 152．93 N　85E　15S 層理面 P
722

i52，95　－　i52，99 152．97 N　67W22S 層理面 C
723

152，97　一　153．03 153．00 N　56W33SW 明瞭割れ目 S
724

153，03　－　153，07 153．05 N　69W23S ヘアークラック C
725

153．05　－　153．09 153．07 N　87W22S 層理面 C
726

153，11　－　153．14 153．13 N　44W21SW 境界面 s 岩相境界
727

153，19　－　153．24 153．21 N　80W30S 境界面 P 岩相境界
728

153，22　－　153．27 153．24 N　71W24S 開口割れ目 0．5 C
729

153．30　－　153．34 153．32 N　72W20S 層理面 C
730

153，33　－　153，36 153．35 N　75E21S 層理面 C
731

153，35　－　153．37 153．36 N　88E　15S 境界面 C 岩相境界
732

153．35　－　153．40 153．37 N　80W29S 層理面 1
733

153．39　－　153，43 153．41 N　81W22S 層理面 C
734

153．4呂　一　i53、50 153．49 N　85E　14S 層理面 C
735

153．50　－　」 53，53 153．51 N　89W19S 層理面 C
736

153．54　－　153，57 153．56 N　82W18S 明瞭割れ目 C－n
737

】53．59　－　153．63 153．61 N　71E22S 層理面 C
738

153．63　－　153，66 153．65 N　79E　lgS 層理面 C
739

153．66　－　153．69 153．67 N　71E20S 層理面 P
740

153．68　－　153，72 153．70 N　89W22S 層理面 P
741

153．71　－　153．75 153．73 N　79E24S 歩界面 C 岩相境界
742

153．74　－　153．77 153．75 N　79E　l5S 層理面 C



DH－12号孔不連続面一覧表（15／82）

番号 上端深度一卜端深度 巾間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

743
153．83　－　153，86 】53．85 N　53E　1呂SE 明瞭割れ目 C

744
154，15　－　154，18 154．17 N　73W20S 境界面 C

745
154．33　－　154，37 154．35 N　55E　25SE 破砕帯上盤 S

746 154．26　－　154，46 】54．36 N　39E64SE 明瞭割れ目 1
747

154．38　－　154，43 154．41 N　57E　28SE 境界面 C 岩相境界
748 154，66　－　154．73 154．70 N　53W37SW 層理面 C
749

154，99　－　155．06 155．02 N　86W37S ヘアークラック P
750

155．05　－　155．10 155．07 N　52W28SW 境界而 C 岩相境界
751

155．10　－　155．16 155．13 N　61W30S 明瞭割れ目 C
752

155．15　－　155．21 155．18 N　70W29S 明瞭割れ目 C一廟
753

155．25　－　155．26 155．26 N　23W5W 明瞭割れ目 C
754 155．29　－　155．30 155．29 N　60W6S 層理両 C
755

155．31　－　155．32 155．32 N　13E5E 層理面 C
756

155．42　－　155．44 155．43 N　59W　BSW 境界面 C 岩相境界
757

155．44　－　155．48 155．46 N　78W20S
ヘアー・クラック P

758 155．48　一　】55．50 155．49 N　6SW　l4S ヘアークラック C
759 155．55　－　155．59 155．57 N　83E21S 層理面 1－n
760

155，61　－　155．63 155．62 N　79W里6S 境界面 P 岩相境界
761

155，69　－　155，72 155．71 N　2W　21W 層理面 C
762 155．76　－　155，四 155．77 N　54W14SW 境界面 P
763

155，8呂　一　155，88 155．88 N　47W3NE 境界面 C 粘土化
764

155．91　－　155，94 155．92 N　24W17W 層理面 C
765

155．93　－　155，96 155．94 N　36W16SW 層理面 C
766

155，97　－　156．02 156．00 N　59W27SW ヘアークラツク 1－n
767

156，00　－　156．04 156．02 N　66W24S 層理面 C
768

156．04　－　156．08 156．06 N　65W25S 層理面 C
769

156．05　－　156．09 156．07 N　52W20SW 層理面 C
770

156，09　－　156．13 156．II N　34W25SW 境界面 s 岩相境界
771

156．14　一　且56．19 156．17 N　76E25S 明瞭割れ目 1・n
772

156，21　－　156．25 156．23 N　72W23S 層理面
P

773 156．23　－　156．26 i56．24 N　62W20S 層理面 P
774

156．26　－　156．30 156．28 N　63W25S 層理面 C
775 156．29　－　156．33 156．31 N　62W24S 層理面 P
776 156．34　－　156．37 156．36 N　58W　l8SW 層理面 P
777 156．44　－　156，50 156．47 N　72W32S 層理面 P
778

156．53　－　156，58 156．56 N　84W27S 層理面 P
779 156．57　－　156．62 156．60 N　68W24S 境界面 P
780 156，66　－　156、69 156．68 N　62W20S 層理面 C
781

i56，6夢　一　156．74 156．71 N　83W27S 境界面 P
782 i56．73　－　156．77 156．75 N　63W23S 境界面 C 岩相境界
783 156．79　－　156．83 156．81 N　61W21S 層理面 P
784 i56．84　一　】56．87 156．85 N　49W19SW 境界両 C
785 ｝56．87　－　156．90 156．89 N　75W22S 明瞭割れ目 P－n
786 156．90　－　156．93 156．92 N　26W14W 層理面 C
787 157．Ol　－　157．05 157．03 N　76W23S 鉱物脈 P 白色鉱物脈
788 157．02　－　157．06 157．04 N　82W22S 層琿面 P
789 157．08　・　157，13 157．11 N　69E27S 層理面 P
790 157．19　・　157．24 157．22 N　47W29SW 層理面 P
791

157．30　－　157、35 157．33 N　85E27S 層理面 P
792 157，47　－　157．51 157．49 N　85E22S 境界両 P 岩相境界 基底礫岩層
793

157，91　－　157，95 】57．93 N　41W22NE 明瞭割れ目 C－n
794 158．46　－　158．52 158．49 N　58W29NE 層理面 S
795 159、45　－　159．49 159．47 N　63W22S 層理面 C



DH－12号孔不連続面・一覧表（16／82〉

番号 1端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

796
159．49　－　159．53 159．51 EW　22S 層理面 C

797
159．53　－　159．57 159．55 N　50W23SW 境界面 C

798
159．62　－　159．65 159．（4 N　70W21S ヘアークラック C－n

799
160．24　－　160．27 160．25 N　14W15W 層理面 P

800
160．26　－　160，30 】60．28 N　6W　21W 境界面 P 岩相境界

801
160．29　－　160，35 160．32 N　32W31SW 開口割れ目 1．0 C

802
160，4】　一　160，46 160．43 N　29W25W 境界面 C 岩相境界

803
160，42　－　160，48 且60．45 N　47W31SW 明瞭割れ日 1－n

8（叫 160，45　－　160、55 160．50 N　】8W44W 層理面 C
805

亘60，56　－　160．58 160．57 N　62W　l2S 層理面 P
806

160，60　－　L60，64 160．62 N　12E　21E 境界面 C 岩柑境界
807

160，65　－　160，66 160．65 N　61E8S 境界面 C 岩相境界
808

160，74　・　160．75 160．75 N　69W4S 層理面 C
809

160．76　－　160、78 160．77 N　88E8N 層理面 C
810

160．72　・　160，82 160．77 N　5W　46W 朋瞭割れ日 C－h石
811

160，87　－　160，88 160．88 N　30W8NE 層理面 C
8】2 161，02　－　161，05 161．04 N　52W且6NE 境界面 S 岩相境界
813

161，11　－　161，14 161．13 N　31W星7SW ヘアークラック C
814

161．16　－　161．17 i61．17 N　l4W4W 境界面 C 岩相境界
815

161．16　－　16L22 161．19 N　32E31SE ヘアークラツク C
816

161．23　－　161．25 161．24 N　26W12E 層理面 C
817

16L33　－　161．37 161．35 N　l5W20W 境界面 C 岩相境界
818

16L38　－　161．40 161．39 N　17E　10W 層理面 C
819

161．41　－　161．42 161．41 N　37E7NW 層理面 C
820

161．43　－　161．45 161．44 N　50E　l1NW 層理面 C
821

161．45　－　161．47 161．46 N　40E　l5NW 境界面 C 岩相境界
822

161．56　－　161．60 161．58 N　】5W23E 層理面 C
823

161．80　－　161．82 161．81 N　46E　l1NW 明瞭割れ日 C
824

161．89　－　161．93 161．91 N　85W24N 層理面 C
825

162．00　－　162．01 162．Ol N　67E　gN 層理面 P
826

162．02　－　162．05 162．04 N　70E　19N 層理面 P
827

162．04　－　162．07 五62．05 N　67E　19N 層理面 P
828

163．04　－　163．31 163．17 N　40W70NE ヘアークラ砂 s
829

163．27　－　163．30 163．29 N　50W　l8NE 明瞭割れ目 C．h
830

163．34　－　163．38 163．36 N　21W24W 境界面 C．h 岩相境界
83監 163，60　－　163．65 163．63 N　74W29S 境界面 1 褐色化
832

163．57　－　163，83 163．70 N　36W69SW ヘアークラツク C－n
833

163，88　－　163．91 163．89 N　45W19NE 層理面 P
834

163，92　－　163．94 163．93 N　79E　13N 層理面 P
835

164．00　－　164．02 164．01 N　36W14SW 境界面 C．n 岩楕境界
836

164，26　－　164，31 164．28 N　8E　25W 明瞭割れ目 C
837

164．70　－　164．75 164．72 N　3W　26W ヘアークラック C
838

164．74　・　164．80 】64．77 N　24W32W 明瞭割れ目 C
839

164．87　－　164．96 】64．92 N　54W43SW ヘアークラ砂 C
840

164．91　－　165．02 164．97 N　7E　49W 明瞭割れ日 1
841

165．45　－　165．52 165．49 N　32W35SW ヘアークラツク C 褐色化
842

165．63　－　165．68 165．66 N　37W31SW 層理面 C
843

165．66　－　165，71 i65．69 N　56W23SW 層理面 C
844

165．91　－　165，93 」65．92 N　49W14SW ヘアー姪砂 C
845

168．62　－　168．68 168．65 N　44E33NW 朋瞭割れ日 s
846

168．74　－　168．82 168．78 N　62W37S 境界面 s 不整合面
847

16S．81　－　168，S7 】69．84 N　46W32SW 流理構造 C
848

168．93　－　168，99 168．96 N　36W32SW 明瞭割れ目 C



DH－12号孔不連続面一覧表（17／82）

番号 上端深度一下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

849
168．98　－　169．07 169．03 N　24W43W 明瞭割れ目 C－h

850
169．04　一　169，13 169．09 N　46W42SW 明瞭割れ目 C

851
169．14　－　169．艮9 169．17 N　46W29SW 明瞭割れ目 P．n

852
169．10　一　】69．34 169．22 N　78E68S 明瞭割れ目 1

853
169．08　・　169．37 】69．23 N　55W71NE 明瞭割れ目 C－h

854
169．18　・　169．29 169．23 N　89W48N ヘアークラ塑 C

855
169．28　－　169．34 169．3】 N　74W31S 鉱物脈 C

856
169．38　・　169．45 】69．42 N　85E37S 明瞭割れ目 C

857
169．61　・　169．67 】69．64 N　41W32SW ヘアークラソク C

858
169．66　－　169．71 169．69 N　27W26W 鉱物脈 C 白色鉱物脈

859
169．70　－　169．77 夏69．73 N　26W35W 明瞭割れ目 C

860
169．77　－　169．83 亘69，80 N　48W33SW ヘアークラガ P

861
169．85　－　169，91 169．88 N　13W33W ヘアークラ捗 P

862
170，01　－　170，08 170．04 N　39W34SW ヘアークラック P

863
170，07　－　170．12 170．09 N　25W27W ヘアークラツク P

864
170．12　－　170，18 170．15 N　42W30SW ヘアークラック P

865
170．25　－　170，29 170．27 N　38W23SW 流理構造 P

866
170，33　－　170，38 170．35 N　51W24SW 流理構造 P

867
170，46　－　170，52 170．49 N　67W29S ヘアークラック C

868
170，66　－　170，73 170．70 N　43W35SW ヘアークカク P

869
】70．85　－　170、88 170．86 N　49W17SW ヘアークラック P

870
170．75　－　17】，Ol 170．88 N　73W70N 鉱物脈 1

871
170．89　－　i70，96 170．92 N　30W37SW ヘアークラック C

872
171．05　－　171，】2 171．09 N　60W36S ヘアークラック P

873
171．10　－　171，15 171．13 N　53W26SW ヘアークラ砂 P

874
171．33　一　】7】，37 且71．35 N　80E24N ヘアークラック C

875
】71．38　－　171，43 171．41 N　22W30W

ヘアークラツク C
876

171．37　－　171．56 17】．47 N　50W62NE 鉱物脈 C 白色鉱物脈
877

171．49　－　171，73 171．61 N　86E68N ヘアークラツク C
S78

】71．64　－　171，67 171．66 N　83W20S 明瞭割れ目 C
879

171，70　－　17i，73 171．71 N　42W　l8SW ヘアークラツク C
880

171，87　－　171．90 171．89 N　73E20S ヘアークラツク C
881

172．06　－　172．H 】72．09 N　76W26S ヘアー妙砂 C
呂82 172．15　－　172．18 i72．」7 N　32W20SW ヘアー好砂 P
883

172．18　－　172．37 172．27 N　54W63NE ヘアー妙砂 C1
884

172．23　－　172．32 172．28 N　56W43SW ヘァークラック C　J
885

172．42　－　172．47 172．44 N　36E27NW ヘアークラック P
886

172．76　－　173．15 172．96 N　34W76NE ヘアークラック P
887

173．22　－　173．27 173．25 N　l9W24W
ヘアークラック C

888
173．12　－　173．49 173．30 N　8E　75W ヘアークラ妙 P

宮89 174．13　－　174．18 174．16 N　44W27SW 明瞭割れ日 P
890

174．19　－　174．24 174．22 N　53W28SW 明瞭割れ日 P
891

174．18　－　174．61 174．40 N　88W77N ヘアー好ック C一馳
892

175．93　・　176．00 175．96 N　48W34SW 明瞭割れ目 C 褐色化
893

176．07　－　176．】4 i76．U N　73W38N ヘアークラック C
s94

176．】7　－　176．23 176．20 N　43W34SW 岬一クラ砂 C
言95 176．34　－　176．45 蚤76．40 NS　48W ヘアークラック C
S96

176．45　－　176．56 176．51 N　28W48W 碍一クラック C
S97

176．58　－　176．64 176．61 N　49W31SW 鉱物脈 P
898

】76．62　－　176．67 旦76．64 N　68W25S ヘアークラ砂 P
899

176、73　一　】76．83 176．78 N　23E44W
ヘアークラツク P

900
177．01　－　177．08 177．05 N　25E　37W 流理構造 P

901
177．1】　一　177．2】 177．16 N　23E45E ヘアー姫ツク C



DH－12号孔不連続面一覧表（18／82〉

番号 卜瑞深度一下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

902
177．21　－　177．45 177．33 N　88W68S ヘアークラ砂 C

903
177．56　－　177．60 177．58 N　7W　26W ヘアークラック P

904 177．61　－　177．67 177．64 N　52W2SSW ヘアークラフク P
905

177．71　－　177，75 177．73 N　58W25SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
906

177．70　－　177．81 177．76 N　3W　48W ヘアークラック C
907

178．02　－　178．08 178．05 N　58W29SW 明瞭割れ［ C 褐色化
908

177．81　－　178．32 178．06 N　42W79NE ヘアークラック 1
909

178．24　－　178．44 178．34 N　61W64S ヘアークラ砂 C
910

178．36　・　178，75 178．56 N　50W76SW 明瞭割れ目 1
911

178，58　－　178，66 178．62 N　E7W41W 明瞭割れ目 C．h 褐色化
912

178．71　・　178．77 i78．74 N　22W3】W ヘアークラック C
913

179，08　－　179．16 179．12 N　74W39S ヘアークラック P
914

179，19　－　179，23 ］79．21 N　62W25S 明瞭割れ［ C 褐色化
9j5

179．22　－　i79，25 179．24 N　41W　l9SW 明瞭割れ目 C 褐色化

9］6 且79．27　－　179．31 】79．29 N　29W20W 明瞭割れ目 C 褐色化
917 i79．37　－　179，51 179．44 N　75W54S ヘアークラック C

91呂 179．61　－　179．65 179．63 N　52W22SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
919 】79．62　－　179．70 179．66 N　75W37S ヘアークラソク C
920

179．69　－　179．76 179．73 N　54W34SW ヘアー蝉ツク C－h 褐色化
921

179．77　－　179．82 179．79 N　62W25S ヘアー蝉ツク C
922 179．81　一　】79．84 179．82 N　23W　l7W ヘアークラック C
923

179．83　－　179．87 179．85 N　51W25SW ヘアークラ砂 C
924 】79．88　－　180．10 i79．99 N　52W66NE 鉱物脈 C
925 180．09　－　180．i3 180．ll N　22W23W

ヘアークラック C
926

180．23　－　1呂0．26 180．24 N　75W14S ヘアークラック C
927

180．22　－　180．55 180．39 N　40W73NE ヘアークラック C
928

180．48　－　180．54 180．51 N　48W29SW 明瞭割れ目 P 褐色化
929

180．57　－　180．65 180．61 N　67W39S ヘアークラ砂 C
930

181，06　－　181．36 181．21 N　44W72SW 朋瞭割れ日 C
931

18i．37　曽　181．43 181．40 N　52W31SW ヘアークラツク C
932

181，42　－　181．48 181．45 N　42W33SW 明瞭割れ目 C 褐色化
933

181，96　－　182．13 182．04 N　30E60NW ヘアー巧ツク C
934

182，09　－　182．19 182．14 N　24W43W 明瞭割れ目 C 褐色化
935

182，16　－　182．22 182．19 N　19W30W ヘアー姫ック C－h
936

182，27　－　182，82 182．54 N　ISE80E ヘアークラック

トn胡937
182．55　－　182．59 182．57 N　ISE20W 開口割れ目 1．0 C 褐色化

938
182，66　－　182，74 】S2．70 N　72W37S

ヘア・・クラック C 褐色化
939

182．72　．　182．78 182．75 N　40W31SW ヘアークラック C 褐色化
940

182．75　．　182．82 182．78 N　24W34W
ヘアークラッタ C 褐色化

941
182．78　－　182．85 182．82 N　25W35W ヘアークラ砂 C 褐色化

942
182．83　－　182．90 182．87 N　55W38SW 明瞭割れ［ C．h 褐色化

943
182．93　－　182．99 182．96 N　41W32NE 開口割れ［ 4．5 C 湧水

944
183．19　 　183．24 183．22 N　41W30NE 明瞭割れ目 C

945
183．04　－　183．40 183．22 N　22W75W ヘアークラ砂 卜n／h石 褐色化

946
183．5ユ　ー　183．55 183．53 N　55E22NW 明瞭割れ目 P 褐色化

947
183．59　－　183．63 183．61 N　38W20NE 明瞭割れ日 P 褐色化

948
183．76　－　183．83 183．80 N　10W33E 鉱物脈 P 臼色鉱物脈

949
183．84　－　183．94 183．89 N　52W46SW 開口割れ目 o．5 P 褐色化

950
184．03　－　184．07 184．05 N　40W22NE 明瞭割れ［ P 褐色化

951
184．13　－　184．26 184．20 N　liw53E 明瞭割れ目 C 褐色化

952
侶4．37　－　184．42 184．39 N　64W27N 鉱物脈 P 白色鉱物脈

953
184．52　－　IS4．56 184．54 N　44W24SW 明瞭割れ目 P 褐色化

954
184．72　一　】94．76 184．74 N　48W23SW 闘口割れ目 0．5 C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（19／82）

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（m皿） 形状 状暫 コメント

955
184．75　－　184．90 184．93 N　89W58S ヘアークラ砂 C

956
184．92　－　184．95 184．93 N　30W　I8NE 明瞭割れ日 C 褐色化

957
185．03　－　185．ll 185．07 N　5E　39E 開口割れ目 1．0 C 褐色化

958
185．08　－　185．16 185．12 N　31W38SW 明瞭割れ目 C 褐色化

959
185．16　－　185．22 185．19 N　32W30SW 明瞭割れ目 C

960
185．22　－　185．26 185．24 N　33W22SW 明瞭割れ目 P

961
185．26　－　185．34 185．30 N　12W41W ヘアークラック P

962
185．40　・　185．47 185．43 N　36W37NE ヘアークラック C 褐色化

963
185．75　－　185．85 185．80 N　10W46W ヘアークラツク C

964
】85．90　－　185，98 185．94 N　47W39SW 開口割れ目 0．5 S 褐色化

965
186，36　－　186．42 186．39 N　73W33S 流理構造 C

966
186，39　－　186．48 186．43 N　70W42S ヘアークラック P

967
186．58　－　186．63 186．61 N　76W30S ヘアークラック C 褐色化

968
186．62　－　186．71 186．67 N　47W43NE ヘアークラツク C

969
186．75　－　1呂6．81 186．78 N　34W30SW 明瞭割れ目 C 白色鉱物脈

970
186．85　－　187．31 187．08 N　40E78NW ヘアークラ砂 1 褐色化

971
187．20　－　187．37 187．28 N　IW　60W ヘアークラック C 褐色化

972
1S7．53　－　1S7．57 187．55 N　39W21SW ヘアークラック C 褐色化

973
187．40　一　】87．74 187．57 N　44W74NE ヘアークラック C 褐色化

974
B7．80　－　187．96 187．93 N　45W30SW 明瞭割れ目 C 褐色化

975
187．85　－　187．92 187．88 N　34W36SW 明瞭割れ目 C 褐色化

976
187．97　－　188．02 18呂．00 N　20W3〔｝W ヘァークラック P

977
188．03　－　188．0呂 18S．06 N　l1W24W 明瞭割れ目 C 褐色化

978
】88．08　一　】88．】5 玉8呂．12 N　4W　34W 明瞭割れ目 P 褐色化

979
188，13　－　188，18 i88．15 N　34W26SW 明瞭害1」れ目 C 褐色化

980
188，16　－　188，32 188．24 N　50W58SW 明瞭割れ目 C 褐色化

981
188，32　－　188，37 188．35 N　16W25W ヘアークラ砂 C 褐色化

璽82 188．42　－　188，47 188．45 N　40W26SW 明瞭割れ日 C 褐色化
983

188．45　－　188，53 188．49 N　46W37SW ヘアークラック C 褐色化
984

188，57　－　188，72 188．64 N　60W57S 明瞭割れ目 1 褐色化
985

188，65　－　188，74 188．69 N　70E43N 境界面 C 岩相境界
986

188，89　－　188，98 188．93 N　77W42S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
987

188．98　－　189，06 189．02 N　l4W40W ヘアークラ砂 C－h 褐色化
988

188，98　－　189，12 189．05 N　82W55N 明瞭割れ目 1 褐色化
989

189，04　－　189，25 189．15 N　73W65N 境界面 C
990

189，19　－　189．29 189．24 N　63W46S 明瞭割れ目 C 褐色化
991

189．26　－　189，37 189．31 N　55W48SW 朋瞭割れ日 C 褐色化
992

189．41　－　189，45 189．43 N　43W23SW 明瞭割れ目 C 褐色化
993

189．58　－　189．61 189．59 N　84W20S 明瞭割れ目 P 褐色化
994 189．57　－　189．77 189．67 N　29W64E 明瞭割れ目 C　j 褐色化
995

189．67　－　189．69 189．68 N　87E　12S 明瞭割れ目 C
996

189．67　－　189．75 189．71 N　44W4DSW 明瞭割れ目 C 褐色化
997

189．94　－　190．00 189．97 N　51W32SW 開口割れ目 0．5 C 褐色化
ggs

1呂9．99　－　190．03 190．01 N　47W24SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
999

190．15　－　190．28 190．22 N　75W54N 鉱物脈 C 白色鉱物脈
1000

190．36　－　190．46 lgo．41 N　69W46N 境界面 P 岩相境界
1001

190．46　－　190．56 190．51 N　76W44N 境界面 P 岩相境界
1002

190．52　－　190．57 190．55 N　64W28S ヘアークラツク C
1003

190．74　－　190．96 190．85 N　42W66NE ヘアークラック C

10桝 190．86　－　191．（矯 190．95 N　82E61S ヘアー妨ック C

】005 190．96　－　191．09 191．02 N　51W53NE 境界面 C 岩相境界

】006 191．（13　－　191．】1 ｝91．07 N　88W38N 明瞭害1」れ目 C－h 褐色化
1007

19」，13　－　191，29 】9】．21 NS　59W 明瞭割れ［ C　j 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（20／82）

番号 上端深度・下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1〔xレ8 19】，12　－　19】，41 】91．27 N　29W71E 明瞭割れ目 C 褐色化
1009 191，20　－　191，4〔｝ 19】．30 N　】1W64W 明瞭割れ目 P－nσ 褐色化
1010 191．56　－　191．68 191．62 N　42W50NE 開口割れ目 2．0 S 褐色化 湧水
1011

191．69　－　191．92 191．80 N　31W67SW 朋瞭割れ目 1 褐色化
1012

191．71　・　191．94 191．83 N　8W　67E 鉱物脈 C 白色鉱物脈
1013

191．88　－　192．14 192．01 N　25W69W 明瞭割れ日 1
1014

192．13　－　192．35 192．24 N　25W66W 鉱物脈 C一的 白色鉱物脈
1015

192．04　．　玉92．54 192．29 N　33W79NE 鉱物脈 C 白色鉱物脈
1016

192．14　－　192．44 192．29 N　41W72NE 鉱物脈 C 白色鉱物脈
1017

192．Ol　－　192．63 192．32 N　32W81NE 鉱物脈 1－h 自色鉱物脈
1018 192．66　・　192．75 192．71 N　40W43SW 明瞭割れ目 P・h 褐色化
1019 192．71　－　192．74 192．72 N　12W13W 明瞭割れ目 C 褐色化
1020

192．74　・　192．79 192．76 N　30W26SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1021

192．76　－　192．79 192．78 N　50W18SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1022 192．77　－　192．82 192．80 N　72W24S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1023

192．88　－　193．00 192．94 N　I4W51E 明瞭割れ目 C 褐色化
1024

192．83　－　193．06 192．94 N　7E　67W 明瞭割れ目 C 褐色化
1025

192，92　－　192，99 192．96 N　6E　35W 明瞭割れ目 C 褐色化
1026

193．03　一　】93．08 且93．05 N　13E28W 明瞭割れ目 C 褐色化
1027

192．92　－　1勢．38 E93．15 N　43W78NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1〔〕28 193．07　－　193．31 193．ig N　l7W68E 鉱物脈 C 白色鉱物脈
1029

193．33　－　193．40 ig3．36 N　iOW33W
ヘアークラック C

1030
193．38　－　193．44 ig3．4】 N　53E32NW 明瞭割れ目 C 褐色化

1031
193，48　－　193，73 193．6】 N　34W69NE 明瞭割れ目 1■ 褐色化

】032 193，57　－　193，68 193．62 N　81E48N ヘアークラツク C 褐色化
】〔｝33 193，43　－　193．S9 193．66 N　34W78NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1034

193，63　－　194，00 193．82 N　22W75E 鉱物脈 C 自色鉱物脈
1035

193，88　－　193．95 〕93．91 N　〕9E36W 明瞭割れ目 C
1036

193，98　一　】94，04 】94．0】 N　40W30NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1037

194，0（｝　一　194，】4 194．07 N　63W55S 明瞭割れ日 Cj 褐色化
1038

ig4，06　－　194，12 194，（四 N　3W　32W 朋瞭割れ目 C 褐色化
1039

ig4，】3　－　194，】8 194．16 N　3E　26W ヘアークラツク C 褐色化

1〔嘲 194．19　－　194，27 】94．23 N　36W38NE 破砕帯上盤 s 湧水・空洞状
1〔叫1 194．99　－　195．12 】95．05 N　59W53NE 破砕帯下盤 S
1042

195．19　－　195，36 ig5．28 N　40W60NE 鉱物脈 C
1043

195，16　－　195，43 】95．30 N　74W70S 明瞭割れ目 C

1〔叫 195．43　－　195．70 】95．57 N　85W70N ヘアークラック C
1045

195．38　．　195．81 195．60 N　55W77SW 明瞭割れ目 1■ 褐色化
1046

195．52　－　195．80 】95．66 N　82E71S 明瞭割れ目 S　j 褐色化
1047

195．5S　－　195．74 195．66 N　39E58NW 明瞭割れ日 Cj 褐色化
1048

195．88　－　E95，97 195．93 N　32E44NW 明瞭害1」れ目 P 褐色化
1049

195．88　－　196．08 195．98 N　40W64NE 明瞭害1」れ目 C 褐色化
1050

196．00　－　ig6，23 196．11 N　54W67NE ヘアークラ砂 C 褐色化
1051

196．18　－　196，22 196．20 N　55W22SW 明瞭割れ目 C
1052

196．45　－　ig6，62 196．54 N　29W59E 破砕帯上盤 C 褐色化
1（153 196．62　－　197．12 196．87 N　62W79N 開U割れn 4．5 C 湧水・断層
1054

且97．34　－　197、42 197．38 N　49W39SW ヘアークラック C 褐色化
1055

197．17　－　197，73 197．45 N　15E80E 棚一クラック C 褐色化
1056

197．83　－　198，03 197．93 N　19W6犯 破砕帯下盤 C 褐色化 マサ状
1057

197．88　一　且98，08 197．98 N　62W63N 明瞭害1」れ目 C 褐色化
1058

玉9言．Oi　－　198、】2 198．06 N　66W49N 鉱物脈 C
1059

19S．16　－　198．25 198．21 N　86E42N ヘアークラック C 褐色化
1060

198．29　－　198，39 198．34 N　68E46N ヘアークラック C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（21／82）

番号 上端深度一下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1061
198．39　一　】9S．54 19S．47 N　57W57NE 朋瞭割れ日 C 褐色化

1062
198．46　－　198．58 198．52 N　67W52N 明瞭割れ目 C 褐色化

1063
198．67　・　198．78 198．72 N　l6W47W 流理構造 C 褐色化

1064
198．71　－　198．82 198．77 N　lSW49W ヘアークラック P 褐色化

】065 198．62　－　198．％ 198．79 N　IE　74E 明瞭割れ目 C 褐色化
1066

198．79　－　198．90 198．85 N　gW　50W ヘアークラシク C 褐色化
1067

198．8暑　一　199．20 199．01 N　28E76E 朋瞭割れ目 1 褐色化

】068 198．98　－　199．06 蚤99．02 N　60W38N ヘアークラック C 褐色化

】069 】99．03　－　1タ9．」3 199．08 N　60W46N 鉱物脈 P

】070 199．23　－　199，29 199．26 N　37W29SW 明瞭割れ目 C 褐色化

】071 】99．40　－　199．63 199．52 N　50W67NE 明瞭割れ日 C 褐色化

】072 199．63　－　199．72 199．67 N　52E42NW ヘアー妙砂 C

】073 199．73　一　】99．88 】99．80 N　21E56W
ヘアークラック P 褐色化

1074
199．80　－　200．（》2 199．9】 N　57W66NE 開口割れ目 0．5 C 褐色化

1075
200．00　－　200．】1 200．（）6 N　22E48W

ヘアークラック C
1076

199．99　－　200．25 2｛）0．12 N　84E69S ヘアー姪砂 C 褐色化
1077

200．08　－　2〔）0．18 200．i3 N　50W45NE 開口割れ目 2．5 C 褐色化
1078

200．13　－　200．22 200．】8 N　6W　41E 明瞭割れ目 C 褐色化
1079

200．14　－　200．27 200．20 N　33W52NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1080

200．】9　－　200，37 200．28 N　46W61NE 明瞭割れ目 P 褐色化
1081

200，15　－　200、47 200．31 N　56W73NE 鉱物脈 C 褐色化
1082

200、40　－　200，54 200．47 N　64W55N 鉱物脈 1
1083

200，50　－　200，57 200．54 N　16E37W
ヘアークラック

り

P
1084

200，52　－　200，58 200．55 N　26W34W
ヘアークラック C

1085
200，38　－　200．75 200．56 N　37W75SW ヘアークラザ C－n 褐色化

10S6
200，64　－　201．03 200，s3 N　6E　76W 朋瞭割れ目 1 褐色化

1087
200，呂0　－　201．02 200．91 N　86W66N ヘアークラック C

1088
㎜．92　．　2Pl．05 200．99 N　56W54NE 鉱物脈 C 自色鉱物脈

1089
201．08　－　201．27 201．18 N　75W63N ヘアー好砂 C 褐色化

】090 20】．09　－　201．48 201．28 N　63W76N ヘアークラ殖 1甲h 褐色化

】091 201．47　－　201．54 2〔）1．51 N　82W36N 鉱物脈 C

】092 201．50　－　201．61 201．55 N　82E49N 鉱物脈 C
1093

201．62　－　201．76 201．69 N　｝2E　54W ヘアークラック C 褐色化
1094

201．73　－　201．93 201．83 N　41E64NW ヘアークラツク P 褐色化
1095

201．29　－　202．41 201．85 N　40W85NE 明瞭割れ目 1－n胡 褐色化
1096

201．89　－　201．96 201．92 N　89W37S ヘアーク乃ク c 褐色化
1097

202．06　－　202．12 202．09 N　64W32N 明瞭割れ日 C 褐色化
1098

202．15　 　202．23 202．19 N　18W40W
ヘアークラック P　r1 褐色化

】099 202．26　－　202．38 202．32 N　40W49NE 鉱物脈 1 白色鉱物脈

l　lOO 202．42　－　202．59 202．51 N　49W60NE 開口害1」れ目 2．5 C 褐色化 湧水
HOi 202．68　－　202．87 202．78 N　51E62NW ヘアークラック C 褐色化

1】02 203．05　－　203．11 203．08 N　63E31N 明瞭割れ目 P 褐色化
l　lO3 203．20　－　203．26 2D3．23 N　75E3五N 明瞭割れ日 P 白色鉱物脈

l　lO4 203．20　・　203．66 203．43 N　56W78NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1105

203．56　－　203，63 203．60 N　74E36N 明瞭割れ目 C 褐色化

l　lO6 203．66　－　203．73 203．69 N　46W36SW ヘアークラック C 褐色化
HO7 203．86　－　203．96 203．91 N　88W44N ヘアークラック C 褐色化

110呂 203．99　－　2α4．07 204．03 N　S2W39N 鉱物脈 C 白色鉱物脈

l　lO9 2〔）4．12　－　2〔噂．20 204．16 N　87W38N 明瞭割れ目 C 褐色化
U10 2（》4，21　－　204．41 204．31 N48W64NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1111

204．28　－　204．48 204．38 N　70W64N ヘアークラ砂 C 褐色化

1】12 204．35　－　204．53 204．44 N　64W62N 明瞭害1」れ目 C 褐色化
11B 204．44　－　204．62 2（卜4．53 N　71W61N 鉱物脈 1 白色鉱物脈



DH－12号孔不連続面一覧表（22／82）

番号 上端深度一下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

旦】14 204．67　－　204、73 204．70 N　75E34N ヘアークラック C 褐色化
1115

204．72　－　204．81 2〔叫．77 N　74E42N 明瞭割れ目 C 褐色化
Hl6 204，86　－　204．96 204．91 N　48W47NE ヘアークラック C 褐色化
1li7 204，84　－　205．13 204．99 N　41W71NE 明瞭割れ目 C 褐色化
lll8 訓｝4，95　－　205．07 205．01 N　44W50NE 鉱物脈 C
1H9 2｛）5．02　－　205．25 205．14 N　39W67NE ヘアークラック C 褐色化
1120

205．18　－　205．48 205．33 N　2E　72W 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1121

205．27　－　205．51 205，3タ N　37B6呂NW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1122

205．42　－　205．56 205．49 N　40E56NW 明瞭害lれ目 P 褐色化
1123

205．45　－　205．73 205．59 N　32E刀NW 明瞭割れ目 C　j 褐色化
1124

205．59　－　205．65 205．62 N　40E3iNW 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1125

205．65　－　205．69 205．67 N　l4E　25W ヘアークラ妙 C－h 褐色化
1126

205．59　－　205，82 205．7且 N　80E67S 明瞭割れ［ C 褐色化
1127

205．72　－　205，呂0 205．76 N　54W37NE ヘアー妙砂 C－h 褐色化
1128

205．75　－　205，85 205．80 N　74W46N 明瞭割れ目 C 褐色化
1129

205．76　－　205．94 205．85 N　57W61NE 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1130

205，97　－　206．16 206．（め N　85W62N 明瞭割れ目 C 褐色化
113i

206，13　－　206．24 206．18 N　24E48W
ヘアークラック C

1132
206，06　－　206，36 206．21 N　31W72NE 明瞭割れ目 C 介在物充填

1133
206．18　－　206．52 206．35 N　46W74NE 明瞭割れ目 C 褐色化

1134
206，52　－　206．57 206．55 N　4】W2呂SW 明瞭割れ目 C 褐色化

ll35
206．81　－　207．08 206．95 N　46E70NW 明瞭割れ目 C

H36 206．58　－　207．38 206．98 N　64W83N 明瞭割れ目 1一瑚 褐色化
U37 206．99　－　207．22 207．11 N　84E67N 明瞭割れ目 C→
u38 207．18　－　207．39 207．29 N　74W65N 鉱物脈 C 白色鉱物脈
1139

207．48　－　207，59 207．54 N　48W50NE 明瞭割れ目 C　j 褐色化

“40 207．55　－　207．57 207．56 N　55W　l5SW ヘアークラック C　j 褐色化
n41 207．01　－　208．13 207．57 N　66W85N 明瞭割れ目 1・n胡 褐色化
H42 207．52　－　207，72 207．62 N　57W64NE 明瞭割れ日 C 褐色化
1143

ZO7．69　－　208，25 207．97 N　74W80N 明瞭割れ目 且一n 褐色化

】144 208．B　　－　208，28 208．20 N　47W58SW ヘアークラツク C－h 褐色化
H45 208．28　－　208，40 208．34 N　57E52SE 明瞭割れ目 C－h 褐色化
H46 208．34　－　208，46 208．40 N　60E50S ヘアークラック c 褐色化

1】47 208．39　－　208，46 208．43 N　54E34SE 明瞭割れ目 C．h 褐色化

1】48 208，47　－　208．49 208．ヰ8 N　73W12S ヘアークラ砂 C 褐色化
1149

208，48　－　208．75 208．62 N　88E70N 研一好ツク C－h 褐色化
1150

208．58　－　2K）8．82 208．70 N　89W68N 明瞭割れ目 C－h 介在物充填
1151

208．84　・　2P9．00 208．92 N　88W57N 鉱物脈 C 臼色鉱物脈
1152

208．91　－　209．00 208．96 N　59W44SW ヘアークラ砂 P．n 褐色化
1153

208，96　・　209．15 209．05 N　79W63N ヘアー万砂 C 褐色化
1154

209、12　－　20騨．23 209．17 N　83E48S ヘア咳ラック C 褐色化
1155

209．14　－　209．27 209．21 N　78W54N 明瞭割れ目 C 褐色化
1156

209．26　－　209．38 209．32 N　80W50N 明瞭割れ目 C 褐色化
1157

209．39　－　209．78 209．59 N45W76NE ヘアークラック C 褐色化
u58 2（〕9．77　－　2】〔｝．23 210．00 N　49W7区NE 開口割れ目 3．5 C 褐色化 湧水
1159 21（1．39　－　210．43 2重0，4i N　34E　24SE ヘアー妙砂 C 褐色化

口60 210．47　－　210．51 210．49 N　84E　21S ヘアークラ砂 C 褐色化

“6】 2】0．57　－　210．66 210．6i N　20W42W ヘアークラ砂 P 褐色化
ll62

210．70　－　210，81 210．76 N　8E　47E 明瞭割れ目 C 褐色化
ll63

210、76　－　210，92 210．84 N　9W　59E 明瞭割れ目 C 褐色化

H（舛 211．03　－　211，13 211．08 N　49W44NE 鉱物脈 C 白色鉱物脈
H65 2U．05　－　211，】4 21】．jo N　51W45NE 明瞭割れ日 C 褐色化

】166 21〔）．99　－　2n．39 2】1．09 N　25W76W ヘアー師ツク 卜吻 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（23／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅〔m皿） 形状 状態 コメント

1167
211，13　・　211．27 211．20 N　31E54SE ヘアークラック C

1168
211，43　－　211，49 211．46 N　69E32N 明瞭割れ［ Cj 褐色化

1169
211．39　－　211．53 211．46 N　55W55SW 明瞭割れ目 S　J 褐色化

1170
211．56　・　211，59 211．58 N　62W　l6S ヘアークラフク C

1171
211，67　－　21玉．90 211．79 N　37W67NE 開口割れ目 3．0 S 褐色化

1172
211，75　－　212，08 211．92 N　29W73E 鉱物脈 1

U73 211．98　－　212，09 212．03 N　60W48N 明瞭割れ日 C．h 褐色化
1174

212．05　－　212，29 2】2．17 N　43W67NE 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1175

212．23　－　212，31 212．27 N　65W38S ヘアークラツク C→ 褐色化
U76 2】2．i8　－　212，3勢 212．29 N　37W65NE 明瞭割れ目 Cj 褐色化
U77 2】2．39　－　212，57 212．48 N　27W61E 明瞭割れ目 C 褐色化
U78 2】2．62　－　212，79 212．71 N　4E　60W 明瞭割れ日 C－h 褐色化
U79 212．53　－　212，99 212．76 N　l肥78E 明瞭割れ目 C－h 褐色化
Il80

212，84　－　212，93 212．88 N　35W42NE 明瞭割れ日 C－h 褐色化
1181

212．93　－　213，00 212．97 N　34E37NW 鉱物脈 C　j 臼色鉱物脈
1182

212．82　－　213．28 213．05 N　51W78NE 明瞭割れ目 1一助 褐色化
1183

213．18　・　213．27 213．23 N　79E42S 明瞭割れ目 Pj 褐色化
1184

213．35　・　213．81 213．58 N　23W78E 明瞭割れ目 P 褐色化
1185

213．78　－　213．88 213．83 N　89E45S ヘアークラック P
1186

214．14　－　214．37 214．26 N　49W67NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1187

214．27　－　214．52 214．40 N　39W69NE 鉱物脈 P 臼色鉱物脈
1188

214．27　－　214．57 214．42 N　40W72NE 朋瞭割れ日 C 褐色化
1189

214．56　－　214．96 214．76 N　70E76S ヘアークラック C 褐色化
1190

214．73　－　214．96 214．84 N　51W67NE 鉱物脈 P 白色鉱物脈
1191

214、86　－　215．（叫 214．95 N　45W61NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1192

215．10　－　215．15 215．13 N　80E26S 明瞭割れ目 C 褐色化
1193

215．38　－　215．61 215．50 N　75E66S 明瞭割れ目 C－n 褐色化
1194

215．64　－　215．72 215．68 N　45W38NE ヘアークラ弦 C一切 褐色化

】195 2］5．1 3　－　216．25 215．69 N　66W85N 明瞭割れ目 1－nノ頃 褐色化
1196

215，67　－　215．75 215．71 N　63W38N ヘア功ラ砂 C 褐色化
1197

215，65　－　215．96 215．81 N　8タE72S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1198

215，87　－　215．95 215．91 N　21W40E 明瞭割れ日 C→ 褐色化
ll99

215，85　－　216．17 216．01 N　18W73W
ヘアークラック P 褐色化

1200
216，20　－　216．27 216．23 N　77W36S ヘアークラック C

120i
2星6，50　－　216．69 2】6，5璽 N　30E62SE 明瞭害1」れ［ C．h 褐色化

1202
216．33　－　216．95 216．64 N　40W81SW ヘアークラック 1．11 褐色化

1203
2】6．55　－　216．85 216．70 N　30W72NE ヘアークラ砂 C 褐色化

12（矯 216．84　－　216．87 216．85 N　80W14S ヘアークラック C 褐色化
i205

2】6．57　－　217、37 216．97 N　24W83W 鉱物脈 P
1206

217．09　－　2］7．12 217．10 N　30WlgNE ヘアークラザ Cj 褐色化
i207

217．25　－　217．29 217．27 N　69W26S 明瞭割れ目 C 褐色化
1208

217．52　．　217．78 217．65 N　74E69N 明瞭割れ日 I　J 褐色化
1209

217．44　－　217．90 217．67 N　15E78E ヘアークラ砂 C－n石 褐色化

】210 217．69　－　217．73 217．71 N　78W22S 明瞭割れ目 C 褐色化

］211 217．73　－　217．75 217．74 N　74WgN ヘアークラツク C 褐色化
1212

217．48　－　2】9．10 217．79 N　47E8】NW 明瞭割れ目 1一的 褐色化
1213

217，80　－　218．00 217．90 N　24E63E 明瞭割れ目 C－n 介在物充填
1214

217．84　－　218．10 217．97 N　IE　69E 明瞭割れ日 C 褐色化
1215

217．98　－　218．02 218．00 N　58W2】SW 明瞭割れ目 C　j 褐色化
1216

218．13　－　218．19 218．16 N　20W32E 明瞭割れ目 C→ 褐色化
1217

218．19　 　218．23 218．21 N　77W26N ヘアークラ砂 C
1218

217，89　－　218．58 218．23 N　55W82NE 明瞭割れ目 C　j 褐色化
1219

218，26　－　218．34 218．30 N　55W38NE 明瞭割れ目 C　j 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（24／82）

番号 上端深度一 ド端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1220
218．29　－　218，36 218．33 N　59W34NE 明瞭割れ目 C寸 褐色化

1221
218．37　－　218．47 218．42 N　64W44N 明瞭割れ日 Cj 褐色化

1222
218．44　－　218，53 218．4S N　70W43N ヘアークラック C　j 褐色化

1223
218，52　－　218．59 218．56 N　47W39NE 明瞭割れ目 C・h 褐色化

1224
218，57　－　218．66 21a．61 N　44W42NE 明瞭割れ目 C－h 褐色化

1225
218．61　－　218．68 218．65 N　26W3璽E 明瞭割れ目 C。h 褐色化

1226
218．75　－　219．05 218．90 N　27W72W 明瞭割れ目 C 褐色化

1227
218．89　－　218．97 218．93 N　7E　39E 明瞭割れ目 C一切 褐色化

1228
218．77　－　21聖．47 219．12 N　63W82N

ヘアークラック

1並頃 褐色化
1229

219．20　－　219．24 219．22 N　76W22S 明瞭割れ目 C 褐色化
1230

219．30　－　219．91 219．61 N　60W81N
ヘァークラック 1．h 褐色化

1231
219．60　－　219，67 219．64 N　89W34S ヘアークラツク C－h 褐色化

1232
219．44　－　220，05 2】9．75 N　gW　81W ヘアークラツク 1－h 褐色化

1233 2】9．83　－　219．84 2】9．83 N　84E　lOS 明瞭割れ目 C 褐色化
1234

219．76　－　220，10 219．93 N　23E74E 鉱物脈 C 臼色鉱物脈
1235

219．98　－　220．00 219．99 N　57W　l3SW ヘアークラック C 褐色化

】236 220．10　－　220．15 220．12 N　67W26S 明瞭割れ目 P 褐色化
1237

220．】7　－　220．22 220．20 N　74W28S 流理構造 C

】238 220．59　－　220．98 220．78 N　21E76E 明瞭割れ目 1－n 介在物充填

亘239 220．74　－　220．84 220．79 N　84W47S 流理構造 C，n

】240 220，85　－　220．89 220．87 N　42W20SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1241

220，89　－　220，96 220．93 N　35W37SW 流理構造 C
1242

220，94　－　220．99 220．97 N　65W27S 明瞭割れ目 C 褐色化

】243 220，99　－　221．14 22盈，06 N　l9E56W 流理構造 P

】244 22】，】4　－　221．2】 221．】7 N　呂5W36S ヘアークラシク Cj 褐色化

】245 221，09　－　221．39 221．24 N　81W72S 明瞭割れ目 l　rj 褐色化
1246

221．28　－　221．33 22】．30 N　89W26S ヘアークラック Cj 褐色化
1247

221．33　－　221．37 221．35 N　70W26S 明瞭割れ目 C 褐色化
1248

221．49　－　221．55 221．52 N　50W28SW 開口割れ目 O．5 P 褐色化
1249

221．56　－　221．60 221．58 N　66W23N 明瞭割れ目 C 褐色化
1250

221．58　－　221．62 221．60 N　52W21NE 明瞭割れ目 P 褐色化
1251

221．61　－　221．67 221．64 N　30W32NE 開Ii割れ目 0．5 C 褐色化
1252

221．66　－　22L71 221．69 N　34W26NE 明瞭割れ目 P 褐色化
1253

221．69　－　221．73 221．71 N　55W22NE 明瞭割れ目 P 褐色化
1254

221．70　－　221．7S 221．74 N　28W39E 開11割れ目 0．5 C 褐色化
1255

221．78　－　221．81 221．80 N　10W16E 開口割れ同 0．5 C 褐色化
1256

221．84　－　221．87 221．86 N　19W17E 開口割れ目 0．5 C 褐色化
1257

221．90　－　221．94 221．92 N　51W26NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1258

222．05　－　222．09 222．07 N　70W25N 明瞭割れ目 C 褐色化
1259

222．29　－　222．30 222．30 N　61E8S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1260

222．31　－　222．35 222．33 N　46W24SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1261

222．33　－　222．37 222．35 N　2E　l8W ヘアークラツク C 褐色化
1262

222．43　－　222．46 222．44 N　86W17S ヘアークラツク C 褐色化
1263

222．50　－　222．56 222．53 N　66W30S 明瞭割れ日 C 褐色化
1264

222．53　．　222．（舛 222．59 N　66W50S ヘアークラ畝 C 褐色化
1265

222．59　－　222．61 222．60 N　4呂Wl6SW ヘアークラツク C 褐色化
1266

222．62　－　222．64 222．63 N　7W　10E 明瞭割れ目 C 褐色化
1267

222．65　－　222．92 222．78 N　61W70N 明瞭割れ目 C 褐色化
1268

222．90　－　222．94 222．92 N　54W25SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
1269

223．16　－　223．25 223．2］ N　41W44NE 流理構造 C

且270 223．08　－　223，43 223．26 N　7～｝E74N ヘアークラツク C・n 褐色化

亘271 223．31　－　223，35 223．33 N　44W27SW 明瞭割れ日 C 褐色化
1272

223．37　－　223．52 223．45 N　70W57N 明瞭割れ日 C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（25／82〉

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

1273
223．47　－　223．54 223．50 N　84W35S ヘアークラック C 褐色化

1274
223．59　－　223．73 223．66 N　77E55S ヘアー好ツク C 褐色化

】275 223．72　－　223．77 223．75 N　78W27S ヘアーウラ砂 C 褐色化
1276

223、78　－　223．83 223．81 N　80E27S 明瞭割れ目 C 褐色化
1277

223．92　－　223．96 223．94 N　65W23S ヘアークラ砂 C 褐色化
1278

223．9S　－　224．02 224．00 N　84W23S ヘアークラック C 褐色化
1279

224．1」　一　224．20 224．15 N　3SW43SW 明瞭害1」れ目 C
1280

224．13　－　224，28 224．21 N　53W58SW 鉱物脈 P－n 白色鉱物脈
1281

224．28　－　224．40 224．34 N　35W51SW ヘアークラック P 褐色化
1282

224．38　－　224．52 224．45 N　19W55W 明瞭割れ目 P 褐色化
1283

224．45　－　224．57 224．51 N　66W52S ヘアークラック C
1284

224．51　－　224．60 224．55 N　75W42S ヘアークラック C 褐色化
1285

224．76　－　224．83 224．80 N　27E38W
ヘァ』 クラック C

1286
224．93　．　224．89 224．86 N　25W2SW

ヘアークラック C
1287

224．84　・　224．92 224．88 N　35W40SW ヘアークラック C
1288

224．58　－　225．29 224．93 N　70W82S ヘアークラ砂 1 褐色化
1289

225．21　－　225．27 225．24 N　89W34S ヘアー好シク C 褐色化
1290

225．27　－　225．39 225．33 EW　50S ヘアー妙ック C 褐色化
1291

225．26　－　225，47 225．36 N　22E65E ヘアークラック C 褐色化
1292

225．49　－　225，52 225．50 N　48W16SW 鉱物脈 C

】293 225．56　－　225，63 225．59 N　41W37SW 鉱物脈 C
1294

225，61　－　225，69 225．65 N　29W40W 鉱物脈 C
1295

225，74　－　225，96 225．85 N　79E66S 鉱物脈 1，n 白色鉱物脈
1296

225．91　－　225．95 225．93 N　60W26S 鉱物脈 C
1297

225，93　－　226．00 225．97 N　67W34S 明瞭割れ目 C 褐色化
1298

225、97　－　226．17 226．07 N　39W63NE 明瞭割れ目 P　j 褐色化
1299

226．10　－　226．17 226．13 N　64W33S 明瞭割れ目 Pう 褐色化
1300

226．10　－　226．25 226．17 N　50W57NE 明瞭割れ日 C－n 褐色化
BO1 226．18　－　226．28 226．23 N　44W44SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1302

226．25　－　226．34 226．30 N　43W43SW ヘアークラツク C 褐色化
1303

226．31　－　226．48 226．40 N　65E59S 明瞭割れ目 1－n 褐色化
1304

226．45　－　226．51 226．48 N　65W33S 開口割れ日 1．5 P－h 褐色化

】305 226．47　－　226．54 226．51 N　70W35S 明瞭割れ目 C 褐色化

】306 226．5i　－　226．58 226．54 N　71W34S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1307

226．59　－　226．69 226．（叫 N　85E45S 明瞭割れ目 P－h 褐色化
1308

226．64　－　226．70 226．67 N　57W33SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1309

226．68　－　226．89 226．79 N　43E65SE 明瞭割れ目 1．n 褐色化

i3H） 227、00　－　227．07 227．03 N　74W37S 明瞭割れ目 C 褐色化

i31】 227．02　－　227．20 227．11 N　61E61S 明瞭割れ目 C 褐色化
1312

227．02　－　227．22 227．】2 N　68E63S ヘアークラック C 褐色化
1313

227．13　－　227，26 227．20 N　68E53S 明瞭割れ［ S 褐色化
1314

227，19　－　227，43 227．31 N　51W68NE 明瞭割れ日 C 褐色化
1315

227，37　－　227，39 227．38 N　27W17W ヘアークラ砂 C 褐色化
1316

227，40　－　227，44 227．42 N　45W23SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1317

227．45　－　227，49 227．47 N　58W22SW ヘアークラ殖 C 褐色化
1318

227，45　－　227，58 227．5i N　80W54S 明瞭割れ目 C－n 褐色化
1319

227，55　－　227．64 227．59 N　85W43S 明瞭割れ目 C 褐色化
1320 227．63　－　227．69 227．66 N　66W29S ヘアー好ツク C 褐色化
1321

227．69　－　227．73 227．71 N　50W23SW ヘアークラ砂 C－h 褐色化
1322 227，72　－　227．83 227．78 N　68W47S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1323

227．78　－　227．86 227．82 N　6E　37W 明瞭割れ日 C．h 褐色化
1324

227．84　 　227．91 227．88 N　55W34SW 開口割れ目 0．5 C h 褐色化
1325

227．91　－　227．96 227．93 N　71W25S へ了一クラック P



DH－12号孔不連続面一覧表（26／82）

番号 上端深度一ド端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1326
228．12　－　228，37 228．25 N　5呂W69NE 明瞭割れ目 C劫 褐色化

1327
228．21　－　228，49 228．35 N　28W7】W 明瞭割れ日 1－n萌 褐色化

】328 228．43　－　228，48 228．45 N　70W27S 明瞭割れ目 P 褐色化
1329

228．47　－　228．58 228．53 N　37E49SE ヘアークラック P 褐色化
1330

228．55　－　228、63 228．59 N　BW37W 明瞭割れ目 P 褐色化

133】 228．60　－　228．64 228．62 N　89E23S 明瞭割れ目 C 褐色化
1332

228，67　－　22S．75 228．71 N　74W41S 明瞭割れ目 C 褐色化
1333

228，76　－　228．81 22呂．79 N　41W26SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1334

228，71　－　22呂．93 228．82 N　39W66NE ヘアークラック Cう 褐色化
1335

228．84　－　228．90 228．87 N　17W29W 明瞭割れ目 P 褐色化
1336

229．08　－　229．15 229．1」 N　l5W33W 明瞭割れ目 P 褐色化
1337

229，ll　－　229．16 229．14 N　l2W28W ヘアづラック P 褐色化

且33s 229．23　－　229．29 229．26 N　23E3】W 鉱物脈 P－h 白色鉱物脈
i339

229．25　－　229．34 229．30 N　26E44W ヘアーク万ク P
1340

229．45　－　229．51 229．48 N　45W31SW 明瞭割れ艮 P，h
B41 229．60　－　229．67 229．64 N　IW　33W 明瞭割れ目 P．h 褐色化
1342

Z29．81　－　229．87 229．84 N　73W32S 明瞭割れ目 P 褐色化
1343

229．84　－　229．89 229．87 N　84E30S ヘアータラック C 褐色化
1344

229．S8　－　229，95 229．92 N　74E36S 朋瞭割れ日 C 褐色化
1345

229．86　－　230．04 229．95 N　83E62S 明瞭割れ日 P1 褐色化
1346

230．02　－　230，07 230．05 N　60W25S 朋瞭割れ日 P 褐色化
1347

230．12　－　230，17 230．15 N　SE　29W ヘアークラ砂 C 褐色化
1348

230．05　－　230，32 230．19 N　63E70N 明瞭割れ日 C→ 褐色化
1349

230．17　－　230，26 230．21 N　76E43N ヘアークラック C 褐色化
1350

230．26　－　230．37 230．32 N　58W50SW 明瞭割れ日 P－h 褐色化
1351

230．36　－　230．46 230．41 N　42W45SW ヘアークラック C．h 褐色化
1352

230．38　－　230．49 230．43 N　42W49SW ヘアークラック C．h 褐色化
1353

230．43　－　230，54 230．49 N　48W49SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1354

230，51　－　230，63 230．57 N　72W52S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1355

230，57　－　230，66 230．61 N　81E44S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1356

230，66　－　230，73 230．70 N　71W38S 開口割れ目 1．0 C－h 褐色化
1357

230．66　－　230，77 230．71 N　69W48S 開口割れ目 0．5 C－h 褐色化
1358

230．77　－　230，87 230．82 N　54W47SW 朋瞭割れ日 C－h 褐色化
1359

230．82　－　230，94 230．88 N　l5W50W 明瞭割れ目 C－h 褐色化

136（ 230．91　－　230．99 230．95 N　46W40SW 明瞭割れ目 S－h 褐色化
1361

231，00　－　231．08 231．04 N　27W37W 明瞭割れ日 C 褐色化
1362

231，07　－　231．12 231．10 N　44W3〔｝SW ヘアー妙ツク C 褐色化
B63 231，10　－　231．15 231．】3 N　20W28W ヘアークラ砂 C 褐色化
1364

23】，15　－　231．27 231．21 N　5且W51SW 明瞭割れ目 S 褐色化
B65 231，42　－　231，49 231．46 N　67W36S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1366

231，65　－　231．73 231．69 N　87E39S ヘアークラック C 褐色化
1367

231，64　・　231．74 231．69 N　81W46N ヘヱークラ砂 C 褐色化
1368

231．68　－　231．85 231．77 N　86E60S ヘアークラ砂 C－h 褐色化
1369

231．86　－　231．93 231．89 N　77E36S ヘアークラック C 褐色化
1370

231．93　・　231．99 231．96 N　86E31S 鉱物脈 C 自色鉱物脈
1371

231．90　－　232．26 232．08 N　8W　75E 明瞭割れ目 C 褐色化
1372

232．49　．　232．54 232．52 N　5】E28NW 明瞭割れ目 P 褐色化
1373

232．52　－　232．54 232．53 N　42W　l3SW ヘアークラック P 褐色化
1374

232．59　－　232．61 232．60 N　l5W　lOW ヘアークラック P 褐色化
1375

232．66　－　232．73 232．70 N　47E36NW ヘアー蛎ック C 褐色化
B76 232，73　－　232．74 232．74 N　36W4NE ヘアークラザ C 褐色化
1377 232．78　－　232．79 232．79 N　14W3E ヘアークカク C 褐色化
1378

232．81　－　232．87 232．84 N　70E31N ヘア咳ラック C 褐色化



DH－12号孔不連続面・覧表（27／82）

寄号 上端深度一下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1379
232，S5　－　232，88 232．87 N　53W12NE 明瞭割れ目 C 褐色化

1380
232．95　－　233，03 232．99 N　28W39E 明瞭割れ目 C 褐色化

1381
232，98　－　233，07 233．03 N　43W40NE ヘアークラツク s 褐色化

】382 232．99　－　233．17 233．08 N　42W62NE 開口割れ目 1．0 C寸 褐色化
1383

233．11　－　233．43 233．27 N　41W73SW 明瞭割れ目 卜n／h石 褐色化
1384

233．24　－　233．31 233．27 N　60W33S 明瞭割れ目 P
1385

233．29　－　233．36 233．32 N　79W34S ヘアークラック P 褐色化
1386

233．32　－　233．41 233．36 N　57W42SW ヘアークラ砂 C 褐色化
1387

233．37　－　233．44 233．40 N　72W36S ヘァークラック C－h 褐色化
1388

233．43　－　233．50 233．47 N　79W37S ヘアー好ック C－h 褐色化
1389

233，50　－　233．57 233．54 N　7W　35W 明瞭割れ目 1 褐色化
1390

233，59　－　233，66 233．63 N　58W35SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1391

233．62　・　233．69 233．66 N　73W36S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
B92 233，46　－　233．89 233．68 N　78W77S ヘアークラック 1－nノ萌 褐色化
1393

233，72　－　233．76 233．74 N　ωW23S ヘアークラック C 褐色化
1394

233．77　－　233，82 233．80 N　86W30S ヘアークラック P 褐色化
1395

233，78　－　233．87 233．83 N　84W43S 明瞭割れ目 P 褐色化
1396

233．82　・　233．91 233．87 N　87W42S 明瞭害1」れ目 C 褐色化
1397

233．95　－　233．99 233．97 N　31W23SW 明瞭割れ目 P 褐色化
B98 233．96　－　234．01 233．98 N　38W27SW

　　一ヘアークアツク C 褐色化
1399

234．03　－　234．16 234．10 N　59W53SW ヘアークラツク C 褐色化
1400

234．11　・　234．19 234．15 N　67W40S ヘアークラザ C 褐色化
1401

234．13　・　234．25 234．19 N　66W51S ヘアークラツク C 褐色化
1402

234．19　・　234．29 234．24 N　SgE45S ヘアークラック C 褐色化
1403

234．16　－　234．34 234．25 N　88W62N べ7一クラック C 褐色化

】404 234．27　－　234．43 234．35 N　77E58N 明瞭割れ目 S－h 褐色化
1405

234．45　－　234．59 234．52 N　67W56S 明瞭割れ目 1－h 褐色化
1406

234．55　－　234．61 234．58 N　64W2壁S 明瞭害Ijれ目 C 褐色化
1407

234．57　－　234．63 234．60 N　38W33SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1408

234．70　－　234．76 234．73 N　l5W30W 明瞭割れ目 C－n 褐色化
1409

234，76　－　234，81 234．79 N　82W30S ヘアークラ砂 C 褐色化
1410

234．82　－　234．90 234，言6 N　86W38S ヘアークラック C 褐色化
1411

234．86　－　234．95 234．9】 N　88W43S 明瞭割れ目 C 褐色化
1412

234．96　－　235，06 235．0】 N　56W44SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1413

235，00　－　235，10 235．05 N　84W46S 明瞭害1」れ目 C効 褐色化
1414

235，09　－　235，】9 235．14 N　57W48SW 明瞭割れ目 C－hな 褐色化
1415

235，11　－　235，22 235．垂7 N　28W48W 明瞭割れ目 1効 褐色化
1416

235，21　－　235，23 235．22 N　85W　l2S 明瞭割れ目 C－n／岡 褐色化
1417

235，23　－　235．29 235．26 NS　31W 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1418

235，26　－　235．30 235．28 N　39W25SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1419

235，39　－　235，42 235．40 N　48E20SE 明瞭割れ目 S－hノ」 角礫状
1420

235，27　－　235．69 235．48 N　66W77S 明瞭割れ日 1－n／hり 角礫状
1421

235．60　－　235．〔叫 235．62 N　呂5W20S 明瞭割れβ C．h 褐色化
1422

235．63　－　235．68 235．66 EW　24S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1423

235．74　－　235．79 235．77 N　73W30N 明瞭割れ目 C－n／助 褐色化
1424

235．81　－　235．86 235．83 N　40W24SW ヘアークラ彊 C．h 褐色化

妻425 235．84　－　235．89 235．87 N　SIW25S ヘアークラツク C 褐色化
1426

235．76　－　236．（》4 235．％ N　57W71SW ヘアークラック 1一副」 褐色化
1427

235．88　－　235．95 235．92 N　52W36SW ヘアークラック C 褐色化
1428

235．91　－　236．00 235．96 N　23W42W
ヘアークラック C 褐色化

〕429 236．（ll　－　236．10 236．06 N　53W43SW 開口割れ目 0．5 C－h 褐色化
143〔） 236．］〔）　一　236．15 236．13 N　32W27SW ヘアークラ砂 C－h 褐色化
1431

236，19　－　236，25 236．22 N　35W31SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（28／82）

番号 E端深度一1ぐ端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1432
236、27　－　236．30 236．29 N　82W21S ヘア確ラ砂 C－h 褐色化

1433
236．29　－　236，32 236．30 N　46W17SW 朋瞭割れ目 C－h 褐色化

1434
236．06　－　236．57 236．32 N　l5E79W 明瞭割れ日 卜n／岡 褐色化

1435 236．29　－　236．35 236．32 N　53W34SW 明瞭割れ目 C．b 褐色化
1436

236．32　－　236．37 236．34 N　70W28S 明瞭割れ目 C，h 褐色化

】437 236．34　－　236．40 236．37 N　64W32S 朋瞭割れ目 C 褐色化

】438 236．37　－　236．45 236．41 N　44W39SW 明瞭割れ目 1－h 褐色化
1439

236．39　－　236．55 236．47 N　42W59SW 明瞭割れ目 S　．h 褐色化
1440 236．56　－　236．67 236．62 N　65E49S ヘアークラック P，h 褐色化
1441

236．52　－　236．77 236．65 N　29E69E 明瞭割れ目 C 褐色化
1442 236．69　－　236．77 236．73 N　87W39S 明瞭割れ目 C 褐色化
1443

236．78　－　236．86 236．82 N　62W40S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1444

236，59　－　237，14 236．87 N　67E呂OS ヘアークラック 1－n／h噸 褐色化
1445

236，87　－　236，91 236．89 N　34W23SW 明瞭割れ［ C 褐色化
1446

236．95　－　237，01 236．98 N　48W33SW 明瞭割れ目 C→ 褐色化
1447

236．95　－　237，03 236．99 N　58W38SW 明瞭割れ目 1胡 褐色化
1448

237．09　－　237，19 237．14 N　27W43W ヘアークラ砂 P
1449

237．16　－　237．2き 237．19 N　84W36S 開口割れ目 3．0 C 角礫状 湧水
1450

237，23　－　237，27 237．25 N　8W　25W 開口割れ目 2．5 C．h 褐色化 湧水
1451

237．27　－　237，34 237．30 N　nW35W 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1452

237．32　－　237．37 237．34 N　42W28SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1453

237．34　－　237．39 237．37 N　暑3W30W 明瞭割れ目 C 褐色化
1454

237．42　－　237．7i 237．56 N　2W　7】W ヘアークラック 1－n胡 褐色化
1455

237．55　－　237．59 237．57 N　53E24SE 明瞭割れ目 C－hり 褐色化
1456

237．12　－　238．24 237．68 N　gE　85E 明瞭割れ目 1－hり 褐色化
1457

237．68　－　237．72 237．70 N　71E20S 明瞭割れ目 C－hj 褐色化

】458 237．76　－　237．79 237．78 N　78E　】6S 明瞭割れ目 C輔 褐色化
1459

237．80　－　237．88 237．84 N　88E41S 明瞭割れ目 S－h弓 褐色化
1460

238．19　－　238．25 238．22 N　69W28S 明瞭割れ目 C 褐色化
1461

238．24　－　238．28 23唇．26 N　54W24SW ヘアークラック P 褐色化
1462

238．2君　一　238．31 23S．30 N　45W　BSW ヘアークラ砂 P 褐色化
1463

238．40　－　238．43 238．42 N　39W　I8SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1464

238．45　－　238．49 238．47 N　84W21S 明瞭割れ【 C．h 褐色化
1465

238．51　－　238．55 238．53 N　S6W23S 明瞭割れ日 C 褐色化
14〔略 238．54　．　238．57 238．56 N　41W22SW 明瞭害1」れ目 C 褐色化
1467

238，65　－　238．68 238．66 N　34W17SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1468

23呂．72　・　238．75 238．73 N　43W16SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1469

238，76　・　238．82 238．79 N　37W33SW べ7一クラック P 褐色化
1470

238，85　－　238、90 238．88 N　68W26S 明瞭割れ目 C 褐色化
1471

238，94　－　238．96 238．95 N　58W16SW ヘアークラック C 褐色化
1472

238．96　－　239．00 238．98 N　59W22SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1473

238．98　－　239．03 239．00 N　21W25W 明瞭割れ［ C 褐色化
1474

239．07　・　239．12 239．10 N　42W24SW 開口割れ［ 0．5 P 褐色化
1475

239．10　－　239．15 239．13 N　l3E　25W 明瞭割れ目 P 褐色化
1476

239．18　－　239．21 239．20 N　71W　l8S ヘアー妙砂 C
1477

239．20　－　239．26 239．23 N　84W28S 明瞭割れ目 C 褐色化
1478

239．23　－　239．31 239．27 N　5旦W40SW 明瞭割れ日 C h 褐色化

盈479 239．3i　－　239，34 239．33 N　48W20SW 明瞭割れ日 C 褐色化
i480

239．35　－　239，38 239．36 N　38W20SW ヘアークラック C 褐色化

】481 239．24　－　239．55 239．40 N　26W72E ヘアー蛎ック 1一面j 褐色化
1482

239．42　－　239．47 239．44 N　66W27S 明瞭割れ日 C－h 褐色化
1483

239．52　－　23g．55 239．54 N　68W15S 明瞭割れ日 P 褐色化
1434

239．56　－　239．63 239．60 N　46W3SNE ヘアークラック C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（29／82）

番号 上端深皮 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（皿m） 形状 状態 コメント

1485
239，70　－　239，74 239．72 N　36W22SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化

1486
239，74　－　239．78 239．76 N　63W22S 明瞭割れ目 C－h 褐色化

1487
239，75　－　239．80 239．78 N　51W29SW 明瞭割れ目 C　j 褐色化

1488
239，77　－　239．87 239．82 N　45W45SW 明瞭割れ目 C　j 褐色化

1489
239，77　－　239，96 239．87 N　41W62SW 明瞭割れ目 C　j 褐色化

1490
239，86　－　239，91 239．89 N　47W23SW 明瞭害1」れ目 C　j 角礫状

1491
239，S9　－　239，98 239．94 N　45W42SW ヘァークラック C 褐色化

1492
240，00　－　240，06 240．03 N　27W31W

ヘアークラソク C．n
1493

240，04　－　240．09 240．06 N　42W25SW 開口割れ日 1．5 P．h 褐色化
1494

240，14　－　240．15 240．14 N　76WgS 朋瞭割れ日 C 褐色化
1495

240，15　－　240．18 240．】7 N　S2W21S 明瞭割れ日 C－h 褐色化
1496

240，18　－　240．21 240．20 N　57WI8SW ヘアークラック C－h 褐色化
1497

240，21　－　240．26 240．23 N　50W28SW 開口割れ日 1．0 S 褐色化
1498

240，26　－　240，28 240．27 N　83E　12S 明瞭割れ日 C．h 褐色化
1499

240，27　－　240．30 240．29 N　70W17S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1500

240，28　－　240．31 240．30 N　60W17S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1501

240，36　－　240．40 240．38 N　39W21SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1502

240，46　－　240．52 240．49 N　59W32SW 明瞭割れ目 P．h 褐色化
1503

240．52　・　240．57 240．55 N　39W29SW ヘアークラ砂 P 褐色化
1504

240．60　－　240．67 240．63 N　75W36S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1505

240．65　－　240．74 240．70 N　28W41W 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1506

240．77　－　240．84 240．80 N　l5E35W 開口割れ目 0．5 C　J 褐色化
1507

240．83　－　241．06 240．95 N　7W　67E 開口割れ日 1．0 C　j 褐色化
1508

241，03　－　241．10 241．07 N　2E　37W 明瞭割れ日 C　j 褐色化
1509

241．08　－　241．12 241．10 N　gW　24W 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1510

241．11　－　241．18 241．15 N　l5W36W 明瞭割れ目 C．h 介在物充填
1511

241，34　－　241．40 241．37 N　58W31SW 明瞭割れ目 C劫 介在物充墳
1512

241．24　－　241．79 241．52 N　84E80S 明瞭割れ目 1一面石 褐色化
1513

24】．61　－　241．68
241 ．64 N　56W36SW 明瞭割れ目 C－hj 褐色化

1514
241．65　－　241．69 241．67 N　35W22NE ヘアークラ砂 C　j 褐色化

1515
241．70　 　241．89 241．79 N　12E63E 明瞭割れ日 C一並切 褐色化

1516
241．76　・　241．84 241．80 N　31W37SW 明瞭割れ日 C－h 褐色化

1517
241．78　－　241．87 24】．83 N　2iw42W

ヘアークラック C－h 角礫状

】518 241．83　－　241．88 241．86 N　l5W28W 明瞭割れ目 C－h 褐色化

15】9 241，81　－　242．H 24】．96 N　52W72SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1520

242．25　－　242．48 242．37 N　87W67N ヘアークラ妙 C－n
1521

242．39　－　242．44 242．42 N　（沿W31N 明瞭割れ目 C　j 褐色化
1522

242．42　－　242．47 242．45 N　23W28W 明瞭割れ日 P 褐色化
1523

242．47　－　242．5】 242．49 N　44W24SW ヘアークラック C，h 褐色化
1524

242．46　－　242．54 242．50 N　52W38NE 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1525

242．58　－　242．69 242．（舛 N　46W46NE 明瞭割れ目 C 褐色化
1526

242．65　－　242，75 242．70 N　22W46E 明瞭割れ目 C－h石 褐色化

】527 242．69　－　242，76 242．73 N　lOW36W 開口割れ目 0．5 C．h 褐色化

】528 242．72　－　242，97 242．85 N　62E68N 明瞭割れ目 レh石 褐色化
1529

242、95　－　243，07 243．01 N　29W49W 明瞭割れ目 C 褐色化
1530

243，02　－　243，09 243．05 N　3SW36SW 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1531

243，05　－　243，11 243．08 N　20W33W
ヘアークラック C 褐色化

1532
243，08　－　243．15 243．12 N　64W36S 明瞭割れ日 C．nlh 褐色化

1533
243，12　－　243，21 243．17 N　2W　41W 明瞭割れ目 C．h 褐色化

1534
243，18　－　243．24 243．21 N　25W30W 明瞭割れ目 S－h 褐色化

1535
243．25　－　243．27 243．26 N　73W13S 明瞭割れ目 C－n／h 褐色化

1536
243．29　－　243．36 243．32 N　59W33SW 明瞭割れ目 C－h 角礫状

1537
243．35　－　243．36 243．36 N　43W】OSW ヘアークラック C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（30／82）

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1538
243．36　－　243．44 243．40 N　29W36W 明瞭割れ目 C－h 角礫状

1539
243．49　－　243．55 243．52 N　64W33S ヘアークラザ C－h 角礫状

1540
243．52　－　243．57 243．55 N　39W26SW 明瞭割れ目 C－h 角礫状

1541
243．56　・　243．61 243．59 N　62W27S 明瞭割れ目 C－h 角礫状

1542
243．58　－　243．65 243．62 N　74W36S 明瞭割れ目 C－h 角礫状

1543
243．63　－　243．68 243．66 N　70W26S 明瞭害1」れ［ C－h 角礫状

1544
243．69　－　243，73 243．71 N　39W25SW 明瞭割れ日 C－h 角礫状

1545
243．79　－　243，82 243．80 N　I2W2且W 明瞭割れ目 P－h 角礫状

1546
243．93　－　243，99 243．96 N　50W34SW 明瞭割れ日 P“ 褐色化

1547
243．98　－　244．10 244，（舛 N　60E49N 明瞭割れ日 P一助 褐色化

1548
244．12　－　244．17 244．15 NS　28W 明瞭割れ目 C－h 角礫状

1549
244．20　－　244．27 244．23 N　37W36SW 明瞭割れ目 C 角礫状

1550
244、25　－　244．39 244．32 N　55W55SW ヘアー妙ック S一㎡h 角礫状

1551
244．50　－　244．86 244．68 N　32W75SW 明瞭割れ目 C一醐 角礫状

1552 244．91　－　245．05 244．98 N　54W55SW ヘアークラック C 角礫状

】553 245．30　－　245．39 245．34 N　65W43N 明瞭割れ日 S－hり 角礫状
1554

245．37　－　245．42 245．40 N　27W25E 明瞭割れ日 C 褐色化
1555

245．44　－　245．45 245．45 N　lOE7E 明瞭割れ日 C－h 褐色化
1556

245，54　－　245．55 245．54 N　49W10NE 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1557

245，58　－　245．65 245．61 N　79W35S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1558

245，73　－　245．86 245．79 N　3E　52W 明瞭割れ目 C・hり 褐色化

】559 245．73　－　245，92 245．83 N　40W63NE ヘアークラック C劫 褐色化
1560

246，22　－　246，34 246．28 N　77W52S 開r1割れ目 0．5 C－h 褐色化
1561

246，28　－　246．35 246．31 N　54W38SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1562

246．32　－　246．37 246．35 N　53W31SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1563

246．38　－　246．47 246．42 N　81W40N 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1564

246．斗2　－　246．54 246．48 N　86E50S 明瞭割れ目 C．h 角礫状
1565

246．39　－　246．69 246．54 N　84E72N 明瞭害1」れ日 1－n鋤 角礫状
1566

246．45　－　246．66 246．56 N　85W65S 明瞭割れ日 C－hり 角礫状
1567

246．71　－　246．75 246．73 N　50W21SW ヘアークラック C 褐色化
1568

246．79　－　246．82 246．81 N　56W19SW 明瞭割れ日 C－h 褐色化
1569

246．88　－　246．94 246．91 N　55W30SW 明瞭割れ目 C－h石 褐色化
1570

246．94　－　246．97 246．96 N　8W　14W 明瞭割れ日 C－hり 褐色化
1571

246．77　－　247．19 246．98 N　31W77SW 明瞭割れ日 C－h石 褐色化
1572

246．99　－　247．02 247．00 N　42W17SW 明瞭割れ目 Cj 褐色化
1573

247．12　－　247．23 247．17 N　15E48W 明瞭割れ目 1－n 褐色化
1574

247．18　－　247．23 247．21 N　10W27W 明瞭割れ目 1－n
1575

247．30　－　247．33 247．32 N　86E　15S ヘアークラツク C 褐色化
1576

247．38　．　247．52 247．45 N　21W55W 明瞭割れ目 C－hり 褐色化

】577 247，45　－　247，46 247．45 N　70W10S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1578

247，55　－　247，59 247．57 N　l2W21W 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1579

247、51　－　247．67 247．59 N　21W59W 明瞭割れ目 レ功 褐色化
1580

247．32　－　247．87 247．60 N　IW　80E 明瞭割れ目 C一並助 褐色化
1581

247、60　－　247．64 247．62 N　52W24SW 明瞭割れ目 C・h 褐色化
1582

247．61　．　2博7、65 247．63 N　55W21SW ヘアークラック C 褐色化
1583

247．64　－　247．68 247．66 N　35W25SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1584

247．61　－　247．73 247．67 N　4E　51E 明瞭割れ目 C一功 褐色化
1585

247．88　－　247．88 247．88 N　89E2N 明瞭割れ目 C 褐色化
1586

247．88　－　247．91 247．90 N　66W17S 明瞭割れ目 C 褐色化
1587

247．90　－　247．98 247．94 N　75W36S 明瞭割れ目 C 褐色化
15S8

248．09　－　248．15 248．12 N　66W31S 明瞭割れ目 C．h 褐色化

158璽 248．18　－　248．22 248．20 N　6E　24E 明瞭割れ目 C 褐色化

】590 248．25　－　248．26 248．26 N　89E6S ヘアー妙ック C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（31／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（m皿） 形状 状態 コメント

1591
248．27　－　248．28 248．2a N　且OE4W 明瞭割れ目 C 角礫状

1592
248．28　－　248．33 248．30 N　62W25S 明瞭害1」れ目 C－h 角礫状

1593
248．31　－　248．37 248．34 N　88W31S 明瞭割れ目 C h 角礫状

1594
248．36　－　248．40 24S．38 N　86E25S ヘアー好ック C．n 角礫状

1595
248．39　－　248．43 248．4里 EW20S 明瞭割れ目 C－n！h 角礫状

1596
248．42　－　248，62 24呂，52 N　23W64E 明瞭割れ［ ［一h 角礫状

1597
248．50　－　248．67 24S，59 N　22W61E 明瞭割れ［ C－h 介在物充填

1598
248．57　－　248．75 24S．66 N　24W61E 明瞭割れ目 C 介在物充填

1599
249．Ol　－　249．】2 249．07 N　85W49S ヘアークラ確 C

1600
249．06　－　249．23 249．15 N　30W60NE 明瞭割れ目 C

1601
249．06　－　249．26 249．16 N　68W64N ヘァークラ砂 C

1602
249．22　－　249．33 249．28 N　73E48S 明瞭割れ目 C 褐色化

1603
249．40　－　249．44 249．42 N　30W26SW ヘアー妙ック C

16〔叫 249．42　－　249．48 249．45 N　47W30SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1605

24璽．44　－　249．49 249．46 N　46W30SW 朋瞭割れ目 C 褐色化
1606

249．47　－　249．52 249．50 N　49W25SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1607

249．50　－　249．57 249．54 N　42W33SW 開口割れ囲 0．5 s 褐色化
1608

249．56　・　249．62 249．59 N　52W32SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1609

249．61　－　249．66 249．63 N　40W27SW ヘアー好ック P
1610

249．69　－　249、71 249．70 EW　l1S 明瞭割れ目 C 褐色化
1611

24q．74　－　249．78 249．76 N　31W21SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1612

249．76　－　249．81 249．78 N　55W27SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
16B 249．78　－　249．83 249．80 N　81W26S 開口割れ目 0．5 C－h 掲色化
1614

249．78　－　249．S4 249．81 N　59W32SW 明瞭割れ目 C 掲色化
1615

249．9】　一　249．92 249．87 N　64W49S 明瞭割れ目 C 褐色化

】6i6 249．86　－　249．91 249．89 N　72W27S ヘアークラ砂 C 褐色化
1617

24璽．9】　一　249．95 249．％ N　88W23S ヘアークラック C 褐色化
1618

250．（｝4　－　250．10 250．07 N　52W29SW 開口割れ目 1．0 C 褐色化
1619

250．09　－　250．15 250．12 N　48W31SW 明瞭割れ日 C－h 介在物充填
1620

250．15　－　250．21 250．18 N　68W31S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1621

250．27　－　250．31 250．29 N　52W　lgSW 明瞭割れ目 C 褐色化
1622

250．29　－　250．34 250．31 N　54W28SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1623

250．35　－　250．41 250．38 N　50W31SW ヘアークラック C 褐色化
1624

250．25　－　250．53 250．39 N　40W71SW ヘアークラ砂 C一塒 褐色化
1625

250，38　－　250．45 250．42 N　33W37SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1626

250．49　－　250．54 250．51 N　89W26S． 開II割れ目 0．5 C．h 褐色化
1627

250．54　－　250．57 250．55 N　78W18S ヘアークラ砂 C 褐色化
1628

250．60　－　250．67 250．63 N　41W38SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1629

250．65　－　250．68 250．67 N　41W20SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1630

250．70　－　250．82 250．76 N　32W50SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1631

250．呂1　 　250．85 250．83 N　52W21SW 明瞭割れ日 s 褐色化
1632

250．93　－　250．98 250．95 N　66W29S ヘアークラック P 褐色化
1633

251．05　－　251．10 251．07 N　60W28S 明瞭割れ目 C 褐色化
1634

251．24　－　251．26 251．25 N　7田　13N 明瞭割れ目 C 褐色化
1635

251．33　－　251．37 251．35 N　lOW21W 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1636

251，47　－　251．52 251．50 N　64W29S 明瞭割れ目 C
1637

251．57　－　251，64 251．60 N　86W35S 明瞭割れ目 C
1638

251．65　－　251．77 251．71 N　70W52S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1639

251．79　－　251、85 251．82 N　79W30S ヘアークラック P．h 褐色化
1640

251．97　．　252．05 252．01 N　6】W39S 明瞭割れ日 C．h 角礫状
1641

252．09‘一　252，33 252．21 N　56W68SW 明瞭割れ目 S－h 角礫状
1642

252．22　－　252，38 252．30 N　22W59W 明瞭割れ日 C 褐色化
1643

252．32　－　252，36 252．34 N　57W22NE ヘアークラック P－n



DH－12号孔不連続面一覧表（32／82）

番号 L端深度一下端深度 rl・間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1644
252．43　－　252．46 252．44 N　23W17E 明瞭割れ目 C 褐色化

1645
252．53　－　252．58 252．56 N　25W25W 明瞭割れ目 C 褐色化

1646 252．61　－　252，（辮 252．62 N　54W　j5SW ヘアークラ砂 C 褐色化
1647

252．58　－　252．80 252．69 N　35W66NE 明瞭割れ日 S－h 褐色化
1648

252．66　－　252，73 252．70 N　4W　38E ヘアークラック C．h 褐色化
1649

252．69　－　252．78 252．73 N　IW　44W 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1650

252，80　－　253．12 252．％ N　27W73W 明瞭割れ目 卜h石 角礫状
1651

252，90　－　253．24 253．07 N　52W74SW 明瞭割れ目 1一岬j 褐色化
1652

253，16　－　253．19 253．i7 N　83E　I7N ヘアー帰ック C・h 褐色化
1653

253，25　－　253．64 253．45 N　5呂W76NE ヘアークラツク S－h 褐色化
1654

253，61　－　253．97 253．79 N　17E75E
ヘアークラツク 1－h 褐色化

1655
253．61　－　254．54 254．07 N　77E84N 明瞭割れ目 1－h麺 介在物充填

1656
254．04　－　254．16 254．10 N　86W51N 流理構造 C

1657
254，16　－　254．】9 254，1呂 N　73W21S

ヘアークラック C－hσ 褐色化
1658

254，27　・　254，37 254．32 N　56W45SW 明瞭割れ目 C・n嫡 介在物充填
1659

254．39　－　254，49 254．44 N　83W45S 明瞭割れ目 C　j 褐色化
1660

254．44　－　254．5】 254．47 N　46E37NW 明瞭割れ目 C 褐色化
1661

254．48　－　254．61 254．55 N　27E55W 明瞭割れ目 C 褐色化
1662

254．66　－　254．69 254．68 N　82W　lgS 明瞭割れ目 P 褐色化
1663

254．85　－　254，86 254．85 N　llW　lOW 明瞭割れ目 C 褐色化

16〔叫 254．95　－　255．Ol 254．98 N　17E30W 明瞭割れ目 C一助 褐色化
1665

254．S8　－　255．22 255．05 N　74E74S 明瞭割れ目 レ瑚 褐色化
1666

255．16　－　255．27 255．22 N　76W49S 明瞭割れ目 C－h石 介在物充填
1667

255．22　－　255．34 255．28 N　75W51S 明瞭割れ目 C蛸 介在物充填
1668

255．2呂　一　255．40 255．34 N　68W49S ヘアー妬妙 C－h石 褐色化
1669

255．42　－　255．53 255．47 N　53W49SW ヘアークラック C 褐色化

】670 255．48　－　255．63 255．56 N　66W56S
ヘア・一クラック C－hd 褐色化

1671
255．68　－　255．74 255．71 N　61W31S 明瞭割れ日 C－hり 褐色化

1672
255．75　－　255．79 255．77 N　87E25N 明瞭割れ目 C一帽」 褐色化

1673
255，12　－　256．52 255．82 N　61W86S 明瞭割れ目 Ln胡 褐色化

1674
255．85　－　255．91 255．88 N　8SE29N 明瞭割れ［ C－n燭 褐色化

1675
255．88　－　256．05 255．97 N　77W61S 明瞭割れ目 S胡 介在物充填

1676
256．12　－　256．37 256．25 N　52W69SW 明瞭割れ目 C一助 介在物充填

1677
256．19　－　256．39 256．29 N　43W64NE 明瞭割れ目 C劫 介在物充填

1678
256、27　－　256．34 256．30 N　36W35SW 明瞭割れ目 Cj 褐色化

1679
256．28　－　256．36 256．32 N　34W39SW 明瞭割れ目 C　j 褐色化

1680
256，48　－　256．67 256．58 N　74W63S 明瞭割れ目 S・》h石 褐色化

1681
256，71　・　256．92 256．81 N　16W65E 明瞭割れ日 C・h 介在物充填

1682
256．96　－　256．98 256．97 N　77Wl1S 明瞭割れ目 C 介在物充填

1683
256．85　－　257．15 257．00 N　66W72N 明瞭割れ目 C蛸 介在物充填

1684
257，00　・　257．02 257．01 N　71W14S 明瞭害1」れ目 C＝1 介在物充填

1685
257，03　－　257．（舛 257．03 N　74W7S ヘアークラック C　j 介在物充填

1686
257．04　－　257．（舛 257．04 N　38E3SE ヘアー妙砂 C　j 介在物充填

1687
257．32　－　257．34 257．33 N　8W　12W 明瞭割れ目 P 褐色化

1688
257．36　－　257．37 257．37 N　81W7S ヘアークラック C

1689
257．25　－　257．65 257．45 N　71E76N ヘァー好ック P　j

1690
257．44　－　257．47 257．45 N　63E　l8N 明瞭割れ目 C 褐色化

1691
257．48　－　257．54 257．51 N　67W3〔）S 明瞭割れ目 C 褐色化

1692
257．63　－　257．63 257．63 N　83E　3S ヘアークラツク C 褐色化

1693
257．71　－　257．76 257．74 N　65W30S ヘアークラツク P 褐色化

1694
257．72　－　257．78 257．75 N　79E35S 明瞭割れ目 P 褐色化

1695
257．74　－　257，8】 257．77 N　80E34S ヘアー妙ザ P 褐色化

監696 257．76　－　257．82 257．79 N　74E　32S 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（33／82）

番号 上端深度一ド端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

1697
257．77　－　257．85 257．呂1 N　87W41S 朋瞭割れ目 P 褐色化

1698
257．97　－　257．98 257．98 N　3W　10E 明瞭割れ目 Cj

1699
257．82　 　258．17 258．（X〕

N　77E74N 朋瞭割れ目 Cj 褐色化
1700

257．98　－　258．03 258．00 N　85W27S 明瞭割れ目 Cj
1701

258．05　－　258．15 258．io N　74W45S 開口割れ目 1．0 C 居相境界
1702

258．28　・　258．37 258．33 N　71W44S 明瞭割れ臼 C 褐色化
1703

258．32　－　258、40 258．36 N　37W40NE 流理構造 C
1704

258，56　－　258．65 258．61 N　83W43S 明瞭割れ目 C 介在物充填
1705

258．64　－　258，76 258．70 N　60E51N 明瞭割れ目 C 褐色化
1706

258，78　－　258，91 258．S4 N　74W54S ヘアークラック C－n 褐色化
1707

259，04　・　259．15 259．10 N　56W4呂SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1708

259、19　－　259．28 259．24 N　71W45S 明瞭割れ目 P胡 介在物充填
j709

259，23　－　259，29 259．26 N　84W29S ヘアークラック C 褐色化
1710

259，26　－　259．30 259．28 N　80W21N 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1711

259．28　－　259．33 259．31 N　76W26N 明瞭割れ目 C－b 褐色化
1712

259．30　－　259．37 259．34 N　69W32N 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1713

259．31　－　259．45 259．38 N　59W55NE 明瞭割れ目 C 頃 褐色化
1714

259．39　－　259．44 259．42 N　21E25W 明瞭割れ日 C胡 褐色化
1715

259．42　－　259．52 259．47 N　61W45S 明瞭割れ目 C－hσ 褐色化
1716

259．42　－　259．66 259．54 N　52W68SW 明瞭割れ目 C劫 褐色化
1717

259．54　－　259．59 259．57 N　59W27SW ヘアークラック P－h 褐色化
1718

259．57　・　259．60 259．58 N　43W13NE 明瞭割れ目 C－hり 褐色化
1719

259．63　・　259．64 259．64 N　84E8S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1720

259．69　－　259．73 259．71 N　72W23N 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1721

259．76　－　259．80 259．78 N　84E25S 開口割れ目 0．5 且一h 褐色化
1722

259．84　－　259．86 259．呂5 N　82W12S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1723

259．85　・　259．88 259．87 N　65E　】6S 開口割れ目 0．5 C 褐色化
1724

259．名7　－　259．89 259．88 N　80E　14S ヘアークラック C－h 褐色化

｝725 259，93　－　259．96 259．95 N　78E　12S ▽一クラック C 褐色化

玉726 259．叫　　・　259．98 259．96 N　59W23SW 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1727

259．97　・　259．99 259．98 N　70E8S 明瞭割れ団 C－n 褐色化
172S

260．00　－　260．04 260．02 N　72W21S 明瞭割れ目 C一功 褐色化
1729

260．00　－　260，05 260．02 N　19E27W 開口割れ目 1．5 C劫 褐色化
1730

260，16　－　260，21 260．19 N　84W25S ヘアークラ畝 P
1731

260．21　－　260．26 260．23 N　80W28S 明瞭害1」れ目 P 褐色化
1732

260．32　・　260．42 260．37 N　88W44S 開口割れ目 1．0 C 褐色化
1733

260．42　－　260．45 260．44 N　80W20S 明瞭割れ目 C 褐色化
1734

260，41　－　260，49 260．45 N　74W38S 朋瞭割れ目 C　j 褐色化
1735

260．48　－　260．58 260．53 N　62W45S 明瞭割れ目 C 褐色化
1736

260．53　－　260．〔叫 260．58 N　46W48SW ヘアークラザ C 褐色化
1737

260．60　－　260，67 260．63 N　3W　36W ヘアー姫砂 P 褐色化

」738 260．67　－　261．13 260．90 N　13W78E 明瞭割れ目 P 介在物充填
1739

260．89　－　26】．03 260．96 N　】2W56E 流理構造 C
1740

260．98　－　261．〔鴎 26隻．02 N　36W40SW ヘアークラ捗 C　j 褐色化
1741

26〔｝．92　－　261．35 261．】4 N　8W　77E 明瞭割れ目 C－n 褐色化
1742

261．11　・　261．43 261．27 N　8E　73E 明瞭割れ目 C－hり 介在物充填

］743 261．27　－　261．49 261．38 N　41W66NE 明瞭割れ日 C認助 介在物充填
1744

261．38　－　261．42 261．40 N　48W23SW 明瞭割れ目 C－hり 介在物充填
1745

261．39　－　261．43 261．41 N　38W23SW 明瞭割れ目 C－n／助 介在物充填
1746

261．57　－　26L62 261．59 N　64W26S 明瞭割れ目 C 褐色化
1747

261．57　－　261．63 261．60 N　65W28S 明瞭割れ目 P 褐色化
1748

261．62　－　261．63 26】．63 N　53W4NE ヘア咳ラ砂 C 褐色化
1749

261．75　－　261．77 261．76 N　IW　l7W 明瞭割れ［ C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（34／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

】750 261．85　－　261．87 261．86 N　73E　｝3S ヘアークラック C 褐色化
1751

261，Sl　－　262，06
26L94

N　gW　69W 明瞭割れ目 C胡 褐色化
1752

26i，92　－　261．97 261．95 N　44W29SW
ヘアークラック P 褐色化

】753 26】，89　－　262．03 261．96 N　l1W54E 流理構造 C
1754

261．97　－　262．OO 261．99 N　21W17W ヘアー万ツク P 褐色化
1755

262．06　－　262．26 262．16 N　34W63SW 明瞭割れ目 C一萌 褐色化
1756

262、05　－　262．37 262．21 N　23W73W 明瞭割れ囲 C一哨 褐色化
1757

262．且9　－　262．33 262．26 N　2E　56E 明瞭割れ目 C一鳩 褐色化
1758

262．34　－　262．42 262．38 N　49W39SW 明瞭割れ目 C－h弓 褐色化
1759 262．43　－　262．51 262．47 N　71W40S 明瞭割れ目 C 褐色化
1760

262．46　－　262．55 262．50 N　66W40S 明瞭害1」れ目 C 介在物充填
1761

262．54　－　262．59 262．57 N　54W29SW ヘアークラ砂 C 褐色化
1762 262．47　－　262，81 262．64 N　3W　74E 明瞭割れ目 C劫 介在物充填
1763

262．61　－　262，68 262．65 N　42W35SW 明瞭割れ目 P 褐色化
1764

262，66　－　262．73 262．70 N　69W36S 明瞭割れ目 C 褐色化
1765

262，61　－　262．95 262．78 N　47E74NW 明瞭割れ目 C　j 褐色化
1766

262．79　－　262，86 262．82 N　17W36W 明瞭割れ目 C－h石 褐色化
1767

262．92　・　262．99 262．96 N　52W35SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1768

262．99　－　263．12 263．06 N　54W54SW 明瞭割れ目 1蛸 褐色化
1769

263．10　－　263．21 263．15 N　55W49SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1770

263．19　－　263．38 263．29 N　66W62S ヘアークラック C 褐色化
1771

263．33　－　263．44 263．39 N　25W48W ヘアー姪砂 C 褐色化
1772

263．19　－　263．65 263．42 N　74E78N 明瞭割れ目 且一IV輔 褐色化
1773

263．39　－　263、47 263．43 N　26W39W ヘアークラ砂 C 褐色化
1774 263．42　－　263，50 263．46 N　16W40W ヘアークラ妙 C 褐色化
1775

263．31　 　263，82 263．56 N　lOW79W ヘアークラ妙 1 褐色化
1776

263．71　－　263，80 263．75 N　82W42S ヘアークラツク C 褐色化
1777

263．53　－　264，09 263．81 N　19E80E ヘアー妙砂 C 褐色化

】778 263．89　－　263．92 263．91 N　呂2E21S ヘアー好砂 C 褐色化

】779 263．92　－　263，93 263．92 N　50E6SE ヘア畝ラ砂 C
1780

264，01　－　264．05 264．03 N　gW　21W 明瞭割れ目 C 褐色化
1781

264，05　－　264．08 264．07 N　28E　l5E 明瞭割れ目 C 褐色化

】782 264，07　－　264．10 264．09 N　64E　14S 明瞭割れ目 C 褐色化
1783

264，13　－　264．15 264．14 N　5】WgSW ヘアークラック C 褐色化

】784 264，】5　－　264．19 264．17 N　89W22S ヘアークラザ C 褐色化
1785

263，94　－　264．〔鴻 264．29 N　65E82N 明瞭割れ目 1一㎡頃 褐色化
1786

264．29　－　264．30 264．30 N　81E　gS 明瞭割れ［ C 褐色化
1787

264．34　－　264．40 264．37 N　61W29S 明瞭割れ目 C 褐色化
1788

264．39　－　264．43 264．41 N　72W21S 明瞭割れ目 C 褐色化

17呂9 264．51　－　264．54 264．52 N　77W18S ヘアークラ砂 P 褐色化
1790

264．58　－　264．60 264．59 N　86E　12S 明瞭割れ目 C 褐色化
1791

264．65　－　264．67 264．66 N　70E　9S 明瞭割れ昌 P 褐色化
1792

2（レ4．66　－　264．69 264．68 N　llE　l6E ヘアークラック C 褐色化
1793

264．77　－　264．82 264．79 N　82W26S 明瞭割れ目 C 褐色化
1794

264．87　－　264．94 264．90 N　68W34S 明瞭割れ目 C 褐色化

且795 264．8】　一　265．】】 264．％ N　63W72N 明瞭割れ目 C－h弓 褐色化
1796

264．92　－　265．（〕3 264．98 N　76E48S 明瞭割れ目 C　j 褐色化

墨797 264．96　－　265，02 264．99 N　78E32S 明瞭割れ目 C　j 褐色化
1798

265．Ol　－　265．07 265．04 N　31W33SW 壌界面 C 岩相境界
1799

265．12　－　265．16 265．14 N　72W24S 明瞭割れ目 P．h 褐色化
1800

265．18　－　265，24 265．21 N　61W30S ヘアー妙ツク P 褐色化
1801 265．21　－　265，28 265．25 N　71W35S ヘアークラック P 褐色化

】802 265．23　－　265，30 265．27 N　73W36S 明瞭割れ日 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（35／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

1803
265．25　－　265．32 265．28 N　72W34S 明瞭割れ目 P 褐色化

1804
265．37　・　265，44 265．41 N　55W34SW 朋瞭割れ目 P 褐色化

1805
265．41　・　265，47 265．44 N　6】W32S ヘアー好ック P 褐色化

1806
265，47　・　265，53 265．50 N　72W30S 朋瞭割れ目 P 褐色化

1807
265，50　－　265，58 265．54 N　55W38SW 開口割れ目 1．0 C－h 褐色化

1808
265，54　－　265，62 265．58 N　84W39S ヘアー姪ック C 褐色化

1809
265，64　－　265．73 265．68 N　73W44S 明瞭割れ目 P．h 褐色化

1810
265．67　－　265．75 265．71 N　53W39SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化

1811
265．83　－　265．89 265．86 N　84W32S 明瞭割れ目 C 褐色化

1812
265，31　－　266．43 265．87 N　38W85NE ヘアークラック 且一n／助 褐色化

1813
265．63　－　266．】9 265．91 N　86E80N 明瞭割れ目 卜nlhな 褐色化

1814
265．呂9　－　266．06 265．98 N　57W60NE 明瞭割れ目 P－hj 介在物充填

1815
265．94　－　266．02 265．98 N　55W40SW 明瞭割れ目 C－nlhり 介在物充填

1816
266．10　－　266．14 266．12 N　5〔）W23SW ヘア畝ラ砂 C 褐色化

1817
266．14　－　266．17 266．16 N　43W】5SW ヘアークラック C 褐色化

18i8
266．31　－　266．37 266．34 N　76W30S 明瞭割れ目 P 褐色化

1819
266．33　－　266．39 266．36 N　64W33S 明瞭害1」れ目 P 褐色化

1820
266．40　－　266．47 266．43 N　61W36S 明瞭割れ目 C 褐色化

1821
266．42　－　266．49 266．46 N　56W36SW 明瞭割れ目 C 褐色化

1822
266．44　－　266．51 266．48 N　70W33S ヘアークラ砂 C 褐色化

1823
266．23　－　266．85 266．54 N　26W81E 明瞭割れ目 1・hj 介在物充填

1824
266．59　・　266．68 266．63 N　60W43S 明瞭割れ目 C－h 介在物充填

1825
266．66　－　266．73 266．70 N　61W36S 朋瞭割れ日 C－h 介在物充填

1826
266．68　－　266．84 266．76 N　26W58W 朋瞭割れ目 C－h 介在物充填

1827
266．72　－　266．90 266．8】 N　51W61SW ヘアークラ砂 C 褐色化

1828
266．95　－　267．監2 267．04 N　4E　60E ヘアー姫砂 P 褐色化

1829
267．40　－　267．52 267．46 N　59E50NW ヘアークラ砂 s－n 褐色化

1830
267．44　－　267．54 267．49 N　61W45S 明瞭割れ目 C 褐色化

18き1 267．49　－　267．58 267．54 N　容5E42N 境界面 P 岩相境界
1832

267．63　－　267．68 267．66 N　20W24W
ヘアークラック P 褐色化

1833
267．56　－　267．84 267．70 N　17W71E 明瞭割れ目 C　j 介在物充填

1834
267．66　－　267．75 267．71 N　25W43W

ヘアークラック C 褐色化
Is35

267．70　－　267．83 267．77 N　32W54SW 境界面 C 岩相境界
1836

267．85　－　267．90 267．88 N　53W29SW ヘアークラツク C 褐色化
1837

267．95　－　268．Ol 267．98 N　82W33S 明瞭割れ日 C劫 褐色化
1838

268．05　－　268．12 268．0呂 N　73W35S 明瞭割れ目 C劫 褐色化
1839

268．09　－　268．16 268．13 N　45W33SW 明瞭割れ目 C－h 介在物充填
1840

268，10　－　268．46 268．28 N　34W75NE ヘァークラック 卜nノ切 褐色化

］S41 268．33　－　268、79 268．56 N　50W78NE 明瞭割れ目 1－n／h麺 介在物充填

1呂42 269．目　　一　269．且7 269．14 N　88W33S ヘアークラツク C
1843

269，20　－　269．26 269．23 N　4E　32W ヘアー姪砂 C－h 褐色化
1844

269．22　・　269．48 269．35 N　36W69SW ヘァークラ砂 C．h 角礫状
1845

269，36　－　269、41 269．39 N　22W26W
ヘアークラック C 角礫状

】846 269．38　－　269，43 269．41 N　27W26W
ヘアークラック C 角礫状

1847
269．4】　一　269．47 269．44 N　49W31SW ヘアークラック C

】848 269．45　－　269．49 269．47 N　56W21SW ヘアークラ砂 C 角礫状
1849

269，60　－　269．66 269．63 N　21W29W 明瞭割れ目 C 褐色化

】850 269，7】　一　269．78 269．74 N　40E34SE 朋瞭割れ日 C 褐色化
1851

269，69　－　270．12 269．90 N　24W77W ヘアークラ砂 1－n制 褐色化
1852

269．65　－　270．20 269．92 N　15E80E 明瞭割れ目 C－n 褐色化
1853

270．15　 　270．36 270．26 N　36W65NE 明瞭割れ目 C 介在物充填
1854

270．27　－　270．43 27（レ．35 N　32W59SW ヘアークラック C 褐色化
1955

270，37　－　270．47 270．42 N　20W46W 明瞭割れ目 C－h 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（36／82〉

番号 上蠕深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（m皿） 形状 状態 コメント

1呂56 270．05　－　270．98 270．51 N　8E　84E 明瞭割れ目 1－nノ坊 介在物充填

1呂57 270．53　－　270．59 270．56 EW31S 明瞭割れ目 C 褐色化
i858

27〔｝．58　－　270．64 270．61 N　71E30S ヘアークラック C 褐色化
1859

270．74　－　270，80 270．77 N　65W32S ヘアークラック C 褐色化
1860

270．81　－　270，90 270．85 N　87E43S 明瞭割れ目 C－h 角礫状
1861

270．77　－　271，23 2刀，00 N　56W78NE 明瞭割れ目 卜h櫛 褐色化
1862

271．14　－　271，33 271．24 N　27W63E ヘアークラック S 褐色化
1863

271，28　－　271，34 27盈，31 N　21W32W 明瞭害1」れ日 C胡 介在物充填
1864

271，38　－　271，40 271．39 N　72W　l4S ヘアークラック C－h 褐色化
1865

271，49　－　271．74 271．61 N　iOW68E 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1866

270，70　－　272．57 27】．〔叫 N　66W87N 明瞭割れ［ 1－n／hな 褐色化
1867

271．66　－　271．75 271．71 N　66W41S 明瞭割れ目 C－b 角礫状
1868

271．75　－　271．85 271．80 N　34E45SE ヘアー妙砂 C 褐色化
1869

271．77　－　271．89 271．83 N　83W52S ヘァークラ妙 C 褐色化
1870

271．68　－　272．ll 271．90 N　79W77S ヘアークラ卿 C－h
1871

272．09　－　272．65 272．37 N　82E80S 明瞭割れ目 1－n勧 介在物充填
1a72

272．48　－　272，53 272．50 N　60W29S 明瞭割れ目 C 介在物充填
1873

272．54　－　272，59 272．57 N　62W25S 明瞭割れ目 C 介在物充填
1874

272．58　－　272．6】 272．59 EW　20S ヘアークラック C．h 褐色化
i875

272．64　－　272．67 272．66 N　61W　l6S ヘアークラック C
1876

272．88　－　272．92 272．90 N　66W19S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1877

272．90　－　272．91 272．91 N　IW　8W 明瞭割れ目 S－h 褐色化
1878

272．99　．　273．00 272．99 N　74E7N ヘアークラ砂 C 褐色化

1呂79 273．02　・　273．05 273．〔噂 N　17E　19W 明瞭割れ目 1－h 褐色化

1菖80 272．97　．　273．24 273．10 N　58E70SE ヘア・ 姫ック C 褐色化
1881

273．06　－　273．16 273．11 N　15E45W 明瞭割れ目 C－hな 褐色化

1呂82 272．97　－　273．31 273．】4 N　34W74NE 明瞭割れ目 C－1垢 褐色化
1883

273．16　－　273．27 273．21 N　59W48SW ヘァークラック C・n瑚 褐色化
1884

273．13　－　273、32 273．23 N　IW　62E ヘァークラック C一呼哺 褐色化
1885

273．26　－　273．33 273．30 N　43W33SW 明瞭割れ日 C一頃 褐色化
1886

273．24　－　273．56 273．40 N　29W73E 開口割れ目 1．5 S胡 褐色化
1887

273．35　－　273．50 273．43 N　19E56E ヘアークラック

C認岡 褐色化
1888

273．55　－　273．61 273．58 N　62W31S 明瞭害1」れ日 C 褐色化
1889

273，62　－　273．65 273．63 N　66W21S 明瞭割れ目 C 褐色化
1890

273．66　－　273．73 273．70 N　23W37W ヘアー万ツク C 褐色化
1891

273，69　－　273．78 273．74 N　58W40SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1892

273，73　－　274．01 273．87 N　49W71NE 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1893

273，S6　－　273．91 273．88 N　30W28SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1894

273，S9　－　273．95 273．92 N　80W31S 明瞭割れ目 C．h 褐色化
1895

273，90　－　274．03 273．97 N　62W54S 明瞭割れ目 C劫 褐色化
1896

273，98　・　274．03 274．01 N　86E28N 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1897

273，85　・　274．17 274．01 N　28W73E 明瞭割れ目 C。n〆h 介在物充填
1898

273，99　－　274．10 274．05 N　49W47SW 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1899

274、10　－　274．16 274．13 N　61W29S 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1900

274．17　－　274．22 274．19 N　16E　25W 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1901

274．07　－　274．4】 274．24 N　4E　74E 明瞭割れ目 C－n鋤 角礫状
1902

274、23　－　274．38 274．31 N　47W57SW 明瞭割れ目 C一め 褐色化
1903

274．19　－　274．49 274．34 N　86W72N 明瞭割れ日 C－h 褐色化
19（叫 274，35　－　274．48 274．41 N　84W53S 明瞭割れ目 S一助 介在物充填
lgo5

274．23　－　274．62 274．42 N　52W76NE 明瞭割れ日 C．h 角礫状
1906

274．38　－　274．56 274．47 N　64W6is 明瞭割れ目 S－b 介在物充填
1907

274．51　－　274．57 274．54 N　81E29S 明瞭割れ目 C－h 介在物充填
1908

274．50　－　274．77 274．64 N　79E70S 朋瞭割れ日 C・n 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（37／82〉

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1909
274．61　・　274．93 274．77 N　77W73S 明瞭割れ日 C 介在物充填

1910
274．84　－　274．90 274．87 N　64W32S 明瞭割れ日 C－h 褐色化

1911
275，03　－　275．10 275．06 N　44E36NW ヘアークラック C

1912
275．07　－　275．62 275．34 N　82W80S 明瞭割れ目 C 褐色化

1913
275．40　－　275、48 275．44 N　15E40W ヘアークラック C

1914
275．48　－　275．62 275．55 N　59W56SW 開口割れ目 1．o C 褐色化

1915
275．67　－　275，79 275．73 N　53W51SW 明瞭割れ目 C

1916
275．76　－　275，88 275．82 N　7E　50W 流理構造 P

1917
275．99　－　276，07 276．03 N　54W39SW 明瞭割れ日 C

1918
276．】9　－　276，3呂 276．28 N　24W62E 破砕帯上盤 C 介在物充填

1919
276．54　－　276．82 276．68 N　8W　71E 破砕帯下盤 C 角礫状 マサ状

1920
276．66　－　276．84 276．75 N　64W62S 明瞭割れ目 C 褐色化

里921 276．77　－　276．88 276．82 N　43W47SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1922

276．90　－　276．95 276．93 N　53W30SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1923

276．95　－　277．01 276．99 N　50W34SW 明瞭割れ目 C 介在物充填
1924

277．（レ6　－　277．14 277．10 N　51W40SW 明瞭割れ目 C 介在物充填
1925

277．15　－　277．21 277．18 N　35W32SW 明瞭割れ目 C 介在物充填
1926

277．11　－　277．41 277．26 N　I6W72E 明瞭虫Ijれ目 C 介在物充填
ig27

277．23　－　277．32 277．27 N　75W42S 明瞭割れ目 C 介在物充埴
ig28

277．29　・　277．33 277．31 N　66W25S 明瞭割れ日 C 介在物充填
1929

277，43　－　277．48 277．46 N　89E23N ヘアークラック C
1930

277．48　－　277．52 277．50 N　60W25S 明瞭割れ目 C 介在物充填
1931

277，49　－　277．55 277．52 N　34W31SW 明瞭割れ目 C 褐色化
1932

277．61　－　277．69 277．65 N　58W39SW 明瞭割れ日 C
1933

277，72　－　277．75 277．73 N　31W】9SW 明瞭割れ目 P 介在物充填
1934

277，76　－　277．82 277．79 N　76W30S 明瞭割れ目 P 介在物充填
1935

277．80　－　277．84 277．82 N　40W暑9SW 開ロ割れ目 1．0 P
1璽36 277，96　－　278．04 278．00 N　80W3呂S 明瞭割れ目 C
1937

278，09　－　278．18 278．13 N　53W44SW 明瞭割れ目 C
1938

278．26　－　278．35 278．31 N　78W42S 開口割れ日 1．5 S
1939

278．42　－　278．48 278．45 N　85E35S 明瞭割れ目 C 褐色化
1940

279．Ol　・　279．26 27q．13 N　24E69E 明瞭割れ日 1 介在物充填
1941

279．】4　－　279．23 279．19 N　72W44S 明瞭刮れ［ C 褐色化

】942 279，22　－　279，24 279．23 N　26W14E ヘアークラフク C
1943

279，35　－　279，41 279．38 N　64W29S 明瞭割れ目 C 褐色化
1944

279．42　－　279．46 279．44 N　22E　24W ヘアークラツク 1 褐色化
1945

279、47　・　279．56 279．51 N　43W42SW 開口割れ日 0．5 P 褐色化
1946

279．50　－　279．59 279．55 N　79E41S 明瞭割れ日 C
1947

279．53　－　279．64 279．58 N　36W48SW 朋瞭割れ日 1 褐色化
1948

279．51　－　279．76 279．64 N　28W68E 明瞭割れ日 S 角礫状
1949

279，73　－　279．79 279．76 N　55W30SW 明瞭割れ目 C
1950

280．07　－　280、31 280．19 N　7W　67E 明瞭割れ目 C．h 角礫状
1951

280．45　－　280．54 280．50 N　67W40S 明瞭割れ目 1 褐色化
1952

280．54　－　280，67 280．61 N　70W54S ヘアークラック 1，h 褐色化

】953 28（｝．75　－　280，82 280．79 N　l7W34W 明瞭割れ目 P．h 褐色化

】954 28（｝．78　－　280，83 280．80 N　6W　26W 明瞭割れ目 P h 褐色化

】955 280．91　－　280，93 280．92 N　18W14W 明瞭割れ目 P．h 褐色化
1956

280，94　－　2SO，97 280．96 N　21W19W 明瞭割れ目 P．h 褐色化

」957 280，95　－　280，99 280．97 N　12W20W 明瞭割れ日 P－h 褐色化
1958

28且．03　－　281，16 281．09 N　26W54W 明瞭割れ目 C．h 褐色化

】959 28且．02　－　281，23 281．18 N　14W50W ヘアークラック 1－h 褐色化

】960 28且．21　－　281，27 281．24 N　gW　31W ヘアークラック C－nlh 褐色化
1961

281，31　－　281，35 281．33 N　21W25W ヘアークラック C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（38／82）

番号 上蛇深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

1962
281．39　－　281．42 281．41 N　43W20SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化

1963
281．59　－　281．72 281．65 N　48W53SW 明瞭割れ目 S－h 褐色化

1％4 282．05　－　282．16 282．11 N　71W48S 明瞭割れ目 S－h 褐色化
1965

281．95　－　282．29 282．12 N　75E74N 明瞭割れ［ 1－h 褐色化
1966

2呂2．18　－　2S2．24 282．21 N　83W30S
ヘアークラック P．h 褐色化

1967
282．23　・　282．30 282．27 N　31W35SW 明瞭害1」れ目 夏一h 褐色化

1968
282．29　・　282．42 2S2．35 N　51W53SW 明瞭割れ目 S－h 褐色化

1969
282．42　・　282．47 282．44 N　39W28SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化

1970
282．53　－　282．66 2S2．60 N　89E53S 明瞭割れ目 S－h 褐色化

1971
282．84　－　282．92 282．88 N　61W39S ヘアークラ砂 C．nlh 褐色化

1972 282．91　－　283．01 282．96 N　74W45S 明瞭割れ目 1－h 褐色化
1973

282．96　．　283．09 283．03 N　82E53N 流理構造 C
1974

283．26　－　283．43 283．35 N　31E59NW 明瞭割れ目 C 褐色化
1975

283．58　－　283．62 283．60 N　80W21S 明瞭割れ目 P、h 褐色化
1976

284．09　－　284，16 284．13 N　76E34N 明瞭割れ目 C 褐色化
1977

284，51　－　284，85 284．68 N　78E74S 明瞭割れ目 1－h 褐色化
1978

285，10　－　285，34 285．22 N　86W63S 明瞭割れ［ 1 褐色化
1979

285，33　－　285，37 285．35 N　8E　ISW 明瞭割れ日 P－h 褐色化
1980

285，41　－　285．64 285．52 N　31E67SE 明瞭割れ目 S－h 褐色化
1981

2呂5，53　－　285．65 285．59 N　9E　51E 明瞭割れ目 C－h 褐色化
1982

285．69　－　285，73 285．71 N　78W21S 流理構造 P
1983

285．76　・　285．96 285．86 N　65W63N 明瞭割れ目 1－h 褐色化
1984

285．99　－　286．28 2S6．13 N　45E71SE 明瞭割れ目 s一頃 褐色化
1985

2S6，21　－　286，25 286．23 N　29W25W ヘアークラ殖 1一助 褐色化
1996

286，12　－　286．37 286．25 N　51E68SE 明瞭割れ目 1一助 褐色化
1987

286．35　－　286．55 286．45 N　48E64SE 明瞭割れ目 1－h 褐色化

」988 286．76　－　286．81 2S6．78 N　79W27N 明瞭割れ目 1－h 褐色化
1989

286．79　－　286．80 286．80 N　49E6NW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
1990

286．82　－　286．84 2呂6．83 N　76E10N 明瞭割れ目 P・h 褐色化
1991

2S6．93　－　286．95 286．94 N　56W13SW 明瞭割れ目 P．h 褐色化
1992

286．95　－　286．97 286．96 N　64W12S 開口割れ目 1．0 P 褐色化
1993

287．06　－　287．07 287．07 N　50WgSW 開目割れ目 0．5 P 褐色化
1994

287．24　－　287．26 2呂7．25 N　15W12W 開口割れ目 0．5 P 褐色化
1995

287．29　－　287．31 287．30 N　40W12SW 明瞭割れ目 C－n！h 褐色化
1996

287．34　－　287，35 287．35 N　l1W4E 明瞭割れ［ 1－h 褐色化
1997

287．51　－　287，53 287．52 N　7E　l2E ヘアークラザ P 褐色化
1998

287．77　－　287，呂0 287．79 N　21E　l5W ヘアークラック P－h 褐色化
1999

287，Sl　－　287，82 287．82 N　64W6S ヘアークラ砂 P－h 褐色化
2000

287，82　－　287，84 287．83 N　SW　呂W 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2001

287．93　－　287．96 287．95 N　70E　BS 開口割れ目 0．5 P－h 褐色化
2002 288，00　－　288．04 288．02 N　89E　l8S 開口割れ目 0．5 P 褐色化
2003

288，26　－　288．44 288．35 N　42E62SE 明瞭割れ目 1一助 褐色化

鼎 288，41　－　288，44 288．43 N　88E　l6S ヘアークラック P－hり 褐色化
2005

288．35　－　288．5丑 288．43 N　30W59NE 明瞭割れ目 【一閏 褐色化
2006

288．43　－　288．48 288．46 N　60W27S ヘアークラザ 卜h石 褐色化

㎜7 288．47　．　28呂．54 288．51 N　40W34SW ヘアー好ガ C一岡 褐色化
200S

288．52　－　288．59 288．55 N　21W38W 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2009

2呂8．58　－　288．62 288．60 N　34W2旦SW ヘアークラック 1－h 褐色化
2010

2S8．63　－　2呂8．67 288．65 N　57W23SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2011

2言8．65　－　288．6呂 298．67 N　46W22SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2012

288．67　－　2呂8，71 288．69 N　79E22S 開口割れ囲 0．5 P－h 褐色化
2013

288．8呂　一　288．90 288．89 N　25W15E 明瞭割れ目 S－n胡 褐色化
2014

288，92　－　288，93 28呂．93 N　54W6NE 明瞭割れ目 L頃 褐色化



DH－12号孔不連続面一一覧表（39／82）

番号 上端深度 下端深度 中11深度 走向傾斜 区分 幅（m皿） 形状 状態 コメント

2015
288．8】　一　289，15 2S8．98 N　54E74SE 明瞭割れ日 P－hな 褐色化

2016
289．00　－　289．03 289．02 N　28W　l4W 明瞭割れ目 1－h石 褐色化

2017
288．94　 　289，33 289．14 N　67E76S 明瞭割れ目 1一図 褐色化

2018
289．63　－　289，66 289．64 N　12W18W ヘアークラ殖 P，h 褐色化

2019
289，83　－　289，87 289．85 N　4E　20W 開口割れ目 LO

P－hな 褐色化
2020

289．83　－　290．23 290．03 N　gW　76E 開日割れ目 0．5 C－hり 褐色化
2〔｝21 290．19　－　290．23 290．21 EW　24S 明瞭割れ目 1－nlh噸 褐色化
2022

290，27　－　290，63 290．45 N　4E　75E 開口割れ目 1．5 1一助 褐色化
2023

290，69　－　290．76 290．72 N　41E35NW 開口割れ目 0．5 P－h 褐色化
2024

290．78　・　290、82 290．80 N　46E22NW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2025 290．S4　－　290，87 2璽0．85 N　49E　14NW 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2026 29〔）．88　－　290．91 290．89 N　70W13S 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2〔｝27 290，92　－　290．95 290．94 N　】W　lgW ヘアークラック P 褐色化
2028

291，00　－　29】．32 291．16 N　68W73S 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2029

29】．34　－　29】．38 291．36 N　28W23W 明瞭割れ目 P－b 褐色化
2030

29】，54　－　29】．57 291．55 N　75Wl5S
ヘァークラック P 褐色化

203】 291．57　－　291．60 29i．59 N　55W19SW ヘアークラツク P－h 褐色化
2032

291．70　－　291．73 291．71 N　18W　lgW ヘアークラツク P 褐色化
2033 291．85　－　291．88 291．86 N　61WlgS ヘアークラック P－h 褐色化
2034

291．92　－　291．95
29L93

N　54Wi4SW ヘアークカク P．h 褐色化
2035 291．98　－　291．99 291．99 N　54Wl1SW ヘアークラック 1劫 褐色化
2036 292．01　・　292．02 292．02 N　45E　SSE 明瞭割れ目 P－hり 褐色化
2037 292．01　－　292．（矯 292．03 N　88W18S ヘァークラック P－hり 褐色化
2038

292．04　－　292．07 292．06 N　83E　19S ヘアークラック P－h石 褐色化
2039 292．07　－　292．17 292．12 N　75E46S 明瞭割れ目 レn／助 褐色化
2040

292．09　－　292．16 292．i3 N　82E34S ヘアークラツク 1一岡 褐色化
2041

292．15　－　292．19 292．」7 N　79W20S ヘアークラック P蛸 褐色化
2042

292．10　－　292．27 292．19 N　83W61S 明瞭割れ目 P胡 褐色化
2043

291．9呂　一　292．49 292．24 N　87E79S ヘアークラック

C一醐 褐色化
2044

292．43　一　四2．52 292．48 N　70W44S ヘァークラック 1－nlh 褐色化
2045

292．51　－　292，63 292．57 N　85E5is 明瞭割れ日 1朝 褐色化
2046

292．54　－　292．76 292．65 N　62W66N ヘアークラック C一頃 褐色化
2047

292．77　－　292．90 292．83 N　41W53NE 明瞭害1」れ目 P－h 褐色化
2048

293．11　－　293，11 293．11 N　86W2S ヘアークラ砂 卜岡 褐色化
2049

293．15　－　293，18 293．17 N　75E　16S ヘアークラック 1一岡 褐色化
2050

293．06　－　293，49 293．28 N　i2W77E 明瞭割れ目 P一岡 褐色化
2051

293．49　－　293．54 293．52 N　25W29W 明瞭割れ目 P胡 褐色化
2052

293，53　－　293．55 293．54 N　30W15SW ヘアークラツク 1－h 褐色化
2053

293，54　－　293．59 293．56 N　62W30S 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2054

293，56　－　293．60 293．58 N　54W25SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2055

293，60　－　293．63 293．61 N　43W15SW ヘアークラ妙 P－h 褐色化
2056 293．78　－　293．83 293．80 N　57W25SW 明瞭割れ目 1－b 褐色化
2057 293．85　－　293．88 293．87 N　21W16W

ヘアークラツタ 1－h 褐色化

205呂 293．89　－　293．91 293．90 N　45W12SW 開口割れ目 0．5 P－h 褐色化
2059

293．91　－　293．93 293．92 N　45W14SW ヘアークラック P－h 褐色化
2060 293．93　－　293．95 293．94 N　15Wl3W

ヘアークラック P－h 褐色化
2061

293．95　－　293．97 293．96 N　IE　14W 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2062

294．01　－　294．03 294．02 N　45W10SW ヘアークラツク P，h 褐色化
2063

294．02　－　294．05 294．03 N　24W　ISW 明瞭割れ日 P．h 褐色化
2064

294．04　－　294．07 294．05 N　22W20W
ヘアークラッタ P－h 褐色化

2065 294．07　－　294．10 294．08 N　25W18W ヘアーク聾ク P－h 褐色化
2066

294．18　－　294．21 294．20 N　30W17SW ヘアー好砂 P－h 褐色化
2067

294．19　 　294．25 294．22 N　52W30SW ヘアー姫ック P－b 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（40／82）

番号 L端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

2068
294．32　－　294．34 294．33 N　75W畳3S ヘアークラ砂 P－h 褐色化

2069
294．70　－　294．97 294．83 N　30E70SE 明瞭割れ日 1－h 褐色化

2070
294．呂8　－　295．05 294．96 N　l3W60E 明瞭割れ目 P・h 褐色化

2071
295，48　－　295，52 295．50 N　56W22SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化

2072
295，55　－　295．63 295．59 N　64W40S 明瞭割れ目 1－h 褐色化

2073
295，64　－　295．67 295．66 N　6SE20N 明瞭割れ目 P－h 褐色化

2074
295，96　－　295．99 295．97 N　21E　18W ヘァークラック P－h 褐色化

2075
296，17　－　296．21 296．19 N　38W21SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化

2076
296，20　－　296，24 296．22 N　gW　DW

ヘアークラック P－h 褐色化
2077

296，30　－　296，32 296，3置 N　41E　】6NW 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2078

296，47　－　296，49 296．48 N　】3W】IW 明瞭割れ目 P，n〆h 褐色化
2079

296，49　－　296，52 2％，50 N　27W18W 明瞭害1」れ目 P，h 褐色化
2080

296，50　－　296，61 296．56 N　82W49S 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2081

296，55　－　296，68 296．61 N　78W53S 明瞭割れ目 1，h 褐色化
2082

296．85　－　296，90 296．8菖 N　59W31SW 開口割れ目 0．5 P－h 褐色化
2083

297．02　－　297．06 297．04 N　71W23S 明瞭割れ目 P－h 褐色化
2084

297．30　．　297．62 297．46 N　13W73E 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2085 297．81　－　297．83 297．82 N　17E　12W 明瞭割れ日 P－h 褐色化
2086

297．82　－　297．84 297．83 N　10W12W
ヘアークラック P－h 褐色化

2087 297．85　－　298．25 298．05 N　31W76NE ヘアークラック P 褐色化
2088

298．09　．　298．24 298．16 N　19W56E 明瞭割れ目 C－h／j 褐色化
2089

298．40　－　298．51 298．46 N　76W50S ヘアークラック 1一並岡 褐色化
2090

298．47　－　298．77 298．62 N　23W72E 明瞭割れ目 C・h石 角礫状
2091

298．77　－　298．84 298．80 N　77W34S
ヘァークラック 1－hり 褐色化

2092
298．81　－　2gg．15 298．98 N　66W74N 明瞭割れ目 1胡 褐色化

2093
299．10　－　2勢9．36 2り9．23 N　2W　69E ヘァークラック 1一岡 褐色化

2094
299．39　－　2璽9．43 299．41 N　17W23W 明瞭害1」れ目 P．h 褐色化

2095
299．40　－　299．45 299．42 N　28W26W 明瞭割れ目 P－h 褐色化

2096
299．69　－　299．74 299．72 N　29W28W 明瞭割れ目 P－h 褐色化

2097
299．77　－　299．89 299．83 N　46W50SW 明瞭割れ目 1－h 褐色化

2098
299．86　－　299．89 299．88 N　29W19W 明瞭割れ目 Pj 褐色化

2099
299．89　－　299．92 299．90 N　15W15W

ヘアークラック P　j 褐色化
2100

299．91　－　299．97 299．94 N　41W30SW 開口割れ目 0．5 P．h 褐色化

210重 300．06　－　300．10 300．08 N　41W23SW ヘアークラック P 褐色化
2102

300，21　－　300．24 300．23 N　59W17SW 明瞭割れ目 1－h 褐色化
2103

300，29　－　300．34 300．32 N　47W30SW ヘアークラック 1 褐色化
21（叫 300，41　－　30G，68 300．55 N　70W70N 明瞭割れ目 P．h 褐色化
2105

300，30　－　300，92 300．61 N　70E81N 明瞭割れ日 C－h 褐色化
2106

3GO，93　－　301，03 300．98 N　57W45SW ヘアークラック P 褐色化
2107

301．20　－　301．23 301．21 N　34W18SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2108

301．21　－　301．25 301．23 N　37W23SW ヘアークラック P 褐色化
2109

301．17　－　301，42 301．29 N　43W69NE 明瞭割れ目 1づ 褐色化
2110

301．32　－　301．37 301．35 N　17W27W
ヘアークラック P 褐色化

2111
301．37　－　301．43 301．40 N　2iw29W 開口割れ目 1．0 P　j 褐色化

21i2
301．30　－　30】．59 301．44 N　20W71E ヘアークラック P　j 褐色化

2113
301．51　．　301、54 301．53 N　l3W　l6W 開口割れ目 0．5 P 褐色化

2114
301．79　－　301．83 301．81 N　34W24SW 明瞭割れ［ P 褐色化

2n5 301．99　－　302．26 302．13 N　37W70NE 明瞭割れ［ Pう 褐色化
2116

302．14　－　302．18 302．16 N　31W21SW 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2117

302．33　－　302．38 302．35 N　32W28SW ヘアークラザ P 褐色化
2118

303．81　－　303．85 303．83 N　44W22SW ヘアークラック P→ 褐色化
2119 303．65　－　3（〕4．16 303．91 N　刀E79S 明瞭害 lれ目 P 褐色化
2120

303．99　－　304．02 304．00 N　lOW　l8W ヘアークラ卿 S 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（41／82）

番号 上端深度一ド端深度 巾間深度 走向傾斜 区分 幅伽m〉 形状 状態 コメント

2121
304．08　－　304、12 304．10 N　89E23S ヘアークラ砂 1 褐色化

2122
304．23　－　304．28 304．26 N　76W25S ヘアークヲツク 1 褐色化

2123
304．27　－　304．33 304．30 N　71W28S ヘアー万砂 1 褐色化

2124
304．32　－　304．37 304．34 N　53W28SW ヘアークラ砂 1 褐色化

2125 304．27　－　3〔）4．54 304．40 N　3】W70SW 明瞭割れ目 1 褐色化
2126

304．41　－　304．45 304．43 N　84W24S 研一クラック P 褐色化
2127

304．86　－　304．94 304．90 N　36W39SW 明瞭割れ日 P　j 褐色化

2】28 304．91　－　304．95 304．93 N　20E23W 明瞭割れ目 P→ 褐色化

2】29 305．49　－　305．78 305．64 N　75W71N ヘアークラック C 褐色化
2130

305．80　－　305．89 305．84 N　16W41E ヘアークラック C 褐色化
2131

305，82　－　305，87 305．84 N　46E30NW 開口割れ目 O．5 C 角礫状
2132

305，86　－　305．90 305．88 N　31W22SW 明瞭割れ目 P 角礫状
2133

305．95　－　306．01 305．98 N　ISW30W
ヘアークラック 1 褐色化

2134
305．98　－　306．03 306．00 N　22W28W ヘア功ラ捗 1 褐色化

2135
306．00　－　306．06 306．03 N　3iw30SW ヘアー万砂 P 褐色化

2136
305．98　－　306．12 306．05 N　28W56E 明瞭割れ目 C－h 褐色化

2137
306．3】　一　306．43 306．37 N　64E5玉S 明瞭割れ目 1－nlh 褐色化

2138
306．35　－　306．52 306．44 N　45E61SE 明瞭割れ目 C 褐色化

2139
306．44　－　306．76 306．60 N　2】E73E 明瞭割れ目 P 褐色化

2140
306．56　－　306．65 306．60 N　48W43SW 明瞭割れ目 P－h石 褐色化

2141
306．67　－　306．70 306．69 N　57W20SW ヘアー妙砂 1 褐色化

2142
306．95　－　307，31 307．13 N　74E75S 明瞭割れ目 C 褐色化

2143
307，亘1　－　307，16 307．13 N　42W26SW ヘアークラック 1 褐色化

2144
307．39　－　307，55 307．47 N　15E59E ヘアー万蛇 1 褐色化

2145
307，65　－　307，69 307．67 N　12W26W ヘアー好ック 1 褐色化

2146
307．呂8　－　307，93 307．91 N　5W　23W 明瞭割れ目 1づ 褐色化

2147
307，75　－　308，14 307．95 N　19W76E 明瞭割れ日 C－h石 褐色化

2148
307，89　－　308．00 307．95 N　88E49S ヘァー姫ック P－h 褐色化

2149
307．96　－　30呂，09 308．（12 N　60W53S ヘアークラック 1 褐色化

2150 308．37　－　308．47 308．42 N　75W45S ヘアークラック 量 褐色化

215】 308，67　－　308．79 308．73 EW49S 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2152

308，57　－　308、93 308．75 N　64W75N ヘアークラツク P　j 褐色化
2153

308．70　－　309．07 308．88 N　56W75NE 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2154

309．05　－　309．08 309．07 N　45E　17SE ヘアークラツク P 褐色化
2155

309．24　・　309．30 309．27 N　39W35SW 明瞭割れ目 1 褐色化
2156

309，30　－　309．34 309．32 N　18W24W
ヘアークラック P　j 褐色化

2157
309．06　－　309．61 309．34 N　66W80N 明瞭割れ日 C 褐色化

215＆ 309．36　－　309．43 309．39 N　46W36SW ヘアークラ砂 P　j 褐色化
2159 309．45　－　309．49 309．47 N　23W24W 明瞭割れ目 1 褐色化
2160

309．50　・　309．54 309．52 N　30W23SW ヘアークラツク C　j 褐色化
2161

309．60　－　309．64 309．62 N　l1E23W
ヘァークラック P　j 褐色化

2】62 309．74　－　309．77 309．76 N　77W20S ヘアー好砂 P 褐色化

2】63 309．89　－　3〔）勢．9】 3〔）9．90 N　42W　l3SW ヘアー好ツク P 褐色化

2】64 30璽．92　－　309．98 309．95 N　43W29SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2165 309．95　－　309．99 309．97 N　51W21SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2166

309．97　－　310．02 309．99 N　44W28SW ヘァークラ砂 P 褐色化
2167

310．01　－　310．06 310．03 N　61W28S ヘアー好ック P 褐色化
2168

310．04　－　310．08 310．06 N　42W23SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2169

310．29　－　310．34 310．31 N　50W29SW ヘアークラツク P 褐色化
2170 310．34　．　310．38 310．36 N　47W24SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2171 31〔），38　－　310．4】 3】0．40 N　6】W19S ヘアー妙砂 P 褐色化
2172

310，47　－　310．52 3】0．49 N　47W24SW ヘアークラック P 褐色化
2173

310．53　－　310，57 310．55 N　40W25SW ヘアークラ砂 ［ 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（42／82）

番号 E端深度一下端深度 中聞深度 走向傾斜 区分 幅（m皿） 形状 状態 コメント

2174
310．54　－　310．70 31Q．62 N　47W59NE 明瞭割れ日 1 褐色化

2175 310．73　－　310．79 310．76 N　31W29SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2176

311．11　－　31Ll6 311．13 N　28W25W ヘアークラガ P 褐色化
2177 311．12　－　311．17 311．15 N　47W24SW ヘアークラック P 褐色化
2178

31L16　－　311．22 311．19 N　36W28SW ヘアークラック P 褐色化
2179

311．07　－　311．32 311．20 N　32W68NE ヘアークラツク 旦 褐色化
2180

311．27　－　311．32 311，2タ N　40W28SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2181

311．46　－　311．54 311．50 N　60W39S ヘアー妙ック l　J 褐色化
2182

311，55　－　311，64 311．59 N　53W42SW ヘアークラック I　J 褐色化
2183

3U，46　－　31L85 3H，66 N　31W76NE 明瞭割れ目 C→ 褐色化
2184

311，64　－　311，68 311．66 N　39W22SW 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2185

311．72　－　311．80 311．76 N　47W39SW ヘアー妙ック P　j 褐色化
2186

311．76　－　311．97 311．86 N　38W65NE ヘアークラック C　j 褐色化
2187

3U，87　－　311．90 311．88 N　65W　lgS ヘアークラック Pづ 褐色化
2188

3n，97　－　311，99 311．98 N　2W　13W ヘアークラック P 褐色化
2189

311，98　－　312，02 312．00 N　19W22W
ヘアークラック P 褐色化

2190
312，04　－　312，15 312．10 N　59W48SW ヘアークラ砂 1 褐色化

2191
3且2．25　－　312．3i 312．28 N　45W29SW ヘアークラック P 褐色化

2192
312．28　－　312．40 312．34 N　45W50SW 明瞭割れ目 P 褐色化

2193
312．55　－　312．71 312．63 N　49W59SW 明瞭割れ目 P 褐色化

2194
312．85　・　312．93 312．89 N　74W38S 明瞭割れ目 P 褐色化

2195
313．08　・　313．22 313．15 N　69W55S ヘアークラック P 褐色化

2196
313．30　－　313．40 313．35 N　68W46S ヘアークラック P 褐色化

2197
313、46　－　3】3．54 313．50 N　80W38S 明瞭割れ目 P 褐色化

2198
313．49　－　313．61 3】3．55 N　20W50E ヘアークラツク 1－n 褐色化

2199
313．60　－　3】3．63 313．62 N　44W　lgSW 明瞭割れ目 P 褐色化

22〔X） 313．79　－　313．84 313．82 N　BW27W 明瞭害1」れ日 P 褐色化
2201

313．70　－　314．06 313．88 N　33W75SW ヘアー擁ック C－n 褐色化
2202

314．08　－　314．13 314．1】 N　49W29SW 開口割れ目 1．0 P 褐色化
2203

314．41　－　314．46 314．43 N　35W27SW ヘアークラック P　j 褐色化
22（博 314．32　－　314．66 314．49 N　50W74NE 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2205

314．57　－　314．69 314．63 N　31W52SW 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2206

314．68　－　314．77 314．72 N　42W42SW 明瞭割れ目 P　j 介在物充壇
2207

314．84　－　314．89 314．86 N　54W29SW ヘアークラック P－h石 褐色化
2208

314．85　－　314．92 314．89 N　33W32SW 明瞭害1」れ目 P一岡 褐色化
2209

314，90　－　314．94 314．92 N　31W22SW ヘアークラック P 褐色化
2210

314．92　－　314．98 314．95 N　27W32W ヘアークラック ［胡 褐色化
2211

315．03　・　315．09 315．06 N　41W28SW ヘアークラック P 褐色化
2212

315，04　－　315．10 315．07 N　30W31SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2213

315．28　－　315．33 315．31 N　44W27SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2214

315．37　－　315．43 315．40 N　55W33SW ヘアークラック P 褐色化
2215

3五5．39　－　315．44 315．42 N　67W27S ヘアークラツク P 褐色化
2216

315．40　－　315．47 315．44 N　47W36SW ヘアー好ツク 1 褐色化
2217

315．43　－　315．48 3】5．46 N　29W30W ヘアーク勃ク P 褐色化
2218

315．50　－　3】5．54 3】5．52 N　40W23SW 開口割れ目 1．0 P 褐色化
2219

315．52　－　315．56 3】5．54 N　57W24SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2220

315．60　－　3】5．67 3】5．63 N　8W　34W 明瞭割れ目 P 褐色化
2221

315．63　－　3】5．69 315．66 N　48W30SW 開口害1」れ目 0．5 P 褐色化
2222

315．67　－　315．71 315．69 N　53W23SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2223

315．83　 　315．94 315．88 N　67W48S ヘアークラ砂 P 褐色化
2224

315，95　 　316．01 315．98 N　70W29S ヘアークラツク P 褐色化
2225

316．01　－　316．05 316．03 N　25W23W
ヘアークラック 1 褐色化

2226
316．08　－　316．13 316．｝0 N　50W27SW 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（43／82）

番号 上端深度 下端深度 『」問深度 走向傾斜 区分 幅（m面 形状 状態 コメント

2227
316．28　－　316．31 316．30 N　42W】9SW 明瞭割れ目 P 褐色化

2228
316．33　 　316．38 316．35 N　】（1W2SW ヘアー蛎ック P 褐色化

2229
316．37　－　316．41 316．39 N　23W26W

ヘアークラック P 褐色化
2230

316．38　－　316．43 316．41 N　38W23SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2231

3】6．60　－　316．65 316．62 N　41W28SW ヘアークラ頭 1 褐色化
2232

316．79　－　316．85 316．82 N　56W30SW ヘアークラツク P 褐色化
2233

3】6．84　－　316．90 316．87 N　46W33SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2234

316．88　－　316．93 316．91 N　41W29SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2235

3】6．91　－　316．96 316．94 N　49W23SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2236

316．96　－　317．01 316．99 N　41W26SW ヘアークラツク P 褐色化
2237

316．97　－　317．03 3i7．00 N　47W29SW ヘアー姫ツク P 褐色化
2238

317．23　－　317．27 317．25 N　59W25SW ヘアークラザ 且 褐色化
2239

317．28　－　317．34 317．31 N　54W33SW ヘアークラック C 褐色化
2240 317．33　－　317．40 317．36 N　76W37S ヘアークラック P 褐色化
2241

317．60　－　317．67 317．63 N　37W37SW ヘアークラック 1 褐色化
2242

317．63　－　317．71 317．67 N　55W39SW 流理構造 C
2243

317．B　　－　318．25 317．69 N　77E　85N 明瞭割れ目 C－n嫡 褐色化
2244

317．80　－　317．88 317．94 N　3W　39W 明瞭割れ日 P 褐色化
2245

3】8．24　－　318．28 318．26 N　22W26W 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2246

318．28　－　3｝8．36 3亘8，32 N　32W40SW 明瞭割れ目 I　J 褐色化
2247

318，56　－　318，63 318．59 N　60W37S ヘアークラック P 褐色化
2248

318．79　－　318，97 3｝8．88 N　47W61SW ヘアー妙ック P 褐色化
2249

318，88　－　319，20 319．04 N　34W73SW 明瞭割れ目 C 褐色化
2250

318，97　－　319，25 319．11 N　33W7亜SW ヘアークラツク C 褐色化
2251

319．56　－　319，68 319．62 N　26W52W
ヘアークラツク 1 褐色化

2252
319，67　－　319，77 319．72 N　47W46SW ヘアー好ック 1 褐色化

2253
3監9，60　－　319，94 319．77 N　54W74NE 明瞭割れ目 C－n 褐色化

2254
3ig．86　－　320．09 3且9．97 N　43W67NE ヘアークラツク P 褐色化

2255 32（，．02　－　320．05 320．03 N　40Wl7SW 開口割れ目 0．5 P 褐色化
2256

320．03　－　320、07 320．05 N　49W24SW 開口割れ目 1．5 P 褐色化
2257 319．96　－　320．35 320．15 N　60W76N 明瞭割れ目 1一瑚 褐色化
2258

320．23　－　320．30 320．27 N　61W37S ヘアークラック P 褐色化
2259

320、18　－　320．54 320．36 N　14W75E 明瞭割れ目 C 褐色化
2260

320．48　－　320．55 320．52 N　43W33SW ヘアークラツク P 褐色化
2261

320．50　－　320．56 320．53 N　43W34SW 明瞭割れ日 P 褐色化
2262

321．05　－　321．10 321．07 N　44W28SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2263

320．77　－　321．39 321．08 N　57E81SE ヘァークラツク S 褐色化
2264 321．08　－　321．12 321．10 N　45W24SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2265 321．13　・　321．1呂 321．16 N　33W29SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2266

32L24　・　321．32 321．28 N　37W39SW ヘアークラツク P 褐色化
2267 321．32　－　321．38 321．35 N　69W33S ヘアークラック P 褐色化
2268 321．35　－　321．41 321．38 N　54W31SW ヘアークラ砂 C 褐色化
2269

321．33　－　321、44 321．39 N　45W49SW ヘアークラック P 褐色化
2270

321．38　－　321．43 321．41 N　65W26S ヘアークラック P 褐色化
2271

321．41　－　321．46 321．44 N　71W25S 明瞭割れ目 P 褐色化
2272 321．47　－　321．52 321．49 N　52W28SW ヘァークラ捗 P 褐色化
2273

321，48　－　321，53 321．51 N　54W26SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2274

321，78　－　321，86 321．82 N　43W38SW 開ロ割れ目 1．5 P 褐色化
2275

321．82　－　321．90 321．86 N　31W39SW 開口割れ目 3．0 P 褐色化
2276

321，S5　－　32】，91 321．88 N　25W29W 明瞭割れ目 P 褐色化
2277

321、89　－　32」，94 32】．91 N　6W　27W 明瞭割れ目 P 褐色化
2278

322，00　－　322，04 322．02 N　14W20W 研一クラック P 褐色化
2279

322．07　－　322，11 322．09 N　20W25W 開口割れ［ 6．0 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（44／82）

番号 上端深皮 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

2280
323．07　－　323，34 323．20 N　l4E70E

ヘアークラック C 褐色化
2281

323．41　－　323，48 323．44 N　35W34SW 明瞭割れ目 P煩 褐色化
2282 323．54　－　323，66 323．60 N　46W5】SW ヘアークラ殖 C－h石 褐色化
2283 323．43　－　323．86 323．64 N　36E77SE 明瞭割れ目 C－h石 褐色化
22S4 323．65　－　323．73 323．69 N　56W40SW 明瞭割れ目 1－hり 褐色化
2285

323．66　－　323．78 323．72 N　50W51SW 明瞭割れ目 P－hり 褐色化
2286

323．73　－　323，84 323．78 N　43W47SW 明瞭割れ目 P－hり 褐色化
2287

323，68　－　324．15 323．92 N　l1E78E ヘアークラック C－hり 褐色化
2288

324，04　－　324．｝6 324．10 N　64W52S 明瞭割れ日 P－hり 褐色化
2289

324．06　－　324．22 324．14 N　62W58S ヘアークラ妙 P－hり 褐色化
22go 324．41　－　324．50 32博．46 N　25W40W

ヘアークラック P 褐色化

229】 324．48　－　324．60 324．54 N　34W52NE 明瞭割れ目 P 褐色化
2292 324．77　－　324．98 324．87 EW　65N ヘアー妙ツク 1 褐色化
2293

325．03　－　325．10 325．07 N　44W37SW ヘアー妙妙 P 褐色化
2294 325．27　－　325，37 325．32 N　53W45SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2295 325．30　－　325．39 325．35 N　51W42SW 明瞭割れ日 P 褐色化
2296 325．54　－　325．6i 325．58 N　58W36SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2297 326．09　－　326．】2 326．ll N　48W15SW ヘアークラック 1 褐色化

22兇 326．05　－　326．41 326．23 N　46W75NE 明瞭割れ日 C 褐色化
2299

326，46　－　326．56 326．51 N　31W44SW ヘアークラック P 褐色化
230〔） 326，48　－　326．5フ 326．52 N　33W44SW 開口割れ日 1．0 P 褐色化
2301

326．53　－　326．73 326．63 N　32W64NE ヘアークラック C 褐色化
2302 327．06　－　327．20 327．13 N　39W55NE 朋瞭割れ目 P 褐色化
2303

327．22　－　327．23 327．23 N　80E　10S ヘアー好ック P 褐色化
2304 327．04　－　327．43 327．24 N　40E76SE ヘアークラック 【 褐色化
2305 327．17　－　327．59 327．38 N　62W77N 明瞭割れ日 1 褐色化

23（め 327，57　－　327．66 327．61 N　35W41SW 朋瞭害1」れ日 P 褐色化
2307

327．63　－　327，68 327．65 N　I2E　25W ヘアークラック 1 褐色化
2308

327．7i　－　327，80 327．76 N　75W43N
ヘアークラック C 褐色化

2309
327．76　－　327．83 327．79 N　34W35SW 明瞭割れ目 P 褐色化

2310
327．84　－　327．93 327．88 N　17W44W ヘアー妙ツク 1 褐色化

2311
328．20　－　32S，24 328．22 N　50W22SW ヘアー妙ツク P 褐色化

2312
328．22　－　328，26 328．24 N　32W27SW ヘアークラック P 褐色化

2313
328．22　－　328，33 328．27 N　53W48SW ヘアークラック P 褐色化

2314
328．32　－　328．36 328．34 N　39W24SW ヘアークラック C 褐色化

2315
328．50　－　328．60 328．55 N　60W43S 明瞭割れ目 P 褐色化

2316
328．72　・　328．81 328．77 N　51W42SW ヘアークラック P－n 褐色化

23】7 329．15　－　329．22 329．18 N　39W35NE 流理構造 C
2318

329，20　－　329．3長 329．26 N　58W50NE 流理構造 P
2319

329，33　－　329．45 329．39 N　28E52E 明瞭割れ目 P 褐色化
2320

329，39　－　329，47 329．43 N　47W38SW ヘアークラック P 褐色化
2321

329，41　－　329，46 329．44 N　57W28NE 流理構造 C
2322

329，48　－　329．56 329．52 N　58W40NE 流理構造 C
2323

329，43　－　329．63 329．53 N　39E63SE ヘアークラック P 褐色化
2324

329，75　－　329．84 329．79 N　39W42SW 明瞭割れ日 P 褐色化
2325

329，69　－　329．91 329．80 N　4E　66E ヘァークラック P 褐色化
2326

329．98　．　330．06 330．02 N　39W40SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2327

330．13　－　330．22 330．17 N　45W43SW ヘアー捗ック P 褐色化
2328

330．20　－　330、24 330．22 N　89W23S ヘアークラック P 褐色化
2329

330．44　－　330．51 330．48 N　35W37SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2330

33D．93　－　331．20 331．07 N　13E70E ヘアークラシク P 褐色化
2331

331．08　－　331．12 331．10 N　31W23SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2332

331．09　－　331．17 331．13 N　24W39W 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（45／82）

番号 L端深度一下虻深良 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

2333
331．14　－　331．21 331．1S N　54W35SW ヘアークラツク P 褐色化

2334
331．27　－　331．32 33且．29 N　45W29SW ヘアー妨ック 1 褐色化

2335
331．34　－　331．40 33且．37 N　57W31SW 明瞭割れ目 P 褐色化

2336
331．36　－　331．41 331．38 N　68W26S ヘアークラ砂 P 褐色化

2337
331．47　・　331．54 331．50 N　59W34SW ヘアークラック P 褐色化

2338
331．58　－　331．67 331．63 N　51W41SW 朋瞭割れ目 P 褐色化

2339
331．65　・　331．85 33i．75 N　50W64SW ヘアークラ砂 P 褐色化

2340
331．77　－　332．00 331．89 N　39W67NE ヘアー好ック C 褐色化

2341
332．02　－　332．22 332．12 N　3E　64E 明瞭割れ目 P 褐色化

2342
332．45　－　332．68 332．56 N　13W67E 明瞭割れ［ C 褐色化

2343
332．60　－　332．77 332．68 N　35W60SW ヘアークラック C－nlh石 褐色化

2344
332．61　－　332、78 332．69 N　16W59E 明瞭割れ目 P 褐色化

2345
333．】〇　一　333，21 333．16 N　18W48E ヘアークラック 1 褐色化

2346
333．17　－　333．54 333．35 N　4W　75E ヘアークラック C 褐色化

2347
333．41　－　333、48 333．44 N　40W35SW 明瞭割れ目 P 褐色化

2348
333．48　・　333，72 333．60 N　63W68N ヘアー妙ック C 褐色化

2349
333．46　－　333．80 333．63 N　2W　74巳 ヘアークラ妙 P 褐色化

2350
333．62　－　333．69 333．66 N　49W34SW ヘアークラツク P 褐色化

2351
333．64　－　333．70 333．67 N　50W31SW 流理構造 P

2352
333．80　－　333，93 333．87 N　25W54E ヘアー妙ッタ P 褐色化

2353
333．91　－　334．02 333．96 N　l3W49E ヘアークラック P 褐色化

2354
333．92　－　334．05 333．98 N　l8W53E ヘアークラツク P 褐色化

2355
333．97　－　334．06 334．02 N　LOE42E 明瞭割れ目 P 褐色化

2356
334．05　－　334．ll 334．08 N　45E31SE ヘアークラツク 1 褐色化

2357
334．07　－　334．14 334．11 N　56W34SW ヘアークラック P 褐色化

2358
334．09　－　334．】S 334．14 N　48W42SW ヘアークラ砂 P 褐色化

2359
334．51　－　334，68 334．60 N　25W60E 明瞭割れ目 1 褐色化

2360
334．81　・　335．07 334．94 N　14E70E 明瞭割れ目 C 褐色化

2361
334．95　－　335．22 335．08 N　39W70NE 破砕帯E盤 P 褐色化 マサ状

2362
335．33　－　335，42 335．38 N　38W41NE 破砕帯下盤 P 褐色化 マサ状

2363
335．35　－　335．46 335．41 N　30W47NE 明瞭割れ目 P 褐色化

23（河 335．46　－　335．67 335．57 N　27W64E 明瞭割れ目 P 褐色化
2365

336，03　－　336，07 336．05 N　38W21SW ヘアークラツク P 褐色化
2366

336．00　－　336，20 336．10 N　71W63S ヘアークラック 1 褐色化
2367

336．35　－　336，40 336．38 N　39W28SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2368

336．39　－　336，44 336．42 N　53W25SW ヘアークラック P 褐色化
2369

336，62　－　336，70 336．66 N　82W38S ヘアー好ツク 1 褐色化
2370

336，55　－　336，84 336．69 N　2W　71W ヘアークラツク C 褐色化

237］ 336、88　－　336，92 336．90 N　27W19W 明瞭割れ目 P 褐色化
2372

336，90　－　337，08 336．99 N　6E　61E ヘァークラック 1 褐色化
2373

337，00　－　337．37 337．18 N　59W75NE ヘアークラック C 褐色化
2374

337，35　－　337，39 337．37 N　33W24SW ヘアークラツク P 褐色化
2375

337．38　－　337，58 337．48 N　50W64SW ヘアークラック 1 岩相境界
2376

337．70　－　337，78 337．74 N　74E38N ヘアークラック 1 褐色化
2377

337，68　－　337，S9 337．7S N　14W65E ヘアークラック P 褐色化
2378

337，77　－　337，92 337．85 N　l4E57E 明瞭割れ目 P 褐色化
2379

337．80　－　337，98 337．89 N　20W61E 明瞭割れ目 P 褐色化
2380

338，13　－　338，39 338．26 N　15W69E ヘァークラック P 褐色化
2381

338．71　－　338，75 338．73 N　35E24NW 流理構造 P
2382

338．82　－　338．88 338．85 N　l8W33W 鉱物脈 P 自色鉱物脈
2383

338．82　－　338，89 338．86 N　22W34W ヘアー挿ツク P 褐色化
2384

338．90　－　338、93 338．91 N　31W　i呂SW 鉱物脈 P 白色鉱物脈

23呂5 338．98　－　339．27 339．12 N　64E71N 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（46／82）

番号 h端深度一ド端深度 中問深農 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

2386
339．36　 　339．51 339．43 N　23W58E 明瞭害llれ目 P 褐色化

2387
339、68　－　339．87 339．77 N　15W62E 明瞭割れ目 P 褐色化

2388 339．73　－　339．90 339．82 N　20W60E 明瞭割れ目 P 褐色化
2389

339．76　－　339、92 339．84 N　24W59E 明瞭割れ目 P 褐色化
2390 340．13　－　34〔｝．】4 340．13 N　12W6W 流理構造 P

239】 340．15　－　340．19 340．17 N　44E22NW 流理構造 1
2392 340．21　－　340．46 340．34 N　7W　68E ヘアークラック P 褐色化
2393 340．28　－　340．50 340．39 N　4W　66E 明瞭割れ目 P 褐色化
2394 340．49　－　340．68 340．53 N　8E　64E 開口割れ目 2．0 1 褐色化

23勢5 340．58　－　340．65 340．61 N　61W37N ヘアークラック P 褐色化

23％ 340．55　－　340．80 340．68 N　6W　68E 明瞭割れ目 P 褐色化
2397

340，66　－　340．70 340．68 N　52E23SE ヘアークラツク 1 褐色化
2398 34」，】3　－　341．25 341．19 N　31W50SW ヘアークラ砂 【 褐色化
2399 341．23　－　341．29 341．26 N　2E　30W ヘアークラック P 褐色化
2400 341．22　－　341．44 341．33 N　63W66S ヘアークラック 1 褐色化
2401

341．27　－　341．44 341．36 N　7W　61E 朋瞭割れ目 P 褐色化
2402

341．41　－　341．59 341．50 N　l8W61E ヘアークラ捗 C 褐色化
Z403

341．60　－　341．85 341．73 N　17W69E 明瞭割れ日 P 褐色化

㎜ 341．71　－　341．80 341．75 N　12W44E ヘアークラック P 褐色化
2405

34L72　－　341．92 341．82 N　22W64E ヘアークラ砂 P 褐色化
2406

341．89　－　342，00 341．95 N　2E　4呂E ヘアークラ妙 C 褐色化
2407

341．96　－　342，07 342．02 N　l2W47E 明瞭割れ目 P 褐色化
2408

342．07　－　342，13 342．10 N　8SE33N 明瞭割れ目 P 褐色化
2409

342．29　－　342，41 342．35 N　3E　50E 明瞭割れ目 P 褐色化
2410

342，32　－　342，50 342．41 N　20E62E ヘアークラック P 褐色化
2411

342，44　－　342．55 342．50 N　12W50E 開口割れ目 0．5 P 褐色化
241 2 342，54　・　342．63 342．59 N　49E43NW 明瞭割れ目 C 褐色化
2413

342．57　－　342．67 342．62 N　81E46N ヘアークラック 【 褐色化
2414

342．60　・　342．72 342．66 N　77E50N 明瞭割れ目 P 褐色化
2415

342．76　－　342．86 342．81 N　24W47E 明瞭割れ日 P 褐色化
2416

342．82　－　342．90 342．86 N　l1W39E 明瞭割れ目 1 褐色化
2417

342．83　－　342．99 342．91 N　l1E59E ヘアークヲ砂 P 褐色化
2418

343．08　－　343．15 343．12 N　44W34NE ヘアークラツク P 褐色化
2419

343．16　－　343．20 343．18 N　35W24NE ヘアークラ砂 1 褐色化
2420

343，14　－　343．27 343．21 N　25W54E 明瞭割れ目 P 褐色化
2421

343．20　－　343．32 343．26 N　36W52NE 明瞭割れ目 P 褐色化
2422

342．96　－　343．76 343．36 N　80W83N ヘアークラック C 褐色化
2423

343．50　－　343．59 343．54 N　IW　43E ヘアークラック P 褐色化
2424

343．45　－　343．72 343．58 N　65W70N 明瞭割れ目 P 褐色化
2425

343．68　－　343，97 343．83 N　78W71S 明瞭割れ目 P 褐色化
2426

343．84　－　344，10 343．97 N　79W69S 開口割れ目 1．5 1 介在物充填
2427

344．19　－　344．29 344．24 N　32E46NW 明瞭割れ目 1 褐色化
2428

344．27　－　344，33 344．30 N　37W32SW ヘァークラック P 褐色化
2429

345．16　－　345，25 345．21 N　24E41E ヘアー舛ック C
2430

345．43　－　345，68 345．56 N　10W68E 明瞭割れ目 P 褐色化
2431

346．02　－　346，10 346．06 N　64W38N ヘアー捗ック P 褐色化
2432

346．14　－　346，28 346．21 N　2W　54E 開口割れ日 1．0 P 褐色化
2433

346．20　－　346，42 346．31 N　12E66E 明瞭割れ目 P 褐色化
2434

346，37　－　346，49 346．43 N　5E　51E 明瞭割れ目 1 褐色化
2435

346，54　－　346．70 346．62 N　36W59NE 明瞭割れ目 P 褐色化
2436

346，58　－　346．67 346．62 N　75E42N ヘァークラツク P 褐色化
2437

346，67　－　346．73 346．70 N　41W30SW ヘアークラ呼 1 褐色化
2438

346．66　－　346．81 346．73 N　36W56NE 開1 1割れ目 2．0 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（47／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅〔mm） 形状 状態 コメント

2439
346．78　－　346．81 346．80 N　38W15SW ヘアー妙確 P 褐色化

24⑳ 346．81　－　346，85 346．83 N　7W　25W ヘアークラック 1 褐色化
2441

346．80　－　346，87 346．83 N　83E37S ヘアークラック P 褐色化
2442

346．83　－　346．88 346．86 N　22E27W ヘアー唇ツク P 褐色化
2443

346．85　－　346、90 346．87 N　54E25NW 明瞭割れ目 P 褐色化
2444

346．田　　一　346．96 346．94 N　l4E26W
ヘアークラソク P 褐色化

2445
346．94　・　347．03 346．99 N　42E40NW

ヘアークラック P 褐色化
2446 346．97　－　347．03 347．00 N　46E33SE ヘアー妙ック P 褐色化
2447

347．07　 　347．18 347．12 N　8W　49E ヘアークラック P 褐色化
2448 347．32　－　347．39 347．35 N　47E35NW 明瞭割れ目 1 褐色化
2449 347．42　・　347．48 347．45 N　52W33SW ヘアークラツク P 褐色化
2450

347．53　－　347．59 347．56 N　30E29NW ヘアークラツク P 褐色化
2451

347．60　－　347．68 347．〔叫 N　56E38NW ヘアークラック C 褐色化
2452

347．72　－　347．76 347．74 N　32E25NW 明瞭割れ目 P 褐色化
2453 347．67　－　347．82 347．74 N　gW　56E 明瞭割れ日 P 褐色化
2454 347．80　－　347．83 347．82 N　3W　15W 明瞭割れ目 c 褐色化
2455

347．82　－　347．89 347．86 N　29E37W ヘアークラ妙 1 褐色化
2456

347、91　－　347．98 347．94 N　BE35W
ヘアークラツク 匪 褐色化

2457
347．95　－　348．09 348．02 N　17W55E 明瞭割れ目 P 褐色化

2458
347．99　－　34S．06 348．02 N　37E36NW ヘアー妙ック 1 褐色化

2459
348．07　－　348、20 348．B N　39W53NE 明瞭割れ目 P 褐色化

246｛） 348．18　－　348．24 348．21 N　49W31SW ヘアークラ妙 P 褐色化
2461

348．19　－　348．33 349．26 N　35W56NE ヘアークカク P 褐色化
2462 348．32　．　348．39 348．36 N　32W33SW ヘアークラック P 褐色化
2463 34S．38　－　348．44 348．41 N　28W30W 明瞭割れ目 P 褐色化

24〔鴻 348．40　－　348．44 348．42 N　25W26W
ヘアークラツク P 褐色化

2465 348．67　－　34S．73 348．70 N　39W31SW 明瞭割れ目 C 褐色化
2466 348．68　－　348．87 348．77 N　26W63W

ヘアークラツク P 褐色化
2467

348．72　・　348．87 348．80 N　27E56E 明瞭割れ目 P 褐色化
2468

349．21　－　349．41 349．31 N　80W64N
ヘアークラック P 褐色化

2469
349．33　－　349．36 349．34 N　87E　I8S ザークラ砂 P 褐色化

2470
349．41　－　349．45 349．43 N　52E21SE

ヘアー・クラック P 褐色化
2471 349．4〔）　一　349．48 349．44 N　10W38W 開口割れ目 0．5 P 褐色化
2472 349，72　－　349．75 349．73 N　62E　15S V一蛎殖 P 褐色化
2473

350，01　－　350，03 350．02 N　23E　l5W ヘアークラ砂 P 褐色化
2474 349，98　－　350，21 350．10 N　64E66S 開口割れ目 0．5 P 褐色化
2475

350．16　－　350，20 350．18 N　15E26W 明瞭割れ目 1 褐色化
2476

350．37　－　350、53 350．45 N　87W59S 明瞭割れ目 P 褐色化
2477

350．44　－　350．50 350．47 N　】3E33E 明瞭割れ目 P 介在物充填
2478

350．42　－　350．63 350．52 N　7】E65N ヘアー妙ツク 1 褐色化
2479

350．53　－　350．62 35〔｝．5s N　32W44NE 明瞭割れ目 P 介在物充填
2480

350．臼1　－　351．ll 350．96 N　50W72NE 明瞭割れ日 P 褐色化
2481

350．99　－　351．07 351．03 N　42W40NE 明瞭割れ目 P 介在物充填
2482

351．05　－　351．】4 351．10 N　55W43NE ヘアークラ砂 P 褐色化
2483

351．22　－　351．47 351．34 N　88E69S 明瞭割れ日 C 介在物充填
2484

35L32　－　350．49 351．41 N　88W61S 明瞭割れ目 ［ 介在物充填
2485

351，62　－　35且，69 351．66 N　55E36SE ヘアークラ砂 P 褐色化
2486

351，70　－　35｝，75 35】．73 N　32W29SW ヘアー妙ック P 褐色化

248フ 352．03　－　352，09 352．06 N　52W33SW ヘアー好ック P 褐色化
2488 352．04　－　352．12 352．08 N　38W38SW 明瞭割れ［ P 褐色化
2489 352．06　－　352．14 352．10 N　42W37SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2490

352，08　－　352．15 352．12 N　35W35SW ヘアークラツク P 褐色化
2491

352．10　－　352．19 352．15 N　50W40SW ヘアークラック P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（48／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mlh〉 形状 状態 コメント

2492
352．16　・　352．20 352．18 N　37W24SW ヘアークラ控 P 褐色化

2493
352．17　－　352，24 352．21 N　82W34S

ヘアークラック P 褐色化
2494

352．23　－　352，29 352．26 N　50W32SW
ヘアークラック P 褐色化

2495
352．36　－　352．63 352．50 N　67E70S ヘアークラツク C 褐色化

2496
352，64　－　352．80 352．72 N　82W58S ヘアークラ砂 C 褐色化

2497
352，71　－　352．97 352．S4 N　82E70S ヘアークラック C 褐色化

2498
352，84　－　352．90 352．87 N　25W34W 明瞭割れ目 P 褐色化

2499 353．14　－　353．31 353．23 N　59E59SE 明瞭割れ目 C 褐色化
2500

353．36　－　353．46 353．41 N　76E47S ヘアークラック 1 褐色化
2501

353．43　－　353．52 353．47 N　75W43S 明瞭割れ目 P 褐色化
2502 353．47　－　353．60 353．53 N　26W54E ヘアー妙ック P 褐色化
2503 353．54　－　353．59 353．57 N　52W30SW ヘァークラック P 褐色化
2504 353．53　－　353．66 353．60 N　36W52NE 明瞭割れ目 P 介符物充填
2505 353．60　－　353．69 353．64 N　49W43SW

ヘアークラック P 褐色化
2506 353．58　－　353．72 353．65 N　16E54E ヘアークラ砂 1 褐色化
2507 353．79　－　353．92 353．86 N　40W53NE 明瞭割れ目 1 介在物充填
2508 353．92　－　354．05 353．99 N　17W53E ヘアークラツク P 褐色化
2509

354．05　－　354．11 354．08 N　33W33SW ベアークラ砂 P 褐色化
2510

354．09　－　354．15 354．12 N　35W31SW ヘアークラック P 褐色化
2511

354．13　－　354，29 354．21 N　10W58E ヘアークラソク P 褐色化
2512

354．19　－　354，25 354．22 N　29W31W
ヘアークラック 1 褐色化

2513
354．20　－　354．33 354．27 N　l8W54E 明瞭割れ目 P 介在物充填

2514 354．30　－　354．39 354．35 N　7E　43E ヘアークラ砂 1 褐色化
2515

354，50　－　354．61 354．56 N　42W50SW 明瞭割れ日 P 褐色化
2516

354，53　－　354．66 354．59 N　IW　53E 明瞭割れ目 P 介在物充填
2517

354．55　－　354．64 354．59 N　53W44SW ヘアー万ガ P 褐色化
2518

354．67　－　354．82 354．74 N　71E56N ヘァークラガ 1 褐色化
25ig

354．87　－　354．99 354．93 N　47W50SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2520

354，90　－　355，03 354．97 N　24W54E ヘアークラ砂 P 褐色化
2521

355．03　－　355．13 355．08 N　52W46SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2522

355．05　－　355．15 355．10 N　50W45SW ヘアークラソク P 褐色化
2523

355．16　－　355．18 355．17 N　56E　l7NW ヘアークラγク C 褐色化
2524

355．00　－　355．37 355．19 N　16W75E ヘアー巧ツク 1 褐色化
2525

355．20　－　355．22 355．21 N　75E　14N ヘアー妙ック P 褐色化
2526

355．22　－　355．44 355．33 N　37W66NE ヘアークテック P 褐色化
2527

355．31　－　355．42 355．37 N　70E46N 明瞭割れ目 P 褐色化
2528

355，48　－　355．51 355．50 N　46W22SW ヘアークテツク P 褐色化
2529

355．37　－　355．74 355．55 N　3W　75E 明瞭割れ目 1 褐色化
2530

355．72　－　355．87 355．79 N　l8W57E 境界両 P 岩相境界
2531

355．79　－　355．97 355．88 N　40W61NE 明瞭割れ日 C 角礫状
2532

355．87　－　356．06 355．97 N　33W63NE ヘアー妙ック 1 角礫状
2533

355．99　－　356．19 356．09 N　3E　63E 朋瞭割れ日 P 角礫状
2534

356．且6　－　356．35 356．26 N　31W63NE 朋瞭割れ日 P 角礫状
2535

356．22　－　356．52 356．37 N　34E72NW 境界面 C 岩相境界
2536

356．40　－　356．63 356．52 N　6E　67E ヘアークラ朔 C 褐色化
2537

356．43　－　356．68 356．56 N　31W69NE 明瞭割れ［ P 褐色化
2538

356．52　－　356．70 356．61 N　34W61NE 明瞭割れ目 P 褐色化
2539

356．58　－　356．65 356．62 N　59E34SE ヘアークラック P 褐色化
2540

356．60　－　356．67 356．64 N　75E38S ヘアークラック P 褐色化
2541

356．68　－　356．73 356．71 N　48E28SE ヘアークラザ 1 褐色化
2542

356．72　－　356．76 356．74 N　48E　lgSE ヘアークラック s 褐色化
2543

356．72　－　356．77 356．75 N　48E25SE ヘアークラジ s 褐色化
2544

356．77　－　356．82 356．80 N　30E28SE ヘアークラ確 s 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（49／82）

番号 上端深度 ド端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

2545
356．S2　－　356．90 356．86 N　56E39SE 明瞭割れ目 P 褐色化

2546
356．S7　－　356．93 356．90 N　69E29S 明瞭割れ目 P 褐色化

2547
356．71　－　357．10 356．91 N　29W76E ヘアークラック 1 褐色化

2548
356．91　－　356．93 356．92 N　59E　12SE ヘアークラツク 1 褐色化

2549
356．99　－　357．02 357．00 N　63E　16S ヘアークラック 1 褐色化

2550
356．87　－　357．17 357．02 N　31W72NE 明瞭割れ日 P 褐色化

2551
357．04　－　357．10 357．07 N　I8E　30E 明瞭割れ目 S 褐色化

2552
357．11　－　357．15 357．13 N　5E　21E 明瞭割れ目 S 褐色化

2553
357．12　－　357．18 357．15 N　85W29S ヘアークラック 1 褐色化

2554
357．11　・　357、31 357．2】 N　i3W63E ヘァークラック P 褐色化

2555
357．25　－　357．32 357．29 N　54E36SE ヘアークラ砂 P 褐色化

2556
357．24　－　357，52 357．38 N　17W71E 明瞭割れ目 P 褐色化

2557
357，44　－　357，56 357．50 N　5E　52E ヘアークラック P 褐色化

2558
357．49　－　357，61 357．55 N　30W51SW 境界面 S 岩脈

2559
357．47　－　357，64 357．55 N　7W　60E 明瞭割れ日 P 褐色化

2560
357．61　－　357，74 357．68 N　16E55E 明瞭割れ目 c 褐色化

256】 357．72　－　357，92 357．82 N　24W64E 明瞭割れ目 P 褐色化
2562

357．77　－　357，94 357．86 N　14W60E ヘアー万ック 1 褐色化
2563

357．90　－　357，94 357．92 N　67W　lqN 境界面 P 岩脈
2564

358．00　－　358．25 358．且2 N　27W69E 明瞭割れ目 P 褐色化
2565

358．05　－　358．28 358．17 N　28W67E ヘアー万殖 P 褐色化
2566

358．13　－　358．31 358．22 N　l1E61E ヘアークラ砂 P 褐色化
2567

358．23　－　358，33 35S．28 N　7W　43E ヘアークラ砂 P 褐色化
2568

358．26　－　358．37 358．31 N　】7W49E 朋瞭割れ日 P 褐色化
2569

358．30　－　358，42 358．36 N　8W　50E ヘアークラ捗 1 褐色化
2570

358．49　－　35呂，53 358．51 N　18W24W 明瞭害1」れ目 P 褐色化
2571

358．58　－　358，76 358．67 N　19E61E ヘアータラ弦 C 褐色化
2572

358．60　－　358，呂2 358．71 N　3E　66E ヘアーク万ク C 褐色化
2573

358．84　－　358，94 358．89 N　27E48E ヘァークラック P 褐色化
2574

358．99　－　359，13 359．06 N　12W55E ヘアークラ砂 P 褐色化
2575

359，01　－　359，37 359．19 N　28W75E 鉱物脈 P 白色鉱物脈
2576

359．32　－　359，45 359．39 N　75W53N 鉱物脈 1 白色鉱物脈
2577

359．43　－　359．63 359．53 N　40W64NE ヘアークラック P 褐色化
2578

359．53　－　359．65 359．59 N　10W51E ヘアー姫ック P 褐色化
2579

359．59　－　359，70 359．64 N　41W48NE 明瞭割れ目 P 介在物充填
2580

359．66　－　359，76 359．71 N　30W46NE ヘアークラツク P 褐色化
2581

359．78　－　359，82 359．80 N　37W25SW ヘアークラック P 褐色化
2582

359．81　－　360．04 359．93 N　3W　67E ヘアークラック P 褐色化
2583

360．34　－　360，56 360．45 N　5W　66E ヘアークラック C 褐色化
2584

360．50　－　360，72 360．61 N　37E66SE ヘアークラ砂 1 褐色化　
2585

360．63　－　360．67 360．65 N　25E23E 明瞭割れ目 1 褐色化
2586

360．67　－　360．82 360．75 N　39E58SE ヘアークラック P 褐色化
2587

360．81　 　360．84 360．83 N　36W　l7SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2588

360．8呂　一　360．91 360．90 N　45W22SW ヘァークラック P 褐色化
2589

360．84　 　361．11 360．98 N　43W70NE 明瞭割れ［ 1 介在物充填
2590

360．99　－　361．07 361．03 NS　37W ヘアークラツク 1 褐色化
2591

361．16　－　361．26 361．21 N　7E　45E ヘアークラック 1 介在物充填
2592

361．09　－　361．33 361．21 N　gE　67E ヘァークラック 且 褐色化
2593

361．81　－　361．95 361．88 N　74W56N ヘアークラ砂 P 褐色化
2594

362．02　－　362．41 362．22 N　75E76N ヘアークラ砂 C 褐色化
2595

362．40　－　362．43 362．41 N　】1W　i8W ヘアー妙砂 P 褐色化
2596

362．55　－　362．60 362．58 N　2玉W30E 明瞭割れ目 P 介在物充填
2597

362．55　－　362．73 362．64 N　8W　61E ヘアークラグク P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（50／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅伽m〉 形状 状態 コメント

2598
362．70　－　362．91 362．80 N　21W65E 明瞭割れ目 P 褐色化

2599 362．97　－　363．00 362．99 N　45W18SW ヘアークラザ P 褐色化
2600 363．10　－　363．26 363．18 N　3E　58E 境界面 P 岩相境界
2601

363．33　－　363．44 363．39 N　22W49E 境界面 1 岩相境界
2602 363．45　－　363．65 363．55 N　20W64W 明瞭割れ目 P 介有物充填
2603

363．82　－　363，96 363．89 NS　53E 明瞭割れ日 C 介在物充填
2604

364．38　－　364，55 364．46 N　32E60NW ヘアークラ砂 P 褐色化
2605

364．66　－　364．82 364．74 N　IW　59W 明瞭割れ目 P 褐色化

26〔蛤 364，88　－　364，96 364．92 N　l1W40W
ヘアークラック P 褐色化

2607
365．07　 　365．43 365．25 N　65W75N

ヘアークラック C 褐色化
2608

365．57　－　365．64 365．60 NS　34W 流理構造 P
2609

365．62　－　365．70 365．66 N　4E　40E 明瞭割れ目 P 褐色化
2610

365．71　－　365．91 365．81 N　5E　64E 開口割れ目 5．0 P 褐色化
2611

365．76　－　365．95 365．86 N　6W　63E 明瞭割れ目 P 褐色化
2612

365．97　－　366．00 365．98 N　17E　19E ヘアークラ砂 S 褐色化
2613

366．03　－　366．08 366．06 N　23W26W 明瞭割れ日 P 褐色化
2614

366．15　－　366．25 366．20 N　22W45E 明瞭割れ日 P 褐色化
2615

366，31　－　366．39 366．35 N　32W39NE ヘアークラック P 褐色化
2616

366，33　－　366．57 366．45 N　80W68N ヘアークラック C 褐色化
2617

366．62　－　366．78 366．70 N　20E58E 明瞭割れ日 P 褐色化
2618

366．71　－　366．84 366．78 N　31E　52SE ヘアークラック P 褐色化

26】9 367．i7　－　367．25 367．21 N　29W41E ヘアー妙ック P 褐色化
2620

367，20　－　367．41 367．31 N　30W65SW ヘアークラフク C 褐色化
2621

367．28　－　367．42 367．35 N　37W53SW ヘァークラック 1 褐色化
2622

367．35　－　367．36 367．35 N　69E7S ヘアークラツク P 褐色化
2623

367．31　－　367．43 367．37 N　19W49E ヘァークラ必 P 褐色化
2624

367．42　－　367．46 367．44 N　2W　24E ヘァークラック P 褐色化
2625

367．46　－　367．52 367．49 N　67W3ES ヘアークラツク 1 褐色化
2626

367．58　－　367．60 367．59 N　53W14NE ヘアークラック P 褐色化
2627

367．69　－　367．73 367．71 N　25W21W 明瞭割れ目 P 褐色化
2628

367．68　－　367．87 367．78 N　h6W63W ヘアー妙ック 1 褐色化
2629

367．80　－　367．85 367．82 N　4iw29SW ヘアークラ妙 P 褐色化
2630

367．90　－　367．98 367．94 N　49W39SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2631

368．29　－　368．47 368．38 N　78W61S ヘアー妙ツク 1 褐色化
2632

368．52　－　368．60 368．56 N　56W37NE ヘァークラック 1 褐色化
2633

368．62　－　368．68 368．65 N　56W33NE ヘアークラック 【 褐色化
2634

368．46　－　368．88 368．67 N　89E77S 明瞭割れ目 C 褐色化
2635

368．73　－　368．82 368．77 N　5W　41E ヘアー万ツク S 褐色化
2636

368．78　－　368．85 368．82 N　llW32E 明瞭割れ日 1 褐色化
2637

368．83　－　369．03 368．93 N　75W64N 明瞭割れ目 1 褐色化
2638

368．9】　一　368．95 368．93 N　38W22NE 明瞭割れ目 1 褐色化
2639

368．95　－　369．25 369．10 N　79W72S 明瞭割れ目 C 褐色化
2640

369．27　－　369．43 369．35 N　34W59NE 明瞭割れ目 C 褐色化
2641

369．46　－　369．51 369．49 N　84W25S ヘアークラック 1 褐色化
2642

369．40　－　369．58 369．49 N　36W62NE ヘァー”ラック 【 褐色化
2643

369．58　－　369．63 369．60 N　44W28SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2644

369、60　－　369．70 369．65 N　35E46NW 明瞭割れ目 C 褐色化
2645

369、69　－　369．82 369．75 N　7E　54W 明瞭割れ目 P 褐色化
2646

369．7】　一　369．87 369．79 N　l1W58W 明瞭割れ目 C 褐色化
2647

369．77　－　369．84 369．81 N　12W34W 明瞭割れ［ P 褐色化
2648

369．80　－　369，87 369．84 N　4W　34W ヘアークラック C 褐色化
2649

369．86　－　369．92 369．89 N　gE　33W 開口割れ貝 0．5 P 褐色化
265〔） 369．94　－　369．99 369．97 N　l1E30W 開口割れ目 0．5 1 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（5！／82）

番号 上端深度一下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

265i
369．99　－　370，08 370．03 N　3E　44W 明瞭割れ目 P 褐色化

2652
370．14　－　370，1q 370．16 N　25W30W ヘアー万ック P 褐色化

2653
370．49　－　370，59 370．54 N　10W44E 明瞭割れ目 C 褐色化

2654
370．53　－　370，63 370．58 N　42E47NW 開口割れ目 1．0 1 角礫状

2655
370．60　－　370，73 370．67 N　46E55NW 明瞭割れ日 1 褐色化

2656
370．55　－　370，87 370．71 N　51E73SE 明瞭割れ日 夏 褐色化

2657
370．84　－　370，95 370．90 N　21W47W

ヘアークラツク 1 褐色化
2658

370．97　－　371．15 371．06 N　47E61SE 明瞭割れ目 S 褐色化
2659

371．11　－　371，45 371．28 N　56E74SE 明瞭割れ目 1 褐色化
2660

3712D　・　371．39 371．30 N　8E　62E 明瞭割れ目 P 褐色化
2661

371．44　－　371．47 371．46 N　88W　l3S ヘアークラック 1 褐色化
2662

371．94　－　372．09 372．02 N　39W58SW 明瞭割れ目 C 介在物充填
2663

372．21　－　372．29 372．25 N　17E41W 明瞭害1」れ目 P 介在物充填
2664

372．44　－　372．53 372．48 N　37W43SW 明瞭割れ目 P 介在物充填
2665

372．76　－　373．03 372．89 N　31E70SE ヘアークラック S 褐色化
2666

373，08　－　373，15 373．11 N　44W36SW 明瞭割れ日 P 褐色化
2667

373，12　－　373．16 373．14 N　49W23SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2668

373，19　－　373．23 373．21 N　33E22NW 流理構造 P
2669

373，28　－　373．34 373．31 N　24W30W 流理構造 P
2670

373，20　－　373．43 373．32 N　28W67E ヘアークラ砂 【 褐色化
2671

373．35　－　373．37 373．36 N　】7W且2W 流理構造 P
2672

373，42　－　373，48 373．45 N　2W　32W 流理構造 P
2673

373．35　－　373．58 373．46 N　81E67S 明瞭割れ日 1切 介在物充填
2674

373．40　－　373．62 373．51 N　88W66N 明瞭割れ目 P 褐色化
2675

373．98　－　374．05 374．02 EW　36S 開口割れ目 0．5 P 褐色化
2676

374．05　－　374．07 374．06 N　63W　l1S 開口割れ目 0．5 1 褐色化
2677 374．08　－　374．11 374．09 N　24W14W 明瞭割れ目 C 褐色化
2678

374．08　－　374．17 374．12 N　78E45S 開目割れ臼 1．0 P 褐色化
2679

374．46　－　374．51 374．49 N　81W26N ヘアークラック P 褐色化
2680

374．78　－　374．79 374．79 N　78E　8N 流理構造 P
2681

375．01　－　375．06 375．04 N　83E　27N ヘアークラック P 褐色化
2682

375．21　－　375．26 375．24 N　89E　31N 明瞭割れ目 P 褐色化
26S3

375．47　－　375．63 375．55 N　12W59W ヘアークラ捗 1 褐色化

26唇4 375．56　－　375．72 375．64 N　16E58E ヘアークラ砂 P 褐色化
2635 375．53　－　375．87 375．70 N　22E74E ヘアークラ砂 C 褐色化
2686 375．78　・　375．82 375．80 N　68W26S 明瞭割れ目 P 褐色化
2687

375．69　－　376．05 375．87 N　40E75SE ヘアークラック 1 褐色化
26S8

375．83　－　376，23 376．03 N　23E76E 明瞭割れ目 1 介在物充填
2689

376．25　－　376，57 376．4】 N　20E73E 開口割れ目 0．5 1－h 褐色化
2690

376．33　－　376．65 376．49 N　】E　73E 明瞭割れ目 P 褐色化
2691

376．66　－　376．82 376．74 N　53W58SW ヘアークラ妙 1 褐色化
2692 376，87　－　376．93 376．90 N　81W33S 明瞭割れ目 P 褐色化
2693

377，04　－　377．36 377．20 N　39E73SE ヘァークラック 1 褐色化
2694 377，17　－　377．23 377．20 N　66W30S 明瞭割れ目 P 褐色化
2695

377，13　－　377．52 377．32 N　33E76SE 明瞭割れ目 C－n／h石 褐色化
2696

377、34　－　377．40 377．37 N　54W30SW ヘアークラック P 褐色化
2697

377．22　－　377．65 377．44 N　31E77SE ヘアークラック C 褐色化
2698

377．47　－　377．52 377．50 N　66W25S ヘアークラック P 褐色化
2699

377．85　－　377．91 377．88 N　85W33S 明瞭割れ目 P 褐色化
2700 37呂．04　－　378．08 378．06 N　71E22S 明瞭割れ目 P 褐色化
2701

378．08　－　378．13 378．10 N　73W28S ヘアークラ殖 P 褐色化
2702

378．33　－　378．50 378．42 N　29W60E 明瞭割れ目 C 介在物充埴
2703

378．39　－　378．63 378．51 N　19W6呂E 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（52／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

2704
378．69　－　378，84 378．76 N　17W56E

ヘアークラック P 褐色化
2705 378．73　－　378，86 378．80 N　35W53NE 明瞭割れ目 P 褐色化
2706

378．78　－　378．93 378．85 N　35W57NE ヘアー好ック P 褐色化
2707

378．96　－　379，00 37呂．98 N　35W21SW ヘアークラシク P 褐色化
2708

379．01　－　379．17 379．09 N　19W59E 明瞭割れ目 P 褐色化
2709

379，19　－　379．23 379．21 N　36W23SW ヘアークラ砂 1 褐色化
2710

379，35　－　379．48 379．42 N　17E55E 明瞭割れ目 P　j 褐色化
2711

379，42　－　379．46 379．44 N　73W24S 明瞭割れ目 11 介在物充填
2712

379．74　－　379．95 379．84 N　5E　65E ヘアー妬妙 P 褐色化
2713

379．79　－　380．02 379．91 N　8W　67E 明瞭割れ日 P 褐色化
2714

379．94　－　380．09 380．01 N　22W57E ヘアークラック C 褐色化
2715

380．09　・　380．11 380．10 N　80E　12S 明瞭割れ目 P 褐色化
2716

380．07　．　380．21 380．14 N　19W54E ヘアー停ツク P 褐色化
2717 380．38　・　380．55 380．47 N　79W61S 明瞭割れ目 C 介在物充填
2718

380．61　－　380．71 380．66 N　72W45S 鉱物脈 1 白色鉱物脈
2719

380．63　－　380．73 380．68 N　82W45S 流理構造 C
2720

381．01　－　38L35 381．18 N　59W74NE 明瞭割れ目 1－n 褐色化
2721

381．19　－　38L22 38〕．21 N　24W　l8W 明瞭割れ日 P 褐色化
2722

381．20　－　381．23 381．22 N　41WI7SW 鉱物脈 P 白色鉱物脈
2723

381．22　－　38】．26 381．24 N　5W　20W ヘアークラ砂 1 褐色化
2724

381．36　－　381．40 38】．38 N　4W　2二W 明瞭割れ目 P 褐色化
2725

381．80　－　381．84 3呂1．82 N　4E　23W 明瞭割れ目 P 褐色化
2726

381．62　－　382．05 381．83 N　6W　77E ヘアークラック C 褐色化
2727

381．66　－　382．OS 381．87 N　81W77S ヘアークラック 1 褐色化
2728

381．91　－　381．97 381．94 N　3E　29W ヘアークラック P 褐色化
2729

381．75　－　382．】4 38】．94 N　88W76N 明瞭割れ目 C 介存物充填
2730

382．00　－　382．21 382．ll N　67E65N 朋瞭割れ日 1 介在物充填
2731

382．10　－　382．40 382．25 N　4】W72NE ヘアークラ砂 C 褐色化
2732

382．54　－　382．90 382．72 N　75W75N ヘアークラツク C 褐色化
2733

382．77　－　382．91 382．84 NS　53E 明瞭割れ目 S 褐色化
2734

382．72　－　383．14 382．93 N　32W77NE 明瞭割れ目 C 褐色化
2735

383．47　－　383．60 383．54 N　89E53S ヘアークラ砂 s 褐色化
2736

383．80　－　383．87 383．84 N　8E　32W ヘアークラ砂 P 褐色化
2737

384．29　－　384．52 384．41 N　38W67NE 明瞭割れ目 P－h 介在物充填
2738

384．41　 　384．75 384．58 N　19W74E ヘアークラック 1 褐色化
2739

384．59　－　384．64 384．61 N　20W28W
ヘアークラック C 褐色化

2740
384．44　－　384．83 384．64 N　32W76NE ヘアークラック C 褐色化

2741
385．04　－　385．10 385．07 N　6W　30W 流理構造 P

2742
385．28　－　385．34 385．31 N　46W2器W 流理構造 P

2743
385．38　－　385．44 385．41 N　57W32SW 流理構造 P

2744
385．79　－　385．81 385．80 N　42W　lOSW ヘアークラック P 褐色化

2745
385．79　－　386．22 386．0且 N　50E77SE 明瞭割れ目 P 褐色化

2746
3呂6．33　－　386，47 386．40 N　67W56N ヘアークラ弦 P 褐色化

2747 386．89　－　386．97 386．93 N　59E41SE 明瞭割れ目 P 褐色化
2748

387．】6　－　387．18 387．17 N　70E　l3N ヘアークラック P 褐色化
2749

387．88　－　388．34 388．員 N　33W78NE ヘアー妙砂 1 褐色化
2750

388．31　－　388．8】 388．56 N　38W79NE 明瞭割れ目 1－n1助 褐色化
2751

388．68　－　389，11 388．90 N　67W77N ヘアー姫ソク C 褐色化
2752

388．80　－　389．01 388．91 N　45W64NE 明瞭割れ目 1 褐色化
2753

389．00　－　389．33 389．17 N　4SW73NE 明瞭割れ目 1－n 褐色化
2754

389．35　－　389．42 389．39 N　80W39S 朋瞭割れ目 P 褐色化
2755

389．5（1　－　389．57 389．54 EW38S 明瞭割れ目 P 介在物充填

2フ56 389．33　－　390．13 389．73 N　10W83E ヘアークラ砂 C 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（53／82）

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

2757
3S9．99　－　390．23 390．11 N　53W68NE 明瞭害1」れ日 P 褐色化

2758
390．艮6　－　3RO．27 390．22 N　21W48W ヘアー万ック C 褐色化

2759
390．42　－　390．47 390．45 N　69W28S 流理構造 P

2760
390．78　－　391．24 391．01 N　35W78NE 明瞭割れ目 P 褐色化

2761
391．53　－　391．53 391．53 N　56W5NE ヘアークラック P 褐色化

2762
39L64　－　391．68 39i，66 N　72E22S ヘアークラツク P 褐色化

2763
391．45　・　391．88 39遭，66 N　42W77NE 開口割れ目 1．0 i 褐色化

2764
39L85　－　391．86 39且，86 N　58W7SW ヘアー妙ツク P 褐色化

2765
391．86　－　392．04 391．95 N　22W61E ヘアークラック C 褐色化

2766
392．01　－　392．24 392．12 N　25W67E 開口割れ目 1．5 P 褐色化

2767
392．11　－　392，91 392．51 N　30E83SE べトクラザ C 褐色化

2768
392．55　－　392，69 392．62 N　61W56N 明瞭割れ目 C 介在物充填

2769
392，81　－　393．02 392．91 N　28W65E 明瞭割れ目 S 介在物充填

2770
393．10　－　393．14 393．12 N　85W20S ヘアークラック P 褐色化

2771
393．11　・　393．16 3∋3．14 N　75W24S ヘアークラック P 褐色化

2772
393．14　－　393．18 3男．16 N　85W22S ヘアークラツク P 褐色化

2773
392．86　－　393．55 3騨3．21 N　86WS2N 明瞭割れ目 卜n効 褐色化

2774
393．18　－　393．24 393．21 N　77E30S ヘアークラツク P 褐色化

2775
393．36　－　393．66 393．51 N　26W72E 明瞭割れ目 P 褐色化

2776
393、48　－　393．75 393．61 N　24W70E 明瞭割れh C 介在物充填

2777
393．68　－　394，07 393．87 N　29W76E ヘアークラツク 1 褐色化

2778
394．03　－　394．25 394．14 N　33W66NE ヘアークラツク 1 褐色化

2779
394．17　－　394，20 394．18 N　89W20S ヘアークラック P 褐色化

2780
394．27　－　394，31 394．29 N　81W19S ヘアークラ殖 P 褐色化

278】 394．28　－　394．33 394．31 N　78E25S ヘアークラツク P 褐色化
2782

394．30　－　394．39 394．35 N　75E41S ヘアークラツク C 褐色化
2783

394．39　－　394．49 394．44 N　56W47NE ヘアークラック C 褐色化
2784

395．07　－　395，29 395．1S N　48W66SW 明瞭割れ目 C 褐色化
2785

395．24　－　395．30 395．27 N　69W28S 明瞭割れ目 P 褐色化
2786

395．29　－　395．57 3騨5．43 N　30W71NE ヘアークラック 1 褐色化
2787

395．97　－　396．02 396．00 N　76W30S 明瞭割れ［ P 褐色化

278宮 396．07　－　396．11 396．09 N　72W27S ヘアークラック S 褐色化
2789 396．16　－　396．3」 396．23 N　59E57SE 明瞭割れ日 S 褐色化
2790

396．32　－　396．37 396．34 N　10E29W 鉱物脈 P 臼色鉱物脈

279】 396．32　－　396．40 396．36 N　13E38W 流理構造 P
2792

396．35　－　396．46 396．41 N　l7E48W
ヘアークラック 1 褐色化

2793
396．40　－　396．50 396．45 N　50E45SE ヘアークラ妙 P 褐色化

2794
396．41　－　396．49 396．45 N　41E40NW ヘアークラック P 褐色化

2795
396．77　－　396．92 396．84 N　80W57S ヘアークラ妙 P 褐色化

2796
397．06　－　397．22 397．14 N　29W59E ヘアークラック C 掲色化

2797
397．43　－　397．66 397．55 N　83W67S 開口割れ日 1．0 P 褐色化

2798 397．42　・　397．72 397．57 N　27W72E ヘアークラック 1 褐色化
2799

397．74　－　397．83 397．7S N　67W43N ヘアークラック i 褐色化
2800

398．02　－　398．08 398．05 N　〔叫E　32N ヘアークラック P 褐色化
2801

3gs．i4　－　398．2且 398．17 N　69W37N ヘアークラック 1 褐色化
2802

398．23　－　39S．36 398．29 N　77E　52S 開口割れ目 1．0 P 褐色化
2803

398．34　－　398，56 398．45 N　55W65NE 朋瞭割れ日 C 褐色化
2804

398，45　－　398．51 398．48 N　58W31SW 朋瞭割れ目 P 褐色化
2805

398．58　－　398．66 398．62 N　24W38E ヘアークラツク P 褐色化
2806

398．90　－　398，98 398．94 N　l2W37E ヘアークラック C 褐色化
2807

399．11　－　399，16 399．14 N　37W28NE ヘアークラック P 褐色化
2808

399．26　－　399．36 399．31 N　28W44E 明瞭割れ目 P 褐色化
2809

399，31　－　399，39 399．35 N　68W39S ヘアークラック 亘 褐色化



DH－12号孔不連続面 一一覧表（54／82〉

番号 上端深度一ド端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

2810
399，43　－　399，49 399．46 N　83W30S ヘアークラック P 褐色化

2811
399．50　－　399．64 399．57 N　28W56E 明瞭割れ目 P 褐色化

2812
399，60　－　399，72 399．66 N　26W49E ヘアークラック P 褐色化

2813
399，64　－　399，76 399．70 N　45W5（〕NE 明瞭割れ目 P 褐色化

z814 39～｝，82　－　399．85 399．83 N　28W2】W 明瞭割れ目 P 褐色化
2815

399．88　－　399．97 399．92 N　29W44E 明瞭割れ目 P 褐色化
2816

399．97　－　400．00 399．98 N　39W】6SW ヘアークラック P 褐色化
2817

399．95　－　400．08 400．02 N　35W54NE ヘアークラック C 褐色化
2818

400．48　－　400．51 400．50 N　41W　I8SW ヘアークラック C 褐色化
2819

鱒0．67　－　400．78 400．72 N　53W47NE ヘアー頻砂 1 褐色化
2820

400．68　－　400．85 400．77 N　36W60NE 明瞭割れ日 P 褐色化
2821

400．73　－　400．92 400．83 N　28W63E 明瞭割れ目 1 褐色化
2822

401．02　－　401．05 40i．03 N　】E　16W 明瞭割れ目 P 褐色化
2823 4〔）0．94　－　40i．20 401．07 N　38W69NE 明瞭割れ日 S 褐色化
2824

401．07　－　401．10 401．09 N　57W19SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2825

40L26　・　401．29 401．28 N　36W21SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2826

401．16　－　401．50 401．33 N　54E　74NW ヘアークラソク C 褐色化
2827

401．56　－　401．87 401．72 N　71E72N ヘアークラック C 褐色化

282呂 401．52　－　401．94 401．73 N　gW　77E 明瞭割れ目 C 褐色化
2829

401．72　－　401，83 401．77 N　14E48W
ヘアークラック C 褐色化

2830
401．86　－　402．01 401．94 N　30E57NW ヘアークラツク C 褐色化

2831
401．81　－　402．08 401．95 N　86E70S 開口割れ［ 1．0 P　j 褐色化

2832
402．04　－　402．17 402．11 N　3W　54E ヘアー妙ック C 褐色化

2833
402．03　－　402．30 402．17 N　IE　70E ヘアークラツク C 褐色化

2834
402．20　－　402．38 402．29 N　6W　62E ヘアークラック 1 褐色化

2835
402．49　－　402．51 唄）2．50 N　41W　l4SW ヘアークラック P 褐色化

2836
402．52　・　402．55 402．53 N　37W　lgSW 明瞭割れ目 P 褐色化

2S37
402，52　－　402．56 取）2．54 N　51W20SW ヘアークラック P 褐色化

2838
402，57　－　402，78 402．67 N　25W65E ヘアークラック C 褐色化

2839
402，55　－　403，01 402．78 N　32W78SW 明瞭割れ日 C　j 褐色化

2呂40 402，75　－　403，18 402．96 N　46W77SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2841

402，96　－　403．42 403．19 N　72W78S ヘアークラツク C 褐色化
2842

403，31　－　403，44 403．38 N　8E　53E ヘアークラザ 1 褐色化

2鼠43 403，37　－　403，53 403．45 N　8W　58E ヘァークラック P 褐色化
2S44

403，42　－　403．65 403．54 N　7W　67E ヘアークラック C 褐色化
2845

403，45　－　403．75 403．60 N　44W72SW ベアークラ砂 C 褐色化
2846

403．54　－　403．90 403．72 N　53W75SW 岬一クラジ C 褐色化
2847

403．79　－　403．89 403．84 N　16W46W 鉱物脈 P 白色鉱物脈
2848

403．93　－　403．95 403．94 N　69W10S ヘアークラ砂 1 褐色化
2849

405．13　－　405．34 405．24 N　35W65NE 鉱物脈 P
2850

405．26　－　405．44 405．35 N　21W62E 鉱物脈 P
2851

405．29　－　405．46 405．37 N　21W（10E 鉱物脈 P
2852

405．46　－　405．59 405．52 N　63E53S 鉱物脈 1 白色鉱物脈
2853

405．67　－　405．83 405．75 N　18W59E 鉱物脈 P
2854

405．72　－　405，91 405．82 N　31W63NE 鉱物脈 P
2855

405．88　－　406，38 406．13 N　gE　79E ヘアークラ砂 C 褐色化
2856

406，12　－　406．20 406．16 N　47W40SW ヘア・一フソク P 褐色化
2857

406，21　－　406．29 406．25 N　19W39W 明瞭割れ［ P 褐色化
2858

406，35　－　406．42 406．39 N　43W37SW ∬一クラ砂 1 褐色化
2859

406．40　－　406．50 4D6．45 N　51W46SW ヘアークラック P 褐色化
2860

406．45　－　406．53 406．49 N　66W38S 明瞭割れ目 P 褐色化
2861

406．36　－　406．70 406．53 N　26W74E 明瞭割れ日 P　J 褐色化
2862

406．53　－　406．60 406．56 N　38W37SW 朋瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（55／82〉

番号 上端深度 下端深度 qr間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

2863 407．06　－　407．1〔） 407．08 N　40W24SW 明瞭害1」れ目 C 褐色化
2864

407．13　－　407．38 407．26 N　26W69E 朋瞭割れ目 P 褐色化
2865

407．47　－　407．55 407．51 N　42W42SW 明瞭割れ日 P 褐色化
2866

4D7．54　－　407．61 407．5呂 N　50W35SW ヘアークラック P 褐色化
2867

407．58　－　407．65 407．62 N　53W37SW ヘアークラ砂 P 褐色化
2868

4D7．69　－　407．75 407．72 N　74W31S ヘアークラツク P 褐色化
2869

407．64　・　407．84 407．74 N　19W64E 明瞭割れ目 C 褐色化
287D

407．74　－　408．08 407．91 N　8W　74E 明瞭割れ目 C 褐色化
2871

407．86　－　407．98 407．92 N　63W51S ヘアークラック P 褐色化
2872

408．01　－　408，15 408．OS N　69W56S ヘアークラツク 1 褐色化
2873

408．03　－　408．37 408．20 N　35W74NE 棚一クラック 盈 褐色化
2874

408．18　－　408，42 408．30 N　33W68SW 明瞭割れ目 C 褐色化
2875

408．52　－　408，62 408．57 N　49W46SW ヘアークラック P 褐色化
2876

408．58　－　408．82 408．70 N　55W68SW ヘアークラ妙 P 褐色化
2877

408．67　－　408．97 408．82 N　65W72S ヘアークラツク P 褐色化
287S

408．82　－　408．89 408．S5 N　60W35S 明瞭割れ目 P 褐色化
2879

408．94　－　408，99 408．97 N　l1W25W
ヘアークラック P 褐色化

2880
40勢．00　－　409，04 409．02 N　29E21W

ヘアークラック P 褐色化
2881

408．97　－　409．24 409．】0 N　夏4W70E 明瞭割れ日 P　j 褐色化
2882

409．02　－　409．26 409．14 N　8W　68E 明瞭割れ日 P 褐色化

28呂3 409．07　－　409．28 409．18 N　33W65SW ヘアークラック C 褐色化
2884

409．39　・　409．71 409．55 N　23E73E ヘアークラック P 褐色化
2885

409．65　－　409．68 409．67 N　43W　l夢SW ヘアークラック P 褐色化
28S6 409．6】　一　4｛）9．79 409．70 N　26E61W

ヘアークラツク C 褐色化
2887

409．呂〇　一　409．88 409．84 N　65W41S 明瞭割れ目 P 褐色化

2呂88 409，76　－　410．15 409．95 N　15W76E 明瞭割れ目 C 褐色化
2889

409．97　－　410．05 410．01 N　79W41S 開口割れ目 1．0 P 褐色化
2890

410．】6　－　410．22 410．19 N　71W32S 明瞭割れ日 P 褐色化
2sgi

410．】7　－　410．23 410．20 N　79W32S 明瞭割れ目 P 褐色化
2s92 4iO．18　－　410．26 410．22 N　78W39S ヘアークラツク 1 褐色化

2呂93 4io．22　－　4】0，28 410．25 N　74W30S ヘアー姪砂 1 褐色化
2894 4】0．3（〕　一　4】（〕．36 410．33 N　】9E　28W 明瞭割れ目 P 褐色化
2895

410．38　－　410．64 410．51 N　IE　69W 明瞭割れ目 1 介在物充填
2896

410．59　－　410．76 410．67 N　IE　60E 明瞭割れ目 P 介在物充填
2897

410．82　－　411．01 410．91 N　39E63NW 開口割れ目 0．5 C 褐色化
2898

410．91　－　411．02 410．96 N　9E　49W ヘアークラック 1 褐色化
2899

411．07　－　411．12 411．10 N　83E27S ヘアークラック 1 褐色化
2900

411．13　－　411．18 411．16 N　18W27W
ヘアークラック 1 褐色化

2901
411，15　－　411．39 411．27 N　40E68NW ヘアークラック 1 褐色化

2902
411．39　－　411．66 411．52 N　26E70E ヘアークラ弦 C 褐色化

29Q3
411，55　－　411．71 411．63 N　62W57S 開口割れ目 0．5 P　j 褐色化

2904
411．67　－　411．75 411．71 N　32W39SW ヘアークラック 1一隔 褐色化

2905
411．75　－　411．80 411．78 N　18W31W 明瞭割れ目 P 褐色化

29（｝6 411．78　－　411．88 411．83 N　40W48SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2907

411．81　－　411．92 411．87 N　41W47SW 明瞭割れ目 1 褐色化
2908

412．08　 　412．14 412．11 N　45W32SW 明瞭割れ目 S 褐色化
2909 412．17　－　412．18 412．17 N　30W6SW 鉱物脈 P
2910

412．27　－　412，32 412．30 N　22E30E 朋瞭割れ目 C
2911

412．41　－　412．46 412．43 N　36E30SE 流理構造 P
2912

412．48　－　412．57 412．53 N　61W42S 明瞭割れ目 P n 褐色化

29】3 412．48　．　412．69 412．58 N　81W65S ヘアークラ確 C 褐色化
2914

412．71　－　4】2．76 412．73 N　32E28NW ヘアークラ砂 P 褐色化

29】5 4】2．70　－　4i2．78 4】2．74 N　IE　39E 流琿構造 P



DH－12号孔不連続面一覧表（56／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

2916 4】2．73　－　412．79 412．76 N　52E31NW ヘアークラ腔 P 褐色化
2917

412．86　－　412、90 412．8S N　47W23SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2918

412．90　－　412．92 412．91 N　19E　12W ヘアークラック P 褐色化
2919

412，91　－　412．94 412．92 N　41W18SW 流理構造 P
2920

412，93　・　412．95 412．94 N　30W14SW 流理構造 P
2921

413，02　－　413．07 413．04 N　2W　30W 流理構造 P
2922

413，09　－　413．12 413．10 N　74W18S ヘアークラック 1 褐色化
2923

412，98　－　413，23 413．11 N　45W69NE ヘアークラック C 褐色化
2924

413，16　－　4B．22 413．19 N　56W32SW ヘアークラツク 冨 褐色化
2925

413．17　－　413．26 4B．21 N　45W43SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2926

413．39　－　413．43 4B．41 N　57W22SW ヘアークラック P 褐色化
2927

413．38　－　413．53 413．45 N　70E57N ヘアー好砂 1 褐色化
2928

413，45　・　413．49 413．47 N　85E22S ヘアークラック P 褐色化
2929

413．42　－　413．70 413．56 N　62E71N ヘアークラ砂 P 褐色化
2930

413，54　－　413，68 413．61 N　86W54S 明瞭割れ目 P 褐色化
2931

413．61　－　413，66 413．64 N　81E28S ヘアークラック 1 褐色化
2932

413．65　－　413．76 413．70 N　86W49S ヘアー蝉ック 1 褐色化
2933

4亘3．75　－　413．83 413．79 N　40W38SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2934

413．83　－　413．89 4】3．86 N　24W29W 明瞭割れ目 P 褐色化
2935

413．88　－　4B．98 413．93 N　44W46SW ヘアークラック 1 褐色化
2936 413．79　－　414．（，8 413．94 N　46W71NE 境界面 1 岩相境界
2937

414．01　－　414．12 414．07 N　43W48SW ヘアークラック 且 褐色化
2938

414．08　－　414．19 414．13 N　57W45SW 朋瞭割れ「1 P 褐色化
2939

414．14　－　414．20 414．17 N　44W33SW 明瞭割れ目 1 褐色化
2940

414．22　－　414．24 414．23 N　67W　I5S ヘアークラツタ 1 褐色化
2941

414．24　－　414．27 414．26 N　59W12SW 明瞭割れ日 1 褐色化
2942

414．30　－　4i4．32 4】4．31 N　34E　10NW ヘアークラック 1 褐色化
2943

414．28　－　414．38 414．33 N　46E46NW ヘアークラ砂 C 褐色化
2944

414．40　－　414．44 414．42 N　76E25N ヘアークラック 1 褐色化
2945

414．43　－　414．50 414．46 N41W35SW ヘアークラツク 1 褐色化
2946

414．42　－　414．52 4】4．47 N　64E45N 明瞭害1」れ目 1 褐色化
2947

414．56　－　414．59 4】4．58 N　22E　18W ヘアークラック 1 褐色化

294呂 414．55　－　414．64 414．60 N　72E42N ヘアークラック C 褐色化
2949

414．55　－　414．74 414．（叫 N　65W63S ヘアー蝉ック 1 褐色化
2950

414，66　－　414．75 414．71 N　72E43N ヘアークラック P 褐色化
2951

414．79　－　414．82 414．80 N　43E　l7NW 鉱物脈 P 白色鉱物脈
2952

414．58　－　415．28 414．93 N　2E　82E 明瞭割れ目 C 褐色化
2953

414．95　－　414．98 414．97 N　6E　21W 明瞭割れ目 P－n 褐色化
2954

415．22　－　415．31 415．26 N　66E43N 明瞭割れ目 P 褐色化
2955

415．20　－　415．47 415．33 N　86W70S ヘアークラック 1 褐色化
2956

415．46　－　415．52 415．49 N　51W30SW 流理構造 P
2957

415．45　－　415．54 415．49 N　30W42SW 明瞭割れ日 P 褐色化
2958

415．51　－　415．58 415．55 N　35W35SW 開口割れ日 0．5 P 褐色化
2959

415．59　－　415．65 415．62 N　5W　31W ヘアークラック P 褐色化
2960

415．65　－　415．70 415．67 N　25W25W ヘアークラツク P 褐色化
2961

415．69　－　415．76 4】5．72 N　45W37SW ヘアークラック P 褐色化
2962

415．74　－　415．83 415．78 N　38W43SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2963

415．80　－　415．93 415．87 N　38W51SW ヘアークラック P 褐色化
2964

415．87　－　415．99 415．93 N　56W5iSW 明瞭割れ日 P 褐色化
2965

415．99　－　416．05 4】6．〔｝2

N　51W32SW 明瞭割れ目 1 褐色化
2966

416．04　－　416．17 416．H N　69E54N ヘアークラツク P 褐色化
2967

416．09　－　416．21 4】6．15 N　69E50N 明瞭割れ目 P 褐色化
2968

416．29　－　416．35 416．32 N　47E33NW ヘアづラック P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（57／82）

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（皿皿〉 形状 状態 コメント

2969
416．47　－　416．60 416．54 N　89W53S 明瞭割れ［ P－n 褐色化

2970
416．52　－　416．64 416．58 EW　52S ヘア・一クラック P 褐色化

2971
416、50　－　416．82 416．66 N　24E73E 明瞭割れ目 C 褐色化

2972
416．60　－　416．80 416．70 N　87W63S ヘアークラ砂 P 褐色化

2973
416．83　・　417．05 416．94 N　23E66E 明瞭割れ目 1 褐色化

2974
416．95　－　417．Ol 4】6．98 N　45E31NW 明瞭割れ目 P 褐色化

2975
417．02　－　417．12 417．07 N　57W45SW 朋瞭割れ目 P 褐色化

2976
417．79　－　417．85 417．82 N　64W33S 明瞭割れ日 P 褐色化

2977
417．86　－　417．93 417．89 N　65W36S ヘアークラック P 褐色化

2978
418．25　－　41客．28 418．27 N　28W15W ヘアークラ砂 P 褐色化

2979
4B．27　－　418．32 418．30 N　31W28SW ヘアークラック P 褐色化

2980
418．28　－　418．34 418．31 N　6W　33W ヘアークラック 1 褐色化

2981
418．65　－　418．69 418．67 N　50W24SW ヘアークラ砂 C 褐色化

2982
418．42　－　418．93 418．68 N　89E79S 明瞭割れ目 C一血j 褐色化

2983
418．79　－　418．82 418．SO N　62W18S 明瞭割れ目 P 褐色化

2984
418．96　－　418．99 418．97 N　78W15S ヘアークラ妙 P 褐色化

2985
419．29　－　419．33 419．31 N　57W21SW 明瞭割れ目 P 褐色化

2986
419．55　－　419．57 419．56 N　69E　l1S ヘアークラック 1 褐色化

2987
419．70　－　420．02 419．86 N　31W73NE ヘアークラック P 褐色化

2988
420．14　－　420．15 420．15 N　76E6S 明瞭割れ目 C 褐色化

29唇9 420．35　－　420．45 420．40 N　72E47N 明瞭割れ目 P 褐色化
2ggo

420．60　．　420．70 420．65 N　43W43SW 明瞭割れ目 P 褐色化
2991

420．94　－　421．01 420．97 N　28E38W 明瞭割れ目 C．n 褐色化
2992

421．Ol　－　421．05 421．03 N　18W23W 明瞭割れ目 P 褐色化
2993

421．02　－　421，07 421．04 N　10W25W 開口割れ［ 0．5 P 褐色化
2994 421，（〕4　－　421．07 421．05 N　7W　l6W ヘア確ラ捗 P 褐色化
2995 421．（〕6　－　421．10 421．08 N　48W26SW ヘアークラフク P 褐色化
2996

421．16　 　421．21
42L19

N　2E　25W 明瞭割れ目 P 褐色化
2997

421，25　－　421，30 421．28 N　l8E26W 開口割れ目 0．5 P 褐色化
2998

421，27　－　421．32 421．30 N　26E29W 開口割れ目 o．5 P 褐色化
2999

421．32　－　421，42 421．37 N　2W　45W 明瞭割れ目 P 褐色化
30GO

421．52　－　421，61 42】．57 N　30W40SW ヘアー好ツク P 褐色化
3001

421．57　－　421、65 421．61 N　35W39SW 開口割れ目 0．5 P 褐色化
3002 42】．刀　　一　42】．77 421．74 N　15W34W 開1 1割れ目 0．5 P 褐色化
3003 42L82　－　42】．93 421．87 N　3】W48SW 明瞭割れ日 P 褐色化
3004

421．70　－　422．16 421．93 N　55W78NE ヘアー妙ツク S 褐色化
3005

421．92　－　422，05 421．98 N　40W53SW 開口割れ［ 2．0 Pj 褐色化
3006

421．％　　一　422，12 422．04 N　55W59SW ヘア・・始ッタ P 褐色化
3007

422．00　－　422．21 422．11 N　40W64SW ヘアークラツク C 褐色化
3008

422．29　－　422．38 422．34 N　32W41SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3009

422．31　－　422．45 422．38 N　16E55E ヘアークラック 1 褐色化
3010

422，39　－　422．45 422．42 N　21W30W 明瞭割れ目 P 褐色化
3011

422．53　－　422．58 422．56 N　】7E29W 開rI割れ目 1．0 P 褐色化
3012

422，62　－　422．70 422．66 N　59E3SNW
ヘアークラック P 褐色化

3013
422，69　－　422，74 422．72 N　39W28SW 開口割れ目 0．5 P 褐色化

3014
422，76　－　422，82 422．79 N　52W32SW 開口割れ目 0．5 P 褐色化

3015
422，80　－　422，93 422．87 N　58W53SW 開口割れ目 0．5 P 褐色化

3016
422，91　－　422，98 422．95 N　66W35S 明瞭割れ目 P 褐色化

3017
422，97　－　423．04 423．00 N　54W37SW 開口割れ日 1．0 P 褐色化

3018 422．98　－　423．11 423．04 N　61W52S 明瞭割れ日 1 褐色化
3019

423．OO　－　423．13 423．07 N　69W53S 開口割れ日 0．5 C 褐色化
3020 423．08　－　423．16 423．12 N　49W38SW ヘァークラツク 1 褐色化
3021

423．10　－　423．19 423．15 N　59W43SW 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（58／82〉

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3022
423．17　－　423．27 423．22 N　76W46S 明瞭割れ目 P 褐色化

3023
423．ig　－　423．29 423．24 N　70W44S ヘアークラック P 褐色化

3024
423．23　－　423．29 423．26 N　66W32S 明瞭割れ目 P 褐色化

3025
423．36　－　423．44 423．40 N　60W39S 明瞭割れ目 P 褐色化

3026
423．60　．　423．66 423．63 N　51W33SW ヘアークラック P 褐色化

3027 423．60　・　423．70 423．65 N　41W46SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3028

423．76　－　423．82 423．79 N　65W34S ヘアークラック P 褐色化
3029

423．86　－　423．95 423．90 N　80W42S ヘアークラ妙 P 褐色化
3030

423．62　－　424．42 424．02 N　59E83NW ヘアークラック S－n鋤 褐色化
3031

423．98　－　424．24 424．11 N　52W69NE ヘアークラツク 1－n 褐色化
3032

424．10　－　424，14 424．12 N　75E26S 明瞭割れ日 P 褐色化
3033

424，22　・　424，30 424．26 N　86E40S 明瞭割れ日 P 褐色化
3034

424，47　－　424，58 424．52 N　73E48S ヘアークラツク 1 褐色化
3035

424．24　－　425，04 424．64 N　81E83S 明瞭割れ日 S頑 褐色化
3036

424，76　・　424，83 424．80 N　47E33SE ヘアークラック P 褐色化
3037

424，92　－　424．97 424．95 N　24W27E ヘアークラザ P 褐色化
3038

425，07　 　425．12 425．09 N　13W27E ヘアークラック P 褐色化
3039

425，14　－　425．23 425．18 N　48W42SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3040

425，26　－　425，48 425．37 N　61E66S ヘアークラック S 褐色化
3041

425，51　－　425．77 425．64 N　44E69SE ヘアークラ砂 C 褐色化
3042

425．75　－　425，82 425．79 N　17W38W ヘアークラ砂 P 褐色化
3〔）43 425．78　－　425．88 425．83 N　22W44W

ヘアークラック P 褐色化
3044

425．87　－　425．97 425．92 N　5且W45SW ヘアークラック P 褐色化
3〔叫5 426．03　－　426．10 426．〔｝6 N　6W　36W ヘアークラック 1 褐色化
3046

426．22　－　426．34 426．28 N　4iw52SW ヘアー万ック P 褐色化
3（〉47 426．26　－　426．32 426．29 N　59W28SW ヘアークラ砂 C 褐色化
3（、48 426．43　－　426．72 426．57 N　36E71SE ヘアークラック 1 褐色化
3（ト49 426．84　－　426．93 426．89 N　42W43SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3050

427．10　－　427．22 427．16 N　46W51SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3051

427．46　－　427．52 427．49 N　54W32SW ヘアークラツク P 褐色化
3052

427．49　－　427．58 427．53 N　32W43SW ヘアークラック C 褐色化
3053

427．57　－　427．64 427．6民 N　5蚤W38SW ヘアー万砂 P 褐色化
3054

427．59　－　427．69 427．64 N　40W46SW 明瞭割れ日 P 褐色化
3055

427．87　－　427．93 427．90 N　32W34SW 明瞭割れ日 P 褐色化
3056

427．88　－　427．97 427．93 N　3iw44SW ヘアー姫ック P 褐色化
3057

427．91　－　427．98 427．94 N　27W34W
ヘアークヲック P 褐色化

3058
427．92　－　428．00 427．96 N　28W41W 明瞭割れ目 P 褐色化

3059
427．98　－　428、03 428．00 N　35W28SW 明瞭害1」れ目 P 褐色化

3060
427，99　－　428．07 428．03 N　47W39SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3061
428，00　－　428．OS 428．04 N　48W38SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3062
428．13　・　428．26 428．20 N　gW　53W 明瞭割れ白 1 褐色化

3063
428，21　－　428．29 428．25 N　30W40SW ヘアークラック P 褐色化

3064
428．24　・　428．33 428．29 N　23W41W 明瞭割れ目 P 褐色化

3065
428．26　－　428．35 428．31 N　32W44SW ヘアークラック P 褐色化

3066
428．29　－　428．35 428．32 N　40W35SW ヘアー姫砂 P 褐色化

3067
428．29　－　428．38 428．33 N　40W40SW ヘアークラック P 褐色化

3069
428．31　－　428．3呂 428．35 N　49W36SW ヘアー姪殖 P 褐色化

3069
428．44　－　428．52 428．48 N　66W41S 明瞭割れ目 P 褐色化

3070
428．44　－　428．57 428．51 N　47W52SW ヘアークラック P 褐色化

3071
428．51　－　428．54 428．52 N　22E　17W ヘァークラ輔 】 褐色化

3072
428、48　－　428．59 428．53 N　49W48SW ヘアークラツク P 褐色化

3073
428．55　－　42S．61 428．58 N　59W28SW ヘアークラック ］ 褐色化

3074
428．65　－　428．76 428．7且 N　51W48SW 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（59／82）

番号 上蛇深度・ 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（m面 形状 状態 コメント

3075
428．82　．　428．92 428．87 N　29W46W

ヘアークラック P 褐色化
3076

428．84　－　428．95 428．89 N　37W48SW ヘアークラソク P 褐色化
3077

428．89　－　42S．98 428．94 N　31W41SW ヘアー好砂 P 褐色化
3078

428，94　－　429．01 428．98 N　48W35SW 明瞭割れ日 P n 褐色化
3079

429，49　－　430．00 429．75 N　60W79N
ヘアークラック C 褐色化

3080
429，74　－　429．82 429．78 N　58W39SW ヘアークラック P 褐色化

3081
429，77　－　429．85 429．8】 N　47W39SW ヘアークラック 1 褐色化

3082
429．79　－　429．88 429．84 N　37W42SW ヘアークラツク P 褐色化

3083
429．95　－　430．00 429．97 N　47W26SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3084
430．05　－　430．i7 430．11 EW49S ヘアークラック P 褐色化

3085 430．08　－　430．21 430．14 N　67W52S ヘアークラツク 1 褐色化
3086 430．12　－　430．26 430．19 N　50W54SW ヘアークラ砂 P 褐色化
3087 430．57　－　431．】9 430．88 N　S7W81N 明瞭割れ日 s一萌 褐色化
3088 431．監4　－　431．19 431．17 N　62W29S ヘァークラック 1 褐色化
3089 431．28　－　431，38 431．33 N　45W45SW ヘアークラ砂 P 褐色化
3090 431．40　－　43】，48 431．44 N　86E42S ヘアークラ砂 P 褐色化
3091

431．53　－　431．60 431．57 N　65E36N ヘアークラ砂 P 褐色化
3092 431．73　－　431．79

43L76
N　8E　29W ヘアークラツク P 褐色化

3093 431．75　－　431．83 431．79 N　10E40W
ヘアークラック P 褐色化

3094 431．83　－　431．91 431．S7 N　l2W39W
ヘアークラック P 褐色化

3095
431．86　－　431．95 431．91 NS　43W ヘアー妙砂 1 褐色化

3096 431．90　－　431．93 431．92 N　87W　l7S 流理構造 C
3097 431．67　－　432．22 431．95 N　77E80S ヘアークラック C－n価 褐色化
3098 431．95　－　432．01 43i．98 N　25W30W 明瞭割れ目 P 褐色化
3Q99 432．00　－　432．06 432．03 N　22W28W ヘアークラ砂 P 褐色化
3100 432．23　－　432．28 432．26 N　22W27W 明瞭割れ目 P 褐色化
3101

432．80　－　432，83 432．82 N　79Wl7S 鉱物脈 C 白色鉱物脈
3102 432．95　．　433，31 433．13 N　42W75SW ヘアークラック S 褐色化

3】03 433．00　－　433．34 433．17 N　l7W74E 明瞭割れ目 P 褐色化
3104 433，47　－　433．50 433．49 N　38E　19NW ヘアークラック 1 褐色化
3105

433．61　－　433．71 433．（溢 N　78W45S ヘアークラック P 褐色化

3】06 433．63　－　433．96 433．80 N　88E　73S ヘアークラツク P 褐色化
3107

433，呂〇　一　434、〕0 433．95 N　70W72S 明瞭割れ目 c－h弓 褐色化
3108

433，83　－　434，08 433．95 N　80E69N ヘアークラッタ P 褐色化
3109

434，10　－　434．且4 434．12 N　20W20W
ヘアークラック P 褐色化

3110
434．67　－　434．72 434．69 N　gE　27E 境界面 C 自色鉱物脈

3111
434．72　－　434．76 434．74 N　6E　24E 境界面 C 自色鉱物脈

3112 434．73　－　434．78 434．76 N　36E27SE 流理構造 P
3113

434．77　－　434，8】 434．79 N　25E24E 流理構造 P
3114

434．78　－　434，81 434．80 N　3E　17W ヘアー姫ック 1－n 褐色化
3115 434．79　－　434，93 434．81 N　26E23E 境界面 P 白色鉱物脈
3116 434．81　－　434，84 434．82 N　l4W17W ヘアークラ砂 P－n 褐色化
3117

434．84　－　434．88 434．86 N　49E　22SE 境界面 P 臼色鉱物脈
3118

434．86　－　434．90 434．88 N　26E21E 明瞭割れ日 P
3119 434．87　－　434．91 434．89 N　30E22SE 流理構造 P
3120 434．92　－　434．99 434．95 N　59E34SE 流理構造 1
3121

435．02　－　435．36 435，D N　66E74N
ヘアークラック P 褐色化

3122 435．2S　－　435．33 435．31 N　10W29W 明瞭割れ目 P 褐色化
3123 435．30　－　435，35 435．32 N　l1W27W ヘアークラ砂 P 褐色化
3124 436．12　－　436，17 436．14 N　llW28W 明瞭害1」れ目 P 褐色化

3】25 436．35　－　436．40 436．37 N　76W24S 流理構造 P
3126 436．37　 　436．43 436．40 N　67W34S 流理構造 C
3127 436．61　－　436．67 436．64 N　30W30NE 流理構造 1



DH－12号孔不連続面一覧表（60／82）

番号 上端深度 下端深皮 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3且28 436．68　－　436．72 436．70 N　35E22SE 流理構造 1

3］29 436．62　－　436．94 436．78 N　35E73NW 明瞭割れ日 P 褐色化
3130

437．42　－　437．45 437．43 N　69Wl4S 流理構造 C
3131

437．49　－　437．51 437．50 N　82E　12S 流理構造 P
3132

437．43　－　437．63 437．53 N　6SW（再S 明瞭割れ目 P 褐色化
3133

438．87　－　439．33 439．10 N　14E78E ヘアークラック 1・n
3134

439．10　－　439．42 439．26 N　30W73NE 明瞭割れ目 P 褐色化
3B5 440．00　－　440．39 440．19 N　85W76S 明瞭割れ目 P 褐色化
3136

440．45　－　440．49 440．47 N　41W22SW ヘアークラツク P 褐色化
3137

441．64　－　442．15 441．90 N　41W79NE ヘアークラ妙 1 褐色化
3138

442．22　－　442．30 442．26 N　l2W40W 明瞭割れ目 P 褐色化
3139

442．32　－　442．41 442．37 N　l8W43W 流理構造 P
3140

442．42　－　442．50 442．46 N　15W40W
ヘァークラック P 褐色化

3141
443．03　－　443．10 443．06 N　23W38W ヘアークラ砂 P 褐色化

3142
443．98　－　444．02 444．00 N　l4E23W 流理構造 C

3143
444．10　－　444．14 444．12 N　22W26W 流理構造 P

3144
446．80　－　446，87 446．84 N　87W33S 明瞭割れ目 P 褐色化

3145
447，61　－　448，31 447．96 N　32E82NW 明瞭割れ目 C－n 褐色化

3146
448，21　－　448，25 448．23 N　6W　23W 流理構造 P

3147
449，27　－　449，69 449．48 N　81E77N 明瞭割れ目 P 褐色化

3148
450，57　－　451，00 450．79 N　74E77N 明瞭割れ目 C 褐色化

3149
451，76　－　45】，92 451．84 N　4E　59W ヘアー好ック P 褐色化

3150
452，74　－　452，77 452．76 N　29W12W 明瞭割れ目 P 褐色化

3151
454，1 3　－　454，75 454．44 N　75E81S 明瞭割れ目 C－n 褐色化

3152
454，54　－　454，66 454．60 N　29E50W ヘアー好ガ 1 褐色化

3153
454，68　－　454．70 454．69 N　59W14SW 境界面 C 君脈

3154
454．69　－　454．71 454．70 N　58WgSW 境界面 P 省脈

3155
455，62　－　455，91 455．76 N　3E　71E ヘアークラック 1－n 褐色化

3156
455，94　－　456，03 455．98 N　69W42S ヘアークラツク P 褐色化

3157
455．98　－　456．08 456．03 N　89E48S 明瞭割れ目 1 褐色化

3158
456．08　－　456，44 456．26 N　29W75E 明瞭割れ目 C 褐色化

3159
456．19　－　456，43 456．31 N　25W68E 明瞭割れ目 1 褐色化

3160
456．25　－　456．58 456．42 N　28W73E ヘアークラ砂 1

3161
456．41　－　456．63 456．52 N　28W66E 境界面 C 岩相境界

3162
456．78　－　456．S5 456．82 N　5W　33W 流理構造 1

3163
456．83　－　456．97 456．90 N　87E56S 境界面 C 岩相境界

3164
456．86　－　457，06 456．96 N　29E64E 鉱物脈 P 自色鉱物脈

3165
457．15　－　457，24 457．19 N　25E45E 境界面 C 岩相境界

3166
457．26　－　457，31 457．28 N　72W25N 明瞭割れ日 P

3167
457．37　－　457，42 457．40 N　32W30NE 流理構造 C

3168
457．25　－　457，68 457．47 N　28W77W

ヘアークラック P 褐色化
3169

457．44　－　457，56 457．50 N　52W51NE 流理構造 C
3170

457．59　－　457，61 457．60 N　16E　l2W 明瞭害1」れ目 P 褐色化
3171

457．83　－　457，91 457．87 N　52W41SW 明瞭害1」れ目 P 褐色化
3172

458．02　－　458，06 458．（舛 N　34W24SW ヘアークラック P 褐色化
3173

458．05　－　458，42 458．24 N　25E75E ヘアークラソク C一η 褐色化
3174

458．19　－　458．51 458．35 N　22E73E 明瞭割れ日 P 褐色化
3175

458．55　－　458，61 458．5呂 N　10W35W
ヘアークラツク P

3176
458．63　－　458．70 458．66 N　23E36W ヘアー好砂 P

3177
458．97　－　459、1 4 459．05 N　27W60E 流理構造 ［

3178
459．24　－　459，34 459．29 N　8E　46W 流理構造 P

3179
459．38　－　459、49 459．44 N　33W50SW 流理構造 1

3180
459．58　－　459，69 459．64 N　26W50E 流理構造 P



DH－12号孔不連続面一覧表（61／82〉

番号 上端深度一卜端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3181
459、62　－　459．79 459．70 N　l　IW59E 流理構造 P

3182
459．85　－　459．89 459．87 N　48W22SW ヘアークラック P

3183
459．83　－　459．93 459．88 N　30E44SE 流理構造 P

3184
459．88　－　45勢．97 459．92 NS　41E 流理構造 P

3185
459．96　－　460．07 460．01 N　51W49NE 明瞭割れ目 P 褐色化

3186
460．25　－　460．34 460．30 N　16W43E 明瞭割れ目 P

3187
460．24　－　460．44 460．34 N　38W64NE ヘアークラツク 1 褐色化

318S
460．36　－　460．55 460．45 N　28E62E 鉱物脈 1

3189
460，45　－　460．53 460．49 N　55W36NE ヘアークラ畝 C 褐色化

3190
460，49　－　460．66 460．57 N　27E60E 鉱物脈 C

3191
460．66　－　460．79 460．73 N　3E　54E 鉱物脈 P

3192
460．74　・　460．90 460．82 N　8E　58E 鉱物脈 P

3】93 460、82　－　460．93 460．88 N　l　IE50E 鉱物脈 P

3】94 460．92　－　461，03 460．97 N　39W49NE ヘアークラック C 褐色化
3195

461．08　－　461．17 461．12 N　46W44SW 流理構造 1
3196

461．09　－　461．26 461．17 N　32W59NE 明瞭割れ［ 1 褐色化
3197

461．26　－　461．33 461．30 N　12W39E 流理構造 C
3198

461．29　－　461．36 461．32 N　31W37NE 流理構造 C
3199

461．15　－　461．52 461．34 N　26W75E ヘァークラック P
3200

461．78　 　461．83 461．80 N　32W30SW 明瞭割れ日 P 褐色化
3201 461．87　－　461．96 461．92 N　55W44NE ヘアークラック P 褐色化
3202

461．98　－　462．08 462．03 N　14W45W ヘアークラ砂 P 褐色化
3203

461．94　－　462．18 462．06 N　39W68NE ヘアークラック P 褐色化
3204

462．33　－　462，53 462．43 N　21W64E 明瞭割れ目 P 褐色化
3205

463．19　－　463，42 463．31 N　BW67E ヘアークラ砂 1 褐色化
3206

463．98　－　465．10 464．54 N　62W85N 明瞭割れ目 1－n 褐色化
3207

464，78　－　465．14 464．96 N　62W75N 明瞭割れ目 1－h 褐色化
3208

465，41　－　465．83 465．62 N　l5W77E ヘアークラック P
3209

465，82　－　466．08 465．95 N　43E69SE 鉱物脈 P 自色鉱物脈
3210

466，80　－　467．09 466．94 N　35W71NE 明瞭割れ日 C 褐色化
3211

466，86　－　467．15 467．01 N　25W71E ヘアー妙ック C 褐色化
3212

467．18　 　467．45 467．32 N　26W70E 明瞭割れ目 i 介在物充填
3213

467．49　－　467．85 467．67 N　56W75NE 明瞭割れ目 C 介在物充填

32艮4 467．58　－　468．00 467．79 N　IgW77E 鉱物脈 1 白色鉱物脈
3215

467．71　－　467．95 467．83 N　22W6BE ヘアークラ砂 1
3216 467．86　－　468．〔｝6 467．96 N　35W64NE ヘアー妙妙 1

32】7 467．93　－　469．19 468．06 N　且4W69E ヘアークラック C

32】呂 468．09　－　468．27 468．1S N　46W61NE パアークラツク 1
3219

469．05　－　469．85 469．45 N　43W83NE 破砕帯上盤 C 湧水
3220

470．72　－　470．96 470．84 N　19W68E 破砕帯下盤 C 湧水

322】 471．03　－　471、i4 47盈．09 N　46W48NE 明瞭割れ目 C 褐色化
3222 471．且9　－　471．59 471．39 N　31W76NE 明瞭割れ目 1－n
3223 471．78　－　472．72 472．25 N　51W呂4NE 明瞭割れ目 C－n
3224

472、09　－　472．43 472．26 N　23W74E 明瞭害llれ目 C－n
3225 472．22　－　472．65 472．43 N　29W77E 鉱物脈 1 白色鉱物脈
3226

472．38　－　472．77 472．57 N　42W76NE ヘアークラック P
3227

472、70　－　473，］2 472．91 N　34W77NE ヘアークラック P 褐色化
3228

473．96　－　474、03 474．00 N　83W35S ヘアー蛎ック P 褐色化
3229

473．72　・　474，27 474．00 N　31W80NE 明瞭割れ目 P 介在物充填
3230

474．2D　－　474，23 474．21 N　79W20S ヘアー須ック 且 褐色化
3231

474．36　－　474，39 474．37 N　72W16S ヘアー巧ック P 褐色化
3232

474，47　－　474，53 474．50 N　58E30SE 明瞭割れ目 P 褐色化
3233

474，68　 　474，88 474．78 N　80E64S 明瞭割れ目 S一隔 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（62／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

3234 474．84　－　474．94 474．89 N　87E45S 開l　I割れ目 1．5 1 褐色化
3235 474．93　－　475，07 475．00 N　63W53S 明瞭割れ日 1 褐色化
3236

475，00　－　475，09 475．04 N　84W42S 明瞭割れ目 C 褐色化
3237

475，03　－　475，13 475．08 N　75W47S 開口割れ目 0．5 P 褐色化
3238

475．06　－　475，16 475．11 N　84W47S 明瞭割れ目 P 褐色化
3239

475，19　－　475，36 475．28 N　33W61SW ヘアークラ妙 S　－n！h 褐色化
3240

475，24　－　475，52 475．38 N　77W7】S ヘアークラック 1 褐色化
3241

476，01　－　476．09 476．05 N　79W4】S ヘアークラ砂 1 褐色化
3242

476，21　－　476．28 476．25 N　81W37S 明瞭割れ日 1－n 褐色化
3243

476．28　－　476．35 476．3】 N　55W36SW
ヘアークラック 1 褐色化

3244 476．37　－　476．4且 476．39 N　65W24S ヘアークラック 1 褐色化
3245

476．09　－　476．71 476．40 N　79W81S 明瞭割れ目 1一瑚 褐色化
3246

476．72　－　477．51 477．12 N　83E83N 明瞭割れ目 1一瑚 褐色化
3247

477．17　－　477．68 477．42 N　61E79S 明瞭割れ目 1一醐 褐色化

32博8 477．52　 　477．84 477．68 N　79E　73S ヘアークラック C．n 褐色化
3249

478．02　．　478．32 478．17 N　43E72NW 明瞭割れ目 C一員 褐色化
3250 478．55　－　478．66 478．61 N　85W50S ヘアークラツク P 褐色化
3251

478．72　－　478．77 478．74 N　89W24N
ヘアークラツク 1 褐色化

3252
479．05　－　479．14 479．10 N　3E　41W 明瞭割れ日 P 褐色化

3253
479．19　－　479．27 479．23 N　89E40S 明瞭割れ目 P 褐色化

3254
479．32　－　479．44 479．38 N　l3E50W 明瞭割れ目 P 褐色化

3255
479．59　－　479．63 479．61 N　80E23S ヘアークラック P 褐色化

3256
479．呂5　－　480．】1 479．98 N　48W69SW ヘアークラ砂 C 褐色化

3257
480．08　－　480．1巴 480．13 N　77W44S 明瞭割れ［ P 褐色化

3258
480．20　．　480．25 480．23 N　69E23S ヘアークラック P 褐色化

3259
480．23　－　480．29 480．26 N　72E32S 明瞭割れ目 P 褐色化

3260
480．37　－　480．43 480．40 N　65E32S 開rI割れ目 0．5 P 褐色化

326且 480．52　－　480，59 480．56 N　63W35S ヘアークラ砂 1 褐色化
3262

481，4S　－　481，51 481．49 N　76W　l5N 鉱物脈 1 白色鉱物脈
3263 481．23　－　481，93 481．58 N　18E82E 明瞭割れ日 P－nノ助 褐色化
32〔濡 481，59　－　481，59 481．59 N　54E2NW 境界面 P
3265

48】，75　－　481，75 481．75 N　39E5NW 境界面 1
3266 481，92　－　48」，92 481．92 N　7E　5W 鉱物脈 P
3267

482，00　－　482，05 482．03 N　IW　25E 鉱物脈 C－n 臼色鉱物脈
3268

482，03　－　482，06 482．〔叫 N　gW　18W 鉱物脈 C－n 白色鉱物脈
3269

482，07　－　482，11 482．09 N　36W24SW 明瞭割れ目 P，n 介在物充填
3270

482，28　－　482，36 482．32 N　22E41W 流理構造 P
3271

482．31　－　482，39 482．35 N　14E39W 流理構造 P
3272

482．34　－　482．41 482．38 N　l4E　37W 流理構造 P
3273

482．35　－　482．41 482．38 N　72W33S ヘアークラック 1
3274

484．34　－　484．38 484．36 N　66E24N 流理構造 P
3275

484．02　－　484，82 484．42 N　26E83E 明瞭割れ目 1－nlhノ」

3276
484．09　－　484，79 484．44 N　gE　82E ヘアークラック C－n／助

3277
484．83　－　484．83 484．83 N　67E5S ヘアークラ砂 1

327呂 484．99　－　485．Ol 485．oo N　45W14SW ヘアークラ捗 C－n
3279 4S5．18　－　485．98 485．58 N　72W83N 明瞭割れ目 1－n1助
3280

485．56　－　485．7i 485．64 N　84W57S 明瞭割れ目 1

3鰍1 485．84　－　485，91 485．88 N　68E37N ヘアークラツク 1
3282

486，26　－　486．31 486．28 N　42E26NW 境界面 C 岩相境界
3283

486．27　－　486．33 486．30 N　41E29NW 境界面 C 岩相境界
3284

486．41　－　486．55 486．48 N　78E54S ヘアークラ砂 C
3285

486．45　－　486．52 486．49 N　72B37N ヘアー蛎ック 1
3286

4呂6．79　－　486．85 486．82 N　78W32S ヘアークラック C



DH－12号孔不連続面一覧表（63／82〉

番号 上端深度 下端深皮 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

3287
487．54　－　487．60 487．57 N　77W31S ヘアー妙ツク P

3288
487．80　－　487．85 487．82 N　66E28N ヘアー妙ツク P

3289
488．06　－　48S．10 488．08 N　6E　22W 明瞭割れ［ P

3290
488．45　－　488．52 488．49 N　21W33W 明瞭割れ日 P

3291
489．39　－　489．43 489．41 N　玉8E24W ヘアークラ砂 1

3292
48璽．48　－　489．60 489．54 N　77W50S ヘァークラック P－n

3293
48璽．71　－　489，77 489．74 N　71W32S 明瞭割れ目 1－n

3294
490．85　－　490．90 490．87 N　l8W25W 明瞭割れ目 【 褐色化

3295
490．35　－　491．75 491．05 N　28E86E 明瞭割れ目 C－n棚 褐色化

3296
491．31　－　491．57 491．44 N　25E70E 明瞭割れ［ C－n 褐色化

3297
492．】7　－　492．23 492．20 N　10W33W 明瞭割れ日 1 褐色化

3298
492．42　－　492．51 492．46 N　16E41W ヘアークラック P

3299
492．94　－　4夢2．98 492．96 N　llW24W ヘアークラック P

3300
493．07　－　493．】5 493．11 N　l 6W39W ヘアークラ砂 P

3301
493．27　－　493．36 493．32 N　24E41E ヘアークラック C

3302
493．76　－　493．98 493．87 N　gW　66E 流理構造 P

3303
493．92　－　494．09 494．Oi N　l5W59E 流理構造 C

3304
495．96　－　496．03 496．00 N　7W　38W ヘアークラ砂 P

3305
496．84　・　496．90 496．87 N　13E　30W ヘアークラ砂 P

3306
498．53　－　498．56 498．55 N　IW　18W ヘアークラック P

3307
499．26　－　499．58 499．42 N　16E73E 鉱物脈 P 白色鉱物脈

3308
500．08　－　500．19 500．14 N　70W46S 明瞭割れ目 1－nlhり 褐色化

3309
499．94　－　500．40 500．17 N　25E78E 明瞭割れ目 P蛸 褐色化

3310
500、23　－　500．30 500．27 N　55W35SW 明瞭割れ目 C－n 褐色化

3311
500，69　－　500．75 500．72 N　45W29SW 明瞭割れ日 P 褐色化

3312
500．81　－　500．89 500．85 N　75W40S ヘアー好砂 P 褐色化

3313
501，42　－　501．45 501．44 N　74W18S 流理構造 P

3314
501．42　－　501．46 50】．44 N　82W21S 境界面 P

3315
501．45　－　501．47 50i．46 N　84W　l5S 境界面 P

3316
501．46　－　501．50 50】．48 N　89E　】SS 流理構造 P

3317
501．78　－　501．86 50】，呂2 N　28W40W

ヘアークラック P 褐色化
3318

503．27　－　503．30 503．28 N　61W20S 明瞭割れ目 P 褐色化

33】9 503．62　－　503．68 503．65 N　20W32W 明瞭割れ目 P 褐色化
3320

504．02　－　504．03 504．03 N　58E7NW 鉱物脈 1
3321

505．03　－　505．12 505．07 N　26W42W 明瞭割れ目 P 褐色化
3322

505．30　－　505．36 505．33 N　14W31W 明瞭割れ［ P 褐色化
3323

505．40　－　505．46 505．43 N　35W31SW ヘアークラック P 褐色化
3324

505．92　－　506．01 505．96 N　13W45W 明瞭割れ［ P－h 褐色化
3325

506．03　－　506．07 506．05 N　32W23SW 明瞭割れ［ P 褐色化
3326

506．49　－　5D6．53 5〔協、51 N　20W26W 明瞭割れ目 P 褐色化
3327

506．57　－　506．81 5〔｝6．69 N　23E68E 流理構造 C
3328

506．95　．　508．35 507．65 N　87W86S 明瞭割れ目 卜nlhり 褐色化
3329

507．69　－　507．74 507．72 N　24W24W 明瞭割れ目 P　j 褐色化
3330

507．97　－　5D8．08 508．02 N　46W48SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化
3331

508．08　－　508．17 508．12 N　45W41SW 明瞭割れ目 P一功 褐色化
3332

508．15　－　508．19 508．17 N　43W24SW ヘアークラの P胡 褐色化
3333

508．23　－　508．26 508．24 N　42W18SW 明瞭割れ目 C 褐色化
3334

50S．24　－　508．27 508．26 N　55W15SW ヘアー姫砂 P 褐色化
3335

508．53　－　508．57 508．55 N　44W22SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3336

508．65　－　508．65 50罰．65 N　23W4W ヘアークラック P 褐色化
3337

509．ll　－　509．｝4 509．12 N　52W13SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3338

510．05　－　510．25 5墨0，15 N　71E64S ヘアークラ捗 P 褐色化
3339

512．41　－　512．44 512．42 N　41W18SW ヘアー好ツク P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（64／82）

番号 E端深度一ド端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3340 514．93　－　515．36 515．14 N　2W　77E 流理構造 P
3341

515．09　－　515．71 515．40 N　73W呂IN ヘアークラック C劫 褐色化
3342 515．23　－　515．78 515．51 N　69W80N 明瞭割れ目 C劫 褐色化
3343 515．56　－　515．77 515．67 N　且7E65E ヘアー妙ツク P－h石 褐色化
3344 516．16　－　516．55 516．36 N　81W76N 明瞭割れ目 1 褐色化
3345 516．23　－　516．73 516．48 N　84W79N 明瞭割れ目 c 褐色化
3346

516，95　－　517，02 516．99 N　78W38S
ヘアークラツク P 褐色化

3347
517，30　－　5｝7，76 517．53 N　56W78SW 明瞭割れ目 C－h石 褐色化

3348
517，63　－　517，73 517．68 N　80W45N ヘアークラック 卜h石 褐色化

3349
517，69　－　517．77 517．73 N　39W39SW ヘアー蛎砂 P 褐色化

3350
517．70　－　517．79 517．74 N　87E42N 明瞭割れ日 S－hり 褐色化

3351
517．75　－　518．45 518．10 N　71W82S 明瞭割れ日 P－hO 褐色化

3352 519．23　－　5】9．3〔） 519．26 N　65W35S ヘアー好ック P 褐色化
3353

519．53　－　519．55 519．54 N　BE　gW
ヘアークラック P 褐色化

3354
519．87　－　519．88 519．88 N　72E4N ヘアーク万ク P 褐色化

3355
520．15　－　520．21 520．18 N　78W31S 明瞭割れ目 P 褐色化

3356
52」．42　－　52i．44 52】．43 N　20W　l2W ヘアークラツク P 褐色化

3357 521．57　－　521．60 521．58 N　l4E　13W 明瞭割れ目 P 褐色化
3358 521．60　－　521．61 521．61 N　gW　6W ヘアークラ砂 P 褐色化
3359 52艮．99　－　522．04 522．02 N　董2E28W 明瞭割れ目 P 褐色化
3360 522，05　－　522，08 522．07 N　6W　20W 明瞭割れ目 P 褐色化
336i

521．96　－　523．呂3 522．90 N　臼7W87S 明瞭割れ目 【一n鋤 褐色化
3362 522．96　－　523．Ol 522．98 N　17E25W ヘアー万砂 P 褐色化
3363

523．15　・　523．20 523．18 N　38E25NW ヘアークラック P 褐色化
3364

524．06　－　524．26 524．16 N　31E64SE ヘアー姫砂 1 褐色化
3365

524．59　－　524．63 524．61 N　28E22W 明瞭割れ目 P 褐色化
3366

524，73　－　524，80 524．76 N　】2E36W ヘアー妙ツク P 褐色化
3367

525．15　－　525．32 525．24 N　68E59S ヘアー勿砂 夏 褐色化
3368

525．88　－　525．93 525．91 N　32E　27NW ヘアー妙ック P 褐色化
3369

526．25　－　526．41 526．33 N　85E58S 明瞭割れ日 P 褐色化
3370

526．44　－　526．71 526．58 N　74W70S 明瞭割れ日 C 褐色化
3371

526．71　－　526．75 526．73 N　21E24W
ヘアークラック P 褐色化

3372
527．35　－　527．91 527．63 N　IE　80E ヘァークラ砂 1－h／j 褐色化

3373
527．13　－　528．26 527．70 N　55W85SW 朋瞭割れ日 1一醐 褐色化

3374
528．56　－　528．61 528．58 N　41E29NW 明瞭割れ日 P 褐色化

3375
528．58　－　528．63 528．60 N　52E25NW ヘアー妙ック 1 褐色化

3376
528．65　－　528．68 528．66 N　IIE　I5W ヘアークラツク P 褐色化

3377
528．66　－　528．70 528．68 N　21E2艮W 明瞭割れ目 P 褐色化

3378
528．75　－　528．78 528．77 N　67W20S ヘアークラック P 褐色化

3379
528，89　－　528，92 528，勢o N　lgW　IgW 明瞭割れ目 P 介在物充填

3380
528，92　－　528，95 528．93 N　5W　20W ヘアークラック P 褐色化

3381
529，06　－　529．10 529．08 N　6W　23W ヘアークラツク P 褐色化

3382
529．10　－　529，17 529．14 N　8W　35W ヘアークラック 1 褐色化

3383
529，12　－　529、19 529．16 N　l3W35W 明瞭割れ目 P 褐色化

3384 529．17　・　529．24 529．21 N　IW　38W ヘアークカク P 褐色化
3385

529．22　．　529．29 529．26 N　71E34N 明瞭割れ［ C 褐色化
3386 529，29　－　529．35 529．32 N　4W　30W 明瞭割れ目 P 褐色化
3387 529，32　－　529．37 529．35 N　15E27W ヘアークラ砂 P－h 褐色化
3388

529，48　－　529．53 529．50 N　7E　28W 明瞭割れ目 P 介在物充填
3389

528．74　－　530．61 529．67 N　50W87SW 明瞭割れ目 1－n／h石 褐色化
3390

530．25　－　530．28 530．26 N　36E　19NW 明瞭割れ目 P 介在物充填
3391

530．28　－　530．32 530．30 N　38E20NW ヘアーク方ク P 介在物充填
3392

530．41　－　530．45 530．43 N　68E23N ヘアークラ確 P．h 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（65／82）

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3393
530．45　－　530．49 530．47 N　58E24NW ヘアークラツク P－h 褐色化

3394
530．52　－　530．55 530．53 N　76E　14N 明瞭割れ目 1－h 褐色化

3395
530．55　－　530．60 530．58 N　75E27N ヘアークラザ I　Ph 褐色化

3396
530．60　－　530．65 530．62 N　24E28W 明瞭割れ目 P，h 褐色化

3397
530．72　－　530．74 530．73 N　27E　12W 明瞭割れ目 P，h 褐色化

3398
530．73　－　530．76 530．75 N　9W　18W 明瞭割れ目 P，h 褐色化

3399
530．78　－　530．81 530．79 N　20W14W 明瞭割れ目 P．h 褐色化

3400
530．80　－　530．84 530．82 N　38E20NW 明瞭割れ目 P－h 褐色化

3401
530．92　－　530．96 530．94 N　26E20W 明瞭割れ目 P劫 褐色化

3402
530，93　－　531．12 531．03 N　39E63SE ヘアー妬砂 P－h石 褐色化

3403
531．36　－　531．42 531．39 N　5E　28W 明瞭割れ目 P－h 介在物充填

3404
531，68　－　531．73 531．71 N　l5E23W 明瞭割れ目 P－h 介在物充填

3405
531，55　－　531．88 531．72 N　7E　73E ヘアークラ砂 ⊂」 褐色化

34（｝6 531．73　－　531．77 531．75 N　I3W23W
ヘアークラツク C－h 褐色化

3407
532，23　－　532，27 532．25 N　且W　23W ヘァークラ卿 P－h 褐色化

3408
532，25　－　532．28 532．27 N　IE　l6W ヘアー妙ック P 褐色化

3409
532．30　－　532．33 532．31 N　6W　18W ヘアー妙ック P 褐色化

3410 532．33　－　532．56 532．44 N　28E67E ヘアー妙ック C　j 褐色化
3411

532．49　－　532．82 532．66 N　38E73SE ヘアークラ妙 P　j 褐色化
3412

532．65　－　532，71 532．68 N　64W33S ヘアークラツク 1 褐色化
3413 532．70　－　532．76 532．73 N　28W31W

ヘアークラツク P 褐色化
3414 532．85　－　532．87 532．86 N　53W　l2SW 明瞭割れ日 P　j 褐色化
3415 532．79　－　532．97 532．88 N　20E61E ヘアークラック P 褐色化
3416

532．88　－　532．90 532．89 N　8W　14W ヘアークラック P 褐色化
3417

533．11　－　533．14 533．13 N　52W21SW ヘアークラ砂 P 褐色化
3418

533．30　－　533．49 533．40 N　27E63E ヘアークラック P 褐色化
3419

533．48　－　533．71 533．60 N　27E67E 明瞭割れ目 P 褐色化
3420 534．12　－　534，16 534．14 N　4E　25W ヘアークラ砂 P 褐色化
3421

534．23　－　534，25 534．24 N　24E　l4W ヘアークラック P 褐色化
3422

535．16　－　535．86 535．51 N　l7E32E ヘアークラツク C 褐色化
3423

536．12　－　536．34 536．23 N　12E66E
ヘアークラック P 褐色化

3424 536．25　－　536．71 536．48 N　41E　78SE 明瞭割れ目 P 褐色化
3425

537．18　－　537．19 537．19 N　l6W6W 明瞭割れ目 P 褐色化
3426 537．22　－　537．24 537．23 N　49WBSW

ヘアークラック 正 褐色化
3427 537．28　－　537．29 537．29 N　52W　l1SW ヘアー万ック 1 褐色化
3428 537，29　－　537．32 537．31 N　l1W13W 明瞭割れ目 P 褐色化
3429 538，12　－　538．33 538．22 N　gW　65E ヘアー妙ック P　j 褐色化
3430 538，23　－　538．29 538．26 N　31W28SW ヘアークラック 1 褐色化
3431

538，63　－　538．99 538．81 N　（｝4W75S ヘアークラック C－n 褐色化
3432 540．13　－　540．18 540．15 N　lOW28W ヘアー妙ツク P 褐色化
3433 540．16　－　540，38 540．27 N　gW　66E 明瞭割れ日 P－h 介在物充填
3434 540．30　－　540．66 540．4呂 N　24W75E ヘアークラック P 褐色化
3435 540．96　－　541．00 540．9巴 N　23W25W

ヘアークラック P 褐色化
3436 541．Ol　－　541．06 541．03 N　58W26SW ヘアークラツク P 褐色化
3437 541．03　－　541．08 541．06 N　53W25SW 明瞭割れ日 P 褐色化
3438

540．96　－　54】．15 541．06 N　24W62E ヘアークラツク C　j 褐色化
3439

541、07　－　541．11 541．09 N　23W18W ヘアークラ妙 P 褐色化
3440

541．10　－　541．29 541．2〔｝ N　28E　63E ヘアークラ砂 1 褐色化
3441

542．97　－　543．｝8 543．08 N　15E　65E ヘアークラ砂 P 褐色化
3442

543，19　－　543．22 543．2i N　20W　lgW 明瞭割れ目 P 褐色化
3443

543、34　－　543．36 543．35 N　31W　l2SW 明瞭害lれ［ P－h 介在物充埴
3444

543，38　－　543，41 543．40 N　39W　l6SW ヘアークラック P 褐色化
3445

543，40　－　543，43 543．42 N　32W　lgSW 明瞭割れ目 P．h 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（66／82）

番号 上端深度 下端深皮 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

3446 543．49　－　543．53 543．51 N　45W19SW ヘアークラ砂 1 褐色化
3447

543．51　－　543．54 543．53 N　61W　l5S ヘアークラック P 褐色化
3448

543．53　－　543．56 543．54 N　26W19W
ヘアークラック 1 褐色化

3449 543．84　－　543．89 543．87 N　63W28S ヘアークラツク i 褐色化
3450 543．86　・　543．91 543．88 N　51W28SW ヘアークラック 1 褐色化
3451

543．91　－　543．96 543．94 N　66W23S ヘアークラ砂 P 褐色化
3452

543．94　・　544．00 543．97 N　5qw34SW ヘアークラック P 褐色化
3453

544．00　－　544．（糾 544．02 N　52W23SW ヘアークラック P 褐色化
3454

544．05　－　544．07 544．06 N　25W　l7W ヘアークラ砂 P 褐色化
3455

543．78　－　544，58 544．18 N　80W83S ヘアークラック C－n胡 褐色化
3456

544．81　－　544．86 544．84 N　28W29W
ヘアークラフク 1 介在物充填

3457
544．98　－　545．01 545．00 N　69W17S ヘアークラック 1 介在物充填

3458
545．04　－　545．06 545．05 N　60W13S 明瞭割れ目 P 介在物充填

3459
545．02　－　545．48 545．25 N　89E78S 明瞭割れ目 C－h石 介在物充填

3460
545．22　－　545，52 545．37 N　l4W72E 明瞭割れ目 1 介在物充填

3461
545．52　－　545．81 545．67 NS　71E 明瞭割れ目 P 介在物充填

3462
546．18　－　546．19 546．18 N　80E7N 明瞭割れ目 P 介在物充填

3463
546．07　－　546，39 546．23 N　8E　73E 明瞭割れ目 Cj 介在物充填

3464
546，49　－　546，78 546．63 N　40W7】NE ヘアークラ砂 P 褐色化

3465
546．71　－　546．97 546．呂4 N　55W70NE ヘアークラック P 褐色化

3466
546，96　－　547、20 547．08 N　5】W68NE ヘアークラ砂 P 褐色化

3467
547．34　－　547．46 547．40 N　32W50NE ヘアークラック C．n 褐色化

3468
547．35　－　547．57 547．46 N　58W66SW 明瞭割れ目 C 介在物充填

3469
547．74　－　547．90 547．82 N　70W58S 明瞭割れ目 P 褐色化

3470
547．77　－　547．93 547．85 N　63W59S 明瞭割れ目 C 褐色化

3471
547．97　－　54呂．19 548．08 N　60W65S 明瞭割れ目 P 褐色化

3472
54尽．71　－　548．91 548．81 N　70W64S 岬一クラック C 褐色化

3473
548．73　－　548，90 548．81 N　73W61N ヘアークラック C　j 褐色化

3474
550，65　－　550．82 550．74 N　24E59E ヘアークラツク 1 褐色化

3475
551．18　－　551，22 551．20 N　53W23NE ヘアークラ砂 P 褐色化

3476
551，80　－　551，82 551．81 N　88E　14S 鉱物脈 P

3477
551．92　－　552．18 552．05 N　69W70S ▽一クラック 1 褐色化

3478
552．00　－　552．26 552．13 N　65W70S 明瞭害1」れ目 P 介在物充填

3479
552．25　－　552．27 552．26 N　64W13N ヘアークラック P 褐色化

3490
552．19　－　552．34 552．27 N　16W58E 明瞭害1」れ霞 1 介在物充填

3481
552．18　－　552．41 552．30 N　14E67E 明瞭害1」れ目 P 介在物充填

34s2
552．76　－　553．01 552．89 N　65W69S ヘアークラ捗 P 褐色化

34呂3 553．92　－　554．31 554．12 N　38W76NE 明瞭害1」れ目 P　j 褐色化
3484

554．H　　－　554．29 554．20 N　48W61NE ヘアークラ砂 1 介在物充填
3485

554．21　－　554．31 554．26 N　81W48N 明瞭割れ目 P－hり 褐色化
3486

554．62　－　554．69 554．65 N　17E33E 明瞭割れ目 C－n 褐色化
3487

554．84　－　554．85 554．84 N　38E4SE 明瞭割れ目 C 褐色化
3483

554．64　－　555．14 554．89 N　29W79E ヘアークラツク C　J 褐色化
3489

555．46　－　556．01 555．74 N　71E　80N 明瞭割れ目 S 介在物充填
3490

556．02　－　556．52 556．27 N　87W79N ヘアータラック P．n 褐色化
3491

556．54　－　557．16 556．85 N　64W81N 明瞭割れ目 【 褐色化
3492

557．71　－　557．79 557．75 N　65W40N ヘアークラック P 褐色化
3493

557．79　－　557．89 557．84 N　72W46N ヘアークラック 且づ 褐色化
3494

557．82　－　557．86 557．84 N　35W22SW ヘアークラック 1 褐色化
3495

557．92　－　557．97 557．95 N　28W23W へ）㌧ク乃ク 【 褐色化
3496

557．98　－　558．（叫 558．Ol N　53W30SW ヘアークラ砂 P 褐色化
3497

558．02　－　558．06 558．04 N　51W26SW ヘアークラヅク P 褐色化
3498

558．58　－　558．67 55呂．63 N　58W44SW 明瞭割れ目 P 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（67／82）

番号 ヒ端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（皿m〉 形状 状態 コメント

3499
558．70　－　558．77 558．74 N　83E　39N ヘアークラック P 褐色化

3500
559．03　－　559．06 559．05 N　58W　l7NE ヘアークカク P 褐色化

3501
559，31　－　559．33 559．32 N　42W17SW 明瞭割れ［ 1 介在物充填

3502
559，55　－　559．60 559．57 N　4W　25W 明瞭割れ日 P 褐色化

3503
559．58　－　559．62 559．60 N　12W21W 明瞭割れ目 P 褐色化

35〔舛 559，81　－　559，85 559．83 N　IW　26W 開口割れ目 0．5 P 褐色化
3505

559，85　－　559，90 559．87 N　2W　26W 明瞭割れ目 P－h 褐色化
3506

559．86　－　559，90 559．88 N　28W22W 明瞭割れ目 P 褐色化
3507

559．89　－　559、93 559．91 N　16E23W ヘアークラ砂 P 褐色化
3508

559．95　－　560．16 560．06 N　14E65E
ヘアークラック P，n 褐色化

3509
560．06　－　560，12 560．09 N　28E31W 明瞭割れ目 P 褐色化

3510
560．73　－　560，96 56D．85 N　84W67N 明瞭割れ目 P－h 褐色化

3511
561．07　・　561．10 561．09 N　84Wl5N ヘアークラツク 1－nlh 褐色化

3512
561．35　－　561．38 561．37 N　47E　i7NW 明瞭割れ［ P 褐色化

3513
561．40　－　561．45 561．43 N　15E25W 明瞭割れ日 P 褐色化

3514 562．81　－　562．84 562．83 N　gE　16W ヘアークラ妙 P 褐色化
3515

562．95　 　563．00 562．97 N　37W26SW 明瞭害1」れ目 P 褐色化
3516 563．09　－　563．26 563．17 N　76E59S ヘアークラック P
3517

563．69　－　564．08 563．89 N　IW　76E 明瞭割れ目 S，h 介在物充填
3518

564．20　－　564．44 564．32 N　44E68NW 明瞭害1」れ目 1 介在物充填
3519 564．55　－　564．67 564．61 N　72E50N ヘアークラ砂 C 褐色化
3520

564．68　－　564．86 564．77 N　60E61N 明瞭割れ目 C－n 介在物充填
3521

564．66　－　565．Ol 564．84 N　10E74E 明瞭割れ日 P　j 褐色化
3522 565．32　－　565．37 565．34 N　8E　29W ヘアークラック P 褐色化
3523

565．46　－　565．88 565．67 N　3E　77E 明瞭割れ日 P－h 介在物充填
3524

565．82　－　566．07 565．94 N　34W69NE 明瞭割れ目 C－h 介在物充填
3525

565．96　－　566．20 566．08 N　7W　68E 明瞭割れ目 C－h 介在物充填
3526

566．32　－　566．42 566．37 N　13W44W ヘアー妙ツク 1－h 褐色化
3527 566．49　－　566．81 566．65 N　25E73E 明瞭割れ日 C煩 介在物充填
3528

566．59　－　566．73 566．66 N　75E54S 明瞭割れ目 1劫 介在物充填
3529 566，78　－　567．05 566．91 N　lOE70W 明瞭割れ目 1 h石 介在物充填
3530 567，16　－　567．37 567．26 N　24E65E 明瞭割れ目 C－h 介存物充填
3531

567．89　－　567，93 567．91 N　47W23NE ヘアークラック P 褐色化
3532

568．06　－　568，33 568．19 N　35W70SW 明瞭割れ目 P．h 介在物充填
3533

568、53　－　569，15 568．84 N　37E81SE 明瞭剖れ目 1－n／hj 介在物充填
3534

569．02　－　569，03 569．〔）3 N　33W9NE 流理構造 P
3535 569．25　－　569．28 569．27 N　74Wl6S ヘアークラ砂 P 褐色化
3536 569．40　－　569．72 569．56 N　36E73SE ヘアー好砂 P 褐色化
3537

570，21　－　570．53 570．37 N　20E73E 明瞭割れ目 C 介在物充填
3538

570．83　－　57】．11 570．97 N　IOE71E 鉱物脈 1曽n 白色鉱物脈
3539

571．19　－　571．33 571．26 N　64E55N ヘアークラ砂 1 褐色化
3540

571．27　－　571．46 571．37 N　66E63N
ヘアークラック P 褐色化

3541
571．34　－　571．54 571．44 N　66E64N ヘアークラック P－hO 褐色化

3542 571．43　－　571．75 571．59 N　72E73N
ヘアークラック C－n／hな 褐色化

3543 571．47　－　571．93 571．70 N　59W78SW ヘアークラソク P－h弓 褐色化
3544 572．05　－　572．08 572．06 N　46W20SW

ヘアークラック 1 褐色化
3545 572．08　－　572．1 2 572．10 N　20W25W 明瞭割れ目 【 褐色化
3546 571．95　－　572．29 572．12 N　23W74E 明瞭割れ目 C－nり 介在物充填
3547 572．18　－　572．38 572．28 N　4W　64E 明瞭割れ目 P 褐色化
3549

572，72　－　573．34 573．03 N　gW　8且E 明瞭割れ日 S一助 介在物充填
3549 573．25　－　573．27 573．26 N　l3W　l2E ヘアークラック 1劫 褐色化
3550

573．25　－　573，29 573．27 N　37E26SE 流理構造 C
3551

573．33　－　573，65 573．49 N　4E　73E 明瞭割れ目 【 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（68／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3552
573．81　 　573．82 573．82 N　16E4E 明瞭割れ日 1－hり 介在物充填

3553
573．75　－　573．90 573．83 N　31E58SE 明瞭割れ日 C劫 介在物充填

3554
573．92　－　573．94 573．93 N　75W13N 明瞭割れ目 P 介在物充填

3555
574．22　－　574．25 574．24 N　74E21N ヘアークラザ P 褐色化

3556
574．26　－　574．30 574．28 N　83E20N ヘアークラック C 褐色化

3557
574．31　－　574，34 574．33 N　75Wl7N ヘアークラック C 褐色化

3558
574．62　－　574，（舛 574．63 N　35E　l1NW ヘアークラ砂 P 褐色化

355q
574．94　－　574．97 574．96 N　6SE　17N ヘアークラ砂 P 褐色化

3560
575．61　－　575．93 575．77 N　61E73S

ヘアークラック P
3561

576．20　－　576．23 576．21 N　46W17SW 鉱物脈 P 白色鉱物脈
3562

576．51　－　576．54 576．53 N　69E　16N ヘアークラ砂 P 褐色化
3563

576．71　－　576．72 576．72 N　63WgN ヘアークラ砂 P 褐色化
3564

577、15　－　577．20 577．18 N　48E26NW 明瞭割れ目 P 褐色化
3565

577，25　－　577，29 577．27 N　68E26N ヘアー万ック P 褐色化
3566

577，61　－　577，67 577．64 N　70E30N ヘアークラック P 褐色化
3567

577，95　－　577，97 577．96 N　82E　l1S 流理構造 P
3568

578，30　－　578．35 578．33 N　42E27NW ヘアークヲ砂 P 褐色化
3569

578，51　－　578．57 578．54 N　35E32NW ヘァークラ砂 P 褐色化
3570

578，55　－　578．59 578．57 N　39E25NW 朋瞭割れ日 P 褐色化
3571

578，61　－　578，64 578．63 N　64E　14N ヘアークラック P 褐色化
3572

578．66　・　578．72 578．69 N　53E30NW 開口割れ目 0．5 P 褐色化
3573

579．06　－　579．10 579．08 N　40E25NW 明瞭割れ目 Pj 介在物充填
3574

579．04　－　579．36 579．20 N　73E73S ヘアー妙ック P．n 褐色化
3575

579．20　－　579．24 579．22 N　31E22NW ヘアークラ殖 P 褐色化
3576

579．22　－　579．28 579．25 N　35E29NW 明瞭割れ目 P劫 介在物充填
3577

579．85　－　579．9D 579．88 N　25E26W ヘアー妙プク P 褐色化
3578

579．79　－　580．41 580．10 N　86W81S ヘアー妙ツク 1－nlhな
3579 580．11　－　58〔）．15 580．13 N　79W24S ヘアークラ妙 C 褐色化
3580

580．31　－　580．36 580．34 N　29E28W 明瞭割れ目 P－hノ」 褐色化
3581

580．34　－　580．42 580．38 N　81W40S ヘァー妙卿 1 褐色化
3582

580．56　－　580．59 580．57 N　51E　i8NW ヘアークラック 1 褐色化
3583

580．73　－　580．76 580．74 N　39E　i7NW ヘアー妙ック P 褐色化
3584

582．62　－　582．68 582．65 N　l3W29W 明瞭割れ目 P 介在物充填
3585

582．68　－　582．98 582．83 N　8W　72E 明瞭割れ目 Pj 介在物充填
3586

583．79　－　583．82 583．8】 N　60W　l7S ヘアー妙卿 P 褐色化
3587

584．50　－　584，62 584．56 N　54W49SW 流理構造 C
3588

585．45　－　585．48 585．46 N　83W　l8N ヘアー妙ツク P 褐色化
3589

585，58　－　585．60 585．59 N　10W　l1W ヘアークラツク P 褐色化
3590

585，90　－　585．92 585．91 N　61W　lOS 明瞭割れ目 P 褐色化
3591

586．07　－　586．13 586．玉0 N　65E28N ヘアークラツク P 褐色化
3592

586．14　－　586，17 586．16 N　58E20NW ヘアークラツク P 褐色化
3593

586．艮5　－　586．19 586．17 N　83E21N 明瞭割れ目 P 褐色化
3594

586．18　－　586，22 586．20 N　呂IE23N ヘアークラック P 褐色化
3595

586．56　－　586．6】 586．58 N　54W27SW 明瞭割れ日 P 褐色化
3596

586．64　－　586．67 586．66 N　87E　I8S 明瞭割れ日 P 褐色化
3597

587．06　－　587．（18 587．07 N　65W　I5S 流理構造 P
3598

587．08　－　587．12 587．畏0 N　69W23S 流理構造 C
3599

587．10　－　587，14 5S7．夏2 N　73W23S 流理構造 P

3ω0 588．16　－　588，27 58呂．22 N　81E49S ヘアークラック P 褐色化
3601

5S7．20　－　590，01 588．60 N　60E88N 明瞭割れ目 1－n嫡 褐色化
3602

588．65　－　588，71 588．68 N　75W33S ヘアークラ妙 P 褐色化
3603

588．76　－　588，魯3 588．90 N　54W39SW べ7一クラック P 褐色化
3604

588．91　－　588，94 588．93 N　44W19SW ヘアークラ砂 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（69／82）

番号 ヒ端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（皿m） 形状 状態 コメント

3605
589，28　－　589．32 589．30 N　84E　20S ヘアークカク 1 褐色化

3606
588，47　一 590．34 589．40 N　51E87NW 明瞭割れ目 1－n／hj 褐色化

3607
589，75　－　589，79 589．77 N　76W21S ヘアー妙妙 C－n 褐色化

3608
590，64　－　590．67 590．66 N　63W21N 明瞭害1」れ日 P，n 介在物充填

3609
590，86　－　590．96 590．91 N　20W46E ヘアークラツク P 褐色化

3610
591，66　－　591．69 591．68 N　64E　16N ヘアークラック P 褐色化

3611
591，72　－　59】．74 591．73 N　74E　10N ヘアークラツク P 褐色化

3612
592，05　－　592，09 592．07 N　34E　19SE ヘアー妙ツク C 褐色化

3613
592．69　－　592．73 592．71 N　62E2蓋S 流理構造 P

3614
593．08　・　593．24 593．16 N　62E58S 明瞭割れ［ P 介在物充填

3615
593．97　．　594．03 594．00 N　73W29N ヘアークラック P 褐色化

3616
594．23　－　594．26 594．24 N　85E　17S ヘアークラック P 褐色化

3617
594．38　－　594．41 594．40 N　74W　l6S ヘアークラ砂 P－h 褐色化

36】呂 594．48　－　594．50 594．49 N　60E8N ヘアークラ妙 1－n 褐色化

36】9 594．50　－　594．71 594．60 N　8W　65E ヘアークラツタ P　j 褐色化
3620

594．60　－　594．64 594．62 N　60W　lgS ヘアー始砂 P　j 褐色化
3621

594．78　－　594．80 594．79 N　69E7S ヘアークラ砂 P 褐色化
3622

594．88　－　594．90 594．89 N　50W　lOSW ヘアークラック 1 褐色化
3623

594．93　－　594．96 594．95 N　57E20NW ヘアークラ砂 P 褐色化
3624

595．05　 　595．09 595．07 N　33W18SW 明瞭割れ目 P－h石 介在物充填
3625

595．05　・　595，31 595．18 N　55E70SE ヘアークヲ砂 P－h石 褐色化
3626

595．43　－　595，46 595．45 N　68W21S ヘアー姫砂 P 褐色化
3627

595．49　－　595．51 595．50 N　13E　12W ヘアークラック P 褐色化
3628

595．60　－　595．62 595．61 N　26W13W ヘアー妙ック P 褐色化
3629 595．90　－　595．96 595．93 N　83E32S ヘアークラザ P－n 褐色化
3630

595，呂7　－　596．】6 596．02 N IW　71E ヘアークラフク C　J 褐色化
3631 596，08　－　596．l　l 596．09 N　80W17S ヘァークラック P　j 褐色化
3632

596．21　－　596．24 596．23 N　79W19S ヘアー妙妙 P 褐色化
3633

596．51　－　596．63 596．57 N　16E52E ヘアークラック 1 褐色化
3634

596、58　－　596．63 596．61 N　79W24S 流理構造 C
3635

596．57　－　596．77 596．67 N　12W64E ヘアークラック P 褐色化
3636

596．93　－　597．20 597．06 N　IE　70E 明瞭割れ目 P 褐色化
3637

597．19　－　597．5呂 597．39 N　斬E76SE 明瞭割れ目 C 介在物充填
3638 597．62　－　597．84 597．73 N　gW　66E 明瞭割れ目 C 褐色化
3639 597．73　－　598．0】 597．87 N　15W71E 明瞭割れ目 C 褐色化
3640 597．98　－　59S．40 598．19 N　49E77SE 明瞭割れ目 C－n 褐色化

364】 598．07　－　598．86 598．47 N　4E　S3E 開口割れ日 1．5 C 褐色化
3642 598．60　－　598．65 598．63 N　59E25SE 流理構造 P－n
3643 598．68　－　5璽8．73 598．70 N　74E26S 流理構造 P－n
3644 598，72　－　598，77 598．74 N　74E27S 流理構造 P
3645

598．51　－　599，2】 598．唇6 N　3W　82E 明瞭割れ目 C－n 褐色化
3646

5弾9．77　－　599，80 599．79 N　73E20S ヘアークラツク P 褐色化
3647

599．91　－　599，96 5～｝9，94 N　40W23NE ヘアークラ弦 P 褐色化
3648

600，17　－　600，26 伽，21 N　34E42NW 明瞭割れ［ P 介在物充填
3649

6QO，26　－　600．39 600．33 N　49W51NE 明瞭割れ［ P 介在物充填
3650

601，11　p　601．15 601．13 N　l5E　20W 鉱物脈 C
3651

601．38　－　601，41 60】．40 N　41W　l8SW ヘアークラック P 褐色化
3652

601，59　－　601．69 601．64 N　49W46SW ヘアークラック P 褐色化
3653

60L73　－　601．79 601．76 N　75W34S ヘアークラック P 褐色化
3654

601．96　－　601．97 601．97 N　71E　lON ヘアークラツク P 褐色化
3655

602．65　－　602．76 602．71 N　l3E50W 明瞭割れ日 P 介在物充填
3656

602．88　－　602．96 602．92 N　24W39W 境界面 C 岩相境界
3657

602．98　－　603．02 603．00 N　24W23E ヘアークラ砂 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（70／82）

番号 ヒ端深度一卜端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3658
603．01　－　603，04 603．02 N　33W】4NE ヘアークラ砂 P 褐色化

3659
603．01　－　603，07 603，〔協 N　74W23S 境界面 C 岩相境界

3660
603．12　－　603，】4 603．13 N　70E　10S ヘアークラック P 褐色化

3661
603．14　－　603、20 603．17 N　l1E35E ヘアークラック P 褐色化

3662 604．82　－　605、14 604．98 N　66W73S ヘアークラック P 褐色化
3663

605，23　－　605．43 605．33 N　60W63S ヘアークラ砂 P 褐色化
3664

605．38　－　605．56 605．47 N　64W61S ヘアークラ砂 P 褐色化
3665 605．51　－　605．75 605．63 N　67W68S ヘアー姫ック P 褐色化
3666

605．88　－　605．94 605．91 N　89E35N ヘアークラック P 褐色化
3667 606．19　－　606．27 606．23 N　26E40E 流理構造 P
3668 606．28　－　606．37 606．33 N　24E41W 明瞭割れ目 P 褐色化
3669 6〔）6．68　－　606．89 606．78 N　62E65S 境界面 C 岩相境界
3670

606．82　－　606．88 606．85 N　54W29NE ヘアークラック P 褐色化
3671

606．95　－　607．01 606．98 N　88E29N ヘアークラ妙 C
3672 607．15　－　607．17 607．16 N　27W12W 鉱物脈 P 自色鉱物脈
3673 607．79　－　607，83 607．81 N　52E21NW

ヘアークラック P 褐色化
3674

607．82　・　608．15 607．99 N　55W73NE ヘアークラック P
3675

608．29　－　608．99 608．64 N　81W82S 明瞭割れ目 P 褐色化
3676

608．64　－　608．76 608．70 N　36E51NW 朋瞭割れ目 P　j　・ 介在物充填
3677

608．87　－　609．57 60q．22 N　73W82S 明瞭割れ日 P 介在物充填
367S

609，64　－　610．Ol 609．82 N　4W　75W 明瞭割れ日 C－h 褐色化
3679

610，77　－　610．80 610．79 N　24E　20W ヘアークラ砂 P 褐色化
3680

611．56　－　611．76 611．66 N　20W64W 明瞭割れ目 P 介在物充填
3681

611．69　－　611．90 611．80 N　23W65W
ヘアークラツク 1 介在物充填

3682
611．74　－　611．99 611．87 N　l7W69W ヘアー姪ック P 介在物充填

3683
611．88　－　612．09 611．99 N　13W65W 明瞭割れ目 P 介在物充填

36呂4 612．04　・　612．22 612．13 N　29W62W 明瞭割れ目 P 介在物充填
3685

612．08　－　612．24 612．16 N　18W59W
ヘアークラック P 介在物充填

3686
612，13　－　612．33 612．23 N　l6W64W 朋瞭割れ目 P 介在物充填

3687
612．24　－　612．37 612．30 N　7W　54W ヘアー好砂 P 褐色化

36S8
612．IO　・　612．53 612．31 N　67E77S ヘアー好ック P 褐色化

3689
612．34　－　612．49 612．42 N　19W58W ヘアー妙ック P 褐色化

3690
6】2．4聾　一　612．77 612．59 N　70E75S 明瞭割れ目 P 褐色化

3691
612．70　－　612．9】 6】2．81 N　22W64W 明瞭害1」れ目 P 褐色化

3692 6】2．67　－　613．（博 612．86 N　74E75S ヘアー妙ツク P 褐色化
3693

612．88　－　6】2．96 612．夢2 N　71W39S ヘアークラック P 褐色化
3694 6】2．83　－　613．06 612．95 N　I7W67W

ヘアークラツク P 褐色化
3695

612．98　－　613．22 613．畳0 N　26W68W 明瞭割れ目 P　j 褐色化
3696

6】3．30　－　613．34 613．32 N　25E25E 明瞭割れ目 P 褐色化
3697

613．35　－　6B．54 613．45 N　l1W63W
ヘアークラツク P 褐色化

3698
613．50　－　613．77 613．64 N　15W70W 明瞭割れ目 C 褐色化

3699
613．59　－　613，82 613．71 N　17W66W 明瞭割れ目 P 褐色化

3700
6B，66　－　613，86 613．76 N　6W　64W 流理構造 P

370」 613．91 　一　614，09 614．00 N　18W61W
ヘアークラック P 褐色化

3702
614．03　－　614，23 614．13 N　l1W63W 明瞭割れ目 P 褐色化

3703
614，24　－　614，37 614．31 N　gW　52W 明瞭割れ目 c 褐色化

3704
614，27　－　614，48 614．3S N　6W　65W ヘアークラック 1 褐色化

3705
6i4．29　－　6艮4，75 614．52 N　64E78S 明瞭割れ日 C　j 褐色化

3706
614，67　－　614，79 614．73 N　8W　51W ヘアークラック 1 褐色化

3707
614，77　－　614，96 614．86 N　19W63W 明瞭割れ目 P 介在物充填

3708
614，81　－　614，98 614．89 N　16W61W

ヘアークラツク 1 褐色化
3709

614．93　－　615．08 615．01 N　28W57W 流理構造 1
3710

614，87　・　615．29 615．08 N　77W77S 明瞭割れ日 Pう 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（71／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

3711
615．19　－　615．40 6】5．29 N　5】E65SE ヘアークラ砂 P 褐色化

3712 615．61　－　615．78 615．69 N　59E60SE 明瞭割れ目 耳 介在物充填
3713

616．15　－　616．21 616．18 N　83E28N ヘアークラック 且 褐色化
3714

616．19　－　616．25 616．22 N　70E31N ヘアークラック P 褐色化
3715

616．29　－　616，45 616．37 N　88E58S 明瞭割れ目 P 介在物充填
3716

6｝6．61　－　616，77
61

6．69 N　67W58S 明瞭割れ日 P 褐色化
3717

616．7且　一　6且6，81 616．76 N　37W46SW 鉱物脈 C 白色鉱物脈
3718

616．80　－　616，87 6】6．83 N　55W36SW ヘアークラ岬 P 介在物充埴

3刀9 616．95　－　617，09 6】7．02 N　84E55S 明瞭割れ目 1 介在物充填
3720

6i6，93　－　6畏7，43 617．蚤8 N　40E79SE 明瞭割れ日 C　j 介在物充填
3721

617．33　－　617，43 617．38 N　72W44S 鉱物脈 C 白色鉱物脈
3722

617．60　－　617．66 617．63 N　】5W32W ヘアークラツク C 褐色化
3723

617．57　－　617．77 617．67 N　43W64SW ヘアークラック 1 褐色化
3724

617，75　－　617．8q 617．82 N　33W55SW ヘアークラック 1 褐色化
3725

618，29　－　618．39 618．34 N　24W46W
ヘアークラック P 褐色化

3726
618，28　－　618、49 618．38 N　53E65SE ヘアー妙ツク P 褐色化

3727
618．60　．　618．64 618．62 N　41W26SW ヘアー好ック P 褐色化

3728
618．56　・　618．69 618．63 N　78E52N 明瞭割れ目 P 褐色化

3729
618．87　－　6】9．09 618．9呂 EW　66S ヘアークラック C 褐色化

3730
618．タ2　－　619．16 619．04 N　呂8E67S 明瞭割れ目 P 褐色化

373】 6】9．31　－　6】9．5i 619．41 N　63E64N 開口割れ目 0．5 1 褐色化
3732 6】9．32　－　619．58 619．45 N　SIE69N 明瞭割れ目 1－n 褐色化
3733 619．43　－　619．70 619．57 N　38W70S 明瞭割れ口 1－n 褐色化
3734

619，84　－　620．13 6且9．99 N　llE71E 開口割れ目 2．0 1 褐色化
3735

620．07　－　620．37 620．22 N　69W72S 明瞭割れ目 C 介在物充填
3736

620，24　－　620．45 620．35 N　22W65E
ヘアークラック C 褐色化

3737
621，00　－　621．32 621．16 N　42W73NE ヘアークラック C 褐色化

3738
621．52　－　621．63 621．58 N　88W50S 明瞭割れ目 C 褐色化

3739 621．53　－　621．65 621．59 N　89W52S 明瞭割れ日 1 褐色化
3740

622．17　－　622．22 622．1り N　18E24E ヘァークラック P 褐色化
3741

622．29　－　622．37 622．33 N　74E41N ヘアー万捗 P 褐色化
3742 622．34　－　622．58 622．46 N　87W67N ヘアー万ック C 褐色化
3743

622．86　－　623、48 623．17 N　23W81E 明瞭割れ目 P－nノ頃 褐色化
3744

623．Ol　－　623，33 623．17 EW　73S ヘアークラック C 褐色化
3745

623．56　－　623，72 623．64 N　15W57W ヘアークラ砂 C－n 褐色化
3746 623．62　－　623．84 623．73 N　87W66S 明瞭割れ日 1 褐色化
3747 623．88　－　624，02 623．95 N　59W55SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3748

624，16　－　624．34 624．25 N　68E61S 明瞭割れ目 1 褐色化
3749

624，03　－　624．49 624．26 N　81E78S 明瞭割れ目 1－nlh石 褐色化
3750

624．99　－　625．10 625．04 N　7E　48E 明瞭割れ目 豆 褐色化
3751

625．12　 　625．23 625．17 N　ISE49E 明瞭割れ目 1 褐色化
3752

625．36　－　625．51 625．43 N　2E　56E ヘアー好ザ 1 褐色化
3753

625．30　－　625、64 625．47 N　】5W74E ヘアークラ砂 C 褐色化
3754

625．64　－　625．75 625．70 N　4E　47E ヘアーク聾ク P 褐色化
3755

625．49　－　626．00 625．75 N　33E79SE べ怨クラック 1 褐色化
3756

625．69　－　625．98 625．84 N　42W71NE ヘァークラック 【 褐色化
3757

625．97　－　626．52 626．25 N　SiE呂ON ヘアークラック C 褐色化
3758

626．2S　－　626、44 626．36 N　87W58N ヘアークラック 1 褐色化
3759

626．37　－　626．51 626．44 N　50W55NE ヘアークラック 1一助 褐色化
3760 626．53　－　626．70 626．62 N　2W　61E 明瞭割れ目 C 褐色化
3761

626，69　－　626，84 626．77 N　l1W57E 明瞭割れ目 C 褐色化
3762

626，79　－　626，92 626．85 N　34W54NE ヘアークラック 1 褐色化
3763

627．06　－　627，07 627．07 N　86E8S ヘアー万妙 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（72／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（皿m） 形状 状態 コメント

3764 627．51　－　627．66 627．58 N　l4W58E
ヘアークラック P 褐色化

3765 627．70　－　627．80 627．75 N　89E45S
ヘアークラック P 褐色化

3766 627．66　－　627．93 627．80 N　67W70N
ヘアークラック 1 褐色化

3767 627．75　－　627．S9 627．82 N　68E54S
ヘアークラック P－hり 褐色化

3768 627．95　－　628．21 628．08 N　gW　69E 明瞭割れ目 C 介在物充填
3769 628．07　－　628．28 628．17 N　21W65E ヘアー好砂 P 褐色化
3770 628，14　－　628，40 628．27 N　24W69E ヘアークラ砂 P 褐色化
3771

628．21　－　628，餌 628．38 N　62E73S 明瞭割れ目 P 褐色化
3772

628．48　－　628，57 628．52 N　87W42N
ヘアークラック P 褐色化

3773
628．50　－　628，72 628．6】 N　57W66NE ヘアークラック 1 褐色化

3774
628．70　・　628，79 628．75 N　82E40S

ヘアークラック P 褐色化
3775

628．82　－　629，00 628．91 N　44W61NE ヘアー妙ック C 褐色化
3776

629．36　－　629．45 629．40 N　57E41SE ヘアークラ妙 C 褐色化
3777

629．17　－　629．67 629．42 N　22W79E 明瞭割れ日 C 褐色化
3778

629．85　－　629．87 629．86 N　25W　l2W ヘアークラック P 褐色化
3779

629．97　－　630．13 630．05 N　】2W60E ヘアークラック P 褐色化
3780

630．49　－　630．68 630．59 N　35W62NE ザークラ砂 C 褐色化
3781

631，99　－　631，99 631．99 N　68E4N ヘアークラ砂 P 褐色化
3782

632，08　－　632，35 632．21 N　37W70NE 明瞭割れ目 P 介在物充填
3783

632，21　－　632，23 632．22 N　53W12SW
ヘアークラック P 褐色化

3784
632，74　－　633，】4 632．94 N　27W76E 明瞭割れ目 1－n肘」 褐色化

3785 633．06　－　633、09 633．08 N　86W19N 明瞭割れ目 P 介在物充填
3786

633．29　－　633．31 633．30 N　61W　llN 朋瞭割れ目 P 褐色化
3787

633．50　－　633．51 633．51 N　79W5S ヘアークラック ［ 褐色化

37呂S 633．53　－　633．54 633．53 N　38W7SW
ヘアークラック P 褐色化

3789
633．55　．　633．56 633．56 N　19E7W ヘアー妙砂 P 褐色化

3790 633．80　・　633．91 633．86 N　54W50SW ヘアークラツク P 褐色化
3791

633．98　－　634．07 634．02 N　84W43S 明瞭割れ［ 1 褐色化
3792

634．11　－　634．14 634．13 N　80W　l5N 明瞭割れ目 P 褐色化
3793 634．23　－　634．26 634．25 N　63Wl4N 明瞭割れ日 P 褐色化
3794

634．43　－　634．47 634．45 N　49E26NW ヘアークラック 1 褐色化
3795

634．46　－　634．50 634．48 N　68E21N 明瞭割れ日 P 褐色化
3796

634．51　－　634．55 634．53 N　79W20N ヘアークラック P 褐色化
3797

634．53　－　634．57 634．55 N　48E　18NW ヘァー好砂 P 褐色化
3798

634．72　－　634．73 634．73 N　61E8S ヘアークラツク P 褐色化
3799

634．S1　－　634．S4 634．82 N　59W　BNE 明瞭割れ目 P 褐色化
3800 634．88　－　634，92 634．90 EW　22S ヘアー好殖 P 褐色化
3801

634．88　・　635，00 634．94 N　19E50W ヘアーク万ク P 褐色化
3802

635．05　－　635．07 635．06 N　49W　IOSW ヘアークラ弦 1 褐色化
3803

635．05　－　635，09 635．07 N　48W24SW ヘア功ラ砂 ［ 褐色化
3804

635．24　－　635．27 635．25 N　25E　13E ヘアークラフク 1 褐色化
3805

635．32　－　635．33 635．33 N　57W8NE 朋瞭割れ目 P 介在物充填
3806

635．33　・　635．38 635．36 N　呂5W30S ヘアークラクク s 褐色化
3807

635．51　－　635．52 635．52 N　互5E8W ヘアークラ砂 P 褐色化
3808

635．87　・　635．90 635．89 N　llW17W 明瞭割れ目 C 褐色化
3809 635．96　－　635．98 635．97 N　IE　l1E ヘアークラック P 褐色化
3810

635．68　－　636．30 635．99 N　29E81E 明瞭割れ目 S認hな 褐色化

3呂11 636．07　－　636．09 636．08 N　56W10SW 明瞭割れ目 P 褐色化
3812

636．13　－　636．15 636．14 N　78W13S ヘアークラツク 1 褐色化
3813

636．99　－　637．03 637．Ol N　8SE22S べ7堕ラツク 1 褐色化
3814

636．88　－　637．58 637．23 N　26E82E へ1匹 クラック 1－n効 褐色化
3815

637．31　－　637．35 637．33 N　84W21S ヘアークラ砂 P 褐色化
3816

637．37　－　637．41 637．39 N　52W27SW べ7一クラ砂 P 褐色化



DH－12号孔不連続面 一覧表（73／82）

番号 上端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3817
637．58　－　637．59 637．59 N　59W　l1SW ヘァークラック P 褐色化

3818
638．04　－　638．05 638．05 N　68E　l1S 朋瞭割れ目 P 褐色化

3819
638．11　－　638．14 638．13 N　73E　l8S ヘアークラツク P 褐色化

3820
638．19　－　638．21 638．20 N　】3E　l5E ヘアー停砂 P 褐色化

3821
638．21　－　638．25 638．23 N　23E24E 明瞭割れ目 1 介在物充填

3822
638．54　－　638．57 638．56 N　36W20SW ヘアークラック P 褐色化

3823
638，57　－　638，60 638．59 N　29W　l3W ヘアークラ砂 P 褐色化

3824
638，64　－　638，66 638．65 N　IE　12W ヘアークラック P 褐色化

3825
63S，69　－　638，71 638．70 N　18W12W V一クラック 1 褐色化

3826
638，70　－　638，73 638．72 N　45W13SW ヘアークラック P 褐色化

3827
638，72　－　63S．76 638．74 N　59W18SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3828
638，95　－　638，99 638．97 N　50W21SW ヘア咳ラック P 褐色化

3829
639，44　－　639，49 639．46 N　49W27SW ヘアークラック P 褐色化

3830
639．66　－　639．75 639．71 N　53W45SW ヘアークラグク P 褐色化

3831
639，S5　－　639，88 63璽．87 N　lOW】8E 鉱物脈 P 白色鉱物脈

3832
640．67　－　640，76 640．71 N　58W43SW ヘアークラ砂 P 褐色化

3833
640．S3　－　640，91 640．87 N　44W40SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3834
640．84　－　640，93 640．89 N　61W40S 明瞭割れ目 P 褐色化

3835
序K）、99　－　641．03 641．01 N　20W20W 明瞭割れ目 P 褐色化

3836
641、04　－　641、16 641．10 N　66W51S 明瞭割れ目 P 褐色化

3837
641、13　－　641．25 641．19 N　52W50SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3838 641．26　－　641．38 641．32 N　65W51S 明瞭割れ日 P 褐色化
3839

641．38　－　641．55 641．47 N　65W61S 明瞭割れ目 P 褐色化
3840

641．54　－　641．64 641．59 N　75W46S ヘアー好ツク 1 褐色化
3841

641．56　－　641．71 641．63 N　65W56S 明瞭割れ目 P 褐色化
3842 641．62　・　（ト41．77 641．69 N　70W56S ヘアークラック C 褐色化
3843 641．90　・　641．93 641．91 N　81W20S ヘアークラック 1 褐色化
3844

641．96　－　64L98 641．97 N　3E　13E ヘアークラック P 褐色化
3845

642．04　－　642．07 642．05 N　71W15S ヘアークラック P 褐色化
3846

642．21　－　642．26 642．23 N　73E24S ヘアークラツク 【 介在物充填
3847

642．26　－　642．29 642．28 N　79W　l6S ヘアータラック 1 介在物充填
3848 642．33　－　642．34 642．34 N　73W8N ヘアークラック 1 介在物充填
3849

642．36　－　642．38 642．37 N　46W　l2NE ヘアークラック P 介在物充填
3850

642．46　－　642．57 642．51 N　70W48S ヘアークラック P 介在物充填
3851

642．4S　－　642．65 642．57 N　31W59SW ヘアークラツク P 介在物充填
3852

642．55　－　642．70 642．63 N　43W57SW ヘアークラック P 介在物充填
3853

642．64　・　642．73 642．69 N　38W42SW ヘアークラック P 介在物充填
3854

642，76　－　642．78 642．77 N　3隻E7SE ヘアークラック P 介在物充填
3855

642，94　－　643．03 642．98 N　66W43S ヘアークラック P 介在物充填

3呂56 642，97　－　643．03 643．0〔） N　62W33S 明瞭割れ目 P 介在物充填
3857

643．02　－　643．10 643．06 N　70W39S ヘアーク万ク P 褐色化
3858

643，02　－　643，】6 643．09 N　54W55SW ヘアークラ砂 P 褐色化
3859 643，13　－　643，22 643．18 N　42W42SW ヘア確ラック P 褐色化
3860

643，32　－　643，36 643．34 N　50W23SW ヘアークラ殖 P 褐色化
3861

643，34　－　643，40 643．37 N　62W33S ヘアー妙砂 P 褐色化
3862

643．51　－　643，62 643．56 N　82W48S ヘアークラ砂 C 褐色化
3863

643．58　－　643．62 64き．60 N　76W23S ヘアー万嬉 C 褐色化
3864

643．62　－　643．66 643．64 N　58W20SW ヘアー好確 P 褐色化
3865

644．23　－　644．25 644．24 N　48W12SW ヘアークラック 【 介在物充填
3866 644．28　－　644．29 644．29 N　81W8N ヘァークラック 1 介存物充填
3a67

644．34　－　644．41 644．38 N　41W35SW ヘァークラツク P 介在物充填
386S

644．38　－　644．43 644．41 N　62W25S ヘァー妙ッタ P 介在物充填
3869 644．45　－　644．46 鶴，46 N　19E7W ヘアークラック P 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（74／82）

番号 上端深度一ド端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅〔mm） 形状 状態 コメント

3870
645．29　－　645，30 645．29 N　88E4S ヘアー好ック 1 介在物充填

3871
645．28　－　645．74 645．51 N　74E78S ヘアー妙ック C－n効 介在物充填

3872
645．52　－　645．86 645．69 N　64E74S ヘアークラツク C－nlh弓 介在物充填

3873
645．83　－　645．85 645．84 N　S5W】4S ヘアークラック P 介在物充填

3874
645．86　－　645．88 645．87 N　72W12S

ヘアークラック P 介在物充填
3875

645．92　－　645．96 645．94 N　70W21S ヘアークラ砂 P 介在物充填
3876

646．00　－　646．03 646．01 N　20W15W
ヘアークラック P 介在物充填

3877
646．07　－　646．】0 646．08 N　48W17SW ヘアークラック P 介在物充填

3878
646．30　－　646，34 646．32 N　56W22SW ヘアークラック P 褐色化

3879
646，34　－　646，37 646．36 N　54W　lgSW ヘアークラック P 褐色化

3880
646，37　－　646，40 646．39 N　68Wl7S ヘアークラック P 褐色化

3881
646．64　一　〔叫6．66 646．65 N　35W　USW ヘアークラ砂 1 褐色化

3S82
646．67　－　646．70 646．68 N　39W　l7SW 開口割れ目 1．0 P 褐色化

3883
646．74　－　646．77 646．75 N　48W　l4SW ヘアークラ砂 P 褐色化

3884
646．81　－　646．87 646．84 N　64W32S ヘアークラック C 褐色化

3885
647．19　－　647．56 647．37 N　70W75S ヘア畝ラック C 褐色化

3886
647，25　－　647．80 647．52 N　6E　80W ヘアークラツク C 褐色化

3887
647．5騨　一　647．65 647．62 N　l3W31W ヘアー万ツク P 褐色化

3888
647，75　－　647．84 6手7．80 N　l6E43W ヘアークラック P 褐色化

3889
647．89　－　647，97 647．93 N　IW　38W ヘアークラック P 褐色化

3890
648、04　・　648．11 648．08 N　28W35W 明瞭割れ目 P 介在物充填

3891
648．07　・　648．B 648．10 N　43W33SW ヘアークラック P 介在物充填

3892
648．14　－　648、21 648．18 N　20W38W

ヘアークラツク P 介在物充填
3893

648．21　－　648．25 648．23 N　3E　21W ヘアークラック 【 介在物允填
3894

648．23　－　648．28 648．26 N　25W2SW
ヘアークラック P 介在物充填

3895 648．26　・　（｝48．30 648．28 N　15W23W ヘアーク万ク P 介在物充填
3896

648．42　－　648．47 648．44 N　75W28S ヘアークラック P 介在物充填
3897

648．44　－　648，51 648．48 N　69W35S 明瞭割れ目 P 介在物充埴
3898

648．46　－　648．52 648．49 N　60W30S 明瞭割れ目 P 介在物充填
3899

648．60　－　648，64 648．62 N　60W21S ヘアークラック P 介在物充填
3goo

648．66　－　648，70 648．68 N　24W27W
ヘアークラック P 介在物充填

3901
648．74　－　648．77 648．75 N　57W18SW ヘアーク万ク P 介在物充填

3902
648，78　－　648．83 648．80 N　60W28S ヘアークラ確 1 介在物充填

3903
649，03　－　649．09 649．06 N　63W31S ヘアークラ確 P 介在物充填

3904
648．75　－　649．44 649．10 N　61E82N 明瞭割れ目 1－nノ功 介存物充填

3905
649．08　－　649．14 649．11 N　66W28S ヘアークラ殖 P 介在物充填

3906
649．25　一　（149．31 649．28 N　22E29W 明瞭割れ目 P 介在物充填

3907
649．57　・　649．59 649．58 N　61E　10S ヘアークラ砂 P 褐色化

3908
649，60　－　649．63 649．62 N　75W14S 明瞭割れ日 【 褐色化

3909
649．90　－　649．97 649．94 N　56W35SW ヘアークラック P 褐色化

3910
650．IO　－　650．15 650．13 N　51W27SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3911
650．35　－　650，43 650．39 N　55W37SW 明瞭割れ旧 P 褐色化

3912
650．39　－　650，45 650．42 N　53W29SW 明瞭割れ目 P 褐色化

3913
650．57　－　650，60 650．58 N　70W20S 明瞭割れ目 P 介在物充填

3914
650．64　－　650．71 650．68 N　48W35SW ヘアークラ蛇 P 介在物充填

3915
650、82　－　650．85 650．S3 N　69E21S ヘアー矩砂 P 介在物充填

3916
650．98　－　651．04 651．Ol N　35W29SW ヘアークラック ［ 介在物充填

39i7
65】．02　－　651，09

65LO5
N　21W35W ヘアー妙ツク 1 介在物充填

3918
651．11　・　651．12 651．12 N　54W5NE

ヘアークラック P 介在物充埴
3919

651．18　－　651．20 651．19 N　26W　HW ヘアークラ確 P 介在物充填
3920

651．15　－　651．40 651．28 N　68W69S ザー好ック C．n 介在物充填
3921

651．39　－　651．55 651．47 N　66W58S 朋瞭害1」れ目 P 介在物充填
3922

651．67　・　651．82 651．75 N　60W56S 明瞭割れ日 P 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（75／82）

番号 E端深度一下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm） 形状 状態 コメント

3923
651．73　－　652．10 651．92 N　87W75S 明瞭割れ目 P－nノ時 介在物充填

3924
652．25　－　652．27 652．26 N　64W　llN ヘアークラック 1 褐色化

3925
652．46　－　652．49 652．48 N　40W13NE 明瞭割れ日 P 介在物充填

3926
652．71　－　652．80 652．75 N　75E41S 明瞭割れ目 1 介在物充填

3927
652．81　－　652．98 652．90 N　88W61S 明瞭害1」れ目 P 介在物充填

3928
652．的　　一　653．02 653．01 N　l3E　lgW ヘアー蛎砂 1 褐色化

3929
653．10　－　653．14 653．12 N　61W24S 明瞭害1」れ目 P 褐色化

3930
653．17　－　653．22 653．20 N　62W30S 明瞭害1」れ目 P 褐色化

3931
653，23　－　653，27 653．25 N　88E23S ヘアークラ砂 C 褐色化

3932
653．37　－　653．38 653．38 N　51W8NE

ヘアークラック 1 褐色化
3933

653．43　－　653．44 653．43 N　57E8SE ヘアークラック P 褐色化
3934

653．47　－　653．49 653．48 N　70E　7S 明瞭割れ目 P 褐色化
3935

653．52　－　653．56 653．54 N　10E　20E ヘア・一クラック P 褐色化
3936

653．61　－　653．64 653．63 N　28E　17E 明瞭割れ日 P 介在物充填
3937

653．52　・　653．89 653．71 N　56E　75NW ヘアークラ砂 C－n効 介在物充填
3938

653．69　－　653．75 653．72 EW　30S ヘアークラック P 介在物充填
3939

653．73　－　653．78 653．75 N　81W27S ヘァークラック P 介在物充填
3940

654．Ol　－　654．03 654．02 N　28E　12E 明瞭割れ目 P 介在物充嫡
3941

654．14　－　654．16 654．15 N　61W10N 明瞭割れ目 P 介在物充填
3942

654．22　－　654．24 654．23 N　52E7NW ヘアー好ック P 介在物充棺
3943

654．28　－　654．30 654．29 N　19WgE 明瞭割れ日 P 介在物充填
3944

654．32　－　654，33 654．32 N　28E　gE 明瞭割れ目 P 介在物充填
3945

654，49　－　654，51 654．50 N　70E　16S 明瞭割れ目 1 介在物充填
3946

654．54　－　654，58 654．56 N　l8E　18W 明瞭割れ目 1 介在物充填
3947

654．87　－　654．89 654．88 N　70Wl1N ヘアークラツク P 介在物充埴
3948

654．90　－　654．91 654．91 N　23W8E ヘアークラ渉 P 介在物充填
3949

654．95　－　654．96 654．96 N　69W5N ヘアー妙ツク 1 介在物充埴
3950

655．16　－　655．21 655．18 N　81E25S ヘアー妙ック P 介在物充填
3951

655，26　．　655．29 655．27 N　10W　i6W ヘアー妙ツク P 介在物充填
3952

655．42　－　655．44 655．43 N　69Wl1S ヘアークラック 1 介在物充填
3953

655．43　－　655．48 655．45 N　72W30S ヘアークラック 1 介在物充填
3954

655．38　－　655．55 655．47 N　89E59S ヘアークラック C 介在物充填
3955

655，64　－　655．68 655．66 N　42E　25NW ヘアークラック 1 介在物充填
3956

655．53　－　655．83 655．68 N　53W72NE 明瞭割れ目 C－nノ助 介在物充填
3957 655，65　－　655，71 655．68 N　80E29N ヘアークラ砂 1 介在物充填
3958 655，77　－　655．91 655．84 N　42W53NE ヘアークラック P 介在物充埴
3959

655、85　－　655．94 655．89 N　43W43NE ヘアークラ砂 P 介在物充埴
3960

655．95　－　656、07 656．01 N　41W51NE ヘアー好砂 1 介在物充填

396】 656．00　－　656、05 656．03 N　52W30SW ヘアークラ砂 P 介在物充填
3962 657．15　－　657．19 657．17 N　15W24W ヘァークラ砂 P 褐色化
3963 657．22　－　657．25 657．24 N　12E　15W ヘアークラック P 褐色化
3964 657，34　－　657．36 657．35 N　51E　13NW ヘアークラ砂 P－n 褐色化
3965 657．37　－　657．40 657．39 N　24E　l6W ヘアークラ砂 1－n 褐色化
3966 657．36　－　657．65 657．51 NS　71E 明瞭割れ日 1 介在物充填
3967 657．64　－　657．6呂 657．66 N　89E21S ヘアークラ碧 1 褐色化
3968

657、70　－　657．72 657．71 N　89W　lOS ヘアークラフク P 介在物充埴
3969

657．76　－　657．77 657．77 N　22E　9W ヘァークラック 1 褐色化
3970 657．77　－　657．95 657．86 N　33W61NE ヘアークラック C 介在物充填
3971

658．00　－　658．02 658．01 N　81E　15S ヘアークラツク P 褐色化
3972 658．】6　－　658．20 65S．18 N　67E21S ヘアー妙ック P 褐色化
3973

658．06　－　658，38 658．22 N　l2W73E
ヘア・『クラツク C　j 褐色化

3974
658，22　－　658．25 65S．23 N　86W17S

ヘア・『クラック P 褐色化
3975

65S，22　－　658，38 658．30 N　36W60NE ヘアークラツク Pう 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（76／82）

番号 上端深度　下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 1幅（mm） 形状 状態 コメント

3976
658．31　－　658．34 658．32 N　77E　l8S ヘアークラック P 褐色化

3977
658．35　－　658．41 658．38 N　50E30SE 明瞭割れ日 P 褐色化

3978
658．40　－　658．43 658．41 N　6呂E13S ヘアークラック 】 褐色化

3979
658．31　・　658．77 658．54 N　畏8W78E 明瞭割れ目 1一醐 介在物充填

3％0 658．54　・　658．55 658．55 N　48E8NW
ヘアークラック P 褐色化

3981
658．57　・　658．60 658，5タ N　49E21SE ヘアークラック P 褐色化

3982
658．96　－　658．97 658．97 N　85W6S 明瞭割れ目 P 介在物充填

3983
659，05　－　659．09 659．07 N　40E23SE 明瞭割れ目 P 介在物充填

3984
659．11　－　659．13 659．12 N　34E　l1SE ヘアークラック P 介在物充填

3985
659．28　－　65q．30 659．29 N　14W10E ヘアークラ砂 P 介在物充填

3986
659．46　－　659．49 659．48 N　62E　19S ヘアークラック P 介在物充填

3987
659．49　－　659．53 659．51 N　46E22SE ヘアークラック P 介在物充填

3988
659．56　－　659，5S 659．57 N　47W　llSW ヘアークラック P 介在物充填

3989
659．58　－　659．60 659．59 N　73W12S ヘアークラック P 介在物充填

3990
659．59　－　659，62 659．61 N　82E　l6S ヘアークラック P 介在物充填

3991
659．23　－　660．02 659．63 N　29W83E ヘアークラック 1－1助 褐色化

3992
659．64　－　659．66 659．65 N　85W　l4S ヘアークラック P 介在物充填

3993
659．64　－　659．72 659．68 N　73W39S ヘアークラック P 介在物充填

3994
659．75　－　659．80 659．78 N　78W26S ヘアークラック P．n 介在物允填

3995
659．80　－　659．90 659．85 N　83E44S 鉱物脈 P 白色鉱物脈

3996 660．09　－　660．18 660．13 N　83E42S ヘアークラ砂 P．n 褐色化
3997

660，56　－　660．59 660．58 N　78Wl7S 明瞭割れ目 P 介在物充填
3998

660，59　－　660．62 660．61 N　74E　15S ヘアークラック 1 介在物充填
3999

660．74　－　660．76 660．75 N　53W　l3SW ヘアークラック P 介在物充填
4000

660，76　－　660．80 660．78 N　49W24SW ヘアークラック P 介在物充填
4001

660．S2　－　660．85 660．84 N　65E21S 明瞭割れ日 P 介在物充填
4002

660，88　－　660．92 660．90 N　85E25S ヘアークラツク 1 介在物充填
4003

660，91　－　660．95 660．93 N　70W21S 明瞭割れ目 P 介在物充填
40〔叫 660，96　－　661．00 660．98 N　59E23SE ヘアークラック P 介在物充填
4005

661．06　．　品1．09 661．07 N　75W】5S 明瞭割れ目 P 褐色化
4006

661．08　－　661．15 661．12 N　82E38S ヘアークラック P 褐色化
4007

661．10　－　661．19 661．15 N　77W43S ヘア』一クラック 1 褐色化
4008

661，15　－　661．24 661．19 N　83W43S ヘアークラツク C 褐色化
4009

661，40　・　661．41 661．40 N　5E　gE 明瞭割れ目 P 介在物充填
4010

661．45　－　661．48 661．47 N　82E12S 明瞭割れ［ P 介在物充填
401i

661，87　－　661．92 661．90 N　19W27W ヘアークラ妙 P 褐色化

40」2 661，91　－　661．94 661．92 N　37W16SW 明瞭割れ目 P 介在物充填
4013

661，99　－　662．09 662．（叫 N　24W44W ヘアークラック C 褐色化
4014

662．10　－　662．16 662．13 N　34W33SW 明瞭割れ目 P 褐色化
4015

662．23　－　662．25 662．24 N　20W　lOW ヘアー姉ック C 褐色化
4016

662．40　一　（而2．46 662．43 N　77W28S ヘアークラック P 褐色化
4017

662．55　－　662．61 662．58 N　45W31SW ヘアークラック P 褐色化
4018

662．92　－　663．25 663．09 N　l8W73E ヘアークラック 卜nlh石 褐色化
4019

663．06　－　663．14 663．10 N　8E　38W ヘアークラザ P 褐色化
4020

663．29　－　663．36 663．33 N　3E　36W ヘアー姪ック P 褐色化
4021

6（叫．05　－　664．06 664．05 N　8W　5W ヘアークラック P 介在物充填
4022 6（シ4．08　－　664．09 664．08 N　34E7NW

ヘアークラック P 介在物充填
4023

6（14．21　－　664．23 664．22 N　88W　l2N 明瞭割れ目 P 介在物充填
4024

664．58　一　（溢4．60 664．59 N　74WBS 流理構造 P
4025

664．80　－　665．22 665．Ol N　】6W77E ヘアークラック 1－n鋤 褐色化
4026

665．22　－　665．27 665．25 N　10E27W 明瞭割れ日 1 褐色化
4027

665．35　－　665．37 665．36 N　67E　lOS 朋瞭割れ目 P 介在物充填
4028

665．38　－　665．39 665．38 N　88WgS 朋瞭割れ目 P 介在物充填



DH－／2号孔不連続面一覧表（77／82）

番号 上端深皮 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅〔皿m） 形状 状態 コメント

4029
665、44　－　665，46 665．45 N　84W13S ヘァークラック P 褐色化

4030
666．04　－　666，07 666．06 N　51E　15SE ヘアークラック P 褐色化

4031
666、11　－　666．12 666．｝1 N　64W8S ヘアークラック P 褐色化

4《）32 665．72　－　666，84 666．28 N　81E85N ヘアークラツク 1－n／h噸 褐色化
4033

666．32　－　666，40 666．36 N　47E40NW ヘアークラツク P 褐色化
4《）34 665．9璽　一　667，S6 666．93 N　80E87S ヘアークラ砂 1－nlhj 褐色化
4035 667．44　－　667，50 667．47 N　57W30SW ヘアークラ貯 P 褐色化
4036

666．59　－　668，46 667．53 N　S2E87S ヘァー好卿 1－n／hj 褐色化
4037

667．75　－　667，81 667．78 N　71W28S ヘァークラ砂 P 介在物充填
403S

667．83　－　667，88 667．85 N　6ヰW27S ヘアークラック P 介在物充填
4039

667，86　－　667，89 667．88 N　50W18SW ヘアークラック P 介在物充填
弔）40 667．90　－　667，97 667．93 N　65W37S ヘアークラツク P 介在物充填
奴）41 667．94　－　668，01 667．98 N　84W37S ヘアークラック 1 褐色化

4）42 66S．22　－　668．27 669．24 N　69W24S 明瞭割れ目 P 介在物充填
4043

668．26　－　668．30 668．28 N　60W24S 明瞭割れ目 P 介在物充填
4｛）44 669．05　－　669，11 669．08 N　22W32E 境界面 P 岩相境界
4045

670．63　－　670．68 670．65 N　88W24S ヘアークラツク P 褐色化
4046

670．89　－　670．璽4 67〔｝．9】

N　87E27S ヘアークラック P 褐色化
瑠）47 671．15　－　671．21 671．18 N　66W33S ヘアークラック 1 褐色化
404S

671．】8　－　671．24 6刀．21 N　83E3】S ヘアークラック P 褐色化
4049

671．39　－　671．41 671．40 N　73W12S ヘアークラツク P 褐色化
4050

671．42　－　671，48 671．45 N　39E29NW 朋瞭割れ目 P 介在物充填
4051

671．47　－　671．53 671．50 N　88W28S ヘアークラツク P 褐色化
4052

671．66　－　671．68 671．67 N　76E　l1N ヘアークラ砂 P 褐色化
4053

671．68　－　671，70 671．69 N　52WgSW ヘアークラ砂 P 褐色化
4054

671．72　－　67L74 671．73 N　38W12SW ヘアークラック P 褐色化
4055

671．80　 　671．83 671．82 N　18W19W ヘアー妬ック P 褐色化
4056

672．12　－　672．12 672．12 N　38E4NW ヘアー姫ック C 褐色化
4057

672．】6　－　672．21 672．18 N　12W26W
ヘアークラック C 褐色化

4058
672．70　－　672．71 672．70 N　64W10S ヘアークラ砂 P 褐色化

4〔）59 672．93　－　672．94 672．94 N　75E　gS ヘアークラツク P 褐色化
4060

672．96　－　672．97 672．97 N　67W9S ヘアークラ砂 1 褐色化
4061

673，00　－　673．02 673．01 N　78E　gN ヘアークラック P 褐色化
4062

673，09　－　673．12 673．10 N　80W18N 明瞭割れ囲 P 介在物充填
4063

673，11　－　673．13 673．12 N　79W　llN ヘアークラック P 褐色化
4064

673，34　－　673．43 673．39 N　68W44N ヘアー好ツク P 褐色化
4065

673．59　－　673．78 673．69 N　71W62N 明瞭割れ日 P 介在物充填
4066 674．05　－　674．06 674．05 N　77E6S ヘアークラック P 褐色化
4067

674．15　－　674．16 674．16 N　83W5N ヘアークラック P 褐色化

㈹68 674．18　－　674．18 674．18 N　l3W4E ヘアークラック P 褐色化

嘱）69 674．24　－　674、26 674．25 N　15W9E ヘァークラック P 褐色化
4070

674．28　－　674、31 674．30 N　61W13S 明瞭割れ目 P 介在物充填
4071

674．37　 　674．40 674．39 N　28E　13W 明瞭割れ日 P 介在物充填
4072 674．69　－　674．79 674．74 N　71E47N 明瞭割れ目 P 褐色化
4073

675．06　－　675．30 675．1S N　64W68N 明瞭割れ目 P 介在物充填
4074

675．06　－　675．49 675．27 N　49W77SW 明瞭割れ目 C－n胡 介在物充填
4075 675．81　－　675．82 675．81 N　66WgN 鉱物脈 C
4076

676．00　－　676．50 676．25 N　68W79N 明瞭害llれ目 1 介在物充填
4077

677．33　－　677．88 677．61 N　87E80N 明瞭割れ日 C 褐色化
4078

677．78　－　677．84 677．81 N　6W　33W 明瞭害1」れ目 P 褐色化
4079

677．89　－　677．96 677．93 N　4E　3呂W 明瞭割れ目 P 褐色化
4080

677．97　－　678，03 678．00 N　】3W30W ヘアークラツク C 褐色化
4081

678．11　－　678．17 678．14 N　12E32W 明瞭割れ目 P 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（78／82）

番号 上端深度 下端深皮 中問深皮 走向傾斜 区分 幅価m） 形状 状態 コメント

4082
678．13　－　679．22 678．18 N　8W　43W 明瞭割れ日 1 介在物充填

40呂3 678．24　－　67S．28 678．26 N　7巳　22W ヘアークラック P 褐色化
4084

678．3i　－　67S．37 678．34 N　18W29W 明瞭割れ目 P 介在物充填
4085 679．07　－　6刃．53 679．30 N　32W78NE 明瞭割れ日 C 介在物充填
4086

67q．44　－　679．51 679．48 N　6W　34W 明瞭割れ目 C－n 介在物充填

40呂7 679．64　－　679．（而 679．65 N　54W呂SW ヘアークラック 1 褐色化
4088

679．79　－　67曵．91 679．85 N　l4E51W 明瞭割れ目 1 介在物充填
4089

679．64　－　680．15 679．90 N　77W79N 明瞭割れ目 C　j 介在物充填
4090

680．08　－　680．54 680．31 N　87W78N 明瞭割れ目 P　j 介在物充填
4091

680．44　－　680．45 680．45 N　58E5NW
ヘアークラック 1 介在物充填

4092
680．82　－　680．83 680．83 N　57W10SW ヘアークラ砂 P 介在物充填

4093
680．88　－　680．91 68D．90 N　l1E　16W ヘアー妙ツク 1 介在物充填

憩94 680．94　－　680．97 680．96 N　45E　15NW ヘアークラツク P 介在物充填
4095

681．02　・　681．05 681．03 N　l3E　16W ヘアークラ砂 P 介在物充填
4096

681．03　・　681．07 681．05 N　38E　23NW ヘアークラック P 介在物充填
4097

681．61　－　681．65 681．63 N　85W20S 流理構造 P
4098

681．88　－　681．91 681．89 N　55E　16SE 流理構造 P
4099

683．41　－　683．43 683．42 N　l1E　BW ヘアークラック P 褐色化
4100

683．62　－　683．（叫 683．63 N　30W8SW ヘアークラック P 褐色化
4101

684．55　－　684．56 684．56 N　84W6S ヘアークラツク P 褐色化
4102

684．51　－　684，71 684．61 N　62W63N ヘアークラック C．n 褐色化

4】03 684．62　－　684，63 684．62 N　37W4NE ヘアークラック P 褐色化
4104

684．87　－　684，90 684．88 N　23W18W 明瞭割れ目 P 介在物充壇
4105

685．】4　－　685，15 685．15 N　74E7N ヘァークラツク P 介在物充填
4106

685．19　－　685．20 685．20 N　71E6N ヘアークラック P 褐色化
4107

6呂5．2】　一　685，22 685．21 N　42W5NE ヘアークテック P 褐色化
4108

695．44　－　685，45 685．45 N　88E3S 明瞭割れ目 P 褐色化
4109

685．47　－　685，4呂 685．47 N　80WgS ヘアー妙ツク P 褐色化
4110

685．49　－　685，53 685．51 N　13W22W
ヘアークラツク C 褐色化

4111
685．39　－　685，73 685．56 N　77E74S ヘアー妙ツク C－n

4112 686．29　－　686，31 686．30 N　79E　nN 明瞭割れ目 1 介在物充填
4113

6呂6．36　－　686，37 686．37 N　44E7NW 明瞭割れ目 1 介在物充填
4114

686．43　－　686，44 686．43 N　87W8N ヘアークテ砂 P 褐色化
4115

686．54　－　686．55 686．54 N　66W6N ヘアー妙殖 1 褐色化
4116

686．54　－　686．56 686．55 N　34WgNE ヘアークラック 1 褐色化
4117

686．55　 　686．57 686．56 N　22W7W ヘアークラック P 褐色化
4118

686．63　－　686．65 686．64 N　43W　UNE 明瞭割れ目 1 褐色化
4119

687．35　－　687．37 6呂7．36 N　l8E7W ヘアークラック P 褐色化
4120

687．78　－　687．99 687．88 N　52E65SE ヘアークラック C 褐色化
4121

687．87　－　688．01 687．94 N　64E56S ヘァークラック P 褐色化
4122

688．69　－　688．92 6呂8．81 N　48E67SE ヘアー妙ック P 褐色化
4123

688．82　－　688．84 6S8．83 N　8】E8N ヘアークラツク P 褐色化

4夏24 689．10　－　689．16 689．13 N　45E28NW ヘアークラツク P 褐色化
4125

689．03　－　689．33 689．18 N　68E72S ヘアークラフク P→ 褐色化
4126

689．17　－　689．20 689．1呂 N　5W　l5W ヘアークラック P 褐色化
4127

689．21　－　689．28 689．24 N　21E34W 明瞭割れ目 P 介在物充填
4128

689．72　－　689．74 689．73 N　74E　14N ヘアークラック P 褐色化
4129

690．65　－　690，68 690．67 N　14E　13W ヘアづカク 1 褐色化
4130

690．77　－　690，78 690．78 N　65W8N ヘアー勿ガ P 褐色化
4131

690．98　－　69L44 691．21 N　33W78NE 明瞭割れ目 C　j 介在物充填
4B2 691．34　－　69i．35 691．34 N　31W7SW ヘアー・タラツタ P 褐色化
4133

692．35　－　692．39 692．37 N　34W19SW ヘアークラック P 褐色化
4134

692．43　－　692，46 692．44 N　25W19W 明瞭割れ目 P 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（79／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

4135
693．08　－　693．11 693．09 N　80W16S 明瞭割れ目 P 介在物充填

4136
693．17　・　693．1S 693．18 N　24W8W ヘアークラ砂 P 褐色化

4B7 693．25　－　693．28 693．26 N　21W】9W 明瞭割れ目 P 介在物充填
4138

693．31　－　693．33 693．32 N　66W12S ヘァークラック 1 褐色化
4139

693．28　－　693．42 693．35 N　26E55E 明瞭割れ目 1 介在物充填
4140

693、36　－　693．44 693．40 N　42E41SE ヘアークラック P 褐色化
4141

693．71　－　693．73 693．72 N　22W10E ヘアークラック 1 褐色化
4142

693．68　－　693，90 693．79 N　17W66E ヘアークラック

C一哨 褐色化
4143

694．01　－　694，05 694．03 N　70W24S 明瞭割れ目 P 介在物充填
4144

694．16　－　694．19 694．18 N　67E　l3S 明瞭割れ目 P 介在物充填
4145

694．23　・　694．24 694．24 N　四E6E ヘアークラツク P 褐色化
4146

694．27　－　694．29 694．28 N　85WlOS ヘアークラツク P 褐色化
4147

694．29　－　694、62 694．46 N　72W73N 明瞭割れ目 P－nな 介在物充填
4148

694，51　－　694．54 694．53 N　22W21W
ヘアークラック P 介在物充填

4149
694，46　－　694．75 694．60 N　74W7｝N ヘアー妙ツク C－n輔 介在物充填

4150
694．76　－　694．78 694．77 N　22E　jOW ヘアークラツク P 介在物充填

4151
694．79　－　694．82 694．80 N　5W　l5W ヘアー万ック P 介在物充填

4152
694．82　－　694．84 694．83 N　68W〕4S ヘアー妙ツク P 介在物充填

4153
694，85　－　694，87 694．86 N　2E　8W ヘアークラック P 介在物充填

4154
694，88　－　694，90 694．89 N　49Wl1SW ヘアークラック P 介在物充填

4155
694．93　・　694，98 694．96 N　51W26SW ヘアークラック P 介在物充填

4156
694，99　－　695，02 695．00 N　23W　l8W ヘアークラ砂 P 介在物充填

4157 695．02　－　695，〔）4 695．03 N　61W　l4S ヘアークラック 耳 介在物充填
4158

695．06　－　695．09 695．08 N　33E20NW 明瞭割れ目 P 介在物充填
4159

695．12　－　695．14 695．13 N　21W　l3W 明瞭割れ目 旦 介在物充填
4160

695．18　－　695．22 695．20 N　4E　21W ヘアー妙ツク 1 褐色化
4161

695．24　－　695．27 695．25 N　23E　l7W ヘアークラ妙 亘 褐色化
4162

695．27　－　695．28 695．28 N　IE　6W ヘアークラック 1 褐色化
4163

695．34　－　695．35 695．34 N　74W7S ヘアークラック P 褐色化
4164

695．51　－　695．53 695．52 N　32W　l2SW ヘアークラツク P 褐色化
4165

695．58　－　695．58 695．58 N　7E　3W ヘアークラック P 褐色化
4166

695．69　－　695．72 695．71 N　21E　l2W ヘアークラ妙 P 褐色化
4167

695．7S　－　695，81 695．79 N　18W14W
ヘアークラック P 褐色化

4168
695．82　－　695．84 695．83 N　30W14SW ヘアークラ妙 P 褐色化

4169
695．84　－　695．86 695．85 N　30W6SW

ヘアークラック P 褐色化
4170

695．86　－　695．8S 695，鵠7 N　l8W12W ヘアークラック P 褐色化

41刀 695．91　－　695．93 695．92 N　82W7S ヘアークラ砂 1 褐色化
4172

696．Ol　－　696．03 696．02 N　86E　l2S ヘアークラック P 褐色化
4173

696．15　－　696．20 696．18 N　69E24S ヘアークラ妙 1 褐色化
4174

696．18　－　696．24 696．21 N　64E31S ヘアークラ妙 P 褐色化
4175 696．29　－　696．31 696．30 N　65W　l1S ヘアークラ妙 P 褐色化
4176

696．30　－　696，32 696．31 N　54W　l1SW ヘアークラック P 褐色化
4177

696．20　－　696．63 696．41 N　71W77N 明瞭割れ目 C 褐色化

4】78 696．67　－　696．69 696．68 N　50E　14SE 明瞭割れ日 1 褐色化

4】79 696．8】　一　696，82 696．82 N　79E　10S ヘアークラック P 褐色化

4】80 696，87　－　696．90 696．88 N　78E　18S 明瞭割れ目 P 介在物充填
418i

696，93　－　696．96 696．95 N　72E　16S ヘアークラック P 褐色化

4】82 697．17　 　697，19 697．18 N　80E　12S ヘァークラック P 褐色化

4】83 697．】S　－　697，20 697．19 N　76E　l3S 開口割れ日 1．5 P 褐色化

4】84 ω8．】9　－　698．2】 698．20 N　66E　15S ヘアークラック P 褐色化
4185

698，20　－　698．23 698．22 N　66E　17S 明瞭割れ目 P 褐色化
4186

698．29　－　698．33 698．31 EW　18S 明瞭割れ目 P 褐色化
4187

699．03　－　699．05 699．04 N　31W13SW 明瞭割れ目 P 褐色化



DH－12号孔不連続面一覧表（80／82）

番号 上端深度 下端深度 中間深度 走向傾斜 区分 幅（m皿〉 形状 状態 コメント

4188 699．32　－　699．34 699．33 N　89W　l1S 明瞭割れ日 P 褐色化
4189

699，38　－　699．42 699．40 N　40W22SW 明瞭割れ目 P 介在物充坤
4190

699，71　－　699、75 699．73 N　26E24E ヘアークラック 1 褐色化
4191

700，0勢　一　700、】3 700．11 N　56W24SW 明瞭害1』れ目 P 褐色化
4192

700．17　－　700，21 700．19 N　61W22S 明瞭割れ目 P 褐色化
4193

700，24　－　700．27 700．26 N　64W17S 明瞭割れ目 P 褐色化
4194 700．33　－　700．37 700．35 N　60W24S 明瞭割れ目 P 褐色化
4195

700．80　－　700，85 700，S2 N　79W27S ヘアークラツク P 褐色化
4196

700．84　－　700．87 700．86 N　SgW22S
ヘァークラック P 褐色化

4197
701．13　－　701．17 701．15 N　40W23SW 明瞭割れ日 P 褐色化

4198
701，40　－　70i．42 701．41 N　8W　l5W 明瞭割れ日 P 褐色化

4199
701，44　－　701．48 70】．46 N　51W21SW 明瞭割れ目 P－h 褐色化

4200
701，57　－　701，59 701．58 N　32Wl1SW ヘアークラック P 褐色化

4201
701，59　－　701，6】 701．60 N　45W　l1SW ヘアークラ砂 P 褐色化

4202
701，83　－　702．12 701．98 N　71E71N 明瞭割れ日 卜n1嫡 褐色化

4203 701．97　－　702，01 701．99 N　20W23W 明瞭割れ目 P 褐色化

42〔博 702．08　－　702．11 702．09 N　21W20W 明瞭割れ目 1－h 褐色化
4205 702．29　－　702．43 702．36 N　83E55S ヘアークラ砂 C．h 褐色化
4206 702．38　－　702．40 702．39 N　39W　l1SW ヘアークラック P 褐色化
42｛）7 702．44　－　702．79 702．62 N　34W74NE ヘアークラ妙 Cj 褐色化
4208 702．70　－　702．73 702．71 N　67W16S ヘアークラツク 1 褐色化
4209 702．93　－　702．98 702．96 N　53W24SW 開口割れ目 0．5 P 褐色化
4210 703．20　－　703．27 703．23 N　84W35S ヘアークラック P 介在物充填
4211

703．42　－　703．45 703．44 N　48W19SW 明瞭割れ日 P 介在物充填
4212 703，57　－　703．61 703．59 N　56E25NW ヘアークラック 1 褐色化

42亘3 703，77　－　703，80 703．79 N　67W19S 明瞭割れ目 P 褐色化
4214 703．82　－　703，85 703．83 N　75W16S ヘアークラック P 褐色化
4215 703．93　－　703．95 703．94 N　39W　lOSW ヘアークラック 1 褐色化
4216 704．02　－　7（叫、05 704．（博 N　53E　16NW ヘアークカク P 褐色化
4217 703．99　－　7（｝4，21 704．10 N　73E66S 明瞭割れ目 P 褐色化
4218 704．15　－　7（ト4，21 7〔叫．18 N　70E30S 明瞭割れ目 P 褐色化
4219

704，20　－　704，26 704．23 N　87E31S 明瞭割れ門 1 褐色化
4220 704．27　－　7（》4．31 704．29 N　85E2is ヘァー停ック P 褐色化
4221

704．29　－　704．33 704．3】 N　55W22SW 明瞭割れ目 1 褐色化
4222 704．35　－　7（》4．42 704．39 N　12W37E 明瞭割れ目 C 褐色化
4223

704．55　－　704，75 704．65 N　呂8E63S 明瞭割れ目 C 褐色化
4224

704．72　－　704．77 704．75 N　80E28S ヘアー姪ック P 褐色化
4225

704．76　－　704．80 704．78 N　78W22S 明瞭割れ目 P 褐色化
4226 704．78　－　7〔）4．83 704．81 N　63W26S 朋瞭割れ目 P 褐色化
4227

705．00　－　705．03 705．01 N　60W16S 明瞭割れ目 P 介在物充填
4228

705．07　－　705．11 705．09 N　58W22SW 境界面 C 岩相境界
4229

705，12　－　705．15 705．13 N　45W21SW 境界面 C 岩相境界
4230

705、27　－　705．29 705．28 N　15E　10W 明瞭割れ日 P 介在物充填
4231

705，30　－　705．36 705．33 N　30E30NW ヘアー万砂 1 褐色化
4232

705，41　－　705．51 705．46 N　83E44S ヘアー蝉砂 C 介在物充填
4233

705，52　－　705．58 705．55 N　79E30S 明瞭割れ日 P 褐色化
4234

705，87　－　705，90 705．88 N　3W　17W ヘアークラック P 介有物充填
4235

705，94　－　706，00 705．97 N　34E33NW 明瞭害1」れ日 P 介右物充填
4236

706．Ol　－　706，07 706．（昇 N　52E32NW 明瞭割れ日 P 介在物充填
4237

706．21　－　706．24 706．22 N　17W17W ヘァークカク P 介在物充填
4238

706．40　－　706，47 706．43 N　40W35SW ヘアークラ砂 1 介在物充填
4239

706．65　－　706．67 706．66 N　77W13N 鉱物脈 C
4240

706．81　－　706．85 706．83 N　l1W19W ヘアークラ砂 P 介在物充填



DH42号孔不連続面一覧表（81／82）

番号 上端深度 下端深皮 中間深度 走向傾斜 区分 幅（mm〉 形状 状態 コメント

4241
706．90　－　706，93 706．92 N　67W16N 鉱物脈 P 白色鉱物脈

4242
7（，6．94　－　706．95 706．94 N　28W3W 明瞭割れ目 C 褐色化

4243
706．99　－　707．（舛 707．Ol N　】9W29W 明瞭割れ目 P 介在物充填

4244
707．19　－　707．21 707．20 N　3W　gW ヘァークラック P 褐色化

4245
707．52　－　707．53 707．52 N　52W2NE 明瞭割れ目 P 褐色化

4246
707．36　－　707．73 707．55 N　85W75S 明瞭割れ目 C－n／h石 褐色化

4247
707，78　－　707．83 707．81 N　l3E29W ヘアークラック P 褐色化

4248
708，】1　－　708．31 708．21 N　87E　〔叫S 明瞭割れ目 C 褐色化

4249
708．45　－　708．47 708．46 N　67E　13S 明瞭割れ日 P 介在物充填

4250
708、52　－　708．52 709．52 N　26E4W ヘアークラック P 介在物充填

4251
708．55　－　708．57 708．56 N　41W7NE ヘアークラック 1 介在物充填

4252
708．56　－　708．63 708．59 N　71E36S ヘアークラツク C 介在物充填

4253
708．68　－　70R．69 708．68 N　54E7SE 明瞭害1』れ目 P 褐色化

4254
708．74　－　708，82 708．78 N　62W41S 明瞭割れ目 1 褐色化

4255
709．40　－　709，43 709．42 N　60E20S ヘアークラック P 褐色化

4256
709．49　－　709，52 709．51 N　16W13E 明瞭割れ目 P 褐色化

4257
709．85　－　709，87 7（鴎，86 N　21W10E 明瞭割れ目 P 褐色化

4258
710．29　－　710，31 710．30 N　46W10NE 明瞭割れ目 P 褐色化

4259
710．30　－　710，33 710．32 N　66Wl4N 明瞭割れ目 P 褐色化

4260
710．42　－　710．47 710．44 N　5E　26E 明瞭割れ日 P 褐色化

4261
710．47　－　710．56 710．52 N　26E42W ヘアークラック C 褐色化

4262
710．54　－　710．57 710．56 N　16E　i6E ヘアークラツク C 褐色化

4263
7H）．6畳　一　710．63 刀0．62 N　87E　l2S 明瞭割れ目 P 褐色化

4264
710．71　－　710，74 710．72 N　41WlgSW 明瞭割れ目 P 褐色化

4265
710．71　－　710．76 710．74 N　30W27SW ヘアー妙ック P 褐色化

4266 7】0．呂4　－　7】0．90 710．87 N　56W29SW 明瞭割れ目 P 褐色化
4267

7H）．99　－　71LO1 711．00 N　40W　l2NE 鉱物脈 P 白色鉱物脈
4268

711．08　－　711．15 刀1．11 N　65E35N 鉱物脈 S 自色鉱物脈
4269

711．10　階　711．15 7U．13 N　64E28N 鉱物脈 C 自色鉱物脈
4270

711．13　・　711．25 7】1．19 N　39E50NW 鉱物脈 C 白色鉱物脈
4271

711、30　－　7H．34 711．32 N　gE　20W 明瞭割れ［ s 褐色化
4272

711，40　－　711，43 711．42 N　47W18NE ヘアークラック C 褐色化
4273

711．41　 　711．46 71】．43 N　l8E　28E 明瞭割れ目 C 褐色化
4274

711，49　－　711．51 711．50 N　37W】4NE 明瞭割れ目 P 褐色化
4275

711，59　－　711．62 711．61 N　52W】5NE 朋瞭割れ目 P 褐色化
4276

7U．62　－　711．65 711．64 N　28W】7E 明瞭割れ日 P 褐色化
4277

7U．71　－　711．77 711．74 N　4E　29E ヘアー巧砂 1 介在物充填
4278

711．76　－　711．84 711．80 N　32E40SE ヘアークラ妙 1 介在物充填
4279

7i1，80　－　711．86 711．83 N　33E32SE ヘアークラック 1 介在物充填
4280

711．87　－　711．93 711．90 N　5W　31E 明瞭害1」れ目 C 介在物充填
4281

711．98　－　712．03 712．00 N　5E　27E ヘアークラック P 介在物充填
4282

712．00　－　712，05 712．03 N　13E24E 明瞭割れ日 P 介在物充填
4283

712．04　－　712．11 712．08 N　56E37SE ヘアークラック P 介在物充填
4284

712．13　－　712．18 712．15 N　7E　27E 矧一クラ砂 P 介在物充填
4285 　　　　　　　　卜712．16　－　712．21

712．19 N　llE25E 明瞭割れ目 P 介在物充填
4286

712．18　－　712．25 712．22 N　】3E37E ヘアークラック P 褐色化
4287

712．26　－　712．30 712．28 N　5E　22E 明瞭割れ日 P 褐色化
4288

712．36　－　712，38 712．37 N　l1E　13E ヘアークラツク 1 褐色化
4289

712．52　－　712，59 7置2，55 N　4E　28E 境界面 P 岩相境界
4290

712．76　－　7旦2，88 712，S2 N　17W49E 境界面 C 眉相境界
4291

712．93　一　刀3，03 712．98 N　55E44SE 明瞭割れ目 P 介在物充填
4292

713．li　一　刀3．19 713．15 N　63E39S 明瞭割れ目 C 介在物充填
4293

713．16　－　7i3，20 713．18 N　12E24E ヘアークラック P 介在物充填



DH－12号孔不連続面一覧表（82／82）

番号 上端深度 下端深度 中問深度 走向傾斜 区分 幅（皿皿） 形状 状態 コメント

4294 713．16　－　713．20 713．18 N　l4E22E
ヘァークラック 1 介在物充填

4295 713，17　－　713．22 713．19 N　20W24E ヘアー妙ツク P 介在物充填
4296

713，26　－　713．29 7B．28 N　47E　l7SE 明瞭割れ目 P 介在物充填
4297

713．33　－　713，34 713．33 N　57W10NE ヘアークラ沖 1 介在物充填
4298

713．35　－　713．39 713．37 N　30W　l8NE 明瞭割れ臼 P 介在物充填
4299 713，43　－　7】3．47 713．45 N　24W24E 明瞭割れ目 P 介在物充填
4300 7】3．47　－　713．50 713．49 N　27W｝3E ヘアークラック 1 褐色化
4301

713．50　－　713．58 713．54 N　42E42SE 明瞭割れ目 P 褐色化
4302 713．59　－　713．66 フ13．63 N　58E36SE 明瞭割れ目 P 介在物充填
4303 7B．79　－　713．84 713．82 N　15E26E ヘアークラック P 褐色化
4304 713．87　－　713．91 713．89 N　32E22SE 明瞭割れ目 P 褐色化
4305 713．61　－　714．23 713．92 N　47W81SW ヘアークラ殖 1－n／hり 褐色化
4306 713．94　－　713．95 713．95 N　86E7S ヘアークラ砂 P 褐色化
4307

714．03　－　714．07 714．05 N　54W23NE ヘアークラック 1 褐色化
4308

714．07　－　714．14 714．11 N　75W35N 明瞭割れ目 C
4309

714．27　－　714．34 714．31 N　79E34N 明瞭割れ目 C
4310

714，85　－　714．96 714．91 N　41E47SE ヘアークラツク C 褐色化
4311 714．99　－　715，03 715．01 N　10W27W 鉱物脈 P 白色鉱物脈
4312 715．15　－　715．23 715．19 N　13E40W 明瞭割れ目 P
4313

715．16　－　715．25 715．21 N　20E41W 明瞭割れ日 P
4314 715．31　－　715．36 715．34 N　37E30NW 明瞭割れ目 P 褐色化
4315 715．33　－　715．40 715．36 N　34W35SW ヘアークラック P
4316 715．60　－　715．66 715．63 N　19E29W 朋瞭割れ目 P 褐色化
4317 715．66　－　715．77 715．72 N　17E48E 鉱物脈 C 白色鉱物脈
4318

715．88　－　715．95 715．91 N　3E　36W 明瞭割れ目 C 褐色化
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